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ごあいさつ

　関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センターは、今年で２年目を迎えました。2006年３月９日

には、センター棟が無事に竣工式を終え、研究員一同、新しい研究環境のもとで今年度のスタート

を切ることができました。

　今年度は、昨年よりも研究行事および調査活動が増加し、祭礼遺産、生活文化遺産、学芸遺産、

歴史資料遺産の４つの各プロジェクトの研究員は、大阪府下へ出かけ、その調査成果をまとめる日々

が続きました。同時に、各プロジェクトの枠組みを超え、相互に意見を交わしながら「文化遺産学」

の方法を模索し続けています。

　2006年度の主な研究行事としては、計７回の研究例会と「近世大坂の学芸」・「中・近世大坂の寺

院と歴史資料遺産」の２回のNOCHSレクチャーシリーズ、地域連携企画第２弾「八尾安中新田植田

家の文化遺産」のほか、初の試みとして「天王寺舞楽の魅力」「お茶と茶釜～千里庵へのいざない～」

の２回にわたるワークショップを開催いたしました。当センターが主催するワークショップは、地

域の人達に、今に残る大阪の文化遺産を実際に鑑賞し、体験し、感じていただく機会を提供するこ

とによって、われわれ研究員も含め、文化遺産への理解を深めるという意図のもとに実施しています。

　また、10月には第１回外部評価委員会を開催し、３人の外部評価委員により、当センターの調査・

研究活動について客観的なご意見を賜る機会を得ました。

　３年目となる2007年度には、文部科学省の中間審査を控えており、センターの活動も正念場を迎

えることになります。われわれは、今後も「何が文化遺産なのかを構想し、その研究の方途を模索し、

構築していく」という当センターの基本的な研究姿勢を大切にし、より一層尽力をしてまいる所存

でございます。

　最後に、当センターの活動に対してご理解を寄せていただいております関係諸機関および関係者

の方がたに厚くお礼を申し上げます。

2007年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター

 センター長　　髙　橋　隆　博　



●目　　次●

ごあいさつ………………… なにわ・大阪文化遺産学研究センター・センター長　髙橋　隆博（ｉ）

【特　集】
　関西大学120周年記念行事シンポジウム
　　基調講演「日本のなかの大阪文化遺産」 ………………………………………… 髙橋　隆博（１）
　第三回NOCHS文化遺産学フォーラム「まちづくりと文化遺産」
　　基調講演「まちづくりと文化遺産」 ……………………………………………… 神野　直彦（12）
　　パネルディスカッション

【研究ノート】
　　「伊勢長島藩主 増山雪斎の文人交流 ─『独楽園賀詞帖』に見る─」 ………… 有坂　道子（ 1）
　　「寺社境内および周辺における「にぎわい」に 関する基礎研究  

─研究の目的と方法 ─」 …… 妻木　宣嗣（53）

【調査報告】
　　「ボストン美術館所蔵上方絵目録」………………………………………………… 北川　博子（85）

【資料紹介】
　　「大阪の河川と海港 の文化と文学（稿）  

─地域学・地域文学論資料収集の一作業─」……………… 鶴崎　裕雄（15）
　　「横山桂子『露の朝顔』－江戸の武家女性が見た大坂と上方」………………… 藪田　　貫（83）

【新収資料紹介】 ………………………………………………………………………………………（129）

【研究センター日誌】
　　・センター全体の活動報告………………………………………………………………………（133）
　　・各プロジェクトの活動報告……………………………………………………………………（142）
　　　　P.D.（142）／祭礼遺産研究プロジェクト（146）／生活文化遺産研究プロジェクト（152）
　　　　学芸遺産研究プロジェクト（158）／歴史資料遺産研究プロジェクト（162）
　　・2006年度会議報告………………………………………………………………………………（166）
　　・長期インターンシップ実習……………………………………………………………………（167）

【外部評価委員会】 ……………………………………………………………………………………（169）

【研究センター通信】 …………………………………………………………………………………（172）
　　①NOCHSメール目次　②『難波潟』目次

【センター紹介記事】 …………………………………………………………………………………（177）

【研究員名簿】 …………………………………………………………………………………………（181）

英文目次（裏表紙）



─ 1 ─

特　　集

関西大学 120周年記念行事・シンポジウム

【基調講演】

「日本のなかの大阪文化遺産」

髙橋　隆博　（関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター・センター長／関西大学文学部教授）

　皆さんこんにちは、髙橋でございます。（拍手）
東北地方の山形県生まれで、山形育ちの私が、なに
わ・大阪をお話することに、皆さん方は違和感をお
持ちになるでしょうし、私自身も不思議なめぐり合
わせを感じております。ただ、大阪に住まいをして
ずい分と年月を重ねておりますので、大阪のこと
を、大阪の文化を理解しようという気概だけは持っ
ているつもりでございます。恐縮でございますが、
少しの間、東北弁におつき合いいただきたいと存じ
ます。それにいたしましても、私どものこのたびの
催しに、こんなに大勢の方がお見えになるとは思い
もしませんで、驚いているところです。ありがとう
ございます。この会場の定員は1,000名ですが、申
込みの段階ですでに超過いたしまして、300人ほど
の方がたにお断りいたしております。大変申し訳な
いことだと、お詫び申しあげねばなりません。
　時間がそれほどございませんので、本日のテーマ
「日本のなかの大阪文化遺産」についてお話を進め

てまいります。ところで、文化遺産について研究す
ることを文化遺産学と命名しましたが、これは私ど
もがはじめて提唱いたしました名辞です。特許をと
っているわけではありませんが、ゆめ勝手にお使い
にならないように、ご使用の際は、私どもの了解を
得ていただきたいと存じます（笑い）。じつは文部
科学省が進めております私立大学高度化推進事業の
オープン・リサーチ・センター整備事業（研究補助
事業）に採択された「関西大学なにわ・大阪文化遺
産学研究センター」（平成17年度～平成22年度）の
申請文書の中で文化遺産学という名辞をつかったの
が最初です。
　昨今、文化遺産という言葉がさかんに使われてい
ます。周知のことですが、これは1972年のユネスコ
（国際連合教育科学文化機関）第17回総会におい
て、世界に貴重な自然遺産であるとか、文化遺産で
あるとかを護っていこうとする条約、すなわち「世
界遺産条約」（世界の文化遺産及び自然遺産の保護
に関する条約）が採択されて以後のことです。ちな
みに世界遺産に登録されている日本の文化遺産は、
「法隆寺地域の仏教建造物群」「姫路城」（1993年）
を最初とし、清水寺や平等院、上賀茂神社など京都
の14の寺社からなる「古都京都の文化財」（1994

年）、「白川郷と五箇山の合掌造り集落」（1995年）、
「原爆ドーム」「厳島神社」（1996年）、東大寺や春日
大社など６寺社と平城宮址、春日山原始林からなる
「古都奈良の文化財」（1998年）、栃木県の日光東照
宮や輪王寺などを中心とする「日光の社寺」（1999

年）、「琉球王国のグスクおよび関連遺跡群」（2000

年）、高野山と熊野三山（熊野本宮大社や熊野速玉

髙橋　隆博センター長
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大社、那智大社）、吉野金峰山などを含む広い地域
におよぶ「紀伊山地の霊場と参詣道」（2004年）な
どです。
　私たちがどうして、「なにわ・大阪文化遺産学研
究センター」を構想したのかといいますと、関西大
学は吹田市にございます。なにわの地に、大阪にあ
る大学です。なにわ・大阪の水に、土に、なにより
もなにわ・大阪の人びとに育てていただいた大学で
す。関西大学を縦軸に見ても横軸に見ても、「なに
わ・大阪」とは不可分の関係にあります。しかし、
虚心坦懐に振り返りますとき、これまで120年の長
き歴史を刻んできた関西大学が、はたして「なに
わ・大阪」を対象にした研究を積極的に行ってきた
のか、「なにわ・大阪」に責任を果たしてきたのか
といいますと、必ずしも万全であったとは言い切れ
ません。これまで120年も育てていただいた「なに
わ・大阪」に、何がご恩返しになるのかと考えまし
たとき、「なにわ・大阪の文化遺産」そのものを研
究の対象にすべきであろうと結論するにいたったわ
けです。そしてその成果を、社会に還元し、さらに
は次の世代に繋いでいこう、そういう役割を果たそ
うということで「なにわ・大阪文化遺産学研究セン
ター」を立ち上げたわけでございます。
　そこで先ず、足元の文化遺産を、つまり大阪の文
化遺産についてあれこれと考える前に、関西大学の
文化遺産を振り返らなければいけません。そうしま
すと、なによりも先ず末永雅雄先生（名誉教授）に
指を屈しましょう。いうまでもなく先生は、昭和63

年度の文化勲章受賞者で、押しも押されもしない日
本考古学界の重鎮でございました。歴史学者の文化
勲章受賞者としましては、東京大学の坂本太郎先生
に次いで２人目の受賞でした。「壁画のカビ」問題
で連日のように報道されている「高松塚壁画古墳」
といえば、網干善教先生（名誉教授）ということに
なりますが、「壁画発見」で日本中の話題をさらっ
たあの発掘調査（1972年）は、末永先生の指導のも
とに行われたものでした。もちろん末永先生と網干
先生とは、太い絆で結ばれた恩師と弟子の間柄で
す。網干先生もまた日本考古学界に大変大きな功績
を残された先生で、関西大学が創立100周年を記念
して行ったインドの祇園精舎址の発掘成果は、まさ
に世界考古学界に打ち立てた金字塔です。口惜しい
ことに、網干先生は今年の７月29日にお亡くなりに

なりました。考古学界にとっても大きな損失です
が、関西大学にとっても悔やみきれない痛手です。
　いささか年月を経過しておりますので、忘れかけ
られておりますが、関西大学の誇る約１万6,000点
もの考古資料は、もとは毎日新聞社の本山彦一元社
主が蒐集していました考古資料で、これが末永雅雄
先生のご尽力によって関西大学に入ったわけです。
ですから、末永先生のお力がなければ、関西大学の
考古資料、すなわち博物館資料は存在しなかったこ
とになります。この一事だけでも、末永先生は関西
大学に大変大きな功績を果たされたことになりま
す。じつは私も末永先生にあこがれて関西大学に入
学いたしました端くれで、大きな学恩にあずかり、
かわいがってもいただきました。礼儀作法にとりわ
け厳しい先生でございましたけれども、実は優しい
一面もございました。その一例をいささか紹介させ
ていただきます。
　高松塚古墳発掘とその後に関することですが、未
曾有の発見となった極彩色壁画の今後の保存措置に
ついては、先生は国にゆだねるべきとの決断をされ
ました。まさに無私の大英断でした。その時のこと
が末永雅雄編『壁画古墳　高松塚』の序文に末永先
生が述べておられますので紹介しておきます。
　「学生の調査日誌を見ると、発掘の努力を重
ね、これを愛し、調査を続けたが、次第に自分
たちから遠ざかり行く悲しみを書いたものがあ
った。それほどまでに高松塚古墳を愛する感情
を持って、愛情を持って調査に努力していたか
と驚いた。今これを書きながら、なお胸が詰ま
る。しかし、この偉大な資料の個人的財産とは
異なることを考えれば、すべてを挙げて国家処
理に移し、保存と調査研究の万全を期して次代
の日本国民に伝えるべきである」

　感動的な文章です。末永先生は、学生一人一人の
顔を思い浮かべながら、調査日誌に目を通されてお
られたことがわかります。おそらく末永先生は、こ
の文章をお書きになるとき涙していたに違いない、
私はそう確信しております。学生に対するこうした
眼差しといいますか、愛情といいますか、人間教育
といいますか、これが関西大学の学風であります。
これこそある意味での大きな文化遺産なのです。も
ちろん学問的業績の蓄積も文化遺産ですけれども、
こうしたことはもっと大切なことです。
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　それから、有坂隆道先生（名誉教授）を挙げなけ
ればなりません。先生は日本洋学史の泰斗でござい
ましたが、平成16年６月18日、鬼籍に入られまし
た。痛恨のきわみです。先ほど偉そうにも「なに
わ・大阪文化遺産学研究センター」は、私たちが提
唱したものだと声高に申しましたが、じつは昭和35

年に有坂先生はすでに「大阪文化研究所」を立ち上
げておられるのです。それだけではありません。研
究誌『上方文化』を発行しているのです。残念なこ
とに、資金のことなどもあってこの画期的な『上方
文化』は、続刊をのぞむ声しきりの中、５号で中断
のやむなきにいたりました。有坂先生はほとんど私
費を投入して発刊していたようで、資金面のことな
どからの中断であったとお聞きしております。
　有坂先生は、「大阪文化研究所」設立について、
『上方文化』にこのように述べておられます。少し
長くなりますがこれも紹介させていただきます。
　「今、私たちを取り巻く日本の現代文化の状
況を振り返ってみると、そこには我々が真剣に
再考しなければならない問題がはっきりあらわ
れているように思われる。その中でも、最も深
刻な問題は、我々が自己の存在理由につながる
ものとして自覚できるような自分たちの文化
を、果たして持っているだろうかという強い疑
問を否定することができない。現在いろいろな
媒体の発達のおかげで、私たちは有形・無形の
文化的商品の洪水の中に置かれている。しか
し、それらは多く雑多な、細切れにされた文化
の破片であり、私たちの生活の背骨をつくり、
それに肉づけしていく目的に奉仕するような性
質のものとは思われない。そういった現代的な
文化の氾濫は、主体を持った人間の喪失、郷土
や祖国と結びついた市民精神の喪失と表裏の関
係を持っているのではないだろうか。私たちが
大阪文化研究所を設立し、機関誌『上方文化』
を刊行する基本的な目的は、まず、自分たちの
文化を育てるべき土壌を明らかにし、かつて日
本民族文化の先進地域であった上方に検証のフ
ィールドを求め、ほかならぬ我々の物の見方、
感じ方、行動の仕方のうちに伝わり、しみ通っ
ている重要な文化的諸要因を新たに発掘するこ
とである」

これもまた、先ほどの末永先生に比肩するほどの格

調高い文章です。ですから私たちの「なにわ・大阪
文化遺産学研究」は、有坂先生がすでに40数年前に
興された「大阪文化研究所」の系譜にあるというこ
とになりましょう。
　もうお一人、薗田香融先生をあげねばなりませ
ん。先生は日本古代史学界の牽引者でございます。
もちろん、先生は和歌山市にご健在で、ご活躍中で
す。和歌山市には、万葉の歌人山部赤人が「和歌の
浦に　潮満ちくれば潟をなみ　葦辺をさして　鶴鳴
きわたる」と詠んだ風光明媚な和歌浦があります。
そのもっとも和歌浦らしいところといえば、妹背山
や玉津島、不老橋あたりで、不老橋から東の名草山
をのぞむ静かな入り江は、とりわけ美しい景観をな
しているところです。ところが和歌山県は、あろう
ことか不老橋の東側の海中に、80メートルものコン
クリートの車道橋「新不老橋」建設を計画しまし
た。着工したのは1989年５月23日のことです。
　薗田香融先生は、和歌浦の景観を保存するための
住民訴訟を和歌山地方裁判所に起こしたわけです。
訴訟の要諦は何かといいますと、「一般市民は、歴
史的景観を享受する権利がある」ということに尽き
ます。歴史的景観を市民が享受する権利あるという
訴えは、裁判史上初めてのことなんです。残念なが
らこの訴訟は原告団の敗訴になりました。その後、
文化庁は、まったく久しぶりに文化財保護法を改正
いたしまして、景観法をつくりました。ただし、文
化庁は歴史的景観のかわりに文化的景観という文言
にしているのです。敗訴になりましたけれども、こ
れ以後、「歴史的景観」と言葉がさかんに叫ばれる
ようになり、文化財保護法の改正をもうながしたと
いう意味では、薗田先生の投じた一石は、きわめて
大きいものがあったといわざるをえません。
　その頃、つまり「和歌の浦訴訟」のときには、薗
田先生はもちろん現職の関西大学の教授で、原告団
団長でございました。おうかがいしますと、夜とな
く昼となく、相当のいやがらせがたびたびであった
とお聞きしております。しかし、決してそれに屈す
るような先生ではありません。お体はどちらかとい
いますと小柄な方で、いつもにこやかな表情をされ
ているのですが、まことに豪胆で、慧眼の歴史家で
す。
　時間の関係もありますので、わずかお三人の先生
だけの紹介に留めますが、こうした先生方の遺され
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たことが関西大学の文化遺産であって、その精神こ
そが関西大学のDNAといえましょう。私たちの「な
にわ・大阪文化遺産学研究センター」は、こうした
先生方のDNAを受け継いで行こうと肝に銘じてい
るところでございます。私たちは、こうした先生方
が築きあげてこられた文化遺産を大切にし、将来に
受け継いで行きたいと念じております。
　これまでご紹介しましたのは、関西大学の「文化
遺産としての人」に焦点をあててお話させていただ
きましたけれど、次に調査研究の対象とすべき関西
大学の「文化遺産としてのもの」に移したいと存じ
ます。
　さきほどの末永雅雄先生のところで触れました
「本山考古コレクション」（重要文化財12点をふくむ
１万6,000点）をあげねばなりません。その中には
藤井寺市国府遺跡出土の12点の重要文化財を含んで
おります。これは特筆すべきことで、全国の大学博
物館の中にあってまことに希有なことであります。
　つぎに泊園文庫があります。漢学者の藤澤南岳先
生が、文政８年に大坂淡路町につくりました漢学塾
泊園書院の漢籍類を内容としております。この漢籍
類が、昭和26年に関西大学におさまることになり、
これを契機として関西大学東西学術研究所が設置さ
れたわけです。
　そして、図書館に架蔵される鬼洞文庫がありま
す。この中には、大阪関係の引札やかわら版などが
入っており、これらはまことに貴重な資料です。
　さらには、東京教育大学教授から関西大学に迎え
られた津田秀夫先生が蒐集されましたおびただしい
量の近世古文書がありあます。これは関西大学文学
部の古文書室に収蔵されており、現在は目録の作
成、解読作業など、整理を進めているところです。
　また、図書館に収蔵されている「上方役者絵」の
版画類もきわめて貴重です。「上方役者絵」につい
ては、本日シンポジウムのパネラーの１人としてご
出席のイギリス・ロンドンSOAS大学教授ガースト
ル先生がご専門としている分野でもあります。浮世
絵といいますと鈴木春信や葛飾北斎、安藤広重とい
った江戸の浮世絵師たち、版画作品を思い浮かべま
すけれども、大坂にも大変すぐれた浮世絵師がい
て、浮世絵を世に出していたことをすでに大阪の人
びとさえも忘れ去っているのが現状で、まことに寂
しいかぎりで残念なことです。幸いにして関西大学

図書館は「上方浮世絵」を所蔵しております。「な
にわ・大阪文化遺産学研究センター」では、「上方
浮世絵」のうちから役者絵を特集した出版物『上方
役者絵』を『なにわ・大阪文化遺産学叢書Ⅰ』とし
て本年の３月に刊行いたしたところです。斯界から
は高い評価をいただいております。以上紹介しまし
たのが、かいつまんだところの関西大学が所有する
「文化遺産としてのもの」です。
　与えられております持ち時間が少なくなってまい
りました。少し先を急がねばなりません
　そこで、はじめに掲げました「文化遺産学とは何
か」という話に戻りたいと存じます。さきほどから
文化遺産学は私たちがつくった新しい名辞だと申し
ましたように、それの学問的体系などは構築されて
いるわけではありません。文化遺産学の話の前に、
少し文化についての話をいたします。学生たちに
「文化とはなんだろう」「何が大阪の文化だろう」と
聞きますと、決まって「タコ焼き」「道頓堀の蟹や
河豚などの飾り物」、それに「阪神タイガース」「ア
メリカ村」と、たいがいこんな答えが返ってきま
す。コンパなんかで梅田あたりに出かけましたら、
露天神つまりお初天神ですね、あのあたりに行っ
て、「ここが近松門左衛門の世話物『曾根崎心中』
の舞台となったところだよ」、「あれは大坂内本町の
醤油屋平野屋の手代徳兵衛と北の新地の天満屋の遊
女お初とが曽根崎天神の森で情死した事件をもとに
近松が脚色した物語でね、あのあたりを蜆川が流れ
ていたんだよ」といっても、興味があるのか、ない
のか、ただ聞いているだけで、彼らには近松の作品
が大阪の文化に結びついていないのかもしれませ
ん。あるいは漠としすぎているのかもしれません。
これは、大学も大いに反省しなければならないこと
で、大学だけでなく、小学校から中学校、高等学校
の児童・生徒たちに大阪の歴史や文化をしっかり教
えてこなかったことにも関連しているのかもしれま
せん。自分たちの住んでいる地域の歴史や文化を教
えないのは、まったくの手抜かりです。
　さて「文化とは何か」です。大変難しいテーマで
すが、すでにアメリカのイエール大学教授ラルフ・
リントンという学者がじつに明解に定義しておりま
す。彼の著書『文化人類学入門』（東京創元社）を
私なりにまとめてみますとこのようになります。
「文化は、２人以上複数の人間が共有する生活様式」
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であると。ですから、山奥で１人だけで住んでい
て、特殊な技術で生活していたとしても、あるいは
いささか変わったものを残したとしても、それを文
化とはいわない。なぜなら彼以外の人がそのことを
知らないし、その技術が彼以外に共有されていない
からです。
　文化には、ありとあらゆるものが内包されていま
す。まずは言葉がそうです。さまざまな生活器具を
作り出す技術がそうです。住宅などの建物があり、
生活様式があります。寺院・神社があり、その法
会・祭礼があり、芸能があり、学芸があり、地域の
組織があり、さらには食べ物とその加工技術・保存
の技術があります。これらすべてが文化遺産学の対
象となります。まさにあらゆるものが文化なので
す。
　ですから、まずは「何が文化遺産なのか」を模索
しようとする柔軟な発想こそが肝要なのです。まず
はそのことが文化遺産学の第一歩ということになり
ます。次に、それの研究の方途を構想すること、つ
まりどのように調査・研究を進めていくのかという
ことです。これが文化遺産学の２番目の課題になり
ます。３つ目は、そうやって調査・研究した成果
は、決して大学内だけに留め置いてはいけません。
地域の人びとにこれをお返し申し上げ、まずはその
地域の方がたに認識していただき、理解を深めても
らうことです。いわゆる社会還元です。ですから社
会に還元することが文化遺産学の目標です。以上の
ことが私たちが考えました「なにわ・大阪文化遺産
学研究」の構想です。
　いちがいに「なにわ・大阪」といいましても広範
囲におよびます。そして、それぞれの地域には、そ
れぞれの歴史性と文化力が堆積しております。それ
がまたその地域の文化的な特質ともなっております
し、それが地域性です。私たちはそれぞれの地域の
文化的特質を深く知らなければなりません。その文
化的特質こそ、まずは地域の住民の方がたが共有
し、さらにはそれを将来に継承していただくような
方策を提示する、これが社会貢献、地域還元という
ことになるだろうと思います。文化遺産というの
は、決して過去の遺産などではありません。将来を
展望するにきわめて有効な文化資源だと位置付けな
ければなりません。私どもが考えております文化遺
産学というのはそういうことでございます。

　しかしさきほども申しましたように、大阪といっ
ても茫洋としており、大変広いです。そこで、何か
を核にしなければ文化遺産学の研究は前に進まない
わけですので、私たちは幾つかの研究のプロジェク
トをつくりました。いわゆる研究の組織のことで、
これを四つの班（①～④）にいたしました。
　①は「祭礼遺産研究プロジェクト」です。寺院の
法会や神社の祭礼の研究ということになります。天
神祭とか四天王寺の聖霊会（国指定の重要民俗文化
財）、あるいはたとえば大阪の夏祭りなどを対象に
するグループです。その②は「生活文化遺産研究プ
ロジェクト」です。生活器具や生活様式、伝統的な
技術やなにわ野菜などがその範疇に入り、たとえば
東大阪の鋳物技術や天王寺蕪や勝間南瓜、吹田慈姑
などの野菜もその対象となります。その③は「学芸
遺産研究プロジェクト」です。ご存知のように、た
とえば酒造業を営む傍ら書画骨董の蒐集家、そして
文人画家として知られる木村蒹葭堂を例にあげるま
でもなく、大阪には、わけても江戸時代に展開した
学問の蓄積がありますし、浄瑠璃をはじめとします
さまざまな芸能がありますので、それらが対象とな
ります。そして④が「歴史資料遺産研究プロジェク
ト」です。古文書や古絵図・古地図、拓本、あるい
は絵馬などもその対象になります。
　こうしたものが主に集積されている場所といいま
すと、やはり大きな街道の結節点であり、信仰の場
であり、また地域の中核となっている寺院や神社で
すね、四天王寺とか、大阪天満宮とかに代表される
でしょう。天神祭にいたしましても、大事な神事、
つまり鉾流しなどの船御渡と陸御渡があり、儀式が
あり、供え物があり、飾り物があり、町の住民の参
加があります。祭りと地域住民の相関関係もそこに
見えるわけです。
　それでは、当センターのこれまで１年間の活動状
況について簡単に触れさせていただきますと、と申
しましても実質的には昨年の６月からのことです
が、これまで二回のフォーラムを行い、それぞれに
大きな成果を得ましたが、とりわけ私たちが感銘を
受けたのは、第２回の文化遺産学フォーラム「大阪
と沖縄の文化遺産」のときに、琉球大学の高良倉吉
先生がお話しなさったことです。第二次世界大戦で
沖縄は連合国軍に完膚なきまで武力で掃討されたわ
けですが、「この沖縄の戦争によって、沖縄の文化
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遺産の何が失われたかがわからない」という発言で
す。これほど衝撃的なことはありません。沖縄の人
びとにとって、「何がなくなったのかわからない」
ということほど悲劇的なことはありません。たとえ
ば技術というものは、一端途絶えてしまうとなかな
か復興できませんが、技術を伝える人びとが生存し
てさえおれば復活できるのですが、建築物や器物
は、ひとたび失われますと、再びもとに戻りませ
ん。高良教授は、「だからこそオーラル・ヒストリ
ーということが大事になってきます」と、強く提言
しています。オーラル・ヒストリー、伝承、言い伝
えですね。「なにわ・大阪」に関するさまざまな伝
承もまた「なにわ・大阪文化遺産学」の大切な研究
テーマということになります。
　なお、フォーラムに関して付け加えますと、今年
の10月、芦屋美術博物館と提携して「大坂画壇」を
テーマにしたフォーラムを行っております。
　また私たちは、地域連携ということを考えており
ます。昨年の秋に、大阪の藤井寺市にあります道明
寺天満宮の御協力をいただき、同宮を会場に最初の
「地域連携企画」を講演会と展覧会の２部構成で実
現いたしました。関西大学博物館が所蔵しておりま
す本山考古資料の中に河内国府遺跡から発掘された
遺物が相当数ございます。この国府遺跡（藤井寺
市）は、大和川左岸にありまして、大正年間に発掘
調査が行われた遺跡で、いくつかの人骨も出土した
こともあって、当時は連日のように新聞紙上をにぎ
わしております。かなり以前の発掘調査ですので、
藤井寺市民の方がた、遺跡の近くにお住まいの方が
たは別としまして、あまりご存知ないのが実情で
す。藤井寺市内で発掘されたものは、まずは藤井寺
市民が認識しなければいけないというのは私たちの
考えでありますので、それならばこちら側から出向
いて、国府遺跡から発掘された遺物を会場に運んで
展示し、地域の人びとに見ていただこうということ
で、この「地域連携」を企画いたしたわけです。あ
わせて当センターの美術史の先生が「渡唐天神画
像」について、考古学専門の先生が「河内国府遺
跡」について講演会を催したところ、約300人ほど
の地域の方がたにお集まりいただきました。感謝い
たしております。同時にこの「地域連携企画」にい
ささかの自信めいたものが仄見えきたこことも事実
でした。

　そこで、第２回目の「地域連携企画」を、本日こ
の会場に八尾市文化財行政のご担当者が来ておられ
ますけれども、八尾市と連携して行いました。JR
八尾駅の近くに、江戸時代に安中新田の会所になっ
た居宅がございます。大きなお屋敷と建物です。現
在これを所有されておられる植田家が、そっくりそ
のまま八尾市に寄贈されました。建物は登録文化財
となっております。しかも、掛け軸類や書籍類、河
内木綿、民俗資料などもすべて含めての寄贈です。
植田家のまことに高邁なお心に、頭を垂れるほかは
ありません。
　八尾市と関西大学とは協定を結んでいることもあ
って、文化財についての調査を当センターが行うこ
ととなり、これまで進めてきたところです。そこ
で、植田家の文化財のおおよそについて、まずはこ
の地域の人たちに安中新田の歴史や植田家のことな
どを知ってもらおうということで、八尾市と連携し
ながら実現したのが第２回目の「地域連携企画」で
した。地域の約60人ほどの方がたが参加していただ
きました。
　私ども「なにわ・大阪文化遺産学研究センター」
では、フォーラム、地域連携、そしてワーク・ショ
ップを活動の柱としており、今年の５月、天王寺楽
所雅亮会の全面的なご協力をいただきまして、「な
にわ・大阪文化遺産学研究センター」の建物内で行
いました。一般市民の方がたにご案内しましたとこ
ろ、じつに多くの申し込みがあり、申し訳ないこと
ですが、お断りするのに苦慮したほどです。当初は
センターの前庭で行うべく、野外に舞台を設けてい
たのですが、あいにくの小雨模様となり、やむなく
会場をセンター内に移したのですが、会場（定員約
80名）は立錐の余地がないほどの盛況となりまし
た。
　当センターの活動の柱に、これまで紹介いたしま
したフォーラム、地域連携、ワーク・ショップ、そ
れにレクチャー（講演）があります。その第１回目
に、「なにわ・大阪の神社」を取り上げ、第２回目
には「京野菜VSなにわ伝統野菜」というタイトル
で行いましたところ、野菜を栽培しておられる人、
料亭の主人、野菜を現材料とした菓子や焼酎の製造
業者など、さまざまな方がたに参加していただき、
大変な盛況ぶりでした。当センターでも、二坪ほど
の小さい野菜畑をつくっておりまして、田辺大根や
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天王寺蕪、玉造黒門越瓜などを栽培いたしておりま
す。
　当センターの研究成果物としては、さきほど少し
紹介しました『文化遺産学叢書』を順次刊行してい
く予定でありますし、年間の活動報告としまして
は、年度末には『年報』を発行するとともに、『難
波潟』、そしてレクチャーの内容を活字化した冊子
『Occasional paper（オケーショナル・ペーパー）』、
それに『NOCHSメール』を発行しております。
NOCHSとは、「なにわ・大阪文化遺産学研究」の英
文頭文字をあてた名称です。
　いつも反省はしているんですが、本日も前半に時
間を取りすぎてしまったようで、いよいよ持ち時間
がなくなってしまいました。最後に一つだけ申して
おきたいことがあります。それは文化遺産を護って
行こうとするとき、そして将来につないで行こうと
考えるときの要諦とは、一つに「地域」、二つに
「人」、三つ目に「技術」ということになりましょ
う。そして、この三つに通底していなければならな
いことは「きずな」です。地域の人びとによる「き
ずな」が何よりも大事なことですが、地域の外側の
人びとがその地域に向けられる眼差しも重要なこと
です。つまり「内のきずな」と「外のきずな」の結
びつきです。たとえば、現在の道頓堀界隈はかつて
の面影はありません。昔は歌舞伎や浄瑠璃を観劇
し、非日常的な料理を味わう「規矩ある大人の街」
であったが、今や「奔放な若者の町」となっていま
す。文化は、その時代、世相を色濃く反映していく
ものですから、その良し悪しを、あるいは優劣を判
定したところで、ほとんど意味をなしません。しか
し将来、道頓堀川の河畔を、あるいは町並みを、そ
して景観をも取り込んだ「道頓堀の文化景観」を展
望するのであれば、道頓堀界隈の人びとだけの発想
と努力だけではなく、道頓堀の外側からの眼差しが
大切なことです。消極的あるいは間接的なことかも
しれませんが、その街を育てていこうとする姿勢が
必要になってきます。これが「外のきずな」です。
大変難しいことですが、一人一人に突きつけられた
課題であるだろうと思います。
　ちょっとどころか、すっかりと雑駁な話になって
しまいました。申し訳ございません。私は前座でご
ざいますので、これからの第２部パネルディスカッ
ションの方がはるかに興味ぶかい内容になるはずで

すので、これで私の拙い話を終わらせていただきま
す。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

パネルディスカッションの様子
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特　　集

第３回NOCHS文化遺産学フォーラム 
「まちづくりと文化遺産」

（共催：株式会社りそな銀行）

【挨　拶】

沢村　真人

（りそな銀行地域サポート本部・ 
りそな御堂筋ビジネスソリューションプラザ所長）

　関西大学様と私どもりそな銀行は、ちょうど二年
前、一昨年の11月に地域社会への貢献を目的とした
包括連携協定を締結致しました。すでに、皆様ご存
知のとおり、大学には科学技術分野だけでなく、人
文科学分野まで広範にわたり豊富な知的財源や人的
資源がございます。一方、銀行には個人のお客様か
ら、中小企業、大企業に至るまで、多くのお取引先
を…お取引をさせていただいております。この協定
は、こうした大学と銀行がその持てる資源をうまく
活用しあいながら、大学と銀行が地域社会の発展の
ためにできることは何かを考えていこうというもの
で、今回の文化遺産学フォーラムにつきましても、
こうした連携の一環として取り組ませていただいた
ものです。
　すでに、皆様ご承知のとおり、近年企業経営を取
り巻く環境は、大きく変化してきております。効率

優先の工業社会から、精神的な豊かさが重視される
社会に転換する中、企業の社会的責任というものが
大きくクローズアップされ、民間企業といえども、
これまでのように単純に効率性を追求すればよいと
いうものではなくなってきております。いかに地域
と共生し、共に歩んでいくかということが重要な問
題となってきております。私どもりそな銀行は、平
成15年５月の公的資金注入以降、「りそなの再生は
地域の皆様からの支持なくしては、成し遂げられな
い」との信念のもと、従来の本部指導ではなく、よ
り地域社会の皆様に近いところで運営を行う「地域
運営制度」というものを導入致しました。これは、
それぞれの営業現場が地域住民の皆様の声をしっか
りと聞き、地域の皆様に愛される銀行になるには、
どうしたらよいかを考えて運営していこうというも
ので、これにより、今日後ほどご紹介させていただ
きます、「REENALプロジェクト」のほか、「神戸
南京町応援キャンペーン」や「四条畷市の商店街活
性に向けた取り組み」など、従来の銀行では、考え
られなかったような地域限定のさまざまな取り組み
をしてまいりました。
　今回のセミナーでは、こうした地域とのつながり
を文化遺産という視点で見直してみようというもの
で、私どもとしましても、これまでの取り組みをさ
らに進化させていく上で、非常によい取り組みだと
考えております。また、いろいろな問題を一緒に考
えていくことは、当社が目指す地域に愛される金融
機関への第一歩として、非常に大切なことだという
ふうに考えております。
　これまでの関西大学様との取り組みのなかで、銀
行と大学というものは、連携の仕方によっては、取
引先に対するさまざまなソリューションの提供や地
域社会への貢献ができるのではないかということに
気づき始めてまいりました。りそな銀行の社内にお
きましても、こうしたこれまでにない新たな大学と
の取り組みを先駆け的なケースとして、今回の関西沢村　真人氏
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大学様との連携についても認知されてきておりまし
て、いろいろな大学様のほうから、関西大学様との
関係ようにうちともやって欲しいとかですね。いろ
いろなお申し出を受けるようになりました。今後
も、関西大学様との取り組みが、他大学やほかの金
融機関にとっての、ひとつのモデルケースとして広
がっていくよう、さまざまな取り組みを行っていき
たいと考えております。
　それでは、今日のセミナーをお楽しみください。
ありがとうございました。

【挨　拶】

髙橋　隆博

（関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター・
センター長）

　こんにちは、関西大学なにわ・大阪文化遺産学研
究センターのセンター長を仰せつかっております髙
橋でございます。今日は、大変寒うございまして。
そんな中、大変大勢の方にお集まりいただきまし
て、まことにありがとうございます。
　本日テーマに掲げております文化遺産という言葉
がしきりに使われだしたのは、1972年、パリで開か
れたユネスコの会議で採択され、世界遺産条約が締
結されて以来のことです、文化遺産、そして自然遺
産、これを包括して世界遺産といい、全世界的にさ
まざまな活動展開しております。日本がこの世界遺
産条約に参加しますのは、世界遺産条約が締結され

てから10年遅れてのことです。これには理由があり
まして、日本には昭和25年に制定されました文化財
保護法があり、文化遺産と自然遺産の指定と保護に
ついては、この法律でカバーできると、当初はその
ような判断が働いていたと聞いております。
　文化遺産という言葉は、昨今ずい分と言い慣らさ
れてきましたが、文化遺産学は、おそらく聞きなれ
ない言葉かと存じます。それもその筈で、これは文
部科学省がすすめる研究補助事業（私立大学学術研
究高度化推進事業のオープン・リサーチ・センター
整備事業）に、関西大学が申請しました文書の中
で、はじめて使った名辞なのです。それでは、文化
遺産学とは何を考え、研究するのかと申しますと、
確たる理論体系ができあがっているわけではありま
せん。まずは、「何が文化遺産か」を発想し、模索
することがその第一歩になります。陸上競技の三段
跳びにたとえますと、ホップです。文化遺産といっ
ても実に多岐にわたります。ですから一つひとつの
文化遺産について「どのように調査・研究を進めて
いくのか」、つまり研究の方策を構想することが、
次のステップということになります。そして、その
調査・研究の成果、あるいは見通しを社会に公開す
ることが大切です。つまり社会還元がジャンプとい
うことになります。私たちは、文化遺産学をこのよ
うにとらえているわけです。その一環としまして、
平成17年度には「大阪の文化遺産」ということで第
１回目のフォーラムを行いました。昨年の秋に、
「大阪と沖縄の文化遺産」というテーマで第２回目
のフォーラムをさせていただきました。
　本年は、東京大学教授の神野先生から基調講演を
いただき、第３回目の文化遺産フォーラムを企画さ
せていただいたわけでございます。どうぞ、第２部
のパネルディスカッションもございますので、お楽
しみいただくというのは語弊があるかもしれません
けれど、興味を持ってお持ち帰りいただきたいと念
じております。
　なお、この会場の後ろ側にございます写真パネル
は、大阪を代表する郷土史家牧村史陽先生のご遺族
から、数百枚のガラス乾板を頂戴いたし、それを焼
き付けたものです。牧村先生ご自身が、大阪市内、
大阪府内のあちこちを写真に撮られました。そのご
く一部を持って参った次第です。少し工夫しており
ますのは、牧村先生が撮られた場所と同じような場髙橋　隆博センター長
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所、定点観測というわけにはいきませんが、ある場
所の「昔と今」というコンセプトで、二つ合わせて
展示をしております。
　いまひとつ、平成17年度にスタートしました「関
西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター」のこ
れまでの活動状況の一覧をパネルにして、展示いた
しております。どうぞご休憩の際にご覧になってい
ただきたいと存じます。まことに簡単ですが、挨拶
に代えさせていただきます。ありがとうございまし
た。
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【基調講演】

「街づくりと文化遺産」

神野　直彦　（東京大学大学院経済学研究科・経済学部教授）

　東京大学の神野でございます。よろしくお願い致
します。本日、このような席にお招きに預かりまし
たことを、関西大学のご関係の皆様方をはじめ、多
くの方々に感謝する次第でございます。ご紹介があ
りましたように、私は財政学を専攻しておりまし
て、真理を探究する研究者の端くれでございます
が、今年研究者として吃驚したことは、真理を多数
決で決めるのかということです。皆様ご存知のとお
り、冥王星は太陽系の惑星かどうかというのを多数
決で決めて否決して、冥王星は太陽系の惑星ではな
いと決めたわけですね。冥王星は、皆様ご存知かと
思うのですが、プルートというギリシャの神の名前
をつけております。プルートにちなんで私たちは、
人間が作った最大の毒といわれているプルトニウム
というのも、これプルートにちなんで名づけており
ます。なぜなら、プルートというギリシャの神は、
富の国の神、豊かな富の国の神であると同時に、死
の国の神でもあるからです。私たちは今、富の国か
死の国かの分かれ道に差し掛かっています。分かれ
道のことをcrisisと申しますので、分かれ道は危機
の時代でもあるということですね。今日私は、「今
私たちは、歴史の大きな分かれ道に差し掛かってい
る」というところからお話をさせていただいて、

「まちづくりと文化遺産」というテーマに答えてい
きたいと思っております。
　（配布資料を見ながら）最初に、スウェーデンの
環境の教科書から、スウェーデンが誇る芸術家ステ
ィーグ・クレッソンの言葉を引いておきました。
「第二次大戦後、スウェーデンは豊かな国となり、
人々が『繁栄』と呼ぶ状況を生み出した。私たち
は、あまりに簡単に幸福になりすぎた。人々は、そ
れは公正であるか否かを議論した。私たちは戦争を
回避し、工場を建設し、そこへ農民の子どもが働き
に行った。農業社会は解体され、私たちの国は新し
い国になったが、人々が本当にわが家にいるといっ
た感覚をもてたかどうかは確かではない。1950年か
ら60年に至る10年間に、毎日300戸の小農家が閉業
するというスピードで、農業国スウェーデンが終焉
した。
　人々は大きな単位、大きなコミューン…コミュー
ンは市町村です。市町村を信じ、都市には遠い将来
にわたって労働が存在すると信じた。私たちは当然
のことながら物質的には豊かになったが、簡単な言
葉でいえば、平安というべきものを使い果たした。
私たちは新しい国で、お互いに他人同士となった。
小農民が消滅するとともに、小職人や小商店が、そ
して、病気のおばあさんが横になっていたあの小さ
な部屋、あの小さな学校、あの子豚たち、あの小さ
なダンスホールなども姿を消した。そういう小さな
世界はもう残っていない。小さいものは何であれ、
儲けが少ないというのが理由だった。なぜなら、幸
福への呪文は〈儲かる社会〉だったからだ。」スウ
ェーデンは、大きくここで儲かる社会から舵を切り
返そうというふうに致しますが、私たち日本もここ
に指摘されているような状態に陥っているというこ
とは、皆さんもご存知のとおりでございます。
　先ほど、りそな銀行の沢村所長がお話になってい
らっしゃいましたが、今の国民意識調査によります
と、日本国民の６割がですね。もう物の豊かさはい

神野　直彦氏
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いから、心の豊かさが欲しいと言っているのです。
依然として物の豊かさだといっているのは３割にし
か過ぎません。しかも、私たちは幸福への呪文が儲
かる社会だということに縛られて、いまや新しい国
でお互いに他人同士になっている。2004年に行われ
た内閣府の国民の安全・安心に関する特別世論調査
では、日本の国民は「もうすでに日本の国は安全・
安心の国ではない」と答えています。その理由の第
一に挙げられているのは、少年非行、引きこもり、
自殺といった社会的な病理現象が多発しているとい
うことです。日本の自殺現象は、すでに先進国型で
はなくて発展途上国型になっております。日本の自
殺の特色は、これまでは50代、60…50代で、特に男
性が多かったというのが特色だったのですが、現在
では発展途上国型、つまり子どもが自殺をするとい
う状況に陥っているわけですね。
　（資料を見ながら）「対人社会観の比較」というの
を資料として掲げておきましたので、ご覧いただけ
ればと思います。日本と韓国とフィンランドの大学
生について意識調査をしたものです。第一の問い
「ほとんどの人は他人を信頼している」。について、
日本の大学生は“そう思う”“ややそう思う”と肯
定的な回答をした大学生は３割を切っています。し
かし、フィンランドの大学生はですね。“そう思う”
“ややそう思う”を加えて、肯定的な回答をした大
学生は７割を超えているわけです。さらに三番目を
見ていただきますと、「この社会では気をつけてい
ないと誰かに利用されてしまう」。これに対して、
日本の大学生で肯定的に答えをした人間は８割に達
しておりますが、フィンランドの大学生では３割を
切り…２割を少しオーバーした程度ということです
ね。「この社会では気をつけていないと誰かに利用
されてしまう」という人間観を前提にして社会をデ
ザインすると、市場を動かすのにもお金がかかりま
す。取引コストと申しますが、相手を信頼しないん
ですから、何度もチェック入れないと取引できない
わけですね。こんなのは官がやろうと民がやろうと
同じことで、取引コストが膨大にかさむ。“ほとん
どの人は基本的に善良で親切である”。との問いに
対して、フィンランドの大学生は、８割を超える大
学生が肯定的な回答をしているのに対して、日本の
大学生は、その半分の４割にも満たない大学生しか
肯定的な回答をしていないということです。

　今、アメリカモデルに対抗して、ヨーロッパが地
域経済の復活路線として進めているキーワードは
“social capital”。人間の信頼の絆ですね。これは社
会資本と訳しますが、人間の信頼の絆のことを言っ
ております。ハーバード大学のロバート・パットナ
ムが、どうして北イタリアの地域経済は発展するの
に、南イタリアの経済は…地域経済は発展しないの
だろうかと調べてみたら、北イタリアにはコミュニ
ティーが残っていて、人間の信頼の絆がある。とこ
ろが、南イタリアには人間のコミュニティーが崩壊
し、人間の信頼の絆が残っていない。したがって、
南イタリアは経済発展しないし、北イタリアは経済
発展するのだと明らかにしております。皆さんもご
存知のとおり、国際競争力のランキングでいつもト
ップを走り続けているのがフィンランドですが、日
本は国際競争力がそれほど高い国ではなくなってし
まったということです。
　私たちは今、人間の信頼感を失い、国民の多くが
社会が崩壊していくのではないかという不安に怯え
ているというのが現状ではないかと思います。それ
は私たちが20世紀の後半から21世紀にかけて歴史の
大転換期、分かれ道に足を踏み入れたからだと理解
していただければと思います。歴史の大転換期には
必ずローマ法王がレールム・ノヴァルムをお出しに
なります。私のレジュメの最初のところを見ていた
だければと思いますが、二つのレールム・ノヴァル
ムと書いておきました。レールム・ノヴァルム「新
しきこと」「革新」とかという意味でございまし
て、ローマ法王が世界の司教に出す回勅です。勅令
を回す、回勅というものですね。昨年の４月にお亡
くなりになりましたヨハネ・パウロ２世が1991年に
レールム・ノヴァルムをお出しになっていらっしゃ
います。この時、私どもの東京大学経済学部名誉教
授の宇沢弘文先生に相談なさいました。どういう
レールム・ノヴァルムを出したらいいのか。その
時、宇沢弘文先生は、すかさず次のような副題をつ
けようと提案されました。それは「社会主義の弊害
と資本主義の幻想」という副題であります。ヨハ
ネ・パウロ２世の祖国はポーランドで、ポーランド
が社会主義の非人間的な抑圧から開放された瞬間
に、なんでも競争、なんでも市場と言い始めて非常
に不幸な結果に陥っているということを憂いて、お
出しになったレールム・ノヴァルムでございます。
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　私たちは、この前いつ、歴史の大きな大転換を超
えたのかといいますと、19世紀後半です。ちょうど
軽工業の時代が終わりを告げて、重化学工業の時代
に転換していく時期でした。歴史の転換期はいつも
大不況ですので、“great depression”という不況に
喘いでいました。1873年にウィーンの株式市場が暴
落し、その後1896年まで、世界的に物価が下がり続
けるという大不況でございました。その100年前、
ちょうど1891年に、レオ13世がレールム・ノヴァル
ムをお出しになっていらっしゃいます。そのレール
ム・ノヴァルムには副題がついておりました。それ
は「資本主義の弊害と社会主義の幻想」という副題
であります。この大不況で倒産が相次ぎ、失業者が
巷に群れをなしている。資本主義の弊害というの
は、明らかになっているのだけれども、それは社会
主義になれば解消されるのだと説くものがいる。し
かし、それは幻想にしか過ぎないというのが、レオ
13世のレールム・ノヴァルムの趣旨でございまし
た。
　昨年、お亡くなりになったヨハネ・パウロ２世
は、この二つのレールム・ノヴァルムを踏まえて、
私たち歴史の大転換期に生きる者に対して、次のよ
うなメッセージを残されています。それは、「資本
主義と社会主義を超えて、人間の尊厳と魂の自立を
可能にする経済体制は、いかなる特質を持ち、いか
なる方法で具現化することができるのか。」という
問いであります。私たちのように、この歴史の峠、
歴史の大転換期とも言うべき峠に生きる人間が答え
なければならないのは、こうした、ヨハネ・パウロ
２世の遺言のように残されたメッセージに答えると
いうことだろうと思います。
　私たちはどういう歴史の峠で、何が行き詰ってい
るのかといえば、それは工業社会が終わりを告げて
いるということです。重化学工業が行き詰まりを始
め、重化学工業を基礎に成り立っていた国民国家も
終わりを告げようとしている、そういう時代に来て
いるのだということだろうと思います。重化学工業
を引っ張っていた自動車は、あと20年か30年すれ
ば、この地上から姿を消すことになります。それ
は、石油がなくなりますので、欲しくても無理とい
うことになるわけです。気の利いた自動車会社は、
いまや自転車を作り始めているというのは、皆さん
もうご存知のとおりです。BMWは28万円の自転車

を出しておりますし、ポルシェは56万円の自転車を
出し、つい最近ではメルセデス・ベンツが34万円の
自転車を出していることは、皆さんもうご存知のと
おりであります。これからの時代はどういう時代な
のかということについても、誰もが分かっているわ
けですね。これまでの重化学工業の時代が終わりを
告げて、知識や情報やサービスを産業の機軸とする
ような産業構造が出来上がってくる時代になるとい
うことですね。こうした歴史の大転換期を乗り越え
るに当たって、「私たちはそれぞれの国民が持って
いる特色を生かしながら、希望と楽観主義を携えて
こえよう。」とスウェーデン政府は国民に訴えてお
りますが、希望と楽観主義を携えて渡るということ
が、重要なのではないかと思います。
　私たち日本人はどういう点に特色があるのかとい
うことですが、それは明治時代に開国と共に多くの
ヨーロッパの人々が日本にやってきますが、その多
くのヨーロッパの人々が日本人を見て、日本人に対
する印象記を残しています。その印象記の中でもっ
てですね、日本人の特色として指摘している点が３

つあります。１つは「優しさ」ですね。日本人とい
うのは、どうしてこんなに優しいのだろう。それか
ら、もうひとつは「謙譲」です。どうして、日本人
は自己主張しないで、譲ってしまうのだろう。３番
目は「心のゆとり」ですね。どうして、日本人はこ
んなにも心のゆとりを持っているのだろう。この３

つはいずれも、今日本人が失わなければならないと
感じていることです。優しさなんかを持ったならば
モラル・ハザードが働くぞ、譲ったならば競争に負
けるぞ、ゆとりを持ったら効率化は達成できないの
でしごけ、というふうに考えているところですが、
ヨーロッパの人々はそこに日本人の特色を見出して
いました。
　さらにもう一つ、ヨーロッパの人々の残した印象
記でどの印象記も指摘している、日本で見受けられ
る現象がございます。それはですね、日本の子ども
たちはどうして笑っているのだろう。日本の町に
は、どうして子どもたちの笑顔が溢れているのだろ
うということですね。これも、今失いかけました。
先ほどお話を致しましたように、国民世論調査では
日本の国民が一番心配しているのは、少年非行、引
きこもり、自殺なのですから。子どもたちの笑顔が
消えたということですね。私は、終戦直後に生命を
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もらいましたが、第二次世界大戦直後、昭和30年の
高度成長が始まる時期でも、日本はまだまだ貧しい
社会でございました。お砂糖を輸入することすらで
きず、子どもたちがお酒屋さんでざら紙に砂糖をよ
うやく買って「ああ、甘さっていうのはこういうも
のか。」というような貧しい時代でございました。
しかし、町には子どもたちの笑顔が溢れていまし
た。子どもたちは、二つの木陰のもとで生きてい
た。一つは、もちろん自然が作り出す木陰ですね。
もう一つは、人間の作り出す絆の木陰です。この人
間の織り成していく温もりの中で、子どもたちは育
っていたわけです。最近、３丁目の夕日という、当
時、つまり高度成長期になろうとしている貧しい社
会ではあるけれども、まだまだ子どもたちが人々の
温もりの中で育っていた時代を懐かしむという漫画
が爆発的に売れているようですが、そういう時代だ
ったわけですね。
　経済学は、儲けることがよいことだと教えたこと
は一回もありません。今の経済学者というのは、た
ぶん勉強してないからだと思いますね。経済学者は
常に金を儲けるということは、あまりいいことでは
ないと教えてきました。経済学というのは、アング
ロサクソンの非人間的な支配に対する反発から生ま
れました。スコットランド人アダム・スミスが創り
出し、スコットランド人ジョン・スチュワート・ミ
ルがそれを引き継いだわけですが。アングロサクソ
ンの植民地支配に喘いでいた、スコットランドの叫
びが経済学でございます。私が大学に入学するちょ
うど前の年ですが、東京大学の総長をしていた大河
内一男先生は、東京大学の卒業生に対して、偉大な
経済学者ジョン・スチュワート・ミルの有名な言葉
を引用して卒業生たちに「諸君らの任務は、この社
会で貧しい人々のために努力をすることだ」と訴え
ました。その有名な言葉というのは「太った豚にな
るよりも、痩せたソクラテスになれ」という言葉で
すので、経済学者はいつも「太った豚になるな、痩
せたソクラテスになれ」と教えてきたわけですけれ
ども、これが失われつつあるということです。
　私たちが今、抜け出そうとしている工業社会は、
どういう社会だったのかといえば、スウェーデンで
は子どもたちに、今までの工業社会というのは「強
盗文化」だったというふうに教えております。「強
盗文化」とはあらゆるものを、欲望の赴くままに自

分のものにしてしまう傾向が支配的な文化だと言わ
れております。文化とは何かということですが、文
化とは人間の生活様式のことを文化というふうにい
ます。これは広辞苑でも何でも引いていただけれ
ば、文化というのは人間の生活様式だと出てきま
す。これはculture。cultivateは耕すことですので、
私たちの持っているものを発展させていくことです
ね。これをcultureと我々は言っているわけですね。
educe教育も同じことですね。education、educeは
引き出すことですので、子どもたちを育てる教育
も、子どもたちが持っているものを引き出してあげ
ること、と言っております。
　文化とは生活様式だというお話を致しましたが、
この文化を失うと地域の経済も衰退をしてしまいま
す。皆さんもご存知のとおりに、日本の食糧自給率
は1960年には、ドイツもイギリスも日本も60％だっ
たのですが（エネルギー自給率でとるか穀物自給率
でとるかというのは、いろいろ難しい話であります
が）ヨーロッパはほとんどの国が100％。ドイツも
イギリスも100％を越えております。日本は今、エ
ネルギー自給率で40％ぐらいでしたか。穀物自給率
は、30％から20％になってしまうという状態に追い
込まれているわけですね。これは、文化を崩したか
らです。生活様式を崩したからです。穀物自給率と
いうのは、人々が食べるものに対して、何パーセン
トを自分の国で作っているかという話ですが、文化
を崩すと自給率は落ちます。つまり、パスタとか、
訳も分からないものを食べ始めると、分母の食生活
が変わりますから、分子がいくら頑張ってもだめな
んですね。ヨーロッパの穀物自給率が高いのは、そ
ういう文化を守っているからです。それぞれの地域
社会で季節性、それから地域性のあるものを食べる
わけです。何月にはどういうハーブティーを飲み、
何月にはどういう物を食べるのか、季節性と地域性
が決められて食べ物が成り立ちます。フランクフル
トソーセージというのはフランクフルトでしか食べ
ませんので、ほかの地域では食べないわけですね。
その地域社会で採れるものを食べ、その地域社会で
採れるもので生活をしていくと、その地域社会での
生活様式が残ります。
　そうすると例えば、フランクフルトで新しい産業
が起きた。すると、一極集中するようなことはあり
ません。なぜならですね、フランクフルトで新しい
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産業が起きた。賃金が上がった。周りから働きに行
く。そうすると、フランクフルトでの賃金は上がる
のが緩やかになるわけですね。当然ですが、労働の
供給が増えますから。ところが、もともとの地域社
会の中にその地域での生活を支えている産業が残っ
ていると、その産業の賃金が上がりますから、当然
のことながらバランスよくそこで人口が止まるわけ
ですね。人口の流失が止まって、バランスよくなり
ます。したがって、文化を崩さないヨーロッパで
は、人口が一極集中をするということはありませ
ん。文化と生活様式を崩せば、必ず一極集中しま
す。
　文化を崩しているか、崩していないか、それを見
るのは実に簡単です。街並みを見ればいいわけで
す。文化を崩しているところというのは、近代的な
建物が乱立しているところですね。近代的な建物と
いうのは発展途上国と日本にしかありません。発展
途上国も日本も一極集中をして、人口がどんどん集
中しています。バンコク、マニラ、東京と見ていた
だければ分かりますが、文化を崩して生活様式を崩
すから、どんどんどんどん一極集中が止まらないよ
うな形で出てくる。ヨーロッパに行っていただけれ
ば、皆さんご存知のとおり、ヨーロッパには近代的
な建物は建っていません。ミュンヘンなどは、第二
次世界大戦中に爆撃をされ、すべての街並みを崩さ
れますが、その割れたくずを集めて、全部前と同じ
街並みにしているわけです。生活様式を守っている
わけですね。もちろん状況は変わります。したがっ
て、状況に対応するように今まで自分たちが持って
いる生活を時代の変化に合わせて変えていく。中は
ハイテク化するわけですね。中はハイテク化しなが
ら変えていくということをする。その文化を守った
所が一極集中をしないで、地域は地域として産業循
環が残るということになってくるわけです。
　もし、先ほども言いましたように、文化を崩せば
その地域社会の産業循環も、さらに生活も崩されて
いくということになります。今では「あなたの足の
大きさは何文ですか？」と聞かれて、自分の足の大
きさが何文だって答えられる人は、ほとんどいなく
なっているんですね。それどころではなくて、吃驚
するのは「文」というのは足の大きさを表す単位で
あるということも知らない。しかも、足の大きさを
例える「文」というのは、昔のお金の一文銭をいく

つ並べたのかということで決まるということを知っ
ている人については、もう皆無に等しくなってしま
っています。日本では靴を履いてはいけないんです
ね。高温多湿ですから、だいたい水虫になってしま
う。なので、下駄か草履を履かなくてはいけないの
で、ああいう履物を作っているにもかかわらず、生
活様式を失ってくると、その地域は衰退していくこ
とになるわけですね。今では、子どもたちは、靴を
入れる箱のことを下駄箱と言うのは知っているので
すが、どうして下駄箱と言うのか分からなくなって
いるという状態になっているわけですね。生活様式
を崩せば、必ず画一化した商品には、これはグロー
バルで決まりますから、その地域での産業は死滅し
ていくということになってしまうわけです。
　（資料を見ながら）それで、こうした文化という
ことの重要性を説明するのに、スウェーデンでは子
供たちに次のように教えております。人間の欲求に
は、そこに書きましたように「所有欲求」と「存在
欲求」がある、「所有欲求」というのは、自然を所
有することによって充足される欲求である、つま
り、物を持つことによって欲求される欲求である。
私たちは「所有欲求」によって豊かさを実感するこ
とができる。しかし、もうひとつの欲求があって、
それは「存在欲求」だ。「存在欲求」というのは、
人と人とのふれあい、人と自然とのふれあいの中で
充足されていく欲求である。私たち人間は、「所有
欲求」が満たされると豊かさを実感します。しか
し、「存在欲求」が満たされると幸福を実感するこ
とができると教えております。あなたの一生をもう
一回…生きてきた道を振り返ってみなさい。自分が
幸せだなあと感じたのは、両親とのふれあいとか、
愛する人とのふれあいの中で感じたでしょう。物を
持ったときに感じたのではありませんよねと。こう
いうふうに、教えているわけです。「存在欲求」と
「所有欲求」というのは、肉体と魂、心と物質と言
い換えてもいいかもしれない欲求です。
　貧しさとは何かということですけれども、貧しさ
というのは物がないことではない。これは、アフリ
カのセレール人の言葉でありますが、「貧しい、貧
困だということは、衣服がないということではな
い。孤独であるということだ。」と言われています。
貧困というのを規定するのには、いろんな要素があ
ります。物が奪われてしまっていることも貧困にな
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りますが、人間と人間の関係も奪われてしまってい
るということも貧困に陥るということですね。日本
は今、相対的貧困率では世界で最も貧困の国に入っ
ておりますので、物の貧困もそれから心の貧困も、
つまり孤独の中で貧困が陥っているという状態にな
ってますから。両方を味わうことができるような社
会になってしまったということですね。
　子どもたちにスウェーデン政府は次のように教え
ています。今、ひとつの時代が終わろうとしてい
る。先ほども言いましたけれども、工業社会が終わ
ろうとしている。工業社会というのは「存在欲求」
を犠牲にして、つまり人間と人間とのふれあいと
か、人間と自然とのふれあいとかという幸福を犠牲
にして、「所有欲求」という物を持つ豊かさだけを
充足しようとした社会なんですよ。これからの私た
ちの社会というのは、人間の人間的な欲求である
「存在欲求」を充足するように生きていくことがで
きるようになるのだと教えております。
　（資料を見ながら）２ページ目の４番目のところ
に「文化による地域再生」と書きましたが、今ヨー
ロッパの地域開発で合言葉として唱えられているの
は「サスティナブル・シティー」です。持続可能な
都市。この持続可能な都市ということには、二つの
意味が含まれていて、それは文化と環境による地域
の再生ということですね。工業社会によって汚染さ
れた大気、工業社会によって汚染された水。つま
り、工業社会によって汚染された環境を良くし、同
時に工業社会が成立する前に持っていた私たちの生
活様式をもう一度発展させようということです。簡
単に言ってしまえば、国民国家が成立する前に持っ
ていた生活様式。国民国家が成立する前に持ってい
た文化を発展させ、国民国家の成立というのは、工
業社会と同じですから、工業社会が成立する前に私
たちが持っていた生活様式と、工業社会が汚染して
しまった私たちの生活環境を復活させることによっ
て、地域再生をしようと考えられるようになったと
いうことです。
　私たちの生活様式は、元々はさまざまな文化的な
活動と労働が統合されていました。労働をするとき
には、いつもお祈りをし、歌を歌っていたわけです
し、食卓を前にして私たちはいつも、収穫への感謝
と賞賛の歌を歌い、食事をしました。さらに、母親
が子どもたちを呼び集めるときには、呼び寄せる牧

歌を歌い、子供たちを集めていたわけでございます
が、そうした生活様式、文化というものを見失い始
めてきたのが工業社会です。私がやっております財
政学がドイツで成立したころ、ドイツでは地政学と
いう学問が成立します。その地政学によりますと、
自然には顔がある。それぞれの地域の自然には、そ
れぞれの地域の自然の顔がある。これを私たちは景
観と呼んでいます。日本の景観とちょっと違います
ね。景観…もう少し定義すれば、自然景観と言った
ほうがいいかもしれません。それぞれ自然には自然
の顔があって、それの顔…つまり景観がある。私た
ちの人間の生活は、それぞれの地域の自然の顔に合
わせて、生活様式が成り立っているわけです。そう
した目に見えるもののことを生活様式と言っており
ますので、文化・生活様式というのは生態系に合わ
せた生活づくりだと考えていただければいいかと思
います。私たちは、こうしたものを“slow up and 
come down”というふうにそこに書いておきまし
たが、ゆっくりと作り上げていくということが重要
ですね。今日、なにかパンフレットなどを読ませて
いただきますと、落語のお話がでてきますが、落語
というのは皆さんもご存知のとおり、安楽庵策伝と
いう浄土宗の僧侶が、浄土宗の教えを広めるために
作り上げたものが落語ですので、落語というのは非
常にゆっくりした笑いのわけですね。刹那的にすぐ
笑わせるという現在のことではなくて、文化という
のは、非常にゆっくりとした笑いをもたらしていた
わけです。
　地域のそれぞれの発展を、地域の生活様式を復活
させることによって発展させる試み、これがヨーロ
ッパで展開をし始めているわけであります。それ
は、工業社会が終わりを告げて、知識や情報やサー
ビスの時代になったということと対応していると言
っていいかと思います。例えば、ヨーロッパの工業
地帯アルザス・ロレーンの中心地ストラスブール
は、皆さんもご存知のとおり、町にLRTという次
世代型の路面電車を引いています。この路面電車は
芝生の上を走りますので、もう道は芝生になってい
るわけですね。で、町の中には、当然自動車は入れ
ません。日本人は道という感覚が分かりませんけれ
ども、道というのは人間が交流する場ですので、
ヨーロッパであれば道と道が交錯すれば、そこは必
ず広場になっている。道はどんどんカフェでもなん
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でも、出ていってかまいません。なぜなら人間が交
流する場だからです。自動車は、人間が交流する権
利を侵さない限りにおいてしか進入をすることがで
きませんので、町の中の道は人間が交流しますよ
ね。だから、町の中の道には自動車を通行させませ
ん。そして、道と道を、町と町をつないでいる道
は、これは人間があんまり交流しませんよね。だか
ら、自動車の通行を認めましょうと。町の外側に
パーク＆ライドで駐車させて、町の中はLRT。そ
れからあとは自転車。こうした街づくりをし始める
と町の商店街は衰退すると言われていたのですが、
実はやってみたらストラスブールは世界的な商店街
になってしまいました。それは、町の商店街ってい
うのは、自動車で走り抜けられるよりも、自転車で
町の商店街を歩いてもらったほうが物がよく売れる
という、当たり前の事実にようやく気づき始めたと
いうことですね。
　ゆとりの教育とかなんとかと言っても、私たちは
子どもたちにゆとりの空間を作ってあげなければな
らないのですが、道というのは子どもが遊ぶ権利を
持っているところで、子どもが悪戯書きをしたり悪
さをしたり、創造性を育むためにいろんな遊びを工
夫したりする場、それが道なのです。日本では、子
どもたちに道で遊んではいけませんというふうに教
え、権利を奪っているどころか、全国津々浦々、子
どもたちが学校へ行くのにさえ、道を命懸けで渡っ
ているという、変なことが起きているということに
なってしまったわけです。今のような街づくりをス
トラスブールもしたら、どういうことになったのか
というと、「ああ。住むんだったら、あのストラス
ブールで住みたい」と言って、ストラスブールに人
がどんどん集まってくるようになりました。今は、
重化学工業の時代ではありませんので、工場を誘致
してもだめなんですね。
　皆さんもご存知のとおり、ヨーロッパの議会、
EUの議会はストラスブールに設置されることにな
りました。さらにフランスのエリートを養成する
ENAですね。高等行政学院、これもストラスブー
ルに集まるようになりました。ストラスブール大学
の大学生の数は、いまや５万人になっております
が、人口23万人ですから優秀な学生たちがみんな集
まってくるようになりました。ルイ・パスツールの
生まれた町ですから、ルイ・パスツール研究所に

は、優秀な人材が「ああ、あの町に住みたい」と集
まってきてバイオが盛んになり、グーテンベルグの
町ですので、さらにさまざまなハイテク産業やなん
かが興り始めてくる。工場はなくてもですね、知恵
を出す人々が集まってき、知恵を出す人々が育って
いくようになる。つまり、住みやすい町にすると
「ああ、この町に住みたい」。その町の文化、ストラ
スブールの文化…アルザス・ロレーンのドイツでも
フランスでもない文化が復興してくると、その町に
人々が集まってくるようになるという時代になって
きたということですね。産業構造が変わってますか
ら。
　さらにもう一つの工業地域は、皆さんご存知のと
おりルールという工業地域ですが、ここにはエムシ
ャー川という川が流れていますけれども、このエム
シャー川をエムシャー・パーク、まるで公園のよう
に、つまりルールの伝統な街並みを全部復活させ
る。そこに人々が住み始める。で、もちろん町の中
には自動車を入れませんので、ルール伝統の街並み
が復活して、まるで公園のようにする。そうする
と、工業に汚染されたルールの水・大気をよくしつ
つ、したがって車は入れません。環境とルール伝統
の文化を復活させることによって、地域興しを始め
た。そうしたならば、そこに人材が集まって、さま
ざまな新しい産業が生まれ始めるという形になって
きたということです。
　もう一つ例を挙げさせていただければ、今ヨーロ
ッパが注目をしているのはキューバです。キューバ
は皆さんご存知のとおり、1991年ロシアが倒れる
と、ロシアから入ってきた石油が入ってこなくなる
のです。さらに、アメリカが、嵩にかかって経済封
鎖をかけますから1989年から91年にかけて輸入が
20％になってしまうのです。そうすると、閣僚は全
部、車を使いませんので自転車通勤です。それか
ら、町の空き地は全部緑にして畑にしないとだめに
なってしまうのですね。さらに、地産地消とかって
言わなくていいんですね。地産地消しないと死ぬの
で、地産地消せざるを得ない。それから、有機農業
とかいう必要もありません。化学肥料を輸入できま
せんから。それから、医薬品、科学の医薬品が輸入
できなくなりますので、徹底した教育によってお医
者さんをたくさんつくって自然治癒させるような方
向にもっていかざるを得なくなって、文化が花開き
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始めます。つまり、アメリカで最も古い文化である
キューバの文化が復活し始めるわけです。伝統の文
化を復活させないと、生活様式を復活させないと
と。その結果、キューバは光り輝き始めます。現
在、成長率６％。さらに、平均寿命は延びに延び
て、今アメリカを抜いたと思います、南北アメリカ
で最も平均寿命の長い国になり、かつ経済成長率、
日本が好きな経済成長率でいっても、現在５％の高
度成長を誇っておりますから、完全にそうした方向
が良いということになっているわけでございます。
　（資料を見ながら）４番目の最後に書きましたけ
れども「発展なき拡大」ということを書きました。
発展というのは何かということですが、発展という
のはdevelopですね。developというのはenvelopeの
反対です。envelopeというのは、封をするという意
味ですね。包む、封をする。封をする反対の封を解
くということがどうして発展なのかといえば、発展
というのは、内在しているものを解きほどしてあげ
るということを発展といいます。卵が幼虫に、幼虫
がさなぎに、さなぎが成虫に…これは発展したとい
うわけですね。木でもそうですね。種が芽を出し、
芽から茎が出て…これは発展した、或いは、成長し
たといいます。しかし、外からの圧力で変形する、
pressure圧力でもって形を変えていくことは発展と
はいいません。内在的なものでないものは、発展と
はいわないのですね。木が机に発展したとはいいま
せん。外からの力で強引に変えるもの、これ発展と
はいわないのですね。日本の教育も盆栽教育なので
す。日本の教育というものは、盆栽って皆さんご存
知のとおり、曲がりたくもないのに針金でもって強
引に曲げていくわけですね。ああいうことを教育だ
と日本は思っているのですが、スウェーデンなどの
教育は、それは教育とはいいません。教育というの
は、その人間が伸びたいようにどんな枝ぶりでもい
いですよ、あなたの好きなように枝ぶりを伸ばしな
さいという栽培型といいます。盆栽型ではなくて、
栽培型。人間が伸びたいように伸ばしてあげる。で
は、教育は何をするのか。教育は肥料をあげたり、
伸びたいように伸びることを阻害するような害虫が
つかないようにしてあげること。これが教育という
ことになるわけですね。私たちの地域の発展を見て
みると、どうもその地域内の産業循環や生活様式を
崩して、発展なき拡大をやった。そうすると、工場

やなんかが全部海外に安い賃金求めて出て行ったと
きに、何にも残らなくなってしまう。その地域固有
の生活様式も賃金も残っていないような状況に追い
やってきてしまっている。発展なき拡大をやってし
まった。これと決別をする時期が来た。これが文化
による地域発展ということになるのだということで
すね。
　（資料を見ながら）最後に、５番目に「４万時間
の夢」ということを書いておきました。私たち人間
は、自然に拘束されている必然から自由になろうと
して生きてきました。この４万時間という言葉は、
私が大学生の頃にジャン・パウル・フーラスティエ
という未来学者が書いた本が『四万時間』という本
です。４万時間というのは、これから21世紀の初
頭、2030年ぐらいになると、労働時間が一生涯で
４万時間になるという本でした。４万時間というの
は、週５日労働して一日６時間労働をする。週30時
間労働をする。そうすると35年間働くと、生涯労働
時間が４万時間になる。人間は自然に働きかけて労
働をして、人間に有用なものに変えていくという労
働をしなければならいのですが、自然に拘束されて
いる時間が４万時間で済むようになる。ところが、
21世紀の初頭には、全生涯時間は、平均寿命が、85

歳ぐらいになって（これはもう実現しているわけで
すが。）、70万時間になる。労働時間は４万時間にな
る。ただし、人間は外なる自然に戦いを挑む労働時
間は４万時間になるのですが、内なる自然、生理的
な欲求を満たさなければなりませんので、睡眠時間
やそれから食事のための時間に一日10時間取られ
る。そうするとそれが、一生涯で30万時間になる。
あと残った36万時間はどういう時間になるのかとい
うと、人間が人間としての欲求を満たしていける、
さっき言いました「存在欲求」を満たしていけるよ
うな時期になる。その時には何をやるか。文化活動
をやるのですね。それまで、王侯貴族しか楽しめな
かったような行為を人間はするようになるでしょ
う。一つは、ヴァイオリンを奏でたり、ピアノを弾
いたり、絵を描いたり…文化活動をどんどんするよ
うになる。もう一つ重要なのは、日本でいうNPO。
ヨーロッパではアソシアシオンでね。お互いの助け
合いのために、無報酬で行うような活動もそこに入
ってくる。もちろん人間が、人間として楽しむよう
なものになってくるというふうに、そういう社会が
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21世紀初頭には成立する。しかも、ジャン・パウ
ル・フーラスティエは「この４万時間に一番最初に
到達する国。それは、日本だ。」と予言しました。
　この間、この『四万時間』という本を出した朝日
新聞の人が来て、「先生は、いつも４万時間、４万
時間と言っているけれども、日本が最初に４万時間
になると言いながら、どうもなりそうにない。どこ
で狂ったのか…歯車が狂ったんでしょうか。」とい
う質問でしたので、もう一回この『四万時間』とい
う本を読んでみると、一部・二部・三部と別れてい
まして、二部が「1985年」という章でした。1960年
に書かれた本なのですが、人間は1985年までは、生
活水準を引き上げるために全力を尽くして経済を運
営する。しかし、1985年になると生活水準を引き上
げるということではなくて、生活様式…先ほど言い
ました生活様式は、文化だとお話ししました。生活
様式を充実させる方向に、量から質に変えていくと
いう転換をするのだと書いてあったのですね。1985

年に日本は、世界で一番豊かな国になりました。一
人頭の国民所得でアメリカを抜き、国民所得で第二
位。世界第二位になります。スイスが上にいますけ
れども、人口の多い大国では、最も豊かな国に躍り
出たのが1985年です。この後、日本はアメリカに叩
きに叩かれるのです。プラザ合意でもって、430兆
公共事業をやるとかなんとか叩きに叩かれて衰退を
していくのですが、この時、日本が最も豊かになっ
たときに、生活水準から生活様式に変えていかなけ
ればならなかった。
　工業の時代が終わり、大量生産・大量消費の時代
が終わって、多品種少量生産の時代になる。物は、
より使いやすいもの、より優雅なもの、より長持ち
をするものを作るようになる。私たちは、自然に働
きかけて物を作るときに、自然に存在する物質量に
知識を加えて物を作ります。知識・情報・インフォ
メーション。informは、形を与えるという意味です
から。物を作るときに、例えば、鉄鉱石から鉄の鏃
を作るときに、私たちは自然に存在する物質量に知
識・情報を与えて、形を与えて物を作るわけです
ね。これから知識社会になっていくと、物の作り方
が大きく変わり、例えば、心臓のペースメーカーを
作るときには、鉄の鏃を作るときよりも、自然に存
在する物質量に加えて、膨大な知識と情報の量を使
って作るようになる。膨大な情報や知識を加えるこ

とによって、私たちは自然に存在する物質量をわず
かしか使わないで、物を作るようにしようとする。
それは、自然が崩壊するからです。自然がもうもた
なくなるからです。自然がもたなくなるので、私た
ちはそこに情報と知識を加えて、知識や情報を多く
使うことによって、可能な限りセービングしようと
する。これが４万時間制に入っていくことだという
ふうに言っております。
　文化ということを考えてみると、工業社会での文
化というのは、私たちは市場でお金で買っていまし
た。芸術は、みんな金で買っていたわけです。しか
し、簡単に言ってしまえば、それは「代理人文化」。
代理人のやっている文化だと言われています。つま
り、文化労働…芸術にしろ何にしろ、専門家だけが
やって、その専門家がやる文化労働を買う。素人が
買うというやり方だったのですが、そうではなく
「代理人文化」が終わりを告げて、私たち自身が文
化を創り上げる人間になっていく。「観る」文化か
ら「する」文化と書きましたが、「観る」から「す
る」。市場で購入してただ観客として、演劇や或い
はスポーツや芸術を楽しむということから、私たち
が参加する文化へ。それから、これまで大量に使用
していた「量」から「質」に変える。「量」から
「質」に変えるもの、それが情報であり知識である
わけです。それで、そうした文化が発達をしてくる
と、地域興しが変わってきて、工業社会では、生産
をする機能をその地域に集めてくると、人が集まっ
てくるという地域興しだったのですが、これからの
知識社会・情報社会では、生活しやすい場を作る
と、それが磁石のような磁場になって人々が集まっ
てくるということになります。それが４万時間の夢
であり、文化による地域再生の方向性なのではない
かと思います。
　最後に、私は人々が競争するということと同時
に、私たち人間の社会にはお互いに助け合っていく
という領域がうまくかみ合っていないと機能しない
ということを考えてもらうために、スウェーデンの
中学校の教科書、『あなた自身の社会』の中から
「子どもと家族」というページで終わらせていただ
いておりますので、お手元の「子どもと家族」とい
うところを見ていただければと思います。
　「私たちは、学校、職場、余暇活動などで、さま
ざまなグループに属しています。しかし、私たちに
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とって最も大事なグループは、それがどんなタイプ
であるかにかかわりなく、家族です。」次の段落を
見ていただきましょうか。「家族の中にあって、私
たちは親近感、思いやり、連帯感、相互理解を感じ
ます。」２行飛ばさせていただきます。「家族にあっ
ては、私たちはありのままでいながら、受け入れら
れ好かれていると感じることができます。たとえど
んな馬鹿なことを言ったりしてもです。そういうこ
とは、その他のグループでは決してありません。」
といって、ドロシー・ロー・ホルトになっています
が、ノルトです。ノルトの間違いです。子どもの詩
を載せております。学者は人まねができないので、
私は一年前の２月に皇太子殿下にこの本を差し上げ
て、この詩を朗読しましたら、殿下は大変感動され
て５日後のお誕生日の記者会見で読まれていらっし
ゃいます。あの、私が真似したんじゃないというこ
とだけですが。スウェーデンでは、ポスターは規制
されておりますけれども、この子どもの詩を、児童
虐待を監視する組織がピンク色のポスターでこの詩
を掲げています。スウェーデンに行かれて、ピンク
色のポスターを見たら「ああ。あの詩が載っかって
いる。」と考えていただければと思います。「批判ば
かりされた子どもは　非難することをおぼえる　殴
られて大きくなった子どもは　力にたよることをお
ぼえる」。よくヨーロッパで、子どもがいたずらを
すると母親が人前で子どものお尻をパーンと叩い
て、次の瞬間口づけをするという光景を見かけるこ
とがありますが、スウェーデンではそれはありませ
ん。母親が子どものお尻を叩いた瞬間に、その母親
は逮捕されるからです。児童虐待法違反。それは、
殴られて大きくなった子どもというのは、力に頼る
ことを覚えるからですね。「笑いものにされた子ど
もは　ものを言わずにいることをおぼえる　皮肉に
さらされた子どもは　鈍い良心のもちぬしとなる　
しかし、激励をうけたこどもは　自信をおぼえる　
寛容に出会った子どもは　忍耐をおぼえる　賞賛を
受けた子どもは　評価することをおぼえる　フェア
プレーを経験した子どもは　公正をおぼえる　友情
を知る子どもは　親切をおぼえる　安心を経験した
子どもは　信頼をおぼえる　可愛がられ抱きしめら
れた子どもは　世界中の愛情を感じとることをおぼ
える」。スウェーデンでは、子どもにどれが正しい
ということを教えませんので、課題の４のところ

「あなたは詩『子ども』のどこに共感しますか。」左
下ですね。「激励や賞賛が良くないのはどんなとき
ですか。この詩は、大人にたいして無理な要求をし
ていませんか。両親が要求にたいして応えきれない
のはどんなときか、例を挙げましょう。」と考えさ
せていることです。
　まとまりのないお話になったことをお詫び致しま
して、私のつたない講演に変えさせていただきま
す。どうもありがとうございました。

プレゼンテーション①

川口　良仁

（「平野の町づくりを考える会」／全興寺住職）

　平野から参りました川口と申します。私たちの街
づくりは1980年に始まりまして、26年経ちますけれ
ども…まず最初にDVDをもちまして、平野という
地域、それから街づくりの様子というのを８…７分
程度のDVDにまとめておりますので、それをまず
ご覧いただきたいと思います。どうぞ、よろしくお
願い致します。

　「DVD：聖徳太子の建立と伝えられるわが町平野
の全興寺。随分前のこと。この町は、この
お寺を中心に人が住み、道が作られ、暮ら
しが営まれ、文化が育まれてきました。平
野郷と呼ばれるこの町は、その昔、堺と並

フォーラム会場の様子
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ぶ自治都市として広く知られていました。
朱印船貿易に象徴される、先の先を見通す
才覚ある商いで財をなし‥先を見通す
‥‥‥‥虫籠窓、手格子に亀甲網の入った
障子‥蔵などの懐かしい歴史の意匠があち
らこちらに顔をのぞかせています。味わい
のある美しさと共に、実際的な役割を備え
た佇まいが、そこここに見られます。そん
な街並みにもミニ開発と時代の波が押し寄
せ、どこの国のまちかと見紛う建物が建て
られてきています。そこで「こんなデザイ
ンではどうですか」とイラストで提言。落
ち着いたもので業者が取り入れてくれまし
た。

　　　　　早速、ニュースでまちの皆様にもお知ら
せ致しました。その一方、広くまちの皆様
にも呼びかけ、景観協約運動を展開。千数
百枚の写真撮影を基に、平野に相応しいの
か、美しいのか、利便性はどうかと53項目
に選定して、わがまち独自のガイドライン
を作り上げました。まず、最初にお願いし
たのが、この町で一番古い商店の修景でし
た。イラストをもってお願いして、創建当
時に戻してくださいました。江戸時代の代
表的な町家の面影を色濃く残す邸宅。新築
にも設計段階でお願いをしています。まち
で人気一番の定食屋さんの修景。改築中に
も大きく反響を呼んだ、二階建て六軒長屋
の修景。比較的新しいお宅も、老人憩いの
家も。威勢のいい若者たちにも受け入れら
れた流町だんじり小屋の新築修景と、町全
体に35ヶ所の修景を見ることができまし
た。行政側も私たちの運動に共感して、古
びた道路を見渡しのいいバリアフリーで、
お年寄りにも優しい理想化と標識の地表化
で応えてくれました。電力会社も飛び交う
電線の地中化で、広い空を取り戻してくれ
ました。私たちのまちづくりの始まりは、
27年前の昭和55年。70年近く親しまれてき
た南海平野線の廃線と決まったときからで
す。その特異な木造駅舎の保存運動に遡り
ます。

　　　　　しかし、保存が叶わぬとみるや、駅舎の

葬式を真面目に行ったのが今に繋がってい
ます。すっかり定着したガレージセール。
着られなくなった子ども服、遊ばなくなっ
た玩具など、家庭で眠っている生活用品が
並び、人と人との交流の場ともなっていま
す。久しく途絶えていた、平野土産も復興
されました。「町がアート」をスローガン
にして、アーティストと住民とが協力して
繰り広げた「モダンde平野」。この商店街
アートは、店に並べられている商品を額縁
に入れてアート作品に見立てようとするも
のです。日頃見慣れた風景を、アートとい
う切り口を通して見直してもらおうとする
試みです。地下水を凍らせ、地球環境を
テーマにしたアート。ここには、アーティ
ストと一般参加者が溶け合うという、私た
ちの願いが実現しました。これは、「あな
たも博物館の一日館長さんになりません
か」と、広く一般に呼びかけ100館の開館
目標が実現しました。日頃、大切にしてい
る自慢できる宝物など、珍しいものが展示
されました。郵便局、区役所、警察、消防
署と行政の参加も決まり、旧家が出した江
戸時代の雛人形に人気が集まりました。ド
イツ、ハンブルグのまちづくりチームや撮
影班を受け入れ、こちらからもドイツのシ
ンポジウムに参加して、市民グループ同士
の交流が始まっています。こちらは、年末
にお寺の階段を借りて行われる、平野弁で
歌う第九の大合唱です。今後も引き続き、
わがまち平野を楽しい住みよい町に育て、
次の世代に手渡したいものと思っていま
す。」

　　　　（DVD終了）

　今、見ていただきました…ちょっと前半がです
ね。本当は歴史的なところご紹介している部分が、
ちゃんと映らなかったのが残念でございますけれど
も。それと、音声がちょっと悪うございましたね。
全然聞き取れなかったと思うので、残念に思いま
す。まず、最初の部分がちょっと見にくかったの
で、簡単に平野の歴史のほうだけをご紹介致しま
す。
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　平野というのは、この大阪の町ができる以前にか
なりもう飛鳥時代ぐらいから交通の要街として栄え
ていたといわれている町でございまして、戦国時代
は、濠を巡らした環濠自治都市を形成しておりまし
た。堺と同じように、自分たちの町は自分たちで守
るという、そういう形で町が守られてきたわけなん
です。江戸時代は、河内木綿の集散地といたしまし
て、人口一万人超えておったという、そういう町で
ございました。第二次世界大戦に空襲を免れました
ので、江戸時代の街並みが残っております。
　そういう歴史的な町で、まちづくり始まりました
のが1980年。今から26年前でございます。きっかけ
は、南海平野線というちんちん電車が走っておりま
す。その電車の廃線に伴いましての駅舎の保存運動
でございました。まあ、それからいろいろとまちづ
くりを進めてまいりました。（資料を見ながら）お
手元のレジュメで「平野の町づくりを考える会」と
いうチャートがございますが、それを出していただ
きまして、一応出発からずっと現在まで図にしてお
るわけなんですけども。まあ、まちづくりと言いま
してもいろいろ要素があります。まとめてみますと
「ハード」。所謂、入れ物作りというものがございま
す。それから「ソフト」。内容でございますね、中
身でございます。文化とか人との繋がり。それから
平野の場合は「アート」という切り口でございま
す。それから「伝統継承」ということで、非常にい
ろんな歴史的な文化遺産が残っておりますので、そ
の伝統継承というのを一番背骨にしておるわけでご
ざいまして。総体的には「歴史を活かす町づくり」
というのがテーマでございます。それで、そこにチ
ャートにございますけども、ずっと進めてまいりま
して、最後にもう結論からいいますと、まちづくり
というのは、本来物を作ったり、それから人を呼ん
だりというイベントをするということではなくて、
それももちろん大切なんですが、私たちが考えてい
るのは、住んでいる人自身が自分たちの町を再発見
する。再確認するというのがまちづくりであると考
えているわけでございます。そして、初めからこう
いうふうなことをやっていこうというんじゃなく
て、人と人との繋がりの中で縁をもちながら進めて
いきましたものが、これだけ現在までいろいろなこ
とをやってきたということで。今回のテーマであり
ます「文化遺産」というところから、主にもうひと

つの資料「平野町ぐるみ博物館」というのをお出し
いただきたいと思います。これは、平成５年、1993

年に新たに立ち上げました運動でございます。一般
的には、町づくり、村興しというふうになると、そ
の町の歴史を示す文化センターとか、それから歴史
館とか、博物館とかいうのを町の真ん中に作って、
そこに歴史とか文化を集めて見せるというのが一般
的でございますけども、私たちの運動の一番の特色
といたしますのは、行政とか企業とか商工会とかと
は一つ距離を置いて、本当に市民だけで自立してや
っていこうという住民主体の町づくりというのをや
っておりますので、「町ぐるみ博物館」といいまし
ても、民間の施設、社寺、それから一般の方のお
家。そのようなものを開放していただいて、無料で
見ていただこうということで、現在13年目でござい
ます。出発点のときは７つだったんですけども、現
在は15ヶ所オープンしております。これは、すべて
無料でございます。そして、一応その民間の施設で
ございますので、毎日開いているということではご
ざいません。毎月第４日曜日にだいたい全部開くと
いうことで、今月は、明日が第４日曜日ですので、
明日が全部開くことになっておるわけでございま
す。この「町ぐるみ博物館」というのは、一つは、
一番の特色は、実は観光化して人を呼ぶということ
ではなくて、あくまでも住んでいる人自身にその町
の文化・歴史を知ってもらいたい。次の世代に伝え
ていこうというのが目的でございます。それで、先
ほど申しました、町を再発見する、再確認するとい
うことで「町ぐるみ博物館」と名づけておるという

川口　良仁氏
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ことと、それから一つ一つの博物館も大切なんです
けども、その博物館から博物館に行く道中を、街並
みであるとか、人の出会いとか、そういうものをし
っかりと感じてほしいな、見てほしいなというの
で、町全体が博物館みたいなものであるということ
です。
　それから、うちはどこからも補助金を頂いており
ませんので、「町ぐるみ博物館」に関するパンフレ
ットはこれだけなんですね。これは、こちらの方で
印刷をしております。印刷して、今日はお持ちして
いるのが…まあこれはコピーだと思うんですけど
も。これしかないんですね。そうすると、これで回
ろうと思うとなかなか行き着かないということで、
私たちのこの「町ぐるみ博物館」のコンセプトは
「迷ったら探してください。探すときには人に聞い
てください。」と。住民の人に聞きながら、辿り着
いてほしいというのが、それが一つの大きな特色で
ございます。そのことによって、人とのふれあい。
その住んでいる人とのふれあいをしていただきたい
というのが一つ。まあ、これはお金がないからとい
う理由でございますけども、立派なガイドをするそ
ういう場所もないですし、それから案内書もござい
ません。パンフレットもございません。これ一枚だ
けなので、聞きながら、探しながら、迷いながら行
ってほしいというのが、この「町ぐるみ博物館」の
特色でございます。
　（資料を見ながら）もう与えられた時間はわずか
でございますので、それでどのような考え方でまち
づくりをやっておるかということは、このチャート
の裏側の方ですね。ちょっと簡単な図を書いてござ
いますけれども、それで見ていただきたいと思いま
す。「誰のためにまちづくりをしておるか。」という
ことでございますが、まずは自分のためであると。
住んでいる人自身が、その自分の住んでいる町を楽
しく住んでいく。要するに、たとえ旅行に行ったと
しても、戻ってくるのは自分の所です。やっぱり、
自分とこの足場を大切にしてそこを楽しくしない限
り、やっぱり自分が生きていくという場所を大切に
しようということで、まずは自分のためにするとい
うのが出発点であると。しかし、人間住むには、人
間とは、人の間と書くわけでございますから。やは
り他者…もちろん家族、友人、それから仕事、そう
いうものを全部含めて、他者を含めた視点というも

のがなければ、もちろん成り立たないわけでござい
ます。自分のためでありますけども、それは人と共
に共生していく。住んでいくということでございま
す。それから、もちろんそれだけでは、まちづくり
はできませんので、ますますこれから、環境問題、
自然の環境問題、そういうそこに図に書いてござい
ます天と地、いわゆる自然を含めて、全体。まずは
自分のため、それから他者の視点、それから天地、
自然に向いていくのがいいんではないかなという感
じを私たちは持っております。それから、大阪市と
いう大都心に住んでおりますので、その自然という
のが今なかなかございませんけども、それも環境問
題としては非常に大切だというふうに思い、これか
らの課題だと思っております。
　一般的には、今は「まちができて人が集まってく
る」という風潮でございます。何か施設を作れば、
商業施設を作ったり、大きなビルを建てれば人が集
まるという発想が多いのですが、私たちは、それを
一番心して思っておるのは、そうではなくて「人が
集まってまちができた」と。この発想を大切にせな
いかんと思っております。人が集まってきてまちが
できたんで、まちができたから人が集まってくるん
ではないというのを…こういう大阪の260万都市に
ありながら住んでおりますけれども、それを忘れた
らいかんというのが、やっぱり原点でございます。
したがって、まちづくりは人づくりということで、
町づくりというのは、やはり励ましあって生きてい
く場であるという、その自立と相互扶助。先ほど神
野先生からも仰いましたけども、まさしく私たちも
その以前の…日本がまだ昭和30年代といいますか、
そういう自立と相互扶助がまだ残っていた。そうい
うのをやっぱり目指しておるような感じがいたして
おります。
　それから、先ほどの「町ぐるみ博物館」に関して
言いますと、観光ではないと。観光化しないという
ことを表明しております。「観光」というのは光を
見せる。光を見る。形を見せるというのが、主にな
っておるように思います。それが「観光」というこ
とだと思いますけども。私たちのまちづくりは「感
風」という言葉を使いたいなと。風を感じるという
ことでございます。風というのは目に見えないもの
です。しかし、感じるものなんですね。まちづくり
も、実は目に見えるものではなくて、目に見えない
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ものが大切です。実は、町は目に見えないものが、
非常に構成している中では大切なものであります。
目に見えないものというのはどういうものかという
と「歴史・文化」ですね。もちろん、これは表面に
現れるものもありますけども、だいたいは埋まって
おるというものが多うございます。「歴史・文化」、
それから、一番ぱっと第三者が入って見えにくいの
が、その地域の「人の繋がり」というのが見えにく
いもんなんです。それから「音・におい」というも
のもあるでしょう。それから「雰囲気」ですね。そ
の町の持つ雰囲気というのは、これはえも知れない
ものというのは、目に見えない。そういうものを感
じてほしいなあということで。目に見えるものだけ
ではなくて、そういう「感風」というのをまちづく
りの考え方の一つ、基本にしております。この目に
見えないというのは、すぐにはできないんですね。
すぐに建築するというわけにはいかずに、長い歴史
の積み重ねと文化と、それから人とのつながりの中
で、徐々に築き上げていくものでございますので、
僕はまちづくりというのは、この目に見えないもの
をいかに育てていくか、まちづくりというよりも、
育てていくという、「まち育て」という言葉がいい
か分かりませんが、そういうことだと思っておりま
す。それと、もう一つは子どもに向けての発信とい
うものを大切に考えております。次の世代にいかに
町を伝えていくか、それをどのように大人が子ども
に対して残していけるかというのを一つの課題にし
ております。
　それから、本当に時間がないので、最後もう端折
ってしまいまして。これちょっと説明が難しいんで
ございますけども、実は大阪というところを私たち
はその…本当に原点というか…場所でやっておりま
すので、この「まちづくりの三原則」というのをち
ょっと遊び心で書いております。一番、我々民間で
やっている、住民だけでやっております組織で大切
なのは、大阪だけしか通用しないかも分かりません
けども「おもろい」、面白いということが、もう第
一のエネルギーになっておるわけですね。皆さんも
お分かりのように、趣味とかそういうことになると
時間を忘れ、お金を厭わずにやるということで、ま
ちづくりも義務とか責任だけでは、僕はもう民間に
おいてはできない…できないというよりは、やっぱ
り面白いということが、まず第一だと思っておりま

す。それで、面白くやるためには「いいかげん」に
やらな駄目なんですね。台本に書かれたギャグは面
白くないということで。面白いというためには、い
いかげんにやるということです。それと、私の方の
会は26年間、会則・会費・会長がないという会でご
ざいまして、お金が全くないんですね。お金がない
ということは、「人のフンドシで相撲をとる」とい
うことを信条にしております。そういうことで「面
白い」事を「いいかげん」にして「人のフンドシで
相撲をとる」という。この三原則ですね。これは大
阪…関西圏以外の方にこれを話すると、ちょっと伝
わりにくい点があるんですが、この「面白い」こと
を「いいかげん」に、「人のフンドシで相撲をとる」
というのは、行政はできないんですね。全くこれ
は、行政は反対のことをせないけません。意味のあ
ることをちゃんと手順をふまえて、それで経済的な
裏付けがあって、最後にちゃんと成果をあげないか
んという。民間はそれはせずに、おもろいというこ
とを土台にしているということです。
　まあ、私はよく言うてるのは、私たちの民間のや
っているまちづくりは活け魚料理やと。ぴちぴちの
取れたてをその場で料理しておりますけども、行政
なり専門家がやるまちづくりというのは、それを冷
凍に入れてですね、計画をして練っておる間にまた
現場に戻したとしても、それはもう味も鮮度も変わ
っておるということで、行政と専門家がやるまちづ
くりは冷凍や、と言うております。これはもう本当
に失礼なことなんですけども、分かりやすいと思い
まして。そういうことで進めてまいっております。
一応、今時間まいりましたと思いますので、ここで
締めさせていただきます。ありがとうございまし
た。

プレゼンテーション②

中村　英雄

（徳島市・NPO法人「新町川を守る会」代表）

　徳島からやってきました。朝８時に徳島を出発し
て、阪急三番街に着いたんが10時20分。２時間20分
ぐらいで大阪へ来られます。
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　（映像を見ながら）私たちの会は、平成２年の３

月に会をこしらえまして「できる人が、できる時
に、できることを。」というような合言葉でずっと
会を進めております。これが徳島市で非常に川の多
いところで、上に映っているあの大きな川が、あれ
が吉野川です。真ん中が私たちの中心部で、こう瓢
箪のようにぐるっと囲むようになってます。まあ１

周６kmのところなんですけど、非常に川の多いと
ころで、徳島市内に川の数が138、橋の数が1650余
りあります。人口が徳島市で26万ぐらいです。この
真ん中が、ちょうど瓢箪のような形になっておりま
すので、「ひょうたん島」と呼んでおります。もと
もとひょうたん島というのはなかったんですけど、
20年…もう少しかな。25年ぐらい言うて言うてしよ
りますと（何回もいい続けておりますと）、行政の
ほうも「ひょうたん島」と言うようになってしまい
ました。どこの通りでも、同じ事を言うて言うて
（何回もいい続けて）やっておりますと、通りも町
名も変わるもんだなあと思います。今は、これがち
ょうど瓢箪のような形で、「ひょうたん島」という
ので定着しております。まあ、ここでいろんな活動
をしております。
　まず、平成２年３月に会をこしらえまして、非常
に川の多いところですから、この川を活かしたまち
づくりをしていこうということでやっております。
毎月１日の日と第３土曜日にこういうような船を４

隻ぐらい出しまして、だいたい約15名ぐらいが掃除
してます。会員は、平成２年の３月にできたときは
10名ぐらいだったんですけど、今は280名ぐらいに
なっています。会員が一人…個人が3000円です。法

人が３万円で。会員に入ってきてくれると、私はい
つも「あなたにこの川を掃除する権利を与えます。」
と言っています。まあ会費も払いたいもんだけ払え
ということで、三年間払わなんだら、退会してもら
うというようにしております。それから毎年30人ぐ
らいが入会してきて、20人ぐらいが辞めていくとい
うような形です。
　ゴミもまあいろいろありまして、このひょうたん
島の周りをずっと掃除しているんですけど、空き缶
とか生ゴミとか、自転車もあるし、オートバイもあ
る、ベッドもあるし。そういうような形で、だいた
いものがずっとあるけど、やはり、ずっとこの10年
も余って掃除しておりますと、やはりゴミの量も減
ってきて、市民の川に対する愛着というのも、もの
すごく変わってきたように思います。かつては、こ
の川も非常に汚くて、BODで言ったら30ppmとか
40あって、この橋を通るときにも（映像を見なが
ら）これ徳島駅から出たすぐの所なんですけど、臭
くて魚もいなかったんですけど、今は、チヌでもヒ
ラメでもカレイでもスズキでも、去年の６月にはか
なり大きなマンボウも私が捕まえました。非常に水
もきれいになってきました。
　（映像を見ながら）最近では、ここ４・５年前か
ら企業も参加をいたしまして、これは四国電力さん
なんですけど、企業もこう一緒になって掃除するよ
うになってきました。今は、地元の小学生・中学
生・高校生なんかも一緒に掃除します。まあ掃除す
るのは、こんな船でしますので、あんまり大勢で来
ますとものすごくお金がかかります。かつて200人
ぐらいが掃除したい言うて来たんですけど、その時
は船を30隻借りましたので60万もらったことがあり
ます。やっぱり、掃除するのん（だけ）でも、かな
りお金がかかります。こういうふうな形で、ずっと
毎月１日と第３土曜日。この16年間で休んだのは、
まあ１回か２回。もう相当な雨が降らん限りはやっ
てます。台風でも来ん限りはやってます。まあ、雨
が降って普通に掃除しとっても、落ちこんだら同じ
ことですから「落ちこんだときは、一分以内には上
げてくれよ。」と言うてます。今まで、10人ぐらい
は川の中へ落ちこんだんですけど、今までは大丈夫
でした。（映像を見ながら）まあ、新町川を、この
徳島市の中心部をきれいにしていくのには、吉野川
をせないかんということで、吉野川のほうへも行っ中村　英雄氏



─ 27 ─

てます。ちょうど徳島から出て、さっきのところを
ちょっと吉野川へ出たところなんですけど、ここは
毎月第２の日曜日に朝６時から掃除してます。これ
も、10年ぐらいやってるのかなと思います。この後
は、掃除が８時から９時ぐらいまでありまして、済
んだ後は必ずうどんが出て皆で楽しむようにしてま
す。まあ、多いときには60名ぐらい。少ないときに
は10名ぐらいのこともあります。だいたいゴミの量
は、ここでもやはり、夏であったら４トン車…まあ
２トン車ですか。新町川のほうの掃除であったら、
夏は４トン車ぐらいがいります。今頃であったら、
ゴミが少ないので２トン車にいっぱいぐらい。
　（映像を見ながら）まあ、私たちのこの川をきれ
いにしていくというのには、やはり上流をやらない
かんということで、吉野川の源流のほうへ行ってま
す。雨がなかったときに、鮫浦ダムの水のないとこ
ろがよく映るんですけど、高知県と愛媛県の境の所
で森づくりにも行ってます。だいたい、これも７・
８年前から行ってるんですけど、この山の大川村と
いう村長さんに1,000年貸してくれということで、
1,000年借りましてここで木を植えたりしてます。
木を植えたり、間伐をしたりということで、年に６

回ぐらい山のほうへ行ってます。
　これが鮫浦水源の森というところで、四国の森と
いうのはものすごく過疎化が進んで、森は非常に保
水力のない山になっています。やはり、ここを間伐
して、水源の森って言うんですか。やはり山からや
っていかないかんということで、高知県のほうへ行
きましてやっております。やはり、流域をよくして
いくっていうことが大事で、自分たちの町を良くし
ようと思ったら、まず外のところ。やはり高知県と
か、どんどん遠くの上流へ上流へっていうようなこ
とで、よそをよくするっていうようなことで。こん
なことも年に６回ぐらい、森づくりにも参加してい
ます。
　（映像を見ながら）これは、徳島の新町川なんで
すけど、ひょうたん号というのが最初に川巡りした
船で、これは12・３年前の写真なんですけど、向こ
うに写ってるのが県庁で…お洒落をして乗ってくだ
さいということにしてます。できるだけ、お洒落を
して楽しく乗ってもらうと。やはり、川とか、まあ
女優さんも一緒なんですけど、やはり見られて美し
くなっていきますので。やはり、皆に見てもらえる

ような形でやってます。
　（映像を見ながら）まあ、この船がちょうど10年
余り前に私たちのほうで購入した船で、10年ぐらい
前は毎週、毎月土・日・祭日であったんですけど、
この最近５年間ぐらいは、毎日船出してます。一日
５便ということで、最低５便は出しておって、多い
ときには、一日40便ぐらい。この前の11月３・４・
５日の連休のときには、一日に500人から600人ぐら
い乗りました。だいたい年間に３万人ぐらいは乗っ
てるんじゃないかなと思います。船はもちろんこれ
無料で出してます。やはり川をよくするということ
は、やはり住民が、徳島市民がたくさん乗ってくれ
るということが大事です。やはり無料であったら市
民がたくさん乗ります。だいたい乗ってる割合が、
三分の一が徳島市民で、郡部の人が三分の一、県外
の人が三分の一です。やはり、市民が多く乗りま
す。これがいいとか悪いとかよくいいますから、行
政のほうも、ほんとにこの川には力を入れてくれて
います。
　このひょうたん島を回る護岸のところでは、平成
元年から平成15年までに、行政のほうでもこの石組
みを造るのに150億ぐらいかけております。徳島の
予算からすると、ものすごいお金がかかっているな
と思います。これも、できるだけ楽しく乗るという
ことにしています。かつてこの船で公務員の人が乗
りますと紺の服とか、グレーの服が多いもんですか
ら、海岸のほうからこれに乗って来よると難民に間
違われたこともあります。今は、できるだけ、まあ
船は楽しく乗ってくれというようなことにしてま
す。
　小学生なんかも、環境教育ということで、よく参
加するようになりました。かつては、この川で‥
「ここへ来るのは危ないから、来たらいかん。」と言
いよったんですけど、今は小学生もたくさん来ま
す。川の中で泳いでるような子もだいぶ増えてきま
した。やはり徳島市は非常に川が多いですから、こ
の川がきれいになってきて、この川を活かしていく
と、ものすごく面白い町ができてくるように思いま
す。
　（映像を見ながら）これは、何年か前の阿波踊り
の風景なんですけど、阿波踊りのときも一日に600

人、700人、800人ぐらいの人が乗ります。朝10時ぐ
らいから夕方６時ぐらいまで運行してるんですが、
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阿波踊りのときなんかは、非常にたくさん乗りま
す。船はもう楽しんでもらおうということを一番に
してますので、普段のときであったら、夕方乗ると
きは、船上でワイン飲んだりシャンパン飲んだりと
かいうような形で、船を楽しくして川からの町をみ
んなに見てもらうようにしてます。そいうことで、
徳島のこのひょうたん島の景観というのは、ものす
ごく変わってまいりました。
　（映像を見ながら）これは、車椅子に乗ってる人
なんですけど、ちょっとこの上の所に車椅子専用の
エレベーターがあるんですけど、やはり、こういう
ような身障者も月に30名ぐらいは、やってきます。
目の見えない人でも船に乗りにきます。この人は特
に重病の人で、船が揺れたら死にまっせ言われまし
てね。大変な人を乗せたんですけど、船にこの人の
看護の人が乗ったのが10名くらいと酸素ボンベ何本
も持って。それから陸上で待機した人が10名ぐらい
で。全部で20人ぐらいで、この人を連れてきたこと
がありました。今、船乗せるのに専用許可をいただ
いておるんですけど、この時は不法係留です。不法
係留のところに、いろいろエレベーターがついたり
と、行政のほうでやっていただきました。
　（映像を見ながら）かつて徳島市の川が汚かった
ときには、こんなカヌーがくることなんか考えられ
なかったんです。今は、こういうようなカヌーもた
くさん来るようになりました。市民のほうでも、こ
の川がきれいになったのを誇りに思うようになって
きています。ちょうど今、見えいてる水際公園が、
平成元年にできたんですが、この右側のところが、
平成元年にできたんですけど、その時は対岸も汚く
て「こんなもんが出来たってなあ…。」というよう
な市民の声があったんですけど。今は、皆これが出
来て誇りに思うようになってきました。行政のほう
も「皆が、水際公園がいい、いい。」と言うもんで
すから、だいたい一周するのが６kmあるんですけ
ど、今ほとんど８割くらいの護岸ができるようにな
っています。
　（映像を見ながら）川では、こういうような形
で、これは、中秋の名月のときにしている雅楽の演
奏会なんですけど、これも平成元年からずっと私た
ちのほうでやっております。今年も10月のときの中
秋の名月の時に、こういうような雅楽の演奏会もし
ました。この前が川になっておりますので、必ずこ

う川の淵で、できるだけ川を見るような形でやって
おります。
　（映像を見ながら）これも12月になったらいつも
やっているんですけど、「川からサンタがやってく
る」といって、一応３万点ぐらいの品物を集めまし
て、それを3000の袋に入れて、12月の23・24・25日
の三日間で、このひょうたん島の周りを船で配って
いきます。もう川の淵は人がいっぱいで、大変にな
るんですが。
　（映像を見ながら）これも私たちの会員の高校生
たちが、こういうような船を作ります。今年も…も
うこれ12・13回やってるんですけども、なかなか好
評でやめれなくなって、ずっと続けております。や
はり、川から船が行きますと、周辺の家でもいろん
な飾り方をして、ものすごく川が楽しくなっていき
ます。
　（映像を見ながら）この寒中水泳も、徳島の場
合、昭和30年ぐらいまであったんですけど、水が汚
れてきたということで中止になっておりました。40

年ぶりに、これを復活をしまして、今年が12回目ぐ
らいだろうと思います。こういうような形で、寒中
水泳もやってます。まだ、ちょっと水は汚いんです
けど、してます。徳島は阿波踊りが本場ですから、
最後は水中阿波踊りをしております。
　（映像を見ながら）川がどんどんきれいになって
いきますと、こういうような形で、ボードウォーク
ができます。右側の所にパラソルがあるんですけ
ど、こういうようにいろんな形でまちづくりが進ん
できます。ボードウォークという板張りの通路があ
るんですけど、これは平成７年にできたボードウ
ォークなんが、住民のほうでお金を出して作りまし
た。高度化資金を借りまして、約300mぐらいボー
ドウォークを作っております。
　（映像を見ながら）川のところでもいろいろ遊べ
るような形で、こういう浮き舞台もできています。
まあ、行政のほうでも川の好きな人がおりまして、
いろいろとこのような所に力をいれてくれていま
す。これがボードウォークなんですけど、パラソル
ショップも今のところ件数が少ないんですが、全国
にあるボードのなかで住民が作ったというのでは、
なかなか少ない例なのではないかと思います。
　（映像を見ながら）川がきれいになってくると、
どんどん川のほうを見るようになってきました。か
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つて川が汚いときには、川のほうが裏側であったん
ですけど、今、徳島の町も川のほうへ向いて、川を
活かしたまちづくりをしていますから。まあ、そう
いうふうに川のほうへ向いて家が、どんどん出来て
きて、それと一緒に水もきれいになっていってま
す。
　（映像を見ながら）これは、徳島の県庁前で、こ
のひょうたん島の一角なんですけど、ちょうど県庁
前にこういうふうにヨットハーバーがあります。ち
ょうど知事室が三階にありまして、船で通りますと
この頃…まあ選挙が近いわけでもないんですけど、
知事さんも窓から手を振ってくれてます。まあ非常
に川がどんどんときれいになっていって、この上の
ほうが海なんですけど、町もだんだんとこう広がっ
ていっております。
　（映像を見ながら）これが青石で造ったボードウ
ォークで、６㎞のうち約５㎞ぐらい、こういうよう
な形でできてきました。なかなか徳島の予算でいう
て、平成元年から15年までで、一応150億ぐらいか
かっています。非常に水との距離が近いんです。こ
れは、まだ潮がひいてるときですから、満潮になっ
てきますとちょうど手で触れるようになります。大
阪の川を見ていると、非常に川との距離が遠いんで
すけど、徳島の場合、ものすごく水との距離が近い
です。だいたいここで干満差が２mぐらいですが、
台風の時は、こういうような上にもちょっとは乗っ
てきますけど、非常にこう水と親しめるようになっ
てます。
　それで、市民の方も川の淵へだんだん集まってき
ています。私たちのほうも毎月最終の金曜日は、こ
の川の上で、こういうような所でいつもパーティを
しています。昨日がそうであったんかいな。毎月最
終の金曜日は飲み放題1000円というので、通ってい
るお客さんもみんな寄ってきて、一応飲むようにし
てます。去年、今年、11月はボジョレの時で、ボジ
ョレヌーヴォを出して50人ぐらいが集まってきて飲
んだように思います。
　（映像を見ながら）川をきれいにしていくという
ことで、川からのまちづくりなんですけど。川に沿
ったところでこういう公園がありますので、こうい
うような公園にも花を植えています。ちょうど23日
にこの川沿いの公園ところで、今年はパンジーと
ノースポールと冬知らずですか、7500本植えてみま

した。県のほうの補助金が45万ぐらいあるんですけ
ど、私たちのほうでいろんな肥料もやったりして、
70万ぐらいかかってしてます。やはり、地域づくり
ですから、自分たちの町は自分たちで作るっていう
んが、非常に大事ではないかと思っております。
　やはり、これからの地域づくりは、住民の自立が
なかったら、なかなかできないのでないかなと思い
ます。この花壇作りとか、街路樹の剪定をしたりと
か、肥料をやったりとか、道路に木を植えたりと
か、それから川の清掃とか。私も徳島でおるとき
は、だいたい一年のうち300日余りは川の上におり
ます。なかなか最初のうちは、掃除をしておって
も、３年や５年のときは、「あんな変わりもんがお
る。」ということだったんですけど、10年しており
ますと、みんなが川のほうへ注目してくれまして、
町がずっと変わってくるように思います。
　石の上にも三年、川の上にも十年もしますと、も
のすごく地域が変わってきて、住民に愛着と誇りが
出来てくるように思います。まだまだ始まったばか
りですが、これからはもっともっと、こういうふう
なまちづくりで、やはり行政にしてくれって言わな
くても、自分たちの町は自分たちでしていく形で進
めていく。私たちNPOが住民を巻き込みながら、
こういうような花壇造りをしています。イベントを
するときに、大きなイベントになりますと、ボラン
ティアの人でもやはり300人ぐらいが来てくれます。
やはり、大勢でまちづくりをしていくというのが、
非常に大事でないかなというように思っておりま
す。これくらいですか。まあ時間が来たようですの
で、これで終わらせてもらいます。

　プレゼンテーション③

土居　年樹

　（天神橋筋商店連合会会長）

　皆さんこんにちは。ご紹介に出てきました土居で
ございます。天神橋筋商店街という、日本一長い商
店街でございますけども、約３kmあるんですね。
初めは、私は日本中でもっともっと長い商店街があ
るやろういうことで、あえて「日本一長いといわれ
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る商店街」と言うておりましたが。もう、うちの方
が長いねんという商店街がどこにもありませんので
ね。恐らく、日本一長い商店街でしょう。約1,000
店舗あります。
　そんな長い商店街からやってきたわけでございま
すけれども、今日は朝から何をしてきたかという
と、７時半に茶屋町という所…梅田に近いところで
いろんな企業群がいっぱい集まってるところ。その
茶屋町に落書きがめちゃめちゃ多い。これをなくそ
うということで住民が立ち上がったんですね。それ
で、私は商工会議所の役員もしておりますので、特
にその環境問題についての委員長をやっております
から、そちらに参りまして激励をして、次のとこへ
行ってここへやってきたんです。
　アメリカ村もそうなんです。実は、アメリカ村も
落書きがめちゃめちゃ多かった。それが一ヶ月です
かね、100人ぐらいが毎日清掃をした。ペンキを塗
り倒した。そして、アメリカ村の落書きがほとんど
消えたというんです。地域住民が皆さん一生懸命や
ってらっしゃる。なんで地域住民がやるかという
と、アメリカ村は御津八幡という大きな、古い神社
がある。茶屋町はお茶屋のある鶴町という、隣には
鶴が住んだという町がある。綱敷天神もそこにあ
る。こういう大事な大阪の町をつぶしたらあきまへ
んで、落書きで世の中が、環境がむちゃくちゃにな
ったらあきませんよ、そのために我々が立ち上がり
ましょうよと。それから、地域住民の皆さん方の心
意気というか、そういうものがいかに大事かという
ことを改めて痛感をしているところでございます。
　そのあと今日は、12時から天満天神繁昌亭に参り
ました。それは何かというと、９月15日にオープン
した繁昌亭が２ヶ月とちょっと…10日ぐらいで、
３万人来たんです。ちょうど３万人目の入場者があ
ったんです。それで、その表彰といいますか、お礼
に参上したわけでございます。天満天神繁昌亭が変
わってどうなったかということは、また今の時間で
はちょっと語れないかも分かりませんから、パネル
ディスカッションのほうでも、お話をできたら有難
いなというふうに思ってます。
　私は、天神橋筋商店街の仕事をするようになった
のは今から30年前。まだ若かったんです。30代でご
ざいました。30年間ずっとやり続けて、今日に至っ
てようやく皆さん方に「天神橋筋、知ってるで。」

と。「繁昌亭ができたとこや。」いうふうに認知され
る。それが30年かかっています。それで、30年前は
どんなんやったかっていうたら、もうボロボロでし
たね。特に、私は３丁目商店街の中の３丁目でござ
いますから。３丁目なんていうのは、アスファルト
でテント張りのアーケードで実に悲惨な状況でござ
いました。
　その中で、一番最初に何をやってきたかといった
ら、カルチャーセンターを作ったんです。日本の商
店街で初めて、商店街立のカルチャーセンターがで
きたいうことで、大変反響を呼びましてね。その
後、中小企業庁の皆さん方が、どんなもんやと尋ね
てこられて「何をやってまんねん？」、「伝統ある天
神祭をもっともっと大きくしたいんです。」「皆さん
方が地べたでコンサートやってはるのを、それをメ
ジャーにしたいんです。」「地域住民の皆さん方が子
育ての相談に来てはる。それも、ちゃんとここでで
きるようにしたいんです。」「絵画展もやりたい。」
いろんなことを提案をしながら、常に自らの発想
で、行動で、数人の協力で15年間やりました。
　それで、その後その私たちの商店街を見て「これ
はええことや。」「商店街に文化というと、ええこと
や。」と言うて日本中の商店街が空店舗などでカル
チャーを始めた。しかし、国の助成金がついて始め
たところは、ほとんど潰れました。それはつまり生
む気持ちがないんやね。まず、助成金がありき。
「そしたら、なんかやりまひょか。」「そんなん売り
出しやってるより、こんなんやったら面白いかも分
からへん。」「銀行の跡地ができたら、それを借りと
って文化をやりましょ。」と発信はするんですけれ

土居　年樹氏
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ども、後が続かない。人に委ねられた文化というの
は、絶対続きませんよ。皆さん。産みの親がそんな
んやから理事長が変わると、育ての親なんていうの
は全然関心がなくなってしまう。瞬く間に街文化が
崩壊してしまうんです。そんなことがずっと続いて
いるのが商店街です。
　それで、商店街が今、日本中でどうなっているか
っていうと、恐ろしいですよ、皆さん。97％が衰
退、全部下り坂。それで、３％だけが繁栄してるん
です。私はその３％の中に入りたいと思っているわ
けで、残したいと思っているわけです。そらそうじ
ゃありませんか。もう、天神橋筋っていうのは天満
の天神さんがもともとでございますから、1,100年
の歴史があります。天神橋筋なんていうのは、もう
江戸時代からできてる。大阪城の初代の城主の松平
忠明さんが、まちづくりをしはったときに、我々の
町もちゃんと作られました。寺町もでき、多くの人
を伏見から呼んできたら伏見町をつくり、河内から
呼んできたら河内町をつくり、そして、そこに人を
住ませること。住むことも皆さん、立派な文化です
よ。人がそこに住むっていうのは。住まないと町は
傷むんです。これは私の持論でございます。住まな
い町は、町じゃないんです。そのくらい、やっぱり
住むことがめちゃめちゃ大事なんです。住むことに
よって、その町に愛着を感じて、その町を発展させ
ていく。今、神野先生がおっしゃったように、発展
さす。このことが、町の大きな発展の要因になって
るんですよね。
　それで、天神祭はどうかっていったら、天神祭そ
のものは、もう江戸時代からずっと続いている。そ
の天神祭を何百年続けてきて、今でも、毎年100万
人の見物者がある。それは、何なんでしょう。それ
は、われわれ町民が「天神祭は俺がやらな、誰がや
るねん。」という祭り文化ですよ。そのエネルギー
が、人を感動させるんです。イベントじゃないんで
す。お金を出したらできるもんじゃないんです。み
んなが力を合わせて、お金も出し、力も合わせて、
それこそ運命共同体で天神祭を盛りあげる。そのエ
ネルギーが人を感動させるんだと、私は思っていま
す。だから、その火を絶やし、消したらいかん。次
のうちの息子にも孫にも、その天神祭を何とか繋い
でもらいたい。そのためには、町を残していかなあ
かん。

　町を残していくにはどうしたらいいか。今こそ、
そういう文化力みたいなことが表に出てくるように
ならんとあかんのです。しかし、カルチャーセン
ターを創った当時は、商店街の店主に「何をしてま
んねん。」と言われました。「文化で飯が食えまへん
で。」「文化で店が流行りまへんで。」とさんざん言
われました。だけど、頑なにそれを守ってきた結果
がよかったんですよね。今となれば評価されてい
る。それが天満天神繁昌亭の建設までにつながって
いくんです。
　その間に考えたことは、商店街がなんでそれだけ
衰退していくのよということ。商店街というと文化
ですよ。商い文化であるし、町文化でもあるんで
す。まさに文化遺産なんです。その遺産が遺跡にな
ったら、えらいこっちゃ。「ここは、天神橋筋の跡
ですよ。」なんていう碑が立ったら、えらいこっち
ゃ。そうならんように残すためには、何が必要なの
か。ずっとそれを考え続けてきて、それを行動に移
してもう数限りない、いろんな事業・イベントもや
りながら今日にきてるわけでございます。
　その間に考えたことは、商店街活性化というの
は、その文化を守ることです。住む文化も、それか
ら商い文化もそうでございますが、祭り文化もそう
なんです。それから、大阪の天満っていうのは、大
阪での硝子発祥の地なんですね。硝子文化は、正に
ものづくり文化なんです。そういう文化が全部集約
されて、町文化ができあがってるんです。町は商店
街だけでは成り立たないんです。ものづくりだけで
も成り立たないんです。いろんなものが集約され
て、それの象徴的なのが大阪天満宮です。天神さん
が、私たちの町のまあ守り神、象徴なんですね。
　社会っていうのは、神社で会うと書くじゃないで
すか。そのくらい「社会の根本はそこにあるんや。」
という思いで、やってきたことが繋がってきた。そ
の中で商店街文化というのは、それだけで商店街が
残るだろうか。こんな大事な筋を今から造るいうた
ら、できませんで。ショッピングセンターは、なん
ぼでもできる。あれは、文化じゃないです。あれ
は、商業ゾーンです。地下街は、なんぼでもでき
る。あれは、地下街って言ってますけど、あれは街
じゃないですよ。あれもショッピングゾーン。地べ
たが発達、発展しないと街にならないんです。
　そのためにどうしたらいいか。もう20年ぐらい前
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から考えたことは、商店街だけでは街文化は完成し
まへんで、ということです。もっともっといろんな
ものを貼り付けていかなあきまへんで、というこ
と。その貼り付けるのは何をしたらいいのやろう
か。例えば、扇町公園という大きな公園がありま
す。その公園はボロボロになって、古い大阪プール
があった。そんなん、辞めてもらったほうがいいん
やないか、公園整備をして、公園らしくしてもらっ
たらいいんじゃないかな、といういうふうなこと
で、整備をしてもらったりする。その横に大阪市の
土地が空いてたら、これ何とかしてよということに
なり、関西テレビができて、キッズパークというこ
どもの城ができます。これもやってもらった。
　例えば、大川沿いでは、三菱マテリアルの工場の
跡地がほったらかしになっています。「これ、もっ
たいないやん。こんな、ええ都市の真ん中で。」「何
とかしてくれまへんか。」言うたら、三菱地所さん
が動いてくれはって、帝国ホテルができました。
OAPができました。できよりますよ、皆さんが言
えば。声を出せば、何とかなる。全部行政の力を頼
らんでも、言うていけば、何とかなるんです。
　JR東西線が走りました。京都から福知山まで線
が走る。その下の天神橋筋の商店街のど真ん中に駅
ができるんです。駅ができたら、その駅は縦横無尽
に地下鉄も通ってるんです。その地下鉄の駅は「南
森町」といわれます。ここに、ほとんどの皆さん方
は「南森町」っていったらご存知でしょうけれど
も。例えば、徳島からお越しになった。北海道から
お越しになった。「南森町」ではピンとけえへん。
分かりまへんやん。「大阪天満宮」にしてもらいま
ひょ。「天満宮前」にしてもらいまひょ。三万人の
署名を集めて、JRへ陳情に行きました。水臭かっ
たでっせ、そのときのJRさんの対応は。ところが、
一ヶ月前に駅ができ、その名前が「大阪天満宮」に
なりました。「前」も消えたんです。これは、もう
感動しましたですね。まあ、天満宮の宮司が一番喜
びはったんですけれども。
　そのくらいのパワーで、やっぱりまちづくりを一
つずつやっていく。「小さいことからコツコツと。」
といわれますけれども、やっぱり目に付くこともや
っていかなあかん。そういうことが、やっぱり時間
がかかります。皆さん、それぞれ苦労してらっしゃ
いますけども、本当に時間がかかる。一つのことを

信念を持ってやっていかなあかん。私は、その商店
街とか天満の町を守るためには「なぜここが天満や
ねん。」「天満であるためには、どうしたらええね
ん。」という発想から入るんです。イベント屋さん
が持ってきたイベントなんて、全然相手にしませ
ん。自分で考えな納得できない。だから、そのこと
ばっかりをやってきてるから、それが成功してるん
ですね。
　天神祭と一緒に、その前には七夕祭がある。「七
夕祭りは、日本中どこでもあるやないかと。」と言
われるけれども、そうじゃありません。うちには、
千年前の池が三つあるんです。一つは、七夕池とい
うんです。一つは、明星池というんです。もう一つ
は、星合池というんです。全部七夕に関係がある。
しかも、そのうち二つがまだちゃんと残ってるんで
すよ。七夕は、うちが一番元祖やねんと思ってま
す。竹薮もぎょうさん昔はあった。今でも竹屋さん
がぎょうさんいてる。こんなん、こんな町はやっぱ
り七夕の発祥地やというふうに思ってますから、そ
れをどんどんやっていくと、人が増えてきた。毎年
７月24・25日の天神祭というのは、７月７日から始
まるものだというふうに、昔はやってたんです。そ
のきっかけですから、七夕祭を盛大にしようとし
た。
　しかし、ただ単に、笹に短冊つけて願い事を叶え
るという発想では、次の若者がついてこないだろ
う。次の若者がついてこれるようにするには、どう
したらいいのか、またいろいろ考えます。浴衣を着
て、来てくれはる人たちに何か歓迎しようと。バレ
ンタインデーがあってホワイトデーがあって、男と
女の交歓の場所が二つあったら、七夕祭は、今度は
両方が交歓する場所にしましょうと。天神さんの中
には、スモークが焚かれて、シンセサイザーが鳴っ
て「これが天神さん？これが神さん？」と言われる
ぐらいのイメージになってしまいました。そういう
ことが多くの若者に、新しい文化を備え付けること
になるかも分からへん。そこで、昔の七夕を復活さ
せたら、これはええことじゃないかな。そんなこと
で、ずっとやり続けていると、七夕の七月七日は、
何万人という人が来るようになりました。嬉しいで
すね、これは。
　やっぱり「毎年、毎年一つの事をどれだけ続ける
か。」ということが一つの基本理念なんですね。う



─ 33 ─

ちの町は何をしたらええねん。どうしたら町の文化
が発展するねん。天神祭は残ってる。七夕文化がも
ういっぺん蘇ってきた。そうすると、その延長上に
天満天神さんの周りには、明治時代は８軒の芝居小
屋があった、落語もその中にあった、文楽もあっ
た、歌舞伎もあったという歴史につながるんです。
それができたらええかなあと思い続けて10年ぐらい
経ってますかね。つまり、芸能文化がそこにあっ
た。天満宮の中では、芸術文化が、もともと育って
いる。そういうものを取り戻していったら、町は発
展していくんじゃないか。ずっとそれを考えてい
た。するとそれが実現したんです。
　それで、そういうことを考えてるとね、皆さん。
今、先生もいろいろ仰いましたけれども、やっぱり
文明が文化を廃れさせていくんや、と私は思ってる
んです。それと、もう一つは時計の針を逆に回して
いったら、世の中よくなるで。明治、大正、昭和の
初め、それから戦後の物がなかったとき。物がなか
ったときに、人殺しはそんなに増えまへんで。豊か
さがこういうことになってしまってる。もう一つは
町が廃れると必ず犯罪が起こるんです。健全な町の
中には、おかしな犯罪は起こらないんです。そのた
めにも、やっぱり時計の針を逆に回していかなあか
ん。そしたら、昔の良さがどんどん見えてくる。そ
の見えてくる良さを現実に合わしていったら、また
町がもとに蘇るんじゃないかなあ。そんなことを今
ずっと考え続けてます。
　一つずつ、やっぱりやらなあきませんから。繁昌
亭ができた。それが完成するまでの苦労話は、また
後でお話をします。繁昌亭が出来て、その後どうな
ったか、街が変わったか。変わりました、皆さん。
どう変わったかは、機会があれば話しますけど、や
っぱりやれば変わるんです。皆さん方が熱意を持っ
て、ここにも私と同じような年齢の方々がたくさん
いらっしゃいますけど、その方々が昔の文化を呼び
戻す仕掛け人になってくれはったら、ものすごいあ
りがたい。今の40歳ぐらいのお母ちゃんが一番やや
こしい言うたら怒られますけどね。子どもを殺した
りなんかすることが多い。そうすると、その子ども
たち、つまり、そのお母ちゃんを産んだのは我々な
んです。戦後三代目で世の中おかしくなってるんで
す。だから、その三代目がおかしくならんように、
皆さん方がもういっぺん、高齢者が発奮して世の中

に文化を取り戻す動きをしていったら、また日本の
社会がよくなっていくかなあというふうなことを思
いながら…これで一応終わらせていただきます。あ
りがとうございました。

プレゼンテーション④

藤原　　明

（株式会社りそな銀行地域サポート本部 
 プランニングマネージャー）

　りそな銀行の藤原と申します。よろしくお願い致
します。りそな銀行は、３年前ほどから「REENAL
プロジェクト」というプロジェクトをやっておりま
す。これは「りそな」と「regional」という言葉を
組み合わせた造語でございまして、「天神橋筋商店
街の町おこし共同企画」もその一つでございます。
　我々銀行というのは、今まで金融のお取引だけの
存在だったんですけども、ちょっと一歩下がってみ
ますと、われわれの顧客群といいますか、まつわる
お客様というのは宝の山だということに気づきまし
て、それぞれの地域、あるいは企業さんが持ってお
られる、そのポテンシャルを活用させていただきな
がら、お付き合いをさせていただいているわれわれ
銀行がコーディネーターとなってさまざまな企画を
展開することによって、そのポテンシャルをさらに
引き出して、まちの活性化とかができるんじゃない
かと。
　私は地域住民、行政に加え我々のような企業とい
うのも重要な登場人物だと思っております。その力
を使わないのは、もったいないな、という観点から
このプロジェクトを進めております。まだまだこの
プロジェクトを始めて３年ということでございます
ので、このプロジェクトがずっと続くようになっ
て、日本全国の各地域がそれぞれ特色のある活性化
ができればいいなと思っております。
　このプロジェクトの具体的事例をDVDにまとめ
ておりますのでそれを見ていただきながら、このプ
ロジェクトのご理解をいただけたらと思います。そ
れでは、よろしくお願いいたします。
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　「DVD：【CM】「おい、見つかったか。」「あか
ん、石ころばっかりや。」「ほんまにあるん
か。」「あるはずや。」「たくやの兄ちゃん
が、この辺やって言うてたんやから。」「ほ
んまに埋めてあるんかなあ。」「そりゃ、あ
るやろ。いっぱい持ってたビー玉、おばち
ゃんがほかすって言うからな。慌てて隠し
たらしいで。」子どもの頃、こんな宝探し
やりましたよね。すごいものを見つけた
い、この気持ちは大人になってもどこかに
ありませんか。私たち、りそな銀行には、
身近にとても多くの宝物があります。それ
は、私たちを支えてくれた地域や企業の皆
様。大切な皆様と今度は手をつないで何か
動かしたい。そんな気持ちで始まったプロ
ジェクト、REENAL。「あったで。」「ほん
ま や。」 ど ん ど ん 広 が っ て い ま す。
REENALの輪。今度はあなたと。Feel 
together! REENAL。りそな銀行です。」

　　　　　REENALプロジェクトとは、りそな銀
行が中心となってFM802を始めとした企
業や地域とのコラボレーション企画を展開
し、企業や地域のポテンシャルを引き出
し、最終的に新しいマーケットを創造する
ことを目的としたプロジェクトの総称で
す。「REENAL」とは、りそな銀行の「り
そな」と地域を意味する「regional」を組
み合わせた造語です。プロジェクトでは、
「Media Mix」をキーワードとしてキャッ
シュカード、放送、ポスター、フリーペー

パー、イベント、ウェブサイトなど、さま
ざまなオリジナルメディアを活用したプロ
モーションを展開しています。

　　　　　FM802のアートプロジェクト「digmeout」
とのコラボレーション「RESONART」。
若手アーティストを応援する活動として、
2004年にスタートしました。これまで、メ
ジャーなキャラクターや著名な作家にしか
チャンスがなかった、キャッシュカードの
デザインを無名のアーティストたちが手が
けるという、このRESONARTの活動は、
平成16年１月のスタートから大きな反響を
呼びました。平成18年８月現在、これまで
起用したアーティストは11人に及び、カー
ドの通産発行枚数は32万枚を超えていま
す。また、キャッシュカードのみならず、
季節ごとに店頭を彩るディスプレイや、
カードのデザインに合わせた紙バッグのプ
レゼントなどを通じ、銀行からアートを発
信し続けています。さらに、RESONART
作家がCDジャケットワークを手がけた
アーティストのりそな銀行大阪本店での無
料 ラ イ ブ「RESONART FREE LIVE」
や、アート性の高いフリーペーパー
「REENAL　digmeout EDITION」 の 発
行、ギャラリーやカフェでの定期的な個展
開催など、より「音楽」と「街」とに関わ
る活動として有機的な広がりを見せていま
す。

　　　　　そして、平成18年２月の第10弾アーティ
ストから、RESONARTは全国でのプロ
モーションを開始しました。これまで、
RESONARTに参加してくれた10人のアー
ティストたちの作品とプロフィールが掲載
されたアートブック『ART BANK』の発
行。 ま た「RESONART FREE LIVE 
Vol1.」 参 加 ア ー テ ィ ス ト で あ る
DEPAPEPEが、RESONA FITS YOU!キ
ャンペーンソング『キミドリ』を提供。東
京、大阪でフリーライブを開催し、
RESONARTの全国展開を応援してくれま
した。無名の若手アーティストに活躍の場
を与え育てていく、りそな銀行は、アーテ

藤原　明氏



─ 35 ─

ィストたちによって育てられていく銀行に
なりたいと考えています。

　　　　　さらに、RESONARTは、REENALプロ
ジェクトとして、地域や企業とのコラボ
レーションを次々に展開しています。
RESONARTデザインの「花」をテーマ
に、地域のフラワーコーディネーター、フ
ラワーショップ、フラワースクールに銀行
店頭をディスプレイしていただこうという
「RESONART×FLOWER」をりそな銀行
20店舗で展開しました。NOVAお茶の間
留学でお馴染みのギンガネットIPテレビ電
話を活用して、りそな銀行本店ロビーで開
催されたREENAL Presents RESONART 
FREE LIVE X’mas edition」の模様を南
堀江の「digmeout CAFE」でライブ中継。
ギンガネット電話が、英会話レッスンコン
テンツだけではなく、将来のエンターテイ
メント系コンテンツの拡充の可能性がある
こ と を 実 証 し ま し た。WEBサ イ ト
「REENAL.net」を企業とのコラボレーシ
ョンツールとした企画も展開。りそなグ
ループの女性向け投資信託商品「Loveme!
（ラブ・ミー！）」の女性プロモーション隊
のメンバーが「ECO」「ART」「BEAUTY」
をテーマに、資生堂の環境に配慮したリサ
イクルや、文化支援の取り組み、ビューテ
ィー施設などをレポートしました。

　「【CM】ナスカの地上絵。ペルーのナスカ大地に
描かれた巨大な動物の絵や幾何学模様。い
くつもの謎に包まれています。年間雨量た
った５ミリ、雨による侵食が少ない環境が
この地上絵を残したといわれています。ま
た、その魅力に魅せられ私財を投げ打って
までも、その保存に尽くした人たちがいま
した。彼らがいなければ、今日のような地
上絵は残っていなかったでしょう。ところ
が、近年雨の量が増え、その雨水が地上絵
を消そうとしています。異常気象の影響
は、ここにも及んでいます。守り続けてき
た人たちの力も、自然の力には逆らえない
のです。地球環境、手遅れになる前に。地
球を救うのは、一人一人のエコの気持ち。

REENALもエコ活動に積極的に参加して
います。Feel together! REENAL。りそな
銀行です。

　　　　　平成17年４月29日には、FM802 の恒例
野外イベント「FUNKY MARKET」をり
そな銀行がオフィシャルサポート。
REENAL Presentsとして「ECO」「ART」
「MUSIC」をテーマに、万博記念公園お祭
り広場において大規模フリーマーケットを
開催しました。当日は、FM802DJ番組ブー
ス、digmeoutブースを中心に、りそな参
加ブースも含め200ブースが出店し、来場
者は３万人を越えました。また、会場では
REENAL Presents「RESONART FREE 
LIVE」を開催すると共に、凸版印刷、ノ
バシステムの協力を得て、「REENAL.net
携帯サイト」をオープンし、出展ブース・
イベントの情報を随時配信するITコミュ
ニケーションを新たに展開。取引先企業の
技術力を活用した企画展開により、新たな
技術力活用の手法を実現しました。「水筒
を持とう」をコンセプトにさまざまなプロ
ジェクトを進めている「すいとう帖委員
会 」 と の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン。「RE! 
SUITOU」キャンペーンも会場で実施。水
筒を持って、FUNKY MARKETに行こう
とREENALのフリーペーパーやホーム
ページ、さらにはラジオ番組で呼びかけた
ところ、約1,000名もの方がマイ水筒を持
って、会場に駆けつけてくれました。その
模様をREENAL.netに、すいとう帖図鑑と
してアップ。大きな反響を呼びました。
アーティストの豊田弘治氏が中心となっ
て、もっとみんなに、身の回りにあること
やもの、環境の有難さと「このままでは地
球がやばい」ということに気づいてもらう
ことを目標とする環境意識活動「Ecommon
（ エ コ モ ン ）」。REENALは、 こ の
「Ecommon」のコラボレーションを展開。
Ecommonミニアートブックや、ステッ
カーを近畿二府四県の支店で配布すると共
に、平成18年５月３日には「地球がほんま
にやばいねん」をテーマに「REENAL×
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Ecommon present FUNKY MARKET」
を開催。３万５千人もの方が来場されまし
た。当日は、FM802ホリデイスペシャル
「REENAL presents FEEL TOGETHER!」
を会場から生放送。できることから始める
エコロジーをメッセージとして伝えまし
た。 さ ら に、 象 印 魔 法 瓶 が「RE！
SUITOU」プロジェクトに賛同。活動をバ
ックアップしていただきました。人気アー
ティストがデザインした、オリジナルマイ
ボトルステッカーを配布したり、マイボト
ルを持参していただいた方に、大阪の給茶
スポットでもある人気カフェの限定ドリン
クを給茶するなど、さまざまな展開に多く
の方に参加していただきました。保温、保
冷に優れ、地球環境にも優しい魔法瓶の良
さ、水筒というものの良さを改めて伝えま
した。

　　　　　平成17年７月13日から19日に開催された
「ロボカップ2005大阪世界大会」におい
て、凸版印刷の技術協力、FM802のソフ
トプロモーション協力により、ICタグを
利用した最新認証システム１万人の実証実
験を展開しました。ストラップ型ICタグ
は、RESONARTカードの第三弾アーティ
スト、木野下円さんによるデザイン。ロボ
カップ2005大阪世界大会の会場では、「便
利なICタグを使ったイベントがいっぱい！」
をキャッチコピーに、入場者にストラップ
型ICタグを一万枚配布し、予約・入場受
付管理、域内電子キャッシュ、情報発信、
会場内各種イベント通知の実証実験を行い
ました。また、りそな銀行とともに
RESONARTを進めるdigmeout CAFEが、
ロボカップ会場でアートカフェを展開しま
た。木野下円さんのグラフィックでディス
プレイされたポップな空間で、カフェ特製
のコーヒーやソフトドリンクをご提供。会
場では、RESONART の歴代ビジュアル
も展示されたほか、クラブDJによるカフ
ェミュージック演出や、ハプニングライブ
も行いました。ロボカップ2005大阪世界大
会の開催地、大阪は「ロボットテクノロ

ジー推進都市」を標榜し、ロボットの開発
助成事業やロボットラボラトリーの開設、
様々な技術セミナーや展示会の開催と、ロ
ボットテクノロジー促進策を積極的に打ち
出しています。りそな銀行は「REENAL
プロジェクト」ロボカップ2005大阪世界大
会におけるICタグを利用した最新認証シ
ステム一万人の実証実験を展開することに
より「川上・川中・川下の連携強化と産業
集積の維持強化を目指す」世界ものづくり
サミットの目的にも合致させ、大阪のロボ
ットテクノロジー推進都市化に貢献したい
と考えました。

　　　　　注目の大阪北ヤード開発では、りそな銀
行の融資機能と公益信託機能を組み合わせ
た、新しい仕組み「横断型マッチング機
能」を活かして、アーリーステージよりも
前段階のアーリー・アーリーステージの企
業や企業家を支援するために「りそなイン
キュベーション＆ソリューションプラザ」
を展開することを目指します。

　【CM】「りそなでーす。」「リージョナルでーす。」
「二人合わせてリーナルでーす。」「おしま
い。」「はやっ。」「おしまい。」「はやっ。」
早い話がREENALとは、りそな銀行の「り
そな」と地域を意味する「regional」を組
み合わせた造語です。…「暖かくなってき
たね。」「そうやねー。」「最近、仕事どな
い？」「えーと、手つないだり、組んだり。」
「誰と？」「いろんな人と。」REENALは、
企業や地域、いろんなところとコラボレー
ション企画を展開しています。…「やばい
…」「え？」「やばいねん…」「何？」「地球
がほんまにやばいねん。」REENALはエコ
活動にも積極的に参加しています。Feel 
Together! REENAL。りそな銀行です。

　　　　　平成16年３月から、NPO法人天神天満
町街トラスト、大阪市立大学商学部ととも
に、天神橋筋商店街の活性化をキーワード
に「天神橋筋商店街町おこし共同企画」を
展開しています。最初は、地域オリジナル
の大阪天満宮の朱印を押した定期預金の証
書袋を作ってみよう…という小さな取り組
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みでしたが、反響は予想以上のもので、ま
ちの賑わいづくりに貢献できるレベルまで
企画は広がっています。また、フリーペー
パーの発行や、商店街と花火がテーマとな
った映画『天国の本屋～恋火』の試写会開
催。かつて、酒造りが盛んだったことか
ら、商店街オリジナルブランドの清酒『百
天満天百』の醸造の企画や、大阪天満宮内
にできる上方落語の定席（じょうせき）、
天満天神繁昌亭の建設資金・運営資金支援
を目的としたチャリティー寄席の開催。サ
ポータズクラブ発足など、リアルなまちお
こしのチャレンジは続いています。平成17

年２月には、りそな銀行野江支店が、地域
とのコミュニケーションをテーマにコミュ
ニケーションスペース「Reenalプラザ」と
してリニュアルオープンしました。アクテ
ィブシニア層・ヤングミセス層を対象とし
たカルチャースクールやキッズコーナーを
併設し、大変好評を得ています。カルチ
ャースクールは、サンケイリビング新聞社
とのコラボレーション企画で、受講生の口
コミが広がり、開講３ヶ月で教室稼働率は
83.3％に達しました。主婦層やアクティブ
シニア層の指示を得ている、サンケイリビ
ング新聞社からコンテンツ提供を受けるこ
とで、店舗自体の魅力を高め、収益機会を
増やすトライアルとなっています。平成17

年10月、大阪商工会議所と関西ジャズ協会
の共催による「ニューオーリンズ・ハリ
ケーン復興支援ジャズコンサート」に協
力。そのお礼の印として、駐大阪・神戸米
国総領事館主催による「ドリーンズ・ジャ
ズ・ニューオーリンズ コンサート」では、
大阪本店講堂を会場として提供し、独自メ
ディアを活用したプロモーションで参画さ
せていただきました。これは天満天神繁昌
亭チャリティー寄席の反響がきっかけとな
ったものです。立命館大学と学術交流協定
を締結し、それぞれが有するネットワーク
を活用した、関西地域活性化のための共同
施策を展開しています。「Ritz×RESONA
コラボレートセミナー」の共催や、りそな

銀行社員の立命館大学への講師派遣などを
通じ、関西経済・地域に対する社会貢献を
行うことを目指しています。大阪府や大阪
市が協力する「美しい大阪をつくる100万
本のバラの会」その事業の趣旨に賛同する
とともに、事業への協力をREENALプロ
ジェクトの一つとして位置づけ、企画を展
開しています。りそな銀行の大阪府下店
や、りそな銀行が開催するセミナーやコン
サートなどのイベント会場に募金箱を設置
し、一人100円で100万人が参加する運動に
協力しています。

　　　　　REENALプロジェクトは、プロダクツ
の企画にまで発展し、オンワード樫山との
コラボレーション『Bankbook Case』を展
開しています。従来、銀行のノベルティ以
外に商品カテゴリーになかった通帳ケース
について、クールな通帳ケース『Bankbook 
Case』を製作するという企画を立案しま
した。お洒落な女性やビジネスマンがバッ
クに入れていても違和感のない、クォリテ
ィーやデザイン性の高いREENALブラン
ドの『Bankbook Case』は、ウェブ上でア
ンケートを実施。ユーザーに商品企画に参
加してもらう形式で、最終デザイン案を決
定しました。将来的には、りそな銀行のお
取引先に商品化・販売していただくことを
目指しています。編集プロダクション
parkeditingが創刊する「Re:Standard」を
テーマにした新しい書籍媒体『Re:s』に企
画・参画しています。「あたらしいふつう
を提案する」がコンセプトのこの媒体は、
REENALを、すべての人にとっての「ふ
つう」にするべく、紙面上のさまざまなプ
ロジェクトと連携。わたしたちの思いをさ
らに広く世に問うべく展開しています。第
一号の特集では、「すいとうのある暮らし」
と「いまだからワープロ」という二つの特
集を展開。その反響は大きく、一般読者は
もちろんのこと、沢山のクリエーターの
方々をはじめ、魔法瓶メーカーや文具メー
カーなど多くの企業から、マイ水筒を持つ
生活や、新しいワープロの開発に関する企
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画の提案が続々とあがっています。Re:s
は、このようにさまざまな企業とクリエー
ターをつなぐREENALの、新たなプラッ
トホームとして重要な機能を果たしていき
ます。

　【CM】2006年度REENAL by Resona Bankタイ
アップ曲『想い描いて♪』REENALプ
ロジェクトは、さまざまな人と出会うこ
とから始まっています。人々を繋いで、
新しいものを生み出したい。この曲、べ
べチオとリーナルが出会って生まれまし
た。Feel Together! REENAL。りそな
銀行です。」（DVD終了）

以上ですね。ちょっと映像を交えて、REENALプ
ロジェクトについてご説明をさせていただきまし
た。ありがとうございました。

　プレゼンテーション⑤

角　　知子

（新世界アーツパーク事業　事務局）

　皆さま、こんにちは。新世界アーツパーク事務局
の角と申します。まちづくりの先輩方のお話をいろ
いろ聞けて、今日はほんとに来られてよかったなと
思っております。
　（映像を見ながら）皆さんの街づくりの歴史から
比べると、私たちはフェスティバルゲートという遊
園地に拠点を置き始めて、まだやっと４年です。そ
のフェスティバルゲートも、皆さん大半の方がご存
知だと思いますけども、この４年の間にも日に日に
寂れていきまして、もうどうしたらいいのかなあと
毎日頭を抱えている状態ではありますが。その中に
拠点を作りました４つのアートNPOがフェスティ
バルゲートの中にこもらず、地元である新世界や日
本橋の町のほうに出て行きまして、どんどん活動の
幅を広げております。
　（映像を見ながら）だいたいの位置関係といいま
すか、フェスティバルゲートの周囲というのを見て
いただきたくて、こういう図を作ってきました。ご

存知の通り、通天閣。今年二代目になってから50周
年を迎えた通天閣のお膝元、大阪で一番キッチュな
町といわれる新世界の中に、大阪市交通局が造った
フェスティバルゲートという遊園地があります。こ
れは、1997年にオープンしたんですけれども、オー
プンから一度も黒字を出すことなく、どんどん空き
テナントが増えていきました。持ち主である交通局
さんも、こりゃ困ったなあということになって、大
阪市のいろんな部局に「空き店舗を使ってなんかで
きまへんか。」言うて相談に行きました。そして、
「大阪市ゆとりとみどり振興局 文化振興課」とい
う、いわゆる芸術文化を扱っている部署にたどり着
きます。その文化振興課が「ちょうどバブルが弾け
た以降、どんどんアーティストの発表の場所がなく
なっていて、その発表の場を支えていたスタッフた
ちも劇場やライブハウスから、端的に言えばリスト
ラされてしまうという状況が進んでいるので、レス
トラン跡を使って、大阪で芽吹いたいくつかの現代
芸術のジャンルの人たちを移植してはどうか」とい
うアイデアを提案しまして、じゃあそれで、という
話になり、この新世界アーツパークがスタートしま
した。
　2002年10月にまずは３つのアートNPOからス
タートしまして、現在はアートNPOが４つ。それ
とNPOではないんですけれども、二つの資料室が
ありまして全部で６チームで活動しております。そ
のアートNPOなんですけれども、決して劇団とか、
クラシックの演奏団体そのものに入ってもらってい
るのではなくて、そういったアーティストたちを支
援する中間支援型のNPOが入っております。
　（映像を見ながら）この４つのNPOが入っており
まして、現代舞踊、コンテンポラリーダンスといい
ますけれども、ダンスを支えるNPO。それから、
実験音楽とか現代音楽とかいわれる、そうですね…
普段ラジオとかでは流れることのない、とてもチャ
レンジ精神旺盛な音楽をやっているチーム。それか
ら、メディアアートや映像美術とかいわれる、現代
になって出てきたコンピューターや、ビデオカメラ
などを使って作られる新しい美術を支援するNPO。
それと、言葉と表現とコミュニケーション。言葉と
いうのは、コミュニケーションをとる一番最初の
ツールであるというふうに考えて、その言葉をもっ
と味方につけて他者とコミュニケーションをとって
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もらいたいという思いで歩んでいるNPO。この４

つのNPOが今フェスティバルゲートのレストラン
跡をそれぞれ活用して、ダンスの専用劇場であると
か、ライブハウスであるとか、或いはギャラリーで
あるとかを運営しております。
　（映像を見ながら）さて、アートNPOと一口で言
うてきましたけれども、じゃあ「何をやっとんね
ん」ということですが、先ほど簡単に言いましたけ
れども、決してアーティストそのものではないんで
すね。アーティストと社会をつなぐ、一般的には
「アートマネージメント」というところを専門にし
ているNPOです。大きく分けると目的は二つあり
ます。ひとつは、「表現自体の追求」。言うてみた
ら、アーティストがよりよいもの、より面白いもの
というのを作っていける環境をサポートするという
ことです。もう一方は、そのアーティストが編み出
した表現手法を少しアレンジして、一般社会に還元
していくことはできないだろうかということを模索
する、いわゆる、「アウトリーチ」と呼ばれること。
この二つが中間支援型のアートNPOの大きな柱に
なっています。今日は主にこの「アウトリーチ」と
呼ばれる事業のほうを、主に紹介していきたいと思
います。
　（映像を見ながら）さて、４つのNPOとも、手を
変え品を変え、いろんな方法で地域の人たちと一緒
に何かをやっていこうということをしていますけれ
ども、今日は一つずつだけご紹介させていただきま
す。
　まずは、その現代舞踊、コンテンポラリーダンス
のNPO「ダンスボックス」がやっております試み

なんです。だいたい毎年３月中旬頃に、フェスティ
バルゲートの隣にあるスパワールドの大階段を客席
にして、その下でダンサーが踊って、道行く人にダ
ンスをお見せして楽しんでもらうという「コンテン
ポラリーダンスin新世界」というのを開催しており
ます。これ、写真では、そのスパワールドの大階段
のほうが写ってるんですけども、ちょうどその大階
段からダンサーの後ろに通天閣がどどんと見えまし
て、まさに新世界の風景を借景にしてダンサーが踊
るという面白い試みです。
　（映像を見ながら）下のほうですね。これは８階
のライブハウスを運営しておりますNPO「Beyond 
Innocence」がやりました「子どものための演奏会」
です。ここの実験音楽というチームは、その実験性
を追及するためにインプロヴィゼーション、いわゆ
る即興音楽というのを中心にやっているメンバーが
多いので、参加した子どもたちが「あれ歌いたい。
これ歌いたい。」という歌をその場でBGMをつけ
て、子どもたちに自由に声を出して歌ってもらう、
踊ってもらうという場を創出するというものでし
た。
　（映像を見ながら）上の方は、映像美術のチーム
がやっているプロジェクトです。８ミリビデオとい
うのが昔ありましたよね。昔あったって言ったら失
礼かな。今では、ほんとにデジタルメディアという
のが発達してきまして、８ミリの映写機なんかお家
で持ってらっしゃる方というのは、もうほとんどい
らっしゃらない。けれども、新世界みたいに長いこ
と住んでらっしゃる人が多い地域では、倉庫とか押
入れとかを掘り起こすと、８ミリフィルムがわらわ
ら出てくるんですね。それで、それを集めまして
「上映会をやります。」と宣伝したところ、地元の方
をはじめ、そういった昔の映像・街並みというのに
興味のある方を含めて100名以上の方が集まって、
楽しくその昔の映像を見ました。
　これをすることによって、もちろんその昔の風景
を楽しむということもあったんですけれども、昔の
ことを突然その持ち主が思い出したりするという現
象がありまして、これは医療のほうにも応用できる
んじゃないかということで、今このプロジェクト
は、新しい方向に進みつつあります。
　さて、下のほうですが、これは声と言葉とコミュ
ニケーションを主にやっているNPOがしている「身

角　知子氏
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体障がい者の人たちのための音楽のワークショッ
プ」です。まあ音楽といっても、重きを置いている
のは歌のほうで、言葉を発してもらうっていうこと
を、全身を使ってやってもらおうというものです。
今、ここの写真に写っているのは、重度の肢体障が
い者の方たちばっかりなんですが、驚くぐらい発語
がどんどん上手になっていきました。
　（映像を見ながら）映像のNPOの中に「ブレー
カープロジェクト」いう別働隊がありまして、これ
は、アートは美術館の中だけに留まっていてはいけ
ないと考えるアーティストが、積極的に新世界の町
に出かけていって、美術活動をするというプロジェ
クトをするための専門のチームです。左上の写真
は、美術作家さんと一緒に新世界の町のおもろい風
景を探して歩くという、いわゆるフィールドワーク
といわれる手法でやっています。それからその右隣
は、子どもたちが小さいおもちゃの前にいてますけ
れども、これは福岡在住の美術作家さんがやってら
っしゃる「かえっこ」という、いらなくなったおも
ちゃを子どもたちが持ち寄って、それを交換すると
いう、リサイクルと、子どもたちの活動の幅を広
げ、社会性を養うというプロジェクトを融合させた
ものです。それから、例えば、一番右の下のほうな
んですけれども、これはヤモリプロジェクトといい
まして、「ヤモリのアニメーション」を作ったんで
す。ヤモリの形に切った厚紙がありまして、そこに
子どもたちが自分たちで絵を書いたり、写真を貼っ
たりして、自分のヤモリを作ってもらうんですね。
それをちょっと動かしては、ビデオカメラで一コ
マ、ちょっと動かしては、ビデオカメラで一コマと
いうようにして、アニメーションを子どもたちと一
緒に作るというプログラムです。こういったワーク
ショップをキッズプラザさんや近所の小学校とか、
いろんな所で展開をしまして大好評です。
　こんな形で、子供向けから町の探検までと、いろ
んな幅を持ってやっているプロジェクトがありま
す。
　このように、４年間、フェスティバルゲートの中
でやってきまして、各々NPOがそれぞれの得意技
を活かして、地域に出て行っての活動というのをや
ってきたんですが、実は今年の夏、新世界及び、そ
のもう少し北にある電気街日本橋において、アート
フェスティバルをやりました。というのは、新世界

の町では40年間盆踊りが途絶えているということを
地元の人たちから聞いたので「あっ。盆踊りやった
ら私らできるんちゃうか。」と思ったのです。なぜ
なら、言葉の部屋には詩人がおります。そして、音
楽のチームには、ミュージシャンがたくさん出入り
しております。そして、ダンスのお部屋には、振り
付けのできるダンサーがたくさん出入りしておりま
す。「ほんなら新しい盆踊り作れるやん。」ていうこ
とになりまして。またその40年前の記録が全然残っ
てないということで「じゃあ、映像メディアのチー
ムが今度は無くさへんように記録取れるやん。」と
いうこの流れで、盆踊り大会を復活させてみようと
いうことに挑戦しました。それが「ビッグ盆！」と
いう試みです。
　（映像を見ながら）このように、普段はさびしい
感じのするフェスティバルゲートの二階に櫓を組み
まして、地元の人たちに「来てくださいね。」と声
をかけたところ、当日たくさんの方が来てください
まして、８時半ぐらいの一番盛り上がったときで、
2600人くらいのにぎわいでした。先ほど言ったよう
に、若手のアーティストが小学校に出向いて、小学
校５年生・６年生の人たちと一緒に作った「新しい
新世界の盆踊りを作る」という作業。それから、そ
の上の写真ですが、あれは、40年前の盆踊りを覚え
てらっしゃる奥様方にお集まりいただき、「40年前
新世界にオリジナルの盆踊りはなかったのか？」と
いうことをお聞きしましたところ、「確かにあって
ん。けど、ちょっと思い出されへんねん。どうしよ
う。」っていうことになり、いろいろとみんなで、
「その昔の盆踊りどんなんやったっけ…」という思
い出す作業をした風景です。そんな作業を経て新世
界の町の盆踊りを、この夏復活させました。
　（映像を見ながら）盆踊り大会だけではなく、い
つもと同じように各NPOがそれぞれの得意技を活
かして、日本橋と新世界の町へ出かけていって、展
示やトークサロンや演奏会をやりました。例えば、
この「テクノポリタンミュージアム」という右側の
写真のものなんですが、その実験音楽をやっている
アーティストの中には、自分たちで楽器を作るとい
う人たちもたくさんいます。そういうアーティスト
たちが全国から20組集まりまして、演奏会と、日本
橋のパーツ屋さんとかジャンク屋さんとかで自分の
作った新しい作品を展示するということをやりまし
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て、日本橋地域のもともとの魅力である、「電気の
町」という部分を大変クローズアップした企画にな
りました。
　こんな感じで、４年間かけて、地元の人たちと一
緒に何かをやっていくということを積み重ねてき
て、この「ビッグ盆！」において、本格的に地元の
人たちと一緒に一つのものを作り上げたという経験
ができ、４NPO、またその４NPOの広報支援担当
の私としても、大変喜んでおります。
　しかし、フェスティバルゲートというのが来年７

月17日にちょうど10周年を迎えるんですが、それを
機に売却をしてしまうか、もしくは、新しくプロデ
ューサーを募って、別の使い方を考えるかという節
目に立っております。一年前を切っているというの
に、まだその先のことが分からないという状態で
す。つまり、新世界という場所で、このまま活動を
続けていけるかどうかというのが分からない状態
で、毎日頭を抱えながら活動をしております。ま
あ、頭を抱えててるだけやったらあかんので、みん
な元気に活動しておりますけれども。
　よろしければ、ぜひ今のうちにフェスティバル
ゲートにお越しいただいて、４NPOの活動を見て
いただきたい。そして、またそれ以降もフェスティ
バルゲートの方に残れることになりましたら、また
ぜひ足を運んでいただいて、日本橋及び新世界の
町、そして私たちアートのNPOとの繋がり具合が
どこまでいったかなということをまた確かめに来て
いただければうれしいなと思います。どうもありが
とうございました。

質　疑　応　答

藪田：それでは、ただいまから残っておる時間、一
応17時半までということで、このりそな銀行
さんの方にお願いを致しましたので、議論を
始めたいと思います。先ほどまで当センター
の主任の研究員の森本幾子というのが司会を
しておりました。それから、私はセンターの
総括プロジェクトリーダーをしております薮
田と申しますが、45分まで…17時30分まで司
会させていただきます。

　　　　神野先生のご報告の後、平野の川口さん。
それから、徳島の中村さん。それから、天神

橋の土井さん。それから、りそなの藤原さ
ん。さらに、新世界フェスティバルゲートの
角さんと…いうことで、ご報告いただきまし
た。長年の活動をされている方もあれば、近
年の活動というところもございますが。恐ら
く、限られた時間では喋れないことがたくさ
んあっただろうと思います。その繰り返しを
していただいても結構だと思いますが、これ
から議論を深めてみたいと思いますが、特に
お話聞いていただいて分かりますように、や
はりそれぞれの手法でのまちづくりの進め方
といいましょうか、考え方ということが随分
やっぱり色濃く出ていたように思いますの
で、その辺を前半にさせていただきたいと思
います。

　　　　それから、もう一つは私どものコンセプト
は「文化遺産」でありますので、何を文化遺
産だと考えるのかということ。それも、やは
り少し議論しておいたほうがいいと思います
ので、後半のところでは、文化遺産とは何か
という議論もしたいと思っておりますが、皆
さん長い時間、真剣に聞いていただきました
ので、フロアの皆さん方のほうから少しご質
問やご意見を受けて、それを口火に始めたい
と思います。

　　　　神野先生のお話から始まりまして、それぞ
れ聞いていただきましたが、どなたでも結構
ですがお三人ほど。最初に少し口火を切って
いただく方がおられますれば、ちょっと手を
挙げていただけますか。

参加者A：自分は19のときから、６年間イギリスに
住んでまして、大学に行って院を出て、帰っ
てきたばっかりで、日本のことはまだまだ分
からないんで、これから勉強しなきゃいけな
いっていうことがあるんです。神野先生が最
初、ヨーロッパの話をたくさんされました
が、僕も住んでましたので、ちょっと質問し
たいことがあるんです。

　　　　やっぱり、ヨーロッパ、イギリスもそうな
んですが、フランスとか、北欧諸国も、やっ
ぱり箱物といいますか…建物とか景観をすご
い大事にして古いものがすごい残っている。
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それこそ、もう800年前のものとかが、ふつ
うに街中に残っているわけですね。やっぱ
り、そういうのは、行政側のサポートみたい
なのがあると思うんですね。さっき土居様
が、市民が自発的にやらなきゃいけないとい
うのは本当だと思うんですが、やっぱりその
国にとっても、ある程度何かすることがある
と思うんですね。

　　　　僕の個人的な意見としては、文化というも
のは、基本的に対話というかコミュニケーシ
ョンがその地域の人々の間にあって、初めて
成り立つと思うんですね。大阪弁ひとつをと
っても、やっぱりそのお爺ちゃんとか、地域
の人とかと話していることによって、継承さ
れることだと思うんです。僕が、一つ思うの
は、やっぱり日本ていうのは、戦後ずっと一
生懸命働いて、西洋に追いつかなきゃいけな
いとやってきたと思うんですが、やっぱり働
きすぎて、対話の重要性、コミュニケーショ
ンの重要性を忘れてしまったんじゃないかな
というふうに思うんです。

　　　　例えばヨーロッパでしたら、労働時間はす
ごい規制があって、フランスでしたら、例え
ば週に35時間しか働けないとかあるんです
ね。35時間といいますのは、フランスでもも
う一回議論されているんで、いろいろ疑問は
あると思うんですが、例えば産休を増やすと
か、もうちょっと休日をしっかり取るように
するとかですね。日本で「サービス残業」と
いうのは当たり前なんですけど、イギリスで
は英語に直訳はできても、その単語そのもの
の「サービス残業」というのは普通の日常会
話にないんですね。やっぱり、働くだけじゃ
なくて、地域と関わる時間も確保していかな
きゃいけないと思うんです。

　　　　僕は、社会政策を大学で勉強したんです
が、その労働規制とかいう話になると「い
や。お前は、日本社会のビジネスのあり方を
わかってない。」と言われ、「まず、食ってか
なきゃいけない。」というのがあるんですね。
だから、さっき土居様が文化で食えるかいう
ふうに周りからと言われたことと一緒です
ね。大阪には中小企業が多いですけども、労

働規制なんかそんなもんできるかいと。「週
40時間きっちりなんか、そんなもんできるわ
けがない。」という感じです。そういう人た
ちに対して「いや、文化を継承していくため
には、やっぱりそういうコミュニケーション
とか対話とか、地域の関わりを確保するため
には、そういうことも考えなければいけな
い」と説得しなきゃいけないと思うんです
が、今日来られた先生方は、普段どのように
してそういうものの重要性を説かれているの
か。興味があるので、ぜひ答えていただけた
らと思います。よろしくお願いします。

藪田：お答えはちょっと後に致しまして。あと、二
人ほど。どうぞ。はい。

参加者B：本日のパネリストの皆さんは、「なにわ
の文化遺産」ということで、基本的には狭い
意味の過去の文化遺産、歴史的な文化遺産を
掘り起こすことによって、まちづくりを進め
ていくというお考えであるようにお見受けい
たします。ところが、最後に登場された角さ
んは、むしろ新しいこれまでなかったような
アートを開発しいく方向で、まちづくりはで
きないかというお立場だとお見受けいたしま
す。それで、私の質問は、大阪という非常に
特徴のある都市において、いわゆる文化遺産
という概念を、過去の歴史的な遺産という意
味に限定して捉えられるのか、それとも新し
い、いわゆるクリエイティブな最近のアート
なども含めた新しい情報文化というものを大
いに取り込む形で展開していくべきだとお考
えになるか。そのあたりについて、皆さまの
ご意見を承れれば幸いです。

藪田：はい。ありがとうございました。それぞれ、
かなり重要な発言を二人でしていただきまし
たが…前者が「まちづくり」、後者の方が
「文化遺産の考え方」ということですので、
私が先ほど設定したテーマに沿っております
が、もう一方。もう少し具体的なケースのご
質問があれば。はい。
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参加者C：本日は、いろいろお話を聞かせていただ
きまして、ありがとうございました。一点、
私のほうからお伺いしたいのは、今回お越し
の方で、中村様を除かれて、全員大阪に関係
のある方だということで、近年、その大阪の
人口が減っているですとか、大阪の町そのも
のが経済の中心ですけれども、沈滞をしてい
る状況というのがありますよね。どうして
も、東京に一極集中化の流れとういうのがあ
ると思うんですが、その中で、大阪が東京に
対抗するという部分でのまちづくりというの
を、東京を意識したという部分があるかない
かというのも含めて、ちょっとお伺いできれ
ばと思うんです。

　　　　大阪が、より大阪らしさを出せるための特
色のあるまちづくりの方向性について、東京
との比較というのも含めて、もしお考えのと
ころがあれば、お聞かせいただければと思い
まして、質問にしたいと思います。

藪田：はい。それでは、とりあえずお三方のご発言
をいただきました。参加者B氏からいただき
ました「文化遺産の議論」については、ちょ
っと後段に置かせていただきまして、若いお
二人のほうからは「まちづくりの担い手」、
あるいは「文化の継承の可能性」、あるいは
「東京に対する大阪の戦略」のような議論が
出ておりましたが、この辺のところから、ま
ず議論を始めてみたいと思います。その辺の
ご質問に対して、神野先生を始めとして少し
ご発言をいただきたいんですけども、いかが
でしょうか。

神野：　「古い文化とそれから新しい文化を…どっ
ちを大事にするのか。」というお話だったと
思うんですが、私は文化そのものの専門家で
はないのですが、これは二律背反するもので
はなく、先ほどもおっしゃいましたように発
展させるものである限り、我々の用語を使え
ば、文化というのは暗黙地によって伝えられ
ていくものであるのでですね。むしろ、これ
は両方両立するのではないかと思います。

　　　　例えば、フランスのパリは、皆さまもご存

知の通り、過去の文化遺産を非常に大事にし
ているということに関しては、あらゆる所よ
りも、一番強いかと思いますが、しかし、同
時に現在フランスで生まれつつある文化を非
常に大事にしている。私の理解が間違いなけ
れば、フランスの画商というのは、日本のよ
うにすでに出来上がっている他国の絵画を何
百億で売買するというよりも、現在いるアー
ティストに投資をして、そのアーティストの
ものを全部買い取っている。つまり、あの新
凱旋門もそうだと思いますが、現在生まれつ
つあるアーティストは、過去のアーティスト
を引き継ぐものであり、それを育てていくと
いうのとは両立するのではないかと思いま
す。

　　　　先ほど、アートを育てるという活動をご紹
介していただいた中で、私が思い出したのは
スウェーデンは皆さんご存知の通り「１％
ルール」というのがあって、あらゆる公共物
を作ったときに、その予算の１％をアートに
使わなければならないということがルールで
決まっているわけですね。しかし、各地方自
治体はもっとそれよりも厳しい条件を課して
いて、ストックホルムなどでは２％を上回る
ものを課さなければならない。それから、そ
れだけじゃないんですね。例えば、アーティ
ストは病院で芸術活動をしなければならない
ということになっています。なぜなら病院と
いうのは、肉体的な痛みだけではなくて、社
会の痛み、さらに精神的な痛みを癒す場であ
るので、病める者たちが最もアートを必要と
している。したがって、アーティストはその
病院で活動しなければならない。これが義務
付けられております。

　　　　さらにスウェーデンは、皆さんご存知の通
りに、ノーベル式の授賞式をストックホルム
の市役所で行っておりますが、それまでのそ
のスウェーデンの建築様式が、ヨーロッパの
建築様式をただ単に真似たものだったのです
けれども、その建物は、スウェーデン独自の
建築様式を創ろうとして、23年間かかって、
20世紀の初めに創り上げました。私が非常に
感心するのは、行っていただければ分かりま



─ 44 ─

すが、議会とかその他、部屋部屋に全部銅像
が建っています。この銅像は、日本で考えれ
ば恐らく政治家の銅像が建つということにな
るかと思うんですが、その銅像は何の銅像か
というと、その部屋を造った大工さんの銅像
なんですね。

　　　　スウェーデン人たちが何を将来の世代に伝
えたいのかという価値観が現れていると、私
は思っておりまして、文化というのは、文化
そのものが過去の文化を暗黙地で伝えられな
がら発展させていくものであって、現在の文
化を育成させることと、過去の文化遺産を保
護し、過去の文化遺産を発展させていくとい
うのは、同時というのかな、相乗効果みたい
なもので、相反するものではないのではない
かなというふうに思います。そういう答えで
いいでしょうか。素人なので、そういう答え
しかできないですが。

藪田：はい。同じことを少し、川口さんも、恐らく
お考えになることだと思いますが、いかがで
しょう。

川口：すいません。それは、今でいいんですか。後
の部分じゃなかったですか。

藪田：先生が口火を切っていただきましたので、ま
ずやってください。

川口：そうですか。それに加えて、そのもう一つの
東京に対抗するというのをちょっと同時にお
答えさせていただいて、よろしいですか。

藪田：はいどうぞ。

川口：先ほど神野先生がおっしゃったように、僕た
ちも「歴史を活かすまちづくり」というのを
テーマにしております。それで、その26年前
というのは、全国で伝統的な建造物というこ
とで、例えば今井町であるとか、それから富
田林であるとか、そういうふうな古い町並み
をそのままそっくり残すということで、それ
がブームだった時期でした、今ももちろん、

どんどん増えておるんですけども、文化遺産
を残すということは、単なるノスタルジック
でやっているという部分も、無きにしも非ず
だったんですが、そいうことで進めてきまし
た。

　　　　ともすれば、遺産を残すというのは、マイ
ナスのイメージというか、ちょっと後ろを向
いたイメージで捉えられるんですが、考えて
みましたら、近代都市という、いろんな歴史
的なものを壊すことによって、効率を求めた
都市が造られてしまって。それで、画一的
な、ほんとにきれいな街並みはそろいました
けども、そこには余裕がない。ゆとりがな
い。面白みがない。遊びがない。結局、効率
的にはいいんですけど、人間が住みにくくな
ってきたということで、それに気づいて、最
近は近代都市の中にも、路地を造ったり、ち
ょっと遊びの広場を造ったりということにな
ってきました。

　　　　そうすると、平野の場合は、もともとある
ものを大事にすれば、わざわざ造らなくて
も、もともとあったものを大事にするという
ことで、気がつけばですね、守るということ
は、一周遅れで時代の先頭に行っているとい
う感覚があるんですね。ということは、歴史
を守るということがマイナスではなくて、ほ
んとは積極的な一番攻めではないかと。壊し
て新しく造るよりも残すことのほうが、本当
はものすごいエネルギーがいるんですね。で
も、それがやっぱり人間というのは、生物で
すから、残されてきた歴史とか、そういうも
のを感じる力ってあるんですよ。だから、そ
の歴史とか年輪を感じるものというのは、や
っぱり目にみえないものやけど、伝わってく
る。それがその町の雰囲気とか、景観という
か、街並みもそうなんですけども、やっぱり
それが大切だと思うということ。それは、先
ほどの歴史とクリエイティブな部分というこ
となんですが、私のほうは、実は1400年の聖
徳太子建立のお寺という伝統があるんです
が、その実は、伝統というものと現代的なも
のといのうは、何ていいますか…伝統を踏ま
えておらなかったら、新しいものは出てこな
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いと思っているんですね。ですから、古いも
のを捨ててしまっては、新しいものは生み出
せないと。だから逆に言うと、千何百年の伝
統というものがある。そしたら、時代という
のは、どんどんどんどん変わってくるし、地
域も変わってくるけれども、その伝統がきち
っと守られておれば、それがいつも最先端に
いくんではないかと思ってるんですね。です
から、古いだけではだめなんですけども、古
いものをそのままやっぱり真に置いて、新し
いものが入ってくると。

　　　　ですから、仏教の伝統からいうと、教えは
お釈迦さんの時代の2500年から変わらない。
聖徳太子の時代からは、教えというものは、
人間に対する基本とか宗教は変わってないん
ですけど、その時代時代によって表現方法が
変わってくる。その時代によって、その表現
方法を変えなければいけないということで、
現代的なアートも全部取り入れないかんとい
うふうに思っております。

　　　　すみません。最後に大阪が東京に何が対抗
できるかいうと、まず古い歴史というのが、
京都・奈良・大阪という歴史の積み重ねがや
っぱり違いますね。これはいつも関西人が、
東京と対抗して意識的に言うてることなんで
すけども。

　　　　積み重ねてきたもの。それは今、埋もれて
いるだけなんですよ。この現代的な都市の下
に埋もれている。その積み重ねが大いにある
ので、それを掘り返していって、新しく時代
に、表現するっていうことが大切なんです。
今、埋もれているだけやと思うんですね。埋
もれているのを今までは、掘り起こさない
で、今でも、大阪は観光集客都市というて、
まず万博から始まって、味をしめましてね。
いろんなイベントとか、大きなものを建てて
人を呼ぶという発想ですけど、ほんとは眠っ
ているものがたくさんあるので、それを掘り
起こしていくということと、やっぱり最後
は、文化遺産というのは人間やと思うんです
ね。人材、やっぱり人間のおもしろさなの
で、眠っている文化と人間に絶対対抗できる
力がある。それが両方結びつけば、地域から

の発信というのは、ものすごい強力なものを
持っていると思いますので、それが大いに対
抗できると。まあ非常に‥最後に表現は悪い
んですけども、東京の人は寄せ集めの文化
で、新しもの好きにすぎないというふうに僕
は思っているんですけど。

藪田：はい。中村さん、どうしましょうか。お答え
いただけますか。ご意見があれば。

中村：徳島は、四国88箇所があって古い文化ですわ
ね。これは、ますます盛んになっていってま
す。それから、人形浄瑠璃なんかでも、やは
り後継者がどんどん出来てきて、古い文化が
ずっと続いていくようなことがあります。そ
れから、まあ新しいといえば、阿波踊りなん
ですけど。阿波踊りもずっと続いているんで
すけど、やっぱりこう住民の中から沸き起こ
ってくるような文化であれば、非常に発展す
るんではないかなと思ってます。

　　　　最後のこの大阪らしさとかあったんですけ
ど、私が外から見よるときは、東京のほうの
人は、あまり大阪を意識してないように思い
ます。大阪の人は、特に東京東京…というこ
とをものすごく意識していると思います。や
っぱり大阪の人が東京を意識せんようになっ
てきたときは、ぱっと上へいってるんでない
かな。

　　　　まあ私らのところで、四国の中では吉野川
があって、これ194km。それから、高知県の
ほうに四万十川が196kmあるんです。やは
り、四万十と吉野川を案外よく比べるんです
けど、四万十より吉野川きれいとかよく言う
んです。やはり、それを意識しているうち
は、相手を追い越すということは、なかなか
できんだろうと思います。外からみよると、
大阪の人は特に、私の偏見だろうと思うんで
すけど、東京を意識しているように思いま
す。東京のほうが大阪の人を意識していると
いう感じがあまりしないと私自身は受けませ
んので。やはり、いろんな良いものはものす
ごくあるんですから、あまり意識せんように
なってきたときが、大阪が確実に追い越した
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ようなときでないかなというように思ってお
ります。

藪田：ありがとうございます。全て答えていただか
なくても結構なんですが、ありがとうござい
ました。さすがにちょっと距離があるとい
う、海の向こうの冷めた感覚だと思います
が。もういっぺん戻りまして、土居さん。そ
の「古い文化とか新しい文化の問題」ですと
か、あるいは「文化遺産の継承の可能性」、
「日本風の可能性」という議論についていか
がでしょうか。

土居：あの…繁昌亭ができてどうなったかっていう
お話をしますとね。今日なんかそうですけど
も、土日祭日３割ぐらい人通りが増えたんで
す。しかも、その皆さん方がそれぞれ、落語
を聴きたい、商店街を歩きたい…ということ
で、晴れの場として考えてはるわけね。だか
ら、よそ行きの格好して、例えば着物姿がめ
ちゃめちゃ多い。これは、今の大阪に見られ
ない風景なんです。昔は、道頓堀へ行きます
とか、千日前へ行くといったら、そういう晴
れの場があったけども。今は、残念ながら、
大阪の文化って何やいうたら「たこ焼き」と
「お好み焼き」と、それから有名な「おばち
ゃん」。このぐらいしか大阪の文化がないよ
うに思われている。それはちょっと情けない
よね。ミナミの文化は、そういうふうな切り
口で。

　　　　キタの文化っていうのは…天神橋筋はキタ
へ入らないんですよ。天神橋筋はキタから外
れてるんです。キタの文化っていうのは何か
っていったら、企業文化で、それこそ先生お
っしゃったように、高い建物がいっぱい建っ
てね、そこへデパートがいっぱい入って、流
通だけで町を形成している文化。「そんな
ん、大阪違うやろ。」「もっと大阪らしい、え
えとこがあるやろ。」ということを天満から
発信をしたいと、そういうふうに思っている
わけです。

　　　　そうすると、新しい若者もたくさん増えて
くる。今度は噺家を使って…というたらおか

しいけど、噺家と一緒になって、どうしたら
落語に若い文化が生まれるかなということを
やろうとしたりね。観光バスを使って、どう
したら面白い大阪が楽しめるかなと。そうい
うことを発信したり、もうやりたいと思って
いることが山ほどあるわけ。特に大阪は、観
光がまだ下手くそやねん。全然、観光という
切り口では、今までやったことが慣れてな
い。まだ10年ぐらいにしかなりませんから、
ほんとに観光ってこんなものやと。さっき、
どなたかおっしゃったように、原風景が観光
なんやと。そうすると、原風景ということ
は、「自分たちがこの町が好きでっせ。」「こ
の町へ来て欲しいねん。」という思いを寄せ
ないと観光にならない。ユニバーサルやら海
遊館が観光かというたら、それだけでは観光
にならないんでね。本当に大阪に来てもらい
たいという人たちの思いが、上手くできてこ
そ観光やというふうに思いますから。そうい
う意味では、やることはいっぱいあると思い
ます。

　　　　最近は、経済産業省なんかがいうのは、
「もうお年寄りの受け皿がない。だから、商
店街はそのために一生懸命やってください。」
なんていうのは、僕は大反対。皆さん、年寄
りだけ商店街歩いていて嬉しいですか。嬉し
くないやん。やっぱり、若い人がいっぱい入
ってね。みんながごちゃ混ぜの文化で、かや
くご飯みたいな文化になってこそ、町がおも
ろしろい。だから、その必ずしも歴史街道を
歩くだけでは、文化が現在に継承できない。
なんとか今が活きる町にしたいというのが僕
の思いやから、歴史も使いながら、そんなこ
とを再現しながら、やっぱり今の町がある。
そういうふうにしたいと思うんですよ。

　　　　例えば、修学旅行生が来た話をしますけど
も、修学旅行生を大阪に一日実地体験という
ことで呼んだのは、うちの商店街が初めて。
それから、今ブームになってね。いっぱい来
はるけども。そのときに、例えば大阪弁とい
う言葉を教える。「大阪弁で『おおきに』言
うたら、どういうことや。」と言うたら、み
んなが「ありがとう。」っていうわけよ。「あ
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りがとう」は、当たり前なんで違うでと。
「おおきに」っていうのは、「おおいに、あり
がとう」。そやから、サンキュウベリーマッ
チがついてんねんでと。そのくらい商人は、
頭を下げてね。皆さんに、感謝をしてるね
ん。今のスーパーやコンビニみたいに、お金
と物とを交換してるだけと違う。それは、金
物交換業、て勝手に言うてんねけどね。そん
なもんと違う。やっぱり、真ん中に心を挟ん
で、おもてなしが挟んでこそ、商いなんや。
そういうとこをちゃんと教えたりする。

　　　　私は茶碗屋ですから、茶碗のことは皆さん
より詳しい。ある程度はね。ほんなら「瀬戸
物のことは、英語でどない言うねや。」言う
たら、たいがいの修学旅行生分かれへんね、
今。Japanて言うやん。Japanて…Chinaって
言う。China。で、漆はJapanて言うんです。
日本で生まれたから。器はChinaと、中国か
ら来たからChinaと言うやん。Chinaが日本
へ来たら、日本の器文化はどうなってん。あ
んたらみんな茶碗…自分の茶碗持ってるや
ろ。自分のお箸持ってるやろ。それは日本し
かないやんと。お父ちゃんもお母ちゃんも全
部自分の茶碗と自分のお箸持ってる。中国も
韓国もそんなんあらへんで。ナイフ・フォー
クに、自分のナイフや自分のお箸…スプーン
やいうたらあらへん。そういう文化も大事に
せなあかん…みたいなことを話したりね。例
えば、「ほな、商店街知ってるか？」て言う
て、その中学生に聞くと、ほとんどの人が
「商店街なんて行ったことない。」って言う。
そのかわり、それだけ地方の商店街っていう
のは、衰退してんねんけども。お母ちゃん
が、つまり商店街行ってないわけや。だか
ら、子どもはついて来ない。そうすると、ど
こ行ってるか言うたら、スーパーとか、コン
ビニとか、郊外型のショッピングセンターへ
行く。例えば、100円の茶碗買うて、それで
食べてる。そんなら、100円の茶碗買うのと
1,000円の茶碗買うのと…どっちが皆さん、
もったいないと思います。100円の茶碗、大
量に生産して、消費…勝手に使い捨てみたい
に、ほってしもて。それでも、陶器の土はだ

んだん減っていくんですよ。1000円の茶碗買
うたら、次の正月まで持って大事に使おう
や。柄も自分で選べる。いろんな生地も選べ
る。そうすると、自分の好きなものがそこ
で、文化が生まれる。100円の茶碗では決し
て文化が生まれない。

　　　　そういうことをちゃんと伝えるのが私たち
の町商人の文化やと思っている。それが今、
みんなにちょっと伝わってないのが、大変残
念やなあ。（資料を見ながら）いうことで、
こないだ30年以上商売してはる商店街の皆さ
んを全部これをここに網羅しました。この人
たちは確実に、それだけの自分の商いにプラ
イドを持っている。17代続いてる、刃物屋さ
んもおる。大塩平八郎の刃物作ったっていう
ような、そんな店もある。そういう人たちの
文化をもっともっとクローズアップさせたい
な。そのために、それが商店街の生き残りに
つながるか分からへんいうこととかね。今、
ここにチラシをちょっと、旧暦の月暦を作っ
た。ほな、農産物とか漁業とかは、全部旧暦
ですやん。旬のものっていうのは、全部旧暦
や。そんなことをみんなにやっぱり知って欲
しい。若い人に。旧暦の三日の日は、必ず三
日月の日なんやいうことぐらいは知ってほし
い。五月晴れいうたら、快晴の中に天気にな
ってる五月晴れじゃなくて、ちょうど五月晴
れの頃は、梅雨時なんや。その梅雨時の間
に、ちょっと晴れ間が見えるのが五月晴れや
ねんというふうなことも知ってもらいたい。
そういうことを伝えていく役割ができたらえ
えかなあと。　今、そんなことを思っている
んです。

藪田：あとお二人おられますので、どうぞ先ほどの
ご質問に、どういう角度からでも結構です。
お答えください。

藤原：我々、先ほどちょっと紹介させていただいた
「REENALプロジェクト」というのはですね。
まあ、新しいもの古いものも関係なく、いろ
んなものをですね。良いものは、良いもので
…それをフューチャーさせて、世の中をちょ
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っとでも良い方向に持っていきましょうとい
う気概を持ってですね。それに賛同していた
だける、地域の人々とかですね。それから、
企業の方々。それを巻き込んで、いろんなこ
とをやっております。

　　　　例えばですね。キャッシュカードのアーテ
ィストの発掘の事例があったと思うんですけ
ども、彼らはFM802さんの「digmeout」っ
ていうですね、アートプロジェクト。新人発
掘のプロジェクトがありまして、そのオーデ
ィションに通った方の…アーティストの方に
ですね、オリジナルの作品を描いてもらっ
て、キャッシュカードとかですね、ポスター
とかっていう作品発表の場にしてもらおう
と。で、それがされるとどういうことが起こ
るかというと、銀行がそういうオフィシャル
なカードなんで、いきなり彼らの作品が出る
と、彼らはいきなりですね…活躍の場がどん
どん広がるわけですね。

　　　　我々としては、企業として彼らに活躍のチ
ャンスを与えていって、何かムーブメントが
起こったり、そこにまた音楽をからめたら、
大阪発のミュージシャンがまたどんどん出る
…とかですね。そういうことを我々として
は、仕掛けたいなと。

　　　　例えば繁昌亭の例でいく、我々はここ堺筋
本町ですから、OLの人たちとか、サラリー
マンの人たちが多いと。例えば、ここで繁昌
亭を応援するようなチャリティー寄席をやる
ことによって、単なるチャリティーを集める
ということではなくて、そういうOLの人た
ちとか、サラリーマンの人たちが、どんどん
落語を文化として嗜むような方向になればい
いなというような雰囲気も持ってましてです
ね。そういう形で、何か広げられるようなお
手伝い。そこにまた企業が絡んでくると、企
業に働いてはる人たちも、またそこに何かい
い方向に持っていけるような感じがしていま
して。先ほど言われたように、日本はなかな
か仕事ばっかりしてサービス残業とかが多く
て、そういう関わり方が難しいというような
ところがあると思うんですけども。我々とし
ては、企業をそういう方向に持っていくこと

によって、そこに働いてはる人たちも、実は
仕事なんだけれども、そういう方向に持って
いけるというような。それで、地域に戻った
ところには、また地域でそういう活動をして
もらえるような雰囲気が作れたらいいなとい
うふうに思っております。

角：　すいません。普段は４NPOが前に出ており
まして、実はこういう場に出てくるのがめっ
たにない機会なので、かなり緊張しているん
ですけれども。ちゃんと、まとめてしゃべれ
るかどうか心配ですが…いくつか思ったこと
を話させていただきます。

　　　　まず、その現代芸術と言ってしまって、よ
く誤解されるんですが、もちろん新しいもの
を創ります。けれども、全く過去と断絶して
いるというわけじゃないんですね。すべての
手法っていうのを新しくもういっぺん考え直
そうっていうても、考え直すその前があるん
です。つまり、前のものをちゃんと勉強して
から、もう一度組み立て直すっていう活動を
しないと、新しいものにならない。紡いでい
くという作業。昔と今を繋いでいくっていう
作業。そして、また未来を繋ぐっていう作業
が、絶対必要なんですね。

　　　　ところが、その昔というのが断絶していま
す。一回目の断絶は、明治維新の時にありま
す。二回目の断絶が、戦争のときにありま
す。この断絶の後に、最近また断絶が起こっ
ているような気がしてならないんですね。な
ので今、昔のものを掘り起こしたり、昔のこ
とを知っている人たちや町にずっと息づいて
いるものと、もう一度触れ合うっていう機会
が求められている。それはアーティスト側に
とっても必要なことなんです。また、地元の
人たちが普通のものやというふうに思い込ん
でいるものをアーティストが「それ、おもし
ろいですよね。」とか言うて「いやいや。い
つも、やってることやけど。」というような
ことがあることによって、元々それを持って
た人たちにも「これって、すごいんや。」と
いうのを確認してもらうことが、今の現代
アートが芸術の術、技術として還元されてい
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る部分、いわゆる「アウトリーチ」の効果の
ひとつなんですね。

　　　　アーティストが、そういうふうに活動して
いく場所を広げていくのが、「アートマネー
ジメント」という仕事になってきます。その
芸術家が、美術館や劇場に留まるのではなく
って、その町に出かけていく。「アートマ
ネージャー」は、町の人と対話を重ねること
により、「今この町に、このアーティストを
連れてきたらええんちゃうか。」っていう、
そのマッチング的なところっていうのも担っ
てやっていく。つまり、その町に根付いた活
動をさらに別の要素を盛り込んできて、新し
く繋いでいくっていう作業。そうやって、ど
んどんどんどん織物を織り上げていくってい
う作業をこれからもアートNPOとアーティ
ストは続けていって、新しい社会…次の社会
を見据えて、活動していくんじゃないかなと
いうふうに思ってます。ちゃんと言えたか
な、今ので。

　　　　あと、東京に対抗する手段ていうような話
が、先ほど質問のほうにありましたけれど
も、中村さんがおっしゃっていたみたいに、
東京を見ている場合じゃないっていうのを、
最近ある資料を見て知りました。日本の全国
の経済規模を100とすると、東京の経済規模
が16％ぐらいなんですね。大阪はというと、
50年前までは10％ぐらいあったそうです。つ
まり、名実ともに、大阪は日本第二の都市や
ったんですけれども、今は８％を切っていま
す。つまり、東京の半分なんですね。ところ
が、50年前は６％程度やった愛知県が、７％
を超えてきてるんですよ。つまり、もう３番
目がすぐ後ろに来てるんです。それぐらい、
大阪って後退してきてるんですよ。

　　　　そういうことを考えたときに、東京に吸収
されているのではなくて、その周りの地域に
吸収されていってしまっているっていうこと
を考えたら、そりゃ東京の面白いもん、ええ
もんを対抗相手に選ぶのではなく、もっと全
国的に面白いものっていうのをちゃんと調査
して、「それに対して大阪は。」っていうこと
を考えていかないと駄目な時期なんじゃない

かなというふうに思います。
　　　　アートでも同じことが起こってまして、や

っぱり地方出身の面白いアーティストがどん
どん増えてきている。逆に東京っていうの
は、「なんか画一化している。一番面白いも
のが集まっている町のはずやし、もちろん
アーティストの人口もめちゃめちゃ多いけれ
ども、何かちょっと物足りない町になってき
ている」というふうにフェスティバルゲート
に出入りしているアーティストたちは言いま
す。いろいろ見てきた人たちが最終的に選ん
でくれる町。つまり、ほんまに面白いものが
集まる町は大阪、と言われるようになってほ
しいなと思って…ますますフェスティバル
ゲートに面白いアーティストを呼んで、それ
がいろいろと循環していくようなことを、や
っていきたいなというふうに思います。

藪田：はい。時間がなくなってまいりましたので…
今日５人の方のそれぞれの、極めて具体的
な、かつ長年にわたる活動の報告をしていた
だいたんですが、最後に神野先生。お話をお
聞きになられた上で、どういうご感想をお持
ちになられたのか少し…もし、おまとめの発
言がいただけたら、ありがたいと思うんです
が。いかがでしょうか。

神野：　私がまとめるというよりも、皆さま方のお
話がすべてを物語っている、強烈なメッセー
ジになったのではないかというふうに思いま
す。先ほど、イギリスからお帰りになった若
い人が、おっしゃっていたようにですね。確
かに、日本は古いものを失いつつあります
し、そのことは「働きすぎ」と関係があるの
かもしれません。元々、家族familyっていう
英語は、食事を同じくする者という意味です
から。ローマの奴隷にもですね。家族は、食
事を同じくする権利を認められておりまし
た。しかし、今、日本人で、家族で食事を一
緒にしている権利を行使している家族が、ど
の程度あるかっていうと疑わしいんですね。
たまたま、お父さんが一緒に食事をしたとき
も、仕事のことを考えているっていうような
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家族が、多いような気さえいたします。
　　　　古いものを守っていくというよりも重要な

ことは、古いものにプライドを持って、かつ
新しい状況に対応させていくということなの
ではないかと思います。そういうときに重要
なのは、実は「公」ということではないかと
思うんです。つまり、「社会の構成員が協力
して事に当たる」ということだと思うんです
が。今日のご発表で、全ての事例の研究を見
て学べることは、社会の構成員が自らの生活
のために活動をする。しかも、重要なこと
は、その古いものに対してプライドを持って
いるということではないかと思います。確か
に、日本は「コモンズ」、「公」という概念を
失いました。

　　　　「公」というのを、一番説明するのにいい
公園というのは、ドイツの偉大な文学者、
ゲーテが作りました。ゲーテは、「封建領主
や一部の貴族だけが独占している美しい庭園
を、全ての社会の構成員に開放しよう」とい
うふうに主張したわけです。「公」というの
は、全ての社会の構成員に解放されているも
のという意味です。大英博物館は、全ての社
会の構成員に、学術を開放するということを
任務としておりますので、イギリスはいか
に、民営化したり、独立行政法人化したりし
たとしても、大英博物館は無料です。全ての
社会の構成員に開放することだからです。

　　　　そういうその「コモンズ」。まあ、日本で
も「結」とか、さまざまなものが残っていた
わけですけれども。日本は、コモンズを失っ
たというふうに言われておりますが、国際コ
モンズ学会というのが組織され、現在の世界
の経済的な思想の主流は「コモンズの悲劇」
と言って、コモンズにしたら効率が悪いと。
みんなで、社会の構成員が助け合って仕事を
したら、効率が悪いんだと。私有財産をくっ
つけて、競争させるのが一番効率的なんだと
いうふうに言われていたんですが、それが
「コモンズの悲劇」って言われている。「コモ
ンズ」にしたら効率が悪い、悲劇が起きちゃ
うっていう議論だったんです。国際コモンズ
学会っていうところが、世界的にコモンズで

悲劇が働いてるかということを調べたら、働
いていないっていうことが分かったんです
ね。、その会長である女性ですが、マーガレ
ット・マッキーンという女性は、世界で最も
「コモンズ」をですね。巧みに運営している
国民はどこかっていうと、「それは日本だ」
というふうに言っております。マーガレッ
ト・マッキーンが指摘しているのは、最も巧
みに「コモンズ」を運営した例は、四国の弘
法大師が造った「満濃池の管理」。これが、
最も巧みに「コモンズ」を管理した例であ
る。これは、世界の現代の農業が学ばなけれ
ばならない原点であると、こういうふうに言
っているんですね。

　　　　私があまり悲観をしていないのは、確かに
日本は「公」を失った。公用電話、「公」に
用いる電話ということですね。中国では、誰
もが使える電話のことを言っておりますの
で、社会の構成員の誰もが参加できるものが
「公」なんですね。ところが、日本で公用車
っていうとですね。官僚だけが使う車のこと
を言ってますから、「公」っていう意味が剥
奪されて、「官」というものに変わってしま
っている。しかし、「公」っていうのは失わ
れているかっていうと、伝統があって、この
伝統さえ頭を持ち上げてくれば、必ず「公」
は復活する。

　　　　今日の発表していただいた皆さまのものを
みれば、あるときは水資源だったり、町おこ
しだったり、文化を守るっていうことだった
り、その地域社会での生活を発展させること
であったり、いろいろな例はありますけれど
も、自発的に、下からグラスルーツで、社会
の構成員の全ての人々が参加しようという根
が残っている。これが日本の未来を切り開い
ていくのではないかというふうに感じまし
た。以上です。

藪田：ありがとうございました。それでは、最後に
センター長のほうから一言。閉会のご挨拶を
申し上げます。

髙橋：長時間にわたりご議論いただきありがとうご
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ざいました。私も少しだけ紹介しておきたい
ことがあります。以前、福島県の会津若松に
行きましたときのことですが、「会津若松
は、戊辰戦争に負けてよかった」という話を
耳にしたことを鮮明に覚えております。歴史
に「もしも」はありませんが、会津藩が薩長
側についていれば、旧国鉄の幹線も東北新幹
線も会津若松を間違いなく通るルートになっ
ていただろうと、そうしますと日本の原風景
を残すような現在の会津若松はなかっただろ
ういうわけです。興味深い話です。

　　　　もう一つ、今日のご議論も頂戴しながらで
すが、私どもが考えている「文化遺産学」と
いうのは、「文化遺産」を決して過去のも
の、遺物とは捉えておりません。文化遺産
は、先人たちが残してくれた貴重な遺産であ
って、それは将来を構想する際の大切な資源
であるという考えです。文化遺産学の立場で
大切なことは、地域の特質を見きわめ、それ
を活かしていくということです。つまり、特
徴を「際立たせる」ことが重要です。たとえ
ば、天神橋筋商店街をはじめ関西の商店街に
はアーケードがございますが、東京・関東に
はアーケードがありません。これなども大阪
の「際立つ」文化的特質です。このアーケー
ドは、お客だけでなく、地域の共同体にとっ
てもじつに有効です。これがあることによっ
て、向こう三軒両隣の意識が濃密になり、そ
こにコミュニケーションが生まれます。これ
がもともとの「結の精神」でございます。神
野先生がおっしゃる、「きずなの基本形態」
は、ここにあるんだろうと思います。「きず

な」は、地域の人びとによる「内なるきず
な」と、地域外の方がたがその地域に寄せる
「外なるきずな」の二つが機能しなければな
らないと考えております。もちろん、なによ
りも「内なるきずな」を尊重しなければなり
ません。

　　　　ともかく、本日は、神野先生の基調講演を
はじめ、川口さん、中村さん、土井さん、藤
原さん、角さん、皆さん方にはまことに貴重
なご意見を賜りまして、まことにありがとう
ございました。どうか今後ともに、私ども
「なにわ・大阪文化遺産学研究センター」に
対しまして、ご支援とご指導をいただきたい
と存じます。本日は、どうもありがとうござ
いました。

藪田：どうもありがとうございました。それでは、
閉会とさせていただきます。お手元に緑色の
アンケートがございますので、お帰りになら
れますときにお出しいただけたらと思います。

パネル展示

「牧村史陽氏旧蔵大阪の古写真」

　今回は、大阪のまちづくりを中心としたフォーラ
ムのテーマにあわせて、昨年度にひきつづき、なに
わ・大阪文化遺産学研究センター所蔵・牧村史陽氏
旧蔵古写真のなかから、昭和30～40年代の大阪市内
の写真を選び、現在の場所と比較できるように、パ
ネル展示を実施した。

髙橋センター長とパネリスト

パネル展示に見入る来場者
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研究ノート

寺社境内および周辺における「にぎわい」に関する基礎研究
─研究の目的と方法─

妻木　宣嗣

第１章　 どのような対象に対し、どのような
視点で考えるのか

１－１． 寺社境内および周辺における「にぎわい」
　寺社の境内や、その周辺のもつ表情は、実に多彩
です。一日のなかでもさまざまな表情があります
し、週・月・年といった時間の流れ、さらには四季
折々の表情を私たちに見せてくれます。そうした多
彩な表情をもつ寺社境内やその周辺空間（以下寺社
空間と呼びます）ですが、こと祭礼時には、普段と
は異なった雰囲気になります１）。例えば夏祭り。普
段は厳格な雰囲気の寺社空間もこのときばかりは一
変します。寺社空間は子供達から老人まで、世代を
超えた大勢の人々の笑顔があり、大変な熱気に包ま
れ、にぎわいをみせます。ベビーカステラ、金魚す
くい、スマートボール、イカ焼き…さまざまな仮設
店舗（以下、仮設店とよぶ）が醸し出す雰囲気に、
思わず楽しい気持ちになるものです。
　さて寺社空間において、こうした日常ではない時
間を演出してくれるのは、何も祭礼時の仮設店だけ
ではありません。例えば門前町などは、生活のちょ
っとしたゆとりとでもいうべき時間をもたらしてく
れます。通い慣れた寺社への参拝の帰りに、うどん
を食べたり、喫茶するひとときは、日常を忘れ、一
息つく贅沢な時間です。また旅行先の門前町であれ
ば、門前町を歩くこと自体、旅の楽しみの１つでし
ょう。このように寺社空間は、信仰を旨としつつ
も、あるいはそれをきっかけとしつつ、さまざまな
人々が集い、色々な時間を過ごす「場」であるとい
えます２）。
　寺社空間では、さまざまな人々がさまざまな時間
を過ごすわけですが、こと非日常の時間を演出する
施設として仮設、あるいは常設の商業施設がありま
す。彼らは信仰の面からみれば、副次的な存在に過
ぎませんが、先にも述べたように、さまざまな人々
が集い、さまざまな時間を過ごすといった、にぎわ

いには欠かせない存在であるといえます。このよう
に寺社空間は、さまざまな要素が複雑に絡み合って
存在しているわけですから、さまざまな視点から検
証されてこそ、その構造の一端が浮かび上がってく
るわけですし、こういう理由から商業建築や商業空
間（または環境）を考察することは意義あることだ
と思います。
　こうした視点から本稿では研究テーマである、
「寺社境内および周辺における「にぎわい」研究」
に関する見通しと方向性について述べたいと思いま
す。具体的な分析事例として、祭礼時に出店される
仮設店を採り上げます３）。

１－２．仮設店が構成する参道空間
　先ほども述べましたが、日本の夏祭りには実に数
多くの仮設店が軒を連ねます。そこを歩く参拝者
は、老若男女でにぎわい、みんな笑顔です。しかし
仮設店がつくる参道空間（以下、仮設店参道空間と
呼びます）を構成する要素は極めてはシンプルで
す。仮設店と商品、それから店の人と参拝者、たっ
たこれだけです。しかも仮設店が扱う商品やサービ
スはそれほど多くなく、仮設店のカタチは単純明快
です。さらに詳しく仮設店についてみますと、確か
に構成部材のうち水引はナイロン、屋根の横桟はス
テンレス製の物干し竿であり、照明は電気ですか
ら、「近代のおかげ」といってよいモノを用いてい
ます。しかし、その他の仮設店の構成や提供される
商品やサービス、さらにそれらが連続して形成され
る空間は、およそ近代的とはいえません（本稿で用
いる「近代」の説明は１－４．ここでいう「近代」
を参照）。そこには近代的な科学や工学といった近
代的手法などほとんどなく、どちらかといえば「前
近代」的です（ここでいう「近代的な科学や工学」
は古い世代を考えています、これも１－４．参照）。
　こうした視点からみると、仮設店は確かにあまり
見栄えのよいものとはいえないかも知れません。カ
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タチは単純だし、衛生面も十分なものとはいえませ
ん。しかしそんな環境にも関わらず、仮設店が構成
する参道は、最近できた下手な商業施設などより、
ずっと多くの人でにぎわっているし、みんな楽しそ
うで活気があります。これは一体なぜでしょうか。
「祭りという特別な時間だから」、「年中あったら誰
も行かなくなるよ」…、なるほど確かにそうです。
しかしそうした理由だけで、あれだけのにぎわい全
てを説明できるでしょうか。祭りが行われさえすれ
ば、仮設店はどんな商品・サービスでも、そしてど
んな場所にでも出店しさえすれば、にぎわうのでし
ょうか。例えば、私たちは祭りの仮設店といえば、
金魚すくいやスマートボールすくい、ベビーカステ
ラやいか焼きといった特定の商品やサービスを思い
出しますし、それがどんな場所にあるかについて
も、おおよそ想像できるものです。また先ほども述
べましたが、仮設店が構成する参道空間は極めてシ
ンプルにも関わらず、そこにあれだけの「にぎわ
い」がみられるということは、そうしたシンプルな
構成のなかにも、人をワクワクさせるような何らか
の工夫（仕掛け）が隠されていると考えることはで
きないでしょうか。
　今回の研究は、こうした問いかけが全ての出発点
です。一見、近代的科学や工学といった思考や方法
論が考慮されていない、むしろ前近代的な仮設店と
仮設店群が構成する参道空間が、なぜこんなに「に
ぎわい」をみせるのか。このあたりが今回の研究で
知りたいことです。
　ところでこうした疑問を考えるには、どのような
対象をどのような視点から見ていけばよいでしょう
か。あるいはどのような研究分野から、どのような
視点を学ぶことができるのでしょうか。無責任かも
知れませんが、現在私はこれについて明確な答えを
もっているわけではありません。しかし今のところ
本研究を考える上でのキーワードとして、「人のふ
るまい」や「近代」、このあたりが重要な手がかり
になるのではないかと思っています。次にこれらに
ついて考えていきたいと思います。

１－３.「人のふるまい」から考える
１－３－１．人のふるまい研究のいろいろ
　仮設店参道空間を考えるとき、その構成のシンプ
ルさ故に、何を手がかりにその「にぎわい」を考え

ればよいのか、なかなか頭を悩ませます。私など
は、建築や空間そのものに、つい目が向いてしまい
がちですので、いきおい仮設店そのものばかりに注
目してしまいがちです。けれどそこには、近代建築
のような近代的な科学や工学は見あたりませんし、
最近の建築家が自らの造形を正当化する上で語る、
造形理念やコンセプトといった気むずかしい議論も
見あたりません。
　そこで色々な論文や著書を読んだり、研究者にお
話を聞かせてもらったりしているうちに、どうやら
仮設店参道空間の「にぎわい」を考えるには、直ち
に仮設店や空間そのものに求めるのではダメで、ま
ず「人」に注目する必要性があることがわかってき
ました。つまり極めて当たり前のことですが、そこ
にはまず人がいて、人の行動があり、その上で、環
境が形成されていく。はじめに物理的な空間がある
のではなくて、何よりもまず人を考えないといけな
い。そう考えていくと、今回の疑問を解く手がかり
として「人のふるまい」というキーワードが浮かび
上がってきます（ここでいう「人のふるまい」と
は、普通の人が生活する上での行動全般をさしま
す）。なぜそうしたふるまいに注目するのかといえ
ば、「なぜ人はそうふるまうのか」、という理由を間
接的に拾い出すことができると考えるからです。さ
らに「ふるまい」から、「ふるまい」の背後にある
意識や生活習慣などといった要素についても注目で
きますし、そうした要素が空間を構成する物理的な
要素を構成したと考えることができるわけです。そ
こで次に、こうした人のふるまいを考える上で、重
要な論考をいくつか見てみましょう。
　まずこれは古典的な研究ですが、人と人の距離に
関する１つの構造を明らかにしたＥ．ホールによる
（プロクセミクス＝近接学）という視点があります。
ホールは、人と人との距離が、夫婦や恋人同志など
最も近い「密接距離」から、親友や知人との私的な
会話が行われる「個体距離」、個人的でない人との
距離、あるいは相手からの直接的干渉を避ける時の
「社会距離」、さらには講演など一方的な発言などの
場合の公衆距離まで、４段階（近接含めると８段
階）あることを示しています４）。
　次にこれも古典的な研究ですが、Ｒ．ソマー氏
は、その著『人間の空間─デザインの行動的研究』
において、ホール氏の心的距離を空間にまで広げ、
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いわゆる「パーソナル・スペース」を提起しました
５）。これらの論考はいずれも、人がもともと、ある
いは環境によって、特定の距離や空間を持つこと、
そしてこうした心的距離やパーソナル・スペースが
さまざまな地域の文化を考える上で重要な手がかり
になることを示した論考であるといえるでしょ
う６）。
　一方、人の視知覚に関する重要な著書に、Ｊ．
Ｊ．ギブソン氏の『生態学的視覚論』と、これを画
期とした一連の視知覚と環境に関する研究がありま
す７）。視覚は人が環境を捉える際、最も頻繁に用い
る知覚ですので、この生態学的視覚論は環境と人と
の関係を考える上で、非常に大きな方向性を与えま
した。内容は非常に多岐に渡るものですので、私な
んかは手に負えそうにないほどの分厚いものです
が、人間の視覚系を眼、神経、脳といった合目的的
な部品（部分）に還元しないことや、「空間」とい
う概念を、近代の繁栄で欠かせない物理学が定義す
るような、「空気も光も風もなにもないモデル」と
して考えるのではなく、大地と空、太陽があり、空
気があって風も吹く、といった人間が見たり、聞い
たり、感じたりするレベル、身近な生活感を手がか
りに世界と接している専門家でない普通の人のレベ
ルで視知覚系を考える必要性と、基本原理・概念を
打ち立てた論考であるといえるでしょう（こういう
レベルを、以下「普通の人の意識・感覚」とか「普
通の人の視点」、「普通の人のレベル」などと呼びま
す）。なかでも、「アフォーダンス」という考え方
は、興味深いものです。この概念も実に難しいので
すが、私が認識する限りでいいますと、人は自身の
判断によって環境内で行動を行うだけではなく、周
囲の環境によって行動させられている（アフォード
されている）と考える視点です。有名な例え話を１

つしましょう。ある家の玄関前の地面に、１本の溝
があったとします。すると雨のなかこの家を訪問し
た人は、１本の溝の側に「ここは傘立てです」と書
いていなくても、おそらくそこに傘を立てるでしょ
う。こういう場合「溝が人に対して、そこに傘を立
てることをアフォードしている」というわけです。
もっと簡単な例えでいいますと、「椅子はどのよう
な椅子であっても座ることをアフォードしている」
といえるわけです。この視点にたてば、本研究で取
り上げる寺社空間におけるさまざまな、「にぎわい」

構成要素が、こうした参拝者のワクワク感をアフ
ォードしている可能性があると考えられるかも知れ
ません８）。
　さてもう少し、こうした研究についてみていきま
しょう。ここでとりあげるのは、人のふるまいを直
接扱った研究ではないのですが、人がもつイメージ
の大切さに関する論考で、ケヴィン・リンチ氏の
『都市のイメージ』という著書です９）。リンチ氏は、
近代的な科学や工学に基づいた理論を駆使した専門
家による都市計画が、そこに住む市民の生活にとっ
て必ずしも豊かな都市空間といえるものではなくな
った点を述べ、そこにごく普通に住み、生活する市
民の視点からアプローチしていく必要性を訴えまし
た。都市計画の一部の専門家が一方的に都市を造っ
ていくのではなくて、そこに住む側の視点の重要
性、つまりそれまでの都市デザインの視点を、作り
手から住み手へと大きく変換した論考であるといえ
ます。都市にとって大切なのは、その都市に住む市
民自らが如何に豊かに自分たちの街をイメージでき
るのかにあるとし、人にとってイメージされやすい
空間構成とはどのようなものであるかについて言及
していることから、本研究との関連（例えば仮設店の
配置など）からも興味深い指摘であるといえます10）。
　さてこうした、人のふるまいに関する研究は、現
在、環境デザイン学や環境心理学、環境行動学と呼
ばれ、膨大かつ貴重な研究が数多く行われています
が（以下本稿では環境デザイン学と呼びます）12）、
こうした分野の研究蓄積が、仮設店参道空間や近世
期の商業空間といった、近代的科学や工学のない前
近代、あるいは前近代的な環境を考える上でどのよ
うに有効なのでしょうか。次にこの点についてみて
いくことにしましょう。

１－３－２．近代以前の環境を「人のふるまい」か
ら捉えられるのか？
　結論を先にいえば、環境と人の知覚・行動特性
（ふるまい）に関する研究には、近代的な科学や工
学など何もないころの前近代的な環境を素材にした
研究が数多くみられますし、そもそも研究者はすで
に、前近代的な環境に「人のふるまい」が考慮され
ていることを確認しています。例えば樋口忠彦氏は
シークェンス景観（視点が環境の中を移動すると
き、その視点に次々と展開していく景観のこと）に



─ 56 ─

ついて

日本においては、陸上において歩行以外の移動手段がほ

とんど発達しなかったこともあって、歩行に伴い展開す

るシークェンス景観について、回遊式庭園、茶庭の路地、

社寺の参道等かなり洗練された例を挙げることができる

とし、さらに続けます─

日本の社寺参道はシークェンス景観としてとらえた場合、

心にくいばかりの配慮がなされている。

と、日本の社寺参道を素材としたシークェンス景観
を分析しています12）。
　また船越徹氏らは、

空間構成という視点から見た日本の歴史的空間は、その

歴史性・文化性を除いて見ても現代に通ずる非常に興味

深いものである。例えば孤蓬庵忘筌に使われている内部

から外部への視界の限定、桂離宮の雁行配置、修学院離

宮の見えかくれ等、それらの空間構成は、古さよりもむ

しろ現代建築が忘れがちな空間のデザインを、設計方法

に多くの示唆を与えるものである。

とした上で、日本の前近代的な空間を素材に、人の
歩行と視覚特性について物理的構成要素と、それに
よってもたらされる心理的作用を詳細に分析してい
ます13）。
　また材野博司、宮岸幸正の両氏は、前近代的な日
本庭園を素材に、景観の継起的変化が誘発する景観
行動に注目し、日本庭園におけるシークェンス景観
の開放性や閉鎖性について考察しています。ここで
は、歩行を伴う視知覚の特性とその構造の一端が明
らかされていると共に、その文面からは前近代的な
日本庭園空間が、こうした視知覚の特性を考慮して
いたことを知ることができます14）。
　こうした日本における前近代を扱った研究は他に
も数多くありますが、その多くが①環境と人の知
覚・行動特性や構造へ接近するにあたり、日本の前
近代的な環境を素材として用いているもの、および
②あらかじめ導き出された空間における人の行動特
性を前近代的な環境から読み取ろうとするもの、こ
の２つの方法に大別することができます。これらの

研究そのものから私たちが学ぶことができるのは、
「日本の前近代的な環境が、人の知覚・行動特性
（ふるまい）を考慮している」、この点にあるといえ
るでしょう。つまりこれらの研究からは、人の知
覚・行動特性（「人のふるまい」）が日本の環境の在
り方において非常に重要な要素になっている、ある
いは環境の在り方そのものが、人のふるまいに無意
識あるいは意識的に影響を与える、という視点が導
き出されますし、こうした視点は今回の研究におい
て非常に示唆に富んだアプローチであるといえるで
しょう。
　さて、ここで１つの疑問が浮かんできます。上で
紹介したような、環境と人のふるまいに関する研究
で、なぜ現代の最新の空間（環境）や、近代的な空
間（環境）などが研究の対象にならずに、わざわざ
神社の参道や日本庭園といった、近代的科学や工学
がない時代の前近代的な環境を素材とするのでしょ
う。どうやらこの疑問を、少し掘り下げてみること
で、私たちの研究において学ぶことのできる視点が
見つけられそうです。
　そこで次節では、このあたりについて、近代とい
う時代性と環境デザイン学という分野が生成される
歴史的背景を手がかりに、考えていくことにしまし
ょう。

１－４．ここでいう「近代」
　一般的に近代は18世紀半ば、ヨーロッパに端を発
する産業革命を画期とする工業社会と、アメリカ独
立やフランス革命などをきっかけに世界中に広がっ
た国民国家、この２つが大きな要素であるといえま
す。近代については、実にさまざまな視点からの指
摘があり、それぞれに興味深いものです。例えば、
近代あるいは近代思想について、建築史・建築哲学
が御専門の鈴木博之氏は、氏の著書『日本の近代10

　都市へ』で、近代を「機械」に例えます15）。鈴木
氏は「機械」を、「機能、構造、普遍性を備えた装
置」とし、「近代社会が産業革命によって生じたと
するならば、その産業革命を生み出したものは機械
だった。「機械」が近代を生んだといってもよいの
である」とされ、近代建築の巨匠であるル・コルビ
ュジェを例に、「機械」としての建築と都市につい
てこう述べます。
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住宅建築を「住むための機械」とよんだ建築家ル・コル

ビュジェが、近代建築の旗手となっていったのは、彼が

正確に時代の精神を見抜いていたからにほかならない。

ここで「機械」としての建築の概念が世界に向かって公

表された。それは機能的な建築のことだと受け取られが

ちであるが、そしてそれは誤ってはいない受けとめ方で

はあるが、実は「機械」としての建築という考え方がも

たらしたものは、それだけではなかった。「機械」として

の建築とは、場所に拘束されない建築のイメージを含む

ものだった。そしてこのことが、以後の建築を大きく支

配することになるのである。「機械」のもつ普遍性は、場

所に縛られないという性質を含んでいた。「機械」は仕様

書通りに操作すれば、いつでもどこでも、普遍的に設定

された機能を遂行する。「機械」は場所を選ばないのであ

る。建築が機械をモデルにするということは、いつでも

どこでも成立する普遍的な建築を目指すことであった。

それが二十世紀後半の世界中の都市から場所性を奪うこ

とにつながるとは、そのときには彼は考えなかった。

　このように鈴木氏は、機能、構造、普遍性を備え
た装置としての「機械」に例えられる近代思想が、
都市から場所性を奪い去ったといいます。鈴木氏は
同書で何度も、近代が都市や建築から場所性を奪い
取ったと述べますが、上の文章の「都市」や「場
所」という単語を「人」に置き換えてみると、もう
１つの近代が見えてくるような気がします。

「機械」としての建築とは、「人」に拘束されない建築の

イメージを含むものだった。そしてこのことが、以後の

建築を大きく支配することになるのである。「機械」のも

つ普遍性は、「人」に縛られないという性質を含んでいた。

「機械」は仕様書通りに操作すれば、いつでもどこでも、

普遍的に設定された機能を遂行する。「機械」は「人」を

選ばないのである。建築が機械をモデルにするというこ

とは、いつでもどこでも成立する普遍的な建築を目指す

ことであった。それが二十世紀後半の世界中の都市から

「人」性を奪うことにつながるとは、そのときには彼は考

えなかった。

（註）下線部は妻木が「都市」・「場所」を「人」に置き換えたところ）

どのような対象もモデル化する際には、余計な色々
な要素を対象から切り捨て、単純化した上でのモデ
ル化であることを意識する、つまりモデルは対象そ

のものすべてをあらわしたものではない、という自
覚のもとで行われるのが一般的です（モデル化とは
そもそもそういうものですが）。近代では対象をモ
デル化する際、「普通の人の意識・感覚」について
は、さしあたり保留することが多かったのではない
でしょうか。ですから、近代初頭の科学者は、自分
たちが行う対象のモデル化が「普通の人の意識・感
覚」を保留したものであるという認識はあったはず
です。とはいえ近代は、こうして設定された「普通
の人の意識・感覚が保留されたモデル」を解析して
いった結果、多くの効能が得られ、それによって社
会や世界は、その効能が発見される前の時代より
も、良くなっていった。すると、「このモデルはと
ても良い！」、ということになって、どんどんこう
した視点からの分析が進められていきます。こうし
た思考循環が、さまざまな世界で行われていくと、
それらの相乗効果もあって、どんどん世界は豊かに
なっていきました。しかし問題はあったと思いま
す。それは「あるモデル」が加速度的に世界を豊か
にしていくと、社会や世界そのものを同様の視点で
もってモデル化しさえすれば、どんどん世界は豊か
になっていくと思ってしまい、いま扱っているモデ
ルが「さまざまな要素を保留したモデル」（普通の
人の意識・感覚が保留されたモデル）であるという
限界性の自覚よりも、モデルの方に寄りかかるかた
ちで世界や対象をみてしまいがちになった。そし
て、ついには実際の世界そのものも「普通の人の意
識・感覚が保留されたモデル」としてしか見なくな
ってしまうという、あべこべの事態に陥ったのが近
代にあったように思われます16）。
　例えば建築や都市を計画する上で大切な、「歩行」
を扱った研究に登場するのは、肩幅何cm、厚み何
cmといった寸法をもって時速数km/hで歩く「機械
人」で、そこには思わず寄り道をしたり、気分の赴
くままに散歩したり、お店の商品をみたり友達とお
話しをしながら歩く人など、生活感のある人は登場
しないわけです17）。
　そしてこうした思考循環が繰り返され続けていた
ある時、専門家でない身近な生活上の意識や感覚を
手がかりに世界と接している「普通の人」からみれ
ば、極めて不自然な状況が世界に現れるようになり
ます。例えば街。街は自動車優先の道路と高速道路
が走り、空気の悪い危険な、人間味のない住みにく
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くなりました。確かに衛生的で合理的かも知れませ
んが、普通の人からみると、なんだか変だなあと思
うような居心地の悪い空間（例えば人を物理的な機
械として扱うかのような冷たい感じのする病院な
ど）が、専門家のお墨付きのもと、ありがたい空間
として権力をもっていきます。
　こうした状況と循環が、さまざまな世界・対象に
対して徹底的に行われたのが近代ではないでしょう
か。花を見て美しいと思ったり、その花をリビング
ルームに飾るだけで、ちょっぴり気分がウキウキす
るといった「普通の人の意識・感覚・視点・価値」
という生身の人の側からの議論は、そもそも最初か
らほとんど考慮されていなかったわけですから、当
然そうした普通の人の感覚からくる意見や、何とな
く感じる違和感は軽視され、排除される、といった
状況に陥るわけです。そして普通の人がどんどん端
っこに追いやられていく。かくして「普通の人の意
識・感覚・視点・価値不在モデル」が、自分たち人
間の存在する世界そのものを捉える際の、ほとんど
唯一のイメージになっていったといえるでしょう。
　極論かも知れませんが、このように考えたとき、
近代は世界を「普通の人の意識・感覚不在」の巨大
な機械・システムとしてモデル化し走っていったと
ころに、その限界性があったのではないでしょう
か。少なくとも近代には、病院にせよ、学校にせ
よ、スーパーマーケットにせよ、家にせよ、人が見
たり、聞いたり、感じたりすることのない、機械的
存在としての人しか人を扱っていなかった時期があ
ったのではないでしょうか。うれしいことがあった
ときに晩御飯のおかずを少し奮発する人、商品を購
入するというよりは繁華街を歩いているだけで楽し
い気分になるから街に出かける人、コンクリート打
ちっ放しより、木の質感に暖かみを感じる人、そう
した普通の人が全然見えない世界が描かれ、そうし
た世界観に基づいて生の世界そのものが加工され認
識されるに至った。そしてそこには、上に述べたよ
うな思考循環が背景にあったと思われます。（この
ような思考を、ここでは近代的思考と呼びます）。
　ところで、こうした近代的思考に対する違和感
は、先に述べたギブソン氏の『生態学的視覚論』の
「まえがき」にも読み取ることができます。

　光学者は放射としての光については知っていても、照

明としての光についてはわかっていないように思えた。

解剖学者は、器官としての眼については知っていても、

それがなし得ることについてはわかっていない。生理学

者は、網膜の神経細胞とそのはたらきについては知って

いるが、視覚系がどのようにはたらいているかは知らな

い。こうした専門家が知っていることは当面の問題に関

係あるようには思えなかった。ホログラムを作ったり、

眼鏡の処方をしたり、眼疾患を治療したりすることはで

きるかもしれないし、このことはすばらしい成果である

が、彼らは視覚を説明することはできなかった。

　物理学や光学、解剖学、生理学などは事実を示しては

いても、それは知覚研究にはふさわしい水準の事実では

ない。本書には新しい水準での説明を企てている。

とし、さらに続けます─

　私がまた読者に望みたいことは、空間の概念は何ら知

覚と関係がないということである。幾何学的空間は純粋

に抽象的概念である。宇宙は心像化できるが、実際に見

ることはできない。奥行の手がかりは単に絵画に関係す

るもので、それ以上のものではない。視覚的３次元はデ

カルト（Descartes）のいう座標系の３つの軸の概念の誤

用である。

　空間の概念をもたない限り、我々は周囲の世界を知覚

できないであろうとする説は意味のないことである。事

実は全く逆である。我々は足もとの地面と空を見ない限

り、何も無い空間を想像することはできないであろう。

空間は神話であり、幻影であって、また幾何学者のため

の作りごとである。疑いなく、このようなことはすべて

奇妙に聞こえるであろう。しかし私が説きたいことは、

読者がこの仮説を受け入れることである。カント（Kant）

が述べているような「概念なき知覚は盲目である」とい

う独断を捨て去ることに読者が同意するならば、深刻な

理論的混乱、まさしくこの泥沼は涸れることであろう。

（註）下線部は妻木が加筆

　さらにこうした近代思想の限界性を、都市計画
学、コミュニティー、そして本研究で採り上げる仮
設店といったものを通して述べたものに、望月照彦
氏の一連の論考があります18）。望月氏の論考は、本
研究の文献調査の過程で見い出したのですが、本研
究を考える上でも重要な指摘ですので、少しじっく
りとみていきたいと思います。氏はいいます。
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ある調査が目的で江東区にある公団の大島四丁目団地に

見学に行ったのだが、そこで出くわした光景が一つのイ

ンパクトになったのである。春先だといってもまだ吹き

ぬける風の冷たい、割合お金のかかっていると思われる、

４棟の高層住居に囲まれた閑散とした中庭に、何となく

焼イモ屋の屋台が入ってきた、そうすると今まではほと

んど人影のまばらだったその場に三三五五と子供を連れ

た主婦達が集まってくる。集まってきた主婦達はその焼

イモ屋の回りでごくごく自然におしゃべりを始める。子

供達は子供達同志で勝手に遊びまわる。沈黙していた風

景が活性化し、急に賑わいを取りもどす。このインテメー

トなショットは大変なショックを与えた。我々が計画し

ていたものは何だったのか。あの冷たく全てのものを拒

絶したコンクリートのマスだったのではないか。少なく

とも計画学のプログラムの中に、こうした空間の躍動を

挿入しようとした事があったのか。あるいはむしろ入っ

てくる移動店舗を、非合法なものとして規制してしまう

ように、コニュニティというメタフィジカルな問題を、

それほど意識的でないにしろ、フィジカルな問題の中で

隠蔽してきてしまったとうに思う。

とし、さらに続けます─

計画化のダイナミズムが人間喪失につながり（あまりに

も短絡したいい方かも知れないが）、計画しないことがま

たそれ以上の状況を生みだし得ないという状況下のなか

で、我々がやはり指向していかなければならないことは、

計画化の表層に現れた変化のメカニズムについて言及し

ていくことではなくて、その変化の基底に沈んでいる、

いわば「見えない構造」をすくいあげ、それをいかに現

代のみえる都市構造にフィードバックしていくか、とい

うことではあるまいか。これは行為を超えた思弁的帰結

をも含んだ哲学的命題になってしまうかもしれない。そ

れをレヴィ・ストロースいうところの「野性の思考」に

終わらせることのない為に、「文明の思考」として把え、

計画化していかなければならないのが今後の都市計画学

に付された主要なテーマではないだろうか。

と、自らの学問意義を主張します。望月氏のその後
の研究が、どの程度「計画化」されたのかについて
はここで述べませんが、本研究は望月氏の問題提起
とその視座の点において共有できる部分が多いとい
えます。

１－５．前近代から学ぶ
　さてここで、これまでの内容をもう一度整理しま
しょう。確かに私たちは近代的思考に基づいて世界
を発展させてきた結果、世界は前近代に較べて、衛
生的なものになり、幼児の死亡率は低下し、移動時
間は短くなり、以前とは較べものにならないほど便
利で豊かになりました。けれど、全てが良い方向に
向かったのでしょうか。例えば私達に身近な都市。
インフラは整備され、高層ビルの内部は年中一定の
温度・湿度が自動的にコントロールされ、とても快
適です。買い物は大型ショッピングセンターやイン
ターネットなどで、いつでもどこでも瞬時にできる
ようになりました。しかし、その結果、今や現代社
会において人こそが、もっとも非合理的な存在にな
りつつあります。物理的に便利になったことは、安
全で衛生的になったことは、ありがたいことです
が、なんだか人が置き去りになっていったといえな
いでしょうか。
　実はこうした問いかけ、つまり近代的思考が生み
出したさまざまな矛盾や歪みに対する異議申し立て
が1950年代、特に1960～1970年代にかけて見られる
ようになります。そこで次に本研究を考える上で影
響を受けた論考をいくつかみていきましょう。
　B.ルドフスキー氏は『人間のための街路』19）の冒
頭でこう述べます。

18世紀の終り頃に始まった自然環境の急激な変化は、ノ

アの洪水以来、他のどんな出来事にもまして人間性に大

きな影響を及ぼした。合衆国では、徹底的な略奪に対し

てはブレーキの役割を果たすような人道的な伝統、ある

いは単なる自尊心すらもまったくなかったために、これ

まで世界に存在したことのないような非都市が出現した。

　ルドフスキー氏は、こうした前提のもと自動車交
通の円滑化という純化された目的のみのための道路
ではなく、人にとってより豊かな世界中の街路（彼
に言わせれば、街路は古代ローマ時代のフォーラム
にさえ匹敵します）を紹介しています。また紹介さ
れる街路のほとんどが前近代的な街路ですし、豊富
な写真のなかには大阪の居酒屋（街路に面したカウ
ンターに暖簾のお店）も紹介されています。
　またこうした時代性を考える上で、鈴木氏の以下
の文章は興味深い内容を含んでいます20）。
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しかし近代がもたらした機能的で普遍的な都市は、地球

上のあらゆる場所から建築的な個性を失わせていったの

ではないかという疑問が、ひとびとの心に兆してきた。

快適で便利な空間は、没個性的で味気のない都市を生み

出したのではないか、という批判を生む。それは都市に

のみならず、近代の文化全般にわたる批判につながるも

のであった。1960年代末のパリの五月革命、それにつづ

く世界各地での学生の異議申し立ての動きは、近代批判

の具体的な現れであったし、オイルショックを引き起こ

した第三世界の異議申し立ても、ヨーロッパ先進諸国に

対する途上国の批判であった。

　それまでの近代的思考とそれに基づく世界観に対
する異議申し立てこそが、この時期の時代を象徴す
る空気であったといえます。
　さらに環境デザイン学という形で１つの学問とし
て成立するこの領域の初期研究は、こうした時代背
景のなか、1950年頃から、特に1960～1970年代にか
けて、さまざまな学問領域で同時多発的に噴き出し
ます。例えば先ほども登場した、Ｋ．リンチ氏の
『都市のイメージ』は1960年出版、Ｅ．ホール氏の
『かくれた次元』は1966年に出版されていますし、
Ｒ．ソマー氏の『人間の空間─デザインの行動的研
究』や、B.ルドフスキー氏の『人間のための街路』
の原著は、いずれも1969年に出版されています。さ
らに環境デザイン学会（Environmental Design 
Research Association:　EDRA）そのものが1969

年、「環境と行動（Environment and Behavior）」
の出版と共に設立されているのです21）。
　近代思想の発展から生じた「ひずみ」、これをき
っかけとした研究が1950年頃から行われたわけです
が、これらの研究に共通するのは、私たちの身のま
わりの事柄について関心があること、そして何より
も、「身近な生活感を手がかりに世界と接してい
る、専門家でない普通の人の視点」にこそ現状を改
善する上での手がかりがあると考えたといえるでし
ょう。
　このように考えたとき、上で述べたような時代背
景から発展した日本の環境デザイン学研究の多く
が、近代的な科学や工学などまるでなかった前近代
的な環境を素材にしていることにこそ、私たちが
「にぎわい」を考える上で学ぶべき研究の姿勢が隠
されているといえるでしょう。近代的思考の影響下

にある現在の日本からみると、学ぶべきことが少な
いかも知れない前近代的空間構成が、近代的思考に
よって露呈した矛盾を乗り越えんとするかたちで生
成されてきた環境デザイン学などからみたとき、改
めて光りを放つわけです22）。
　さて本節の最後に、前近代に形成された事柄が
（これからの時代を考える上で）手がかりになると
いう考えを端的に示した論文を１つ紹介しましょ
う。この論文は、今回の研究を考える上で示唆的な
論文ですので、しっかりと見ていきたいと思いま
す。著者は中村良夫氏、論文題名は「河川景観計画
の発想と方法」です23）。中村氏は主に景観論が専門
ですが、この論文で中村氏は、日本における河と景
観との関係において、近代以降移入された公園以外
に、近世期に成立した「名所」という概念の重要性
を論じています（なおここで展開される論考は、何
も河川景観のみに止まることなく、日本の近代・現
代思想を考える上でも重要な指摘であるといえま
す）。中村氏は、現在の都市計画で考えられている
公園が西欧で一般化したのは19世紀、日本では明治
になって西欧文明の輸入とともに入ってきた文物で
あるとした上で、公園が都市に出現した背景として
公衆衛生の認識と啓蒙思想を挙げると共に、その発
展を決定的にした思想的背景として「空間の機能を
明確に純化してこれを排他的に留保するという、分
析的な近代思想の影響」を挙げています。そして
「名所」という概念についてこう述べます。

名所とは霊域、街並、山水、花鳥風月などによって形成

され、多様な歓楽様態が生みだす総合的身体感覚によっ

て条件づけられた、ひときわ印象深い風景を特徴とし、

神事、芸能、祭りなどの定期的イベント、商業や交通な

どの日常生活に強く結びついた特殊な習俗空間で、長い

時間のうちにコミュニティーの成員が暗黙のうちに定め

た１つの複合的シンボル体系である」

　とし
「言語が一民族共有の巨大な財産であるのとほとんど同

じ意味において、それは１つの財産であって、集団意識

が外在化した、社会学的存在であったと言ってよい。わ

が国の名所においては山水と花鳥風月はもはや単なる自

然ではなく、象徴的意味を刻された文化的実在になって

いた

（註）下線は妻木が加筆
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　近代思想の産物ともいえる公園に対し「公園が休
息とレクレーション機能を純化し、分離してとり出
し、固有の敷地によって自己を主張しはじめたこと
は、都市の非衛生と雑踏からそれを守るという重要
な目的を担っており、近代が人間生活に与え得た大
きな福音であった」としながらも「しかしそのこと
が日常生活の多彩な含みを内包した名所という巧い
まれなる非凡な空間の価値を見過ごしてよい理由に
はならないだろう」とし、こうした公園が行う自己
正当性の主張を「そこには一つの思想的陥穽がある
ように思われる」（註）（下線は妻木が加筆）とさえ述べま
す。中村氏はこうした議論のもと、河川緑地を都市
計画に位置づける前提として、公園以外に名所とい
う思想を自覚的に受け入れる具体的な提案を行って
いますが、本研究から学ぶべき点は実に多くありま
す。特に現在の河川緑地を考える上で、近代思想の
産物としての公園という概念のみをよりどころにし
てきた、明治以降の日本にとってそれが１つの限界
に達していること、そしてこれを乗り越える上で、
前近代に成立した「名所」という思想・概念を、手
がかりにしている点は重要です。前近代には、近代
思想では捉えきれない、しかし近代思想によって良
くなった世界がさらに良くなっていく上で示唆的な
要素が隠されている、といった指摘は本研究から大
きな示唆をうけています。これは近代を迂回するか
たちで前近代をみるという姿勢ともいえるでしょ
う。

１－６．再び「にぎわい」の話（本研究の射程）
　さて随分議論が大きくなってしまいました。「近
代」とか「前近代」などといったテーマは、それだ
けで、多くの研究領域で多くの専門家が日々研究さ
れている重いテーマですので、私なんかが触れるこ
と自体、おこがましいことだとは思っています。し
かし、こういったことを考えながら、仮設店や近世
の商業空間を研究しているということを明確にして
おかないと、「単に趣味じゃないか」と、よくお叱
りをうけますので、あえてこのあたりを思い切って
書いてみました24）。
　さてこうした議論を踏まえた上で、改めて図－１

－１を見て頂きましょう。図－１－１は天王寺さん
（四天王寺）へ向かう通りです。通りはＪＲ天王寺
駅などから、四天王寺へ向かう道で、毎月21日に行

われる弘法さんでは、多くのお店と参拝者でにぎわ
います。この空間で興味深いのは、店先にテーブル
や台を出して商品陳列を行っているお店が多いこと
です。なぜ、わざわざこういう陳列を行うのかにつ
いて、すぐに答えを見いだすことはできませんが、
少なくとも店側としては、こういった陳列の方が、
店内のみで商売を行うよりも、売り上げが多少なり
とも上がるために行っているといえるでしょう。店
先に並んだ商品をみるだけで、なんだか楽しい気分
になります。また参拝者のなかには、お目当ての商
品をわざわざ買いに来ている人もいるでしょうが、
どちらかといえば歩きながら買うともなく買わない
ともなく商品をみながら、目の止まる商品を手に取
ったり、お店の人とコミュニケーションしながら時
間を過ごすことが楽しみの１つになっている人の方
が多いに違いありません。そんな参拝者にとって
は、店の中に商品があるよりも、商品を見たり、手
に取ったりしやすい商品陳列の方がよいわけで、よ
ほど商品に興味を示さない限り、参拝者はわざわざ
店の中にまで入って商品を吟味しないでしょう。そ
うした消費者の気持ちを実に上手く計算に入れた商
品陳列が、ここでは展開されているのではないでし
ょうか。この街路に面しているお店にとって、弘法
さんの時など、天王寺さんの参拝者はお客さんなわ
けですから、こうした商品陳列はお店の商売にとっ
て基本的かつ重要なものであると思われます。とこ
ろが、お店の建物は必ずしもこうした商品販売を考
慮して設計されていません。前近代では考えられな
いような近代的な建築─安全・衛生的で、耐久性の
ある建築や街路を含む空間（環境）─が、「お店の
人がいて、商品が台に置いてあって、そこをお客さ

図－１－１　色々見ながら四天王寺さんへ…
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んが通りかかって、立ち止まって、店と客のやりと
りがある」、そんな近代以前からある当たり前の販
売時の人のふるまいを、必ずしも上手く演出してい
ない状況がみられます。もったいないことです。こ
ういった普通の風景にも本研究を考える上で重要な
手がかりがあるといえるでしょう。
　以上の問題意識のもと本研究は、仮設店参道空間
や近世期の商業空間を対象に、そして「人のふるま
い」を手がかりに「にぎわい」を考えます。前近代
的空間（環境）を考えるには、それが生成される時
間的経緯が影響を与えていることはもちろん、生成
され形成されるまでの、各時代における社会的・経
済的・政治的背景を考慮する必要がある一方で、人
のふるまいが空間形成上、重要な要素であった可能
性、これについて考察します。「そこにまず人がい
ることから全てが始まる」との当たり前の前提から
研究は進められていきます。
　なお本研究では、その時代、その地域の特殊性
（独自性）そのものをただちに探すものでもなく、
また今すぐ何かの役に立つために、仮設店参道空間
や前近代的な商業空間に潜む見えない構造を浮かび
上がらせる、という立場はとりません。まず先学
（例えば環境デザイン学など）によって、今まで何
となく見ていたのでは見えなかったものが、人のふ
るまいを手がかりにしたとたんにあぶり出された見
えない工夫や視点、これらを手がかりに前近代をみ
ていきたいと考えています。人のふるまいというフ
ィルターを通したとき、前近代的な環境からみえて
くるもの、逆に近代的な環境からは見えなくなると
いった要素が見つけられれば、前近代の造形を単に
「古い」とか、「地域的に希」などといった評価軸だ
けではない、私たちの生活をより楽しくしてくれる
ヒントが一杯詰まった宝箱（＝文化遺産）としてみ
ることができるのではないかと考えています。
　以上今回は、具体的な実証部分の手前で随分紙面
を割き、なぜこういった研究を行うかについて、大
上段に構えつつ書きました。ただこの後に続く実証
については「当たり前」と言われてしまうかも知れ
ません。ではなぜそんな「当たり前」といわれる事
柄をわざわざ採り上げるのか。それは一言でいえ
ば、そういった言われてみれば「当たり前」といわ
れる事柄こそ近代的思考が幅を利かせている現代の
建築や造形に多く取りこぼされているからに他あり

ません。またいくら「当たり前」が良いと言い続け
ても、近代を経験した現代からすれば、それは単な
る意見でしかない。ではどうすればよいのか。それ
には、そうした信奉者に対し、「当たり前」の事柄
にこそ、人のふるまいや生活といった視点からみた
とき、よくよく考えられた良くできたモノ・コトで
あることを、単に集めるだけではなくて説明してい
くしかないのではないかと考えています。この点に
おいて、「当たり前」を実証していく意味はあると
考えています。他者へ説明する上で、造形そのもの
を行う以外に、実証ほど説得力のない方法は現在ほ
かにないわけですから。

第２章　2006年度に行った調査・研究

　以上で本研究の位置づけと、その射程についてお
話しましたが、ここではこうした問題意識のもと、
2006年度に行った具体的な調査・研究内容について
お話したいと思います。
　はじめに寺社空間の「にぎわい」を考える上で、
次の２つに焦点をあてました。①夏祭りにおける仮
設店種選択、および仮設店種と立地との関係、②仮
設店が形成する参道空間と人の歩行行動との関係、
この２つです。ここでは、それぞれの研究目的と方
法について、ごく簡単に述べたいと思います。
　まず夏祭りの仮設店種と立地の関係ですが、一見
無作為に配置されているように見える仮設店も、そ
こに何か隠された工夫がみられるのではないかとの
考えのもと、検証が進められます。つまり仮設店出
店者からみれば、出来る限り個々の仮設店、さらに
は全体の仮設店の売り上げ増加に向け、様々な工夫
を行うのは自然な行為である一方、視点を参拝者に
向ければ、仮設店配置における様々な工夫によっ
て、参拝者は消費を促され、仮設店でモノやサービ
スの提供を受けようと、知らぬ間に感じさせられて
いる可能性が考えられるからです。仮設店配置にお
ける工夫は、多くの参拝者が仮設店の商品やサービ
スに対して購買意欲を誘うための工夫として注目で
きますし、こうした人々の気分によって祭礼空間は
「にぎわい」をもつ可能性がある。このことについ
て検証します。
　具体的には大阪市内の夏祭り73社を素材に、祭礼
においてどのような仮設店種が選択されているのか
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（仮設店種選択状況）、および仮設店種別立地状況に
ついて考察を試みます（第３章）。
　次に第４章では、夏祭り時に仮設店が形成する参
道空間について、主に参拝者の歩行行動と、仮設店
の庇下空間（仮設店の屋根が前方に張り出すかたち
で形成される空間をさす）との関係について考察を
試みます。具体的には、仮設店の庇下空間が参拝者
の注意を喚起したり、あるいは購買意欲を喚起する
など、店側と参拝者側とのやりとりを考える上で何
らかの意味を内包している装置として機能している
可能性について、参拝者の歩行行動を手がかりに観
察します。
　続く第５章では、今後の課題と見通しについて述
べ、「終わりに」では、普通の私が前近代にこだわ
る理由を少し書きました。
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10）リンチ氏は、人がイメージしやすい都市空間構成とし
て具体的に５つの概念、パス（Paths）、エッジ（Edges）、
ディストリクト（Districts）、ノード（Node）、ランドマー
ク（Landmarks）を提唱しています。またリンチ氏はこ
うした都市イメージの手がかりを考察する際にシークェ
ンスという概念を用いています。

11）この分野の研究史が整理された文献としてはG.T.ムー
ア、D.P.タトル、S.C.ハウエル、小林正美監訳、三浦研
訳、『環境デザイン学入門　その導入過程と展望』、鹿島
出版会1997年、Gary T.Moore,D.P.Tuttle,S.C.Howell（1985）
:ENVIROMENTAL DESIGN RESERCH DIRECTIONS, 
Process and Prospects, Praeger Publishers. があります。

12）樋口忠彦「シークェンス景観」、『土木工学大系13 』、
1977年　彰国社。

13）船越徹、積田洋、清水美佐子「参道空間の分節と空間
構成要素の分析（分節点分析・物理量分析）─参道空間
の研究（その１）」、『日本建築学会計画系論文集』、
pp53,61、1988,2）。同じく神社参道空間と視知覚に関する
研究としては、鈴木信弘、志水英樹、塩田洋「参道空間
における視覚・記憶構造に関する研究」、『日本建築学会
計画系論文集』、　pp93,100、no.457、1994,2などがありま
す。

14）材野博司、宮岸幸正「基本構造シークエンス景観と行
動シークエンス景観との関係」、『日本建築学会計画系論
文報告集』、no438、pp.79.85、1992.8、同「シークエンス
景観における景観行動と空間の開放度・インパクト度と
の関係」、『日本建築学会計画系論文報告集』、no440、
pp.119,125、1992.10。こうした環境の在り方と人の知覚・
行動特性に関する研究のなかで、日本の前近代的な要素
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を多く持つ環境を素材にした研究としては他に、大野隆
造、近藤美紀、「感覚刺激情報源としての環境の記述　廻
遊式庭園のシークェンスに関する研究（その１）」、『日本
建築学会計画系論文集』、no461、pp.123.129、1994.7など
があります。

15）鈴木博之『日本の近代10　都市へ』、中央公論新社、
1999年。

16）もっともこうした構造は、「解析する」ことを至上命題
とする研究では、多かれ少なかれ、はまり込んでしまう
ドグマであるといえます。本研究でも、こうしたドグマ
を意識しつつ（つまりは限界性を自覚しつつ）行ってい
く必要があるでしょう。

17）J.J.フルーイン、長島正充ほか訳、『歩行者の空間』、鹿
島 研 究 所 出 版 会、1974年、John J. Fruin,（1971）:
「PEDESTRIAN Planning and Design」）。
18）望月照彦『マチノロジー　街の文化学』、1977年、創世
記。

19）B.ルドフスキー、平良敬一ほか訳、『人間のための街
路』、1973年、鹿島出版会、Bernard　Rudofsky（1969）:
STREETS FOR PEOPLE A Primer for Americans, 
Doubleday ＆ Company, Inc., New York。

20）前掲注釈（16）。
21）中島義明、大野隆造編、『人間行動学講座　第３巻すま
う　行動の心理学』、朝倉書店、1996年。

22）同様の動向は、近年の脳・神経研究などでもみられま
す。

23）中村良夫「河川景観計画の発想と方法」、日本河川協会
編『河川』、pp.23.34、1980.6。

24）考えてみると、近代の立役者である、工学系の研究の
多くは「安全」とか「経済的」という明確でわかりやす
い研究動機があるわけですから、研究する意味をあえて
問わなくてよいのは当たり前といえば当たり前でしょう。
私は最近、自明な研究目的を前提にした上で、ただ淡々
と実証を述べるだけで終わる研究も重要だと思いますが
実証云々以前に、自らが行っている研究の意味・見通し
を膨大に論証する必要のある研究も必要だと思いますし、
そこに研究のダイナミックさがあると思っています。

第３章　 大阪市内の夏祭りにおける仮設店種
選択と配置

３－１－１．研究の目的と方法
　祭礼時における仮設店は、私たちに身近なものに
も関わらず、建築史学・日本文化論などからの研究
は少ないのが現状です１）。そうしたなか材野博司氏
は、その著『かいわい』において

どのような縁日であれ、その仮設店の配置には何か共通

したものがある。すなわち、通りの角や広場への入口な

ど行動の変化点には風船、わた菓子という業種が、縁日

市のシンボルのような形で市をしめており、変化点間の

距離が長くなるとその中間にもそれらのシンボル業種が

配される。

と、縁日などでの仮設店の配置には何らかの構造が
みられる可能性について言及されています２）。
　一方上原估貴氏らは、東京原宿の表参道の仮設店
を素材に、仮設店が歩行者の流れを穏やかにする作
用（人々の空間への滞留時間増加を促す）や、空間
への人の増加を促すなど、賑わいを促す作用が認め
られるとの指摘があります３）。
　そこで本章では、大阪市内の夏祭りを素材に、夏
祭り時における仮設店の種別選択状況、および仮設
店種と仮設店配置について考察を試みます。
　調査法および研究方法については、以下の手順を
とりました。①大阪市内の神社の所在（住所・電話
番号）を調べ、各神社へ夏祭り開催日および仮設店
出店数について聞き取りを行い、大阪市内における
夏祭りカレンダーを作成（なおカレンダー作成に関
しては、なにわ・大阪文化遺産学研究センター祭礼
遺産研究プロジェクト黒田一充氏ら作成の「2005　
大阪の夏祭りカレンダー」などを参考にしました）、
②祭り開催日に仮設店出店状況をビデオ撮影し、各
神社の仮設店種別出店一覧、および各神社の周辺を
描いた地図上に仮設店を記入した配置図を作成、こ
の２つを基礎資料とし考察を行いました（対象とな
る夏祭りは、①神社の電話番号が不明なもの、②多
くの仮設店がボランティアによって出店されている
もの、③100軒を超える大規模な祭りを除く73社。
なお調査対象となった祭り、および今回解析で用い
た神社については表－３－１を参照。また神社所在
については図－３－１参照）。
　調査を行った結果、仮設店種は多岐に渡ります
が、分析の関係上、以下のような分類を行いました
（以下、こうした仮設店種の分類を「仮設店系」と
呼びます）。

　・食べ物１系： 商品を提供される時の温度が高い
食べ物の仮設店

　・食べ物２系： 商品を提供される時の温度が高く
ない食べ物の仮設店
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　・ゲーム系　： 金魚すくい・スーパーボールすく
いなど遊戯要素を含んだ仮設店

　・販売系　　： 食べ物を除く商品を販売する仮設
店

　・クジ系　　：クジの要素を含む仮設店

３－１－２．全体の傾向
　今回調査を行った神社の仮設店出店数を示したの
が（表－３－２）です。これによると大阪市内の夏
祭りに出店される仮設店数は、10～20店が最も多
く、続いて21～30店と続きます。
　次に祭りに出店されている仮設店系を、出店数規
模別にみたところ、規模に関わらず割合がほぼ一定
であることから、祭りに求められるものは規模にそ
れほど大きく左右されないことが分かりました（表
－３－３）。
　また仮設店種により出店率（各仮設店の出店され
ている祭り数／総祭り数）に差異がみられます（表
－３－４）。表－３－４をみると、金魚すくい・
スーパーボールすくいは、いずれも95.9％、ベビー
カステラが94.5％といずれも90％台の高い確率で出
店されているので、この３種は大阪市内の夏祭りに
おいて、定番仮設店種であることがわかります。こ
れに続いてスマートボール・ヨーヨーつり・クジが
80％台と続き、かき氷・フルーツあめ・イカ焼が70

％台、フランクフルト・玉子せんべいが60％台、わ
た菓子・ミルクせんべい・ボール投げが50％台と続
いています。大阪市内の夏祭りの定番仮設店種とし
て、どこで線引きをするかは難しいのですが、少な
くとも60％台以上の仮設店、つまり金魚すくい・
スーパーボールすくい・ベビーカステラ、スマート
ボール・ヨーヨーつり・クジ・カキ氷・フルーツあ
め・イカ焼き・フランクフルト・玉子せんべいの11

種類は、頻繁に出店されている仮設店種であるとい
ってよいでしょう。
　次にこの上位11の仮設店をベスト11と呼び、これ
らを中心に祭り出店仮設店数と仮設店種との関係に
ついて考察します（なおベスト11の中で、食べ物１

系のものを食べ物１系主要仮設店、食べ物２のもの
を食べ物２系主要仮設店、ゲームのものをゲーム系
主要仮設店と呼びます）。

３－１－３．祭りの構成と祭り規模別出店状況
　ここでは祭り仮設店の出店数を10件ごとにわけ、
祭り仮設店の出店数によって出店率にどのような違
いがあるのかについて考察しました（表－３－５）。
その結果、祭り仮設店の出店数０～10件の祭りでは
ベスト11のうち、ベビーカステラ・金魚すくい・
スーパーボールすくいが強く求められています。さ
らに、祭り仮設店の出店数11～30件規模では、ベス
ト11の仮設店が総じて強く求められていることがわ
かります。またベスト11では、仮設店数が41～50以
上になると、ほとんどの祭りに出店がみられること
がわかります。一方、お面や光るバッチなどは、仮
設店数の少ない祭りでは出店がみられませんが、仮
設店数が多くなるにしたがって、出店がみられるよ
うになります。
　次に仮設店種と仮設店数について仮設店出店総数
別（規模別）に考察すると（表－２－６）、ベビー
カステラを除いた食べ物１系・食べ物２系・販売系
は、仮設店数の増加と仮設店種の増加がほぼ同程度
ですので、これらの仮設店系は規模が大きくなって
いくにしたがって、仮設店種を増やすことによって
仮設店数を増やしていることがわかります。これに
対してゲーム系については仮設店出店数の増加に対
して、仮設店種の増加は低いことから、ゲーム系
は、仮設店種をそれほど増やすことなく、仮設店数
を増やしていくことで出店数を増やしています。

３－１－４．小結
　以上大阪市内の夏祭りの仮設店選択状況について
考察を行った結果、以下の傾向を明らかにできまし
た。
①大阪市内の夏祭りに出店される仮設店数は、10～
20店が最も多く、続いて21～30店と続く。
②祭りに出店されている仮設店系を、出店数規模別
にみたところ、規模に関わらず割合がほぼ一定であ
ることから、祭りに求められるものは規模にそれほ
ど大きく左右されない。
③また仮設店種別の出店率から、金魚すくい・スー
パーボールすくい、ベビーカステラは、定番中の定
番仮設店種であり、さらにスマートボール・ヨー
ヨーつり・クジ・カキ氷・フルーツあめ・イカ焼
き・フランクフルト・玉子せんべいを加えた11種類
は、頻繁に出店されている仮設店種である。
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表－３－１　今回調査した神社

図－３－１　調査した神社所在

No 所在区 法人名 調査した祭 対象祭 No 所在区 法人名 調査した祭 対象祭
1 北区 八阪神社 ○ 86 東成区 八王子神社 ○ ○
2 北区 露天神社 87 東成区 熊野大神宮 ○ ○
3 北区 大阪天満宮 ○ 88 生野区 田島神社 ○ ○
7 北区 富島神社 ○ ○ 89 生野区 清見原神社 ○ ○
9 北区 長柄八幡宮 ○ ○ 91 生野区 巽神社 ○ ○
10 北区 豊崎神社 ○ ○ 92 生野区 生野八坂神社 ○ ○
12 都島区 櫻宮 ○ ○ 93 生野区 御幸森天神宮 ○ ○
13 都島区 都島神社 ○ ○ 94 生野区 彌栄神社 ○ ○
16 福島区 福島天満宮 ○ ○ 95 旭区 八幡大神宮 ○ ○
17 福島区 恵美須神社 ○ ○ 96 旭区 大宮神社 ○ ○
19 福島区 八阪（八坂）神社 ○ ○ 97 旭区 日吉神社 ○ ○
22 此花区 鴉宮 ○ ○ 98 城東区 水神社 ○ ○
23 此花区 住吉神社 ○ ○ 99 城東区 若宮八幡大神宮 ○
24 此花区 産土神社 ○ ○ 100 城東区 八劔神社 ○
25 此花区 朝日神明社 ○ ○ 101 城東区 諏訪神社 ○ ○
29 中央区 稲荷神社 ○ ○ 102 城東区 須佐之男尊神社 ○ ○
30 中央区 鵲森宮 ○ 104 城東区 皇大神宮 ○ ○
33 中央区 高津宮 ○ ○ 110 鶴見区 阿遅速雄神社 ○ ○
34 中央区 御霊神社 ○ 112 鶴見区 比枝神社 ○ ○
35 中央区 難波神社 ○ ○ 113 阿倍野区 阿倍王子神社 ○
37 西区 茨住吉神社 ○ ○ 114 阿倍野区 阿部野神社 ○ ○
39 港区 天満宮 ○ ○ 115 住之江区 高崎神社 ○ ○
42 港区 三社神社 ○ 117 住之江区 天満宮 ○ ○
44 大正区 泉尾神社 ○ ○ 118 住之江区 高砂神社 ○ ○
45 大正区 天満宮 ○ ○ 119 住吉区 生根神社 ○ ○
46 大正区 八坂神社 ○ ○ 120 住吉区 住吉大社 ○
49 大正区 神明神社 ○ ○ 121 住吉区 保利神社 ○ ○
51 天王寺区 久保神社 ○ ○ 122 住吉区 神須牟地神社 ○ ○
52 天王寺区 河堀稲生神社 ○ ○ 123 住吉区 止止呂支比売命神社 ○ ○
53 天王寺区 大江神社 ○ 124 住吉区 大依羅神社 ○ ○
54 天王寺区 東高津宮 ○ 125 東住吉区 素盞鳴尊神社 ○ ○
55 天王寺区 生國魂神社 ○ 126 東住吉区 阿麻美許曽神社 ○ ○
56 天王寺区 堀越神社 ○ 128 東住吉区 山阪神社 ○ ○
57 天王寺区 五條宮 ○ 129 東住吉区 住吉神社 ○ ○
58 天王寺区 三光神社 ○ ○ 130 東住吉区 天神社 ○
59 浪速区 難波八阪神社 ○ ○ 132 東住吉区 中井神社 ○ ○
60 浪速区 廣田神社 ○ ○ 133 平野区 杭全神社 ○
62 浪速区 今宮戎神社 ○ ○ 135 平野区 新家天満宮 ○
65 西淀川区 姫嶋神社 ○ ○ 136 平野区 菅原神社 ○ ○
67 西淀川区 鼻川神社 ○ ○ 137 平野区 旭神社 ○ ○
68 西淀川区 住吉神社 ○ ○ 140 平野区 瓜破天神社 ○ ○
70 西淀川区 田蓑神社 ○ ○ 142 平野区 志紀長吉神社 ○ ○
73 淀川区 塚本神社 ○ ○ 143 平野区 式内楯原神社 ○ ○
74 淀川区 神津神社 ○ ○ 145 西成区 天満宮 ○ ○
75 淀川区 香具波志神社 ○ ○ 146 西成区 津守神社 ○ ○
80 東淀川区 柴島神社 ○ ○
83 東成区 深江稲荷神社 ○ ○
85 東成区 八阪神社 ○

（註）番号は調査のために便宜上つけたもの。
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表－３－４　祭りごとの仮設店出店率表－３－２　仮設店出店数別にみた祭りの数

表－３－３　祭り規模別仮設店系分布

表－３－５　仮設店出店数別、仮設店系別出店率

順位 仮設店種 出店率
1 金魚すくい 95.9%
1 スーパーボールすくい 95.9%
3 ベビーカステラ 94.5%
4 スマートボール 89.0%
5 ヨーヨーつり 83.6%
5 クジ 83.6%
7 カキ氷 74.0%
7 フルーツあめ 74.0%
9 イカ焼き 71.2%
10 フランクフルト 69.9%
11 玉子せんべい 68.5%
12 わたがし 52.1%
13 ミルクせんべい 50.7%
13 ボール投げ 50.7%
15 お面 49.3%

0～10 11～20 21～30 31～40 41～50 51～60 61～70 71～80 81～90 91～100

食
べ
物
１
系

ベビーカステラ 87.5% 89.5% 93.8% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
イカ焼き 25.0% 47.4% 75.0% 87.5% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
玉子せんべい 12.5% 42.1% 68.8% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
フランクフルト 37.5% 42.1% 81.3% 75.0% 100.0% 85.7% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
から揚げ 12.5% 21.1% 50.0% 50.0% 57.1% 85.7% 100.0% 100.0% 66.7% 100.0%

食
べ
物
２
系

カキ氷 37.5% 57.9% 75.0% 75.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
フルーツあめ 12.5% 47.4% 93.8% 87.5% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
わたがし 12.5% 15.8% 50.0% 62.5% 85.7% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
ミルクせんべい 25.0% 26.3% 50.0% 62.5% 71.4% 85.7% 100.0% 50.0% 66.7% 100.0%
ジュース 25.0% 5.3% 0.0% 37.5% 71.4% 42.9% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

ゲ
ー
ム
系

金魚すくい 75.0% 94.7% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
スーパーボールすくい 87.5% 94.7% 100.0% 87.5% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
スマートボール 62.5% 84.2% 87.5% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
ヨーヨーつり 62.5% 63.2% 87.5% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
ボール投げ 12.5% 36.8% 50.0% 50.0% 85.7% 57.1% 100.0% 100.0% 66.7% 100.0%

販
売
系

お面 0.0% 26.3% 56.3% 50.0% 71.4% 100.0% 0.0% 100.0% 100.0% 100.0%
光るバッチ 12.5% 0.0% 0.0% 25.0% 42.9% 42.9% 0.0% 50.0% 33.3% 100.0%
水笛 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6% 28.6% 0.0% 50.0% 66.7% 0.0%
キャラクターグッズ 0.0% 0.0% 6.3% 0.0% 28.6% 14.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0%
福袋 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 14.3% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0%
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表－３－６　祭り別仮設種数と仮設店数
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④祭り仮設店の出店数０～10件の祭りではベスト11

のうち、ベビーカステラ・金魚すくい・スーパー
ボールすくいが強く求められ、祭り仮設店の出店数
11～30件規模では、ベスト11の仮設店が総じて強く
求められる。またベスト11は、仮設店数が41～50以
上になると、ほとんどの祭りに出店がみられること
がわかる。
⑤お面や光るバッチなどは、仮設店数の少ない祭り
では出店がみられないが、仮設店数が多くなるにし
たがって、出店がみられるようになる。
　以上の傾向から、大阪市内の夏祭りにおける仮設
店選択は、まずベスト11といった定番の仮設店があ
り、このベスト11の仮設店が数を増やしながら、他
の仮設店が加わるかたちで、仮設店の出店数が増
え、大規模になっていくといえるでしょう。
　また各祭りにおける仮設店種と、仮設店数につい
て仮設店出店規模別にみた結果、
⑥ベビーカステラを除いた食べ物１系・食べ物２

系・販売系は、仮設店数の増加と仮設店種の増加が
ほぼ同程度であることから、これらの仮設店系は規
模が大きくなっていくにしたがって、仮設店種を増
やすことにより仮設店数を増やしている。
⑦ゲーム系については仮設店出店数の増加に対し
て、仮設店種の増加は低いことから、ゲーム系は、
仮設店種がそれほど多くない分、仮設店数を増やし
ていくことで出店数を増やしている。
　さてこの⑥・⑦を、仮設店側である「店」と参拝
者である「客」との関係からみると次のようになる
と考えられます。つまり仮設店出店側からすれば、
ゲーム系の仮設店は同種仮設店を複数出店した方が
売り上げが期待できるため、こうした出店の工夫を
行っていると考えられますし、視点を参拝者に向け
れば、そうされることによって、ゲーム系のサービ
スを行うよう誘導されている可能性を考えることが
できます。これに対してベビーカステラを除く食べ
物１系、食べ物２系、販売系は、仮設店種の増加と
仮設店数の増加に相関性があることから、店側は同
種の仮設店を多数出店することを嫌っていた可能性
があります。これは出店される仮設店数が多い祭り
で同種の仮設店をあまりに多数出店すると、「客」
の購買意欲が下がってしまい、結果として個々の仮
設店、さらには仮設店全体の売り上げが下がってし
まうことを店側が経験的に理解した上での出店工夫

として読み替えることができるのではないでしょう
か。
　いずれにせよ、夏祭りの仮設店種は、何となく選
択されているのではなく、参拝者の消費者行動を意
識した選択が行われている可能性はあると考えられ
ます。今後は実際に仮設店経営者の方に仮設店出店
における「コツ」についてヒヤリングすることも必
要でしょう。

３－２　 大阪市内の夏祭りにおける仮設店種と立地
について

３－２－1．仮設店の周辺
　ここでは、大阪市内の夏祭り時に出店される仮設
店について、主に仮設店種別の配置について考察を
試みます。なお考察に際しては図－３－２のような
仮設店配置図を作成しました４）。
　はじめに大阪市内の祭りのうち、出店数の多い仮
設店のうちクジ系を除いた上位８種（スーパーボー
ルすくい・金魚すくい・ベビーカステラ・スマート
ボール・ヨーヨーつり・カキ氷・フルーツあめ・イ
カ焼き）にわた菓子を加えた９仮設店（以下９仮設
店と呼ぶ）について、周辺にどのような仮設店が立
地するか考察します。
　さて対象仮設店と周辺仮設店の立地関係を図－３

－３のようにパターン化し、対象仮設店の周辺に立
地する上位の仮設店種を挙げたものが表－３－７で
す。表－３－７によると、わた菓子を除いて各仮設
店の周辺仮設店には、クジが多く配置されているこ
とがわかります。特にゲーム系屋台の周辺には同じ
ゲーム系やクジが多いのに対し、ゲーム系の仮設店
の周辺に食べ物系の仮設店が少ない。これについて
は、さまざまな要因が考えられますが、ゲームやク
ジを連続して配置することによって、消費を喚起し
ている可能性が考えられます。

３－２－2．仮設店の配置
　次に仮設店が配置される場所について、図－３－
４のように空間の変化点と考えられるC、C’、D、
D’、Ｅ、Ｅ’、F、F’、G、ＡＣに出店される仮設店
種について、祭り規模別、出店状況別に考察します
（なおこれら空間の変化点を「特殊配置パターン」
と呼びます。また「’」は境内をさし、「’」のない
ものは敷地外の街路上をさします。ここでいう「規



─ 70 ─

模」は仮設店出店数が１～30を小規模、31～60を中
規模、60以上を大規模とします。また「出店状況」
は、仮設店が境内の内だけに配置されている祭りを
「内の祭り」、仮設店が境内の内と外の両方に配置さ
れている祭りを「内外の祭り」、仮設店が境内の外
だけに配置されている祭りを「外の祭り」、以上の
分類をさします）。
　以上から仮設店配置構成について考察したとこ
ろ、次のような傾向が確認できました（表－３－
８）。まずわた菓子の配置については、材野氏の指
摘通り、祭り規模、あるいは出店状況に関わらず特
殊配置パターンに配置されるものが80％近くに及ぶ
ことから、他の仮設店とは異なり空間の変化点に意
図的に出店されていることがわかります。この理由
については、①わた菓子の配置位置が仮設店の配置
場所を決める際、重要な役割を持つために他の仮設
店よりも先に特殊な位置に配置するため、あるいは
②わた菓子の仮設店は他の仮設店よりも仮設店のサ
イズが小さいので、すべての仮設店の立地が決定し
た後に目立つ位置に布石のように配置される、など
の要因が考えられます。
　これに対しゲーム系・クジの仮設店は、わた菓子
とは逆に特殊配置パターンの割合が非常に低いと共
に、連続して配置される場合が多いといえます。こ

のような出店配置が行われる理由として、客が仮設
店前に滞留することによって仮設店の周りに「にぎ
わい」ができ、結果としてさらに客を引き付けると
いう相乗効果を期待した可能性などが考えられるで
しょう。
　一方ベビーカステラについては、祭りの規模別・
出店状況別に異なる傾向がみられました。つまり特
殊配置パターンへの出店が全体で40％と高いのです
が、規模別・出店状況別でみると、「大規模の祭り」
または「外の祭り」では特殊配置パターンの割合が
低く、特に「大規模の祭り」の中で「内外の祭り」、
「外の祭り」では特殊配置パターンの割合が20％を
下回る結果となりました。逆に①小・中規模の祭り
で65％の祭りが特殊な位置にベビーカステラを少な
くとも１軒は配置すること、②特に中規模の祭りで
は81％もの祭りで特殊な位置にベビーカステラが存
在することから、小・中規模においてベビーカステ
ラが特殊な位置に出店する傾向にあることが指摘で
きます。またベビーカステラが出店される特殊配置
は、その多くがC（境内の外の角）、D（境内の外の
端）、G（入り口）を中心に存在することから、ベ
ビーカステラは、どちらかといえば境内内部より境
内の外側、あるいは外部と内部の境界部分に出店さ
れています。

図－３－２　夏祭りの仮設店配置例（難波八坂神社）
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図－３－３　特定仮設店の周辺露店

表－３－７　各仮設店の周辺仮設店

（註） 黒い仮設店が対象仮設店。その周辺の露仮設店を番
号で記している（表－３－７に対応）。

表-A　SBすくいの周辺仮設店 表-B　いか焼の周辺仮設店
順位 屋台名 1+2 3 4+5 合計 順位 屋台名 1+2 3 4+5 合計
1 クジ 39 18 17 74 1 クジ 9 2 2 13

2 ベビーカステラ 15 14 11 40 2 カキ氷 10 1 1 12

3 ＳＢすくい 14 6 9 29 3 金魚すくい 5 2 4 11

4 金魚すくい 11 10 5 26 3 ＳＢすくい 2 5 4 11

5 スマートボール 6 5 10 21 5 フルーツあめ 5 2 1 8

表-C　スマートボールの周辺仮設店 表-D　フルーツあめの周辺仮設店
順位 屋台名 1+2 3 4+5 合計 順位 屋台名 1+2 3 4+5 合計
1 クジ 15 4 8 27 1 クジ 13 7 1 21

2 スマートボール 18 2 4 24 2 ＳＢすくい 11 5 2 18

3 ＳＢすくい 10 5 5 20 3 イカ焼き 6 2 1 9

4 金魚すくい 9 4 1 14 3 ヨーヨーつり 5 3 1 9

5 ヨーヨーつり 5 3 3 11 5 ベビーカステラ 6 2 0 8

表-E　ヨーヨーつりの周辺仮設店 5 金魚すくい 4 4 0 8

順位 屋台名 1+2 3 4+5 合計 表-F　かき氷の周辺仮設店
1 クジ 18 6 13 37 順位 屋台名 1+2 3 4+5 合計
2 金魚すくい 3 9 6 18 1 ＳＢすくい 7 0 8 15

3 ベビーカステラ 7 2 7 16 2 ベビーカステラ 6 3 3 12

4 ＳＢすくい 2 5 6 13 2 イカ焼き 10 1 1 12

5 フルーツあめ 6 3 2 11 2 クジ 6 0 6 12

5 スマートボール 7 1 3 11 5 金魚すくい 6 0 3 9

5 ヨーヨーつり 0 7 4 11 表-Ｈ　わたがしの周辺仮設店
表-G　金魚すくいの周辺仮設店 順位 屋台名 1+2 3 4+5 合計
順位 屋台名 1+2 3 4+5 合計 1 ベビーカステラ 3 0 3 6

1 クジ 23 15 22 60 2 イカ焼き 3 1 1 5

2 ＳＢすくい 12 12 3 27 3 カキ氷 2 1 1 4

3 ベビーカステラ 10 5 9 24 3 ＳＢすくい 0 0 4 4

4 スマートボール 11 3 2 16 5 金魚すくい 1 0 2 3

5 フランクフルト 6 2 7 15 5 ヨーヨーつり 0 2 1 3

表-Ｉ　ベビーカステラの周辺仮設店 5 クジ 1 0 2 3

順位 屋台名 1+2 3 4+5 合計
1 ＳＢすくい 13 14 10 37 ※SBすくい：スーパーボールすくい
2 クジ 13 8 8 29

3 金魚すくい 10 3 8 21

4 ヨーヨーつり 10 2 3 15

5 カキ氷 6 5 3 14
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図－３－４　特殊配置にある仮設店パターン

表－３－８　上の図で示した場所に配置されている仮設店種を、祭り仮設店出店規模別に示したもの

A 一直線上で片側だけ空いている

B 両側空き

C 敷地外で角にある
C'境内で角に斜めに配置されている

D 敷地外で一番最初に見えるもの
D' 境内で一番最初に見えるもの     

E 敷地外で完全に（区画から）孤立している
E'境内で完全に孤立している

F 敷地外で正面にある
 （祭りのメイン通り，出入口含む）
F' 境内で正面にある

G 敷地のメイン出入口近く 

H 通常

AC 境内で角の内側にある

表-A　内の祭り小規模 表-D　内外の祭り中規模 表-F　外の祭り小規模
C D F G C' D' F' 合計 総数 割合 C D F G C' D' F' 合計 総数 割合 C D F G C' D' F' 合計 総数 割合

わたがし 0 0 0 2 1 1 1 5 6 83.3% わたがし 4 4 0 1 0 0 0 9 12 75.0% フルーツあめ 2 2 0 0 0 0 0 4 4 100.0%
焼き鳥 0 0 0 2 0 0 0 2 3 66.7% フライまんじゅう 0 2 0 0 0 0 0 2 3 66.7% カキ氷 4 0 0 1 0 0 0 5 7 71.4%
ベビーカステラ 0 0 0 7 2 2 2 13 21 61.9% うなぎつり 1 0 0 1 0 0 0 2 3 66.7% イカ焼き 1 1 0 2 0 0 0 4 6 66.7%
イカ焼き 0 0 0 3 1 1 0 5 10 50.0% たこ焼き 1 2 0 0 0 0 0 3 5 60.0% フランクフルト 0 2 0 0 0 0 0 2 4 50.0%
お好み焼き 0 0 0 0 0 1 0 1 2 50.0% ベビーカステラ 6 6 2 2 0 1 1 18 33 54.5% わたがし 1 0 0 0 0 0 0 1 2 50.0%
たこ焼き 0 0 0 1 0 0 0 1 2 50.0% イカ焼き 4 3 0 3 1 0 0 11 22 50.0% ジュース 0 0 0 1 0 0 0 1 2 50.0%
東京コロッケ 0 0 0 0 1 0 0 1 2 50.0% 焼そば 0 1 0 0 0 0 0 1 2 50.0% カメすくい 1 0 0 0 0 0 0 1 2 50.0%
おもちゃ 0 0 0 1 0 0 0 1 2 50.0% べっ甲飴 0 0 0 0 0 1 0 1 2 50.0% 魚釣り 1 0 0 0 0 0 0 1 2 50.0%
射的 0 0 0 0 2 1 1 4 9 44.4% 水アメ 0 0 0 1 1 0 0 2 5 40.0% ベビーカステラ 0 2 0 2 0 0 0 4 12 33.3%
フライドポテト 0 0 0 1 1 0 0 2 5 40.0% ダーツ 0 1 0 0 0 0 1 2 5 40.0% フルーツチョコ 1 0 0 0 0 0 0 1 3 33.3%
カキ氷 0 0 0 2 1 1 1 5 13 38.5% 光るバッチ 1 1 0 0 0 0 0 2 5 40.0% ボール投げ 1 0 0 0 0 0 0 1 3 33.3%
スマートボール 0 0 0 1 4 1 3 9 24 37.5% カキ氷 3 1 1 1 3 0 0 9 23 39.1% お面 0 1 0 0 0 0 0 1 4 25.0%
フランクフルト 0 0 0 1 2 0 1 4 11 36.4% お面 2 0 0 2 1 0 0 5 13 38.5% 玉子せんべい 1 0 0 0 0 0 0 1 5 20.0%
とうもろこし 0 0 0 1 0 0 0 1 3 33.3% フランクフルト 0 0 0 3 0 2 0 5 14 35.7% スマートボール 0 1 0 0 0 0 0 1 5 20.0%
ＳＢすくい 0 0 0 2 4 3 2 11 36 30.6% 串焼き 0 1 0 0 0 0 0 1 3 33.3% ヨーヨーつり 0 2 0 0 0 0 0 2 10 20.0%
ボール投げ 0 0 0 1 1 0 1 3 10 30.0% かたぬき 0 0 0 0 0 1 0 1 3 33.3%
金魚すくい 0 0 0 2 2 3 0 7 24 29.2% とうもろこし 0 0 0 2 0 0 0 2 7 28.6% 表-G　外の祭り中規模
水アメ 0 0 0 1 0 0 0 1 4 25.0% フルーツあめ 0 1 0 3 2 0 0 6 21 28.6% C D F G C' D' F' 合計 総数 割合
ミルクせんべい 0 0 0 0 2 0 0 2 9 22.2% ジュース 0 0 0 1 1 0 0 2 7 28.6% うなぎつり 2 0 0 0 0 0 0 2 2 100.0%
クジ 0 0 0 3 6 0 3 12 56 21.4% ミルクせんべい 0 0 0 1 2 0 0 3 11 27.3% 光るバッチ 0 2 0 0 0 0 0 2 2 100.0%
フルーツあめ 0 0 0 0 2 0 0 2 10 20.0% から揚げ 0 1 1 0 0 1 0 3 12 25.0% わたがし 0 2 0 1 0 0 0 3 4 75.0%
ヨーヨーつり 0 0 0 1 1 1 1 4 20 20.0% はしまき 0 1 0 0 0 0 0 1 4 25.0% フランクフルト 0 1 0 1 0 0 0 2 4 50.0%
お面 0 0 0 1 0 0 0 1 6 16.7% 東京コロッケ 0 0 0 1 0 0 0 1 4 25.0% とうもろこし 0 1 0 0 0 0 0 1 2 50.0%

金魚すくい 2 3 0 3 3 0 1 12 49 24.5% ミルクせんべい 0 1 0 0 0 0 0 1 2 50.0%
表-B　内の祭り中規模 わなげ 0 0 0 1 1 0 0 2 9 22.2% ジュース 1 1 0 0 0 0 0 2 4 50.0%

C D F G C' D' F' 合計 総数 割合 ボール投げ 0 1 0 0 1 0 0 2 10 20.0% カキ氷 2 0 0 1 0 0 0 3 9 33.3%
わたがし 0 0 0 2 0 0 0 2 3 66.7% 販売 0 0 0 0 1 0 0 1 5 20.0% フルーツ 0 1 0 0 0 0 0 1 3 33.3%
射的 0 0 0 0 0 0 2 2 3 66.7% 玉子せんべい 0 0 0 1 1 1 0 3 18 16.7% お面 0 1 0 0 0 0 0 1 3 33.3%
カキ氷 0 0 0 0 2 1 0 3 7 42.9% ＳＢすくい 1 0 1 2 4 2 0 10 62 16.1% ベビーカステラ 1 2 0 1 0 0 0 4 13 30.8%
ダーツ 0 0 0 0 0 0 1 1 3 33.3% ヨーヨーつり 1 0 1 2 1 0 0 5 31 16.1% イカ焼き 1 0 0 0 0 0 0 1 4 25.0%
ヨーヨーつり 0 0 0 2 1 0 0 3 11 27.3% スマートボール 1 2 0 1 1 0 0 5 32 15.6% わなげ 0 0 1 0 0 0 0 1 4 25.0%
イカ焼き 0 0 0 0 1 0 0 1 4 25.0% フライドポテト 1 0 0 0 1 0 0 2 15 13.3% 玉子せんべい 0 1 0 0 0 0 0 1 6 16.7%
玉子せんべい 0 0 0 0 1 0 0 1 4 25.0% 焼き鳥 0 0 0 1 0 0 0 1 10 10.0% ＳＢすくい 0 1 0 1 0 0 0 2 14 14.3%
金魚すくい 0 0 0 1 2 0 0 3 13 23.1% スマートボール 0 1 0 0 0 0 0 1 10 10.0%
クジ 0 0 0 0 2 2 1 5 23 21.7% 表-E　内外の祭り大規模
ベビーカステラ 0 0 0 2 0 0 0 2 10 20.0% C D F G C' D' F' 合計 総数 割合 表-H　外の祭り大規模
ＳＢすくい 0 0 0 1 0 0 0 1 10 10.0% わたがし 1 2 0 2 1 0 0 6 7 85.7% C D F G C' D' F' 合計 総数 割合

はしまき 0 0 1 0 0 0 0 1 2 50.0% わたがし 4 2 0 0 0 0 0 6 7 85.7%
表-C　内外の祭り小規模 ミルクせんべい 1 0 0 0 0 0 1 2 4 50.0% うなぎつり 2 0 1 0 0 0 0 3 4 75.0%

C D F G C' D' F' 合計 総数 割合 お面 0 0 0 0 0 0 1 1 2 50.0% 光るバッチ 4 0 1 0 0 0 0 5 7 71.4%
わたがし 2 1 0 1 0 0 0 4 5 80.0% イカ焼き 1 1 0 0 0 1 0 3 7 42.9% たこ焼き 1 1 0 0 0 0 0 2 4 50.0%
クレープ 1 1 0 0 0 0 0 2 3 66.7% フランクフルト 0 0 1 2 1 0 0 4 10 40.0% カキ氷 4 0 0 1 0 0 0 5 11 45.5%
ベビーカステラ 5 6 0 2 1 0 1 15 23 65.2% フルーツ 0 0 0 1 1 0 0 2 6 33.3% お面 0 0 1 1 0 0 0 2 5 40.0%
たこ焼き 0 0 0 1 0 0 0 1 2 50.0% スマートボール 0 0 0 0 2 0 1 3 9 33.3% フルーツ 0 0 1 0 0 0 0 1 3 33.3%
焼そば 0 0 0 1 0 0 0 1 2 50.0% お好み焼き 0 0 1 0 0 0 1 2 7 28.6% ダーツ 0 1 1 0 0 0 0 2 6 33.3%
チヂミ 1 0 0 0 0 0 0 1 2 50.0% ＳＢすくい 0 1 0 2 4 0 1 8 31 25.8% イカ焼き 0 1 1 1 0 0 0 3 10 30.0%
フルーツあめ 0 2 0 2 1 1 0 6 12 50.0% 焼そば 0 0 0 1 0 0 0 1 4 25.0% ボール投げ 1 1 0 0 0 0 0 2 7 28.6%
かたぬき 0 0 0 0 0 0 1 1 2 50.0% カキ氷 0 0 1 0 1 0 0 2 8 25.0% スマートボール 3 0 0 1 0 0 0 4 16 25.0%
パチンコ 0 1 0 0 0 0 0 1 2 50.0% ヨーヨーつり 2 0 0 0 0 0 1 3 15 20.0% 金魚すくい 4 1 0 2 0 0 0 7 29 24.1%
お面 0 1 1 0 0 0 0 2 5 40.0% ジュース 0 0 0 0 1 0 0 1 6 16.7% ジュース 2 0 0 0 0 0 0 2 10 20.0%
イカ焼き 2 1 0 1 0 0 0 4 11 36.4% 玉子せんべい 0 0 0 0 1 0 0 1 7 14.3% ベビーカステラ 0 3 1 0 0 0 0 4 21 19.0%
カキ氷 0 0 0 4 0 0 0 4 11 36.4% フライドポテト 0 0 0 0 1 0 0 1 7 14.3% お好み焼き 1 0 0 0 0 0 0 1 6 16.7%
焼き鳥 0 0 0 0 0 1 0 1 3 33.3% フルーツあめ 0 1 0 0 0 0 0 1 7 14.3% から揚げ 0 0 1 0 0 0 0 1 7 14.3%
東京コロッケ 0 1 0 0 0 0 0 1 3 33.3% 金魚すくい 0 1 0 0 1 1 0 3 21 14.3% 焼き鳥 1 0 0 0 0 0 0 1 8 12.5%
ボール投げ 1 1 0 0 0 0 0 2 6 33.3% 射的 0 0 1 0 0 0 0 1 7 14.3% 玉子せんべい 0 1 0 0 0 0 0 1 9 11.1%
フランクフルト 0 0 0 2 0 1 0 3 11 27.3% クジ 0 1 0 0 6 0 1 8 57 14.0%
スマートボール 0 2 1 1 0 1 1 6 22 27.3% ベビーカステラ 0 2 1 0 0 0 0 3 22 13.6%
販売 1 0 0 0 0 0 0 1 4 25.0% から揚げ 0 0 0 0 0 0 1 1 9 11.1% ※　SBすくい：スーパーボールすくい
ＳＢすくい 1 1 0 1 0 4 0 7 31 22.6%
玉子せんべい 0 0 0 2 0 0 0 2 10 20.0%
金魚すくい 0 1 0 2 1 0 0 4 24 16.7%
射的 0 0 0 1 0 0 0 1 6 16.7%
わなげ 0 0 0 0 1 0 0 1 6 16.7%
クジ 1 1 0 1 0 2 0 5 42 11.9%
ヨーヨーつり 0 1 0 0 0 1 0 2 17 11.8%
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　一方食べ物１は祭り全体では外部の特殊配置パ
ターンが多いですが、大規模・外の祭りでは割合が
低いです。これに対し食べ物１の特殊配置パターン
の割合が低い祭りでは、食べ物２の特殊配置パター
ンの割合が高くなっています。また、お面・光るバ
ッチ・うなぎつりに関しては、総仮設店数こそ少な
いですが、中・大規模かつ外の祭りでは境内外にお
ける特殊配置パターンの割合が非常に高く、場合に
よっては対象９屋台を上回っています。これについ
てはさまざまな要因が考えられますが、お面・光る
バッチはわた菓子同様、空間の変化点にそれを象徴
するかたちでの配置が意図されている可能性があり
ます。これらはゲーム系・クジ同様、商品をディス
プレイとして利用できますが、ゲーム系やクジとの
サービスとは異なって客の滞留が、それほど期待で
きないことや、仮設店そのものの規模も小さいこと
などから、仮設店単体で客を引き付けられるよう特
殊な場所に立地し、商品を目立たせることによって
仮設店単体の売り上げ、さらには祭り全体の売り上
げ増を期待していると考えられます。

３－２－３．小結
　以上から一見「何となく」配置しているようにみ
える仮設店の配置も、
①わた菓子、お面、光バッチ、あるいはベビーカス
テラなどといった仮設店は、空間の変化点に配置さ
れている
②ゲーム系は変化点に配置されず、複数のゲーム系
仮設店が連続して配置されている
　など、いくつかの傾向を読み取ることができまし
た。こうした傾向は、店側の売り上げ増加をねらっ
た工夫（仕掛け）ということができると共に、こう
したみえない工夫（仕掛け）によって参拝者はワク
ワク感を増幅させられている可能性を指摘すること
ができるでしょう。
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直接商品を並べるタイプなども含んでいます。

４）こうした大阪市の仮設店配置に関する調査は以外に少
ないのですが、管見の限り大阪市行政局『大阪市に於け
る露店出店状況（中間報告）』、1949.11があります。

第４章　 屋台が構成する参道空間と、人の歩
行行動について

４－１．はじめに
　J.J.フルーイン氏は『歩行者の空間』において１）

歩行ということは人間のすばらしい能力の１つであって、

この力を通じて人類は進化の階段の長い旅路を文明へと

昇りつめてきたのである。歩行者の能力は人類の最初の

集落や都市の形を作ってきた。すなわち都市は歩行者の

便利で快適な生活の　ために組み立てられてきたし、都

市はこのような人間的な性格に基づいてデザインされて

きた。機械的交通手段が発明されると、都市の構造は大

きく変化しなければならなくなり、車のスケールを都市

のデザインにもちこまねばならなくなった。人間と自動

車の矛盾によって都市の空間はアンバランスな競合関係

が生まれてきた。自動車の影響は都市の組み立てのあら

ゆる側面に浸みわたり、　人間環境を損っていく。自動車

は歩行者を殺し、傷つけ、騒音やほこりや排気を起こし、

社会・経済的に損害を与えていく。そして都市生活の最

も重要な特質と生命をおびやかしているのである

と、歩行を人間の能力の１つであり、都市は歩行者
の便利で快適な生活のために組み立てられていたこ
と、そして都市はこうした人間的な性格に基づいて
デザインされてきたことについて述べます。また近
代以降の機械的交通手段（特に自動車）による、都
市空間の占有による歩行空間の軽視に対し、これを
厳しく批判すると共に、都市における歩行者の復権
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を提唱します。このように氏は、行きすぎた効率文
明に対して批判を行い、人間の立場から都市を考え
る必要性とその理論的提案を行ってはいますが、同
書第２章「歩行と人間工学」以降は、人間の歩行を
平均交通量や歩行速度といった物理量に純化し、歩
行を効率的に処理する手法を論じていることから、
そこには氏の指摘ほど「人間らしさ」はみられませ
ん。
　またB.S.プシュカレフ氏らも、現代都市における
歩行者の復権を訴えるものの、空間（環境）の在り
方と、人の歩行時における・行動特性に関する議論
はありません２）。
　さらに日本では、岡田光正氏らが、人間の歩行に
ついて分析をおこなっていますが３）、これについて
もフルーイン氏やプシュカレフ氏ら同様、安全に人
間が歩行できるための理論構築について研究されて
いますが、そこにいる歩行者は、やはりある大きさ
と歩行速度をもったモデルとして扱われ、結果とし
て「にぎわい」といった歩行におけるアメニティー
性についての言及はありません。
　これに対して最近、こうした歩行と空間に対する
興味深い論考が発表されました。矢田努氏らは、歩
道を歩く人の歩行線形を分析することによって、街
路に接する建物の形態（セットバック）や、床の段
差が歩行者行動に及ぼす影響について定量的な分析
を行っています。そこでは、セットバックしている
建物の際を歩いている歩行者は、歩行者密度が高く
なると歩道を越え、建物の敷地内に流入すること、
また段差があると流入は起こりにくくなり２段以上
になると歩行者の流入はわずかになること、など興
味深い指摘を行っています。矢田氏らの研究から歩
行者は、セットバックや段差など、非常にわずかな空
間の変化を敏感に感知していることがわかります４）。
　そこで本章では、夏祭り時に仮設店が形成する参
道空間について、矢田氏の研究を参考にしつつ、主
に参拝者の歩行行動と仮設店の庇下空間（仮設店の
屋根が前方に張り出すかたちで形成される空間をさ
す）について考察を試みます。

４－２．仮設店の形状
　まず、仮設店の形状について各部位別寸法関係を
中心に確認します。なお今回の仮設店および参道の
実測は、大枠をマンパワーで行い、詳細について

は、レーザースキャニングシステム（Leica製　
HDS-3000）を用いました。また調査に関しては同
研究センターR.A.の宮元正博、千葉太朗の両氏が担
当しました。（図－４－１～４は、こうして得られ
たデータを元に作成したものです）。
　さて図－４－１に仮設店の主な部位寸法とその部
位を示しました。仮設店の形状を決定する際に重要
になってくると考えられるのは、庇高さ、庇の間
口、仮設店の奥行き、台幅、台の奥行き、柱高さ、
台高さなどがありますが、今回実測調査を行った屋
台の各部位別寸法一覧を作成し、各屋台の部位寸法
について考察した結果、以下のような傾向をよみと
ることができました（表－４－１）。

Ａ：庇高さは、7.5尺を中心に最大8.9尺、最小で6.7
尺である。なかでも飲食系の火を使用する仮設店は
その他の仮設店に較べ高くなっている。ゲーム系の
仮設店はスーパーボールを除き7.5尺前後でおさま
っている。
Ｂ：庇の間口は、10尺前後を中心に最大12尺、最小
8.6尺である。
Ｃ：仮設店の奥行きは、８尺前後を中心に最大９

尺、最小で７尺である。なかでも飲食系の火を使用
する仮設店は全て９尺となっている。
Ｄ：台幅は、９尺を中心に最大10尺、最小6.3尺で
ある。ゲーム系のなかでも水を扱う（商品をすく
う）行為を伴う仮設店は９尺前後で揃っている。
Ｅ：台の奥行きは、３尺を中心に最大3.5尺、最小
で2.6尺である。幅に関しては寸法に幅はあるが３

尺前後でおさまっている。
Ｆ：柱高さは、６尺を中心に最大6.4尺、最小5.3尺
である。ゲーム系の仮設店は６尺前後でおさまって
いる。

図－４－１　仮設店寸法関係
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Ｇ：台高さは、２尺を中心に最大2.8尺、最小1.6尺
である。飲食系の仮設店はゲームやクジ系などの仮
設店に比べ全体的に高いといえる。この中でもゲー
ムやクジの仮設店は客がしゃがんだり、子供を対象
としているものは台が低いといえる。
　このように、仮設店の形状を決定する各部位の寸
法は、ある程度中心となる寸法があるものの、単に
大規模・中規模・小規模といった基準はみられず、
各々の仮設店が提供する商品やサービスによって、
それぞれの部位ごとに基準寸法を選択するかたちで
仮設店形状、・規模が決められているといえます。

４－３．参道空間と人の歩行について
　次に仮設店が形成する参道空間について考察しま
す。図－４－１からわかるように、仮設店の多くは
屋根が前方に張り出しているという傾向をもちま
す。この張り出し、雨除けや日除けにしては、張り
出しが大きすぎますし、参拝者と店との関係におい
て何らかの意味をもっている可能性が考えられま
す。そこでここでは庇下空間を、参拝者の歩行との
関係から考えます。

４－３－１．参拝者が参道を歩く軌跡
　調査は、大阪府藤井寺市にある道明寺天満宮のご
協力のもと、天神祭り時（2006年７月24日、16：00

～17:30）に、仮設店によって形成される参道と、
そこを歩く参拝者をビデオカメラで撮影、得られた
映像を確認するため、モニター上に透明フィルムを
貼り付け、１ｍグリッドを描いた上で、参拝者（130

人）の歩行軌跡を拾い出し歩行軌跡図を作成、この
図をもとに参道を歩く人と仮設店の庇下空間との関
係について考察しました（歩行軌跡図は図－４－
４）５）。
　まず歩行線形の分析にあたり、庇下に入る人と入
らない人に分類したところ、庇下に入る人が全体の
６割（78人）（表－４－２、３）、庇下に入らない人
が４割（52人）ありました。また表－４－２、３よ
り、庇下に入る回数と接近回数のどちらにおいて
も、回数が多くなるほど人数は減少する傾向がみら
れます。
　次に庇下に入る参拝者が、進行方向に向かって、
どのあたりをどのように歩くのかについてみました
（以下「進行経路」と呼びます）。進行経路には、①

進行方向右側のみの庇下を歩く場合、②進行方向左
側のみの庇下を歩く場合、③両側の庇下を歩く場
合、以上が確認されました（これらの集計結果を庇
下に入る回数別に分け、表－４－４に示しました）。
表－４－４から参拝者の進行経路をみると、進方向
片側のみの庇下を歩く傾向がみられます。両側の庇
下を歩く人は１人だけでした。

４－３－２．参拝者の庇下への入り方
　庇下に入る人の仮設店への近づき方とその回数を
示したのが表－４－５です（表－４－５では、台に
少し近づく場合を小、台に近づく距離が大きい場合
を大としました。小は、庇先から台に向かって参道
までの距離の１/３より小さい場合、大は１/３以上
を基準としました）。
　表－４－５のうち、１度目の庇下への入り方をみ
ると、全体で73％の人が台に少ししか近づいていま
せん。しかし、庇下に入る度に台に近づく人の割合
が高くなっています。こうした傾向に対する解釈と
して、参拝者は屋台が並ぶ参道の歩き始めでは、仮
設店空間に馴染んでいないため様子見をしているの
に対し、少しずつ仮設店の雰囲気にも慣れた時期
に、複数の仮設店に近づくと共に、近づき方も大き
くなっていると解釈できます。

４－３－３．参拝者が庇下に入る仮設店の分析
　次に参拝者が何軒目の仮設店庇下に入るか、また
参拝者が何軒目の仮設店庇下に近づくか分析を行
い、これらの結果を進行方向の仮設店別に表－４－
６（進行方向右側）と表－４－７（進行左側）に示
しました（各仮設店名に関しては図－４－１に示す
通り）。
　表－４－６、７をみると、参拝者が庇下に入る仮
設店は、表－３－14の４軒目と５軒目を除き、１軒
目から順に増減を繰り返しています。このことか
ら、参拝者は庇下の中や外を一定のリズムで歩く傾
向があるといえます（この理由についてはさしあた
り不明です）。

４－４．小結
　以上仮設店が形成する参道空間のうち、庇の張り
出しについて、参拝者の歩行行動との関連から考察
を試みました。なぜ、仮設店が庇を張り出している
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表－４－１　仮設店実測寸法
カードク
ジ

クレープ クジ１ マスコット
ヨーヨー

冷やし
パイン

クジ２ 金　魚
すくい

ベビーカ
ステラ

スーパー
ボール

クジ３ イカ焼き 風船ぬい
ぐるみクジ

平均 最大 最小

1 庇高さ 7.6 8.0 7.4 7.5 7.1 7.3 7.6 8.9 6.7 7.5 8.0 8.2 7.6 8.9 6.7
2 庇長さ 5.6 6.3 5.4 5.3 5.0 5.4 5.0 6.4 5.1 4.7 6.3 6.2 5.6 6.4 4.7
3 台(外)から屋根高さ 6.7 7.1 6.8 6.8 6.6 6.8 7.1 7.9 6.4 7.3 7.1 7.3 7.0 7.9 6.4
4 庇の出 2.1 2.9 1.8 2.6 1.5 1.7 2.4 2.6 2.3 1.4 3.1 2.8 2.3 3.1 1.4
5 店主から庇下 5.9 6.8 5.9 6.1 5.3 6.2 5.8 6.8 6.2 5.6 7.2 6.8 6.2 7.2 5.3
6 店主から台（外） 3.8 3.8 4.1 3.5 3.8 4.3 3.5 4.1 3.8 4.1 4.0 4.0 3.9 4.3 3.5
7 庇の間口 10.4 10.7 10.0 9.7 8.6 10.2 11.2 10.1 10.1 10.0 10.6 12.0 10.3 12.0 8.6
8 奥行き 8.3 9.0 8.3 8.0 7.4 7.9 8.2 9.0 7.8 7.0 9.0 7.5 8.1 9.0 7.0
9 台幅 8.8 9.0 9.0 9.2 6.3 8.8 9.1 9.3 9.1 8.3 9.9 10.0 8.9 10.0 6.3
10 台の奥行き 3.0 3.0 3.3 2.7 2.9 3.5 2.6 3.3 3.0 3.3 2.9 3.3 3.1 3.5 2.6
11 柱高さ 5.6 6.4 6.1 6.0 5.9 5.9 6.3 6.3 6.0 5.3 5.7 6.4 6.0 6.4 5.3
12 台高さ 1.6 2.6 1.8 1.7 2.2 1.9 2.2 2.1 1.8 1.8 2.8 1.7 2.0 2.8 1.6
13 水切りの長さ 0.0 1.8 2.1 1.2 1.4 2.1 1.4 1.7 1.4 1.5 2.1 0.0 1.7 2.1 0.0
14 水切り高さ 0.0 6.1 5.3 6.3 5.7 5.2 6.2 7.3 5.4 6.0 5.9 0.0 5.9 7.3 0.0
15 柱間 8.8 8.8 7.2 6.4 5.3 7.6 6.3 8.7 6.2 8.1 8.9 8.2 7.5 8.9 5.3
16 水切りから柱(右) 0.8 1.0 1.4 1.7 1.7 1.3 2.4 0.7 2.0 0.9 0.9 1.9 1.4 2.4 0.7
17 水切りから柱(左) 0.8 1.0 1.4 1.7 1.7 1.3 2.4 0.7 2.0 0.9 0.9 1.9 1.4 2.4 0.7
18 間隔（右） 0.0 17.8 1.7 1.3 2.0 0.5 2.0 3.3 0.0 4.3 3.8 2.1 3.9 17.8 0

19 間隔（左） 17.8 1.7 1.3 2.0 0.5 2.0 3.3 0.0 4.3 3.8 2.1 2.8 3.8 17.8 0

20 間隔（前） 0.0 3.0 3.1 5.0 5.0 4.5 0.0 0.0 4.5 5.1 3.1 0.0 4.1 5.1 0

表－４－２　庇下に入る回数
回数 人数 %
1 37 47.4
2 17 21.8
3 17 21.8
4  7 9 
合計 78 100

表－４－３　庇下に近づく回数
接近回数 人数 %

0 25 48.1
1 12 23.1
2 13 25
3  2 3.8
合計 52 100

表－４ー4　庇下に入る人の進行経路

回数 人数 進行経路 進行方向
片側合計両側 進行方向（右）進行方向（左）

1 37 25 12 37
2 17 0  7 10 17
3 17 1 14  2 16
4 7 0  7  0  7
合計 78 1 28 12 40

表－４－５　庇下への入り方（人）
庇下に入る
回数

１度目 ２度目 ３度目 ４度目
小 大 小 大 小 大 小 大

1
25 8

75.8% 24.2%

2
13 4 10 7

76.5% 23.5% 58.8% 41.2%

3
12 5 10 7 9 8

70.6% 29.4% 58.8% 41.2% 52.9% 47.1%

4
3 4 2 5 1 6 3 4

42.9% 57.1% 28.6% 71.4% 14.3% 85.7% 42.9% 57.1%
合計 73 27 22 19 10 14 3 4
割合 73% 27% 53.6% 46.3% 41.7% 58.3% 42.9% 57.1%

表－４－６　参拝者が庇下に入る、あるいは近づき方
（進行方向左側）

表－４－７　参拝者が庇下に入る、あるいは近づき方
（進行方向右側）
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図－４－２　境内周辺図と仮設店配置状況

①クレープ ②くじ ③冷やしパイン ④マスコット
ヨーヨー

⑤くじ ⑥金魚すくい

⑦風船くじ ⑧いかやき ⑨くじ ⑩ボールすくい

写真Ａ 写真Ｂ 写真Ｃ 写真Ｄ
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図－４－３　屋台CG
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図－４－４　屋台CG
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かについては、さしあたり不明ですが、少なくとも
今回の調査で、参拝者の動線は庇下空間を境に変化
していることについては指摘できたと思います。
　ところで今回の調査で得られた傾向を参拝者から
みたとき、あるいは店の人から見たとき、どのよう
に考えることができるでしょうか。例えば参拝者の
庇への入り方をみますと（表－４－５）、庇下へ入
る人は、庇に入る回数が増えるにつれ、お店に近づ
く距離が大きくなっていますが、こうしたふるまい
を「参拝者の意識の現れの一端」と捉えることはで
きないでしょうか。つまり
①参拝者は仮設店の商品やサービスに、とても興
味があります。

②けれど、門を入ってお店が並ぶ参道を歩く直後
では、まだその雰囲気に馴染めません。また参
拝者は、店にも遠慮気味ですので、店にもなか
なか近づけません（しかも参道は短いですの
で、なかには一回だけお店に近づいているだけ
の人も多いわけです）。

③ところが、そうした気分のなか参道を歩いてい
くうちに、少しずつ雰囲気に馴れていく。

④そして遠慮気味な気持ちよりも商品やサービス
への関心の方が強くなった結果、お店に近づく
回数が増えるにしたがって、よりお店に近づい
ていく。

　このように考えることができるのではないでしょ
うか。さらに参拝者のふるまい（だんだんお店に近
づいていく行動）が庇下を境に行われていることを
総合して考えると、庇下空間は、参拝者とその場と
の関係（例えば参拝者の環境との順応など）を考え
る上で、何らかの意味を持っていると考えることが
できるのではないでしょうか。
　このように庇下空間を、雨除けや日除けといった
単なる物理的・機能的な造形としてみるのではな
く、人の意識との関係から考えると色々な見方がで
きると思われます。例えば先ほど同様、参拝者から
考えると、少しでもモノを買うつもり（気持ち）で
ないと入りにくい、その一線として庇下空間をみる
ことができないでしょうか。また店の人に注目した
とき、店の前を通る人が参拝者か、それともお客な
のかを識別する手がかりとして用いているとはいえ
ないでしょうか。さらにこれと関連して、庇の出を
①店の人が参拝者を客と認識する距離、または②参

拝者自身が自らを客として自覚的にふるまう距離、
こうした距離が予めあって、そうした距離を巧みに
取り入れた結果としてみることも考えられるわけで
す。
　現在のところ、これらはいずれも推測の域を出て
いませんが、少なくとも、庇の張り出しは、単に雨
除けとか日除けといった物理的理由から設けられた
だけではなく、参拝者の意識を考慮したものである
と考えることはできると思われます。庇の出は、単
にそれだけを見ていたのではダメで、参拝者の意識
とその一端を表現している行動（ふるまい）を巻き
込みながら見ていかないと、なかなか理解できない
といえるでしょう。
　以上参道空間における仮設店の庇の出について、
歩行行動を手がかりに考えましたが、こうした見通
し（仮説）の検証には、今後店の人のふるまいや、
参拝者の歩行調査・分析を、より詳細に行う必要が
あるでしょう（なお道明寺天満宮の全面的なご協力
のもと、2006年12月31日深夜～2007年１月３日まで
初詣参拝者の歩行行動をより詳細に調査できまし
た。2007年度は得られた画像データの解析を行い、
仮設店参道空間と参拝者との関係について、より詳
細に考察する予定です）。

《参考文献および註》

１）J.J.フルーイン、長島正充ほか訳、『歩行者の空間』、鹿
島 研 究 所 出 版 会、1974年、John J. Fruin,（1971）:
「PEDESTRIAN Planning and Design」）。

２）ボリス・Ｓ．プシュカレフ、ジュフリー・M.ジュパン、
月尾嘉男訳、『歩行者のための都市空間』、1977年、鹿島
出版会。Boris Pushkarev with Jeffrey M.Zupan （1975）
「URBAN SPACE FOR PEDESTRIANS」:MIT Press,。。
　さらに日本では岡田光正氏らが、人間の歩行について分
析をおこなっていますが、これについてもフルーインや
プシュカレフら同様、安全に人間が歩行できるための理
論構築について多くが述べられているものの、そこにい
る歩行者は、やはりある大きさと歩行速度をもったモデ
ル（機械人間）として扱われ、結果として「にぎわい」
といった歩行におけるアメニティー性についての言及は
ありません。

３）岡田光正、吉田勝行、柏原士郎、辻正矩、『建築の都市
の人間工学』、鹿島出版会、1977年。

４）矢田努、仙田満、國吉真哉、「街路空間のけるセットバ
ックの形態と歩行線形に関する研究」、『第25回　日本都
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市計画学会学術研究論文集』、pp637.642、1990。なお本論
考は、この矢田氏らの論考からも多くを学んでいます。

５）なお今回は真上からの撮影ではなく、角度をもつ状態
での撮影であったので、歩行軌跡は一人一人の歩行が確
認できる時間帯（人が多くない状態）としました。結果
とし対象者の多くは小学・中学生です。

第５章　第３・４章まとめと今後の課題

　以上夏祭りにおける仮設店について考察を試みた
結果、わずかですが、いくつかの傾向を読み取るこ
とができたと思います。各章の考察によって導き出
された具体的な現象については、ここでは繰り返さ
ず、こうした現象をどのような視点から照射するこ
とができるのか、その可能性と見通しについて述べ
たいと思います。
　さて、今回考察した結果認められた傾向を簡単に
まとめれば「現在の大阪市内の夏祭りにおける、仮
設店出店状況とその傾向」という話だけで終わるこ
とになるでしょう。そこからは、せいぜい同じ方法
で他の地域を検証し、導き出された現象と現象を比
較した地域比較か、前近代と現在の仮設店とを比較
した時代比較で纏められて終わることになると思い
ます。しかし今回の研究において重要なのは、こう
した現象そのものをどういった視点から解釈する
か、という点にあります。つまり仮設店出店者側の
視点からみれば売り上げが下がるような試みは行わ
ないわけで、今回抽出し得た傾向は、できるだけ売
り上げを上げたいために長い時間をかけて培われて
きた工夫であると考えられるわけです。さらに言い
方を変えるとこうなるでしょうか。つまり仮設店出
店者からみれば、出来る限り個々の仮設店、さらに
は全体の店の売り上げ増加に向け、様々な工夫を行
うのは自然な行為である一方、視点を参拝者に向け
たとき、仮設店における様々な工夫によって、参拝
者は消費を促され、仮設店でモノやサービスの提供
を受けようと感じさせられている可能性も考えられ
るわけです。仮設店における工夫は、多くの参拝者
が仮設店の商品やサービスに対して購買意欲を誘う
ための工夫として注目できると共に、こうした人々
の気分によって祭礼空間は「にぎわい」をもつと考
えられます。この点からも今回考察した祭りにおけ
る仮設店に見られた工夫は、祭りのにぎわいを考え

る上で重要な要素であると考えられるのではないで
しょうか。
　いずれにせよ、こうした課題についてさらに検証
することが2007年度の課題です。

第６章　終わりに

　以上今回なにわ・大阪文化遺産学研究センターか
ら、研究論文ではない文章を書く機会を頂戴しまし
たので、研究論文ではいえないこと、けれど今考え
ていることについて思い切って書いてみることにし
ました。そもそも研究論文は「実証なき言説は言う
べからず」です。また研究論文は、専門家同志が問
題を共有しているわけですから、ややもすると「あ
なたは、なぜその研究をしているのですか？」、と
いう普通の問いかけを無視した内容になってしまう
ことが多いと思います。そうしたこともあって、今
回私が現在行っている研究で知りたいこと、言いた
いことについて書いてみました。最後に本章では
（これは蛇足になるかも知れませんが）、私がなぜ前
近代を考えるのかについて書きたいと思います。
　図－６－１は、今や日本の街のあちこちでみかけ
る「オープンカフェ風」の風景です。こういう場所
で御茶を楽しむ理由は、色々考えられると思います
が、「完全な内部空間ではない」といったあたり
が、こうした場所で喫茶を楽しむ理由の１つだと思
います。
　現在私の研究室では、絵画資料を用いて近世商業
空間について考察していますが、近世の商業空間の
うち飲食を提供するお店では、街路に面した半外
部、あるいは半内部のような空間に身を置き、喫茶
を楽しむといった行為が多く認められます。つまり
近世の街路に面したお店において、完全な内部空間

図－６－１　街の風景
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で飲食が行われるというのは、むしろ少数派といえ
るわけです。ところが日本では近代以降、街路に面
し飲食を提供する店の多くが、内部空間でサービス
を提供するようになったと考えられます。つまり前
近代にはあったサービス行為が、近代以降消え去っ
ていった。そして、また最近、「オープンカフェ風」
が「トレンド」になっているというわけですから、
私などは、ちょっとした疑問を持ってしまいます。
　前近代にあったコト・モノが、近代になって消え
去ってしまった。それが再び日本中に広がってい
く。確かに近世のお店とオープンカフェは、見た目
も考え方も違いますから同列に扱えませんが、「通
りに接するところに身を置き、通りを歩く人に目を
向けながら喫茶する」という要素自体は、両者に共
通するものであるといえます。このように考えたと
き、近世を研究している私などからみると、現在の
日本人のなかには、近代（明治）以降しか、現代と
つながりのある「過去」を「過去」と見なしていな
い部分があるのではないか、とさえ思ってしまうわ
けです。これはもちろん対象によって異なります。
例えば食事は「和食」が前近代～現代まで、非常に
強く続いている文化だと思いますが、建築などは、
随分と近代以降からの日本しか直接の過去としてみ
ていないような傾向があるのではないかと思ってし
まいます。
　さらにヨーロッパのオープンカフェなんかは、前
近代、近代、現代に関係なく、ずっとごく当たり前
に、自然に行われ続けてきた行為です。別に近代に
なったから、これは良くないからやめようとか、そ
ういったものではない。しかし日本では近代以降、
近代化の過程で国民国家、工業化と共に、ヨーロッ
パ文化も一色単になって移入されましたから、近代
化のためには当座、目の前にみえるすべての前近代
を一回リセットする必要があった。そしてふと気が
つくと、近代と西欧文化を上位、日本の前近代を下
位に置くようなイメージが、先ほどの近代的思考と
私が述べたような循環も手伝って、近代を通じて生
成されたのではないでしょうか。だから「西欧」と
いうと、「近代的」というと、なんだか新しくて良
いものだと思い込んでしまう人が実に多い。
　日本の前近代では当たり前に行っていたし、その
良さ、美しさを前近代は知っていたと思われる事柄
が、近代を経た現在、ゴソッと抜け落ちてしまって

いる部分があるのではないでしょうか。さらにそう
したゴソッと抜け落ちた部分を、今になって良いこ
とに気づき、慌てて復活させるという、不思議な循
環を行っているとさえ思えるわけです。
　前近代から「古くさくて非科学的かつ原始的」と
いうレッテルを拭い去って、前近代のものでも良い
ものは良いと素直に認める態度、つまり自身の文化
を前近代から連綿と続くスパンで考えていくといっ
た態度こそ、皮肉なことに、いまヨーロッパから学
ぶべき態度・姿勢ではないでしょうか。そうしない
と、いつまでたっても借り物文化になってしまいか
ねません。
　日本が近代に足を踏み出してから、約140年にな
ります。そろそろ、肩に力を入れずに前近代を考え
られるのではないでしょうか。近代の達成に敬意を
払いつつも、前近代─（近代）─現代と近代を（　）
に入れた時間軸で、建築・都市・環境を考えていく
ことができる時期にあるのではないでしょうか。な
ぜなら日本の風景や社会、環境や生活を形成する上
で決定的な役割を果たしたのは、紛れもなく前近代
なわけですから。
　最後にこうした見方・考え方で現代をみたとき、
世の中の流行は馬鹿にできないことについて述べて
本稿を終わりたいと思います。例えば「癒し」。「癒
し」は、「近代」に疲れた人々の自然な欲求なのか
も知れません。例えば温泉。近代的なビルが乱立す
る温泉街より、木造旅館の立ち並ぶ、ひっそりした
隠れ家的な温泉に人気が集まっています。それから
コンクリート打ちっ放しの住宅の減少。一時あれだ
け「トレンド」だったコンクリート打ちっ放しです
が、やはり生活する上では無理があったようです。
　「癒し」の流行が、単に新しいもの好きを相手に
メディアが造った人工物であったとしても、それが
一時的なものではなく、長期間続くとすれば、それ
は流行というもので片づけられない、生活習慣ある
いは文化の１つとして考えないといけないと思いま
す。そしてこうした「癒し」というキーワードで注
目されるモノ・コトの多くは、効率などといった近
代思想では理解しにくい、むしろ前近代的なものだ
ったりするわけです。とすれば、前近代を一番良く
知っているのは、「癒し」といった流行を自然に受
け入れた普通の人々なのかも知れません（2007年３

月現在ですが…）。
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　現代と過去のある時代を完全に切り離した、普遍
的な時代考証、つまり過去のある時代を純化した上
でその時代を考える歴史学は大切です。しかし人が
見たり、聞いたり、感じたりするレベル、身近な生
活感を手がかりに世界と接するレベルで過去を解釈
することも無駄ではないのではないでしょうか。本
研究では、そういったことも含めて「にぎわい」を
検証できればと考えています。

【謝辞】
　本稿を作成するにあたっては、多くの方々にお世
話になりました。第１章、第２章では大阪工業大学
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辻中秀明氏、中村與子氏、西村利也氏、姫野健氏、

福本浩一郎氏、布施武郎氏、別所岳人氏、宮宇地秀
樹氏）に調査・データ解析などで協力を頂きまし
た。また仮設店研究に関しては荒武賢一朗氏、橋本
孝成氏に文献紹介などの助言を頂きました。さらに
第４章の調査には、道明寺天満宮 宮司 南坊城充興
氏、禰宜 南坊城光興氏をはじめ御家族の方々、同
天満宮関係者の方々にご協力頂きました。またリン
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げます。
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調 査 報 告

　ボストン美術館に大量の浮世絵が所蔵されている
ことは従来から知られていたが、その実態について
は、長らく未詳のままであった。近年、ボストン美
術館が「開かれた美術館」になったことで、世界中
から数多くの研究者が訪れ、徐々にその収蔵内容が
明らかになりつつある。また、2006年に開催された
「ボストン美術館所蔵肉筆浮世絵展　江戸の誘惑」
展は、神戸市立博物館、名古屋ボストン美術館、江
戸東京博物館を巡回し、各会場では長蛇の列が出る
好評を博した。さらに、2007年３月４日に放映され
たNHKスペシャル「歌麿・紫の謎」も、ボストン
美術館所蔵の歌麿作品を一般向けにわかりやすく解
説した番組であった。
　このようにボストン美術館の浮世絵が、国内外の
研究者はもちろんのこと、一般的にも注目を浴びて
いる中、2006年８月に上方絵を調査する機会を得
た。本調査では約2,400枚の上方絵を閲覧、それに
基づき目録を作成することができたので、その概要
を記しておきたい。

所蔵上方絵の概要

　ボストン美術館の美術品は、ほとんどが個人収集
家からの寄贈によるものである。今回調査できた上
方絵のうち約95パーセントは、1911年、アメリカ人
医師ウィリアム・スタージス・ビゲロー（William 
Sturgis Bigelow）によって美術館に寄贈されたも
のである。先述した「江戸の誘惑」展にはビゲロー
コレクションの肉筆が出品されていたことから、展
覧会図録には、ボストン美術館日本美術課長アン・
ニシムラ・モース氏の玉稿「ウィリアム・スタージ
ス・ビゲロー　日本愛好家にして日本主義者」が収
録されている。この論文により、ビゲローの日本美
術収集の過程を知ることができるが、直接モース氏
に、ビゲローの上方絵収集の方法をお尋ねしたとこ
ろ、「全く不明」とのお返事を頂いた。今回の調査
で、作品の保存状態が総じて最高の状態であるこ

と、また、同じ作品が不完全な揃い方で複数所蔵さ
れている例がかなりあることなどから、一つ一つ吟
味しながら購入したのではなく、同一もしくは少数
の業者からまとめて購入した可能性が高いと考えて
いる。このことは、モース氏の前掲論文中から窺え
るビゲローの美術品収集の姿と矛盾しない。
　さて、上方で本格的に浮世絵が版行されるのは、
江戸より約１世紀遅れた1790年代からで、1880年代
にはほぼ終焉を迎える。また、役者絵、風景画、美
人画などが均衡を保って版行されていた江戸とは異
なり、上方絵は役者絵の比率がかなり高い。幕末か
ら明治にかけて江戸の広重に影響を受け、上方でも
風景画が出されていくのであるが、美人画はわずか
な作例が認められるものの、江戸のようには発達し
なかった。その代わりに、大坂の島之内、北新地、
新町や京都の祇園の妓女が仮装して練り歩く「ねり
もの図」が出されていた。
　ビゲローコレクションを、このような上方絵版行
の情況に照らし合わせると、時代的にも作品の比率
的にも、上方絵の歴史を網羅する作品が揃ってお
り、その点でも大変バランスの取れたコレクション
であると言えよう。年代的には1876年11月の役者絵
を最後としているが、ビゲローは1889年まで日本に
滞在している。ここからも、滞在中にこつこつと買
い求めたとは考え難い。
　このコレクションで特筆すべきことは、その保存
状態の良さで、特に中判作品には目を見張るものが
多い。上方では、天保の改革以後、それまで大判で
版行されていた浮世絵が、半分の大きさの中判とな
った。中判には、豪華な絵の具を使用し、色板や模
様の板を増やした「上摺」と、安価な絵の具で模様
の板も少ない「並摺」の２種類が版行されていた
が、ビゲローコレクションはほとんどが上摺であ
る。しかも、絵の具の退色や剥落があまりなく、摺
られた状態のまま今日に残っているのである。これ
らを見ていると、紙に絵の具が刷り込まれている、
というより、紙の上に絵の具が乗っているような厚

ボストン美術館所蔵上方絵目録
北川　博子
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みを感じる。さらに、花や着物の柄に空刷りを多用
し、江戸では禁止されていた金銀がふんだんに使用
されているので、平面的な絵というより立体的な工
芸品を見ているような感覚さえ生じてくる。
　さらに驚くべきことは、合羽摺の祇園ねりもの図
が100枚近くも所蔵されていることである。合羽摺
は錦絵に比べ安価な浮世絵であったため、その分大
切に保存されず、現存率が極めて低い。特に文化10

年代の作品の揃い方は驚異的ですらある。近年、
Mr. Peter Ujlaki・中出明文氏の共編で「Gion 
nerimono prints revisited : The list」（『Andon』
75）が出されたが、今後の祇園ねりもの図の研究
に、ボストン美術館の作品は必要不可欠となるであ
ろう。これらも、錦絵同様、退色の激しい合羽摺と
しては異例の保存状態の良さで、表面全体に施され
た雲英のように光る素材もかなり残っている。
　ビゲローコレクションの次に多いのは、デンマ
ン・ウォールドー・ロス（Denman Waldo Ross）
から1906年、1911年、1917年に分けて寄贈された浮
世絵で85枚を確認している。バランスの取れている
ビゲローコレクションとは異なり、その３分の１は
ねりもの図である。その他に注目すべきは、上方浮
世絵の祖といわれる流光斎以前の絵師、岡本雪圭斎
昌房の役者絵が、すばらしい状態で残っていること
であろう。
　先述のNHKスペシャル「歌麿・紫の謎」は、ス
ポールディングコレクション中の歌麿作品を取り扱
っていた。このコレクションは作品保護のため展示
しないことを条件に寄贈されており、なかなか目に
することはできない。ホームページで見るだけで
も、作品の質の高さを知ることができるが、わずかな
がら上方絵も含まれている。中でも流光斎作品１枚
は、ビゲローコレクションの１枚とともに、ボストン
美術館の初期上方浮世絵の名品を形作っている。

本目録の利用に当たって

　ボストン美術館には、完成した浮世絵の目録やデ
ータベースは現時点では存在しない。しかし、公式
ホームページ（http://www.mfa.org/index.asp）の
検索画面であるCollections Search Results（http://
www.mfa.org/collections/search_art.asp） で、 画
像を閲覧することができる。画像に関しては順次掲

載されているようだが、上方絵は江戸絵に比べ画像
化が進んでいる。複数のボランティアによって絵師
や年代、外題、役者等のデータが付されており、形
式も内容も均一ではないが、更新の度合いは頻繁で
ある。図録などを参照にしながらデータを付けてい
るものについては、根拠となった書名も明記されて
いるが、絵師と判型などの基本データしかない場合
がかなり多く、間違いも見受けられる。しかし、昨
夏の調査は４日間といった短期間であったので、事
前もしくは同時進行形、さらには帰国後にも画像を
確認できたことは、作業の効率化を図る上で大変あ
りがたいことであった。今後、本目録によって、ホ
ームページのデータが調うことを期待している。
　さて、本目録には浮世絵には必要不可欠な図版が
欠落している。是非、所蔵番号をホームページ検索
画面のAccession Numberに入力して、作品のすば
らしさを確認して頂きたい。
　前述したように、ボストン美術館の収蔵品は旧蔵
者が大きな意味を持っている。本目録では、コレク
ション名がわかるように工夫した。
　なお、本目録に収載した作品の中には、ホームペ
ージで確認できないものもあるが、これは順次公開
されていくものと思われる。反対に、現地で現物を
確認できなかったもので、最近、ホームページ上で
画像を確認した作品もある。このことから、継続的
に整理が進められていることがわかる。従って、今
後もこの目録にない作品が出てくるものと思われの
で、未掲載の上方絵を確認された方は、ご一報賜れ
ば幸いである。
　本目録によって、上方絵の研究がさらに進むこと
を願ってやまない。

【付記】

　ボストン美術館への調査は、平成18年度科学研究
費補助金による基盤研究（C）「上方役者絵の国内
外所蔵調査とデータベース化の基礎的研究」の一環
であり、本目録はその報告である。
　閲覧に関しては、ボストン美術館アジア・オセアニ
ア・アフリカ美術部 日本美術課長Anne Nishimura 
Morse氏、同浮世絵版画室室長Sarah Thompson
氏、リサーチアシスタントのAbraham Schroeder
氏のお世話になった。心より感謝する次第である。
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�� �����     11.26595�

�� 4 ��1821��� ���� �������

��� ���� 5� ��� ��������������

��������������������������

��������������������������

���������������������������

���������

11.35388� 11.35389� 11.35390� 11.35385� 11.35391 
�11.35393� 11.35392� 11.35386� 11.35387 

�� 4 ��1821�1 ���

�����������������������

��� ���� 1����� ��� ����� �������

11.26639�
��� ���� 1� ��� ������� �����

11.35380�11.35381�

�� 4 ��1821�1 �� �� ������

���� ���� 2� ��������� �������

������������ ������ 11.36240� 11.36236�

�� 4 ��1821�1 �� ��

�������������������

��� ���� 1� ��������� ���������

���� �����    11.35375�
��� ���� 2� ��� ������ ��������

��������� ������

11.35449� 11.35450�11.36293a-b 
��� ���� 2� �������� ����������

��� �������� � �  11.26620� 11.26621�

�� 4 ��1821�1 �� ��

���������������������

��� ���� 2� ��� ������ ��������

��� ������   � �  11.36032a-b�
��� ���� 2� ��������� ���������

��� ����� � �  11.26614� 11.26615�
���� ���� 1� ��������� ������ �
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������ � � � � 11.22633�

�� 4 ��1821�3 �� ��

����������������������

��� ���� 2� ������� ����������

��� ����������� ����������� �

������   � �  11.35377� 11.35376�
��� ���� 1� �������� ���������

��� ����     11.35374�
���� ���� 1� ��� ������ �������

11.36273�
�� 4 ��1821�3 �� ��

�������������������������

���� ���� 1� ��������� ��������

�������     11.36261�
��� ���� 2� ��� ������ ��������

��������� ������������� �����

11.35447� 11.35448�
�� 4 ��1821�3 �� ��

���������������������

��� ���� 4� ������� �������� ��

���������� ���� ������������

����� ���������� �����������

������ ����� �������

11.36038� 11.36037� 11.36036� 11.36035�11.36295a-d 
�

�� 4 ��1821�3 �� ��

�����������������������

��� ���� 1� �������� ������ 11.26596 
�

�� 4 ��1821�3 ��� ����

������������������

���� ���� 1� ��� ������� ������

11.36270�
�� 4 ��1821�6 ��� ��� ����������

���� ���� 1� ���� ������������

����� � � � � 11.36267�

�� 4 ��1821�6 ��� ������

���� ���� 1� ������ ����������

����   � �  11.36259�11.38828�

�� 4 ��1821�7 �� ��

�����������������������

��� ���� 2� ����������� �������

�������� ������

11.35457� 11.35458�11.36292a-b 
�� 4 ��1821�7 �� ��

���������������������

��� ���� 1� ��� ������ ��������

��� ������ � � � 11.36023�
���� ���� 2� ��������� ��������

�������������� ������� 11.36217a-b 
�

�� 4 ��1821�7 �� ��

��������������������������

���� ���� 1� ������ ������ ����

�������� ������   11.36257�

�� 4 ��1821�7 ��� ���

�������������������

��� ���� 1� ��������� �����11.35100 
�

�� 4 ��1821�8 �� ����

�������������������

���� ���� 1� �� �������� �����

11.36054 
��� ���� 1� ������� �����

11.35332�11.38808 
�� 4 ��1821�9 �� ��

����������������������

��� ���� 1� ����� �������� ����

���      11.26561 
�

�� 4 ��1821�9 �� ��

�����������������������

��� ���� 2� ��� ������ ��������

������� ������� � �  11.35453� 11.35454 
�

�� 4 ��1821�9 �� ��

������������������������

��� ���� 1� ������ ����� ���� ��

�����     11.36195 
�

�� 4 ��1821�9 �� ��

��������������������

��� ���� 2� ��������� ������� �

������������� ������

11.26635� 11.26636��R�17.3210.19� 17.3210.21�����

�� 4 ��1821�9 �� ��

���������������������

��� ���� 4� ��������� ���������

����� ������������� ���������

����� ������

11.26855� 11.26856� 11.26857� 11.26858�
���� ���� 1� ������� ������11.36266�

�� 4 ��1821�9�11 ��� ���

�����������������
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�����������������������

���� ���� 1� ������ ������ �����

������     11.36264�

�� 4 ��1821�9�11 ��� ���

�����������������

��� ���� 1� �������� ����� 11.35102�

�� 4 ��1821�9�11 ��� ���

��������������������

���� ���� 1� ������ ������ �����

11.36263 
�

�� 4 ��1821�9 ��� ����������

��� ���� 1� ��� ���� �������� ��

������� �������� ��������� ��

�������� ���������� �������� �

�������� ����   11.36021�

�� 4 ��1821�9 � 27 �� ���

���� ���� 1� ��� �������

11.36258�11.36271�

�� 4 ��1821�9 � 27 �� ���

�������������������

��� ���� 1� ��� ��������������

����� � � � � 11.35097�

�� 4 ��1821�9 � 27 �� ��� ��������

��� ���� 1� ��� ������ ������

11.35343 
�� 4 ��1821�9 � 27 �� ���

�����������������������

��� ���� 1������ ������ 11.35382�

�� 4 ��1821�9 � 27 �� ���

���������������������

��� ���� 1� ��� ����������� ���

����� � � � � 11.35438�

�� 4 ��1821�11 �� ��

����������������������

��� ���� 1� ���������� ���� 11.35098 
�

�� 4 ��1821�12 �� ��

�������������������������

���� ���� 1 ����� ����� ��������

11.36262�
��� ���� 3� ��� ����� ���������

���� ������������� ������

11.35400� 11.35401� 11.35402�

�� 5 ��1822���

����������������������

��� ���� 1� ������ ����� �������

11.35349�
�� 5 ��1822���

���������������������

��� ���� 1� ������� �������

11.35379�11.38799�

�� 5 ��1822��� �����

�������� 1� ������������� 11.26601�

�� 5 ��1822�1 ��� �������

��� ���� 1� �������� � 11.35249 
�

�� 5 ��1822�1 �� ��

�������������������������

���� ���� 1� ��� ����������� ��

������ � � � � �11.36268�11.38829�

�� 5 ��1822�1 �� ��

���������������������

��� ���� 1� ��� ������� �������

11.35106�
�� 5 ��1822�1 �� ��

���������������������

��� ���� 2� ���������� ��������

������ ������ � �  11.35422� 11.35423�
������ ���� 2� ��� ��������� ��

������������ ������

11.36040a-b�11.36015�
��� ���� 1� ����������� �������

11.35359�
���� ���� 1 ���� ������� ������

11.36229 
�� 5 ��1822�1 �� ���

�����������������������

���� ���� 1� ��� ������� �����

11.35096�
�� 5 ��1822� 2�8 ��� ���

��������������������

���� ���� 1� ��������� ��������

���      11.36269�

�� 5 ��1822�2 �� ����

������������������

��� ���� 1������ ������ �������

����� ������� ������� 11.35101 

�� 5 ��1822�2 �� ��
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������������������

��� ���� 1� �������� �������

11.35104�
��� ���� 1� �������� �������

11.35105�
��� ���� 1� ��� �������� ��������

11.35354�11.38805�
��� ���� 1� ��� ��������������

��������� � � � 11.35358 
�

�� 5 ��1822�2 �� ��

��������������������

��� ���� 1� ������ �������� ���

����������� ��������������� �

��������������� �����������

���� ��������� � � �11.35342�11.38941 
�

�� 5 ��1822�3 �� ��

�����������������������

��� ���� 1� ������ ������ ������

������� ������ � � 11.35357�
��� ���� 1� ������ �������� ���

�����������    11.35344�
��� ���� 1� ����� �������������

������������� ������ 11.35230 
���� ���� 1� ��� �������������

��������� � � � 11.36272 
��� ���� 1� ��� ������� �������

11.35103�
��� ���� 1� ��� ������� �������

�������� ������   11.36012 

�� 5 ��1822�3 �� �����

����������������������� �

��� ���� 1� ������ ������ �����

11.35099�
�� 5 ��1822�5 �� ���

��������������������������

��� ���� 1� ������ ������ �������

11.35287�
�� 5 ��1822�7 �� ��

�������������������

��� ���� 1� ������ ���������� �

������ � � � � 11.36014 
��� ���� 1� ������ ��������� ��

���     � �R�17.3212.18�

�� 5 ��1822�8 �� ��

������������������������

��� ���� 1� ����������� �������

������ ������   11.36013 
�

�� 5 ��1822�9 ��12 ��� ���

���������������������

���� ���� 1� ��� ����� ��������

�� ������� � � � 11.22630 

�� 5 ��1822�9 �� �� ����

��� ���� 1 ������������������

11.36193�
���� ���� 1� ������  11.36265 
�

�� 5 ��1822�9 �� ��

�������������������

��� ���� 2� ��� �������� ������

�������� �������� �  11.35313� 11.35314 

�� 5 ��1822�9 �� ��

�������������������

��� ���� 1� ������� ������������

������ � � � � 11.26604 
�

�� 5 ��1822�9 �� ��

����������������������

��� ���� 1� ��� ������� ��������

11.35352�11.35363�
�� 5 ��1822�9 �� ����

������������������

��� ���� 1� ������ ������ �����

11.36196�
�� 5 ��1822�9 �� ����

���������������������

���� ���� 1� ��� ������ ������

11.26600�

��5��1822�11�� ����������������

���� ���� 3� ������� ���������

��������������������������

��������������������������

��������������������������

����������������

�R�17.3210.16� 17.3210.17� 17.3210.18�

�� 5 ��1822� 11 ��� ��� ����

���� ���� 1� �������� � 11.22804 
�

�� 6 ��1823�1 �� ��

��������������������

��� ���� 3� ������������������

������ ������������� �������
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�������������� �������

11.35413� 11.35414� 11.35415�
��� ���� 3� ����������������� �

������������������ ���������

�������������� �����

11.35465� 11.35466� 11.35467 
���� ���� 1� ������������ �����

11.22631�
�� 6 ��1823�1 �� ��

������������������

��� ���� 1� ��� ����� �������

11.35364�
�� 6 ��1823�1 �� ��

�������������������

���� ���� 1� ������� ������ 11.26640 
�

�� 6 ��1823�3 �� ��

�������������������������

��� ���� 1� ��������� ������11.36020�
��� ���� 1� ������������ ������

11.35312 
�� 6 ��1823�4 �� ��

�������������������

��� ���� 2� ������ �������� ���

������������ ������� 11.35463� 11.35464�

�� 6 ��1823�5 �� ����

��������������������

���� ���� 2� ��� ������� ������

������� ������� � � �11.26645� 11.26646 
�

�� 6 ��1823�7 �� ���

�����������������

���� ���� 1� ��� ������ �����

11.22803�
�� 6 ��1823�7 �� ���

�������������������

��� ���� 1� ��� ������ �������

�R�11.2165�
�� 6 ��1823�9 �� ��

����������������������

��� ���� 5� ���������� ��������

������ ������������ ��������

��������� ������������ �����

�������� �������������� �����

����� �����

11.35394� 11.35395� 11.35396� 11.35397� 11.35398�
��� ���� 3��������� ����������

���� �������������� �����

11.35406� 11.35407� 11.35408�

�� 7 ��1824�1 �� ������

��� ���� 1� ��� ������� � 11.36194 

�� 7 ��1824�1 �� ��

��������������������������

���� ���� 1� ������ ������ �����

11.36254�
�� 7 ��1824�3 �� ��

����������������������

��� ���� 1������� ������ �R�17.3212.17�
��� ���� 2� ��� ����� ���������

���� ���������� �����

11.35461� 11.35462�11.26637� 11.26638�����

�� 7 ��1824�� 4 �� ��

���������������������

��� ���� 2� ������ ������ �����

������� ��������������� ����

����� � � � � �11.35317� 11.35318 
�

�� 7 ��1824�5 �� ����

������������������������

��� ���� 1� ��� �������� ������

�R�17.3214.20�
���� ���� 1� ����� ����� ������

���������� �����  11.26593 
�

�� 7 ��1824�5 �� ����

������������������������

��� ���� 1� ������� ����� �����

���������   � �R�17.3213.11�
��� ���� 3� ��� ������ ��������

������ ��������������� ������

11.35367� 11.35366� 11.35368�11.38806� 11.38802�
���� ���� 1� ��� ������ ��������

11.26580�
�� 7 ��1824�7 �� ���

�������������������

��� ���� 1� ������ �������� ���

���� ������ � � � 11.36191�
���� ���� 1� ��� �������� �����

��������� �����   11.26579�

�� 7 ��1824�8 �� ��

��������������������

���� ���� 2� ����������� ������

������� ������� � �  11.35142� 11.35143�
���� ���� 1� ���������� �������

���� ������    11.26576�
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�� 7 ��1824�8 �� ��

�������������������������

���� ���� 2� ��� ������� ������

���������� ������R�17.3212.13� 17.3212.15 
�

�� 7 ��1824�9 �� ��

�����������������

���� ���� 1� ��� ����� �����

�R�17.3210.15�
�� 7 ��1824�9 �� ��

�����������������

��� ���� 1� ������ ��������� ��

����� � � � � 11.36192 
������� ���� 2� ��� ��������� �

������������� ������ 11.35451� 11.35452 

�� 7 ��1824�9 �� ��

������������������

������ ���� 4� ��� �������� ���

���������� ������������ ����

���������� ����� � �  11.36197a-d�

�� 8 ��1825�1 �� ��

����������������������

���� ���� 9� ������� ����������

����� �������������� �������

������� ������������� �������

������ �������������� �������

������� ��������������� ����

���

11.36281� 11.36282� 11.36283� 11.36284� 11.36285�
11.36286� 11.36287� 11.36288� 11.36289�11.38834 �
11.38835� 11.38836� 11.38837� 11.38832� 11.38833�

11.38830� 11.38831��P.S�RES.50.71�

�� 8 ��1825�1 �� ��

�������������������������

���� ���� 3� ���������������� �

���������� ������������� ���

����������� �������������� �

����� � � �11.35158� 11.35159� 11.35160�

�� 8 ��1825�3 �� �� ��������������

���� ���� 1� ��� ������ ������ �

����     11.36237�

�� 8 ��1825�3 �� ��

���������������������

������������������������

��� ���� 1�3 �� 1 ��� 1 ������� ���

��� ����������� ���������� ���

�������� �������� ����������� �

������ � � � � � � � � 11.35334� 11.35335� 11.35336�

�� 8 ��1825�3 �� ��

�������������������

��� ���� 1� ������ ������� ����

�������� �������  11.35341�
��� ���� 1� ����������������� �

�����     11.35365�
��� ���� 1� ��� ������ �������

11.35369�11.38803�
�� 8 ��1825�3 �� ��

��������������������������

��� ���� 1������ ��������R�17.3210.20�
��� ���� 1� ���������� ��������

��� �������    11.35337�
��� ���� 2� ��������� ����� ���

������������ ������� 11.35455� 11.35456�
��� ���� 1� ����������� �������

11.35372�
��� ���� 1� ���� ����� �������

11.35373 
�� 8 ��1825�3 �� ��

�������������������

��� ���� 2� ��� ������ ��������

����� �����

11.38974a-b�11.35459� 11.35460��R�17.3212.20�
��� ���� 1� ������ ��������� ��

����� � � 11.35370�11.38804�11.35371�����

�� 8 ��1825�3 �� ��

����������������������

���� ���� 1� ��� ���� �������

11.26592�
�� 8 ��1825�3 ��� ���

������������������

���� ���� 1 �������� ����� 11.35238�

�� 8 ��1825�5 �� ��

������������������������

���� ���� 1� ��� ������ �����

11.36256�
�� 8 ��1825�6�10 ��� ����

�����������������������

��� ���� 1� ��� �������� ������

��������� �������  11.35251 
�

�� 8 ��1825�8 �� ��

���������������������
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���� ���� 2� ��� ������� ������

��������� �������� � 11.35148� 11.35149�

�� 8 ��1825�8 �� ��

�������������������

���� ���� 2� ������ ������� ���

��������� ������ � �  11.36274a-b�

�� 8 ��1825�8 �� ��

��������������������

���� ���� 1� ���������� ��������

�R�17.3212.16�
�� 8 ��1825�� 11 �� ��

�����������������������

���� ���� 1� ��� ������ �����

11.26591 
�� 8 ��1825�11 �� ���

�������������

��� ���� 1� ����� ���������� ���

�����    � �R�17.3210.14 
�

�� 9 ��1826�1 �� ��

���������������������

���� ���� 1� ��� ��������������

������������ ������  11.35012�
���� ���� 1� ��� ����� ��������

���� ������ � �  11.35016�11.35017 
���� ���� 1� ��� ������ ������

11.26581�
�� 9 ��1826�1 �� ��

������������������������

��� ���� 1� ������������� �����

���� ��� �   � �R�Res.50.44�
��� ���� 2� ���������� ��������

������ ����������������� ���

���    � �  11.35322� 11.35323�
��� ���� 1� ����������� �������

11.35347��S�21.5393�
��� ���� 1� ��� ������� �����

11.36030�
��� ���� 1� ��� �������� ������

�������� ������   11.36026 

�� 9 ��1826�1 ��� �� �����

���� ���� 1� ��� ����� ��������

��� ������� � � � 11.35250 
�

�� 9 ��1826�1 �� ����

���������������������

���� ���� 3� ��� ������� ������

������� ������������ ������

11.35152� 11.35153� 11.35154�
�� 9 ��1826�3 �� ��

�������������������������

���� ���� 1 �� ����� ����� 11.36255�
���� ���� 1� ��� ������� ������

11.36253�
��� ���� 1� ������� ������ 11.26594�
���� ���� 3� ��� ������ �������

��� ������������ ������������

����� �  11.35155� 11.35156� 11.35157�
���� ���� 3� ��� ����� ��������

��� ������������ �����������

�� ���������� ����

11.35164� 11.35165� 11.35166�
��� ���� 3������ ������������ �

����������� ���� � �  11.36199a-c 
�

�� 9 ��1826�4 �� ��

����������������������

���� ���� 1�������� ������ 11.36260�

�� 9 ��1826�4 �� ��

�����������������������

���� ���� 1 ���������� �������

��P.S�RES.50.72 
��� ���� 1� �������� �������

11.26602�11.38807�
�� 9 ��1826�4 �� ��

���������������������

���� ���� 2� ����������� ������

�������� �������� � � 11.35150� 11.35151�
��� ���� 1� ������ ������������

������������ �����  11.35233�

�� 9 ��1826�7 �� ����

�����������������

��� ����� ����� ������� ������

11.35231�
�� 9 ��1826�7 �� ���

��������������������

���� ���� 2� ��� �������� �����

������� �������� � � 11.26643� 11.26644�

�� 9 ��1826�11 � 16 �� ���

��� ���� 1� ��� �����  11.35345�
��� ���� 1� ��� ������ � 11.35348�

�� 10 ��1827��� ����

��� ���� 1� ���������  11.35232 
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�� 10 ��1827�1 �� ��

��������������������

���� ���� 2� ��� ���� ���������

���� ����� �  11.35011� 11.35010�11.35015�
���� ���� 1� ���� ������� �L�50.24�

�� 10 ��1827�4 �� ����

��������������������������

��� ���� 2� �������� ����������

����� ����� 11.22674� 11.22675��R�17.3213.15 
�

�� 10 ��1827�5 �� ��

�����������������������

���� ���� 3� ����������� ������

������� ���������� ���������

���� ������ �  11.35176� 11.35177� 11.35178�

�� 10 ��1827�� 6 �� ���

��������������������

��� ���� 1� ����������� �������

����� ����� � �  11.35234�11.35235�

�� 10 ��1827�7 �� ��

�������������������������

���� ���� 1� ��� ������� �����

11.21999�
��� ���� 2� ��� ������� �������

��������� ������ � � � 11.35315� 11.35316�

�� 10 ��1827�7 �� ��

�����������������������

��� ���� 3� ���������� ��������

�������� �������������� ����

����������� �����

11.35403� 11.35404� 11.35405�
��� ���� 1� ��� ������� �����

11.21853�
�� 10 ��1827�7 �� �� �������������

��� ���� 1� ��� ������� �������

�������� ������   11.16377�
��� ���� 1������ �������� �����

11.22673�
�� 10 ��1827�7 �� ���

�������������������

���� ���� 3� ��������� ��������

���� ������������� ������

11.35167� 11.35168� 11.35169�11.22676� 11.22677�

�� 10 ��1827�7 � 16 �� ���

��� ���� 1� �������� � 11.35339�

��� ���� 1� ������ ������� 11.35346�

�� 10 ��1827�7 � 16 �� ���

�����������������������

���� ���� 1� ��� ��������������

������� � � � � 11.35000�

�� 10 ��1827�9 �� ��

������������������

���� ���� 1� ��� ����� ������

11.35008�
���� ���� 1� ����� ����������� �

������ � � � � 11.26577�

�� 10 ��1827�9 �� ��

��������������������

���� ���� 1� ��� ����� ���������

������ � � � � 11.35014�

�� 10 ��1827�9 �� ������

������������������������

��� ���� 1� �������� ����� 11.36039�

�� 10 ��1827�10 �� ��

��������������������

��� ���� 1 �������� ������ 11.36010�
���� ���� 5� �������� ���������

�� ������������ �������������

����������� ����� � �  11.36241a-e�

�� 11 ��1828�1 �� ��

�������������������������

���� ���� 2� ��������� ��������

���� ������� � �  11.35179� 11.35180�
��� ���� 1� ��� ������� �������

11.35353�
��� ���� 3� ������� �����������

�� ������������� ������

11.26859� 11.26860� 11.26861 
�� 11 ��1828�1 �� ��

���������������������

���� ���� 2� ��� ������� ������

����� �������������� �����

11.35134� 11.35135�11.36297a-b�
���� ���� 3� ��� ������ �������

����������� ������������� ��

������������������ �����

11.35173� 11.35174� 11.35175�
���� ���� 3� ������������ �����

��������� ������������� ����
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��� � �11.35170� 11.35171� 11.35172�11.35001�
���� ���� 1� ��� ������ �����

11.35005�
�� 11 ��1828�1 �� ����

��������������������

���� ���� 1� ����� �����������

��� �����    11.16373 
�

�� 11 ��1828�5 �� ���

���������������������

��� ���� 1� ��� ������� ������

11.36025�
�� 11 ��1828�8 �� ��

��������������������

���� ���� 2� ��� ������� ������

���� ������ � �  11.35138� 11.35139 
�

�� 11 ��1828�8 �� ���

����������������������

���� ���� 1� ��� �������� �����

11.22629�
�� 11 ��1828���� ����

��������������������

��� ���� 1� ��� ������� ������

11.36011�
�� 12 ��1829�1 ��� ���

��� ���� 1� ��� ���� ������ 11.26562 
�

�� 12 ��1829�1 �� ��

��������������������

������ ���� 2� ��� �������� ���

������������ ������� � � 11.36041a-b 
�

�� 12 ��1829�1 �� ��

���������������������

���� ���� 4� ��� �������� �����

������ ����������� ���������

��� ����� 11.35128� 11.35129� 11.35130� 11.35131�
���� ���� 1� �������� ����� 11.35003�
���� ���� 1� ������� ����������

������� � � � � 11.26578 
�

�� 12 ��1829�1 �� ���

�������������������������

��� ���� 1� ����� ���� ����� ���

����� � � � � �R�17.3212.10 
�

�� 12 ��1829�3 �� ��

��������������������

���� ���� 2� ��� �������� �����

�������� ��������������� ����

11.26651� 11.26652�
�� 12 ��1829�5 �� ��

�������������������

��� ���� 1� ��� �������� �����

11.35181�
�� 12 ��1829�7 �� �� ���

���� ���� 1� ��� ������ 11.35002 

�� 12 ��1829�7 �� ��

�����������������������

���� ���� 1� ��� ������ �������

������ ������� � �R�17.3212.14�

�� 12 ��1829�7 �� ��

�����������������������

���� ���� 2� ��� ������� ������

������ ���� � �  11.26647� 11.26648 
��� ���� 3� ��� �������� ������

������� ����������� ��������

������ ������� 11.35319� 11.35320� 11.35321�

�� 12 ��1829�9 �� ��

����������������������������

���� ���� 2� ��� ������ �������

��������� ������ � � 11.35132� 11.35133 
�

�� 13 ��1830�1 ��� ��� ��������

��� ���� 1� ��� ��������������

11.36205�
�� 13 ��1830�1 �� ��

�������������������

��� ���� 1� ��� ��������������

��������� � � � 11.35351�
��� ���� 1� ��� �������� �����

11.35340�
���� ���� 3� ��� ����� ��������

���� ����������� �����������

�� ������ 11.35161� 11.35162� 11.35163�11.35009�
���� ���� 2� ��� �������� �����

����������� ����� �  11.35136� 11.35137�
��� ���� 1� ����������� �������

���������� ������� � 11.36211 
�

�� 13 ��1830�1 �� �� ���

��� ���� 1� ��� ���������� 11.35350 
�

�� 13 ��1830�2 �� ��

��������������������������

��� ���� 2� ����������� �������



─ 98 ─

�

- 12 -

�������� �������������� ����

���������� ������ � �  11.36222a-b 
�

�� 13 ��1830�2 �� ��

���������������������

��� ���� 2� ��� ����� ���������

����� �������� � � � ���.36226a-b 
�

�� 13 ��1830�3 �� ��

����������������������

��� ���� 1 �������� ��������11.35338�
��� ���� 2� ��� ������ ��������

����� ������ � � � � �11.36219a-b 
�

�� 13 ��1830�3 �� ��

�����������������������

��� ���� 1� ��� ���� �����������

��������� � � � 11.36201 
��� ���� 2� ������ ��������� ��

�������� ����� �R�17.3210.13� 11.36209�

�� 13 ��1830�3 �� ���

�������������������������

��� ���� 1� ��� ����� ����� 11.36058 
��� ���� 1� ��� ���� ������ 11.37893 
�

�� 13 ��1830�3 �� ���

�����������������

��� ���� 1� ������ �������� �����

11.36206�
�� 13 ��1830�� 3 �� ��� �������

��� ���� 2� ������ ������������

�T.S.R�RES.52.67� RES.52.68�

�� 13 ��1830�6 �� ��� ���

��� ���� 1� �� �������������

11.35190�
�� 13 ��1830�8 �� ��

�������������������

��� ���� 1� ��� � ������ ����

11.34996�
��� ���� 1� ��� �������� ����

11.36213�
�� 13 ��1830�9 �� ��

������������������������

��� ���� 3� ��� ������� �������

�������� �������������� �����

11.36204a-c�11.36203�

�� 13 ��1830�9 �� ��

�����������������������

���� ���� 1� �������� ���� 11.35007�
��� ���� 2� ��������� ���������

������ �������������� �����

�R�17.3212.6� 17.3212.7�11.38821��F�07.716�

�� 13 ��1830�9 �� ��

�������������������

��� ���� 1� ��� ����� ������

�R�17.3210.12�
��� ���� 1� ��� �������� ������

11.36215�
��� ���� 2� ��� ����� ���������

��� �������� � � � � �11.36220a-b 
�

�� 2 ��1831�1 �� ��

���������������������

���� ���� 2� ��� ������ �������

����� ����� � �  11.26649� 11.26650 
���� ���� 2� ��� ������ �������

������ ���� � �  11.35146� 11.35147 
���� ���� 2� �� �������� ������

������ ���� 11.35144� 11.35145�11.36296a-b�
���� ���� 1� ��� ������ ����

�R�17.3212.12�
�� 2 ��1831�1 �� ��

����������������������

���� ���� 2� ��� �������� �����

������� ������ � �  11.35140� 11.35141 
�

�� 2 ��1831�1 �� ��

���������������������

��� ���� 1� ���������� ���� 11.36207�

�� 2 ��1831�1 �� ��

��������������������

��� ���� 2� ��� ������ ��������

����� ������ � �  11.35301� 11.35302 
��� ���� 1� ��� ������ �������

11.36210�
�� 2 ��1831�3 �� ��

��������������������

��� ���� 3� ��� ������ ��������

���� ���������������� ������

����� ����� �  11.35211� 11.35212� 11.35213�

�� 2 ��1831�3 �� ��

�������������������������

��� ���� 1� ��� ����� �������

�R�17.3212.19�
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�� 2 ��1831�3 �� ����

������������������������

��� ���� 2� ��� ������� �������

������ �������������� ������

11.35267� 11.35268�
�� 2 ��1831�3 �� ���

����������������������

���� ���� 1� �������� ���������

11.35013�
�� 2 ��1831�5 �� ��

�����������������������

��� ���� 1� ��������� ����� 11.36214 
�

�� 2 ��1831�7 �� ��

�������������������

��� ���� 1� ��������� ���������

����� ������������ ������11.35186�

�� 2 ��1831�9 �� ��

���������������������

��� ���� 2� ��� ������� �������

������ ����� � �  11.35265� 11.35266 
�

�� 2 ��1831�9 �� ��

��������������������

��� ���� 1� �� ����� ����������

��������� ��������� �������� �

��� � � � � � 11.35330 
�

�� 2 ��1831�11 �� �� ��������������

��� ���� 2� ��� �������� ������

����� �������  11.34995��P.S�49.1753�
��� ���� 1 ����� ������� ������

11.35236 
�� 2 ��1831�11 �� ��

���������������������������

��� ���� 1� �������� ������ 11.36029 
�

�� 2 ��1831�11 �� ���

���������������������

��� ���� 1� ��� ���������� ����

����������� ����  11.35328 
�

�� 3 ��1832��� ���

������ ���� 4� ��� ����� ������

������� �������������� �����

����� �����

11.35278� 11.35279� 11.35280� 11.35281�

�� 3 ��1832�1 ��� ���

��� ���� 3� ��� ������ ��������

������ ������������ �����

11.36034a-c 
�� 3 ��1832�1 ���

������������������

��� ���� 1� ����� ������������

��� ������    11.18133 
�

�� 3 ��1832�1 �� ��

�������������������

��� ���� 3� ��� �������� ������

�������� �������������� �����

11.30386� 11.30385� 11.30384�
�� 3 ��1832�1 �� ���

�����������������������

��� ���� 2� ��� ������� �������

������ ����� � �  11.35263� 11.35264�
��� ���� 1� ����������������� �

���� � � � � � � � � � � � � � � � � � � 11.35329�

�� 3 ��1832�2 �� ��

���������������������

��� ���� 2� ���������� ��������

���� ������ � � � � �11.35205a-b 
�

�� 3 ��1832�3 �� ���

��������������������

��� ���� 2� ��� ������ ��������

������� ���� � �  11.35289� 11.35290�
��� ���� 1� ��� ������ ������

11.36208�
�� 3 ��1832�4 �� ��

���������������������

��� ���� 1� �������� ������ 11.35195�
��� ���� 1� ������� ����� �����

11.35327�
��� ���� 2� ��� �������� ������

����� ������������� ������

11.36031a-b�
�� 3 ��1832�5 �� ���

�������������������

��� ���� 1� ��� �������� ����

11.35271�
��� ���� 1� ��� �������� ����

11.35272�
��� ���� 1� ��� ��������� ����

11.36027�
��� ���� 1� �������� ������ 11.36212�

�� 3 ��1832�6 ��� ��� �����������
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��� ���� 2� ��� ��������������

11.36221a-b�
�� 3 ��1832�7 � ��

������������������

��� ���� 1� ���������� ��������

11.35187�
�� 3 ��1832�8 � ��

����������������������

��� ���� 1� ��� ������� �����

�R�17.3213.14�
�� 3 ��1832�8 � ��

���������������������

��� ���� 2� ��� ������ ��������

�� �����    � �  11.36225a-b 
��� ���� 3� ��� ������ ��������

���� ������������� ���������

���� ������ �  11.35220� 11.35221� 11.35222�
��� ���� 1� ������������ ������

���� ������    11.35189 
�

�� 3 ��1832�9 � ��

��������������������

��� ���� 2� ��� ����� ���������

��� ����� � �  11.35200� 11.35201�

�� 3 ��1832�11 �� ���

�����������������������

��� ����1���� �����������S�21.5352�

�� 4 ��1833�1 �� ��� ����������

��� ���� 4� ��� ����������������

�����������������������������

����������������� � � �11.36223a-d 
�

�� 4 ��1833�1 �� ��

�������������������

��� ���� 4� �������� ����������

���� ��������������� �������

���������� ������

11.26862� 11.26863� 11.26864� 11.26865�
��� ���� 1� ��� �������� ������

���                    11.35188 
��� ���� 1� ��� ������� ������

11.35203�
��� ���� 2� ��� ����� ���������

��������� �������

11.35291� 11.35292�11.38975a-b�
��� ���� 3� ��� ����� ���������

��������� ������������� ����

���     � �  11.36033a-c 

�� 4 ��1833�1 �� ��

����������������������

��� ���� 2� ��� ������ ��������

���� ����� � �  11.35305� 11.35306�
��� ���� 3� ��� ������ ��������

������ �������������� �����

11.35217� 11.35218� 11.35219�11.38793�
��� ���� 1� ��� �������� ����

11.36028�
��� ���� 1� ��� �������� ����

11.36057�
�� 4 ��1833�1 �� ��

�������������������������

��� ���� 3� ��� ������ ��������

���� ����������� ������

11.26852� 11.26853� 11.26854�
�� 4 ��1833�5 �� ��

�����������������

��� ���� 3� ��� ����� ���������

��� ������������� ����

11.35223� 11.35224� 11.35225�
��� ���� 1� ��� ����� ���� � 11.36022 
�

�� 4 ��1833�5 �� ��

�����������������������

��� ���� 2� ��� ������ ��������

����� ���� � �  11.35303� 11.35304 
�

�� 4 ��1833�9 �� ��

��������������������

��� ���� 1� ��� ������ ���� 11.22678 
��� ���� 2� ��� �������� �������

��������� �������R�17.3214.21� 17.3214.22�
��� ���� 1� �������� ����� 11.34997 
�

�� 4 ��1833���� ���

�����������������

��� ���� 2� ��� �������� ������

��������� ����� � �  11.35293� 11.35294 
��� ���� 2� ��� �������� ������

��������� ���� � �  11.35299� 11.35300 

�� 5 ��1834��� ���

�����������������

��� ���� 2� �������� ����������

����� ��������� � �  11.39500a-b 
�

�� 5 ��1834�1 ��� ���

��� ���� 5� ��� ������� �������

���������� ��������������� �
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����������� ���������������

������� �����

11.35206� 11.35207� 11.35208� 11.35209� 11.35210�

�� 5 ��1834�1 �� ��

���������������������

��� ���� 4� ��������� ������ ��

���������� ������������ �����

������� �����

11.35182� 11.35183� 11.35184� 11.35185�

�� 5 ��1834�1 �� ��

���������������������

��� ���� 1� ��� ���� �������� ��

���      11.35197 

�� 5 ��1834�10 �� ��

������������������

��� ���� 1� ��� ����� ���������

�� ������� � � � 11.35191 
�

�� 6 ��1835��� ���

��� ���� 2� �� ���� �������� ���

����� � � � � � �11.36004a-b�

�� 6 ��1835�1 �� ��

���������������������

��� ���� 2� ��� ������ ��������

�� ������� � � � �11.35295� 11.35296
��� ���� 5� ��������� ���������

��� ���������� ������������� �

���������� ����������������

����� �����

11.35277� 11.35273� 11.35274� 11.35275� 11.35276�

�� 6 ��1835�2 �� ��

�������������������������

��� ���� 2� ��� ���� ���� ������

����� ������������� ����

�R�17.3212.22� 11.21991�
�� 6 ��1835�3 �� ��

�����������������������

��� ���� 1� ��� ������� �����

11.26599�
�� 6 ��1835�4 �� ��

������������������ �

��� ���� 1� ��� ������� �����

11.35192�
�� 6 ��1835�5 �� ��

��������������������

��� ���� 2� ���������� ��������

����� ������              11.35261� 11.35262 
��� ���� 2� ��� �������� ������

�������� ����� � �  11.36216a-b�

�� 6 ��1835�8 �� ��

��������������������

��� ���� 1� ��� ��������� �����

�O�65.1724�
���� ���� 1� ������ ���� 11.35004 
���� ���� 1 �� ������ ���� 11.35006�

�� 6 ��1835�10 �� ��

�������������������������

��� ���� 2� ����������� �������

������ ������ �  11.38794a-b�11.35286 
��� ���� 1� ��������� ����� 11.35196 
�

�� 6 ��1835�11 �� ��

�����������������������

��� ���� 1 �������������� ����

11.26597 
��� ���� 2� ��� ������ ��������

���������� ���� � �  11.26632� 11.26631 
��� ���� 1� ���� �������� �����

����������� ����  11.35331 
��� ���� 1� ��� ������ ���� 11.26598 

�� 7 ��1836��� ���

���������������������

��� ���� 1� ��� ����������� ����

��������� ������������ �����

11.36475�
�� 7 ��1836�1 �� ��

�������������������

��� ���� 1� ��� �������� ������

����     11.35194 
�

�� 7 ��1836�1 �� ��

���������������������

��� ���� 2� ��� ������ ��������

�� ������ � �  11.26630� 11.26629 
��� ���� 4� ��� ��������� �����

������� ������������� �������

������ �������

�1.35282� 11.35283� 11.35284� 11.35285�
��� ���� 2� ��� ������ ��������

��� ������ � � � �11.35255� 11.35256 
��� ���� 2� ��� ������ ��������

��� ����� � �  11.35269� 11.35270 
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��� ���� 1� ������ ���������� �

���������� ����   11.22628�
��� ���� 1� ��� ������ ���� 11.36440 
�

�� 7 ��1836�3 �� ��

���������������������

��� ���� 1� ��� ������� �������

��� ������� � � � 11.35204 
��� ���� 2� ��� ������ ��������

���� ���� � �  11.35297� 11.35298 
��� ���� 2� ��� ������������� �

������������� ������ 11.35257� 11.35258 
�

�� 7 ��1836�3 �� ��

�����������������������

��� ���� 1 ����������� �������

11.36202 
�� 7 ��1836�3 �� ���

�����������������������

��� ���� 1� ��� ������� �����

11.36444�
�� 7 ��1836�5 �� ����

�����������������������

��� ���� 1� ��� ����� ������

�R�17.3212.21�
�� 7 ��1836�5 �� ����

���������������������

��� ���� 1� ��� ������ ���� 11.35193 
�

�� 7 ��1836�6 �� ���

�������������������

��� ���� 1� ������ ���� 11.36438�

�� 7 ��1836�6 �� ���

��������������������

���������������������

��� ���� 1� ��� ������ ��������

����     11.35198�

�� 7 ��1836�6 �� ���

�������������������

��������������������

��� ���� 1� ��� ������� ������ �

����� � � � � 11.35199�

�� 7 ��1836�8 �� ��

�������������������

��� ���� 3� ��� ���� ����������

���� ������������ �����

11.35214� 11.35215� 11.35216�

�� 7 ��1836�8 �� ��

�������������������

��� ���� 2� ������������ ������

��������� ��������

11.35259� 11.35260�11.38976a-b�
��� ���� 2� ��� ������� �������

������������������� ������

11.26634� 11.26633�
��� ���� 1� ���������� ����11.35202 
�

�� 7 ��1836�11 �� ���

���������������������

��� ���� 2� ��������� ���������

����� ������ � � � � �11.36218a-b�

�� 8 ��1837��� ���

���������������������

��� ���� 4� ��� �������� ������

�������� ��������������� ���

������������ ������� � � 11.36448a-d 
�

�� 8 ��1837�1 ��� ���

��������������������

��� ���� 3� ��� ���������� ����

���������� �����������������

����    � �  11.36445a-c 
�

�� 8 ��1837�1 �� ��

���������������������

��� ���� 1� ��������� ����� 11.36442�
��� ���� 1� ��������� ����� 11.36473 
�

�� 8 ��1837�1 �� ����

����������������������

��� ���� 2� ��� �������� ������

�������� ����� � �  11.36467a-b 
�

�� 8 ��1837�5 �� ���

��������������������

��� ���� 1� ��� ������� �������

��� ������� � � � 11.35326 
�

�� 8 ��1837�6 � 13 �� ���

�����������������

��� ���� 1� ��� ������� ��������

������� � � � � 11.36439 
�

�� 8 ��1837�6 � 13 �� ���

��� ���� 1� �����   11.35324�
��� ���� 1� ��� �����  11.35325 
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��� ���� 1� ��� �����  11.36024�
��� ���� 1� ������ � � �11.36055�11.36056 
�

�� 8 ��1837�8 �� �� ��������������

��� ���� 2� ���������� ��������

������� ������� � �  11.36453a-b 
�

�� 8 ��1837�8 �� ��

��������������������

��� ���� 1� ��� ��������������

�R�06.824.25�
��� ���� 2� ��� ���������������

�����������������

�R�06.824.22� 06.824.23 
�� 8 ��1837�9 �� ��

�������������������������

��� ���� 4� ������ ����� ������

������� ������������ �������

����� ������ � � � � �11.36008a-d 
�

�� 8 ��1837�9 �� ��

�������������������

��� ���� 2� ��� ��������� �����

���������� ������

11.36449a-b�11.36450a-b�
�� 9�1838����

��� ���� 1� �������  11.36470�

�� 9 ��1838�1 ��� ���

�����������������������

��� ���� 3� ��� ������� �������

������ ������������� ������

11.37800a-c�
�� 9�1838�� 1 �� ��

���������������������

��� ���� 1� ��� �������� ������

11.36469�
��� ���� 1� ��� �������� ������

����� � � � � �11.36436�11.36437�

�� 9�1838�� 1 �� ��

������������������������

��� ���� 3� ��������� ���������

���� ������������� ������

11.36462a-c��R�17.3211.13� 17.3211.14�

�� 9�1838�� 1 �� ��

����������������������

��� ���� 1� ��� ������ �������

11.36007�

�� 9�1838�� 1 �� ��

�������������������������

��� ���� 4� ��� ����� ���� �����

������� ��� �������������� ���

������������� �������

11.36508� 11.36459� 11.36461� 11.36460 
��R��7.3212.9� 17.3213.7�

�� 9�1838�� 1 �� ���

���������������������������

��� ���� 1� ��� ������ ��������

��� ������ � � � 11.16422 
�

�� 9�1838�� 7 �� ���

������������������������

��� ���� 1� ��� �������� ������

11.36451�
�� 9�1838�� 7 � 25 �� ���

��� ���� 1� ��� ������  11.36452�

�� 10 ��1839��� �����

��� ���� 1� ���� ����� �������

���������������� � � ���R�17.3212.11�

�� 10 ��1839�1 �� ��

��������������������

��� ���� 1 �������� ������ 11.36190�

�� 10 ��1839�1 �� ��

��������������������

��� ���� 1� ������� ������ 11.36006 
�

�� 10 ��1839�3 �� ��

����������������������

��� ���� 1� ������������ ������

11.36472�
�� 10 ��1839�3 �� ��

��������������

��� ���� 2� ��� �������� ������

������� ������ � �  11.36005a-b�

�� 10 ��1839�5 �� ���

�������������������

��� ���� 1� ������ ���������� �

������ � � � � 11.26003 
�

�� 10 ��1839�8 �� ���

��������������������

��� ���� 2� ��������� ��������

����� ����� � �  11.35977� 11.35976 
�
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�� 10 ��1839�9 �� ��

����������������������

��� ���� 2� ��������� ���������

����� ������� � � �R�17.3210.10� 17.3210.11 
�

�� 10 ��1839�11 �� ��

�������������������

��� ���� 1� ��� ��������� �����

11.35247�
�� 11 ��1840�1 �� ��

�������������������

��� ���� 1� ��� ������� �����

11.36441�
�� 11 ��1840�3 �� ��

���������������������

��� ���� 1� ������������ ������

11.21995�11.22763�
�� 11 ��1840�3 �� ��

������������������������

��� ���� 1� ��� ����� ������

�R�17.3213.6�
�� 11 ��1840�8 �� ��

��������������������

��� ���� 1� ������� ����� 11.36189 
�

�� 12 ��1841�1 �� ��

��������������������

��� ���� 1� ��� ������� �����

�R�17.3212.8�
��� ���� 1� ��� ������� �����

11.35254�
��� ���� 1� ��� ������� �����

11.35248�
�� 12 ��1841�4 �� ��

�����������������������

��� ���� 2� ��� ������ ��������

���� ������   � �  11.36454a-b 
�

�� 12 ��1841�4 �� ��

��������������������

��� ���� 1� ������������ ������

11.36463�
��� ���� 1� ��� ������� �������

���� �������������� ��������

����� ������������� ������

11.21993�
�� 12 ��1841�8 �� ��

����������������������

��� ���� 1� ����� ����� 11.36465 
�

�� 12 ��1841�9 �� ��

�����������������

��� ���� 1� ��� ������� ������

11.36474�
�� 12 ��1841�9 �� ��

������������������������

��� ���� 1� ���� ������� ������

11.36464�
�� 13 ��1842�1 �� ��

��������������������������

��� ���� 2� ��� ����� ���������

��� ������� � � � � 11.36468a-b 
�

�� 13 ��1842�3 �� ��

���������������������

��� ���� 2� �� �������� ������

���������� ������� � � � � � 11.36455a-b�

�� 4 ��1847�11 �� ��

���������������������

��� ���� 1� ������ �������� 11.35662 
�

�� 5 ��1848��� ���

����������������������

��� ���� 1� ��� ������� ��������

11.35663�
�� 5 ��1848��� ���

�������������������

��� ���� 1� ���� ����� �������

11.36001�
�� 1 ��1848���� �������� � ������

��� ���� 4� ������������ ������

������� ������������� ������

������� ����

�R�11.2240� 06.787� 06.1757� 06.786�

�� 1 ��1848�3 �� ��

��������������������

��� ���� 1� ��� ������� ������

11.35649�
�� 1 ��1848�3 �� ���

������������������

��� ���� 2� ������������ �������

�������� ������ � �  11.35609a-b 
�

�� 1 ��1848�7 �� ����

������������������������

��� ���� 1� ������ ������ 11.35643 
�

�� 1 ��1848�8 �� ��
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�����������������������

��� ���� 1� ������� ������� 11.36002�

�� 1 ��1848�10 �� ���

�����������������

��� ���� 1� ���� ������ � 11.36090 

�� 1 ��1848�11 �� ���

���������������������

��� ���� 1� ��� ������� �������

11.35664�
�� 2 ��1849��� ���

�������������������

��� ���� 1��������� ������� 11.36184 
�

�� 2 ��1849�1 �� ��

��������������������

��� ���� 1� ����� ������ 11.37050 
�

�� 2 ��1849�1 �� ���

����������������������

��� ���� 3� ������� �����������

�� ������������ ������

11.21331� 11.21332� 11.21333�
�� 2 ��1849�3 �� ��

�����������������������

��� ���� 1� ����������� ��������

11.36185�
�� 2 ��1849�4 �� ��

����������������������

��� ���� 1� ��� ������ �������

11.35018�
�� 2 ��1849�4 �� ��

��������������������

��� ���� 1 ����������� ��������

11.22635 
�� 2 ��1849�� 4 �� ���

��������������������

��� ���� 3� ���� ������ ��������

�������� ����������������� ���

���������������������������������������11.35566a-c 
��� ���� 3� ��������� ����������

���� ������������� �������

11.35565a-c�
�� 2 ��1849�8 �� ��

�����������������������

��� ���� 3� �������� ���������

������ ���������������� �������

11.35563a-c 
�� 3 ��1850�1 �� ��

���������������

��� ���� 1� ��������  11.35646 
�

�� 3 ��1850�1 �� ��

����������������������

��� ���� 1������� ��������� 11.35661�
��� ���� 3� ��� �������� ������

��������� ��������������� ����

����     � �  11.35638a-c 
��� ���� 2� ���� ������ ���������

�������� ��������� � �  11.35638a-b 
��� ���� 2� ��������� ����������

������ ��������� � �  11.35612a-b 
��� ���� 2� ������� �����������

������ ��������� � �  11.36458a-b 
�

�� 3 ��1850�1 �� ��

���������������������

��� ���� 1� ������������ ������

��������� �������������� �������

11.22000�11.22769�
��� ���� 3�������� ������������

����� ��������������� ����������

11.36242a-c�
�� 3 ��1850�3 �� ��

����������������������

��� ���� 1� ���� �������� 11.35666�
��� ���� 4� ��� ����� ����������

������ ������������� ���������

����� ��������� � � � �11.35627a-d�

�� 3 ��1850�3 �� ��

��������������������

��� ���� 2� ����������� ��������

��������� ��������� � �  11.35633a-b 
��� ���� 3� ��� �������� ������

�������������� ���������������

�������� � � � � � �11.35564a-c 
�

�� 3 ��1850�3 �� ���

�����������������������

��� ���� 2� �������� ����������

��� ������ �  11.35636a-b�11.35635�

�� 3 ��1850�5 �� ���

�������������������������

��� ���� 1� ���� ������� �������

11.36457�
�� 3 ��1850�8 �� ��

��������������������
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��� ���� 3� ������ ������������

��� �������������� ���������

11.35640a-c�
�� 3 ��1850�8 �� ��

�������������������

��� ���� 2� ������ ������������

�� �������   � �  11.35554a-b 
��� ���� 2� ������ ������������

����� �������� � �  11.35667a-b 
�

�� 3 ��1850�9 �� ��

�����������������������

��� ���� 2� ������������� �����

������������ ���������

11.35599a-b�11.35598�
��� ���� 3� ������� �����������

���� ���������������� ���������

���� ��������   � �  11.35596a-c 
��� ���� 3� ������� �����������

������ ����������������� �����

���� � � � � � � �11.35592a-c�
��� ���� 2� ��� ������ ���������

���� ��������������� ��������

11.35593a-b�
��� ���� 3� ���������� ���������

������� ��������������� �����

���������� ������� � �  11.35595a-c�
��� ���� 3� �������� ����������

����� �������������� �������

11.35594a-c�
��� ���� 2� ��� ������� ��������

������ ������� � �  11.35611a-b�
��� ���� 4� ������� �����������

���������������������� �������

�������� ��������� 11.35597a-d�11.35567a-c�

�� 3 ��1850�9 �� �� ��������������

��� ���� 3� ������ ������������

���� �������������� �������

11.35641a-c�
�� 3 ��1850�9 �� ����

�����������������������

��� ���� 2������ ��������������

������� � � � � � �11.35634a-b 

�� 3 ��1850�9 �� ����

��������������������

��� ���� 3� ��� ��������� �����

������������ ��������������� ��

������ � � � � � �11.35568a-c�

��� ���� 1� ��� ����� ������ 11.35651�

�� 3 ��1850�11 �� ��

�������������������������

��� ���� 2� ������ ����������� ��

������ � � � � � �11.35642a-b�
��� ���� 3������� ������������ ��

������������� ������ � �  11.35614a-c�

�� 4 ��1851��� ���

���������������������

��� ���� 2� ��� ������ ���������

��� �������������� ������ 11.35626a-b 
�

�� 4 ��1851��� ���

��������������������

��� ���� 2� ������ ������������

���� �������   � �  11.35644a-b 
�

�� 4 ��1851�1 �� ��

����������������������

��� ���� 3� ���������� ���������

���� �������������� ������

11.35587a-c�
��� ���� 2� ������ �������������

�������� � � � � � �11.35562a-b�
��� ���� 3� ������ ������������

��� �������������� �������

11.35588a-c�
��� ���� 1� ������ ������� 11.35653�

�� 4 ��1851�1 �� ��

�����������������

��� ���� 3� �������� ����������

����� ��������������� �������

11.35617a-c�
�� 4 ��1851�1 �� ��

����������������������

��� ���� 1� ������� ���������

11.35660�
��� ���� 1� ���������� ���������

����� ���������� � � 11.35659�
��� ���� 2� ���������� ���������

������� ������� � �  11.35582a-b�
��� ���� 2� ��� ����� ����������

����� ��������� � �  11.35608a-b�
��� ���� 3� ������� �����������

���� ��������������� ���������

11.35581a-c�
��� ���� 3� ����� �������������
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�� ���������������� ���������

11.35584a-c�
��� ���� 2� ������ ������������

������ ������� � �  11.35583a-b�
��� ���� 3� ���������� ���������

������� ���������������� �������

����� ������� �  11.35586a-c�11.35585�
��� ���� 1������� ��������� 11.35647�
��� ���� 1������� ��������� 11.35655�
��� ���� 2� ������ ������������

��� ��������� �  11.35559a-b�11.35558�

�� 4 ��1851�1 �� ��

��������������������

��� ���� 1� ������ ������������

���� ��������    11.35658�

�� 4 ��1851�2 �� ���

��������������������

��� ���� 3� ������� �����������

������������ �������������� ���

������ � � � � � �11.35613a-c�

�� 4 ��1851�3 �� ��

�������������������������

��� ���� 3� ��� ������� ��������

������� ���������������� �����

������ � � � � � �11.35573a-c�
��� ���� 2�������� ������������

���� ��������   � �  11.35575a-b�
��� ���� 3� ������������ ������

����������� �������������� ���

������ � � � � � �11.35576a-c 
�

�� 4 ��1851�5 �� ��

����������������������

��� ���� 4��������� �����������

���� ��������������� ���������

�������� ������� � �  11.35630a-d�
��� ���� 2� ������ ������������

��� ���������   � �  11.35631a-b�
��� ���� 3��������� �����������

���� ����������������� ������

���� � � � � � � �11.35632a-c�
��� ���� 3� ��� ������ ���������

�������� ��������������� �������

11.35628a-c�
�� 4 ��1851�5 �� ��

��������������������������

��� ���� 1��������� �����������

����� �������    11.35657�
��� ���� 1� �������� ���������

11.35656�
��� ���� 4� ��������� ����������

�� �������������� ������������

�� ������������� �������������

�� ���������  11.35602a-d�11.35601a-b�
��� ���� 2� ������ ������������

���� ��������� � �  11.35603a-b�
��� ���� 2�������� ������������

���� �������   � �  11.35604a-b�

�� 4 ��1851�8 �� ��

�������������������

��� ���� 2� ������ ������������

������ ������� � �  11.35579a-b�
��� ���� 4� ������� �����������

���� ��������������� ����������

��� ��������������� �������

11.35580a-d�
��� ���� 2� ����� ��������������

��������������� ������ � 11.35553a-b�
��� ���� 4� ����� �������������

�� ���������������� �����������

������ ������� 11.35569a-d�11.35570a-d�
��� ���� 2� ������� ����� �������

������� ��������� � � � �11.35556a-b�

�� 4 ��1851�8 �� ��

��������������������

��� ���� 3� ������� �����������

����� ������������������ �����

���� � � � � � � �11.35577a-c�
��� ���� 2� ��� �������� ������

������������� ���������  11.35578a-b�

�� 4 ��1851�8 �� ���

�����������������

��� ���� 2� ������ �������������

�������� � � � � � �11.35561a-b�

�� 4 ��1851�9 �� ��

�������������������������

��� ���� 3� ��� ������ ���������

�� �������������� �������������

���������� � � � � �11.35610a-c�
��� ���� 3� ����� ��������������

�������������� ��������

11.35637a-c�11.35654�
�� 4 ��1851�9 �� ��
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�������������

��� ���� 2� ������ ������������

�� ���������   � �  11.35574a-b�
��� ���� 2��������� �����������

���� ��������� � �  11.35560a-b 

�� 4 ��1851� 11 �� �� ������������

��� ���� 2� ���� ����� ������

�������� ��������� � �  11.35557a-b�

�� 5 ��1852��� ���

�����������������������

��� ���� 2� ������ ������������

��� �������   � �  11.36471a-b�

�� 5 ��1852�1 �� ��

���������������������

��� ���� 2� ��� ������ ���������

������ ��������� � �  11.35629a-b�

�� 5 ��1852�1 �� �� �����������

��� ���� 6� ��� ����� ����������

���� ��������������� ���������

����� ������������� ����������

����� ��������� �  11.35606a-f�11.35607 
�

�� 5 ��1852�2 �� ���

�����������������������

��� ���� 2� ������ �������������

���������� � � � � �11.35618a-b�

�� 5 ��1852�2 �� ���

��������������������

��� ���� 4� ��������� ����������

����� ��������������� ��������

������� ���������������� �����

���� � � � � � � �11.35621a-d�

�� 5 ��1852�3 �� ��

�������������������

��� ���� 2� ������ ������������

���� ������   � �  11.35591a-b�

�� 5 ��1852�3 ��� ���

�������������������

��� ���� 2� �������� ����������

����� �������   � �  11.35590a-b�

�� 5 ��1852�3 �� ��

����������������������

��� ���� 1� ���� ����� ���������

���� �������    11.35589�

�� 5 ��1852�3 �� ��

���������������������

��� ���� 2� ����������� �������

������������� ��������

11.35619a-b�11.35620a-b�
�� 5 ��1852�8 �� ���

����������������������

��� ���� 3� ���� �������� �����

������������ ������������� ���

������ � � � � � �11.35623a-c�

�� 5 ��1852�8 �� ���

������������������������

��� ���� 2� ���������� ���������

����� �������� � �  11.35571a-b�

�� 6 ��1853�1 �� ��

�����������������������

��� ���� 5� ��� �������� �������

������� ��������������� �������

������� �������������� ��������

11.35624a-e�
��� ���� 2������ ������������� ��

�����    � �  11.35616a-b�
��� ���� 3� ���� ������������� ��

����������� ������� � �  11.35625a-c�
��� ���� 3� ��� ����� ����������

���� ��������������� �������

11.35600a-c�
������ ���� 2� ���� ������ ����

���������� ��������

11.35790a-b�11.35797a-b�
��� ���� 1� ������ ������� 11.35979�

�� 7 ��1854�1 �� ��

���������������������

��� ���� 1� �������� ��������

11.36456�
��� ���� 1� �������� ��������

11.35648�
�� 7 ��1854�8 �� ��

�����������������������

��� ���� 2� ������ �������������

�������������� ��������� 11.36000a-b�

�� 2 ��1855�8 �� ��

�����������������������
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��� ���� 2� ���������� � ��������

���� ���������� � � � �1.35572a-b�
��� ���� 1� �������� ��������

11.35650�
�� 3 ��1856�1 �� ��

�����������������������

��� ���� 1� ������� ���������� �

����������� ������������� ��

���������� ������������� ���

�������� ������� � � 11.36249�

�� 3 ��1856�2 �� ���

���������������������

��� ���� 2� ������� �����������

���� ������ � �  11.35080� 11.35081�

�� 3 ��1856�8 �� ���

���������������������

��� ���� 2� ���� ������ ��������

������� ������           11.35069� 11.35070�

�� 3 ��1856�9 �� ��

��������������������

��� ���� 2������ ������������ �

����� � � � � � � 11.3997a-b�

�� 3 ��1856�9 �� ��

����������������������

��� ���� 1� ������ ������ 11.36252 
�

�� 3 ��1856�9 �� ���

���������������������

��� ���� 2� ���������� ��������

��� �����   � �  11.35998a-b�
��� ���� 2� ��� �������� ������

�������� ����� � �  11.35999a-b�
��� ���� 1� �������� ���� 11.35050�

�� 4 ��1857��� ���

����������������������

��� ���� 1� ���� �������� 11.36243�

�� 4 ��1857��� �����

��� ���� 1���������������� 11.21116�
�

�� 4 ��1857�1 �� ��

���������������������

��� ���� 1� ������ ������ 11.35533�
��� ���� 2� ������ �����������

��� �����   � �  11.35786a-b�

��� ���� 2� ������� ����������

��� ������������� ����� 11.20662a-b�
��� ���� 2� ����� ������������

���� ������������� ����

11.35801a-b�11.20660� 11.20659�
��� ���� 2� ������ ������������

������   � �  11.21114� 11.21107�
��� ���� 3� ������ �����������

�� ����������� ������������ �

����� � � � � � �11.20665a-c�
��� ���� 1� �������� ������

11.21108�
��� ���� 1� ������ ���� 11.37052�

�� 4 ��1857�1 �� ��

����������������������

��� ���� 2������ ������������ �

����� � � � � � �11.37056a-b�

�� 4 ��1857�1 �� ��

�����������������������

��� ���� 2� ������� ����������

�� ������   � �  11.35807a-b�
��� ���� 3���������� ���������

���� ���������������� �������

11.20657a-b� 11.21103�
��� ���� 2� ������ ������������

��� ��������   � �  11.36250a-b 
�

�� 4 ��1857�1 �� ��

������������������������

��� ���� 1� ������ �������� 11.36251 
�

�� 4 ��1857�3 �� ��

���������������������

��� ���� 1� ��������� ������

11.20667�
�� 4 ��1857�3 �� ��

�����������������

��� ���� 1� ����� ������� 11.35492�

�� 4 ��1857�4 �� ��

����������������������

��� ���� 2� ������ ������������

����� � � � � � �11.35808a-b�
��� ���� 1��������� ������� 11.35539�

�� 4 ��1857�5 �� ���

������������������

��� ���� 1� ��� ����� ����� 11.35996 
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�� 4 ��1857�5 �� ���

���������������������

��� ���� 2� �������� ����������

������ ������� � �  11.36148a-b 
�

�� 4 ��1857�7 �� ��

����������������������

��� ���� 2� ������������� �����

������������ ��������� �  11.36101a-b�

�� 4 ��1857�8 �� ��

�����������������������

��� ���� 3� ����������� ��������

��������� ��������������� ����

������ � � � �11.37882a-c�11.20666�

�� 4 ��1857�8 �� ��

����������������������

��� ���� 2���������� ���������

��� ������ � � � � �11.37058a-b�
��� ���� 2� ������ ������������

���� ��������   � �  11.35806a-b 
�

�� 4 ��1857�8 �� ��

�����������������������

��� ���� 1 ������� �������� 11.36246�
��� ���� 5� ���� ������ ��������

������� ���������������� �����

���������� ������������ ��������

11.35503a-e�
��� ���� 3� ���� ������������ �

����������� ������ 11.35994a-b� 11.35978�

�� 4 ��1857�8 �� ��

�������������������������

��� ���� 2� �������� ���������

��� ������ � � � � �11.35783a-b�
��� ���� 3� ��� ������ ��������

����� ������������� �����

11.35805a-c�
�� 4 ��1857�9 �� ��

����������������������

��� ���� 1� �������� ����������

���� �������������� ������ 11.35516�

�� 4 ��1857�9 �� ��

���������������������

��� ���� 2� ������ �������������

������ � � � � � �11.35803a-b�

�� 4 ��1857�9 �� ���

���������������������

��� ���� 1� ���� ������ ��������

11.35980�
�� 5 ��1858�1 �� ��

���������������������

��� ���� 1� ����� ����  11.35028�

�� 5 ��1858�1 �� ��

�������������������

��� ���� 2� �������� ���������

���� ������������ ��������

11.21112� 11.21111�
�� 5 ��1858�1 �� ���

��� ���� 1� ��� ��������������

11.36248�
�� 5 ��1858�1 �� ��

�������������������

��� ���� 5� �������� ���������

����� ��������������� ������

�������� �������������� ����

��� � � � � � � �11.37053a-e�
��� ���� 1 �������� ������ 11.37891�
��� ���� 1� �������� ��������

11.35534�
��� ���� 2� ���� ������ �������

������ ������ � �  11.36134a-b�
��� ���� 3��������� �����������

���� �������������� ��������

11.36156a-c�
�� 5 ��1858�1 �� ��

���������������������

��� ���� 3� ����� ������������ ��

���������� ��������������� ���

����������� ������ � �  11.36161a-c�

�� 5 ��1858�1 �� ���

���������������������

��� ���� 2� ������� ����������

����� ������ � �  11.21101� 11.21118�
��� ���� 1� ���� �����  11.37890�

�� 5 ��1858�8 �� ���

��������������������

��� ���� 2� ���������� ��������

������ ������ 11.36085a-b�11.36137a-b�
��� ���� 2� �������� ���������

��� ������   � �  11.35799a-b�
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�� 5 ��1858�10 �� ��

�������������������

��� ���� 2������� ����������� �

����� � � � � � �11.35787a-b�

�� 5 ��1858�10 �� ��

������������������������

��� ���� 1� ����� ����  11.35540�
��� ���� 1� ����� ���������� ���

���� � � � � � 11.37885�

�� 5 ��1858�10 � 19 �� ���

��� ���� 1� �������  11.35529�

�� 5 ��1858�10 � 19 �� ���

�����������������������

��� ���� 1� ������ ������ 11.37884�

�� 6 ��1859�1 �� ��

����������������������

��� ���� 2� ����� ����������� �

����� � � � � � �11.36129a-b�
��� ���� 3� ����� ������������

��� ����������� ������������

�� ����������� ������� � 11.36163a-c�
��� ���� 3� ������ ������������

�������������������� ������

11.36162a-c�11.36111a-b�
��� ���� 4� ��� ������� �������

���� ����������� �����������

�� ������ 11.43796� 11.43797� 11.43794� 11.43795�

�� 6 ��1859�1 �� ��

�����������������

��� ���� 3� ����� ������������ ��

����������� ������ � �  11.35622a-c�
��� ���� 1� ����� ������ 11.37888�
��� ���� 3������ ������ ������ �

����� � � � � �� 11.21102a-c�

�� 6 ��1859�1 �� ��

��������������������

��� ���� 2� ������� ����������

���� �����   � �  11.25983a-b 
��� ���� 3� ������ ���������� �

���������� ����� � �  11.35984a-c�

�� 6 ��1859�1 �� �� ��������������

��� ���� 2� ��������� ���������

��� ������� � � � � �11.35802a-b�

�� 6 ��1859�1 �� ��

����������������������

��� ���� 2� ���������� ��������

������ �������������� �����

11.35789a-b�
��� ���� 1� ��� ������� ���������

11.37889�
��� ���� 2� ������� ����������

��� �����   � �  11.37055a-b 

�� 6 ��1859�1 �� ��

�����������������

��� ���� 2� �������� ���������

��� ����������� ������� 11.37331a-b�
��� ���� 4������ ������������ �

���������� ������������ �����

���� ���������� �����

11.35505a-d�11.41997a-c�
�� 6 ��1859�3 �� ��

�����������������������

��� ���� 3� ������ ������������

����������� ������ � �  11.35800a-c�
��� ���� 2� ������ ������������

����    � �  11.35993a-b�
��� ���� 2� ��� ������ ��������

�� ����    � �  11.35989a-b�

�� 6 ��1859�3 �� ��

��������������������

��� ���� 2� ������� ��������� �

������ � �11.35782a-b�11.41984a-b�11.41985a-b 

�� 6 ��1859�3 �� ��

��������������������

��� ���� 5� ��� ������ ��������

��� ������������ ������������

�������������� ������������

�� ����� � � � � � �11.35804a-e�

�� 6 ��1859�3 �� ��

�������������������������

��� ���� 2� ���� ����������� ��

����� � � � � � � � � � � � � � � � � 11.36114a-b�
��� ���� 3����� ������������� �

���������� �������������� ��

����� � �11.35798a-c�11.20655� 11.21121�
��� ���� 2� ���� ����������� ��

����� � � � �11.36131a-b�11.41917�
��� ���� 2� ����� ����������� �

�����   � �  11.20661� 11.21105�



─ 112 ─

�

- 26 -

��� ���� 3� ������� ����� �����

������ ����������� ������

11.35795a-c�11.21104� 11.21120� 11.21119�
��� ���� 1� ������ ���� 11.37887�
��� ���� 3� ����� ����������� �

���������� ������ � �  11.36160a-c 
��� ���� 2� ���� ����������� ��

����    � �  11.36125a-b�

�� 6 ��1859�3 �� ��

��������������������

��� ���� 2� ������� �����������

������� � � � � � �11.36142a-b�
��� ���� 2���������� ���������

����� ������   � �  11.35784a-b�

�� 6 ��1859�8 �� ��

�����������������������

��� ���� 2� ������ ������������

����� � � � � � �11.37057a-b�
��� ���� 2� ��� ����� ���������

�� ������ 11.21100� 11.21099�11.37059a-b�
��� ���� 1� ������� ���� 11.35665�

�� 6 ��1859�8 �� ��

����������������������

��� ���� 3� ����� �������������

������������ ������

11.21106� 11.21109� 11.20669�
��� ���� 2� ���������� ��������

��� ������ 11.20664� 11.20668�11.37054a-b�

�� 6 ��1859�10 �� ��

�������������������

��� ���� 2�������� ���������� �

�����   �  11.36071a-b�11.41918�

�� 6 ��1859�10 �� ���

�������������������

��� ���� 1� ������ ����� � � 11.37051�
��� ���� 2� ������ ������������

������   � �  11.20656� 11.20658�

�� 7 ��1860�1 ��� ���

�����������������������

��� ���� 2 ����� ���������� ����

11.36127a-b�
�� 7 ��1860�1 �� ��

��������������������

��� ���� 2� �������� ���������

���� ����   � �  11.35555a-b�
��� ���� 2� ������ �����������

��� ������   � �  11.36064a-b�
��� ���� 2� ��������� ���������

���� ����  11.36059a-b�11.41992a-b�

�� 7 ��1860�1 �� ��

�������������������

��� ���� 1� ����� ����  11.35536�
��� ���� 2� ������ �����������

�� ������� � � � � �11.35785a-b�

�� 7 ��1860�1 �� ���

����������������������

��� ���� 3� ������ ������������

������������� ������� � �11.35796a-c�
��� ���� 1� ������ ������ 11.35652�

�� 1 ��1860�3 �� ��

����������������������

��� ���� 2� ������ ������������

������������� ���������� ���

����� � � � � � �11.36089a-b�
��� ���� 2� ��������� ���������

����� �������� � � � �11.36042a-b�

�� 1 ��1860�� 3 �� ���

������������������������

��� ���� 1� ��� �������� �����

11.37892�
�� 1 ��1860�4 �� ���

���������������������

��� ���� 2� �������� ���������

�� ������   � �  11.35788a-b�

�� 1 ��1860�8 �� ��

���������������������

��� ���� 1������� ����������� �

������ � � � � 11.35982�

�� 1 ��1860�8 �� ���

�����������������

��� ���� 3� ������� ����������

�� ��������� ������������ ���

������� ����   � �  11.35995a-c�

�� 1 ��1860�8 �� ���

�������������������

��� ���� 1������� ����������� �

����� � � � � 11.35981�
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�� 1 ��1860�8 �� ���

�����������������������

��� ���� 3� ������� ����������

��� �������������� �������

11.36164a-c�
��� ���� 1� ��� �������� �����

11.35548�
��� ���� 2� �������� ���������

�� ����� � � � � � �11.35988a-b�
��� ���� 3� �������� ���������

��� ����������� ������������ �

��������� � � � � �11.35990a-c�
��� ���� 1� ������� ��������

11.35991�
��� ���� 1� �������� ���������

��� ������������ �������� 11.36245�

�� 1 ��1860�9 �� ��

���������������������

��� ���� 1������� ����������� �

����� � � � � 11.35985�
��� ���� 2� ������� �����������

���� ������   � �  11.35987a-b�

�� 1 ��1860�11 �� ���

����������������������

��� ���� 2������� ����������� �

����������� ���� � �  11.36083a-b�

�� 2 ��1861�1 �� ���

�������������������

��� ���� 2� ������ ������������

����� � � � � � �11.36091a-b�
��� ���� 2� �������� ����������

���� ������   � �  11.36106a-b�
��� ���� 1� ������� ���� 11.35535�
��� ���� 3������� ����������� �

������������ ������ � �  11.36159a-c�

�� 1 ��1861�3 �� ��

�����������������������

��� ���� 2� �������� ���������

��� ������������ ����� � 11.36096a-b�
��� ���� 2� ������ �����������

�� ������� � � � � �11.36097a-b�
��� ���� 3� �������� ���������

����� ������������ ������

11.35538� 11.36102a-b�
�� 1 ��1861�3 �� ���

��������������

��� ���� 3� �������� ����������

���������� ����������� �����

��� � � � � � � �11.36168a-c�
��� ���� 1� �������� ���� 11.35512�

�� 1 ��1861�4 �� ���

���������������������

��� ���� 1� ��� ������� �����

11.35551�
�� 1 ��1861�4 �� ���

������������������������

��� ���� 1� ����� �������� �����

11.35986�
�� 1 ��1861�5 �� ���

������������������

��� ���� 2������ ������������� ��

������ � � � � � � � � � � � � 11.21115� 11.21110�
��� ���� 1� ������� ������ 11.37886�
��� ���� 2� ������� �����������

����� �  11.35023� 11.35024�11.35288�

�� 1 ��1861�5 �� ���

��������������������

��� ���� 1� ������ ������������

����� ������    11.35510�
��� ���� 2� �������� ���������

����� ����  11.36132a-b�11.41980a-b�
��� ���� 1� ������� �����������

����     11.42999�

�� 1 ��1861�5 �� ���

�����������������

��� ���� 2�������� �����������

������ ����������� �����11.36073a-b 
�

�� 1 ��1861�5 �� ���

�����������������������

��� ���� 1� ������� �����������

����� � � � � 11.43005�

�� 1 ��1861�7 �� ���

�����������������

��� ���� 2� ��������� ����������

��� �������� � � � � �11.36061a-b�

�� 1 ��1861�8 �� ��

��������������������

��� ���� 2� ����� ����������� ���

���� � � � � � � �11.36099a-b�
��� ���� 2� ������ ������������
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��������������� ������� � 11.36138a-b�
��� ���� 2� ������� �����������

����� ����������� ��������

11.36080a-b�11.41972a-b�
��� ���� 1�������� �������� 11.35514�
��� ���� 1� ��������� ���������

���� ������    11.43001�

�� 1 ��1861�8 �� ��

������������������������

��� ���� 1��������� ������� 11.35513�

�� 1 ��1861�8 �� ��

��������������������

��� ���� 2� ������� �����������

���� ������������������� ������

11.36117a-b�
��� ���� 3� ��������� ���������

����� ��������������� ��������

11.36182a-c�11.41994a-c�
��� ���� 2� ������� �����������

����� ����������������� ������

11.35992a-b�
�� 1 ��1861�8 �� ��

����������������������

��� ���� 1������ ������������ �

������ � � � � 11.43004�

�� 1 ��1861�8 �� ��

��������������������

��� ���� 2� �������� ����������

������� ������ � �  11.36133a-b�
��� ���� 2��������� �����������

������ ������� � �  11.36081a-b�

�� 1 ��1861�10 �� ��

��������������������

��� ���� 3� ������ ��������� ��

�������� ��������  11.36183a-c�11.35522�
��� ���� 2� ����� �������������

����� � � � � � �11.36112a-b�
��� ���� 2� �������� ���������

�� ������������ ������������

��� �������   � �  11.36105a-b�
��� ���� 3� ������ �����������

�� ���������� ����������� ���

��� � � � � � � �11.36165a-c�
��� ���� 2� ����� ����������� �

����� � � � � � �11.36109a-b�
��� ���� 1� ������ ������ 11.35550�

��� ���� 1� ������ ���� 11.35511�

�� 1 ��1861�10 �� ���

��������������������

��� ���� 1� ��������� ��������

����� �����    11.43003�

�� 1 ��1861�11 �� ���

�����������������������

��� ���� 1� ������ ������������

������ � � � � 11.43002�

�� 1 ��1861�11 �� ���

�����������������������

��� ���� 2� ����� ����������� �

����� � � � � � �11.36146a-b�
��� ���� 1� ������ �����������

�� ������� � � � 11.43000�
��� ���� 1� ���� ������������ ���

�����     11.35041�

�� 2 ��1862��� ��� �������� ���

���� 2� ������������������11.37811� 11.37848�
���� 3� ���������� �����������

��� ������������������ ���������

������ ��������������������� ��

�������������� ��������� 11.37812a-c�
���� 1� ���� ������� ����������

�� �������    11.37813�
���� 1� ������������� ���������

���� ��������    11.37814�
���� 1� ���������� ��������11.37815�
���� 1� ����������� ����������

��� ������    11.37816�
���� 1� ���������� �������� 11.37817�
���� 1� ��� �������� ����������

���� �������� � � � 11.37847�
���� 1���������� ������������ ��

�����     11.37818�
���� 1� ��� ����������� ������

�������� �������   11.37819�
���� 1� ��� �������� ������ 11.37820�
���� 1� ��� ���������� ��������

11.37821�
���� 1� ����������� ����������

����� �������    11.37822�
���� 1� ��� ����������� ������

��������� ��������  11.37823�
���� 1� �������� ��������������

��������     11.37824�



─ 115 ─

�

- 29 -

���� 1� ��� ��������� ���������

��� �������    11.37825�
���� 1���������� ������������ ��

������ � � � � 11.37826�
���� 1� ��� ��������� �������

11.37827�
���� 1� ��� ���������� �������

11.37828�
���� 1� ��� ��������� ���������

��� �������    11.37829�
���� 1� ����������� ����������

��� ������    11.37830�
���� 1� ���������� �����������

���� �������    11.37831�
���� 1� ��������� �������������

�������     11.37832�
���� 1� ���������� �����������

�� �������    11.37833�
���� 1� ������������ ����������

��� �������    11.37834�
���� 1� ��� ���������� ��������

������� �������   11.37835�
���� 1���������� ������������ ��

������     11.37836�
���� 1� ��� �������� ����������

����� �������    11.37837�
���� 1������������� ����������

����� ������    11.37838�
���� 1� �������� ������������ ��

�����     11.37839�
���� 1��������� ������������� ��

�����     11.37840�
���� 1� ����������� ����������

����� ��������   11.37841�
���� 1� ��������� ����������� ��

������     11.37842�
���� 1� ������������ ����������

��� ������    11.37843�
���� 1� ��� ����������� ��������

����� ��������   11.37844�
���� 1���������� ������������ ��

������ � � � � 11.37845�
���� 1� ������������ ���������

�� ������ ������   11.37846�
���� 3� ��� ����� ������������ ��

����������� ����������� �������

����� ������������ �����������

1.37849a-c�
���� 1� ���������� �����������

��� ��������    11.37848�

���� 1� ��������� �������� 11.37855�
���� 1� ���������� ������� 11.37865�
���� 1� ���������� �����������

��� �������    11.37869�
���� 1� ������������ ���������

����� ���������   11.37871�
���� 1� ��� ����������� �������

������� ��������   11.37872�
���� 1� �������� ������������ ��

�����     11.37851�
���� 1� ������������ ���������

���� �������    11.37856�
���� 1� ���������� ��������

11.37857�
���� 1� ���������� �����������

�� ��������    11.37858�
���� 1� ��������� ������������

�� ���������    11.37866�
���� 1� ������������ ���������

����� ������    11.37867�
���� 1� ��� ���������� ��������

11.37873�
���� 1� ��� ������������ ��������

11.37874�
���� 1� ��������������� ������

����     11.37875�
���� 1� ��������� ���������� ���

������ � � � � 11.37876�
���� 1� ��� ���������� ��������

11.37852�
���� 1���������� ������������ ��

������ � � � � 11.37859�
���� 1� ��� ���������� ��������

��� ���������    11.37860�
���� 1� ��� ������ ������������

������������    11.37861�
���� 1� ��������� ����������� ��

�������     11.37853�
���� 1� �������� �������������

11.37862�
���� 1� ��� ���������� ��������

������ �������   11.37863�
���� 1� ������������ ���������

���� ��������    11.37854�
���� 1� ����� ������������ �����

�������     11.37864�
���� 1� �������� ������ 11.37868�
���� 1� ���������� ���������

11.37877�
���� 1� ��� �������� �����������
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���������� � � � 11.37878�
���� 1� ������� �������������

11.37879�
���� 1� ��� ���������� ��������

����� �������    11.37870�
���� 1� ��������� ������������

�� �������    11.37880�
���� 1� ������������ ��������

11.37881�
�� 2 ��1862��
��������������������

��� ���� 2� ������ ������������

������������� ����

11.36121a-b�11.41977a-b�11.35532�
��� ���� 2� ����� ����������� �

������������ ����������� ���

������� ������ 11.36076a-b�11.41979a-b�

�� 2 ��1862���

��������������������������

��� ���� 1� ��� ������ �������

11.35527�
�� 2 ��1862���

�������������������

��� ���� 1� ������� ���� 11.35049�

�� 2 ��1862���

���������������������

��� ���� 1� ��� ������ ������

11.35552�
�� 2 ��1862�1 ��� ���

��������������������

��� ���� 4� ��������� ��������

����� ��������������� ������

�������� ������ � �  11.35545a-d�

�� 2 ��1862�1 �� ��

��������������������

��� ���� 2� ������� ����������

��� ������   � �  11.36084a-b�
��� ���� 2� ������� ����������

�� �����    � �  11.36078a-b�
��� ���� 2� ��� �������� �������

��������� ���������  11.35059� 11.35060�

�� 2 ��1862�2 �� ��

��������������������

��� ���� 2� ������� ����������

���� ����� � �  11.35071� 11.35072�
��� ���� 2� ������� �����������

�������   � �  11.35082� 11.35083�
��� ���� 2� ������� ����������

�� ������������� ����

11.35073� 11.35074�11.35020�
��� ���� 2� ������� ����������

���� ����������� ����������� �

����������� ������ � �  11.36140a-b�
��� ���� 2� ������� �����������

��������� � � � � �11.36135a-b�
��� ���� 2� ���� ��������� �����

�������� ���� � �  11.36077a-b�
��� ���� 2� ������� �����������

�������    � �  11.36126a-b�
��� ���� 2� ����� ������������

��� ����    � �  11.36145a-b�

�� 2 ��1862�2 �� ��

������������������

��� ���� 2� ����� ����������� �

����� � � � � �11.35090� 11.35091�

�� 2 ��1862�� 8 �� ��

�������������������

��� ���� 2� ������ ������������

������    � �  11.36149a-b�
��� ���� 1� �������� ����� 11.35549�

�� 2 ��1862�10 �� ������

��� ���� 4� �����������������

��������������������������

������ � � � � � �11.36230a-d�

�� 2 ��1862�10 �� ��� �����������

��� ���� 1� ��� ������� �����

11.35524�
�� 2 ��1862�10 �� ��

���������������������

��� ���� 2� ������ �����������

�� �������   � �  11.36144a-b�

�� 2 ��1862�10 �� ��

�����������������������

��� ���� 2�������� ���������� �

������������ ����� � �  11.36103a-b�

�� 3 ��1863��� �

��������������������������

��� ���� 2������� ����������� �

����   � �  11.35240� 11.35239�
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�� 3 ��1863�1 �� ��

���������������������

��� ���� 3� �������� ���������

�� �������������� �������� ��

�������� ������������� ������

11.35241� 11.35242� 11.35243 
�11.35244� 11.35245� 11.35246�

��� ���� 2� �������� ���������

�� ��������������� ����� 11.35793a-b�

�� 3 ��1863�1 �� ��

���������������������

��� ���� 2� ���� ������������ �

����� � � � � � �11.36100a-b�
��� ���� 3� ������ ������������

������������� �����

11.36157a-c�11.41916� 11.41971a-b�
��� ���� 3� �������� ���������

��� ��������������� ������

11.36169a-c�
��� ���� 2� ������� ��������� �

������������ ���������� ������

11.36124a-b�
��� ���� 2������ ������������ �

����    � �  11.36108a-b�
��� ���� 3� �������� ����������

�������������� ��������������

������������ ���������� ����

��������� ������������ ������

������ ������� � � � �11.36158a-c�
��� ���� 2� ���������� ��������

������ ������� � � � �11.35077a-b�
��� ���� 2� � ������� ���������

����� ������   � �  11.36227a-b�

�� 3 ��1863�1 �� ���

�������������������������

��� ���� 2� ������ �����������

�� ����   �  11.36166a-b�11.41925�
��� ���� 2� ���� ������������ �

������   �  11.36167a-b�11.35537�

�� 3 ��1863�3 �� �� ��������������

��� ���� 3� ��� ������ ��������

���� ������������� ������

11.35087� 11.35088� 11.35089�
�� 3 ��1863�3 �� ��

���������������������

��� ���� 3� ������ ������������

������������� ������

11.35084� 11.35085� 11.35086�

��� ���� 3� ��������� ���������

���� ������������ ������

11.35044� 11.35092� 11.35093�
��� ���� 2� ������ ������������

������� � � � � � �11.36088a-b�

�� 3 ��1863�3 �� ���

����������������������

��� ���� 1� ���� ������ �����

11.39506�
�� 3 ��1863�4 �� ���

��������������������

��� ���� 1� ������ ����� 11.35253�

�� 3 ��1863�4 �� ���

����������������������

��� ���� 1� ��� ������� ������

11.36238�
�� 3 ��1863�7 �� ���

�������������������

��� ���� 2� ������� ����������

������ ������ � �  11.36136a-b 

�� 3 ��1863�7 �� ���

������������������������

��� ���� 2� ���� ������������ �

������ � � � � � �11.36072a-b�

�� 3 ��1863�8 �� ��

���������������������

��� ���� 2� ������ �����������

�� �����   �  11.39504a-b�11.41924�

�� 3 ��1863�8 �� ��

��������������������

��� ���� 2� ��������� ���������

����� �������� � � �11.35057� 11.35058�

�� 3 ��1863�8 �� ���

�����������������������

��� ���� 2� ��������� ��������

���� ��������������� ��������

���� �����   � �  11.36231a-b�

�� 3 ��1863�9 �� ��

������������������������

��� ���� 1� ��� ����� ����� 11.35042�

�� 3 ��1863�9 �� �� ������������

��� ���� 2� ��� ����� ����������
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������� � �  11.35053� 11.35054�
��� ���� 1� ��� ����� ����� 11.35047�

�� 3 ��1863�9 �� ���

�����������������

��� ���� 1� ��������� ����� 11.35045�
��� ���� 2� ��� ������ ��������

���� ������ � �  11.35055� 11.35056�
��� ���� 6� ��������� ���������

���� ������������ ����������

�� �������������� ����������

�� ������          11.35063� 11.35064� 11.35065 
� 11.35066� 11.35067� 11.35068�

��� ���� 1� ���� �����  11.35525�
��� ���� 1� ��� ������� �������

���� �����    11.42997�
��� ���� 1� ��� ������� �������

���� �����    11.42995�

�� 3 ��1863�10 �� ��

�������������������

��� ���� 2� ��� ����� ���������

�� ������ � �  11.36074a-b�
��� ���� 4� ��� ����� ���������

���� ������������ �����������

��������� � � � � �11.35506a-d�

�� 4 ��1864�1 �� ��

�������������������������

��� ���� 3� ����� �������������

������������ ������� � � 11.36239a-c�
��� ���� 3� �������� ���������

���� ������������� ������

11.37883a-c�
��� ���� 1� ����� ������ 11.35052�
��� ���� 1��������� ������ 11.35043�

�� 4 ��1864�1 �� ��

���������������������

��� ���� 3� �������� ���������

���� ������������� ������

11.39507a-c�
��� ���� 2� ��� ������ ��������

����� �������� � � � �11.36104a-b�
��� ���� 2� ���������� ��������

����� �������� � � � �11.36139a-b�

�� 4 ��1864�1 �� ���

�������������������

��� ���� 1� ��� ������ ��������

��� ����� � �  11.42998�11.35541�

�� 4 ��1864�1 �� ��� ���

���������������������

��� ���� 1� ��� ����� ����������

������� � � � � 11.42996�

�� 4 ��1864�1 �� ���

�������������������

��� ���� 2� �������� ���������

����� �����   � �  11.36228a-b�

�� 1 ��1864�3 �� ��

������������������

��� ���� 1� �������� ���������

��� �����    11.39505�
��� ���� 1� ����� ���������� ��

���      11.16231�

�� 1 ��1864�3 �� ��

���������������������

��� ���� 2� ������� �����������

�� ��������   � �  11.35791a-b�

�� 1 ��1864�3 �� ���

�������������������������

��� ���� 1� ��� ����� ����� 11.35519�

�� 1 ��1864�7 � 14 �� ���

��� ���� 1� �����   11.35530�

�� 1 ��1864�8 �� ���

�����������������������

��� ���� 2� ��� ����� ���������

�� ���������� ������ � �  11.35792a-b�

�� 1 ��1864�8 �� ���

����������������

��� ���� 2� ��������� ��������

������ ������� � �  11.36234a-b�

�� 1 ��1864�8 �� ���

�����������������

��� ���� 2� ����� ����������� �

����� � � � � � �11.36233a-b�

�� 1 ��1864�9 �� ��

����������������������

��� ���� 2������� ����������� �

����    � �  11.36232a-b�
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��� ���� 1� ��� �������� ������

�������� �������  11.35520�

�� 2 ��1865�1 �� ��

�������������������

��� ���� 2� ����� ������������

�� �������������� �������

11.36095a-b�
�� 2 ��1865�2 �� ��

���������������������

��� ���� 8� ������ �����������

���� �������������� ��������

���� ������������ �����������

��������������� �����������

�� ������������ ������ � 11.35810a-h�
��� ���� 3� ����������� �������

���� ������������ ����� 11.35491a-c�

�� 2 ��1865�3 �� ��

�����������������������

��� ���� 2� ������� �����������

�����    � �  11.36116a-b�

�� 2 ��1865�3 �� ���

����������������������

��� ���� 1� ��� ���� ����� 11.35496�

�� 1 ��1865�5 �� ���

��������������������

��� ���� 3� ������� ����������

�� ����������� ������������� �

���������� ������������ ����

��� � � � � � � �11.36181a-c�
��� ���� 2� ���� �������������

�� �������   � �  11.36107a-b�
��� ���� 2��������� ����������

���� ������   � �  11.36092a-b�

�� 1 ��1865�5 �� ���

������������������������

��� ���� 2� �������� ���������

������ �������������� �����

11.36141a-b�
�� 1 ��1865�10 �� ���

���������������������

��� ���� 1� ����� ����� 11.35498�

�� 1 ��1865�11 �� ��

�������������������

��� ���� 1� ������� ����������

���� ������    11.35497�

�� 2 ��1866���

��������������������

��� ���� 2� ������ ������������

������   � �  11.35061� 11.35062�

�� 2 ��1866���

��������������������

����������������������

��� ���� 1�������� ������ �����

� � � � � � 11.35517�
�� 2 ��1866�1 �� ��

��������������������

��� ���� 1� �������� ���������

��� �����    11.35515�
��� ���� 2� �������� ���������

���� ����� � �  11.35094� 11.35095�

�� 2 ��1866�3 �� ��

�������������������

��� ���� 2� ����� �������������

������   � �  11.35078� 11.35079�
��� ���� 2� ������ �����������

�� ������   � �  11.36098a-b�

�� 2 ��1866�5 �� ��

�������������������

��� ���� 2� �������� ����������

����� �������� � �  11.36079a-b�

�� 2 ��1866�9 �� ��

������������������

��� ���� 2� ������ �����������

����� ������   � �  11.36094a-b�

�� 2 ��1866�9 �� ��

��������������������

��� ���� 6� ������� ����������

����� ������������ ���������

��� ������������ �����������

��� ���������������� ������

11.35546a-f�
�� 2 ��1866�9 �� ���

���������������������

��� ���� 1� ������ ����� 11.35051�

�� 2 ��1866�9 �� ���

���������������������

��� ���� 1� ������� ����� 11.35048�
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�� 3 ��1867�2 �� ��

�������������������

��� ���� 2� ������ ������������

������� � � � � � �11.36063a-b�

�� 3 ��1867�2 �� ��

���������������������

��� ���� 2� ��������� ���������

������� ������ � �  11.36123a-b�

�� 3 ��1867�2 �� ��

�����������������������

��� ���� 2� ��������� ���������

���� ������ � �  11.42993� 11.42994�

�� 3 ��1867�4 �� ���

�������������������������

��� ���� 2���������� ���������

���� �����   � �  11.36143a-b�

�� 3 ��1867�8 �� ��

�����������������������

��� ���� 1� ��� ������� ������

11.35494�11.35495�
��� ���� 2� ����� �������������

������� � � � � � �11.36082a-b�

�� 3 ��1867�8 �� ��

�����������������������

��� ���� 2� ������ ������������

������������ ���������  11.36093a-b�
��� ���� 2� ������� ����������

�� ������   � �  11.36113a-b�
��� ���� 1� ����� ������ 11.35027�

�� 3 ��1867�8 �� ��

��������������������

��� ���� 2� ������ �����������

��� �������   � �  11.36130a-b�
��� ���� 2� ������ ������������

�����    � �  11.36128a-b�

�� 3 ��1867�8 �� ��

������������������

��� ���� 2� ����� ����������� �

��������������� ����� � 11.36110a-b�
��� ���� 2� ��� ������� �������

������������ ������� 11.35075� 11.35076�

�� 3 ��1867�8 �� ���

����������������������

��� ���� 2� ������ ������������

������ � � � � � �11.36122a-b�

�� 3 ��1867�9 �� ���

����������������������

��� ���� 1��������� ������ 11.35046�

�� 4 ��1868��� ��� ����������������

��� ���� 1� ������ ������� 11.35528�

�� 4 ��1868��� ���

�������������������������

��� ���� 3� ����� �������������

����������� ������� � �  11.36155a-c�

�� 4 ��1868�3 �� ���

����������������

��� ���� 1� ���������� ���� 11.35518�

�� 1 ��1868�9 �� ���

�������������������������

��� ���� 1� ����� ��������� ����

11.35521�
�� 1 ��1868�10 �� ��

����������������������

��� ���� 2� ������ �����������

�� ������   � �  11.36067a-b�

�� 1 ��1868�11 �� ��

��������������������

��� ���� 3������� ��� ���������

�� ���� ������������ ��� �������

11.43006� 11.43008� 11.43007�

�� 2 ��1869�1 �� ��� ������������

��� ���� 1� ��� ���� ������ 11.35029�

�� 2 ��1869�8 �� ��

���������������������

��� ���� 3� ��� ����� ���������

���� ������������ ������ 11.36175a-c�

�� 2 ��1869�9 �� ��

�����������������������

��� ���� 2� ��� ����� ���������

��� ����� � �  11.35025� 11.35026�

�� 2 ��1869�9 �� ��� �������������

��� ���� 1� �������� ������ 11.35030�
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�� 3 ��1870�1 �� ���

���������������������

��� ���� 2� ������� ����������

��� �������   � �  11.35605a-b�

�� 3 ��1870�3 �� ��

��������������������

��� ���� 2� ������ �����������

��� ������ � �  11.35021� 11.35022 

�� 3 ��1870�8 �� ��

�����������������������

��� ���� 2� ������ ������������

������    � �  11.36115a-b�
��� ���� 2� ��������� ���������

������ ������ � �  11.36118a-b�

�� 3 ��1870�10 �� ��

��������������������

��� ���� 2� �������� ���������

��� ������   � �  11.36086a-b�
��� ���� 2� �������� ���������

��� ������������ ������ 11.36087a-b 

�� 3 ��1870�10 �� ��

������������������

��� ���� 2� ������ �����������

�� ������������ ������� 11.36065a-b�

�� 4 ��1871�1 �� ��

�������������������������

��� ���� 2� ��� ���� ����������

��� ������ � � � � �11.36119a-b�

�� 5 ��1872�3 �� ���

�����������������������

��� ���� 7� ���� ��������������

��������������������������

������������ � �  11.35509a-g�

�� 6 ��1873��� ��� ���������

��� ���� 3� ���� �������������

��������������������������

11.36174a-c�
�� 6 ��1873��� ���

��� ���� 1� ��� ��������������

11.35531�
�� 6 ��1873��� ���

�������������������

��� ���� 2� ������ �����������

�� �����   � �  11.35031� 11.35032 

�� 6 ��1873�2 �� ��

���������������������

��� ���� 2� ��� ����� ���������

���� ������� � � � � �11.36147a-b�
��� ���� 1� ���� ������ ������

11.35526�
��� ���� 2� ������ �����������

��� ������   � �  11.41978a-b�
��� ���� 1� ���� ������ ������

11.36187�
�� 6 ��1873�4 �� ��

�������������������

������ ���� 2� ��� �������� ���

��������� ����� � � � �11.36060a-b�

�� 6 ��1873�4 �� ���

�����������������������

��� ���� 2� ���� ������� ������

�������� ������ � �  11.36188a-b�
�� 6 ��1873�6 ��� ���

��� ���� 7� ��� ���������������

��������������������������

������������ � �  11.35543a-g�

�� 6 ��1873�8 � 11 �� ���

��� ���� 1� �������  11.36186�

�� 6 ��1873�8 � 20 �� ���

��� ���� 1� ��� ������� 11.35811�
��� ���� 1� ���� ��������  11.35812�

�� 6 ��1873�8 � 31 �� ���

��� ���� 1� �������  11.35523�

�� 6 ��1873�9 �� ��

��������������������

��� ���� 3� ��������� ���������

����� ����������� ������ 11.36170a-c�

�� 6 ��1873�9 �� �� ������������

��� ���� 7� ��� ����� ���������

��� ������������ ������������

������������ �������������� �

������������ ������������ ��

����� � � � � � �11.35508a-g�

�� 6 ��1873�11 �� ��

�������������������
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��� ���� 2� ��������� ���������

����� �������� � � � �11.36244a-b�
��� ���� 3� ���� ������ �������

������ ������������� ��������

11.36173a-c�
������ ���� 2� ��� ������ ������

�������� ������� � � � �11.36062a-b�

�� 7 ��1874��� ���

�����������������

��� ���� 5� ��� ������� �������

��������� ����������� ������

������� ������������ �����

11.35499a-e�
�� 7 ��1874����� ���

��� ���� 3� ������� ���������� �

���������� ������ � �  11.36180a-c�

�� 7 ��1874�4 �� ��

������������������������

��� ���� 3� ���� ������ �������

���� �������������� ������

11.36177a-c�
��� ���� 3� ���� ������ �������

�������� �������������� ����

11.36176a-c�
�� 7 ��1874�4 �� ��

��������������������

��� ���� 7� ������ ������� ����

������������� �������������

�� �������������� ����������

������ ���������������� ����

���������� ������ � �  11.35501a-g�

�� 7 ��1874�5 �� ��

����������������������

��� ���� 3� ������������ ������

������� ����������� ������

11.36172a-c�
�� 7 ��1874�5 �� ��

���������������������

��� ���� 4� ��������� ���������

���� ����������� �����������

�� ������� � � � � �11.35507a-d�

�� 7 ��1874�6 ��� ���

��� ���� 7� ��������� ���������

��������������������������

��������������������� 11.35504a-g�

�� 7 ��1874�10 �� ���

������������������������

��� ���� 2� ��� ������ ��������

���� ����� � � � � �11.36069a-b�

�� 7 ��1874�11 �� ��

����������������������

��� ���� 3� ��������� ���������

���� ������������ ������ 11.36179a-c�

�� 7 ��1874�11 �� ��

����������������������

��� ���� 2� ���� ������ �������

������� ������ � �  11.36120a-b�

�� 8 ��1875�3 �� ��

�����������������������

��� ���� 2� ��� ����� ���������

���� �����   � �  11.36066a-b�

�� 8 ��1875�3 �� ��

�������������������

��� ���� 4� ��� �������� ������

������������� �������������

��� ���������� ������ � � 11.35500a-d�

�� 8 ��1875�3 �� ��

����������������������

��� ���� 3� ��� ������ �����������

������������� ������� � � 11.36178a-c�

�� 8 ��1875�5 �� ���

�������������������������

��� ���� 3� ���� �������� �����

������� ����������� ����� 11.36171a-c�

�� 8 ��1875�5 �� ���

����������������������

��� ���� 2� ��� ������ ��������

���� ������� � � � � �11.36075a-b�

�� 9 ��1876�9 �� ��

���������������������

��� ���� 2� ����� �������������

������� � � � � � �11.36070a-b�

�� 9 ��1876�11 �� ��

����������������������

��� ���� 2� ������� ����������

���� ������   � �  11.36068a-b�
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������
������ 9 �� ������� ����

��� ������ 1    11.22027�

���� ������

��� ���� 2������ ����������� �

���������� ����� � �  11.36235a-b�
�
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��� ���� 1� ������ ������ �����

����� � � � � �11.20676�11.38812�
��� ���� 1� ������ ������ ������
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��� ���� 1� ������ ������ ������
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��� ���� 1� ����������� �������
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��� ���� 1� ������ ������ ������

11.26505�
��� ���� 1� ��� ������ �������

11.26534�
��� ���� 1� ��� ������ ��������
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��� ���� 1� ����������� �������

11.26526�
��� ���� 1� ������ ������ �����

���      11.26545�
��� ���� 1� ������ ������� ����

������� ���� � � � 11.26543�
��� ���� 1� ������ �������� ���

������ � � � � 11.26541�
��� ���� 1� ������ ��������� ��

��������� ������ � � 11.26512�
��� ���� 1� ������ ���������� �

��� ���������� ����  11.26507�
��� ���� 1� ������ �����������
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��� ���� 1� ��� ����� �������

11.26510�
��� ���� 1� ��� ���������� ����

����� � � � � 11.26544�
��� ���� 1� ������ ������ ������

11.26549�11.20673�
��� ���� 1� ������ ������������

������ � � � � 11.20678�
��� ���� 1� ������� �������11.26536�
��� ���� 1� ����������� �������

11.38810��R�06.754�
��� ���� 1� ������ ������� ����

������� ��� ���   11.26555�
��� ���� 1� ������ ������� ����

����� � � � � �11.20675�11.26509�
��� ���� 1� ������ ������ �����
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�� ���� 1� �������������������

��� �������� ����  11.26515�
��� ���� 1� ������ ����� �������

11.20672�11.26506�
��� ���� 1� ������ �����������

����� ������������ ���� 11.26498�
��� ���� 1� ��� ������� �������

11.26522�
��� ���� 1� ������ ������� ����

����� � � � � 11.26572�
��� ���� 1� ������ ������� ����
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��� ���� 1� ������ ������� ����

������� ������� � � 11.26573�
��� ���� 1� ������ ����� �����
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��� ���� 1� ������ ������ ������
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��� ���� 1� ������������� ���� �
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��� ���� 1� ������ �����������

�� ��������� � � � 11.26552�
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��� ���� 1� ������� ������ �����
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��� ���� 1� ������ ������ �����
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��� ���� 1� ������ ������ ������

11.26501�
��� ���� 1� ����������� �������
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��� ���� 1� ������ ������� ����
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��� ���� 1� ����������������� �
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��������� ������������� ����
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��� ���� 1� ������ ������ �����

����� � � � � 11.26503�
��� ���� 1� ������ �������� ���

������     11.26565�
��� ���� 1� �������� ������� ���
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��� ���� 1� ������ ������� ����
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��� ���� 1� ������ ����� �������
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��� ���� 1� ������ ����� ������
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��� ���� 1� ������ ������ �����
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��� ���� 1� ������ ������ �����

����   � �  11.20468�11.26564�
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��������������� ������ �  11.26523�
��� ���� 1� ������ �������� ���
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��� ���� 1� ������ � �  11.36224.26�
��� ���� 1� ������� � �  11.36224.5�
��� ���� 1� ��� ������ � �  11.36224.22�
��� ���� 1� ������ � �  11.36224.27�
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11.41862� 11.35724�11.41863� 11.35782�11.35781�
��� ���� 1� ��� ������� 11.35673�
��� ���� 1� ��� ���������� 11.35668�
��� ���� 1� ��� ������� 11.35771�
��� ���� 1� ��� �������� 11.35772�

��� ���� 1� ��� ������� 11.35735�
��� ���� 1� ���� �������� 11.35736�
��� ���� 1� ���� �����  11.35777�
��� ���� 1� ��� ������� 11.35778�
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��� ���� 1� ��� �������� 11.30390�
��� ���� 1� ��� ������  11.35739�
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11.35740�11.35747�
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11.35672�11.35748�
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��� ���� 1� ��� ������� 11.35760�
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11.35681�11.41883�11.41897�
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��� ���� 1� ��� ���������
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��� ���� 1� ��� ���������

11.35751�11.41900�11.41951�
��� ���� 1� ��� ����������

11.35752�11.35761�
��� ���� 1� ��� �����

11.35762�11.35773�11.41885�
��� ���� 1� ��� �����
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��� ���� 1� ��� ������
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��� ���� 1� ��� �������
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��� ���� 1� ��� �����
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��� ���� 1� ��� �������
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��� ���� 1� ��� ��������
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��� ���� 1� ��� ��������� 11.35742�
��� ���� 1� ��� ������� 11.35679�
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新収資料紹介

菅 楯 彦 画　 藤 沢 南 岳 賛「猿 田 彦」
　近代の大阪を代表する画家菅楯彦が描くところの「猿
田彦」に、これまた大阪を代表する漢学者藤沢南岳が賛
を加えた作品。
　菅楯彦（1878～1963）は、鳥取県倉吉の生まれ。長年
大阪に住み、晩年は「浪速御民」と署名した。本業の画
業はいうまでもなく、舞楽・文楽・祭礼・風俗など大阪
の文化を研究する一方、「天神祭・住吉祭・生玉祭など
の復興に寝食を忘れて奔走し」（『大阪人物事典』）、昭和
37年、最初の大阪名誉市民の栄誉を受けた。
　藤沢南岳（1842～1920）は香川県高松の生まれ。明治
維新後、大阪に出て父藤沢泊園の跡を受けて、淡路町の
泊園書院を主宰。懐徳堂閉校後、欧米思潮が強まる大阪
にあって、漢学精神の復興を訴えた。「時に近畿を巡遊
して講演、学名四海に聞こえ」（『大阪人物事典』）、その
足跡は扁額や書軸、蔵書、碑文、さらに道明寺天満宮の
釈奠祭として大阪府下に広く残されている。
　賛の脇に「七三翁南岳」と署名されていることから、
南岳73歳、大正３年（1914）の作品。この時楯彦は37歳
で、親子以上に歳の離れた二人が、「猿田彦」を共有し
ている。
　猿田彦の上部に書かれた賛は、「宜導神威々自薫風暖
日馬嘶高」と読め、祭礼に登場した猿田彦を詠み、描い
たものではないかと想像されるが、大田南畝『蘆の若
葉』（1801年）につぎのような証言がある。「ややありて
鼻高き面きたる猿田彦の神馬にのりてわたる」（６月17

日御霊社祭礼）、「かの猿田彦の神馬に乗りてわたる」
（21日仁徳天皇稲荷明神祭礼）、「次に猿田彦の面きて装
束し、馬上にてわたる」（22日座摩社祭礼）。本作の猿田
彦も、たしかに鼻が高く、想像を逞しくさせるものがあ
る。
　以上のことから、大阪の夏祭りに登場する猿田彦を題
材に共有することで本作品がなったのではないかと推測
される。
 （総括プロジェクトリーダー　藪田　貫） 菅楯彦画　藤沢南岳賛「猿田彦」
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新収資料紹介

明 治 期 に お け る 大 阪 名 所 資 料
　江戸時代後期、名所見物への関心が高まった結果、名所に関する出版物が多く生み出された。それらは
『摂津名所図会』に代表される名所の故事来歴を記した地誌類、『浪花百景』のように風景を絵画的に描いた
錦絵、また、大坂市中の見所や有名商店を紹介した簡便な一枚摺など、多様な形式をみせる。
　ここに紹介する３点も、江戸時代から続く、名所に関する出版物に連なる資料である。折本・双六と、そ
れぞれの形式は異なるが、名所という視点から分析することで、大阪における名所の変遷や風景の変化が明
らかになるだろう。

『浪花新景』　縦18.0×横6.0（㎝）折数 44折
　明治維新後の新たな「浪花十景」を描いた木版摺の折本である。
表紙の題箋を欠くが、第１図と第２図に「浪花新景」とあるため、
これを書名とした。十景の内容は以下の通りである。
　　①川崎鋳造場　②松島船座敷　③松島松鶴楼　④川口運上所
　　⑤安治川伝信機局　⑥川口目印山　⑦新橋外国館　⑧中之島
　　⑨東堀鉄橋　⑩淀川蒸気船
　明治４年２月、天満川崎に開業した造幣局（川崎鋳造場）は、淀
川を運行する蒸気船とともに、新しい時代を象徴する風景として、錦絵の格好の題材となった。また、付近
の大川両岸は江戸時代後期からの桜の名所である。「川崎鋳造場」の図は、桜並木のなかに鋳造所の煙突が
そびえ立つ新しい大阪の風景となっている。

「大阪名所新画図」　縦37.6×横52.5（㎝）明治24年（1891）
　江戸と明治、新旧50ヶ所の名所が入り混じった銅版画である。
「ふりだし」や「上がり」はないが、双六の形式をとり、それぞれ
の升目に風景が描かれている。
　明治３年、大阪初の鉄橋として生まれ変わった高麗橋を始め、帆
船通行用の跳ね橋となっていた千代崎橋など、７つの鉄橋が新名所
として登場する。なかでも、明治21年に鉄橋となった天神橋と天満
橋が中央に大きく配置される。「十三川春景」図には、明治16年に
操業を開始した大阪紡績会社の煙突からのぼる煙が描かれ、近代都
市へと変貌を遂げる大阪の姿がうかがえる一枚である。

「大日本大阪名所廻双六」　縦39.1×横54.3（㎝）明治31年（1898）
　生國魂神社を「ふりだし」に、新旧32ヶ所の大阪名所を双六形式
で紹介する。「上り」は「大阪鎮台古景」。大阪鎮台は明治21年に第
四師団と改称された。明治23年に開設された城東練兵場も描かれて
いる。また双六の欄外には、高麗橋から各名所への里程が記されて
いる。

 （祭礼遺産研究プロジェクトR.A.　内海寧子）
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幕 末 か ら 明 治 期 の 買 物 案 内

『商人買物独案内』１冊　縦11.9×横18.6（cm）　慶応３（1867）補刻　浪華書林松岡栄作ほか６肆

『浪華名所智掾』１冊　縦12.2×横18.3（cm）　明治18（1885）版　金石堂古鹿利兵衛ほか４肆

　いずれの資料も大阪市中の店を紹介した書物である。
　『商人買物独案内』は約280種の業種をいろは順に分類している。一方『浪華名所智掾』は、「上町之部」
「船場之部」「島ノ内之部」といった地域別の分類をしている。いずれも読者の利用の便を考えてのことであ
ろう。
　本文には店の名前や所在地、品物の種類などが掲載されている。版面や掲載内容には相違があり、店によ
っては店頭の様子が描かれているものもある。近世末期から近代における大阪の商業を知る上で、いずれも
有用な資料である。
　さらに『浪華名所智掾』は、「有名諸大家」「能狂言」などの項目を立て、当時大阪にいた文化人の名前を
羅列している。近代大阪の文化的環境の一端を知ることができ、貴重である。

商人買物独案内

浪華名所智掾 漢学・詩文学の大家として藤澤南岳
の名前が紹介（『浪華名所智掾』）

〈紹介資料収集年月〉
菅楯彦画　藤沢南岳賛「猿田彦」　平成18年２月　　浪花新景　　　　　　　　　　　 平成19年１月
大日本大阪名所廻双六　　　　　 平成18年６月　　商人買物独案内　　　　　　　　 平成19年１月
大阪名所新画図　　　　　　　　 平成18年６月　　浪華名所智掾　　　　　　　　　 平成19年１月

（学芸遺産研究プロジェクトR.A.　松本　望）
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研究センター日誌

全体の活動報告

月　日 活　　動　　報　　告
３月31日 年報『なにわ・大阪文化遺産学研究センター　2005』刊行
３月31日 『Occasional paper№２　河内国府遺跡里帰り展』刊行
３月31日 『なにわ・大阪文化遺産学叢書１　関西大学図書館所蔵上方役者絵画帖』刊行
４月12日 なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟への引越

４月22日 関西大学創立120周年記念事業　なにわ・大阪文化遺産学研究センター竣工記念特別展「インカへの
道　─アンデスの秘宝─」オープニングセレモニー

５月13日 第１回ワークショップ「天王寺舞楽の魅力」（なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階　文化遺
産実習・展示室）

５月13日 『難波潟№３』刊行
５月22日～
６月12日　 八尾市・植田家資料のセンターへの搬出・搬入作業

６月３日 第１回学芸遺産研究例会（なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階　文化遺産実習・展示室）

６月24日 第１回NOCHSレクチャーシリーズ「近世大坂の学芸」（なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１
階　文化遺産実習・展示室）

７月１日 第１回祭礼遺産研究例会（なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階　文化遺産実習・展示室）
７月７日 第１回歴史資料遺産研究例会（なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階　文化遺産実習・展示室）
７月14日 大阪・堀川めぐり
７月29日 第１回生活文化遺産研究例会（なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階　文化遺産実習・展示室）
６月22日 長期インターンシップ実習開始
９月15日 『難波潟№４』刊行
10月８日 芦屋市立美術博物館共催シンポジウム（芦屋市立美術博物館）
10月12日 北恩加島小学校４年生校外学習へ補助員としての参加
10月14日 地域連携企画第２弾「八尾安中新田植田家の文化遺産」（八尾市龍華コミュニティセンター）
10月25日 大阪ブランドサミット参加「大阪の四季を彩る祭礼」（大阪国際会議場10階）

10月28日 関西大学創立120周年記念行事：シンポジウム「日本のなかの大阪文化遺産」（関西大学千里山キャ
ンパスBIGホール100）、特別公演「篝の舞楽」（尚文館前芝生広場）

10月27日 『Occasional paper№３　なにわ伝統野菜VS京野菜』刊行

11月18日 第２回ワークショップ「お茶と茶釜～千里庵へのいざない～」（なにわ・大阪文化遺産学研究センター
棟１階　文化遺産実習・展示室／関西大学茶室）

11月25日 第３回NOCHS文化遺産学フォーラム「まちづくりと文化遺産」（りそな銀行大阪本社地下講堂）
12月４日 第２回学芸遺産研究例会（なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階　文化遺産実習・展示室）
12月５日
　～７日 韓国文化遺産視察

12月22日 長期インターンシップ実習報告会
１月12日 第２回祭礼遺産研究例会（なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階　文化遺産実習・展示室）
１月13日 第２回生活文化遺産研究例会（なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階　文化遺産実習・展示室）

１月19日 第４回NOCHSレクチャーシリーズ「中・近世大坂の寺院と歴史資料遺産」（なにわ・大阪文化遺産
学研究センター１階　文化遺産実習・展示室）

１月31日 P.D.・R.A.のための文章講座①（センター２階会議室）
１月31日 『難波潟№５』刊行
２月14日 P.D.・R.A.のための文章講座②（センター２階会議室）
３月31日 『Occasional paper№４ 近世大坂の学芸』刊行
３月31日 『なにわ・大阪文化遺産学叢書２　大坂代官竹垣直道日記（一）』刊行
３月31日 『なにわ・大阪文化遺産学叢書３　神社を中心とする村落生活調査報告（一）』刊行
３月31日 『なにわ・大阪文化遺産学叢書４　道明寺天満宮宝物選』刊行

３月末現在

センター全体の活動一覧
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Ⅰ．ワークショップ
①第１回ワークショップ
　「天王寺舞楽の魅力」
　５月13日（土）　参加者130名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階

文化遺産実習・展示室
　第一部　ビデオ上映「四天王寺聖霊会」
　　　　　舞楽の楽器と演奏
　第二部　襲装束の解説と着付けと舞楽「萬歳楽」
　解説：小野　功龍氏（天王寺楽所雅亮会理事長）
　演者：天王寺楽所雅亮会

　センターでは、今年度初のワークショップを開催
した。当センターのワークショップは、大阪の今に
残る文化遺産を地域の人びとに体験していただき、
さらなる理解を深める機会を提供することを目的と
している。

　第一部では、小野功龍氏による解説と、それにと
もなう天王寺楽所雅亮会による舞楽の楽器が演奏さ
れた。小野先生の指揮にしたがい、静寂のなか、美
しい音色が会場内に響き渡った。第二部では、二人
の舞人による「萬歳楽」が披露され、一定の規律あ
るリズムでありながらも躍動感のある舞に、来場者
も見入っていた。
　第１回ワークショップを通じて、実際に大阪の文
化遺産にふれること、体感することの意義を学ぶこ
ことができた。
②第２回ワークショップ
　「お茶と茶釜　～千里庵へのいざない～」
　11月18日（土）　参加者41名
　於：なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階
　　　文化遺産実習・展示室
　　　関西大学茶道部茶室「千里庵」
　第一部　「茶釜のできるまで」
　講演： 角谷　征一氏（㈳日本工芸会正会員、㈳大

阪工芸協会副会長）
　第二部　お点前体験
　解説：福原　宗寿宗匠（裏千家師範）
　実演：洗心会（関西大学茶道部OB）

　第一部は、角谷征一氏が、父であり人間国宝であ
る角谷一圭氏による茶湯釜制作工程の映像をみなが
ら茶湯釜制作について解説をした。角谷氏の話から
は、ものづくりに込められた地域の人びとのこころ
が伝えられた。また、実際に貴重な茶湯釜を持参し
ていただき、来場者に鑑賞の仕方や扱い方について
も教えてもらうことができた。第二部では、関西大
学茶道部および茶道部OB（洗心会）にご協力いた
だき、来場者に千里山キャンパス内に残された茶室
「千里庵」にて、解説をまじえた実際のお点前の体
験をする機会を設けた。身近な関西大学にある文化
遺産にふれることができ、あらためて地域のなかに
埋もれている文化について考えることができた。

Ⅱ．NOCHSレクチャーシリーズ
①第３回NOCHSレクチャーシリーズ
　「近世大坂の学芸」
　６月24日（土）　参加者49名
　於：なにわ・大阪文化遺産学研究センター１階
　　　文化遺産実習・展示室

センター全体の活動報告

天王寺楽所雅亮会による演奏

「萬歳楽」公演
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　 Andrew Gerstle氏（ロンドン大学SOAS教授、国
際日本文化研究センター研究員）
　 「女形の身体を描く─三ヶ津の浮世絵肉体表現を
問う─」
　 水田　紀久氏（元関西大学教授、木村蒹葭堂顕彰
会代表）
　「同床同机─増山雪斎侯と木村蒹葭堂─」

　今回は、近世大坂における学芸遺産について、国
内外を問わず精力的な研究に取り組んでおられる
Andrew Gerstle氏と水田紀久氏に講演をいただい
た。
　Andrew Gerstle氏は、近世期大坂の流光斎如圭
の写実的な人物の描き方の流れが、四条派や月岡雪
鼎などのような上方の美人画・人物画の伝統からく
る可能性を考えた場合、江戸絵に重点がおかれる浮
世絵研究にも、人物像の流れに上方絵を入れたらお
もしろいのではないかと課題を提起した。
　水田紀久氏は、長島藩藩主・増山雪斎侯の人柄を、
雪斎侯の建てた「虫塚」や虫の採集記録『虫豸帖』
から描き出し、また、雪斎侯に「独楽園」に寄題す
る賀詞を寄せた木村蒹葭堂についても、人生におけ
る節目の出来事からその人物像を語った。

②第４回NOCHSレクチャーシリーズ
　「中・近世大坂の寺院と歴史資料遺産」
　１月19日（金）　参加者39名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１F

文化遺産実習・展示室
　大澤　研一氏（大阪歴史博物館）
　 「地域のなかで寺院を考える─中世～近世の摂河
泉を題材に─」
　 冨坂　賢氏（独立行政法人国立博物館東京国立博
物館）
　「国指定文化財・歴史資料の現状と課題」

　今回は、地域のなかにおける歴史資料遺産につい
て、歴史資料を選定し、それを保存・活用させるこ
とを大阪の地域および国を対象範囲として調査・研
究活動をつづけている大澤研一氏と冨坂賢氏に講演
をいただいた。
　大澤研一氏は、地域社会における寺院の機能につ
いて、権力の変遷や家意識の高まりのなかで、中・

近世移行期における寺院の存在形態を描き出した。
　冨坂賢氏は、文化財としての歴史資料に対する、
文化庁の取り組みや「歴史資料」概念の拡がりのな
かで、近代の文化遺産保護の必要性に重点が置かれ
るようになった経緯を述べ、その保存・活用のため
のいくつかの課題を指摘した。

Ⅲ．地域連携企画
　地域連携企画第２弾
　「八尾安中新田植田家の文化遺産」
 （八尾市教育委員会と共催）
　10月14日（土）　参加者119名
　於：八尾市・旧植田家住宅
　　　八尾市・龍華コミュニティセンター
　第一部　現地説明会
　 森　隆男氏（関西大学教授・生活文化遺産研究プ
ロジェクト研究員）
　第二部　講演会
　李　熙連伊氏（八尾市立歴史民俗資料館学芸員）
　　「植田家に伝わった河内木綿」
　 藪田　貫氏（関西大学教授・学芸遺産研究プロジ
ェクトリーダー）
　　「植田家の人々と学芸」
　八尾市文化財課
　　「旧植田家住宅整備について」

　今年の地域連携企画は、八尾市教育委員会と共同
でおこなったものである。これまで八尾市教育委員
会と当センターが協力しておこなってきた調査の成
果を八尾市民の皆さまに報告した。
　第一部は、八尾市・旧植田家住宅における現地説
明会を開催した。森隆男氏による母屋をはじめ、旧
植田家の住居の構造や当時の生活空間としての役割
などの説明から、旧植田家住宅像を描き出し、八尾
の人びとに当時の生活を理解してもらうことができ
た。
　第二部では、まず、李熙連伊氏が、豪快なタッチ
で描かれた節句幟や風呂敷など河内木綿の織物につ
いて絵柄の話や当時の生活に実際に使用されていた
状況などをおりまぜた話をおこなった。つづく藪田
貫氏は、残されている写本の状態から植田家の人び
との教育環境や成長過程を説明した。最後に、八尾
市文化財課・岸本邦雄課長から、旧植田家住宅を資
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料館として復元整備し、地域の人びとに八尾の文化
遺産について触れる機会を提供することを話した。

Ⅳ．NOCHS文化遺産学フォーラム
　第３回NOCHS文化遺産学フォーラム
 （株式会社りそな銀行と共催）
　「まちづくりと文化遺産」
　11月25日（土）　参加者83名
　於：りそな銀行大阪本社地下講堂
　＜基調講演＞
　 神野　直彦氏（東京大学大学院経済学研究科・経
済学部教授）
　＜パネリスト＞
　 川口　良仁氏（「平野の町づくりを考える会」・全
興寺住職）
　土居　年樹氏（天神橋筋商店連合会会長）
　中村　英雄氏（徳島市「新町川を守る会」代表）
　 藤原　明氏（株式会社りそな銀行地域サポート本
部プランニングマネージャー）
　角　知子氏（新世界アーツパーク事務局チーフ）

　今回のフォーラムは、りそな銀行大阪本社と共催
であった。まず、基調講演では神野直彦氏が、地域
の発展は、「人間の信頼の絆」からもたらされると
いうこと、また、「希望と楽観主義」で現在にみる
地域社会崩壊の苦難を乗り越えようとすることによ
って途が開けてくることを述べ、地域社会における
まちづくりについて議論する場に導いた。
　つづくパネルディスカッションでは、大阪その他
地域においてまちづくりに積極的に関わっている人
たちに、それぞれ個性あふれる活動状況について映

像を用いながら紹介してもらった。地域の歴史的な
遺産や人びとが守ってきたものを、現在のまちづく
りに取り込み、住民に活用してもらう工夫をするこ
とや後世に保存する方策を考えることなど、まちづ
くりへの並々ならぬ努力と思いが伝わってきた。

Ⅴ．関西大学創立120周年記念行事
　シンポジウム「日本のなかの大阪文化遺産」
　10月28日（土）13時～16時
　於： 関西大学千里山キャンパス第２学舎BIGホー

ル100

　＜基調講演＞
　 髙橋　隆博（関西大学なにわ・大阪文化遺産学研
究センター長）
　　「なにわ・大阪の文化遺産」
　＜パネリスト＞
　森　まゆみ氏（作家・地域雑誌編集者）
　 小野　功龍氏（元相愛大学学長・天王寺楽所雅亮
会理事長）
　Andrew Gerstle氏（ロンドン大学SOAS教授）
　＜特別ゲストパネラー＞
　笑福亭仁智氏（社団法人　上方落語協会理事）
　＜総合司会＞
　 藪田　貫（関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究
センター総括プロジェクトリーダー）

　特別公演「篝の舞楽」
　10月28日（土）16時30分～18時
　於：関西大学千里山キャンパス　尚文館中庭
　演目
　　　振鉾（えんぶ）　陪臚（ばいろ）

牧村史陽氏旧蔵大阪の古写真・パネル展示に見入る来場者

まちづくりパネルディスカッション
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　　　還城楽（げんじょうらく）
　　　長慶子（ちょうげいし）
　演奏：天王寺楽所雅亮会
　解説：小野　功龍氏（雅亮会理事長）

　関西大学120周年記念行事の一環として、当セン
ターではシンポジウムを開催することとなった。ま
ず、基調講演のなかで、髙橋隆博センター長が、関
西大学に残されている先人の学問的な足跡をたどり
ながら、大阪の文化遺産についての地道な調査・研
究活動をつづけていくことが今求められていること
であると述べた。つづくパネルディスカッションで
は、藪田貫総括プロジェクトリーダーによる司会の
もとで、それぞれ東京、外国、大阪という、パネリ
ストが活躍する場から大阪の文化遺産をみたとき
に、今後の研究をする上で何に注目をすればよいの
かなどの議論がかわされた。また、特別ゲストパネラ
ーとして笑福亭仁智氏をお招きし、落語という上方
文化を通じてみえる大阪について語ってもらった。
　同日夕方より、天王寺楽所雅亮会による特別公演

「篝
かがり

の舞楽」が尚文館前芝生広場でおこなわれた。
　闇のなか、篝に火が入れられると、そこにつどっ
た約1,000人ほどの観客は、静寂のなか楽人たちの
奏でる美しい音色に導かれながら、聖域と化した舞
台上で豪快かつしなやかに舞う舞人たちに、しばし
見入っていた。

Ⅵ．シンポジウム
　（芦屋市立美術博物館との共催）
　公開シンポジウム「近世大坂画壇の特質」
　10月８日（土）　参加者48名
　於：芦屋市立美術博物館
　＜基調講演＞
　橋爪　節也氏（大阪市立近代美術館建設準備室）
　＜パネリスト＞
　 有坂　道子（京都橘大学助教授、なにわ・大阪文
化遺産学研究センター学芸遺産研究プロジェクト
研究員）
　　「文人画家たちの交流─木村蒹葭堂の周辺─」
　 北川　博子（阪急学園池田文庫、なにわ・大阪文
化遺産学研究センター学芸遺産研究プロジェクト
研究員）
　　「大坂画壇と歌舞伎」
　＜司会＞
　 明尾　圭造（芦屋市立美術博物館学芸課長、なに
わ・大阪文化遺産学研究センター歴史資料遺産研
究プロジェクト研究員）
　この企画は、芦屋市立美術博物館と共催でおこな
ったものである。当センターからは、学芸遺産研究
プロジェクト研究員の有坂道子氏と北川博子氏がパ
ネリストとして、歴史資料研究プロジェクト研究員
の明尾圭造氏が司会者として参加した。パネルディスカッション（BIGホール 100にて）

特別公演「篝の舞楽」　（尚文館前芝生広場にて） シンポジウムの様子
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Ⅶ．文化遺産視察
　「韓国慶州の文化遺産」
　12月５日（火）～７日（木）
　今年度は、韓国・慶州における新羅時代の文化遺
産を訪問した。慶州の景観や遺物保存の方法を学ぶ
とともに、今後センターにおいて大阪の文化遺産を
調査・研究するにあたって、大きく示唆を受けるも
のとなった。
　＜視察行程＞
　12月５日（火）
　　９：00　関西国際空港集合
　　11：00　金海国際空港到着
　　11：30　　　同　　　出発
　　12：20　通度寺到着
　　13：25　　　同　　　出発
　　14：15　古墳公園到着
　　15：10　　　同　　　出発
　　15：15　慶州国立博物館到着
　　17：00　　　同　　　出発
　12月６日（水）
　　９：15　宿泊所出発
　　10：00　石窟庵到着

　　10：50　　　同　　　出発
　　11：00　国立慶州文化財研究所到着
　　11：20　　　同　　　出発
　　11：30　仏国寺到着
　　12：10　　　同　　　出発
　　12：15　掛陵到着
　　12：45　　　同　　　出発
　　12：55　四天王寺址到着
　　13：20　　　同　　　出発
　　13：35

　　　～　　昼　食
　　15：10

　　15：15　武烈王陵到着
　　15：20　　　同　　　出発
　　15：35　東国大学校（発掘現場）到着
　　14：10　　　同　　　出発
　　14：20　 金　鎬詳氏（（財）慶州文化遺産調査団）

講演（於：社団法人 新羅文化院）
　　　　　「新羅（慶州）文化の現在」
　　18：30　同講演終了

　12月７日（木）
　　９：00　宿泊所出発
　　10：40　金海国際空港到着
　　13：15　関西国際空港到着

Ⅷ．その他の研究行事
①大阪・堀川めぐり
　７月14日（金）
　大阪の街並みを川から眺望し、大阪の文化につい
ての認識を深めるため、「大阪・堀川めぐり」を企
画した。湊町船着場（湊町リバープレイス）を発着
点とし、道頓堀川～木津川～堂島川～東横堀川に沿
う歴史ある大阪の景観をみつめ、近世～近代～現代
の文化遺産について考える良い機会となった。

②大阪ブランドサミット「大阪の四季を彩る祭礼」
　10月25日（水）
　於：大阪国際会議場10階
　大阪ブランドコミッティ主催の企画で、「大阪の
文化」に関する調査・研究成果を大学および企業が
中心となって紹介するものであった。当センターか
らは、藪田貫総括プロジェクトリーダーおよび祭礼

佛国寺・大雄殿前にて

東国大学校（発掘現場）にて
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遺産研究プロジェクトが中心となって大阪の祭礼に
ついて調査した結果を映像やパネルにて紹介した。
　会場後方では、大阪の寺社と関係するなにわ伝統
野菜の紹介と試食会をおこなった。

③小学校教育との連携
　大阪市立北恩加島小学校
　「なにわの伝統野菜」からの学び
　９月13日（水）勝間南瓜の調理実習視察
　天王寺蕪や勝間南瓜など、なにわの伝統野菜復活
の立役者である石橋明吉氏のご紹介により、大阪市
立北恩加島小学校（大正区）を訪ねた。
　同校では、石橋氏のご指導のもと、2006年度から
勝間南瓜の種まき・栽培・収穫体験をおこなってい
る。９月13日には、収穫した勝間南瓜の調理実習と
試食会が実施され、その模様を視察した。
　10月12日（木）
　なにわの伝統野菜をめぐる校外学習説明補助
　勝間南瓜の栽培を通じ、なにわの伝統野菜に関心
をもった児童らは、野菜の背景にある伝統を学ぶた
め、大阪市教育改革プログラムの一環として実施さ
れているレッツゴープラン事業を活用し、伝統野菜
とつながりのある寺社を見学した。当センターから
は、児童への説明補助員として４名が、校外学習に
同行した。
　児童らは、阿倍王子神社（天王寺蕪）・生根神社（勝
間南瓜）・玉造稲荷神社（玉造黒門越瓜）・法楽寺（田
辺大根）などを訪問する班に分かれ、各交通機関を
乗り継いで、それぞれの見学先にたどりついた。見
学先では、神職・住職らから説明を受け、野菜に関
する質問会もおこなわれた。
　２月15日（木）

　田辺大根の調理実習と報告会視察
　勝間南瓜に続き、４年生の児童らが、10月下旬か
ら、田辺大根と天王寺蕪を栽培した。この日は、田
辺大根の大根餅を調理し、試食会を開いた。
　午後からは「伝統野菜ファイナル」として、伝統
野菜について学習した内容を発表する会が開催され
た。

④P.D.・R.A.のための文章講座
　１月31日（水）、２月14日（水）
　講師：永井　芳和氏
　　　　（読売新聞大阪本社編集委員）
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟２階

会議室

堀川より大阪の街並みを臨む 玉造稲荷神社にて

大阪市立北恩加島小学校からの感謝状
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　センターでは、調査・研究の頻度が徐々に増加し
ており、それにともなう研究成果物への執筆作業が
増えている。そこで、文章を読み手に分かりやすく
伝えるための記述の仕方について、読売新聞大阪本
社編集委員・永井芳和氏に講演をいただいた。

Ⅸ．調査
①八尾植田家調査
　今年度は、八尾市・植田家旧蔵の書籍、古文書、
扁額、屏風類を当センターにて調査・研究をするた
めに、八尾市から寄託を受けた。
　まず、八尾市教育委員会と協力し、植田家旧蔵資
料の当センターへの搬出・搬入をおこない、さらに
燻蒸をして保存するための体制をととのえた。
　今後は、これらの資料についての調査をすすめ、
成果としてまとめていくことが課題である。
　現在は、古文書・書籍・民具の調査をすすめてい
るところである。
　 ＜植田家旧蔵資料の植田家よりセンターへの搬
出・搬入日程＞
　５月22日　植田家資料搬出準備作業
　５月24日　植田家蔵にて八尾市による資料燻蒸
　５月29日　植田家資料梱包・搬出準備作業
　５月30日　センターへの資料搬入
　６月７日～12日　センターにて資料燻蒸

②NOCHSメール配信
　昨年度にひきつづき、各プロジェクトの研究員が、
調査・研究の現況を速報的に伝えるために、月２回
の配信をおこなった。2006年度は、P.D.・R.A.のほ
かに、センター研究員や事務局、またインターンシ
ップ生などの記事も掲載し、内容を充実させること

につとめた。

Ⅹ．センター来訪者
　2006度、当センターには、調査・研究のため多く
の方が来館された。
　＜来館者＞
　８月
　Jan Sýkora（ヤン・シーコラ）氏
　（チェコ・カレル大学哲学部日本学科助教授）
　講演： 「チェコにおける日本研究の現状～カレル

大学を中心に～」

　９月
　山田　豊弘氏
　 （りそな御堂筋ビジネスソリューションプラザ・
プランニングマネージャー）
　2006年11月25日開催・NOCHS第３回文化遺産
学フォーラム「まちづくりと文化遺産」打ち合わ
せのため来館。

　10月
　Franziska Ehmcke（フランチィスカ・エームケ）氏
　（ドイツ・ケルン大学日本学科教授）
　 講演：「オーストリアで新再発見された大坂図屏
風」
　 エームケ氏の紹介された屏風は、2006年10月19日
（木）の朝日新聞朝刊１面に掲載された。

　11月
　朝賀　浩　氏
　（大阪市立美術館主任学芸員）
　小浮　恵子氏

永井先生の講義に聞き入る R.A.

植田家資料燻蒸の準備
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　（日本経済新聞社　企画事業部）
　Franziska Ehmcke（フランチィスカ・エームケ）
氏が紹介された「大坂図屏風」に関する取材にて来
館。
　伊藤　賢一氏
　（大阪市立中央高校教諭）
　大阪文化遺産学の学習に関する高大連携事業につ
いて相談のため来館。

　12月
　藤原　学氏
　（吹田市立博物館学芸員）
　当センターの韓国文化財視察のプランニング・ア
ドバイザーとして来館。
　太田　直之氏
　（國學院大学専任講師）
　後藤　匠氏
　（國學院大学職員）
　オープン・リサーチ・センター視察のため来館。

　２月
　定兼　恵子氏
　（現代画家・ジュッセルドルフ在住）
　織豊期の日本と世界をモチーフに新作のアイデア
を新発見の「大坂屏風」に求めたいとして来館。

　３月
　後藤　俊明氏
　（朝日新聞社　社会部）
　佐藤　卓史氏
　（朝日新聞社　社会部）
　４月からの朝日新聞連載記事と、９月開催の国際
会議の打ち合わせのため来館。

Ⅺ．出版物
①年報『なにわ・大阪文化遺産学研究センター2006』
　2006年度の調査・研究成果や研究例会での報告を
もとに、研究員が執筆した。

②News Letter『難波潟（なにわがた）』
　なにわ・大阪文化遺産学研究センターの調査・研
究状況を地域の人びとに速報的に伝えるため、年に
３回程度の刊行をめざしている。2006年度刊行成果

は以下のとおりである（詳細についてはセンター通
信『難波潟』目次を参照）。
　・『難波潟№３』（2006年５月13日刊行）
　・『難波潟№４』（2006年９月15日刊行）
　・『難波潟№５』（2007年１月31日刊行）

③Occasional　paper
　（オケージョナル・ペーパー）
　NOCHSレクチャーシリーズや、地域連携企画な
どの詳細な記録をまとめたものである。2006年度刊
行成果は以下のとおりである。

　・ 『Occasional　paper№３　なにわ伝統野菜VS
京野菜─復興のなにわか伝統の京か─』

　　（2006年10月27日刊行）
　・ 『Occasional paper№４　近世大坂の学芸』
　　（2007年３月31日刊行）

④なにわ・大阪文化遺産学叢書
　ある一定のテーマにそって研究員を中心としてま
とめられた資料集である。2006年度の刊行成果は以
下のとおりである。
　・ 『なにわ・大阪文化遺産学叢書２　大坂代官竹
垣直道日記（一）』（2007年３月31日刊行）

　・ 『なにわ・大阪文化遺産学叢書３　神社を中心
とする村落生活調査報告（一）』（2007年３月31

日刊行）
　・ 『なにわ・大阪文化遺産学叢書４　道明寺天満
宮宝物選』（2007年３月31日刊行）

　※2005年度刊行物
　・ 年報『なにわ・大阪文化遺産学研究センター

2005』（2006年３月31日発行）
　・『難波潟№１』（2005年８月１日刊行）
　・『難波潟№２』（2005年12月１日刊行）
　・ 『Occasional paper№１　なにわ・大阪の神社』
（2005年12月31日刊行）

　・ 『Occasional paper№２　河内国府遺跡里帰り
展』（2006年３月31日刊行）

　・ 『なにわ・大阪文化遺産学叢書１　関西大学図
書館所蔵　上方役者絵画帖』（2006年３月31日
刊行）
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研究センター日誌

各プロジェクトの活動報告

月　　日 活　　動　　内　　容
３月23日～24日 山口県萩市出張（山口県立萩美術館・吉眉大賀記念館・萩博物館調査）
４月２日 玉造稲荷神社「なにわ伝統野菜市」視察（祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内海／P.D.森本）
４月３日 第１回ワークショップのため天王寺楽所雅亮会理事・徳山耕一氏と打ち合わせ（P.D.森本）
５月13日 第１回ワークショップ「天王寺舞楽の魅力」

５月21日 関西大学教育後援会・センターの活動紹介（生活文化遺産研究プロジェクトR.A.宮元／歴史資
料遺産研究プロジェクトR.A.櫻木／P.D.森本）

５月22日 八尾市植田家資料搬出準備（祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内田／生活文化遺産研究プロジェ
クトR.A.宮元・千葉／学芸遺産研究プロジェクトR.A.松本／P.D.森本／事務局常行）

５月25日 長期インターンシップ面接（生活文化遺産研究プロジェクト研究員森隆男／P.D.森本／事務局常行）

５月29日 八尾市植田家資料搬出準備（生活文化遺産研究プロジェクトR.A.宮元／学芸遺産研究プロジェ
クトR.A.松本／歴史資料遺産研究プロジェクトR.A.櫻木／P.D.森本／事務局熊・常行)

６月７日～12日
八尾市植田家資料の燻蒸（祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内田・内海／生活文化遺産研究プロ
ジェクトR.A.宮元・千葉／学芸遺産研究プロジェクトR.A.松本／歴史資料遺産研究プロジェク
トR.A.櫻木／P.D.森本／事務局常行）

６月８日 長期インターンシップ生会議（生活文化遺産研究プロジェクト研究員森隆男／P.D.森本）

６月20日 八尾市植田家民具調査（生活文化遺産研究プロジェクト研究員森隆男・吉田晶子／生活文化遺
産研究プロジェクトR.A.宮元・千葉／P.D.森本）

６月22日 長期インターンシップ実習開始にともなう説明会（P.D.森本）
６月24日 第３回NOCHSレクチャーシリーズ「近世大坂の学芸」
７月14日 大阪堀川めぐり
７月18日 第33回舞楽ゼミナール調査（学芸遺産研究プロジェクトR.A.松本／P.D.森本）（北御堂）

７月19日 神戸女学院大学におけるJan Sýkora（ヤン・シーコラ）氏（カレル大学哲学部日本学研究科）
講演「チェコにおける文化の森：間伐か伐採か」聴講（P.D.森本）

７月20日 「大阪ブランドサミット」開催の大阪国際会議場下見（祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内田／生
活文化遺産研究プロジェクトR.A.宮元／P.D.森本／事務局常行）

７月31日～
　　　８月４日 八尾市・植田家古文書一斉調査（歴史資料遺産研究プロジェクトR.A.櫻木／P.D.森本）

８月４日

四天王寺　篝の舞楽調査（髙橋隆博センター長／藪田貫総括プロジェクト・リーダー／生活文
化遺産研究プロジェクト研究員酒井亮介／学芸遺産研究プロジェクト研究員前田成雄／祭礼
遺産研究プロジェクトR.A.内海／学芸遺産研究プロジェクトR.A.松本／歴史資料遺産研究プロ
ジェクトR.A.櫻木／P.D. 森本／事務局常行）

９月12日 「大阪ブランドサミット」のため法楽寺調査（祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内海／P.D.森本）
９月13日 「大阪ブランドサミット」のため生根神社調査（祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内海／P.D.森本）
９月21日 「大阪ブランドサミット」のための玉造稲荷神社調査（P.D.森本）

９月25日 「大阪ブランドサミット」にて展示資料拝借のため大阪天満宮文化研究所出張（祭礼遺産研究プ
ロジェクトR.A.内海／P.D.森本）

９月28日 「大阪ブランドサミット」にて展示資料拝借のため大阪天満宮文化研究所出張（P.D.森本）
10月１日～
　　　10月28日 関西大学120周年記念行事の準備

10月２日 東京出張（国立史料館にて資料調査）（P.D.森本）

10月３日
東京出張（関西大学120周年記念行事シンポジウムのパネリスト森まゆみ氏訪問、第３回
NOCHS文化遺産学フォーラム打ち合わせのため東京大学大学院経済学研究科・経済学部教授神
野直彦氏訪問）（藪田貫総括プロジェクトリーダー／P.D.森本）

10月11日 第３回NOCHS文化遺産学フォーラム準備のため大阪りそな銀行本社出張（P.D.森本)

10月12日 大阪市立北恩加島小学校４年生校外学習の説明補助員として参加（祭礼遺産研究プロジェクト
R.A.内田・内海／生活文化遺産研究プロジェクトR.A.宮元／P.D.森本）

P.D.の活動一覧
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10月14日 地域連携企画第２弾「八尾安中新田植田家の文化遺産」
10月17日～20日 八尾市・古文書一斉調査（歴史資料遺産研究プロジェクトR.A.櫻木／P.D.森本）
10月25日 「大阪ブランドサミット「大阪の四季を彩る祭礼」」
10月27日 関西大学120周年記念行事シンポジウムのパネリスト森まゆみ氏と打合わせ（P.D.森本）
10月28日 関西大学120周年記念行事シンポジウム「日本のなかの大阪文化遺産」／特別公演「篝の舞楽」

11月９日 第３回NOCHS文化遺産学フォーラム準備のため大阪りそな銀行御堂筋ソリューションプラザ出
張（P.D.森本)

11月15日 「大阪ブランドサミット」資料返却のため大阪天満宮文化研究所出張（祭礼遺産研究プロジェク
トR.A.内海／P.D.森本）

11月18日 第２回ワークショップ「お茶と茶釜～千里庵へのいざない～」

11月19日 門真市・歴史文化講座（かどま　今昔）にて講演「近世大坂の食文化─茨田郡・大坂雑喉場の
婚礼事情から─」（門真市歴史民俗資料館）（P.D.森本）

11月20日 NPO法人・長堀21世紀計画の会調査（P.D.森本）

11月24日 第３回NOCHS文化遺産学フォーラム準備のためりそな銀行大阪本社出張（祭礼遺産研究プロ
ジェクトR.A.内海／P.D.森本）

11月25日 第３回NOCHS文化遺産学フォーラム「まちづくりと文化遺産」
12月５日～７日 韓国文化遺産視察

12月22日 長期インターンシップ実習報告会（歴史資料遺産研究プロジェクトR.A.櫻木／P.D．森本／事務局
熊・常行）

2007年１月19日 第４回NOCHSレクチャーシリーズ「中・近世大坂の寺院と歴史資料遺産」
１月31日 文章講座①
２月14日 文章講座②

３月末現在
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Ⅰ．長期インターンシップ受入
　なにわ・大阪文化遺産学研究センターでは、今年
度はじめて長期インターンシップを受け入れた。今
年は、３名の希望があり、インターンシップ受入担
当研究員の森隆男氏、事務局の常行氏とともに面接
をおこなった。３名を受け入れることが確定して
後、６月よりセンターでの業務の説明会をおこなっ
た。また、業務カレンダーや出勤簿を作成し、勤務
状況が分かるように記録をとった。
　12月には、森隆男、事務局熊氏・常行氏および歴
史資料遺産研究プロジェクトR.A.櫻木とともに、イ
ンターンシップ生が当センターの業務を通じて学ん
だことや気付いたことなどを発表する報告会に参加
した。

Ⅱ．八尾市・植田家資料搬出・搬入および調査
①八尾市からの植田家資料搬出・搬入作業
　八尾市・植田家から、センターへ資料を搬出・搬
入するにあたり、資料の清掃作業をしながら約60箱
の古文書を箱につめ、扁額・屏風・軸などを梱包す
る作業をおこなった。その際、八尾市教育委員会の
把握している資料とセンターへの受入資料の数に齟
齬がないよう確認作業も合わせておこなった。資料
をセンター４階の収蔵室に搬入した後、業者に燻蒸
をしてもらい、調査・研究できるよう環境を整え
た。
②古文書調査
　今年度は、八尾市教育委員会の協力のもと、２回
の古文書一斉調査を実施した。調査する際の備品請
求や八尾市教育委員会との間で交わされる資料発送
など、調査環境を整える業務をおこなった。今年度
の調査では、主に古文書の清掃・目録作成作業が中
心となった。

Ⅲ． 大阪ブランドサミット「大阪の四季を彩る祭
礼」準備

　今年度は、大阪ブランドコミッティ主催の大阪ブ
ランドサミットに当センターからも参加することと
なった。まず、会場となる大阪国際会議場へ下見に
出かけ、展示スペースや机・椅子の配置・ミキシン
グ状況などを確認した。

　つづいて、祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内海と
ともに展示の内容を調査するため、大阪市・法楽
寺、生根神社、玉造稲荷神社に伺い、住職や宮司の
話を聞きながら、寺社となにわ伝統野菜の関係を調
査した。さらに、展示資料や映像資料等を拝借する
ため、大阪天満宮文化研究所に調査に出かけ、大阪
ブランドサミット終了後、資料返却をおこなった。

Ⅳ． 関西大学120周年記念行事「シンポジウム」準
備

　今年度は、関西大学が創立120周年を迎えた。当
センターでは、「シンポジウム　日本のなかの大阪
文化遺産」および天王寺楽所雅亮会による「特別公
演　篝の舞楽」を開催することとなった。
　シンポジウム開催にあたって、基調講演をされる
センター長・髙橋隆博氏およびパネリスト・森まゆ
み氏、Andrew Gerstle氏、小野功龍氏、特別ゲス
トパネラー・笑福亭仁智氏と連絡を取り、使用され
るスライドの処理作業や当日の時間配分など、数回
にわたる打ち合わせをおこなった。また、シンポジ
ウムにて配布されるチラシを考案した。
　シンポジウムの基調講演に使用する映像のデータ
処理については、祭礼遺産研究プロジェクトR.A. 
内田が担当した。

Ⅴ．第３回NOCHS文化遺産学フォーラム準備
　今年度のNOCHS文化遺産学フォーラムは「まち
づくりと文化遺産」というテーマで開催した。
　まず、共催のりそな銀行大阪本社地域サポート部
りそな御堂筋ビジネスソリューションプラザプラン
ニングマネージャー・山田豊弘氏より当日使用する
会場にて設備の説明をしてもらった。また、「まち
づくり」というテーマにあわせて、当センターが収
蔵している牧村史陽氏旧蔵古写真のなかから昭和30

～40年代頃の大阪の街並みの写真を数点選び、生活
文化遺産研究プロジェクトR.A.宮元・千葉・インタ
ーンシップ生角田歩氏とともに展示パネルを作成し
た。前日には、祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内海
とともに会場設営をおこなった。
　また、当日に司会を務める関係もあって、基調講
演の神野直彦氏、パネリストの川口良仁氏・土居年
樹氏・中村英雄氏・角知子氏と資料やデータをはじ
め当日のプレゼンテーションの時間配分について、

P.D.
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数回にわたる打ち合わせをおこなった。
　また、大阪府下にはまちづくりに関わっている
NPO法人が存在するが、今後大阪のまちづくりに
ついて議論を深めるため、活動状況や方針について
３～４団体に聞き取り調査を実施した。

Ⅵ．門真市歴史文化講座講演
　　─『鷺池家文書』の調査をふまえて─
　今年度は、門真市歴史民俗資料館より門真市歴史
文化講座にて報告をする機会をいただいた。門真市
所蔵の資料および現在、研究・調査活動を継続して
いる『鷺池家文書』を使用し、茨田郡士と大坂商人
の婚礼事情を調べ、近世大坂および周辺地域におけ
る食文化について比較した。
　この報告を起点として、今後は、近世大坂の食文
化および大坂商人の信用構築の仕方、権力との関係
などを『鷺池家文書』の調査・研究によって明らか
にしていく。

Ⅶ．出張
①山口県
＜日程＞３月23日～24日
＜調査先＞萩市・山口県立萩美術館・吉眉大賀記念
館・萩博物館調査（2005年度の調査活動であるが、
2005年度の年報には記載していなかったため、ここ
に記述しておく。）

　今回は、山口県立萩美術館や萩博物館における展
示とそれらの現代的建物がいかにして伝統的建造物
と調和を保ちながらまちづくりがおこなわれている
のかを中心に調査した。
　近世城下町の「文化遺産」が色濃く残されている
萩市は、「はぎ町中博物館」が企画されており、町
中の人びとが総力をあげて城下町景観と観光客誘致
に向けて尽力していた。しかし、そのため道路拡張
が許されなかったり、景観維持費に莫大な費用がか
かったり、「文化遺産」を守る地域住民への不利益
は否めないことを感じた。
　今回の調査では、「文化遺産」そのもののみなら
ず、それが保持されるための困難や人びとの努力の
軌跡についても焦点をあてなければならないことを
あらためて考えた。
②東京都

＜日程＞10月２日～３日
＜調査先＞国立史料館・東京大学大学院経済学研究
科・経済学部教授神野直彦氏研究室

　東京都国立史料館にて、近世期の阿波から大坂に
出荷される藍玉や白砂糖類が記された帳簿類の調査
をおこなった。これまで近世期大坂市場を周辺地域
より研究してきたが、その研究成果を活かしつつ、
今後はセンターの資料を用いながら、近世期「大坂
市場」の実態について調査・研究をすすめていきた
い。
　つづいて、藪田貫総括プロジェクトリーダーとと
もに『谷中根津千駄木』編集者で作家の森まゆみ氏
に面会し、10月28日の関西大学120周年記念行事シ
ンポジウム「日本のなかの大阪文化遺産」のコンセ
プトと同日に開催される外部評価委員会の日程など
について相談した。 
　翌日、来る11月25日の第３回文化遺産学フォーラ
ムの基調講演を依頼している東京大学大学院経済学
研究科・経済学部教授の神野直彦氏に、当日の相談
も兼ねて面会した。
　神野氏は、まちづくりについて、インフラ整備
をするにしても、そこには、「人」ではなく「自然」
が景観をつくるという考えのもと、地域社会や都市
再生を考えるときにも、市場優先ではなく、人が主
体となった未来づくりが必要であることを強く説い
ていた。

Ⅷ．P.D.・R.A.会議の実施
　センターの調査・研究活動を具体化し、準備作業
を円滑にすすめるため、P.D.・R.A.会議を実施して
いる。今年度は、計９回にわたる会議を実施した。
特に調査・研究活動や研究行事が多岐にわたったた
め、P.D.および各プロジェクト間の情報交換や研究
行事における役割分担など、事前に打ち合わせをす
る作業に多くの時間を要した。

Ⅸ．ホームページの充実
　今年度は、調査・活動状況にともないホームペー
ジをより充実したものにするため、生活文化遺産研
究プロジェクトR.A.宮元とともに、センターのホー
ムページのデザインや掲載情報などを考案し、業者
委託にて作成をすることが決定した。



─ 146 ─

月　日 活　　動　　内　　容
３月10日 大阪天満宮「梅を描いた引札展」調査（R.A.内海／学芸遺産研究プロジェクトR.A.松本）
３月24日 大阪市史編纂所訪問（統括プロジェクトリーダー藪田貫／R.A.内海）
３月24日～25日 国立歴史民俗博物館　明治大学図書館　神社資料関連の調査（黒田）
４月２日 玉造稲荷神社「なにわ伝統野菜市」視察（P.D.森本／R.A.内海）
４月11日 叡福寺　大乗会式調査（R.A.内田）
４月22日 四天王寺　聖霊会調査
４月25日 大阪府庁　宗教行政文書調査（大谷／R.A.内田）
５月２日 住吉大社　卯之葉神事調査（R.A.内海）
５月13日 第１回ワークショップ「天王寺舞楽の魅力」
５月25日 京都国立博物館　特別展「大絵巻展」視察（R.A.内田）
６月１日 大阪府庁　宗教行政文書調査（R.A.内田）
６月４日 芸能史研究会大会聴講（R.A.内海／学芸遺産研究プロジェクトR.A.松本）
６月24日 第３回NOCHSレクチャーシリーズ「近世大坂の学芸」（R.A.内海報告）
７月１日 第１回研究例会
７月12日 関西大学ミュージアム講座　近江晴子「天神祭の歴史とみどころ」
７月14日 大阪・堀川めぐり（R.A.内海資料作成）
８月４日 四天王寺　篝の舞楽
９月８日 国立民族学博物館図書室　神社資料関連の調査（黒田）
９月12日 「大阪ブランドサミット」の準備として法楽寺　田辺大根調査（P.D.森本／R.A.内海）

９月13日 大阪市立北恩加島小学校　勝間南瓜の調理実習視察（R.A.内海）「大阪ブランドサミット」の準備
として阿倍王子神社・天王寺蕪調査（R.A.内海）生根神社・勝間南瓜調査（P.D.森本／R.A.内海）

９月16日 岸和田市　だんじり祭調査（R.A.内海）
９月25日 「大阪ブランドサミット」にて展示資料拝借のため大阪天満宮文化研究所出張（P.D.森本／R.A.内海）

９月27～28日 東京大学史料編纂所所蔵「竹垣直道御代官日記　一～四」調査（R.A.内海、学芸遺産研究プロジェ
クトに同行）

10月８日 長野神社　松明神事調査（黒田）
10月８日 四天王寺宝物館　特別展「近世の聖徳太子信仰」視察（R.A.内田）

10月12日 大阪市立北恩加島小学校　４年生校外学習説明補助員として参加（P.D.森本／R.A.内海／R.A.内
田／R.A.宮元）

10月14日 地域連携企画第二弾「八尾安中新田植田家の文化遺産」

10月20日 芦屋市立美術博物館・連続講座参加　肥田晧三氏「大坂四条派雑感」聴講（R.A.内海／学芸遺
産研究プロジェクトR.A.松本）

10月25日 大阪ブランドサミット「大阪の四季を彩る祭礼」

10月28日 関西大学創立120周年記念行事　シンポジウム「日本の中の大阪文化遺産」、「篝の舞楽」（天王
寺楽所雅亮会）

10月29日 八尾市立歴史民俗資料館　特別展「聖徳太子―伝説のなかの八尾―」視察（R.A.内田）

11月10～11日 『なにわ・大阪文化遺産学叢書３　神社を中心とする村落生活調査報告㈠大阪府』出版準備合
宿　関西大学飛鳥文化研究所

11月15日 「大阪ブランドサミット」資料返却のため大阪天満宮文化研究所出張（P.D.森本、R.A.内海）

11月16日 関西大学創立120周年記念講演会 中谷伸生氏「大坂画壇の絵画」聴講（R.A.内海／学芸遺産研究
プロジェクトR.A.松本）

11月18日 第２回ワークショップ「お茶と茶釜」
11月25日 第３回文化遺産学フォーラム「まちづくりと文化遺産」
12月５日～７日 韓国文化遺産視察
１月12日 第２回研究例会
１月19日 第４回NOCHSレクチャーシリーズ「中・近世大坂の寺院と歴史資料遺産」
１月27日 天満天神繁昌亭視察（R.A.内海）
１月31日 P.D.・R.A.のための文章講座①
２月14日 P.D.・R.A.のための文章講座②
２月15日 大阪市立北恩加島小学校　伝統野菜の調理実習、「伝統野菜ファイナル」視察
２月26日 大阪天満宮所蔵史料調査（総括プロジェクトリーダー藪田貫、R.A.内海）
３月８日 大阪市史編纂所訪問（黒田／R.A.内海）
３月10～11日 『なにわ・大阪文化遺産学叢書　神社を中心とする村落生活調査報告（２）』出版準備合宿

３月15日 部落解放同盟大阪府連合会加島支部訪問（『なにわ・大阪文化遺産学叢書３　神社を中心とする
村落生活調査報告（一）大阪府』について打ち合わせ）（藪田／黒田）

３月24～26日 山口県文書館・島根県津和野町出張（R.A.内海）
３月31日 『なにわ・大阪文化遺産学叢書３　神社を中心とする村落生活調査報告㈠大阪府』出版

３月末現在

祭礼遺産研究プロジェクト活動一覧
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Ⅰ．研究例会
①第１回例会　７月１日（土）　参加者17名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階

文化遺産実習・展示室
　藤井　裕之（研究員）
　　「異形のはきもの」
　祭りの中では、さまざまな日常生活用具に特別な
意味を持たせて儀礼をおこなうことがある。2006年
度の第１回研究例会では、祭りの儀礼で使用される
履きものをテーマとして、藤井裕之（研究員）が報
告をおこなった。
　履きものは、本来、足の汚れを防ぐため、防寒の
ためなど実用的な用途、あるいは服飾の一部として
装飾的な用途を持つものであるが、祭りの儀礼で用
いられる履きものには、そういった機能面からは説
明しがたい事例がみられる。藤井報告では、これら
の「非実用的な履きもの」について、大阪の事例を
中心に考察を進めた。
　藤井報告では、祭りの儀礼におけるこれら「非実
用的な履きもの」は３種類に大別され、それぞれ、
①司祭者が履いて神事を行うもの、②集落や家の境
界に設置して悪霊の侵入を防ぐもの、③祭祀の対象
として供えるもの、と位置づけられる。
　また、これらの「非実用的な履きもの」の多くは、
踵部分が環状であったり、魚の尻尾のような形であ
ったりするなど、一般的な履きものとは異なった形
状を持つ。藤井報告では、そうした履きものを写真
画像を提示しながら紹介し、神や稚児など、祭りの
儀礼における聖なる存在を保護するためのものであ
ったり、神を送り迎えする象徴としての意味を持つ
ことを述べた。

②第２回例会　１月12日（金）参加者20名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階

文化遺産実習・展示室
　内田　吉哉（R.A.）
　　「大阪府下の神社合祀に関する新聞記事調査」
　和住　香織（関西大学大学院博士課程前期課程）
　　「明治後期の大阪の神社」
　大阪府下における神社合祀の実態解明のため、
2005年度以来、明治末期の新聞記事調査を実施して
きたが、この調査に基づき、報告をおこなった。
　内田報告では、近代の大阪において、神社がどの
ように変貌したのかを調査する必要性を指摘し、新
聞記事調査の意義を述べた。また、新聞記事には、
現在ではおこなわれていない神社行事の記述がみら
れることから、失われた文化遺産の記録としても注
目すべきであると指摘した。
　続く和住報告は、明治後期の新聞記事に、神社合
併・移転・正遷宮・合祀・迷信を批判する記事な
ど、多様な記事がみられることを紹介した。また、
大阪府庁所有の宗教行政資料には、明治から昭和初
期にいたる神社・寺院の明細帳、土地台帳が含まれ、
新聞記事とともに、合祀の実態や、神社の変貌が把
握できる資料として指摘した。

Ⅱ．NOCHSレクチャーシリーズ
　今年度は、祭礼遺産研究プロジェクトの企画によ
るレクチャーシリーズはおこなわなかった。

Ⅲ．調査・研究
①大阪市史編纂所津田秀夫文庫所蔵
　『神社を中心とする村落生活調査報告』
　2005年度に大阪市史料編纂所津田秀夫文庫から借

祭礼遺産研究プロジェクト
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用した『神社を中心とする村落生活調査報告』を
PDF化し、調査・翻刻・出版準備作業を進めた。
同書の内訳は、大阪府４冊、兵庫県２冊である。
　今年度は６月から９月まで、大学院生のアルバイ
トを雇用し、資料の翻刻をおこなった。また並行し
て資料の読み合わせ作業をおこない、特に11月には
合宿を実施し、出版作業を進めた。その成果として
大阪市と大阪府三島郡・豊能郡の２冊分を翻刻し、
『なにわ・大阪文化遺産学叢書３』として刊行した。
残る河内・和泉地域と兵庫県についても現在翻刻作
業中である。

②大阪府神社合祀調査
　2005年度に引き続き、明治時代末期の大阪府下で
おこなわれた神社合祀に関する調査を実施した。調
査内容としては、大学院生を調査員としてアルバイ
ト雇用し、新聞記事の悉皆調査を行った。調査対象
とした新聞は『大阪朝日新聞』と『大阪毎日新聞』で、
現在までに調査を終えた範囲は、『大阪朝日新聞』
が明治39（1906）年４月１日から明治41（1908）年
12月31日まで、『大阪毎日新聞』が明治39（1906）
年から明治41（1908）年６月30日までである。なお、
大阪府下における神社合祀は、明治44（1911）年頃
まで頻繁に行われているため、新聞記事調査の範囲
も、これにあわせて明治末年までをカバーする必要
があり、次年度も継続して調査を行う予定である。
　また、今年度の調査活動において、調査員の協力に
より、大阪府庁に、明治12（1879）年の作成になる、
宗教行政文書が所蔵されていることが確認され、閲覧
させていただく機会を得た。この文書は、近代の大阪
府下の宗教行政に関する根幹的な資料であり、これを
調査研究することによって、大阪府における神社合祀
の実態が一層明らかになることが期待される。

③天神祭資料調査
　研究員の近江晴子を中心に、天神祭の史料調査を
実施している。近世から現代にいたる天神祭に関す
る資料を、大阪天満宮所蔵の記録などから収集し、
翻刻・出版する予定である。

④祭礼調査
　叡福寺大乗会式　４月11日
　大阪府太子町にある叡福寺で行われる大乗会式の

調査を実施した。大乗会式は聖徳太子の年忌法要と
して毎年４月11日、12日におこなわれる。今回は４

月11日のみを調査した。
　聖徳太子の年忌法要としては、毎年４月22日にお
こなわれる四天王寺聖霊会が有名であり、石舞台で
催される舞楽には多くの観客が詰め掛ける。叡福寺
の大乗会式では、楽人による演奏のみがおこなわれ
るだけで、舞人は登場しない。
　11日の法要では、金堂内で表白・神分を唱えたの
ち、聖霊殿の前で読経と「南無観音化身上宮太子」
という題目をとなえ、次に聖徳太子御廟へ向かう。
廟前でも読経と「南無日本教主聖徳法王」という題
目を唱える。その後、真言をとなえて法要は終了し、
楽人を先頭に参拝者にぜんざいがふるまわれる。

　住吉大社　卯之葉神事　５月２日
　住吉大社の卯之葉神事でおこなわれる舞楽を見学
した。卯之葉神事は、毎年５月最初の卯の日におこ
なわれる。神功皇后が住吉の地に鎮座した神功摂政
11年卯月卯の日にちなんだものである。住吉大社と
天王寺楽所との繋がりは古く、『住吉名所図会』には、
大乗会の際、四天王寺から伶人を招いて、舞楽をお
こなったという記述がみられる。この日は、天王寺
楽所雅亮会により、振鉾・仁和楽・春庭花・貴徳の
四曲の舞楽が奉納された。
　岸和田市　だんじり祭　９月16日
　岸和田市のだんじり祭は、例年９月15日、16日に
実施されていたが、祝日法の改正にともなう祝日移
動のため、今年から休日にあわせた開催となった。
調査を実施した春木地区では、16日にパレード（曳
行）、17日に弥栄神社への宮入りがおこなわれた。
　16日は、午前９時頃、各町のだんじりが南海電鉄

叡福寺　大乗会式
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春木駅前に集合し、９時半から曳行がスタートした。
13台のだんじりが街中を駆け抜けた。道幅がせまく、
旧家が残る紀州街道でのだんじりのすれ違い、辻で
のやりまわしが見せ場となっていた。

Ⅳ．その他
①大阪ブランドサミット　10月25日（水）
　於：グランキューブ大阪（大阪国際会議場10階）

　大阪ブランドコミッティが主催する大阪ブランド
サミットが開催された。水都・ロボット・伝統芸能
など、「大阪ブランド」の研究に取り組んだ15の団
体が集結し、その研究成果を披露した。当センター
からは「祭礼パネル」の部門で、「大阪の四季を彩
る祭礼」と題したアピールイベントをおこなった。
この催しへの参加は、2005年度以来、総括プロジェ
クトリーダーの藪田貫が中心となり、祭礼遺産研究
プロジェクトの調査を基にした報告書作成で、主催
者の活動に連携しているためである。
　アピールイベントの第１部では、研究員の黒田一
充が、大阪の祭礼について講演し、第２部では四天
王寺の聖霊会舞楽大法要と天神祭を映像で紹介し
た。特に、第１部の黒田報告では、祭りの画像を提
示しながら、大阪府下でおこなわれる一年間の祭礼
について解説し、各地でおこなわれる多様な祭りを、
大阪の貴重な文化資源としてアピールした。
　来場者にお祭りの雰囲気を味わっていただくた
め、会場の設置にも工夫を凝らした。会場前に幟を
設置し、ドアには門幕を張った。また、会場内には、
大阪の祭礼地図、聖霊会や天神祭を解説したパネル、
なにわの伝統野菜と祭りに関するパネルを展示し
た。さらに、伝統野菜の復活を支える関係者の協力
により、加工食品の展示・試食をおこない、参加者
の関心を高めることができた。なお、参加者には大

阪府下の夏祭りカレンダー2006年版を配布した。

②「大阪の夏祭りカレンダー」2006年版の作成
　大阪ブランドサミットへの参加にともない、当日
配布する資料として、「大阪の夏祭りカレンダー」
の2006年版をA3版カラー印刷にて作成した。昨今
は、祭りの日程が土曜・日曜・祝日に設定される例
もあり、さらに、祝日に行われる祭りの場合は、祝
日法の改正によるハッピーマンデーの制定によっ
て、毎年祝日の日付が変化する。このように、毎年
祭りの日程が同じでないため、昨年度においても同
様のカレンダーを作成したが、大阪ブランドサミッ
トに際して、新たに2006年版を作成する必要があっ
た。
　大阪の夏祭りは、その幕開けとされる愛染祭（大
阪市天王寺区・勝鬘院）から、掉尾の住吉祭（大阪
市住吉区・住吉大社）まで、およそ１か月にわたっ
て連日どこかの寺社でおこなわれている。それらの
中から、大阪市内を中心として、できるだけ特徴の
ある儀礼や行事をともなう祭りを選択して「大阪の
夏祭りカレンダー」を作成した。カレンダーの中に
は、祭りが記載されない空き日もあるが、そうした
日にち欄には、祭りの雰囲気を視覚的に理解する参
考となるよう、夏祭りの写真を挿入した。

③「大阪の四季を彩る祭礼」映像資料作成
　大阪ブランドサミットにおける、黒田一充報告の
映像資料を作成した。これまでに調査した祭礼、約
50件の写真をプレゼンテーションソフトで編集し、
映像化した。

④関西大学ミュージアム講座「なにわの文化遺産」
　７月12日（水）
　於： 関西大学第一高等学校・第一中学校　親和館

親和ホール
　近江　晴子（研究員）
　　「天神祭の歴史とみどころ」
　関西大学博物館が主催する関西大学ミュージアム
講座において、近江晴子研究員が、上記の論題で講
演をおこなった。
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月　日 活　　動　　内　　容
３月８日 第２回八尾市植田家民具調査
３月23日 第１回X線透過撮影装置説明会
４月24日～26日 エックス線作業主任者受験準備講習会
５月20日 八尾市植田家河内木綿調査

５月21日 関西大学教育後援会・センターの活動紹介（生活文化遺産研究プロジェクトR.A.宮元／歴史資
料遺産研究プロジェクトR.A.櫻木／P.D森本）

５月22日 第３回八尾市植田家民具調査
５月29日 第４回八尾市植田家民具調査
６月13日 大阪錫器調査
６月20日 第５回八尾市植田家民具調査
６月24日 OCR「文化財と情報」シンポジウム「文化財データの発信と活用」（於大手前大学）に参加
７月３日 保存処理分析作業室運営会議
７月４日 第６回八尾市植田家民具調査
７月10日～12日 道明寺天満宮夏祭り調査のための予備調査
７月17日 道明寺天満宮夏祭り調査
７月22日 第２回X線透過撮影装置説明会
７月23日～25日 道明寺天満宮夏祭り調査
７月29日 第１回研究例会
７月31日 道明寺天満宮宝物調査事前打合せ（於道明寺天満宮）
８月３日 第１回道明寺天満宮宝物調査
８月７日 道明寺天満宮宝物調査（本殿神器調査及び写真撮影）
８月10日 質量分析器・粒度分析器説明会
８月25日・27日 道明寺天満宮西宮スキャニング調査
９月３日 八尾市立歴史民俗資料館所蔵辻合コレクション河内木綿調査
９月12日 第７回八尾市植田家民具調査
９月19日 第２回道明寺天満宮宝物調査（軸物の調査及び撮影）
９月30日 八尾市歴史民俗資料館講座講演
10月12日 大阪市立北恩加島小学校４年生校外学習の説明補助員として同行
10月14日 地域連携企画第２弾「八尾安中新田植田家の文化遺産」
10月26日 第３回道明寺天満宮宝物調査（宝物殿所蔵資料の撮影）
10月30日 第３回NOCHS文化遺産フォーラムパネル用写真撮影
11月５日 上町台地お散歩ツアーの企画・実行
11月９日 福原宗寿宗匠と第２回ワークショップの打合せ
11月10日 第８回八尾市植田家民具調査

11月10日 角谷工房訪問・角谷征一氏と第２回ワークショップの打合せ
第９回八尾市植田家民具調査

11月18日 第２回ワークショップ「お茶と茶釜～千里庵へのいざない～」開催
11月20日 保存処理分析作業室運営会議
11月22日 大阪錫器調査（ろくろ挽き工程の記録及び資料撮影）
11月28日 大阪錫器調査（焼き継ぎ工程の記録）
11月29日 第10回八尾市植田家民具調査
11月30日 藤井寺市史（写真借受手続き）

12月２日 史学・地理学大会において「大阪府の二，三の考古遺跡から得られた無層理代積層のX線像」「粒
度分析のためのレーザー回折法とピペット法の比較」発表

12月４日 脱塩実験準備（於元興寺文化財研究所保存科学センター）
12月５日～７日 韓国文化遺産視察
12月８日 藤井寺市立図書館（借受写真選択）
12月11日～13日 第１回脱塩実験
12月12日 大阪錫器調査（絵付・腐らし工程の記録）
12月17日 「吹田くわい連続講座 第２回」に参加
12月18日 大阪錫器調査に関する打合せ
12月19日 藤井寺市立図書館（写真借受）
12月20日 道明寺天満宮初詣調査打合せ
12月22日 道明寺天満宮宝物調査

生活文化遺産研究プロジェクト活動一覧
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12月23日～30日 道明寺天満宮初詣調査準備
12月31日～
１月３日 道明寺天満宮初詣調査

１月９日～12日 第２回脱塩実験
１月13日 第２回研究例会
１月17日 道明寺天満宮所蔵漆製品のX線撮影
２月５日 『道明寺天満宮宝物選』打合せ（於道明寺天満宮）
２月８日 東大阪市・植田家見学
３月31日 『なにわ・大阪文化遺産学叢書４道明寺天満宮宝物選』発刊

３月末現在

月　　日 活　　動　　内　　容
３月23日 第1回Ｘ線透過撮影装置説明会
４月24日～26日 エックス線作業主任者受験準備講習会
６月１日 エックス線作業主任者資格取得（生活文化遺産研究プロジェクトR.A.千葉）
７月３日 保存処理分析作業室運営会議
７月22日 第2回Ｘ線透過撮影装置説明会
８月８日 乙種第4類危険物取扱者資格取得（生活文化遺産研究プロジェクトR.A.千葉）
８月10日 質量分析器・粒度分析器説明会
９月11日 池島遺跡土層Ｘ線撮影
９月14日・15日 粒度分析装置テスト
９月19日 インド、ヒンドスタン平原氾濫原堆積物の粒度分析
９月22日 インド、ヒンドスタン平原氾濫原堆積物の粒度分析
９月25日 桑原遺跡土層Ｘ線撮影
９月30日 桑原遺跡・三宅西遺跡・池島遺跡土層Ｘ線撮影
11月６日 桑原遺跡・三宅西遺跡・池島遺跡土層Ｘ線撮影
11月20日 保存処理分析作業室運営会議
11月29日 桑原遺跡・池島遺跡採取試料の粒度分析

12月２日 史学・地理学大会において「大阪府の二，三の考古遺跡から得られた無層理代積層のＸ線像」「粒
度分析のためのレーザー回折法とピペット法の比較」発表

12月４日 脱塩実験準備（於元興寺文化財研究所保存科学センター）
12月11日～13日 第1回脱塩実験
12月22日 桑原遺跡・池島遺跡・能勢青少年センター付近採取火山灰試料の粒度分析
12月25日 能勢青少年センター付近土層Ｘ線撮影
１月９日～12日 第2回脱塩実験

１月13日 第2回生活文化遺産学研究プロジェクト研究例会において川本耕三氏・尼子奈美枝氏・木庭元晴
氏が保存処理分析作業室に関わる成果などを報告

１月17日 道明寺天満宮所蔵漆製品のＸ線撮影
３月末現在

保存処理分析作業室
活動一覧
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Ⅰ．研究例会
①第１回例会　７月29日（土）参加者　39名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター１階 

文化遺産実習・展示室
　森隆男（研究員）
　　「モノづくりの今」

　現在のモノづくり事情に
ついて、いくつかの例を挙
げながら述べられた。東大
阪宇宙開発協同組合が取り
組んでいる「まいど１号」
は中小企業が主体となり、
その技術をもって人工衛星

を打ち上げることで、町工場の高い技術力をアピー
ルするとともに、後継者不足などの危機を社会に知
ってもらうきっかけにもなっているそうだ。そのほ
かにも、自動車生産現場での技術継承やマイスター
制度などが話題にあがった。

　吉田晶子（研究員）
　　「大阪の鋳物業─近代化以前の職種と技術─」

　大阪における近世の鋳物
師と真継家との関係につい
て笹本正治氏の「真継家配
下鋳物師人名録」を基礎に、
大阪府を河内国、和泉国、
摂津国（在郷）、大阪市中
の４地域に分け、それぞれ

の鋳物師の居住地や人数、真継家との関係、職分の
相違などを比較し、職能集団である鋳物師としての
共通性と地域差について考察された。今後は製品、
工房へのアプローチから都市の鋳物業の復元をめざ
す。

②第２回例会　１月13日（土）参加者　24名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター１階 

文化遺産実習・展示室
　当センターには保存処理分析作業室が設置されて
いる。そこで今回の例会では保存処理及び分析に関
する発表を以下の方がたにしていただいた。
　尼子奈美枝氏（研究協力者）

　　「出土金属製品の保存処理」
　川本耕三氏（研究協力者）
　　 「関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センタ

ーでの金属器保存処理～保
存科学について」
　まず、尼子氏から元興寺
文化財研究所で行なわれて
いる金属器保存処理の方法
の紹介がなされ、かかる工
程ひとつひとつの説明がな

された。保存処理工程のなかで元興寺文化財研究で
の方法と当センターで行なう方
法で異なる点は脱塩処理工程で
ある。そこで、川本氏からその
違い、元興寺文化財研究所で行
なっているアルカリ水溶液含浸
法と当センターで行なう高温高
圧法について両者の長所、短所
についての説明がなされた。また、当センターで行
った２回の脱塩実験の報告がなされた。さらに、文
化財の分析や文化財の保存環境についての報告も行
なわれた。

　木庭元晴氏（研究協力者）
　　 「無層理未固結堆積物の堆積環境復元─レーザ
ー回折法による粒度分析法とX線像から─」

　大阪府下の遺跡、池島遺
跡・桑原遺跡で採取された無
層理未固結堆積物から堆積環
境を復元するためにX線像と
粒度分析器によるレーザー回
折での分析を行なった結果報
告がなされた。X線像ではそ

れぞれ見た目には確認できない層理を捉えることが
できることがわかり、また粒度分析を利用すること
で人的擾乱を捉えることができるということであ
る。
　さらに、３氏の報告の後、実際に参加者に保存処
理分析作業室をみていただき、X線透過撮影装置の
撮影状況などをみていただいた。

Ⅱ．地域連携企画
　地域連携企画第２弾

生活文化遺産研究プロジェクト
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　　「八尾安中新田植田家の文化遺産」
　　※八尾市教育委員会と共催
　　10月14日（土）　参加者119名

　第１部は、植田家住宅の
現地説明会が行われた。植
田家は新田支配人を勤めて
いた家で、そこでは代官と
の連絡や、地域の人びとの
会合が行われていた。参加

者にはその当時の植田家を訪れた気持ちになって解
説を聞いていただき、訪問者によって通される部屋
や応対が違うことを体感していただいた。また、植
田家には数多くの神棚があり、様ざまな神様が祀ら
れていたことも併せて説明された。
　植田家改築の歴史を知る上で貴重な資料となる家
相図も数点が紹介された。家相図は改築を行う際に、
風水などの見地から吉凶禍福を占った結果が書き込
まれているものである。

　第２部は、八尾市・龍華
コミュニティセンターにお
いて、講演会を開催した。
ここでは八尾市立歴史民俗
資料館の李 熙連伊氏、当
センター総括プロジェクト

リーダーの藪田貫、八尾市文化財課長の岸本邦雄氏
が講演を行った。また、会場外の廊下には、関西大
学なにわ・大阪文化遺産学研究センターの活動パネ
ルを展示した。李氏は植田家に現存する河内木綿を
会場に展示し、資料解説を行い河内木綿の概要につ
いて述べた。資料のうち、幟３点については、意匠
も含めて詳しく解説した。この幟は今の鯉のぼりに
あたる節句幟で、二つつけられた家紋のうち、一つ
は送られる子どもの家の紋であり、もうひとつは送
り主の家の紋である。つまりは父方の紋と母方の紋
が入れられていると予想される。描かれている絵は
子どもに力強く健康に育って欲しいという願いが込
められているためか、中国の武将の絵やヤマタノオ
ロチ退治の絵など、勇壮なものが多いようである。
また、幟の「振り留」と呼ばれる部分には赤い布が
使われており、これは疱瘡除けや魔除けの意味を持
っているそうである。絵師の特定が今後の課題にな
るだろうとのことであった。

Ⅲ．ワークショップ
第２回ワークショップ
　「お茶と茶釜～千里庵へのいざない～」
　11月18日（土）　参加者41名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階

文化遺産実習・展示室
　　　 関西大学茶道部茶室「千里庵」
　第１部
　角谷征一氏（（社）日本工芸会正会員）
　　「茶湯釜のできるまで」
　角谷征一氏の父であり人
間国宝の角谷一圭氏による
茶湯釜製作工程の記録ビデ
オを観賞した後、征一氏に
よる講演が行われた。祖父
巳之助氏が鋳造業を始められたきっかけ、父一圭氏
の話や、茶湯釜の製作に関する話、さらに茶湯釜の
観賞のしかたや取り扱いなどの話をしていただい
た。また、当日は巳之助氏、一圭氏、そしてご本人
の作品や製作にかかわる道具などをお持ちくださっ
たのでそれを展示した。

　第２部
　福原宗寿宗匠（裏千家師範）・洗心会
　　「茶道体験」
　センター１階実習・展示室にて関西大学茶道部
OB会「洗心会」によるお点前の実演、福原宗寿宗
匠による解説が行なわれた。福原宗匠が一つ一つの
道具や所作について非常に分かりやすく解説してく
ださった。その後、参加者を２班（第１班は学生、
第２班は一般参加者と関係者）に分け、関西大学に
ある茶室「千里庵」へ移動して実際に茶道体験をし
ていただいた。茶道部の現役学生がお茶を立て、洗
心会の方が説明してくださった。体験終了後も学生
たちは熱心に質問している様子は印象的であった。
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Ⅳ．調査・研究
①植田家民具調査

　植田家旧蔵（八尾市文化財課
所蔵）の民具のうち、蔵に収蔵
されているものを中心に調査を
行った。この蔵には、主として
生活にかかわる器具が収蔵され
ていた。中でも特徴的であった
のは、膳や茶碗などが数多く残

っていることで、これはかつて同家が地域の人びと
が寄り合いを行う際に会所として使われていたこと
を裏づける資料となる。
　予定していた調査はすべて終了し、今後は作成し
た調書をもとに、データ入力していく作業が中心と
なると思われる。
　なお、本調査は昨年度から継続して行っていたも
のである。

②道明寺天満宮スキャニング調査
　７月10日から12日に24

日、25日に行なわれた道明
寺天満宮夏祭りの予備調査
を行った。この調査は「に
ぎわい調査」（下記③）の
バックグラウンドとなる参

道と屋台の位置関係を抑えるとともに、屋台の形状
を記録するためのものである。
　今回は2005年度に行われたスキャニング調査の不
備を確認し、再スキャニングを行うとともに、24日、
25日には屋台が立ち並ぶ参道及び屋台のスキャニン
グを行なった。また１月１日、２日には初詣に伴い
天寿殿前及び参道に立ち並んだ屋台について、スキ
ャニングを行なった。
　2005年度の調査ではバッテリーを用いてスキャニ
ングを行うと、機器の作動時間に制約があるという
点が問題として挙げられていたが、今回、ACアダ
プターを導入することでこの制約から解放され、よ
り詳細なデータを得ることに成功した。

③にぎわい調査
　にぎわい調査として道明寺天満宮において夏祭り
及び初詣の調査を行った。
　夏祭りの際には参道上にビデオカメラを設置し、

屋台と参道を俯瞰で撮影し
た。同時に、手持ちのカメ
ラで屋台の並ぶ参道を歩く
人の動きを撮影した。
　初詣の際には、屋台の並
ぶ参道上に単管を組み、約

５メートルごとにCCDカメラを設置。計11台を使
って夏祭り時よりも詳細に人の動きをビデオ撮影し
た。現在、撮影した映像の解析中である。

④道明寺天満宮宝物調査
　道明寺天満宮所蔵の宝物
について、写真撮影および
調書の作成を行った。道明
寺天満宮には国宝・重要文
化財を含む数多くの資料が
所蔵されている。この調査

は、『なにわ・大阪文化遺産学叢書４道明寺天満宮
宝物選』を作成するための下地となるものである。
　調査は古絵図・絵画・古文書・書跡・文学資料・
工芸・考古遺物・石造物・絵馬・巨木・釋奠祭につ
いて行われた。

⑤大阪錫器調査
　株式会社 大阪錫器（大阪市東住吉区田辺）にお
いて、錫器の製造に関する聞き取り調査及び技術記
録作成のための製造工程の調査を行った。また、工
房の状態を記録するため、略測図も作成した。
　聞き取りは大阪錫器会長の今井崇子氏および社長
の今井達昌氏（伝統工芸士）をインフォーマントと
して行い、錫器を製作する会社や職人のつながりに
ついて記録した。技術記録は「鋳込み」「ろくろ挽き」
「焼き継ぎ」「絵付」「腐らし」と呼ばれる工程につ
いて行った。
　鋳込みは湯と呼ばれる融
解させた錫の地金を鋳型に
流し込む工程であるが、錫
器の鋳造では鋳型が繰り返
し使われるのが特徴であ
る。焼き継ぎは鋳込んだ錫
器の部品どうしを接合する工程である。この工程で
は接合部分を熱した鏝を用いて溶接する。ろくろ挽
きについては聞き取りと併せてビデオ撮影を行った。
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絵付けおよび腐らしの作業工程については、伝統工
芸士の佐々木義隆氏にご協力いただき、聞き取りお
よびビデオ撮影を行った。絵付けは絵を描く工程。腐
らしは絵を描いた部分以外を梨地にする工程である。
　今後は「槌打ち」「ロウ付け」の作業工程記録を
とるとともに、大阪錫器に所蔵されている資料の調
査も行う予定である。

⑥河内木綿調査
　八尾市立歴史民俗資料館
学芸員の李 熙連伊氏とと
もに、植田家に現存する河
内木綿の調査を行い、調書
の作成及び写真撮影を行っ
た。同家には地域連携企画

の際に展示した幟のほかに、着物や布地が多数残っ
ており、河内木綿を研究する際のサンプルとして貴
重である。
　今回、特に重要と思われる資料（手紡ぎ糸で作ら
れたと思われるもの）については、デジタルマイク
ロスコープ（Keyence製VHX-200）を用い、25～
175倍の倍率で繊維の撮影も行った。この撮影デー
タから紡がれた木綿糸の太さを計測し、統計を取る
ことで、手紡ぎ糸と機械紡績糸の差異が数値上に現
れることが期待される。
　また、八尾市立歴史民俗資料館所蔵の辻合コレク
ションから『河内木綿譜』の調査を行なった。本調
査では通常のデジタルカメラによる接写だけでな
く、上記デジタルマイクロスコープを用いた撮影も
行い、繊維の計量的な研究を行う際に基礎となるで
あろうデータを蓄積した。
　同時に、李氏のご好意により、同資料館が栽培す
る河内木綿の綿摘みから、糸紡ぎまでを体験させて
いただくことができた。

⑦保存処理・分析
　金属器、特に鉄器の保存
処理を行なうにあたり、脱
塩処理に使用する溶剤を決
定するため、２回の脱塩実
験を行なった。脱塩とは金
属に含まれる錆の原因とな

る塩分を取り除くことである。脱塩処理の方法も

様々で、例えば元興寺文化財研究所ではアルカリ水
溶液に鉄製品を浸して、塩分を水溶液中に溶出させ
るアルカリ水溶液含浸法を採用している。当センタ
ーでは高温高圧法を用いる。これは鉄製品をインヒ
ビター（腐食抑制剤）に浸し、高温高圧をかけ、維
持することで水の粘度と表面張力が極度に低下し、
脱酸素された熱水がサビの内部に浸入して可溶性の
塩類を溶出させるという方法である。
　第１回脱塩実験では試料に鉄粉圧縮体を使用し
た。その作成は元興寺文化財研究所で行なった。イ
ンヒビターを表の要領で作成し、各溶剤に塩化物を
加えたものと加えないものの２パターン用意し、実
験を行なった。

　その結果、ホウ砂（四ホウ酸ナトリウム）がより
効果的であるという結果が得られた。これまでの報
告によるとBTA（ベンゾトリアゾール）にホウ砂
を加えたもの（表のｂ）が効果的であるとされてい
たが、以上の結果からホウ砂のみとする。
　第２回実験では、使用する溶剤の濃度による変化
を検討するために、試料に鉄粉圧縮体を使用し、ホ
ウ砂の濃度を変え、同様の実験を行なった。第１回
同様、塩化物を加えたものと加えないものを用意し
た。今後はさらに実験・分析を行い、保存処理作業
を進めていく予定である。
　また、Ｘ線透過撮影装置、粒度分析装置を使用し
た大阪府下の遺跡から採取した無層理堆積物の堆積
環境の復元的研究を行なった。Ｘ線撮影像は肉眼で
は確認できない層序が確認できた。今後も粒度分装
置による研究を併用し、継続して研究していく。粒
度分析装置については影山氏他が本年報にまとめら
れているので詳細はそちらを参照していただきた
い。また、道明寺天満宮のご協力のもと道明寺天満
宮所蔵漆製品のＸ線撮影を行なった。彫漆屈輪文合
子で蓋身ともにＴ字形の木地構造であることが確認
できた。Ｘ線撮影像は肉眼で確認できない部分の観
察に有効であり、今後はより有効な活用法について
も検討していく。

セスキカーボネート BTA ホウ砂 安息香酸Na
a 0.5％ － － －
b － 0.2％ 0.1％ －
c － 0.2％ － 0.1％
d － － 0.3％ －
e － － － 0.3％
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月　日 活　　動　　報　　告
３月10日 「梅を描いた引札展」調査（大阪天満宮）（松本、祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内海）
３月31日 北川博子編『なにわ・大阪文化遺産学叢書１　関西大学図書館蔵　上方役者絵画帖』発行
４月15日 特別展「ボストン美術館所蔵　肉筆浮世絵展　江戸の誘惑」・講演　調査（神戸市立博物館）
４月16日 企画展「大津絵の世界」調査（大津市歴史博物館）
４月22日 聖霊会調査（四天王寺）

４月24日
関西大学創立120周年記念事業　なにわ・大阪文化遺産学研究センター竣工記念特別展「インカ
への道　─アンデスの秘宝─」オープニングセレモニー・『長島侯増山雪斎独楽園賀詞帖』、菅
楯彦画、藤沢南岳賛「猿田彦」公開

４月27日 「大坂代官竹垣直道日記」読み合わせ・校正作業開始（松本、祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内海）
４月28日 『長島侯増山雪斎独楽園賀詞帖』調査（有坂）
５月13日 第１回ワークショップ「天王寺舞楽の魅力」
５月18日 企画展「近代池田の和歌と俳句」調査（池田市歴史民俗資料館）
５月22日 八尾市植田家資料搬出準備作業
５月29日 八尾市植田家資料搬出作業
６月３日 第１回研究例会・『長島侯増山雪斎独楽園賀詞帖』公開
６月４日 第43回藝能史研究會大会調査（松本、祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内海）
６月24日 第３回NOCHSレクチャーシリーズ「近世大坂の学芸」・『長島侯増山雪斎独楽園賀詞帖』公開
７月４日 八尾市・植田家書籍関連調査

７月８日 第11回MKCRフォーラム「18世紀のビジュアル・カルチャー　─上方浮世絵の人物表現─」調
査（武庫川女子大学関西文化研究センター）

７月14日 大阪・堀川めぐり
７月18日 第33回『雅楽ゼミナール』調査（北御堂内　津村ホール）（松本、P.D.森本）
７月21日～22日 東京大学史料編纂所、国立公文書館内閣文庫、国立国会図書館調査（有坂）
８月４日 「篝の舞楽」調査（四天王寺）
８月11日 平成18年度中之島図書館百周年記念大阪資料・古典講座調査（松本）
９月７日～10月31日 鬼洞文庫一枚摺調査
９月12日 地域連携企画第２弾「八尾安中新田植田家の文化遺産」会場下見・打ち合わせ

９月26日～28日 東京大学史料編纂所所蔵「竹垣直道御代官日記　一～四」調査（松本、祭礼遺産研究プロジェ
クトR.A.内海）

10月８日 「近世大坂画壇の特質」公開シンポジウム（芦屋市立美術博物館）
10月14日 地域連携企画第２弾「八尾安中新田植田家の文化遺産」

10月20日 「大坂慕情　～なにわ四条派の系譜～」連続講座調査（芦屋市立美術博物館）（松本、祭礼遺産
研究プロジェクトR.A.内海）

10月25日 大阪ブランドサミット「大阪の四季を彩る祭礼」

10月28日 関西大学創立120周年記念行事：シンポジウム「日本のなかの大阪文化遺産」、「篝の舞楽」（天
王寺楽所雅亮会）

10月29日～30日 東京都立中央図書館、国立国会図書館調査（山本）
11月４日 木村蒹葭堂顕彰会講談・講演調査（大阪美術倶楽部）
11月12日 門真市歴史文化講座にて講演（松本）

11月16日 関西大学創立120周年記念展示「大坂画壇の絵画─文人画・戯画から長崎派・写生画へ─」記念
講演調査（松本、祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内海）

11月25日 第３回NOCHS文化遺産学フォーラム「まちづくりと文化遺産」
12月４日 第２回研究例会
12月５日～７日 韓国文化遺産視察
１月15日～16日 松竹大谷図書館、早稲田大学演劇博物館調査（北川）
１月19日 第４回NOCHSレクチャーシリーズ「中・近世大坂の寺院と歴史資料遺産」
１月26日 大阪市社会科教員研究会（講師：藪田、調査：松本）
１月31日 P.D.・R.A.のための文章講座①
２月14日 P.D.・R.A.のための文章講座②
３月１日 『Occasional Paper No.4 近世大坂の学芸』発行
３月31日 『なにわ・大阪文化遺産学叢書２　大坂代官竹垣直道日記（一）』発行

３月末現在

学芸遺産研究プロジェクト活動一覧
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Ⅰ．研究例会
①第１回例会　６月３日（土）参加者17名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階

文化遺産実習・展示室
　内海寧子（祭礼遺産研究プロジェクトR.A.）
　　「大坂代官竹垣直道の名所見物
　　　　─『代官竹垣直道日記』を読む─」
　有坂道子（研究員）
　　「伊勢長島藩主増山雪斎の文人交流
　　　　─『独楽園賀詞帖』に見る─」
　内海報告では、『なにわ・大阪文化遺産学叢書２』
として刊行する『大坂代官竹垣直道日記』（東京大
学史料編纂所蔵）を素材に報告した。特に名所見物
に焦点を当てて考察した。竹垣が行った見物先や、
代官の職務と名所見物の相関関係、見物先での竹垣
の趣味嗜好など、名所見物にかかわる行動の一端が
明らかになった。
　有坂報告では、平成17年度新収資料の『長島侯増
山雪斎独楽園賀詞帖』（以下賀詞帖）について報告
した。賀詞を贈った文人とその事跡の紹介、賀詞帖
に収められていない賀詞についての指摘、漢詩人市
河寛斎の曾孫である市河三陽の著書『市河寛斎先生』
に賀詞を見たとの記述があることから賀詞帖の成立
に関し言及した。
　また報告とともに、賀詞帖を展示した。

②第２回例会　12月４日（月）　参加者42名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階

文化遺産実習・展示室
　山本卓（研究員）
　　「上方浮世草子作者「都の錦」

　　　　 ─メディアとしての舌耕・書き本、　そし
て出版─」

　鶴崎裕雄（研究員）
　　「港の歴史と文化　─江口・神崎・大物─」
　山本報告では、上方の浮世草子作者である都の錦
について、年譜や著作『内侍所』の識語などから、
人物像をあぶり出した。都の錦が義士伝を広めるた
め、舌耕や写本を有効に活用していた様子を明らか
にした。
　鶴崎報告では、地域にかかわる文化や文学を研究
することを通して地域の特色を見出していく、地域
文化・地域文学論の有用性について言及した。
　その事例として神崎川の河港である江口、神崎、
大物を取り上げた。いずれの地域も古典作品の中に
登場することが多いことから、神崎川の特異性とし
て古典とのかかわりが深いことを指摘した。

Ⅱ．NOCHSレクチャーシリーズ
　第３回NOCHSレクチャーシリーズ
　　「近世大坂の学芸」
　６月24日（土）　参加者49名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階

文化遺産実習・展示室
　Andrew Gerstle氏
　 （ロンドン大学SOAS教授・国際日本文化研究セ
ンター研究員（2006年９月まで））
　　 「女形の身体を描く  
　─三ヶ津の浮世絵肉体表現を問う─」

　水田紀久氏
　（元関西大学教授・木村蒹葭堂顕彰会代表）
　　「同床同机　─増山雪斎侯と木村蒹葭堂─」

　今回のレクチャーシリーズでは、上方役者絵と平

学芸遺産研究プロジェクト



─ 160 ─

成17年度新収資料『長島侯増山雪斎独楽園賀詞帖』
を取り上げ、近世大坂の文化遺産を再評価すること
を開催趣旨とした。
　Gerstle報告では、上方役者絵画家である流光斎
如圭が描いた女形の人物表現を素材に、上方役者絵
の写実性がどこに由来するのか、江戸の役者絵との
相違について言及した。
　水田報告では、『長島侯増山雪斎独楽園賀詞帖』
にかかわって、増山雪斎と木村蒹葭堂、それぞれの
人物像や２人の交流について講演した。
　また、『長島侯増山雪斎独楽園賀詞帖』の展示・
公開とともに、有坂道子による釈文を配付した。
　講演記録として、『Occasional Paper No.4　近世
大坂の学芸』を発行した。

Ⅲ．「近世大坂画壇の特質」公開シンポジウム
　※芦屋市立美術博物館と共催
　10月８日（日）　参加者48名
　於：芦屋市立美術博物館
　基調講演：橋爪節也氏
　（大阪市立近代美術館建設準備室）
　パネリスト
　　有坂道子（研究員）
　　　「文人画家たちの交流
　　　　─木村蒹葭堂の周辺─」
　　北川博子（研究員）「大坂画壇と歌舞伎」
　司会：明尾圭造
　（歴史資料遺産研究プロジェクト研究員）
　当プロジェクトとしては、有坂道子と北川博子が
パネリストとして参加した。
　有坂は、福原五岳、桑山玉洲、野呂介石、十時梅
厓、浦上玉堂などの文人画家たちの交流の結節点と
なった木村蒹葭堂について報告した。

　北川は、上方役者絵や俳諧摺り物、流光斎や松光
斎などの絵師、そして上方歌舞伎研究の現状につい
て報告した。

Ⅳ．地域連携企画
　地域連携企画第２弾
　　「八尾安中新田植田家の文化遺産」
　　（旧植田家住宅現地調査報告会）
　※八尾市教育委員会と共催
　10月14日（土）参加者119名
　第１部　現地説明会（於：八尾市植田家）
　　森隆男（生活文化遺産研究プロジェクト研究員）
　第２部　講演会（於：龍華コミュニティセンター）
　　李熙連伊氏（八尾市立歴史民俗資料館学芸員）
　　　「植田家に伝わった河内木綿」
　　藪田貫（研究員）「植田家の人々と学芸」
　　八尾市文化財課「旧植田家住宅整備について」

　当プロジェクトとしては、藪田貫が、植田家所蔵
の書籍を素材に、植田家の人びとの学芸環境につい
て講演した。
　多数の漢籍、『庭訓往来』『商売往来』といった往
来物、『女大学宝箱』など、植田家でおこなわれて
いたと考えられる教育や、「懐徳堂祭典執行次第」
から見える大阪文化の復興の動きについて示唆し
た。
　また松本が準備作業として、９月12日に龍華コミ
ュニティセンターの下見ならびに八尾市文化財課岸
本邦雄氏との打ち合わせをおこなっている。

Ⅴ．調査
①鬼洞文庫一枚摺調査
　昨年度残したものについて、関西大学大学院生の
中尾和昇、清水敦子の協力を得、９月から調書を作
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成し、作業を完了した。入力作業については随時お
こなっている。

②東京大学史料編纂所蔵『大坂代官竹垣直道日記』
　今年度の成果として『なにわ・大阪文化遺産学叢
書２　大坂代官竹垣直道日記（一）』を発行するべく、
作業をおこなってきた。本書は天保11年から13年ま
での日記を収載し、３月末に発行した。
　４月から、松本、祭礼遺産研究プロジェクト
R.A.内海、関西大学大学院生の吉川潤、松永友和、
赤木怜志、榎隆敏、田中梓都美が校正作業をおこな
った。入力作業については、小林可奈の協力を得た。
　９月26日～28日には、松本と内海が東京大学史料
編纂所にて原本校正をおこなった。
　11月８日には編集に当たって、研究協力者前田成
雄氏より、助言を得た。
　当資料にかかわって、６月３日（土）の第１回研
究例会で、祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内海寧子
が報告した。

③『長島侯増山雪斎独楽園賀詞帖』
　４月22日の関西大学創立120周年記念事業　なに
わ・大阪文化遺産学研究センター竣工記念特別展
「インカへの道　─アンデスの秘宝─」オープニン
グセレモニー、６月３日の第１回研究例会、６月24

日の第３回NOCHSレクチャーシリーズ「近世大坂
の学芸」で展示・公開した。
　また有坂道子が４月28日に当資料を調査し、６月
３日の第１回研究例会で報告をおこなった。第３回
NOCHSレクチャーシリーズでは、水田紀久氏が増
山雪斎と木村蒹葭堂の交遊について講演した。

④上方役者絵
　2006年３月発行の北川博子編『なにわ・大阪文化
遺産学叢書１　関西大学図書館所蔵　上方役者絵画
帖』にかかわって、第３回NOCHSレクチャーシリ
ーズで、Andrew Gerstle氏が講演した。
　また北川が、ボストン美術館、松竹大谷図書館、
早稲田大学演劇博物館などで上方役者絵に関する調
査を進めている。

⑤八尾市植田家　書籍調査
　植田家の土蔵および母屋にある書籍を当センター
に移管するため、植田家にて５月22日に資料搬出準
備作業、５月29日に資料搬出作業をおこなった。
　６月10日～15日のくん蒸作業の後、７月３日より
松本が詳細調査をおこなっている。
　また藪田貫が植田家の書籍を素材に地域連携企画
第２弾「八尾安中新田植田家の文化遺産」で報告し
た。

Ⅵ．その他
①菅楯彦画、藤沢南岳賛「猿田彦」公開
　４月22日、特別展「インカへの道　─アンデスの
秘宝─」オープニングセレモニーで展示・公開した。
　また藪田貫が、関西大学博物館彙報『阡陵』（No．
52）で当資料を紹介している。

②歴史文化講座「かどま　今昔」講演
　松本が、門真市が開催している
歴史文化講座「かどま　今昔」に
出講した。
　当センターで進めている大坂代
官竹垣直道日記の調査の紹介と、
大塩事件に参加したことで有名な
茨田郡士の書籍のうち、大塩平八
郎著の書籍に着目し、その特徴に
ついて報告した。

長島侯増山雪斎独楽園賀詞帖 猿田彦
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月　日 活　　動　　内　　容
３月14日～16日 東京・千葉出張調査（西本・櫻木）
３月 大阪府内市町村史収載史料の調査
４月22日 聖霊会見学（於：四天王寺　原田・櫻木）
５月３日 第１回ワークショップ「天王寺舞楽の魅力」の打ち合わせ（天王寺楽所雅亮会）
５月11日 第１回ワークショップ「天王寺舞楽の魅力」の最終打ち合わせ・舞台設置
５月13日 合同例会（研究員ミーティング）・第１回ワークショップ「天王寺舞楽の魅力」
５月21日 関西大学教育後援会（センターの活動紹介）
５月29日・30日 八尾市植田家資料搬出およびセンターへの搬入作業
６月24日 第３回NOCHSレクチャーシリーズ「近世大坂の学芸」
７月３日 八尾市植田家古文書調査打ち合わせ・芦屋市立美術博物館との共催シンポジウム打ち合わせ
７月６日・10日 創立120周年記念行事の会場下見
７月７日 第１回研究例会・研究員ミーティング
７月10日 関西大学ミュージアム講座（西本）
７月11日 関西大学ミュージアム講座（北川）
７月14日 大阪　堀川めぐり（浜野・櫻木）
７月24日 創立120周年記念行事「篝の舞楽」打ち合わせ（天王寺楽所雅亮会・学長課）
７月26日 藤井寺市立図書館出張調査（原田・櫻木）
７月31日～
　　　８月４日 八尾市植田家古文書調査

８月２日 篝の舞楽会場設営見学（於：四天王寺）
８月３日 道明寺天満宮出張調査（原田・櫻木）
８月４日 篝の舞楽見学（於：四天王寺）
８月25日 上方芸能まつりinミナミ2006　舞楽公演見学（櫻木）
９月25日 創立120周年記念行事「篝の舞楽」関係者全体打ち合わせ
10月８日 芦屋市立美術博物館公開シンポジウム「近世大坂画壇の特質」（明尾・櫻木）
10月14日 地域連携企画第２弾「八尾安中新田植田家と文化遺産」
10月17日～20日 八尾市植田家古文書調査
10月17日 創立120周年記念行事「篝の舞楽」について懇談（於：四天王寺本坊）

10月25日 創立120周年記念行事「篝の舞楽」会場決定会議
大阪ブランドサミット「大阪の四季を彩る祭礼」

10月26日 創立120周年記念行事リハーサル
10月28日 創立120周年記念行事「日本のなかの大阪文化遺産」・「篝の舞楽」
11月４日 関西大学創立120周年記念式典（特別公演「天王寺舞楽」）
11月17日 天王寺楽所雅亮会第40回雅楽公演会見学（櫻木）
11月18日 第２回ワークショップ「お茶と茶釜」
11月25日 第３回NOCHS文化遺産学フォーラム「まちづくりと文化遺産」
12月５日～７日 韓国文化遺産視察
12月20日 京都市立芸術大学日本伝統音楽研究センター第２回公開講座「仏教と雅楽」参加（櫻木）

12月22日 道明寺天満宮所蔵資料撮影
長期インターンシップ生実習報告会出席

１月１日～２日 道明寺天満宮スキャニング調査（櫻木）
１月19日 第４回NOCHSレクチャーシリーズ「中・近世大坂の寺院と歴史資料遺産」・合同例会
１月26日 藤井寺市立図書館出張調査（櫻木）
１月31日・２月14日 P.D.・R.A.のための文章講座
２月19日～21日 関西大学博物館所蔵本山コレクション拓本写真撮影
２月26日 大坂城図屏風国際会議の会場下見（於：大阪商工会議所）
２月26日～
　　　３月16日 関西大学博物館所蔵本山コレクション拓本・文学部古文書室所蔵津田秀夫先生収集文書調査

３月７日～８日 沖縄出張調査（西本・櫻木）
３月末現在

歴史資料遺産研究プロジェクト活動一覧
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Ⅰ．研究例会
　第１回例会　７月７日（金）　参加者27名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター  

文化遺産実習・展示室
　南谷恵敬氏（四天王寺国際仏教大学教授）
　　「四天王寺の信仰と芸術」
　第１回研究例会では、研究協力者で四天王寺執事
の南谷氏に、古代から現在に至る四天王寺の信仰と
宝物についてご報告いただいた。平安時代から鎌倉
時代における四天王寺信仰についてのご報告は、創
建期に比べて研究の少ない時期だけに、今後、四天
王寺を研究する上で興味深い内容であった。
　例会後のミーティングでは、今後の四天王寺研究
の可能性について多くのご教示を得た。

　第２回例会
　今年度の第２回研究例会は、当プロジェクトの企
画となる第４回NOCHSレクチャーシリーズに充て
ることとなった。

Ⅱ．NOCHSレクチャーシリーズ
　第４回NOCHSレクチャーシリーズ
　「中・近世大坂の寺院と歴史資料遺産」
　１月19日（金）　参加者39名
　於：なにわ・大阪文化遺産学研究センター
　　　文化遺産実習・展示室
　大澤研一氏（大阪歴史博物館学芸員）
　　 「地域のなかで寺院を考える  
 ―中世～近世の摂河泉を題材に―」

　冨坂　賢氏
　（独立行政法人国立博物館東京国立博物館）

　　「国指定文化財・歴史資料の現状と課題」
　第４回NOCHSレクチャーシリーズでは、大阪の
寺院史研究の動向や、当プロジェクトのテーマであ
る「歴史資料」について取り上げ、それぞれの分野
で活躍されている両氏をお招きした。
　大澤報告では、松尾寺（和泉市）などの具体的な
事例を用いて、中近世移行期から近世の寺院や社会
について分析し、地域史を考える切り口としての寺
院の重要性について述べられた。

　冨坂報告では、文化庁による「歴史資料部門」の
設置と国指定の推進についてのこれまでの取り組み
や、保存や修復など歴史資料が抱える今後の課題が
指摘された。

　第４回NOCHSレクチャーシリーズについては、来年度、

『NOCHS Occasional Paper』として刊行する予定である。

Ⅲ．調査・研究
①基礎的所在調査
　昨年度から引き続き『東京大学史料編纂所報』な
どを用いて所在調査を行うとともに、昨年度末には、
大阪府内の市町村史に収載されている資料について

歴史資料遺産研究プロジェクト
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冨坂　賢氏
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の調査を行った。また、『なにわ・大阪文化遺産学
叢書４　道明寺天満宮宝物選』の刊行にむけて、『国
立歴史民俗博物館資料調査報告書12　情報資料研究
部　社寺境内図資料集成２　近畿・補遺』などで、
道明寺天満宮の関係資料について調査した。

②関西大学所蔵資料の調査
（１）本山コレクション「日本の部」拓本
　６月７日に、軸装分と未表装分についてセンター
内でくん蒸作業を行った。２月19日～21日には、軸
装分126点の写真撮影を業者に委託して行った。２

月下旬～３月中旬には、未調査の拓本を整理し、目
録を作成した。

　本山コレクション「日本の部」拓本は、来年度、『なにわ・

大阪文化遺産学叢書』として刊行する予定である。

（２）文学部古文書室所蔵津田秀夫先生収集文書
　津田秀夫先生収集文書のうち、中世文書を中心と
した38点について、調書の作成とデジタルカメラで
の撮影を行った。

③出張調査
（１）道明寺天満宮関連資料調査
『なにわ・大阪文化遺産学叢書４　道明寺天満宮宝
物選』の刊行のため、道明寺天満宮関連資料の出張
調査を行った。
　７月26日に、藤井寺市立図書館において、『藤井
寺市史』編さんの際に撮影された資料の写真を調査
し、８月３日に、道明寺天満宮において、昨年度は
未見であった古文書のほか、境内図などの絵図を調
査した。調査アルバイトの林圭一郎（関西大学大学
院博士課程後期課程）らと調書を作成し、写真撮影

を行った。調査終了後には、道明寺天満宮周辺の現
地調査も行った。
　二度の調査の結果にもとづいて、12月22日に道明
寺天満宮で、生活文化遺産研究プロジェクトR.A.の
宮元と未撮影の資料について写真撮影を行った。
　また、R.A.櫻木は、１月１日～２日にかけて行わ
れた生活文化遺産研究プロジェクトの道明寺天満宮
境内のスキャニング調査に調査補助として加わっ
た。

（２）東京・千葉の所蔵機関調査
　①基礎的所在調査にもとづいて、2005年３月14日
～16日に、国立公文書館内閣文庫・（財）石川文化
事業財団お茶の水図書館・大学共同利用機関　人間
文化研究機構　国立歴史民俗博物館において、『槇
尾山小縁起　附槇尾山大縁起』・『行基菩薩伝』・『和
泉国大鳥神社古文書』などの写本調査を行った。ま
た、祭礼遺産研究プロジェクトが進める『神社を中
心とする村落生活調査報告』に関連して、『全国神
社明細帳』の大阪府分を閲覧した。

　Ⅲ．調査・研究には、2005年度分の調査報告を含んで

いるが、『なにわ・大阪文化遺産学研究センター2005』で

は2005年２月末までの調査報告を掲載したので、本年報

において報告した。

④その他
（１）八尾市植田家古文書調査
　八尾市教育委員会が進める同市植田家所蔵の資料
調査に関して、浜野潔研究員が古文書調査の進め方
などの助言を行った。

Ⅳ．その他
①関西大学ミュージアム講座
　７月10日　西本昌弘「行基と難波津」
　７月11日　北川　央「大坂城の歴史と謎・伝説」
　於：関西大学第一高等学校・第一中学校
　　　親和館　親和ホール
　「なにわの文化遺産」を総合テーマとした平成18

年度の「関西大学ミュージアム講座」（主催：関西
大学博物館、関西大学エクステンション・リードセ
ンター）において、当プロジェクトの西本昌弘研究
員・北川央研究員が上記のタイトルで講演を行っ

拓本調査の様子
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た。

②芦屋市立美術博物館公開シンポジウム
　「近世大坂画壇の特質」
　当プロジェクトの明尾圭造研究員（芦屋市立美術
博物館）より、同館の「大坂慕情～なにわ四条派の
系譜～」（10月７日～11月19日）の開催期間中に、
公開シンポジウムをセンターと共催したいとの依頼
があった。協議の上、開催日を10月８日とし、パネ
リストには、橋爪節也氏（大阪市立近代美術館建設
準備室）、センターから学芸遺産研究プロジェクト
の北川博子研究員・有坂道子研究員とすることが決
められた。パネリストとの調整など準備・運営全般
は、明尾研究員が担当した。R.A.櫻木は、学芸遺産
研究プロジェクトR.A.松本と、当日の会場設営等に
携わった。

③第１回ワークショップ「天王寺舞楽の魅力」
　今年度から開催されたワークショップの第１回
「天王寺舞楽の魅力」の準備と運営は、P.D.森本と
R.A.櫻木で分担することとなり、チラシの作成など
の広報や当日の司会は森本が、天王寺楽所雅亮会や
業者との連絡・調整、当日の運営は櫻木が担当した。
　今回のワークショップでは、第２回NOCHSレク
チャーシリーズと同様、吹田市内の新聞折込でチラ
シを配布し、センター行事としてはじめての往復は
がきによる事前申し込み制を採った。
　また、当日の参加者に配布する「鑑賞のてびき」
（A4判10頁）を作成することとし、各プロジェクト
のR.A.が執筆し、櫻木が編集した。その内容と執筆
担当者は以下の通りである。
　舞楽（櫻木）
　天王寺楽所と雅亮会（櫻木）
　天王寺舞楽と聖霊会（内田・祭礼遺産）
　萬歳楽（櫻木）
　萬歳楽の楽器（内海・祭礼遺産）
　萬歳楽の装束（松本・学芸遺産）
　当初、萬歳楽の演舞は、センター前のなにわ広場
に設置された特設舞台での公演を予定していたが、
雨天のため、センターの文化遺産実習・展示室での
公演に変更された。
　ワークショップ開催にあたっては、四天王寺楽所
雅亮会の全面的な協力のもと、円滑に準備・運営を

進めることができた。特に、研究協力者で、雅亮会
理事長の小野功龍氏、理事の徳山耕一氏・中島仁氏
とは、緊密に連絡を取り合って準備を進めるととも
に、「鑑賞のてびき」の監修をしていただいた。

④関西大学創立120周年記念行事
　パネルディスカッション
　　「日本のなかの大阪文化遺産」
　特別公演「篝の舞楽」

　関西大学創立120周年記念式典
　　特別公演「天王寺舞楽」

　10月28日に開催された関西大学創立120周年記念
行事のうち、R.A.櫻木は、特別公演「篝の舞楽」に
ついての全般を担当した。本行事は関西大学との共
催であったため、学長課の川原哲夫氏・畠山勝代氏
らと緊密に連携を図りながら準備・運営を行った。
　吹田市内・豊中市内の新聞折込でチラシを配布す
るなどの広報を行い、往復はがきによる事前申し込
み制とし、1.289名の参加申し込みがあった。
　また、当日の参加者に配布する「鑑賞のてびき」
（A4判カラー４頁）を作成した。「鑑賞のてびき」は、
演目や天王寺楽所雅亮会について写真入りで解説し
たものである。
　今回も四天王寺楽所雅亮会の全面的な協力を得る
ことができた。雅亮会理事の徳山耕一氏・吉光信昭
氏・小野真氏とは、ワークショップと同様、打ち合
わせや会場の下見、「鑑賞のてびき」の監修など、
緊密な連絡を取り合いながら準備を進めた。
　また、「篝の舞楽」は、毎年８月４日に四天王寺
で執り行われる年中行事であることから、四天王寺
勧学部の柏原智覚氏・総務部の南條光輝氏に、当日
の運営に関する助言をいただいた。
　11月４日に開催された関西大学創立120周年記念
式典の特別公演「天王寺舞楽（萬歳楽）」に、
R.A.櫻木が協力した。協力の内容は、式典出席者に
配布する天王寺舞楽と萬歳楽の解説（A4カラー片
面刷り）の執筆および準備・当日の運営であった。



─ 166 ─

研究センター日誌

2006年度会議報告

月　日 会　　議　　報　　告

４月５日 第１回HQ・P.D.・R.A.合同連絡会議

４月12日 第１回HQ会議

４月19日 第１回推進委員会

４月26日 第２回HQ会議

５月13日 第１回合同例会

５月24日 第３回HQ会議

５月31日 第２回HQ・P.D.・R.A.合同連絡会議

６月21日 第２回推進委員会

６月26日 第４回HQ会議

６月28日 第３回HQ・P.D.・R.A.合同連絡会議

７月12日 第５回HQ会議

７月14日 第４回HQ・P.D.・R.A.合同連絡会議

７月26日 第３回推進委員会

９月20日 第５回HQ・P.D.・R.A.合同連絡会議

10月４日 第６回HQ会議

10月18日 第４回推進委員会

10月19日 第６回HQ・P.D.・R.A.合同連絡会議

10月28日 第１回外部評価委員会

11月８日 第７回HQ・P.D.・R.A.合同連絡会議

11月22日 第７回HQ会議

12月13日 第１回リーダー会議

12月25日 第８回HQ会議

１月10日 第８回HQ・P.D.・R.A.合同連絡会議

１月17日 第５回推進委員会

１月19日 第２回合同例会議

３月14日 第９回HQ・P.D.・R.A.合同連絡会議

３月20日 第６回推進委員会

ＨＱは事務局の略
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研究センター日誌

長期インターンシップ実習

＜受入から報告会までの日程＞
　５月25日（木）面接
　６月８日（木）インターンシップ生会議
　６月22日（木）実習開始
　12月22日（金）実習報告会

＜受入担当研究員＞
　森　隆男（生活文化遺産研究プロジェクト研究員
／関西大学文学部教授）

＜2006年度インターンシップ実習生＞
　久保　智美氏（文学部総合人文学科３回生）
　吉富　覚子氏（文学部総合人文学科３回生）
　角田　歩氏（総合情報学部総合情報学科３回生）

①センターでの受入
　今年度より、当センターでは、長期インターンシ
ップ生を受け入れることとなった。受け入れ期間は、
６月～12月の半年間であった。
　当センターは、今にのこる大阪の文化遺産を調
査・研究し、その研究成果の地域社会への還元を目
的としている。したがって、インターンシップ生に
は、それぞれの地域において、景観も含めて歴史的
な遺産が人びとにどのように受け入れられているの
かを学んでもらうため、センター研究員主導で大阪
各地域への調査に同行したり、研究行事へ参加した
りすることを通じて、大阪の文化遺産に実際に触れ
る機会を提供した。そして、そこで研究員や自らが
調査し学んだことが研究センターにおいて、どのよ
うな形で成果として結実していくのかということを
一連の作業を通して理解できるように仕事をすすめ
てもらった。
　具体的な仕事内容としては、成果物の校正、研究
行事案内葉書や成果物の発送作業、研究行事の準備、
研究行事における来場者誘導・受付・カメラ・ビデ
オ撮影など、センターにてP.D.・R.A.が常時おこな
っている業務に携わってもらった。
　半年間の実習の成果をまとめた実習報告会では、

大阪の文化遺産については、必ずそれを支える人び
とがいて、保存・継承することの困難さを知ること
ができたということ、また、当センターにおける仕
事については、ひとつの大きな研究行事が多くの人
びとの協力と長期にわたる準備によって成り立つも
のであること、自分たちで仕事を見つけ、積極的に
やらなければならないことなど、実際の業務を通じ
て学んだことを報告した。
　受け入れ側であるセンターは、今年度の反省点を
活かして実習生が文化的事業に理解をもち、将来仕
事に就く上で目的意識をもって仕事ができるような
指導をするように努めたい。

＜主な仕事内容＞
　・研究行事の受付、誘導、資料配布
　・植田家民具調査
　・鬼洞文庫一枚摺調書入力
　・文化庁ホームページへの行事登録
　・NOCHSメールの作成
　・Occasional paperの校正作業
　・配送物の送付準備作業
　・研究行事の展示パネル作成

②インターンシップを終えて　─実習生の感想─
久保智美（文学部３回生）
　私は２回生の時にも学校インターンシップに行
き、そこで受動的ではなく能動的に動くことの大切
さを学んだ。この教訓を活かすべく、また、学校イ
ンターンシップとは違った経験をしてみたいと思
い、この関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究セン
ターのインターンシップに応募した。
　今回のインターンシップは私にとってとても新鮮
なもので、何よりも、とても身近な大阪とその周辺
の文化と歴史を学べた事が、歴史分野を学ぶ為に大
学に来た私には良いものとなった。１つのことをい
ろいろな視点から見る大切さを学ぶことができた。

吉富覚子（文学部３回生）
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　八尾市植田家の民具調査で普段みることや触れる
ことのない民具資料を調査したことは「インターン
シップなのに楽しんでいいのか？」と思ってしまう
ほどだった。ただ、受身の仕事をこなすだけで半年
間を過ごしてしまったことはとても悔やまれた。
　センターに携わる多くの人がひとつのことを熱心
に研究されている知識の深さを見て、私もひとつで
も、強みとなる知識を見つけて仕事がしたいと思っ
た。また、ワークショップやフォーラムを通して文
化遺産に少しでも興味を持ってもらう活動は、私が
企業で志望する職種が何かを気付かせてくれた。

角田歩（総合人間学部３回生）
　一番印象に残ったものは「お茶と茶釜」のワーク
ショップだ。私も茶道体験をさせていただけること
になり、初めて茶室に入っての茶道を経験すること
ができた。難しく厳しい作法で取っ付きにくいもの
と思っていた茶道が、正しい作法よりもその場の雰
囲気を楽しむことが重要との言葉でリラックスして
臨むことができた。
　私は普段高槻キャンパスへ通っているため、セン
ターのある千里山キャンパスに通う他のインターン
シップ生に比べて活動に参加できた時間が少なかっ
たことが心残りだが、色々な経験ができ、自分の欠
点や改善点に気付けた。
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外部評価委員会

　①第一回外部評価委員会の実施
　　日　時：2006年10月28日（土）10：00～11：30

　　場　所：なにわ・大阪文化遺産学研究センター２階　会議室

　＜外部評価委員＞
　井上　　宏氏（関西大学名誉教授／㈳生活文化研究所「上方研究の会」代表）
　永井　芳和氏（読売新聞大阪本社編集委員）
　森　まゆみ氏（作家／地域雑誌編集者）

　＜なにわ・大阪文化遺産学研究センターからの出席者＞
　髙橋　隆博（なにわ・大阪文化遺産学研究センター長／関西大学博物館長／関西大学文学部教授）
　藪田　　貫（なにわ・大阪文化遺産学研究センター総括プロジェクト・リーダー／関西大学文学部教授）
　熊　　博毅（博物館事務長）
　森本　幾子（なにわ・大阪文化遺産学研究センターP.D.）

　今年度は、なにわ・大阪文化遺産学研究センターの活動が始動して以来、第１回目の外部評価委員会を開
催した。外部評価委員会は、センターの調査・研究活動について、客観的な視点から評価してもらい、評価
委員の意見や感想をふまえた上で、今度のセンターの研究に反映させていくことを目的としている。
　まず、P.D.森本から、配布資料の確認と説明をおこなった。つづいて、髙橋センター長からセンターの基
本的なコンセプトと祭礼遺産・生活文化遺産・学芸遺産・歴史資料遺産の各プロジェクトについて説明をお
こなった。その後、各評価委員より質問を受けながら、センターの評価について具体的な意見や感想をいた
だいた。最後に、藪田総括プロジェクトリーダーから今後の外部評価委員会の予定についての説明があり、
委員会を終了した。

外部評価委員会の様子
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　 •  これまで出版されているものをみると、新聞やテレビなど、情報メディア
を使い分けながら上手に情報発信が出来ていると思う。

　 •  刊行物は、それに携わる研究員が面白い、楽しいという気持ちでやってい
る様子がストレートにこちらへ伝わってくる。

　 •なにわ・大阪文化遺産学研究センターは将来、もっと飛躍すると思う。

　 •  叢書はすばらしいと思うが、補助金を受けて刊行したものは販売禁止というのは驚きである。普及とい
う意味からも一般の出版社と連携しながら情報発信をしていく手立てを考えてもらいたい。

　 •なにわ・大阪文化遺産学研究センターの活動は、学生の教育にも強い力になっていくと思われる。

　 •  現場を見せると感動する学生は多い。簡単なハウツーの手引書をつくって徐々にレベルアップをはかれ
ばよい。

　 •  年報をはじめとしてセンターの出版物は、ほどんどがA4判であるが、個人で所蔵するにはA4判は大き
い。ポピュラーな内容のものについては、A6判からB6判で発行してもらいたい。

　 •  近代のことがらは、現在の自分の時代とつながっているので
分かりやすいという点から、近代にも重点を置いてもらいた
い。近代を研究する場合には、オーラルヒストリーの収集が
欠かせない。テープレコーダーで音だけを拾うのではなく、
映像と音を同時に記録する方が良いだろう。そのためには、
ビデオを上手に活用すればよい。また、ただ収集するだけで
はなく、収集したものをきちんと分類・整理しておくことが
大切である。

　 •  小学校や中学校に対する副読本は是非とも実現してもらいたいが、その際は４つの研究プロジェクトの
成果を網羅したものにしてもらいたい。大阪には、神社が少なく、寺院が多いがそうしたことは、大阪
人の精神文化を垣間見る手立てとなる。次代に継承させる意味でも副読本の実現は必要であると思う。

　 •  センターのひとつのポイントとして「食」文化があるが、なにわ伝統野菜だけではなく、大阪の料亭文
化というものにも焦点をあててもらいたい。大阪の料亭文化は、江戸時代から非常にすすんでおり、そ
の頃の料亭の献立も残っている。そうした点も明らかにしてもらいたい。

　 •  指定管理者制度の導入などで、貴重な資料を持っている人も、自分の資料が将来的にどうなるか分から

外部評価委員会にて評価委員から出された意見および感想

井上　宏氏

森　まゆみ氏
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ないということから、自治体に資料を預けることにためらいを持ちはじめ
ている。そうした状況だからこそ、大学が信用されるようになるのではな
いか。

　 •  寄贈があった資料については、センターの出版物の後ろにいれてPRして
いくことが大切である。

　 •  報告書には写真がたくさん入っており、そうした点を見ただけでも時代が
変わったということを感じる。映像や音の記録は大切で、片手間ではでき
ない。新聞社の取材では、記者以外にカメラマンがきちんとついている。
記録に残すという自覚を持って撮るのと、漠然と撮るのとでは結果が違っ
てくる。音も現場で採取する必要がある。映像資料は、20年後、30年後に
生きてくる。そのために、責任者をきちんと決めてできるだけ早い時点で整理をしておくことが大切で
ある。

　 •センターのホームページを充実させ、センターのURLをきちんと入れておいたほうがよい。

永井　芳和氏
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① NOCHSメール
号 配信月日 内　　容 執筆者 編集担当

第14号 ３月29日

1 ２月・３月の動き

櫻木　　潤
2

今年度の活動を振り返って 森本　幾子
内田　吉哉
内海　寧子
宮元　正博
千葉　太朗
松本　　望
櫻木　　潤

３ ４月の予定
４ 編集後記

第15号 ６月20日

１ ５月の活動

内田　吉哉
２ 第１回ワークショップ「天王寺舞楽の魅力」の舞台裏 松本　　望
３ 八尾市・植田家からセンターへの資料搬入 森本　幾子
４ ７月の予定
５ 編集後記

第16号 ６月30日

１ 生活文化遺産研究例会のお知らせ

内田　吉哉

２ ６月の活動
３ インターンシップ紹介

４
八尾市・植田家民具調査 インターン

シップ生・
吉富　覚子

５ 足元にある「なにわ・大阪の文化遺産」 櫻木　　潤
６ 編集後記

第17号 ７月18日

1 センターで検証する「大阪の伝統野菜」 事務担当・常行貞臣

内田　吉哉
2 道明寺天満宮夏祭り調査・予備調査 宮元　正博
3 大阪府の神社合祀に関連する新聞記事調査 内田　吉哉
4 ８月の予定
5 編集後記

第18号 ８月１日

1 ７月の活動

内田　吉哉
2 川面から大阪を新発見─なにわ探検クルーズ─ 櫻木　　潤
3 第33回『雅楽ゼミナール』に参加して 松本　　望
4 X線透過撮影装置取り扱い説明会 千葉　太朗
5 編集後記

第19回 ８月31日

1

「篝の舞楽」鑑賞記 学芸遺産研究
プロジェクト
研究員・前田
成雄

内田　吉哉2 上方芸能としての天王寺舞楽～上方芸能まつりinミナミ2006から～ 櫻木　　潤
3 なにわ伝統野菜の収穫と調理 宮元　正博
4 ９月の予定
5 編集後記

センター通信
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第20号 ９月21日

1 ８月の活動

内海　寧子
2 大阪ブランドの集結─大阪ブランドサミット─ 内海　寧子
3 大阪の寺社となにわ伝統野菜のあゆみ 森本　幾子
4 なにわの伝統野菜と食育 事務担当・速水裕子
5 編集後記

第21号 10月10日

1 なにわ実験農園第２期播種 宮元　正博

内海　寧子

2 保存処理分析作業室だより─さびのはなし─ 千葉　太朗
3 竹垣直道日記をめぐる東京見聞 内海　寧子
4 10月の予定
5 編集後記

第22号 11月13日

1 11月の予定

内海　寧子

2
八尾安中新田植田家の文化遺産 インターン

シップ生・
久保　智美

3 NOCHSへようこそ！─外国人研究者による特別講演会─ 松本　　望

4
関西大学創立120周年記念行事と記念式典─センターは次の一
歩を踏み出した─」 櫻木　　潤

5 10月の活動
6 編集後記

第23号 12月20日

1 11月･12月の活動報告

千葉　太朗
2 第２回ワークショップ「お茶と茶釜」雑感 宮元　正博
3 まちづくりと人びと 森本　幾子
4 上町台地お散歩ツアー 千葉　太朗
5 編集後記

第24号 １月30日

1 １月の活動報告

千葉　太朗

2
インターンシップ生として受け入れて頂いて インターン

シップ生・
久保　智美

3
インターンシップを振り返って インターン

シップ生・
吉富　覚子

4
インターンシップを経験して インターン

シップ生・
角田　歩

5 編集後記

第25号 ２月28日

１ ２月の活動報告と発行予定出版物

千葉　太朗

２ 2006年度第２回祭礼遺産研究例会 内田　𠮷哉

３
保存処理分析作業室便り
─2006年度生活文化遺産第２回研究例会─ 千葉　太朗

４
第４回NOCHSレクチャーシリーズ
「中・近世大坂の寺院と歴史資料」 櫻木　　潤

５ 編集後記
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②『難 波 潟』
号 頁 内　　　　　容 執筆担当

第３号

１～２
【特集】第2回NOCHS文化遺産学フォーラム「大阪と沖縄の文化遺産」
　　　　アンケートより 宮元　正博

３～４

【第２回NOCHSレクチャーシリーズ】
「なにわ伝統野菜VS京野菜─復興のなにわか伝統の京か─」

森本　幾子
講演：大阪府立食とみどりの総合技術センター、
　　　野菜園芸グループリーダー・森下正博「なにわの伝統野菜のもつ今日的意義
─なにわの伝統野菜で大阪を「しんか」させよう─」／野菜文化史研究センター所
長・久保　功「歴史文化野菜学からみた京野菜」／参加者の感想（アンケート結果
から）／参加者が教えてくださった調理例

５～７

【研究室だより】

　「第２回祭礼遺産研究例会：祭礼遺産研究班研究員・市川秀之「近世の民俗に対
する知識人の関与─河南町平石の祭礼を題材に─」 内田　吉哉

　「第２回生活文化遺産研究例会：生活文化遺産研究班R.A.・宮元正博・千葉太朗
「道明寺天満宮３Dスキャニング調査概報」／大阪工業大学講師・妻木宣嗣「寺社
境内とその周辺における「にぎわい」空間について」

千葉　太朗

　「第２回学芸遺産研究例会：学芸遺産研究班R.A.・松本望「鬼洞文庫一枚摺調査
の経過報告と今後の展望」／（財）阪急学園池田文庫研究員「関西大学図書館蔵『上
方芝居絵帖』・『一養亭芳瀧筆画帖』について」

松本　　望

　「第１回歴史資料遺産研究例会：歴史資料遺産研究班R.A.・櫻木潤「なにわ・大
阪の歴史資料調査～歴史資料遺産研究班の第一歩として」 櫻木　　潤

　「第２回歴史資料遺産研究例会：関西大学非常勤講師・若井敏明「古代の難波津
─その位置論を中心に─」／歴史資料遺産研究班P.L．、関西大学文学部教授・西本
昌弘「平安時代の難波津」

櫻木　　潤

８

書籍紹介「大阪歴史博物館・早稲田大学坪内博士記念演劇博物館編集・発行『日英
交流　大坂歌舞伎展─上方役者絵と都市文化─』2005年　302ｐ 松本　　望

なにわ・大阪文化遺産学研究センター今後の予定

森本　幾子編集後記

奥付

2006年５月13日刊行
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号 頁 内容 執筆担当

第４号

１～３

【第１回ワークショップ】「天王寺舞楽の魅力」
　天王寺楽所と雅亮会／雨の中130名もの参加者が／第一部「聖霊会ビデオ上映　
舞楽と管絃」／第二部「襲装束の解説と着付け　舞楽の所作解説　　萬歳楽」／ワー
クショップを終えて

櫻木　　潤

４～５

【第３回NOCHSレクチャーシリーズ】「近世大坂の学芸」
　ロンドン大学SOAS教授、国際日本文化研究センター研究員・Andrew Gerstle「女
形の身体を描く─三ヶ津の浮世絵肉体表現を問う─」／元関西大学教授、木村蒹葭
堂顕彰会代表・水田紀久「同床同机─増山雪斎侯と木村蒹葭堂」／アンケートより

松本　　望

６～７

【研究室だより】
「2006年度第１回祭礼遺産研究例会：吹田市立博物館・藤井裕之「異形のはきもの
─大阪府内の事例を中心に─」

内田　吉哉

「2006年度第１回生活文化遺産研究例会：関西大学文学部教授・森　隆男「モノづ
くりの今」／（財）枚方市文化財研究調査会・吉田晶子「大阪の鋳物業─近代化以
前の職種と技術─」

宮元正博／
千葉太朗

「2006年度第１回学芸遺産研究例会：祭礼遺産研究プロジェクトR.A.・内海寧子
「大坂代官竹垣直道の名所見物─『代官竹垣直道日記』を読む─」／京都橘大学文
学部助教授・有坂道子「伊勢長島藩主増山雪斎の文人交流─『独楽園賀詞帖』に見
る─」

松本　　望

「2006年度第１回歴史資料遺産研究例会：四天王寺国際仏教大学教授・南谷恵敬
「四天王寺の信仰と芸術」 櫻木　　潤

８

切り抜き帳：平成18年５月14日（日）朝日新聞大阪版・朝刊29面「天王寺舞楽地域
に発信」
施設の紹介「文化財保存処理分析作業室」
2006年度新研究員紹介 森本　幾子

編集後記

奥付

2006年９月15日刊行
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号 頁 内容 執筆担当

第５号

１～２ 【地域連携企画第２弾】「八尾安中新田植田家の文化遺産」

松本　　望

「第１部　現地説明会：関西大学教授、生活文化遺産研究プロジェクト研究員・森
　隆男」／「第２部　講演会：八尾市立歴史民俗資料館学芸員・李熙連伊「植田家
に伝わった河内木綿」、関西大学教授、学芸遺産研究プロジェクト・リーダー・藪
田貫「植田家の人々と学芸」、八尾市文化財課「旧植田家住宅整備について」／ア
ンケートより

３ 【大阪ブランドサミット】「祭礼パネル」出展 内海　寧子

４～５

【関西大学創立120周年記念行事】「関西大学がはぐくんだ大阪学と中国学」
パネルディスカッション「日本のなかの大阪文化遺産」基調講演：なにわ・大阪文
化遺産学研究センター長・髙橋隆博、パネルディスカッション：森まゆみ氏（作家
／地域雑誌編集者）・小野功龍氏（相愛大学音楽学部教授／天王寺楽所雅亮会理事
長）・Andrew Gerstle氏（ロンドン大学SOAS教授）・笑福亭仁智氏（（社）上方落
語協会理事、総合司会：藪田　貫（なにわ・大阪文化遺産学研究センター総括プロ
ジェクト・リーダー）
特別公演「篝の舞楽」　　振鉾（えんぶ）　篝の火入れ　陪臚（ばいろ）　還城楽（げ
んじょうらく）　長慶子（ちょうげいし）　演奏：天王寺楽所雅亮会、解説：小野功
龍氏（雅亮会理事長）
120周年記念行事を終えて－センターの第２ステップへ－

櫻木　　潤

６
【第２回ワークショップ】「お茶と茶釜」

千葉　太朗
　第１部「茶湯釜のできるまで」／第２部「茶道体験」

７ 【第３回NOCHS 文化遺産学フォーラム】「街づくりと文化遺産」 宮元　正博

８

来館者の紹介

内田　吉哉
施設の紹介「なにわ実験農園」

編集後記

奥付

2007年１月31日刊行
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センター紹介記事

　今年度も新聞紙上をはじめとして、さまざまなメディアを通してセンターの活動が社会に発

信された。ここでは、新聞記事を中心に今年度の活動を振り返る。

【2006年５月14日（日）朝日新聞（朝刊）28面】
　 　第１回ワークショップは、朝日新聞のほかに大阪日日新聞にも掲載された。また、翌日には吹田ケーブルテレ
ビジョンで当日の様子が放映された。

天王寺舞楽の魅力─ワークショップと120周年記念行事─

【2006年10月29日（日）朝日新聞（朝刊）32面】
　 　この日は、パネルディスカッション「日本なかの大阪文化遺産」も開催され、双方の様子は当
日夜のANNニュースで放映された。
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新発見！─豊臣時代の大坂城図屏風─

【2006年10月19日（木）朝日新聞（朝刊）１面】
　 　10月８日、Franziska Ehmcke氏（ケルン大学日本学科教授）が来館し、オーストリアのエッゲンベルグ城に所
蔵される屏風絵の写真を披露された。氏は10月18日に「世界に眠る大阪文化遺産―オーストリアで新再発見され
た大坂城図屏風―」と題して講演し、翌日、屏風のカラー写真が朝刊１面を飾った。

【2006年10月26日（木）朝日新聞（朝刊）32面】

大阪の四季を彩る祭礼─大阪ブランドサミット─
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は
じ
め
に

　『
独
楽
園
賀
詞
帖
』（
関
西
大
学
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

は
、
伊
勢
長
島
城
内
に
新
し
く
造
ら
れ
た
庭
園
「
独
楽
園
」
に
寄
題
す
る
賀
詞
集
で
、

時
の
藩
主
増
山
雪
斎
（
一
七
五
四
〜
一
八
一
九
）
の
求
め
に
応
じ
て
寄
せ
ら
れ
た

三
十
七
名
の
詩
を
収
め
る
。
詩
を
寄
せ
た
の
は
京
坂
で
活
躍
し
た
文
人
が
中
心
で
、

十
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
増
山
雪
斎
を
軸
と
し
た
文
人
交
流
の
様
子
が
う
か
が
え
る
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。

　
増
山
雪
斎
は
名
を
正
賢
と
い
い
、
書
画
に
優
れ
、
詩
文
や
煎
茶
を
能
く
す
る
文
人
大

名
で
あ
り
、
雪
斎
、
長
洲
、
松
秀
園
な
ど
多
数
の
号
を
持
つ
。
宝
暦
四
年（
一
七
五
四
）

に
江
戸
で
生
ま
れ
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
父
の
死
に
よ
り
二
十
三
歳
で
伊
勢
長
島

藩
二
万
石
を
継
い
で
五
代
藩
主
と
な
っ
た
。
藩
主
時
代
に
加
番
（
大
坂
城
の
警
備
を
担

当
す
る
大
番
の
補
佐
に
あ
た
る
役
）
を
四
度
、
す
な
わ
ち
安
永
七
年
・
天
明
元
年

（
一
七
八
一
）・
天
明
三
年
・
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
つ
と
め
、
こ
の
間
在
坂
し
て

い
る
。

　
好
学
で
雅
事
を
好
ん
だ
雪
斎
は
、
長
島
の
文
化
振
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

大
坂
か
ら
十
時
梅
厓
を
招
い
て
藩
儒
に
迎
え
、
藩
校
文
礼
館
を
再
興
し
て
新
た
に
孔
子

廟
を
設
け
た
ほ
か
、
南
画
家
の
春
木
南
湖
を
江
戸
詰
の
御
抱
画
師
と
し
、
長
崎
に
遊
学

さ
せ
て
来
舶
清
人
に
画
を
学
ば
せ
る
な
ど
し
て
い
る
。
ま
た
、
雪
斎
と
親
し
か
っ
た
造

酒
家
で
文
人
・
博
物
家
の
木
村
蒹
葭
堂
が
過
醸
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
際
に
は
、
蒹
葭

堂
を
領
内
に
呼
び
寄
せ
屋
敷
地
を
与
え
て
庇
護
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
四
十
八
歳
で
致
仕
し
て
後
は
巣
鴨
の
下
屋
敷
に
隠
棲
し
、

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
六
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
著
作
に
、
書
論
を
述
べ
た
『
松

秀
園
書
談
』（
寛
政
五
年
〈
一
七
九
三
〉
成
立
）、
囲
碁
に
関
す
る
『
観
奕
記
』（
享
和

三
年
〈
一
八
〇
三
〉
成
立
）、
煎
茶
書
で
あ
る
『
煎
茶
式
』（
文
化
元
年
〈
一
八
〇
四
〉

刊
）、
さ
ら
に
『
長
洲
鳥
譜
』、『
虫
豸
帖
』
な
ど
の
博
物
画
譜
が
あ
る

Б

。

一
　
賀
詞
と
作
者

　『
独
楽
園
賀
詞
帖
』（
図
１
）
は
縦
三
〇
・
四
㎝
×
横
二
一
・
八
㎝
、
絹
地
を
用
い
て
書

か
れ
た
漢
詩
一
篇
ず
つ
を
集
め
て
折
帖
仕
立
て
と
し
た
も
の
で
、
外
題
は
無
く
、『
独

楽
園
賀
詞
帖
』
の
名
称
を
通
称
と
し
て
い
る
。
現
在
の
装
訂
に
な
っ
た
の
が
い
つ
か
は

不
明
で
、
お
そ
ら
く
近
代
に
入
っ
て
か
ら
と
推
測
さ
れ
る
が
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
。

研
究
ノ
ー
ト

有
坂
　
道
子
（
京
都
橘
大
学
）

　
伊
勢
長
島
藩
主 

増
山
雪
斎
の
文
人
交
流

　
　
　
　

│
『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
に
見
る

│

図１　 『独楽園賀詞帖』より
　　　　木村蒹葭堂（右）・十時梅厓（左）



─ 2 ─

　
は
じ
め
に
、
賀
詞
と
作
者
の
略
歴
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
便
宜
上
、
巻
頭
よ
り
仮

に
番
号
を
付
し
、
作
者
の
略
歴
に
つ
い
て
は
『
国
書
人
名
辞
典
』（
岩
波
書
店
）
に
多

く
拠
っ
た
。

﹇
１
﹈
柴
邦
彦

独
楽
名
園
裡
　
四
時
楽
未
央
　
水
明
観
月
概
　
鳥
掠
対
花
觴
　
竹
韻
寒
宵
静
　
蓮
香
夏

晩
凉
　
能
客
芻
雉
往
　
幽
意
更
応
長
　
　
　
右
寄
題

　
　
　
独
楽
園
敬
応

　
長
島
侯
命

　
　
　
　
　
　
外
臣
阿
波
国
御
儒
者
柴
邦
彦
再
拝
上

柴
邦
彦
（
柴
野
栗
山
）
…
…
元
文
元
（
一
七
三
六
）
〜
文
化
四
（
一
八
〇
七
） 

 

漢
学
者
。
享
年
七
十
二
。
讃
岐
牟
礼
の
人
。
高
松
藩
儒
後
藤
芝
山
に
学
ん
だ
後
、

江
戸
に
出
て
林
家
に
入
門
。
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
阿
波
藩
儒
と
な
り
、
京
都

に
住
み
西
依
成
斎
・
赤
松
滄
洲
・
皆
川
淇
園
ら
と
詩
社
・
三
白
社
を
結
ん
だ
。
天

明
八
年
（
一
七
八
八
）
松
平
定
信
に
招
か
れ
て
昌
平
黌
の
教
授
と
な
り
、
寛
政
異

学
の
禁
を
実
施
し
た
。

﹇
２
﹈
葛
張

別
院
珍
蔵
古
書
法

君
侯
心
画
有
誰
如
　
竹
林
多
少
製
毫
兎
　
蓮
沼
浮
沈
呑
墨
魚
　
西
鎮
擁
旄
行
数
壮
　
東

関
述
職
歳
何
虚
　
幾
時
独
楽
園
亭
上
　
拝
灑
雲
煙
興
有
余
　
　
葛
張
拝

葛
張
（
葛
子
琴
）
…
…
元
文
四
（
一
七
三
九
）
〜
天
明
四
（
一
七
八
四
）  

漢
詩
人
。
享
年
四
十
六
。
大
阪
の
医
者
橋
本
貞
淳
の
男
。
菅
甘
谷
・
兄
楽
郊
に
古

文
辞
学
を
学
ぶ
。
京
都
で
医
を
学
ん
で
帰
坂
、
医
業
の
一
方
で
、
片
山
北
海
が
主

宰
す
る
詩
社
・
混
沌
社
の
中
心
と
し
て
活
躍
。
頼
春
水
・
岡
元
鳳
ら
と
親
交
。
書

を
能
く
し
、
篆
刻
に
も
巧
み
で
、
笙
・
篳
篥
な
ど
の
音
楽
も
能
く
し
た
。

﹇
３
﹈
岡
元
鳳

長
島
君
侯
独
楽
園

侯
家
亭
子
是
仙
寰
　
城
裏
園
成
官
事
閑
　
満
架
書
編
消
日
日
　
一
窓
吟
夢
繞
青
山
　
林

花
做
趣
開
時
落
　
郡
鳥
無
心
去
復
還
　
独
楽
温
公
師
友
在
　
能
令
着
緒
出
人
間

　
　
癸
卯
夏
五
　
　
　
　
　
　
　
岡
元
鳳
頓
首
拝
題

岡
元
鳳
（
岡
公
翼
）
…
…
元
文
二
（
一
七
三
七
）
〜
天
明
六
（
一
七
八
六
） 

 

医
者
・
漢
学
者
・
本
草
家
。
享
年
五
十
。
大
坂
に
住
し
、
医
を
業
と
す
る
。
菅
甘

谷
に
学
ん
で
詩
に
長
じ
た
。
宝
暦
年
間
、
木
村
蒹
葭
堂
の
詩
会
に
参
加
、
の
ち
片

山
北
海
の
混
沌
社
に
加
わ
り
、
葛
子
琴
・
篠
崎
三
島
ら
と
交
遊
。
本
草
物
産
に
も

通
じ
た
。

﹇
４
﹈
片
猷

多
度
山
南
長
島
城
　
芙
蓉
池
館
翠
簾
明
　
薫
風
已
鮮
群
黎
慍
　
縹
帙
殊
開
独
楽
情
　
春

駐
筆
床
花
五
色
　
雲
香
芸
閣
月
三
更
　
提
封
政
理
心
無
事
　
何
擬
菟
裘
因
老
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
庶
士
片
猷
頓
首
再
拝
謹
書

片
猷
（
片
山
北
海
）
…
…
享
保
八
（
一
七
二
三
）
〜
寛
政
二
（
一
七
九
〇
） 

 

漢
学
者
・
漢
詩
人
。
享
年
六
十
八
。
新
潟
生
ま
れ
。
京
都
に
遊
学
し
、
宇
野
明
霞

に
師
事
。
の
ち
大
坂
に
移
り
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
詩
社
・
混
沌
社
を
結
成

し
そ
の
盟
主
と
な
る
。
門
人
に
木
村
蒹
葭
堂
・
平
沢
旭
山
・
佐
々
木
魯
庵
・
岡
田

南
山
ら
が
い
る
。

﹇
５
﹈
片
文
貫

卜
築
新
題
牓
　
園
亭
景
趣
分
　
琴
書
供
独
楽
　
詩
筆
試
多
文
　
蓮
蝕
西
池
月
　
鴻
穿
北

嶺
雲

　
拝
弦
堪
甘
送

　
不
必
歎
離
群

　
駐
駕
消
連
日

　
省
耕
余
暇
時

　
烟
霞
籠
松
竹

　

泉
石
狎
鸕
鶿

　
古
井
苔
三
尺

　
新
花
雨
一
籬

　
此
中
幽
趣
足

　
不
使
外
人
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
文
貫
拝

片
文
貫
（
片
山
弘
道
）
…
…
生
没
年
未
詳
。
片
山
北
海
の
最
初
の
養
子
。
名
、
文
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貫
。
字
、
弘
道
。
号
、
大
観
。
通
称
、
右
門
。
岡
山
の
人
。
天
明
三
年

（
一
七
八
三
）
は
じ
め
ご
ろ
北
海
の
養
子
と
な
る
が
、
同
六
年
中
に
何
ら
か
の
理

由
で
関
係
が
と
ぎ
れ
る

В

。

﹇
６
﹈
北
海
江
邨

　
恭
奉

　
命
遥
寄
題

長
島
侯
独
楽
園

長
島
建
牙
地
　
小
亭
幽
意
存
　
応
栽
召
伯
樹
　
何
数
辟
疆
園
　
林
上
瑶
琴
響
　
壁
間
香

墨
痕
　
非
嫌
与
衆
楽
　
聊
此
避
塵
喧

　
　
　
　
　
　
　
北
海
江
邨
綬
拝

北
海
江
邨
（
江
村
北
海
）
…
…
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
〜
天
明
八
（
一
七
八
八
） 

 

漢
詩
人
。
丹
後
宮
津
藩
儒
。
享
年
七
十
六
。
京
都
の
人
。
福
井
藩
儒
伊
藤
竜
洲
の

次
男
で
江
村
毅
庵
の
養
嗣
子
。
兄
は
伊
藤
錦
里
、
弟
は
清
田
儋
叟
。
詩
社
を
賜
杖

堂
と
い
い
、
大
坂
の
片
山
北
海
、
江
戸
の
入
江
北
海
と
併
せ
て
三
都
の
北
海
と
称

さ
れ
た
。

﹇
７
﹈
伊
藤
栄
吉

　
恭
寄
題

長
島
侯
独
楽
園

　
邦
国
原
知
政
理
良
　
名
園
勝
事
属
時
康
　
花
亭
月
席
遊
倶
遍
　
馬
埒
弓
場
武
益
彰

　
沼
豁
恩
魚
穏
浮
泳
　
林
深
仙
鶴
恣
翺
翔
　
公
余
歓
予
同
臣
庶
　
更
有
図
書
独
楽
長

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
栄
吉
拝

伊
藤
栄
吉
（
伊
藤
君
嶺
）
…
…
延
享
四
（
一
七
四
七
）
〜
寛
政
八
（
一
七
九
六
） 

 

漢
学
者
。
享
年
五
十
。
伊
藤
錦
里
の
養
嗣
子
。
播
州
北
条
村
の
人
。
京
都
に
遊
学

し
、
錦
里
の
女
婿
と
な
っ
て
そ
の
跡
を
継
ぎ
、
福
井
藩
儒
と
な
っ
た
。

﹇
８
﹈
赤
松
鴻

名
園
知
幾
処
　
先
説
在
東
州
　
花
月
明
林
表
　
山
池
接
案
頭
　
雄
風
宜
避
暑
　
春
気
可

乗
秋
　
閑
適
有
余
興
　
還
思
桂
樹
幽

　
　
右
奉
寄
題

長
嶋
侯
独
楽
園
　
　
　
播
磨
赤
松
鴻
拝
草

赤
松
鴻
（
赤
松
滄
洲
）
…
…
享
保
六
（
一
七
二
一
）
〜
寛
政
十
三
（
一
八
〇
一
） 

 

漢
学
者
。
享
年
八
十
一
。
播
磨
三
日
月
の
人
。
赤
穂
藩
医
大
川
耕
斎
の
養
子
。
京

都
に
出
、
医
学
を
香
川
修
庵
、
儒
学
を
宇
野
明
霞
・
岡
竜
洲
に
学
ぶ
。
延
享
四

（
一
七
六
〇
）
病
の
た
め
致
仕
。
そ
の
後
は
京
都
で
儒
学
を
講
じ
、
晩
年
は
赤
穂

に
帰
っ
た
。

﹇
９
﹈
木
孔
恭

　
奉
寄
題

長
嶋
賢
侯
独
楽
園

　
名
園
新
結
構
　
山
水
愜
清
心
　
自
有
高
人
楽
　
寧
須
迂
叟
吟
　
窓
南
多
竹
樹
　
亭
北

宿
文
禽
　
想
像
端
居
暇
　
優
遊
書
与
琴

　
　
癸
卯
夏
五
　
　
　
木
孔
恭
頓
首
拝

木
孔
恭
（
木
村
蒹
葭
堂
）
…
…
元
文
元
（
一
七
三
六
）
〜
享
和
二
（
一
八
〇
二
） 

 

商
家
・
文
人
・
博
物
学
者
。
享
年
六
十
七
。
大
坂
北
堀
江
で
酒
造
業
を
営
む
。
本

草
学
を
津
島
桂
庵
・
小
野
蘭
山
に
、
画
を
大
岡
春
卜
・
鶴
亭
・
池
大
雅
ら
に
、
篆

刻
を
高
芙
蓉
に
、
詩
文
を
片
山
北
海
に
学
び
、
混
沌
社
の
活
動
に
加
わ
る
。
書

籍
・
標
本
類
の
収
集
と
幅
広
い
交
遊
で
著
名
。
過
醸
事
件
に
よ
り
一
時
増
山
雪
斎

の
も
と
に
身
を
寄
せ
た
が
、
の
ち
帰
坂
し
文
房
具
を
商
っ
た
。

﹇
10
﹈
十
時
賜

臨
沼
新
亭
子

　
吾
侯
此
会
文

　
恩
波
霑
若
雨

　
翰
墨
湧
如
雲

　
山
色
窺
簾
入

　
荷
香
繞

檻
薫

　
微
臣
同
思
楽

　
幸
得
采
其
芹

　
恭
題
独
楽
園
亭
子
応
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命
　
　
　
　
臣
十
時
賜
頓
首
再
拝

十
時
賜
（
十
時
梅
厓
）
…
…
元
文
二
（
一
七
三
七
）
〜
文
化
元
（
一
八
〇
四
） 

 
漢
学
者
・
画
家
・
書
家
。
享
年
五
十
六
。
大
坂
の
人
。
伊
藤
東
所
に
学
ぶ
。
伊
勢

長
島
藩
儒
に
招
か
れ
、
再
建
さ
れ
た
藩
校
文
礼
館
の
祭
酒
と
な
る
。
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）
長
崎
遊
学
、
来
舶
清
人
の
費
晴
湖
・
陳
養
山
に
書
画
の
技
法
を
学

ん
だ
。
書
は
大
谷
永
庵
・
趙
陶
斎
に
学
び
、
詩
文
・
篆
刻
も
能
く
し
た
。

﹇
11
﹈
皆
川
愿

竹
樹
名
園
勝
　
政
間
茲
予
遊
　
舜
琴
論
六
律
　
晋
帖
玩
雙
鉤
　
魚
躍
池
光
動
　
鹿
鳴
山

色
幽
　
自
多
賢
者
楽
　
何
必
問
鄙
叟

　
右
寄
題

長
島
侯
独
楽
園

　
　
　
　
平
安
皆
川
愿
再
拝
書
上

皆
川
愿
（
皆
川
淇
園
）
…
…
享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
〜
文
化
四
（
一
八
〇
七
） 

 

漢
学
者
。
享
年
七
十
四
。
冨
士
谷
成
章
の
兄
。
京
都
の
人
。
大
井
蟻
亭
・
三
宅
牧

羊
・
伊
藤
錦
里
ら
に
学
ぶ
。
開
物
学
と
称
す
る
独
自
の
経
学
で
知
ら
れ
、
多
く
の

門
人
を
擁
し
、
晩
年
に
は
自
邸
内
に
学
館
弘
道
館
を
設
け
た
。
ま
た
詩
文
・
書
画

を
能
く
し
た
。

﹇
12
﹈
皆
川
允

園
亭
真
意
足
　
宛
類
野
人
居
　
山
翠
邀
清
景
　
林
禽
適
暇
余
　
琴
伝
中
散
曲
　
鵞
換
右

軍
書
　
不
識
蓮
池
裏
　
幾
群
呑
墨
魚

　
右
寄
題
独
楽
園
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
川
允
再
拝
書
上

長
島
侯
需

皆
川
允
（
皆
川
篁
斎
）
…
…
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
〜
文
政
二
（
一
八
一
九
） 

 

漢
学
者
。
享
年
五
十
八
。
皆
川
淇
園
の
男
。
京
都
の
人
。
父
淇
園
と
共
に
招
か
れ

て
近
江
膳
所
藩
主
本
多
氏
に
講
書
し
、
藩
校
尊
義
堂
の
創
設
に
参
画
。
ま
た
肥
前

平
戸
藩
主
の
求
め
に
よ
り
藩
士
に
講
説
し
た
。
の
ち
に
丹
波
亀
山
藩
儒
と
な
る
。

﹇
13
﹈
冨
士
谷
成
寿

政
暇
常
無
塵
俗
牽
　
幽
亭
燕
坐
独
思
玄
　
緑
稠
院
落
煙
籠
竹
　
紅
浄
池
塘
露
涵
蓮
　
檻

外
松
風
促
琴
曲
　
簷
前
蘿
月
入
詩
篇
　
北
山
便
合
名
姑
射
　
封
内
仍
聞
報
有
年

　
右
寄
題
独
楽
園
応

長
嶋
侯
需

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
安
冨
士
谷
成
寿
再
拝
謹
書

冨
士
谷
成
寿
（
冨
士
谷
御
杖
）
…
…
明
和
五
（
一
七
六
八
）
〜
文
政
六
（
一
八
二
三
）

国
学
者
。
享
年
五
十
六
。
冨
士
谷
成
章
の
長
男
。
筑
後
柳
川
藩
京
都
留
守
居
役
。

は
じ
め
父
に
家
学
を
受
け
、
父
の
没
後
伯
父
皆
川
淇
園
に
学
ぶ
。
和
歌
を
広
橋
兼

胤
、
日
野
資
枝
に
学
ぶ
。
言
霊
倒
語
説
と
称
さ
れ
る
特
異
な
学
説
を
樹
立
し
た
。

文
政
四
年
、
柳
川
藩
の
譴
責
に
あ
い
無
禄
と
な
る
。

﹇
14
﹈
皆
川
成
均

緑
樹
含
園
景
　
華
亭
幽
経
通
　
臨
池
論
墨
妙
　
授
簡
試
文
雄
　
首
浄
遊
魚
外
　
山
明
啼

鳥
中
　
玉
琴
時
寸
鼓
　
長
此
楽
南
風

　
　
右
寄
題
独
楽
園
恭
応

長
嶋
侯
需
　
　
　
　
平
安
皆
川
成
均
拝
稿

皆
川
成
均
…
…
小
河
成
均
（
皆
川
淇
園
の
弟
で
、
冨
士
谷
御
杖
の
叔
父
）
に
あ
た
る

と
思
わ
れ
る
。

﹇
15
﹈
巌
垣
彦
明

　
恭
応

長
嶋
藤
侯
需
寄
題

　
独
楽
園

百
里
山
川
烟
景
清
　
𠘑
々
風
教
殖
民
生
　
遊
覧
偏
慕
前
賢
意
　
園
囿
還
呼
独
楽
名
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平
安
巌
垣
彦
明
拝

巌
垣
彦
明
（
岩
垣
竜
渓
）
…
…
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
〜
文
化
五
（
一
八
〇
八
） 

 
漢
学
者
。
享
年
六
十
八
。
京
都
の
人
。
宮
崎
筠
圃
に
学
ん
で
、
の
ち
博
士
家
の
清

原
家
に
入
門
し
古
注
学
を
修
め
、
大
舎
人
と
な
っ
た
。
ま
た
伏
原
宣
条
・
皆
川
淇

園
に
も
従
学
し
た
。

﹇
16
﹈
清
勲

　
遥
寄
題

長
島
侯
独
楽
園

　 

林
園
近
在
郡
城
隈
　
中
用
元
戎
小
隊
来
　
竹
塢
禽
啼
苦
径
滑
　
蓮
池
月
白
水
亭
聞
　

逍
遥
独
楽
郊
垧
趣
　
教
化
誰
争
周
邵
寸
　
況
復
琴
書
為
政
隙
　
胸
懐
不
敢
受
繊
埃

　
　
　
　
　
　
清
勲
拝

清
勲
（
清せ
い

田た

竜
川
）
…
…
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
〜
文
化
八
（
一
八
一
一
）（
一

説
、
文
化
五
）
漢
学
者
。
享
年
六
十
二
。
江
村
北
海
の
三
男
。
叔
父
清
田
儋
叟
の

養
嗣
子
。
家
学
を
継
ぎ
、
福
井
藩
儒
と
な
っ
た
。

﹇
17
﹈
篠
応
道

　
奉
寄
題

長
島
君
侯
独
楽
園

　 

美
人
為
政
海
雲
郷
　
閒
暇
偏
憐
野
趣
長
　
開
苑
孤
吟
供
日
渉
　
忘
機
独
楽
有
年
譲
　

田
々
荷
葉
廻
池
館
　
裊
々
花
枝
払
石
牀
　
長
隝
城
中
春
自
秘
　
何
時
侍
燕
酔
流
觴

　
　
　
　
　
　
篠
応
道
頓
首
再
拝

篠
応
道
（
篠
崎
三
島
）
…
…
元
文
二
（
一
七
三
七
）
〜
文
化
十
（
一
八
一
三
） 

 

漢
学
者
。
享
年
七
十
七
。
大
坂
の
人
。
も
と
商
家
で
家
業
の
傍
ら
兄
楽
郊
、
菅
甘

谷
に
師
事
。
混
沌
社
の
社
友
と
な
り
、
田
中
鳴
門
・
葛
子
琴
・
尾
藤
二
洲
・
頼
春

水
・
頼
杏
坪
ら
と
親
交
。
四
十
歳
で
儒
者
と
な
り
、
家
塾
梅
花
書
屋
を
開
い
た
。

﹇
18
﹈
松
本
慎

雄
鎮
東
南
勝
　
名
園
擬
洛
陽
　
竹
稠
高
日
薄
　
蓮
綻
脱
風
香
　
清
暇
臨
池
静
　
妙
音
流

水
長
　
応
追
真
率
会
　
千
乗
自
相
忘

　
　
　
寄
題
　
　
　
　
松
本
慎
拝
書

長
島
侯
独
楽
園

松
本
慎
（
松
本
愚
山
）
…
…
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
〜
天
保
五
（
一
八
三
四
） 

 

漢
学
者
。
享
年
八
十
。
京
都
の
人
。
学
を
皆
川
淇
園
に
受
け
、
の
ち
大
坂
で
教

授
、
詩
文
を
能
く
し
た
。

﹇
19
﹈
中
島
漁

　
恭
賦
一
律
寄
題

長
島
侯
独
楽
園

　 

南
面
視
朝
罷
　
逍
遥
林
下
風
　
図
書
高
閣
静
　
花
竹
細
泉
通
　
交
友
同
迂
叟
　
鳴
禽

伴
酔
翁
　
閑
園
時
独
座
　
楽
意
属
年
豊 

亀
山
儒
学
中
島
漁
拝
書
　

中
島
漁
（
中
島
雪
楼
）
…
…
延
享
二
（
一
七
四
五
）
〜
文
政
八
（
一
八
二
五
） 

 

漢
学
者
。
享
年
八
十
一
。
丹
波
亀
山
藩
儒
。
岡
白
駒
・
那
波
魯
堂
に
学
び
、
京
都

で
講
説
を
業
と
し
た
。
亀
山
藩
儒
と
な
り
、
以
後
藩
主
五
代
に
わ
た
っ
て
侍
講
を

兼
ね
た
。
禄
百
石
。『
史
徴
』
校
訂
の
功
を
賞
さ
れ
五
十
石
加
賜
さ
れ
た
。

﹇
20
﹈
浄

奉
寄
題
　
長
島
侯
独
楽
園

新
築
名
園
五
瀬
辺
　
君
侯
勝
事
遠
相
伝
　
西
池
菡
萏
南
林
竹
　
暮
嶺
雲
霞
朝
市
烟
　
為

政
城
中
甘
独
楽
　
読
書
窓
下
友
群
賢
　
長
洲
預
卜
菟
裘
地
　
一
代
風
流
無
所
牽

僧
浄
拝

浄
…
…
人
物
詳
細
不
明
。（
印
刻
は
「
竺
」「
浄
」）
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﹇
21
﹈
秦
修
美

奉
寄
題
独
楽
園

侯
国
風
流
本
数
奇
　
城
頭
曾
見
万
年
枝
　
内
新
荘
弄
月
華
在
　
応
賦
敬
亭
独
坐
詩

　
　
　
　
　
　
浪
華
　
秦
修
美
拝

秦
修
美
（
秦
主
膳
）
…
…
医
家
。
大
坂
天
満
市
之
町
に
住
す
。

﹇
22
﹈
黄
符

君
侯
機
務
暇
　
遊
息
此
亭
中
　
羊
酪
罇
罍
貯
　
牙
籤
棟
宇
充
　
芰
荷
開
一
水
　
花
竹
繞

千
叢
　
好
是
遺
軒
冕
　
蕭
然
独
嘯
風
　
寄
題

独
楽
園
　
　
栄
郡
黄
符

黄
符
（
横
尾
紫
洋
）
…
…
享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
〜
天
明
四
（
一
七
八
四
） 

 

漢
学
者
。
享
年
五
十
一
。
肥
前
佐
賀
藩
儒
。
佐
賀
郡
川
久
保
村
の
人
。
佐
賀
春
日

山
高
城
寺
の
僧
陽
山
に
学
び
、
の
ち
長
門
の
滝
鶴
台
に
従
学
、
帰
国
し
て
藩
に
仕

え
た
。
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
上
京
し
て
九
条
家
の
侍
講
と
な
り
、
邸
内
に
寓

居
、
帰
国
を
促
す
藩
命
に
従
わ
な
か
っ
た
た
め
捕
え
ら
れ
、
死
罪
と
な
っ
た
。

﹇
23
﹈
浄
芳

司
馬
温
公
独
楽
園
　
擬
戎
中
嶋
感
主
恩
　
琴
書
暇
日
会
文
雅
　
千
歳
風
流
今
似
存

　
九
島
蘭
洲
芳
檪
寿

浄
芳
…
…
大
坂
九
条
島
に
あ
る
九
島
院
の
住
持
。
詩
文
を
能
く
し
た
。

﹇
24
﹈
図
南

　
奉
寄
題
独
楽
園

城
主
典
雅
最
翩
々

　
勝
地
新
営
独
楽
園

　
聴
事
閑
暇
遊
燕
日

　
琴
書
更
慕
昔
人
賢

　
　
　
　
　
　
　
　
月
山
叢
図
南
拝

図
南
…
…
人
物
詳
細
不
明
。

﹇
25
﹈
神
吉
世
敬

聞
説
高
亭
望
不
窮
　
使
君
幽
興
四
時
同
　
芰
荷
水
暖
遊
魚
出
　
松
柏
林
深
呦
鹿
通
　
秋

色
入
影
叢
桂
緑
　
春
風
所
酔
百
巻
紅
　
還
知
富
広
閭
閻
美
　
自
在
悠
々
独
楽
中

　
右
寄
題

長
島
侯
独
楽
園
　
　
赤
穂
　
神
吉
世
敬
再
拝
書
上

神か
ん

吉き

世
敬
（
神
吉
東
郭
）
…
…
宝
暦
六
（
一
七
五
六
）
〜
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）

漢
学
者
。
享
年
八
十
六
。
赤
穂
藩
医
神
吉
泰
常
の
男
。
赤
松
滄
洲
に
学
び
、
各
地

を
遊
学
し
て
儒
・
医
を
修
め
た
。
帰
国
し
て
観
善
社
を
開
塾
、
藩
主
森
忠
賛
の
侍

医
と
藩
校
博
文
館
の
督
学
を
兼
ね
た
。

﹇
26
﹈
滕
世
衡

風
流
愛
幽
意
　
開
室
接
山
雲
　
国
政
知
無
事
　
侍
臣
或
好
文
　
揮
毫
転
北
極
　
度
曲
迎

南
薫
　
高
臥
多
詩
賦
　
亦
教
吾
輩
聞

　
　
　
　
　
浪
華
滕
世
衡
頓
首
再
拝

滕
世
衡
（
藤
井
樗
亭
）
…
…
宝
暦
十
（
一
七
六
〇
）
〜
文
化
七
（
一
八
一
〇
） 

 

書
家
・
医
者
。
享
年
五
十
一
。
大
坂
の
人
。
片
山
北
海
・
頼
春
水
に
学
ん
で
詩
文

を
能
く
し
、
書
法
を
趙
陶
斎
に
学
ぶ
。
木
村
蒹
葭
堂
ら
と
交
遊
が
あ
り
、
俳
諧
も

能
く
し
た
。

﹇
27
﹈
高
昶

　
寄
題

長
隝
侯
独
楽
園

政
夢
多
余
暇
　
園
亭
召
野
甸
　
芻
蕘
随
径
入
　
雉
兎
隔
歳
賦
　
時
学
蘭
亭
帖
　
更
張
流

水
弦

　
高
情
喜
蕭
散

　
何
必
玩
林
泉

　
　
　 

御
津
高
昶
拝
草

高
昶
（
高
安
蘆
屋
）
…
…
生
年
未
詳
、
寛
政
年
間
没
。
書
家
。
大
坂
の
人
。
寛
政

四
・
五
年
頃
ま
で
富
商
で
あ
っ
た
が
、
零
落
し
た
。
菅
甘
谷
、
中
井
竹
山
に
従
学

し
、
書
を
能
く
し
た
。
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﹇
28
﹈
曾
谷
学
川

環
海
府
城
千
里
流
　
他
山
秀
色
人
長
洲
　
最
憐
新
築
誇
烟
雨
　
満
樹
清
風
六
月
秋

　
奉
寄
題

長
島
賢
侯
閣
下
独
楽
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浪
華
寓
生
曾
之
唯
頓
首
拝

曾
谷
学
川
…
…
元
文
三
（
一
七
三
八
）
〜
寛
政
九
（
一
七
九
七
） 

 

漢
詩
人
・
篆
刻
家
。
享
年
六
十
。
京
都
の
人
。
儒
学
を
片
山
北
海
、
篆
刻
を
高
芙

蓉
に
学
ぶ
。
大
坂
に
住
み
、
混
沌
社
に
参
加
。

﹇
29
﹈
野
紹
順

身
禄
深
衣
薄
世
栄
　
園
名
独
楽
養
幽
情
　
此
心
不
管
無
人
識
　
欲
倣
迂
者
早
解
縷

　
　
　
　
右
寄
題

長
嶋
侯
独
楽
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
紹
順
拝
草

野
紹
順
…
…
人
物
詳
細
不
明
。

﹇
30
﹈
今
枝
㬎

名
園
依
勝
概
　
独
楽
愜
幽
期
　
花
暖
徴
歌
処
　
竹
深
対
局
時
　
茶
儀
閑
裡
老
　
觴
政
興

来
奇
　
坐
嘯
風
流
趣
　
優
遊
歳
月
遅
　
　
　
右
寄
題

　
　
独
楽
園
謹
応

　
長
嶋
侯
命
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

平
安
今
枝
㬎
再
拝
上

今
枝
㬎
…
…
『
平
安
人
物
志
』
に
あ
が
る
医
家
の
今
枝
世
顕
（
栄
顕
）
に
あ
た
る
か

と
思
わ
れ
る
。

﹇
31
﹈
山
敬
之

　
奉
寄
題

長
嶋
賢
侯
独
楽
園

　 

聞
説
名
園
独
楽
遊

　
城
中
為
築
小
僊
楼

　
猗
々
緑
竹
坐
来
興

　
灼
々
紅
蓮
随
処
幽

　

東
海
風
雲
凭
檻
起
　
他
山
煙
靄
入
杯
流
　
知
君
政
暇
耽
文
事
　
不
譲
当
年
柳
々
州

 

　
山
敬
之
拝

山
敬
之
…
…
人
物
詳
細
不
明
。

﹇
32
﹈
中
邨
健

　
新
築
園
亭
照
勢
州

君
侯
運
意
自
風
流
　
牙
籤
玉
軸
芸
窓
裡
　
綺
席
金
樽
月
沼
頭
　
衆
楽
元
非
先
独
楽
　
人

憂
那
得
比
吾
憂
　
遥
知
置
酒
招
賢
士
　
酔
後
揮
毫
躭
唱
酬

　
奉
寄
題

長
島
侯
独
楽
園
　
　
　
浪
華
中
邨
健
拝
草

中
邨
健
（
中
村
健
）
…
…
漢
学
者
。
大
坂
の
人
。

﹇
33
﹈
崗
謙

蓁
々
場
圃
近
経
営
　
春
日
喈
々
百
鳥
声
　
樹
擁
三
山
薬
欄
馥
　
月
浮
五
瀬
羽
觴
清
　
縹

嚢
書
活
竜
蛇
影
　
翠
蟆
風
飄
蛺
蝶
情
　
揮
筆
吟
詩
千
古
事
　
怡
然
　
独
楽
謝
宣
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崗
謙
再
拝

崗
謙
…
…
人
物
詳
細
不
明
。

﹇
34
﹈
関
祐

藩
侯
休
沐
地
　
嘉
植
愛
松
筠
　
山
為
名
園
秀
　
亭
依
碧
沼
新
　
停
絃
聴
野
鳥
　
飛
翰
賜

家
臣
　
長
島
濸
（
滄
力
）波
外
　
予
遊
入
夢
頻

　
　
右
寄
題

　
長
島
侯
独
楽
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
祐
拝
稿

関
祐
…
…
人
物
詳
細
不
明
。
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﹇
35
﹈
長
崎
天
雨

　
奉
寄
題

長
嶋
賢
侯
独
楽
園

　
名
園
独
在
彼

藩
侯
　
卜
築
封
中
拠
二
州
　
多
度
山
雄
俯
環
水
　
長
洲
城
壮
涌
層
楼
　
記
今
麗
筆
温
公

楽
　
政
旧
瑶
琴
単
文
遊
　
鐘
愛
風
流
書
画
富
　
夜
称
彩
鷁
米
家
舟

癸
卯
夏
五
　
　
　
　 
関
谷
　
張
天
雨
拝
草

長
崎
天
雨
…
…
大
坂
の
人
。
詩
文
を
能
く
し
た
。

﹇
36
﹈
士
綽

遥
憶
名
園
勝
　
琴
書
事
々
宜
　
芰
荷
薫
綺
席
　
松
柏
映
清
池
　
多
度
四
時
翠
　
醴
泉
千

古
奇
　
夕
陽
長
臥
閣
　
高
興
入
雄
詞

　
謹
賦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浪
華
士
綽
拝
具

長
島
侯
独
楽
園
応
高
徴

士
綽
…
…
人
物
詳
細
不
明
。

﹇
37
﹈
徳
竜

　
　
奉
寄
題

長
島
侯
独
楽
園

多
度
当
城
秀
　
白
雲
連
海
淮
　
松
巣
千
歳
鶴
　
池
隠
万
齢
亀
　
倚
雨
風
生
処
　
褰
簾
月

出
時

君
侯
何
独
楽
　
日
夜
在
新
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
十
二
童
釈
徳
竜
九
拝

徳
竜
…
…
明
和
九
（
一
七
七
二
）
〜
安
政
五
（
一
八
五
八
） 

 

真
宗
僧
。
享
年
八
十
七
。
越
後
水
原
の
人
。
高
倉
学
寮
、
ま
た
諸
山
の
碩
学
に
つ

い
て
学
ぶ
。
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
十
二
歳
の
時
京
坂
に
遊
び
、
同
郷
の
片
山

北
海
を
訪
問
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
無
為
信
寺
の
住
職
と
な
っ
た
が
数
年
で

退
職
、
学
寮
に
戻
っ
て
布
教
や
教
育
に
専
念
し
た
。

以
上
が
、
賀
詞
の
内
容
と
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
の
略
歴
で
あ
る
。

二
　
賀
詞
の
作
成
と
独
楽
園

　
次
に
、
賀
詞
の
成
立
に
関
し
述
べ
て
お
き
た
い
。
賀
詞
の
作
成
契
機
は
、「
勝
地
新

営
独
楽
園
」（﹇
24
﹈）
の
句
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
長
島
城
内
に
新
し
く
独
楽
園
が
造

成
さ
れ
た
の
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
り
、「
長
島
侯
命
」（﹇
１
﹈﹇
30
﹈）
や
「
長
島
侯

需
」（﹇
13
﹈
〜
﹇
15
﹈）
の
言
葉
が
示
す
通
り
、
増
山
雪
斎
の
依
頼
に
よ
っ
て
賀
詞
が

詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
独
楽
園
」
の
園
名
は
、
北
宋
の
司
馬
光
が
洛
陽
で

の
閑
居
時
代
に
造
園
し
た
「
独
楽
園
」
を
ふ
ま
え
て
い
る
。

　
独
楽
園
が
造
ら
れ
た
時
期
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
、﹇
３
﹈﹇
９
﹈﹇
35
﹈
の
詩

に
記
さ
れ
る
「
癸
卯
五
月
」
を
手
掛
か
り
に
す
れ
ば
、「
癸
卯
」
す
な
わ
ち
天
明
三
年

（
一
七
八
三
）
五
月
ま
で
に
長
島
城
内
に
独
楽
園
が
完
成
し
、
雪
斎
の
求
め
に
応
じ
て

各
人
か
ら
賀
詞
が
寄
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
現
在
、
長
島
城
の
跡
地
は
桑
名
市
立
長
島
中
学
校
と
な
っ
て
お
り
、
往
時
の
姿
を
う

か
が
う
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
長
島
藩
儒
と
な
っ
た
十
時
梅
厓
の
著
述
と
さ
れ
る
『
長

島
志

Г

』
の
中
に
、
わ
ず
か
な
が
ら
独
楽
園
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。

　
…
…
城
は
西
外
面
村
に
在
り
。
東
門
を
表
と
為
し
、
西
門
を
裏
と
為
す
。
中
央
に
殿

堂
庁
衙
有
り
。
殿
の
西
北
に
蕉
亭
有
り
〔
公
、
芭
蕉
を
四
面
に
植
え
、
以
て
憩
息
の
処

と
為
す
〕、
子
城
の
北
隅
に
独
楽
園
有
り
。
亭
有
り
、
迎
香
と
名
づ
く
〔
公
が
記
し
た

り
、
因
っ
て
并
記
す
〕、
一
時
四
方
の
名
士
題
を
寄
せ
る
者
多
し
。
殿
南
に
門
有
り
、

黒
門
と
名
づ
く
。
黒
門
を
距
て
る
こ
と
十
歩
、
楼
有
り
月
観
と
名
づ
く
。
月
観
を
距
て

る
こ
と
数
十
歩
、
楼
有
り
巽
と
名
づ
く
。
其
の
他
譙
楼
四
、
門
五
、
東
西
に
散
置
す

〔
水
門
二
か
所
数
に
入
れ
ず
〕、
蓋
し
周
匝
千
丈
に
盈
た
ず
。
…
…

 

（
原
漢
文
。〔

　
〕
中
は
割
注
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

　
こ
の
記
述
に
よ
っ
て
、
独
楽
園
は
長
島
城
の
子
城
の
北
隅
に
あ
り
、
園
内
に
は
迎
香
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と
名
付
け
ら
れ
た
亭
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
一
時
四
方
の
名
士
の
題
を

寄
せ
る
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
の
は
、『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
賀
詞

の
篇
々
が
ま
さ
に
そ
れ
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。
園
内
の
迎
香
亭
に
つ
い
て
は
、
別
の
史

料

Д

に
、

　
迎
香
亭―
 

迎
香
書
斉
、
長
島
城
中
有
閑
園
名
独
楽
園
、
中
構
小
斉
方
丈
余
計
、
置
詩

文
集
諸
子
百
家
風
流
之
集
書
、
喬
木
覆
屋
上
池
水
流
窓
前

と
あ
っ
て
、
詩
文
集
や
諸
子
百
家
、
風
流
の
書
を
置
い
た
書
斎
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

　
江
戸
期
の
長
島
城
を
描
い
た
城
絵
図

Е

は
、
作
成
年
代
が
明
確
で
な
く
独
楽
園
の
位
置

を
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
が
所
蔵
す
る
「
勢
州
長

島
城
図
」（
図
２
）
に
は
本
丸
の
東
南
に
あ
る
下
屋
敷
内
に
「
泉
水
」
が
描
か
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
独
楽
園
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

三
　
独
楽
園
に
寄
せ
る
賀
詞

　
さ
て
、
実
は
独
楽
園
に
寄
題
す
る
賀
詩
は
、『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
に
収
め
ら
れ
た
詩

以
外
に
も
存
在
す
る
。
現
在
ま
で
に
確
認
で
き
た
も
の
は
、
以
下
の
五
篇
で
あ
る
。

①
細
合
斗
南

　
　
奉
寄
題
長
島
侯
独
楽
園

長
島
城
開
滄
海
瀕
　
楽
山
還
属
世
家
仁
　
読
書
平
日
課
師
友
　
観
政
移
風
和
士
民
　
綺

席
竜
蛇
萃
翰
走
　
芳
園
魚
鳥
玉
琴
親
　
子
遺
如
定
帰
田
計
　
余
沢
或
蒙
封
土
隣

 

『
合
子
天
明
後
稿
』
一
巻
・
詩
録
（
寛
政
十
年
〈
一
七
九
八
〉
刊
）
所
収

細
合
斗
南
…
…
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
〜
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
） 

 

漢
学
者
・
漢
詩
人
・
書
家
。
享
年
七
十
七
。
伊
勢
河
曲
郡
江
島
の
人
。
大
坂
へ
出

て
菅
甘
谷
に
学
び
、
清
の
考
証
学
を
修
め
る
。
詩
を
能
く
し
混
沌
社
に
参
加
、
ま

た
学
半
塾
を
開
い
て
儒
・
書
を
教
え
た
。
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
か
ら
高
田
専

修
寺
の
文
学
。

図２　勢州長島城図（内閣文庫所蔵）
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②
白
井
重
行

　
　
寄
題
長
島
侯
独
楽
園

大
海
遥
循
長
島
廻
　
楼
台
高
出
彩
雲
開
　
閑
居
不
厭
繁
酬
応
　
藻
思
移
観
坐
蘚
苔
　
園

林
春
満
黄
鸝
囀
　
琴
瑟
調
成
白
鶴
来
　
知
是
神
工
饒
楽
地
　
外
臣
何
日
夢
徘
徊

 

『
東
月
集
詩
』（
成
立
年
未
詳
）
所
収

白
井
重
行
…
…
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
〜
文
化
九
年
（
一
八
一
二
） 

 

庄
内
藩
士
・
漢
学
者
。
享
年
六
十
。
は
じ
め
加
賀
山
桃
李
に
、
つ
い
で
江
戸
で
松

崎
観
海
に
学
ぶ
。
郡
代
を
勤
め
、
農
政
改
革
を
行
う
。
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

藩
校
致
道
館
を
創
設
し
、
祭
酒
兼
司
業
と
な
る
。
同
五
年
中
老
。

③
渡
部
種
徳

　
　
寄
題
長
島
侯
独
楽
園

遙
聞
新
館
倚
園
林
　
想
見
琴
書
楽
抱
襟
　
座
久
閑
雲
生
遠
岫
　
地
幽
緑
径
穏
鳴
禽
　
盤

旋
豈
仮
追
陪
侶
　
逸
興
時
吟
大
雅
音
　
既
誦
輿
論
忻
慕
切
　
献
芹
聊
擬
野
人
心

 

『
荘
内
先
賢
詩
選
・
前
集
』（
致
道
館
、『
自
適
集
』
シ
リ
ー
ズ
第
十
二
輯

Ё

）
所
収

渡
部
種
徳
…
…
生
没
年
に
二
説
あ
り
。
庄
内
藩
士
。
儒
を
以
て
聞
こ
え
、
命
に
よ
り

藩
中
の
子
弟
を
教
え
た
。
詩
文
に
長
じ
る
。
生
没
年
に
つ
い
て
、『
荘
内
先
賢
詩

選
・
前
集
』
で
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
没
、
年
七
十
三
（
す
な
わ
ち
享
保
四

年
〈
一
七
一
九
〉
生
ま
れ
）
と
す
る
が
、『
新
編
庄
内
人
名
辞
典
』（
一
九
八
六
）

で
は
墓
碑
の
碑
文
な
ど
か
ら
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
生
、
天
明
二
年

（
一
七
八
二
）
十
二
月
八
日
没
と
し
て
い
る
。
後
者
を
採
れ
ば
、
独
楽
園
へ
の
賀

詞
は
天
明
三
年
以
前
に
詠
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

④
重
田
道
樹

　
　
寄
題
長
島
侯
独
楽
園

長
島
浮
烟
多
度
雲

　
晩
風
吹
払
海
天
分

　
座
右
図
書
映
東
壁

　
亭
中
杯
酒
対
西
曛

　
弾

琴
竹
苑
禽
来
舞

　
洗
筆
蓮
池
鵞
作
群

　
園
成
総
厭
今
時
客

　
更
有
前
賢
能
楽
君

 

『
荘
内
先
賢
詩
選
・
前
集
』（
致
道
館
、『
自
適
集
』
シ
リ
ー
ズ
第
十
二
輯
）
所
収

重
田
道
樹
…
…
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）
〜
文
化
八
年
（
一
八
一
一
） 

 

庄
内
藩
医
。
享
年
六
十
。
庄
内
藩
医
重
田
道
達
の
長
子
で
、
寛
政
元
年
奥
医
、
同

十
一
年
侍
医
。
若
年
よ
り
書
を
能
く
し
、
漢
籍
に
詳
し
く
、
藩
校
致
道
館
が
設
立

さ
れ
る
と
助
教
に
任
ぜ
ら
れ
て
司
業
を
兼
ね
た
。

⑤
市
河
寛
斎

　
　
寄
題
長
島
侯
独
楽
園
〔
長
島
隷
伊
勢
〕

使
君
風
尚
在
園
池
　
暇
日
逍
遥
興
可
知
　
煙
水
晴
分
東
海
道
　
閑
雲
晩
擁
北
山
陲
〔
園

北
有
多
度
山
〕　
月
窺
墜
露
煎
茶
夜
〔
劉
夢
得
試
茶
歌
木
蘭
墜
露
香
微
似
〕
花
掩
来
禽

展
帖
時
〔
用
王
右
軍
十
七
帖
中
事
〕　
此
際
独
遊
多
楽
事
　
不
須
招
隠
賦
新
詩

 

（〔
　
〕
中
は
割
注
）

 

『
寛
斎
摘
草
』
巻
之
三
・
七
言
律
（
天
明
六
年
〈
一
七
八
六
〉
成
立
）
所
収

市
河
寛
斎
…
…
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
〜
文
政
三
（
一
八
二
〇
） 

漢
詩
人
。
享
年
七
十
二
。
嗣
子
、
米
庵
。
江
戸
生
ま
れ
。
林
家
に
入
門
し
、
天
明

三
年
（
一
七
八
三
）
湯
島
聖
堂
の
啓
事
役
と
な
る
が
、
同
七
年
辞
職
。
詩
文
に
優

れ
、
江
湖
詩
社
を
興
し
多
く
の
詩
人
を
育
て
た
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
富
山

藩
儒
と
な
る
。

　
①
の
細
合
斗
南
は
、
大
坂
の
著
名
な
儒
学
者
で
混
沌
社
の
社
友
で
あ
り
、
賀
詞
が

『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
に
収
め
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
洩
れ
た

よ
う
で
あ
る
。

　
②
〜
④
に
あ
げ
た
白
井
重
行
、
渡
部
種
徳
、
重
田
道
樹
の
三
名
は
い
ず
れ
も
庄
内
藩

の
文
人
で
あ
る
。
雪
斎
は
こ
の
三
人
の
他
に
も
庄
内
藩
の
藩
士
・
文
人
た
ち
と
交
流
を

持
っ
て
お
り
、
彼
ら
が
江
戸
在
勤
の
折
に
知
り
合
っ
て
交
遊
が
始
ま
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る

Ж
。
次
に
挙
げ
る
史
料

З

は
、
庄
内
藩
の
文
人
・
国
学
者
で
あ
る
池
田
玄
斎
（
安
永
四

年
〈
一
七
七
五
〉
〜
嘉
永
五
年
〈
一
八
五
二
〉）
が
、
同
じ
く
庄
内
藩
の
文
人
で
琴
の

名
手
と
し
て
知
ら
れ
る
相
良
儀
一
（
宝
暦
七
年
〈
一
七
五
七
〉
〜
文
化
元
年

〈
一
八
〇
四
〉）
の
略
伝
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
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（
相
良
儀
一
は
）
一
と
た
び
東
都
に
扈
従
し
て
南
上
せ
し
よ
り
、
真
龍
禅
師
に
随

身
し
て
琴
を
学
び
、
長
嶋
侯
に
詩
を
聞
き
、
大
い
に
発
明
す
る
と
こ
ろ
あ
り
て
、

（
中
略
）
長
嶋
侯
の
書
画
、
大
泉
（
庄
内
藩
）
に
伝
ふ
る
は
皆
淑
卿
（
相
良
儀
一
）

の
た
ま
も
の
な
り

 

　（（
　
）
内
は
筆
者
注
）

と
あ
っ
て
、
雪
斎
が
庄
内
藩
の
文
人
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
ち
、
庄
内
藩
の
文
化
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
様
子
を
知
る
こ
と
が
出
来
る

И

。
上
記
三
名
の
独
楽
園
へ
の
賀

詞
は
、
こ
う
し
た
交
遊
を
背
景
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
詩
が
『
独
楽
園
賀

詞
帖
』
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、『
賀
詞
帖
』
が
当
時
京
坂
に
い
た
文
人
を
中
心

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
⑤
の
市
河
寛
斎
も
江
戸
の
人
で
あ

り
、『
賀
詞
帖
』
に
入
ら
な
か
っ
た
の
は
同
様
の
理
由
と
思
わ
れ
る
。

　
参
考
ま
で
に
、
表
１
に
独
楽
園
へ
の
賀
詞
が
寄
せ
ら
れ
た
天
明
三
年
の
、
作
者
各
人

の
居
所
と
年
齢
を
あ
げ
て
お
く
。

　
と
こ
ろ
で
、
⑤
に
あ
げ
た
市
河
寛
斎
の
曾
孫
に
あ
た
る
市
河
三
陽
が
著
し
た
『
市
河

寛
斎
先
生
』
の
中
に
、『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
の
成
立
に
つ
い
て
示
唆
を
与
え
る
重
要
な

こ
と
が
ら
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
『
賀
詞
帖
』
そ
の
も
の
の
成
立
に
つ
い
て
考

え
た
い
。

四
　『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
の
成
立

　
市
河
三
陽
（
明
治
十
三
年
〈
一
八
八
〇
〉
〜
昭
和
二
年
〈
一
九
二
七
〉）
の
『
市
河

寛
斎
先
生
』
は
、
寛
斎
の
事
績
を
年
譜
風
に
ま
と
め
た
書
で
あ
る
が
、
天
明
三
年
の
と

こ
ろ
に
以
下
の
記
述
が
あ
る

КУ

。

安
永
五
年
に
家
督
せ
る
伊
勢
長
嶋
侯
増
山
河
内
守
正
賢
は
、
性
文
雅
を
好
み
詩
画

を
善
く
せ
り
。
此
頃
（
天
明
三
年
）
諸
方
の
詞
人
に
嘱
し
て
そ
の
独
楽
園
に
寄
題

す
る
詠
を
聚
む
。
予
（
市
河
三
陽
）
前
年
そ
の
真
蹟
三
十
六
葉
を
寓
目
し
て
そ
の

詩
を
抄
し
置
け
り
。
絖
絹
に
書
し
そ
の
大
さ
普
通
詩
箋
の
如
し
。
後
荘
内
藩
白
井

重
行
の
詩
を
得
、
寛
斎
摘
草
を
閲
す
る
に
及
び
て
先
生
も
亦
応
募
の
一
人
な
る
を

知
る
。
尚
逸
す
る
も
の
も
あ
ら
ん
。
茲
に
は
落
款
に
見
え
た
る
氏
名
の
み
を
挙

ぐ
。
正
賢
は
後
の
雪
斎
君
選
に
し
て
此
年
三
十
歳
。

 

（（
　
）
内
注
お
よ
び
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

つ
ま
り
、
市
河
三
陽
は
実
際
に
独
楽
園
に
寄
題
す
る
詩
を
目
に
し
て
い
る
の
だ
が
、
注

目
す
べ
き
は
そ
れ
が
「
三
十
六
葉
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
既
に
示
し
た
よ
う

に
、『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
は
三
十
七
の
賀
詞
を
収
め
て
い
る
。
三
陽
は
右
の
文
に
続
け

増山雪斎
〔１〕柴野栗山
〔２〕葛子琴
〔３〕岡公翼
〔４〕片山北海
〔５〕片山弘道
〔６〕江村北海
〔７〕伊藤君嶺
〔８〕赤松滄洲
〔９〕木村蒹葭堂
〔10〕十時梅厓
〔11〕皆川淇園
〔12〕皆川篁斎
〔13〕冨士谷御杖
〔14〕皆川成均
〔15〕岩垣竜渓
〔16〕清田竜川
〔17〕篠崎三島
〔18〕松本愚山
〔19〕中島雪楼
〔20〕浄
〔21〕秦主膳
〔22〕横尾紫洋
〔23〕浄芳
〔24〕図南
〔25〕神吉東郭
〔26〕藤井樗亭
〔27〕高安蘆屋
〔28〕曾谷学川
〔29〕野紹順
〔30〕今枝㬎
〔31〕山敬之
〔32〕中村健
〔33〕崗謙
〔34〕関祐
〔35〕長崎天雨
〔36〕士綽
〔37〕徳竜

長島・大坂
京都
大坂
大坂
大坂
大坂
京都
京都
京都
大坂
大坂
京都
京都
京都

　京都？
京都
京都
大坂
京都
京都

大坂
京都
大坂

　赤穂？
大坂
大坂
大坂

　京都？

大坂

大坂

大坂

30

48

45

47

61

71

37

63

48

47

50

22

16

43

34

47

29

39

50

28

24

46

12

　①　細合斗南
　②　白井重行
　③　渡部種徳
　④　重田道樹
　⑤　市河寛斎

大坂
　庄内※
　(庄内)※
　庄内※
江戸

57

31

32

35

※ 当時の正確な所在地は確認できない。また、
渡部種徳は故人の可能性あり。

表１　天明三年の居所・年齢



─ 12 ─

て
三
十
六
葉
の
氏
名
を
掲
げ
て
い
る
の
で
確
認
し
て
み
る
と
（（

　
）
お
よ
び
改
行
は

原
文
通
り
）、

　
柴
（
野
）
邦
彦
　
　
　
皆
川
　
愿
　
　
　
　
十
時
　
賜

　
片
（
山
）
猷
　
　
　
　
皆
川
　
允
　
　
　
　
皆
川
成
均

　
江
邨
　
　
綬
　
　
　
　
松
本
　
慎
　
　
　
　
篠
（
崎
）
応
道

　
富
士
谷
成
寿
　
　
　
　
蘭
州
　
芳
　
　
　
　
岡
　
元
鳳

　
清
（
田
）
勲
　
　
　
　
赤
松
　
鴻
　
　
　
　
葛
　
張

　
黄
　
道
符
　
　
　
　
　
伊
藤
栄
吉
　
　
　
　
勝
（
マ
マ
）　
世
衡

　
中
村
　
健
　
　
　
　
　
曾
　
之
唯
　
　
　
　
中
島
　
漁

　
片
（
山
）
文
貫
　
　
　
僧
　
浄
　
　
　
　
　
木
（
村
）
孔
恭

　
今
枝
　
顕
　
　
　
　
　
�
　
図
南
　
　
　
　
高
　
昶

　
張
　
天
雨
　
　
　
　
　
神
吉
世
敬
　
　
　
　
崗
　
謙

　
野
　
紹
順
　
　
　
　
　
関
　
裕
　
　
　
　
　
士
綽

　
山
　
敬
之
　
　
　
　
　
秦
　
修
美
　
　
　
　
釈
　
徳
竜

三
陽
が
挙
げ
る
右
の
三
十
六
名
は

全
て
『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
の
作
者

と
合
致
し
て
い
る
が
、
唯
一
、

『
賀
詞
帖
』
の
﹇
15
﹈
巌
垣
彦
明

（
岩
垣
竜
渓
）
の
名
が
無
い
こ
と

が
わ
か
る
。
三
陽
は
右
の
よ
う
に

三
十
六
葉
の
作
者
名
を
挙
げ
、
か

つ
そ
の
詩
を
書
き
留
め
た
と
い
っ

て
お
り
、
単
な
る
数
え
間
違
い
で

は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

従
っ
て
、
三
陽
が
見
た
も
の
に
は

巌
垣
彦
明
の
詩
が
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、
後
の
段
階
で
加
え
ら
れ
て

『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
が
作
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
三
陽
の
記
述
で
は
、
彼
が
見
た
も
の
が
ど
の
よ
う
な
体
裁
だ
っ
た

の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
作
者
名
の
順
も
『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
と
は
異
な
っ
て
お

り
、
少
な
く
と
も
現
在
の
折
帖
の
か
た
ち
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
そ
う
す
る
と
、
今
の
帖
仕
立
て
に
な
っ
た
の
は
い
つ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
時
期
の

特
定
は
困
難
だ
が
、
三
陽
の
没
年
（
昭
和
二
年
）
か
ら
す
れ
ば
昭
和
に
入
っ
て
以
降
と

考
え
る
の
が
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
独
楽
園
の
新
造
を
機
に
増
山

雪
斎
の
も
と
に
は
四
〇
を
超
え
る
賀
詞
が
集
ま
り
、
そ
こ
か
ら
『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
が

生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
こ
こ
で
改
め
て
独
楽
園
に
賀
詞
を
寄
せ
た
作
者
た
ち
を
見
て
み
よ
う
。

　
十
八
世
紀
後
半
は
、
古
文
辞
学
の
流
行
を
受
け
て
作
詩
文
が
盛
ん
と
な
っ
た
時
期
で

あ
り
、
三
都
を
中
心
に
詩
社
を
結
成
し
て
文
人
活
動
を
お
こ
な
う
者
も
多
く
現
れ
た
。

賀
詞
の
作
者
た
ち
も
み
な
、
作
詩
文
を
能
く
す
る
者
た
ち
で
あ
る
。
大
坂
を
代
表
す
る

詩
文
結
社
・
混
沌
社
の
盟
主
で
あ
る
片
山
北
海
（﹇
４
﹈）
を
は
じ
め
、
社
友
の
葛
子
琴

（﹇
２
﹈）、
岡
元
鳳
（﹇
３
﹈）、
木
村
蒹
葭
堂
（﹇
９
﹈）、
篠
崎
三
島
（﹇
17
﹈）、
細
合
半

斎
（﹇
①
﹈）、
曾
谷
学
川
（﹇
28
﹈）、
京
都
で
賜
杖
堂
を
開
い
た
江
村
北
海
（﹇
６
﹈）、

三
白
社
を
作
っ
た
柴
野
栗
山
（﹇
１
﹈）、
赤
松
滄
洲
（﹇
８
﹈）、
皆
川
淇
園
（﹇
11
﹈）、

江
戸
で
江
湖
詩
社
を
興
し
た
市
河
寛
斎
（﹇
⑤
﹈）
ら
、
詩
社
を
結
ん
で
積
極
的
に
作
詩

文
活
動
を
お
こ
な
っ
た
者
た
ち
が
多
い
。
こ
の
う
ち
混
沌
社
は
明
和
二
年（
一
七
六
五
）

に
結
成
さ
れ
、
独
楽
園
の
賀
詞
が
詠
ま
れ
た
天
明
三
年
は
活
動
の
最
盛
期
に
あ
た
っ
て

い
た
。
盟
主
の
片
山
北
海
は
赤
松
滄
洲
と
は
宇
野
明
霞
の
同
門
で
あ
り
、
葛
子
琴
、
岡

元
鳳
、
篠
崎
三
島
、
細
合
半
斎
は
古
文
辞
学
派
の
菅
甘
谷
に
学
び
詩
社
に
参
加
し
た
者

た
ち
で
、
片
山
北
海
を
師
と
す
る
木
村
蒹
葭
堂
は
、
作
詩
文
を
中
心
と
し
た
蒹
葭
堂
会

の
活
動
を
経
て
混
沌
社
の
創
立
に
加
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
木
村
蒹
葭
堂
が
柴
野
栗
山

や
皆
川
淇
園
、
江
村
北
海
ら
と
広
く
交
遊
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
相

互
の
交
流
は
詩
社
内
部
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
片
山
弘
道
（﹇
５
﹈）
は
片
山
北
海
の
養
子
で
あ
る
が
、
作
者
同
士
に
親
子
や

親
戚
の
つ
な
が
り
も
見
受
け
ら
れ
る
。
伊
藤
君
嶺
（﹇
７
﹈）、
清
田
竜
川
（﹇
16
﹈）（
以

図３　『独楽園賀詞帖』より　巌垣彦明（右）
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上
江
村
北
海
と
）、
皆
川
篁
斎
（﹇
12
﹈）、
冨
士
谷
御
杖
（﹇
13
﹈）、
皆
川
成
均
（﹇
14
﹈）

（
以
上
皆
川
淇
園
と
）
が
そ
う
で
あ
る
。
加
え
て
皆
川
淇
園
は
、
伊
藤
君
嶺
の
義
父
伊

藤
錦
里
が
師
に
あ
た
る
と
い
う
関
係
も
あ
る
。

　
作
者
同
士
が
師
弟
の
関
係
に
あ
る
者
に
は
、
皆
川
淇
園
と
そ
の
門
下
の
岩
垣
竜
渓

（﹇
15
﹈）、
松
本
愚
山
（﹇
18
﹈）、
赤
松
滄
洲
と
門
下
の
神
吉
東
郭
（﹇
25
﹈）、
片
山
北
海

と
門
下
の
藤
井
樗
亭
（﹇
26
﹈）、
曾
谷
学
川
、
木
村
蒹
葭
堂
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
藤

井
樗
亭
は
書
を
趙
陶
斎
に
学
ん
で
い
る
が
、
趙
陶
斎
は
増
山
雪
斎
の
書
の
師
で
も
あ
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
陶
斎
に
従
っ
て
雪
斎
の
も
と
に
出
入
り
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

十
時
梅
厓
（﹇
10
﹈）
は
長
島
藩
儒
に
登
用
さ
れ
て
い
る
。
菅
甘
谷
門
で
あ
っ
た
高
安
蘆

屋
（﹇
27
﹈）
も
、
書
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
亀
山
藩
儒
を
つ
と
め
た
中
島
雪
楼
（﹇
19
﹈）
は
『
雪
楼
詩
鈔
』
の
あ
る
詩
文
家
で
あ

り
、
同
じ
亀
山
藩
儒
に
は
皆
川
篁
斎
も
就
い
て
い
る
。
横
尾
紫
洋
（﹇
22
﹈）
は
赤
松
滄

洲
や
高
芙
蓉
と
交
遊
が
あ
っ
た
が
、
高
芙
蓉
は
印
聖
と
称
さ
れ
た
篆
刻
家
で
、
葛
子
琴

や
曾
谷
学
川
、
柴
野
栗
山
、
木
村
蒹
葭
堂
ら
は
芙
蓉
に
学
び
ま
た
交
遊
し
た
人
び
と
で

あ
る
。
片
山
北
海
と
同
郷
の
徳
竜
（﹇
37
﹈）
は
た
ま
た
ま
京
坂
に
来
遊
し
て
い
た
巡
り

合
わ
せ
と
思
わ
れ
る
。

　
秦
修
美
（﹇
21
﹈）、
浄
芳
（﹇
23
﹈）、
中
村
健
（﹇
32
﹈）、
長
崎
天
雨
（﹇
35
﹈）
ら

は
、
大
坂
の
人
で
漢
詩
文
を
た
し
な
ん
だ
文
人
と
い
う
ほ
ど
し
か
分
か
ら
ず
、
経
歴
が

明
ら
か
で
な
い
浄
（﹇
20
﹈）、
図
南
（﹇
24
﹈）、
野
紹
順
（﹇
29
﹈）、
今
枝
㬎
（﹇
30
﹈）、

山
敬
之
（﹇
31
﹈）、
崗
謙
（﹇
33
﹈）、
関
祐
（﹇
34
﹈）、
士
綽
（﹇
36
﹈）
に
つ
い
て
は
さ

ら
に
不
明
で
あ
る
が
、
作
者
た
ち
は
詩
文
に
優
れ
た
文
人
と
し
て
あ
る
程
度
は
相
識
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
全
体
を
通
し
て
見
る
と
、
作
者
の
並
び
順
は
比
較
的
関
係
の
近

い
者
ど
う
し
を
集
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
個
々
人
が
増
山
雪

斎
と
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
知
り
合
い
、
ど
れ
ほ
ど
の
交
遊
を
持
っ
た
か
に
つ
い
て
は
明

ら
か
で
な
い
点
が
多
い
。

　
雪
斎
は
天
明
三
年
以
前
に
も
加
番
と
し
て
大
坂
に
赴
任
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
機
会

に
京
坂
の
文
人
の
名
を
聞
き
、
接
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
賀
詞
の
作
者

は
以
前
か
ら
交
流
の
あ
っ
た
文
人
ば
か
り
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
木
村
蒹

葭
堂
は
こ
の
賀
詞
の
作
成
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
雪
斎
と
の
交
遊
が
始
ま
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
一
人
で
あ
る

КФ

。『
蒹
葭
堂
日
記
』
に
現
れ
る
雪
斎
の
記
事
を
見
る
と
、
天
明
三

年
以
後
に
親
し
い
交
際
が
う
か
が
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
雪
斎
に
招
か
れ
て
長
島

藩
儒
と
な
っ
た
十
時
梅
厓
に
つ
い
て
は
、
こ
の
賀
詞
に
お
い
て
自
ら
を
「
臣
」
と
表
現

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
来
言
わ
れ
て
い
る
天
明
四
年
よ
り
も
仕
官
時
期
が
早
ま
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
雪
斎
と
作
者
個
々
と
の
関
係
は
今
後
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、『
独
楽
園
賀

詞
帖
』
は
、
天
明
三
年
当
時
の
京
坂
で
詩
文
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
た
文
人
の
つ
な
が

り
を
具
体
的
に
示
す
と
と
も
に
、
独
楽
園
の
新
造
に
伴
う
賀
詞
の
作
成
が
、
雪
斎
と
京

坂
の
文
人
と
の
新
た
な
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
契
機
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

注（
１
）
山
口
泰
弘
「
増
山
雪
斎
の
中
国
趣
味
」（『
江
戸
の
風
流
才
子

　
増
山
雪
斎
展
』
図
録
、
三
重

県
立
美
術
館
、
一
九
九
三
）。

（
２
）
多
治
比
郁
夫
「
片
山
北
海
年
譜
」「
同
補
訂
」「
片
山
北
海
の
家
庭
生
活
」（『
大
阪
府
立
図
書

館
紀
要
』
六
・
七
・
十
五
号
、
一
九
七
〇
・
一
九
七
一
・
一
九
七
九
）。

（
３
）
本
史
料
の
成
立
は
、『
長
島
町
誌
』
上
巻
（
長
島
町
教
育
委
員
会
、
一
九
七
八
、一
四
五
頁
）

に
よ
れ
ば
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
ご
ろ
と
さ
れ
る
。

（
４
）『
長
島
町
誌
』（
前
掲
注
３
）
に
は
、
当
時
の
城
中
の
状
況
を
知
る
史
料
と
し
て
「
寛
政
六
年

（
一
七
九
四
年
）
雪
斉
（
マ
マ
）勝

賞
書
千
松
秀
園
の
議
語
に
あ
る
拓
本
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

史
料
の
所
在
を
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、『
長
島
町
誌
』
の
翻
刻
（
上
巻
、
一
四
六
頁
）
に
従

い
該
当
部
分
を
示
し
た
。

（
５
）
長
島
城
絵
図
と
し
て
は
、
①
『
長
島
町
誌
』
上
巻
一
三
六
頁
に
掲
載
さ
れ
る
「
長
島
城
図
」

（
模
写
。
原
図
は
長
島
中
部
小
学
校
蔵
）、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
図
の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵

「
長
島
城
図
」（
長
島
村
山
内
熊
三
蔵
本
の
写
）
と
、
②
内
閣
文
庫
所
蔵
「
勢
州
長
島
城
図
」

（「
日
本
分
国
絵
図
」
の
う
ち
）
の
二
種
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
詳
し
い
作
成
年
代
が
不
明
で
あ

る
。

（
６
）
現
在
入
手
困
難
な
本
書
に
つ
い
て
、
関
係
部
分
を
複
写
下
さ
っ
た
致
道
博
物
館
犬
塚
氏
に
感

謝
申
し
上
げ
る
。

（
７
）
坂
本
守
正
『
瘞
琴
碑
に
つ
い
て
』（
荘
内
人
物
史
研
究
会
、
一
九
八
一
）
四
二
頁
。

（
８
）
同
右
、
四
〇
〜
四
一
頁
。

（
９
）
池
田
玄
斎
の
随
筆
『
弘
采
録
』（
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
所
蔵
）
は
、
全
一
三
九
冊
に
及
ぶ
膨
大

な
文
人
記
録
で
あ
る
が
、
そ
の
三
五
冊
目
に
「
増
山
侯
の
御
事
」
が
あ
り
、
玄
斎
が
相
良
儀
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一
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
、
儀
一
が
初
め
て
雪
斎
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
時
の
様
子
が
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
（（

　
）
内
は
筆
者
注
）。

　
　 
　
　
　
初
而
参
候
節
、
御
書
斎
へ
扣
（
控
）
候
様
御
取
次
先
達
ニ
て
入
見
候
ヘ
ハ
、
不
残
唐
風

の
御
坐
敷
ニ
て
亀
甲
の
石
を
敷
、
あ
た
り
ハ
シ
ツ
ク
ヒ
（
漆
喰
）
ニ
而
殊
之
外
奇
麗

也
、
長
押
ニ
は
唐
画
山
水
花
鳥
の
額
或
は
硝
子
の
蛮
画
等
色
々
の
珍
画
を
掛
置
た
り
、

助
右
衛
門
（
相
良
儀
一
）
に
は
円
坐
を
敷
せ
夫
々
坐
し
た
り
、
増
山
様
は
曲
禄
（
彔
）

へ
御
腰
懸
さ
せ
ら
れ
色
々
の
御
物
語
有
之
、
御
吸
物
御
酒
も
出
た
り
、
器
物
は
勿
論
箸

の
類
ま
て
皆
華
物
ニ
而
結
構
至
極
の
事
共
也
、
極
御
懇
意
の
御
方
ニ
は
女
中
も
不
残
唐

の
衣
服
ニ
て
当
時
清
朝
の
風
俗
を
擬
し
裾
の
広
き
袴
を
着
御
酌
に
出
候
と
也
、
助
右
衛

門
は
初
而
の
事
ゆ
へ
御
給
仕
は
御
近
習
ニ
て
あ
り
し

　
　
　
右
の
記
事
か
ら
は
雪
斎
の
相
当
な
中
国
趣
味
が
見
て
取
れ
る
。
玄
斎
は
こ
の
他
に
、
浪
費
な

ど
雪
斎
の
芳
し
か
ら
ぬ
行
跡
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、
山
水
画
に
関
し
て
雪
斎
を
高
く
評
価

し
、「
山
水
の
画
ハ
此
侯
（
雪
斎
）
と
其
臣
南
湖
（
長
島
藩
の
御
抱
画
師
で
あ
る
春
木
南
湖
）

に
と
ゝ
め
た
り
、（
谷
）
文
晁
等
か
及
所
に
あ
ら
す
、
玄
斎
常
に
慕
ふ
処
に
し
て
近
来
の
名
家

と
称
す
へ
し
」
と
書
い
て
い
る
。

（
10
）
引
用
は
『
復
刻
市
河
寛
斎
先
生
』（
あ
か
ぎ
出
版
、
一
九
九
二
）
に
よ
る
。
本
復
刻
版
は
、

「
三
省
堂
『
書
菀
』
に
連
載
さ
れ
た
市
河
三
陽
氏
の
遺
稿
・
萬
機
校
に
よ
る
「
市
河
寛
齋
先

生
」
に
市
河
三
次
氏
が
再
校
を
加
え
コ
ピ
ー
で
私
家
版
と
し
て
合
本
と
し
た
も
の
を
原
本
と

し
て
復
刻
し
た
も
の
」（
同
書
あ
と
が
き
よ
り
）
で
あ
る
。

（
11
）
有
坂
道
子
「
増
山
雪
斎
と
木
村
蒹
葭
堂
」（『
混
沌
』
三
〇
号
、
二
〇
〇
六
）



─ 15 ─

序
　
章
　
大
阪
の
河
川

第
一
節
　
本
稿
の
目
的

第
二
節
　
河
川
法
と
大
阪
府
下
の
主
な
河
川

第
一
章
　
水
の
国
・
水
の
都

第
一
節
　
摂
河
泉 ―

河
内
湾
か
ら
河
内
低
地
へ―

第
二
節
　
難
波
と
上
町
台
地

第
二
章
　
淀
川 ―

都
鄙
を
結
ぶ
水
運―

第
三
章
　
神
崎
川

第
一
節
　
江
口

第
二
節
　
神
崎

第
三
節
　
大
物

第
四
章
　
旧
淀
川

第
一
節
　
難
波
津

第
二
節
　
大
川

第
三
節
　
東
横
堀
・
道
頓
堀

第
四
節

　
木
津
川

第
五
章

　
住
吉
津

第
一
節

　「
八
代
集
」
の
住
吉
・
住
之
江
の
歌

第
二
節

　
住
吉
・
住
之
江
の
物
語
（
散
文
）

第
六
章
　
旧
大
和
川

第
一
節

　
寝
屋
川
・
深
野
池

第
二
節
　
第
二
寝
屋
川
に
ま
と
め
ら
れ
た
旧
大
和
川

第
三
節
　
鴻
池
新
田
と
新
田
開
発

第
七
章
　
堺
と
大
和
川

第
一
節
　
堺
津

第
二
節
　
新
大
和
川
の
開
削

終
　
章
　
大
阪
の
特
徴
を
探
っ
て ―

反
省
と
希
望―

序 

章
　
大
阪
の
河
川

第
一
節
　
本
稿
の
目
的

　
平
成
一
三
年
、
私
は
関
西
大
学
大
学
院
で
「
地
域
文
学
論
」
と
い
う
授
業
を
担
当
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
「
文
学
史
」
と
か
「
中
世
文
学
」
と
い
っ
た
授
業
と

は
違
っ
て
、
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
授
業
の
講
座
名
で
あ
る
。
私
な
り
に
「
地
域
文
学

論
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
そ
れ
は
地
域
に
関
わ
る
文
化
・
文
学
の
研
究
な
の
で
あ

る
が
、
方
法
と
し
て
歴
史
を
縦
軸
に
、
一
定
の
地
域
の
文
化
・
文
学
を
論
ず
る
こ
と
と

し
た
。

　
さ
ら
に
「
地
域
」
と
い
う
言
葉
を
特
徴
付
け
る
た
め
に
比
較
文
化
・
比
較
文
学
と
対

比
す
る
こ
と
に
し
た
。
比
較
文
化
・
比
較
文
学
は
、
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
・
中
国
語
と

い
っ
た
他
言
語
に
よ
る
異
文
化
や
外
国
文
学
を
比
較
す
る
研
究
、
そ
れ
も
た
だ
比
較
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
異
文
化
・
外
国
文
学
間
の
共
通
点
を
探
ろ
う
と
す
る
学
問

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
比
較
文
化
・
比
較
文
学
と
対
比
す
る
た
め
に
、
日
本
語
に
よ
る
共

通
文
化
・
共
通
文
学
の
地
域
差
、
地
域
的
特
徴
を
探
る
こ
と
に
地
域
文
化
・
地
域
文
学

論
の
目
標
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
つ
ま
り
「
共
通
」
で
は
な
く
、「
相
違
」
を
求
め

る
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
こ
れ
ま
で
に
私
が
扱
っ
た
地
域
は
、
南
河
内
・
泉
州
を
中
心
と
し
た
大
阪

南
部
、
和
歌
山
県
下
、
熊
野
地
方
な
ど
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
昨
年
（
平
成
一
八
年
）

秋
、
尼
崎
市
教
育
委
員
会
よ
り
尼
崎
の
大
物
浦
で
室
町
幕
府
の
管
領
細
川
高
国
が
自
刃

し
た
大
物
崩
れ
に
つ
い
て
の
講
演
を
頼
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
尼
崎
を
河
口
と
す
る
神
崎

資
料
紹
介

鶴
崎
　
裕
雄
（
帝
塚
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

　
大
阪
の
河
川
と
海
港
の
文
化
と
文
学（
稿
）

　
　
　

│
地
域
学
・
地
域
文
学
論
資
料
収
集
の
一
作
業

│
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川
の
地
域
文
学
、
さ
ら
に
大
阪
府
下
の
海
港
・
河
港
の
文
化
・
文
学
へ
と
発
展
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
今
回
、『
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー
2006
』
へ
の
執
筆

を
機
会
に
、
大
阪
府
下
の
河
川
・
港
湾
の
文
化
・
文
学
の
資
料
収
集
に
重
点
を
置
き
、

資
料
集
を
ま
と
め
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
な
お
、
終
章
に
記
す

よ
う
に
、
自
分
と
し
て
は
ま
だ
充
分
に
資
料
収
集
が
終
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、（
稿
）

を
付
す
こ
と
に
し
た
。

　
引
用
資
料
に
は
読
み
や
す
い
よ
う
に
句
読
点
や
送
り
仮
名
を
か
な
り
私
に
変
更
し
た

箇
所
が
多
い
。
そ
の
た
め
引
用
資
料
の
出
典
を
明
示
す
べ
き
で
あ
る
が
、
煩
雑
を
避
け

て
割
愛
し
た
。

　
参
考
文
献
と
し
て
『
大
阪
府
史
』『
新
修
大
阪
市
史
』『
堺
市
史
』
は
じ
め
、
多
く
の

地
方
自
治
体
史
の
ほ
か
、『
大
阪
府
の
地
名
』（
平
凡
社
）・『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘

文
館
）・『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
岩
波
書
店
）
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

第
二
節
　
河
川
法
と
大
阪
府
下
の
主
な
河
川

　
そ
れ
で
は
大
阪
府
下
に
は
、
ど
の
よ
う
な
河
川
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
前

に
、
河
川
の
法
的
根
拠
、
法
的
基
準
と
な
る
『
河
川
法
』
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

　（
１
）『
河
川
法
』

　『
河
川
法
』
は
、
明
治
維
新
以
後
、
統
一
的
な
治
水
行
政
が
可
能
と
な
り
、
明
治
六

年
（
一
八
七
三
）「
河
港
道
路
修
築
規
則
」
に
よ
り
河
川
の
管
理
・
費
用
の
分
担
が
規

定
さ
れ
た
。
次
に
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
河
川
法
が
公
布
さ
れ
た
。
旧
河
川
法
と

称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
治
水
に
重
点
が
置
か
れ
、
河
川
利
用
に
は
伝
統
的
な

農
業
用
水
が
優
先
さ
れ
、
鉄
道
の
未
発
達
の
時
代
な
の
で
、
通
船
・
河
川
運
送
が
重
視

さ
れ
た
。
新
淀
川
の
開
削
も
こ
の
旧
河
川
法
の
公
布
に
よ
る
。

　
そ
の
後
の
資
本
主
義
に
よ
る
近
代
産
業
の
発
達
と
と
も
に
、
水
車
や
蒸
汽
罐
、
さ
ら

に
水
力
発
電
の
利
用
が
求
め
ら
れ
、
旧
来
の
農
業
・
漁
業
・
河
川
運
送
・
筏
流
し
な
ど

と
の
河
川
利
用
の
競
合
・
紛
糾
が
興
っ
た
。
大
正
年
間
（
一
九
一
二
〜
二
六
）
か
ら
河

川
法
改
正
が
唱
え
ら
れ
た
が
、
地
域
・
業
種
・
官
庁
間
の
利
害
対
立
が
あ
り
、
改
正
は

進
ま
な
か
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
後
、
水
力
発
電
は
じ
め
、
工
業
用
水
・
都
市
用
水
・
鉱

工
業
排
水
・
生
活
排
水
・
水
質
汚
染
な
ど
新
問
題
が
生
じ
、
昭
和
三
九
年（
一
九
六
四
）

に
な
っ
て
や
っ
と
現
行
の
河
川
法
が
制
定
さ
れ
、
四
〇
年
施
行
さ
れ
た
。

　
こ
の
河
川
法
で
は
、
重
要
水
系
（
一
級
河
川
）
は
建
設
省
（
国
交
省
）
の
直
接
管
理

と
費
用
負
担
と
し
、
二
級
河
川
は
都
道
府
県
に
委
任
し
て
い
る
。
本
稿
も
現
行
の
河
川

法
を
念
頭
に
置
い
て
稿
を
進
め
た
い
。

資
料
１
『
河
川
法
』　
施
行
　
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
四
月
一
日

　
第
一
章
　
総
則

　（
目
的
）

第
一
章
　
こ
の
法
律
は
、
河
川
に
つ
い
て
、
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
が
防

止
さ
れ
、
河
川
が
適
正
に
利
用
さ
れ
、
及
び
流
水
の
正
常
な
機
能
が
維
持
さ
れ
る
よ

う
に
こ
れ
を
総
合
的
に
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
土
の
保
全
と
開
発
に
寄
与
し
、

も
つ
て
公
共
の
安
全
を
保
持
し
、
か
つ
、
公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

　（
河
川
管
理
の
原
則
等
）

第
二
条
①
　
河
川
は
、
公
共
用
物
で
あ
つ
て
、
そ
の
保
全
、
利
用
そ
の
他
の
管
理
は
、

前
条
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
に
適
正
に
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
　
河
川
の
流
水
は
、
私
権
の
目
的
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　（
河
川
及
び
河
川
管
理
施
設
）

第
三
条
①
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
河
川
」
と
は
、
一
級
河
川
及
び
二
級
河
川
を
い

い
、　
こ
れ
ら
の
河
川
に
係
る
河
川
管
理
施
設
を
含
む
も
の
と
す
る
。

②
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
河
川
管
理
施
設
」
と
は
、
ダ
ム
、
堰
、
水
門
、
堤
防
、
護

岸
、
床
止
め
そ
の
他
河
川
の
流
水
に
よ
つ
て
生
ず
る
公
利
を
増
進
し
、
又
は
公
害
を

除
却
し
、
若
し
く
は
軽
減
す
る
効
用
を
有
す
る
施
設
を
い
う
。
た
だ
し
、
河
川
管
理

者
以
外
の
者
が
設
置
し
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設
を
河
川
管
理
施
設
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
河
川
管
理
者
が
権
原
に
基
づ
き
当
該
施
設
を
管
理
す
る
者
の
同
意
を

得
た
も
の
に
限
る
。

　（
一
級
河
川
）

第
四
条
①

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
一
級
河
川
」
と
は
、
国
土
保
全
上
又
は
国
民
経
済

上
特
に
重
要
な
水
系
で
政
令
で
指
定
し
た
も
の
に
係
る
河
川
（
公
共
の
水
流
及
び
水

面
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
で
建
設
大
臣
が
指
定
し
た
も
の
を
い
う
。
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②
　
建
設
大
臣
は
、
前
項
の
政
令
の
制
定
又
は
改
廃
の
立
案
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
河
川
審
議
会
及
び
関
係
都
道
府
県
知
事
の
意
見
を
き
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

③
　
建
設
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
河
川
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
河
川
審
議
会
及
び
関
係

都
道
府
県
知
事
の
意
見
を
き
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
都
道
府
県
知
事
が
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
当
該
都
道
府
県
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤
　
建
設
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
河
川
を
指
定
す
る
と
き
は
、
建
設
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
水
系
ご
と
に
、
そ
の
名
称
及
び
区
間
を
公
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

⑥
　
一
級
河
川
の
指
定
の
変
更
又
は
廃
止
の
手
続
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
河
川
の

指
定
の
手
続
に
準
じ
て
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
二
級
河
川
）

第
五
条
①
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
二
級
河
川
」
と
は
、
前
条
第
一
項
の
政
令
で
指
定

さ
れ
た
水
系
以
外
の
水
系
で
公
共
の
利
害
に
重
要
な
関
係
が
あ
る
も
の
に
係
る
河
川

で
都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
た
も
の
を
い
う
。

②
　
都
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
河
川
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い

て
、
当
該
河
川
が
他
の
都
府
県
と
の
境
界
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
他
の

都
府
県
知
事
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
　
都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
河
川
を
指
定
す
る
と
き
は
、
建
設
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
水
系
ご
と
に
、
そ
の
名
称
及
び
区
間
を
公
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

④
　
都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
河
川
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、　
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
市
町
村
長
の
意
見
を
き
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
市
町
村
長
が
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該

市
町
村
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑥
　
二
級
河
川
の
指
定
の
変
更
又
は
廃
止
の
手
続
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の

手
続
に
準
じ
て
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑦
　
二
級
河
川
に
つ
い
て
、
前
条
第
一
項
の
一
級
河
川
の
指
定
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当

該
二
級
河
川
に
つ
い
て
の
第
一
項
の
指
定
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

　（
河
川
区
域
）

第
六
条
①
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
河
川
区
域
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
域
を

い
う
。

一
　
河
川
の
流
水
が
継
続
し
て
存
す
る
土
地
及
地
形
、
草
木
の
生
茂
の
状
況
そ
の
他

そ
の
状
況
が
河
川
の
流
水
が
継
続
し
て
存
す
る
土
地
に
類
す
る
状
況
を
呈
し
て
い

る
土
地
（
河
岸
の
土
地
を
含
み
、
洪
水
そ
の
他
異
常
な
天
然
現
象
に
よ
り
一
時
的

に
当
該
状
況
を
呈
し
て
い
る
土
地
を
除
く
。）
の
区
域

二
　
河
川
管
理
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域

三
　
堤
外
の
土
地
（
政
令
で
定
め
る
こ
れ
に
類
す
る
土
地
及
び
政
令
で
定
め
る
遊
水

地
を
含
む
。）
の
区
域
の
う
ち
、
第
一
号
に
掲
げ
る
区
域
と
一
体
と
し
て
管
理
を

行
な
う
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
河
川
管
理
者
が
指
定
し
た
区
域

②
　
河
川
管
理
者
は
、
前
項
第
三
号
の
区
域
を
指
定
す
る
と
き
は
、
建
設
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
、
又

は
廃
止
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

③
　
河
川
管
理
者
は
、
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
に
規
定
す
る

港
湾
区
域
又
は
漁
港
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
に
規
定
す
る
漁
港

の
区
域
に
つ
き
第
一
項
第
三
号
の
区
域
の
指
定
又
は
そ
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
港
湾
管
理
者
又
は
農
林
水
産
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
河
川
管
理
者
）

第
七
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
河
川
管
理
者
」
と
は
、
第
九
条
第
一
項
又
は
第
十
条

の
規
定
に
よ
り
河
川
を
管
理
す
る
者
を
い
う
。

　（
河
川
工
事
）

第
八
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
河
川
工
事
」
と
は
、
河
川
の
流
水
に
よ
つ
て
生
ず
る

公
利
を
増
進
し
、
又
は
公
害
を
除
却
し
、
若
し
く
は
軽
減
す
る
た
め
に
河
川
に
つ
い

て
行
な
う
工
事
を
い
う
。

　
第
二
章

　
河
川
の
管
理

　
　
　
第
一
節

　
通
則

　（
一
級
河
川
の
管
理
）

第
九
条
①
　
一
級
河
川
の
管
理
は
、
建
設
大
臣
が
行
な
う
。
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②
　
建
設
大
臣
は
、
そ
の
指
定
す
る
区
間
（
以
下
「
指
定
区
間
」
と
い
う
。）
内
の
一

級
河
川
に
つ
い
て
は
、
当
該
一
級
河
川
の
部
分
の
存
す
る
都
道
府
県
を
統
轄
す
る
都

道
府
県
知
事
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
管
理
の
一
部
を
行
な
わ
せ

る
も
の
と
す
る
。

③
　
建
設
大
臣
は
、
指
定
区
間
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係

都
道
府
県
知
事
の
意
見
を
き
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
、
又
は
廃
止

し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

④
　
建
設
大
臣
は
、
指
定
区
間
を
指
定
す
る
と
き
は
、
建
設
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
、
又
は
廃
止
す
る

と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

　（
二
級
河
川
の
管
理
）

第
一
〇
条
　
二
級
河
川
の
管
理
は
、
当
該
河
川
の
存
す
る
都
道
府
県
を
統
轄
す
る
都
道

府
県
知
事
が
行
な
う
。

　（
境
界
に
係
る
二
級
河
川
の
管
理
の
特
例
）

第
一
一
条
①
　
二
級
河
川
の
二
以
上
の
都
府
県
の
境
界
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
関

係
都
府
県
知
事
は
、
協
議
し
て
別
に
管
理
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
関
係
都
府
県
知
事

は
、
建
設
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
成
立
し
た
協
議
の
内
容
を
公
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
基
づ
き
、
一
の
都
府
県
知
事
が
他
の
都
府
県
の
区

域
内
に
存
す
る
部
分
に
つ
い
て
管
理
を
行
な
う
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
都
府
県
知

事
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
他
の
都
府
県
知
事
に
代
わ
つ
て
そ
の

権
限
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

　（
以
下
略
）

　（
２
）
大
阪
府
下
の
一
級
河
川
と
二
級
河
川

　
大
阪
府
土
木
局
河
川
室
の
『
大
阪
府
管
内
河
川
指
定
状
況
調
書
』（
平
成
13
年
３
月

末
現
在
）
に
基
づ
い
て
大
阪
府
下
の
主
な
一
級
河
川
・
二
級
河
川
を
挙
げ
て
お
き
た

い
。
な
お
、
本
稿
で
扱
う
河
川
は
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
。

淀
川
水
系
（
一
級
河
川
）

　
猪
名
川

　
　
　
兵
庫
県
界
〜
神
崎
川
合
流
点 

八
、九
〇
四
㍍

　
安
威
川
　
　
　
高
槻
市
二
料
〜
神
崎
川
合
流
点 

二
八
、二
一
三
㍍

　
神
崎
川
　
　
　
淀
川
分
派
点
〜
大
阪
湾 

一
八
、五
九
二
㍍

　
淀
川
（
含 

新
淀
川
）
京
都
府
界
〜
大
阪
湾 

三
五
、一
〇
〇
㍍

　
桂
川
　
　
　
　
京
都
府
界
〜
淀
川
合
流
点 

九
八
五
㍍

　
水
無
瀬
川
　
　
三
島
郡
島
本
町
尺
代
〜
桂
川
合
流
点 

三
、九
八
五
㍍

　
芥
川
　
　
　
　
京
都
府
界
〜
淀
川
合
流
点 

二
二
、〇
四
八
㍍

　
天
野
川
　
　
　
四
条
畷
市
上
田
原
〜
淀
川
合
流
点 

一
四
、八
九
六
㍍

　
旧
淀
川
（
含 

大
川
・
堂
島
川
・
安
治
川
）
毛
馬
閘
門
〜
大
阪
湾 

四
〇
〇
㍍

　
土
佐
堀
川
　
　
旧
淀
川
分
派
点
〜
旧
淀
川
合
流
点 

二
、四
五
〇
㍍

　
東
横
堀
川
　
　
土
佐
堀
川
分
派
点
〜
道
頓
堀
川
合
流
点 

二
、一
七
五
㍍

　
道
頓
堀
川
　
　
東
横
堀
川
分
派
点
〜
木
津
川
合
流
点 

二
、七
四
五
㍍

　
木
津
川
　
　
　
旧
淀
川
分
派
点
〜
大
阪
湾 

八
、八
〇
〇
㍍

　
尻
無
川
　
　
　
木
津
川
分
派
点
〜
大
阪
湾 

四
、一
〇
〇
㍍

　
寝
屋
川
　
　
　
北
谷
川
合
流
点
〜
旧
淀
川
合
流
点 

二
一
、二
四
一
㍍

　
恩
智
川
　
　
　
柏
原
市
大
県
三
丁
目
〜
寝
屋
川
合
流
点 

一
五
、四
四
一
㍍

　
楠
根
川
　
　
　
八
尾
市
若
草
町
一
丁
目
〜
第
二
寝
屋
川
合
流
点 

三
、一
八
八
㍍

　
第
二
寝
屋
川
　
恩
智
川
分
派
点
〜
寝
屋
川
合
流
点 

一
一
、六
三
〇
㍍

　
平
野
川
　
　
　
大
和
川
分
派
点
〜
第
二
寝
屋
川
合
流
点 

一
七
、三
七
五
㍍

大
和
川
水
系
（
一
級
河
川
）

　
大
和
川
　
　
　
奈
良
県
界
〜
大
阪
湾 

二
四
、六
五
〇
㍍

　
石
川
　
　
　
　
河
内
長
野
市
滝
畑
〜
大
和
川
合
流
点 

三
〇
、七
二
二
㍍

　
西
除
川
　
　
　
河
内
長
野
市
天
野
町
〜
大
和
川
合
流
点 

二
六
、二
〇
二
㍍

　
東
除
川
　
　
　
狭
山
池
（
大
阪
狭
山
市
）
〜
大
和
川
合
流
点 

一
三
、六
八
二
㍍

二
級
河
川
単
独
水
系

　
石
津
川

　
　
　
鉢
ヶ
峰
寺
川
（
堺
市
）
合
流
点
〜
大
阪
湾 

一
二
、九
七
四
㍍

　
近
木
川

　
　
　
貝
塚
市
蕎
〜
大
阪
湾 

一
五
、四
四
五
㍍

　
樫
井
川

　
　
　
泉
佐
野
市
大
木
（
犬
鳴
大
橋
）
〜
大
阪
湾 

一
六
、三
二
一
㍍

　
男
里
川

　
　
　
阪
南
市
鳥
取
中
〜
大
阪
湾 

二
、四
五
七
㍍

　
　
　
　
　
　 

（
男
里
川
は
上
流
の
金
熊
川
と
合
わ
せ
る
と 

一
二
、九
二
二
㍍
）
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第
一
章

　
水
の
国
・
水
の
都

第
一
節
　
摂
河
泉 ―

河
内
湾
か
ら
河
内
低
地
へ―

　
摂
津
国
・
河
内
国
・
和
泉
国
　
大
阪
は
「
水
の
都
」
と
い
わ
れ
た
時
代
が
あ
り
、
近

世
・
近
代
に
は
「
難
波
八
百
八
橋
」
な
ど
と
歌
わ
れ
た
。
さ
ら
に
古
代
・
中
世
に
お
い

て
、
大
阪
は
ま
さ
に
「
水
の
国
」
で
あ
っ
た
。

　
大
阪
府
下
お
よ
び
神
戸
市
の
東
部
を
は
じ
め
、
芦
屋
市
や
西
宮
市
、
三
田
市
や
猪
名

川
町
な
ど
兵
庫
県
の
一
部
は
い
わ
ゆ
る
「
摂
河
泉
」、
摂
津
国
・
河
内
国
・
和
泉
国
の

三
国
で
あ
る
（
兵
庫
県
の
一
部
は
摂
津
国
）。
本
来
、
こ
の
三
国
は
河
内
国
の
一
国
で

あ
っ
た
が
、
ま
ず
天
武
天
皇
の
時
代
、
摂
津
職
が
管
理
す
る
国
と
し
て
摂
津
国
が
河
内

国
よ
り
分
離
独
立
し
た
。
次
い
で
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
和
泉
国
が
河
内
国
よ
り

分
離
独
立
し
た
。「
和
泉
」
の
名
称
は
良
質
の
泉
が
湧
く
国
の
意
で
あ
る
。
和
泉
国
府

の
あ
っ
た
和
泉
府
中
の
泉
井
上
神
社
（
大
阪
府
和
泉
市
）
に
は
神
功
皇
后
が
朝
鮮
出
兵

の
時
、
清
水
が
湧
い
た
と
い
う
伝
承
地
が
あ
る
。

摂
津

摂
津

　
河
内
（
凡
河
内
）

河
内

河
内

和
泉

　
右
の
系
図
の
よ
う
に
河
内
国
か
ら
摂
津
国
・
和
泉
国
が
分
離
独
立
し
た
の
で
あ
る

が
、「
河
内
」
の
名
称
自
体
「
川
の
内
」
で
あ
り
、「
凡
河
内
」「
大
河
内
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
国
内
に
大
き
な
水
を
湛
え
る
国
の
意
、
ま
さ
に
「
水
の
国
」
で
あ
る
。

　
河
内
湾
・
河
内
潟
・
河
内
湖
・
河
内
低
地
　
大
阪
湾
の
東
、
上
町
台
地
に
仕
切
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
、
生
駒
山
系
の
西
麓
ま
で
の
間
に
、
も
う
一
つ
の
海
が
あ
り
、
湾
と
な

っ
て
い
た
。
現
代
の
地
理
学
上
、「
河
内
湾
」
と
呼
ぶ
。
寝
屋
川
市
・
四
条
畷
市
・
大

東
市
・
門
真
市
・
守
口
市
・
大
阪
市
の
鶴
見
区
・
平
野
区
・
東
大
阪
市
・
八
尾
市
な

ど
、
大
阪
平
野
一
帯
が
河
内
湾
の
水
域
と
な
る
。
河
内
湾
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ

て
、
淀
川
や
大
和
川
が
運
ぶ
土
砂
に
よ
っ
て
砂
州
が
作
ら
れ
、
水
域
が
縮
小
し
、
海
水

と
淡
水
が
混
じ
り
合
っ
た
河
内
潟
と
な
り
、
湾
口
が
閉
ざ
さ
れ
て
淡
水
の
河
内
湖
と
な

り
、
棝
渇
し
て
河
内
低
地
と
な
っ
た
。
お
よ
そ
の
時
代
は
、
縄
文
時
代
ま
で
は
河
内

湾
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
前
期
は
河
内
潟
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代

『大阪府史』（大阪府史編集専門委員会編）第一巻　序章・第一章参照
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前
期
は
河
内
湖
、
古
墳
時
代
後
期
以
降
は
河
内
低
地
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
河
内
湾
の
存
在
は
梶
山
彦
太
郎
氏
・
市
原
実
氏
た
ち
の
研
究
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
な
っ
た
（
梶
山
彦
太
郎
氏
・
市
原
実
氏
「
大
阪
平
野
の
発
達
史
」
地
質
学
論
集

　
昭
和
47
、「
続
大
阪
平
野
発
達
史
」
古
文
物
学
　
昭
和
60
な
ど
）。

　
河
内
湾
か
ら
河
内
低
地
へ
の
移
行
は
、
地
質
学
で
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
よ
る
魚
介
類
、

特
に
セ
タ
シ
ジ
ミ
の
遺
殻
の
採
集
、
考
古
学
で
は
縄
文
遺
跡
や
弥
生
遺
跡
の
分
布
状

況
、
地
図
上
で
は
溜
め
池
や
悪
水
路
の
存
在
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。

　
文
献
と
し
て
は
『
古
事
記
』
中
巻
や
『
日
本
書
紀
』
巻
第
三
の
神
武
天
皇
の
東
征
が

河
内
湾
や
河
内
潟
を
暗
示
し
て
い
る
。

資
料
２
『
日
本
書
紀
』　
巻
第
三

　
神か
む
や
ま
と
い
わ
れ
び
こ
の
す
め
ら
み
こ
と

日
本
磐
余
彦
天
皇 

…
… 

戊
つ
ち
の
え
う
ま

午 
年
の
春
二
月
の
丁ひ

の
と
と
り酉の

朔 

丁
ひ
の
と
ひ
つ
じ

未 

に
、
皇み

い
く
さ師

遂
に

東
に
ゆ
く
。
舳と
も
へ艫

相
接つ

げ
り
。
方ま

さ

に
難な

に
は
や
の

波 
碕み

さ
き 

に
到
る
と
き
に
、
奔は

や

き
潮な

み

有
り
て
太は

な
は

だ
急は

や

き
に
会あ

ひ
ぬ
。
因
り
て
、
名な

づ

け
て
浪な

み
は
や速
国
と
す
。
亦
浪な

み
は
な花
と
曰
ふ
。
今
、
難な

に
は波
と

謂い

ふ
は 

訛
よ
こ
な
ま

 

れ
る
な
り
。

第
二
節
　
難
波
と
上
町
台
地

　
難
波
の
語
源
　
難
波
の
語
源
と
し
て
、
波
の
静
か
な
波な

み

庭に
は

の
短
縮
し
た
も
の
と
か
、

魚
が
豊
富
の
意
味
の
魚な

庭に
は

な
ど
が
考
え
ら
れ
た
が
、
地
質
学
上
、
河
内
湾
の
存
在
が
明

ら
か
と
な
り
、『
日
本
書
紀
』
に
見
る
「
奔は
や

き
潮
有
り
」、
つ
ま
り
河
内
湾
と
大
阪
湾
の

海
峡
の
干
満
時
の
海
流
が
、
浪
速
＝
難
波
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
難
波
の
歌
枕
　
難
波
江
・
難
波
潟
、
景
物
の
芦
・
澪み
を
つ
く
し標、
枕
詞
の
「
押
照
や
」
な
ど

歌
枕
と
し
て
古
来
、
難
波
は
し
ば
し
ば
歌
に
詠
ま
れ
る
。
歌
枕
「
難
波
」
に
つ
い
て
は

改
め
て
後
述
す
る
が
、
冒
頭
に
、
是
非
と
も
次
の
四
首
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。

『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
、
王わ

に仁
の
大お

ほ
さ
さ
ぎ

鷦
鷯
の
帝
に
奉
る
歌

難
波
津
に
咲
く
や
木
の
花
冬
ご
も
り 

今
は
春
べ
と
咲
く
や
木
の
花

『
後
拾
遺
和
歌
集
』
春
上

心
あ
ら
む
人
に
見
せ
ば
や
津
の
国
の 

難
波
わ
た
り
の
春
の
景
色
を

　
　
能
因
法
師

『
新
古
今
和
歌
集
』
冬

津
の
国
の
難
波
の
春
は
夢
な
れ
や 

蘆
の
枯
れ
葉
に
風
渡
る
な
り

　
　
　
西
行
法
師

「
豊
臣
秀
吉
自
筆
辞
世
和
歌
詠
草
」
大
阪
城
天
守
閣
蔵

露つ
ゆ

と
落を

ち
露つ

ゆ

と
消
えへ

に
し
わ
が
身み

か
な 

難な
に
わ波
の
事
も
夢ゆ

め

の
又
夢ゆ

め

　
　
　
松
（
秀
吉
）

難
波
＝
上
町
台
地
か
ら
大
阪
湾
に
注
ぐ
淀
川
の
河
口
一
帯

「
大
坂
」
と
い
う
地
名
　
室
町
時
代
中
期 

大
坂
・
小
坂

　
小
坂
↑
尾
坂
・
尾
崎
（
丘
陵
や
台
地
の
舌
端
部
）

　
大
坂
本
願
寺
（
石
山
本
願
寺
）
の
小
坂
・
大
坂
は
上
町
台
地
の
舌
端
部

　
金
沢 

尾
崎
神
社 

金
沢
城
の
舌
端 

中
世 

一
向
一
揆
の
中
心

資
料
３
蓮
如
『
御
文
』

摂
州
東
成
郡
生
玉
之
庄
内
大
坂

　
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
蓮
如
生
玉
荘
に
隠
居
所
建
立
↓
大
坂
本
願
寺
（
石
山
本
願

寺
）

資
料
４
三
条
西
実
隆
『
高
野
参
詣
日
記
』
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
淀
川
下
船

　
お
さ
か
と
い
ふ
所
に
至
り
て
…
…
つ
と
め
て
こ
の
所
の
本
堂
　
見
る
べ
き
よ
し
申
せ

し
か
ば
、
こ
ゝ
か
し
こ
見
巡
ら
す
に
、
心
言
葉
も
及
ば
ざ
る
荘
厳
美
麗
の
さ
ま
に
な
む

侍
り
し

古
代
・
中
世
の
難
波
（
大
坂
）
の
文
化
＝
上
町
台
地
上
に
形
成

「
上
町
」
大
坂
三
郷
・
船
場
な
ど
下
町
筋
に
対
す
る
呼
称

　
東
斜
面
は
平
坦
　
桃
ヶ
池
（
股
が
池
）・
長
池
な
ど

　
西
斜
面
は
急
峻
　
口
縄
坂
・
市
立
美
術
館
・
阿
倍
野
神
社
石
段

資
料
５
『
一
遍
上
人
絵
伝
』
一
遍
没
後
一
〇
年 

正
安
元
年
（
一
二
九
九
）
成
立

　
四
天
王
寺
西
門 

木
の
鳥
居
（
石
造 

永
仁
二
年
（
一
二
九
四
））

　
現
在
の
一
心
寺
前
あ
た
り
、
坂
を
登
る
母
子
、
沖
に
舟

　
一
心
寺
の
門
前
横
の
石
垣
に
あ
る
道
路
改
修
の
石
碑

　
　
相
阪
道
路
世
話
人
　
明
治
九
年
五
月
…
…
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相
阪
及
下
寺
町
道
路
改
修
明
治
二
十
年
六
月
起
工
…
…

入
り
組
ん
だ
谷
（
細さ
い
く
だ
に

工
谷
・
清し

み
ず
だ
に

水
谷
）
と
丘
陵
（
夕
陽
丘
・
桃
山
）
↓
埋
も
れ
谷
↓
清

　
水
湧
出
地
、
増
井
の
清
水
・
新し
ん
き
よ
み
ず

清
水
寺
の
玉た

ま
で出
瀧

　
四
天
王
寺
亀
井
の
水
（
金
堂
下
の
白
石
玉
出
水
の
伝
承
）

　
生
活
用
水
　
村
落
の
形
成

　
上
町
台
地
の
遺
跡
・
建
造
物
・
伝
承
地
（
文
化
財
＝
古
代
・
中
世
の
歴
史
文
化
）

古
墳
　
茶
臼
山
古
墳
・
帝
塚
山
古
墳
な
ど
現
存
の
古
墳

　
聖
天
山
（
松
虫
中
学
校
）・
小
手
塚
山
（
住
吉
中
学
校
）

　
常
盤
会
（
旧
住
吉
村
入
会
地
）
に
よ
る
帝
塚
山
古
墳
の
保
存

住
吉
大
社
　
住
之
江
の
浜
　
難
波
の
漁
民
信
仰

　
底
そ
こ
つ
つ
の
お
の
み
こ
と

筒
男
命
・
中

な
か
つ
つ
の
お
の
み
こ
と

筒
男
命
・
表

う
は
つ
つ
の
お
の
み
こ
と

筒
男
命
・
神じ

ん
ぐ
う
こ
う
ご
う

功
皇
后

　
摂
津
　
摂
津
職
（
港
の
管
理
）　
摂
津
一
宮

　
和
歌
三
神
　
住
吉
明
神
・
玉
津
島
明
神
・
柿
本
人
麻
呂
（
人
丸
）

　
軍
神
　
神
功
皇
后
を
守
護

　
文
華
館
（
宝
物
館
）
古
今
伝
授
後
の
歴
代
天
皇
・
廷
臣
奉
納
和
歌

難
波
の
宮
跡
　
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
山
根
徳
太
郎
の
発
掘

　
天
武
天
皇
（
七
世
紀
後
半
）
前
期
難
波
の
宮

　
聖
武
天
皇
（
八
世
紀
前
半
）
後
期
難
波
の
宮

　
大
化
元
年
（
六
四
五
）
孝
徳
天
皇
の
難
波
長
柄
豊
碕
宮
も
？

四
天
王
寺
　
聖
徳
太
子
の
物
部
守
屋
討
伐
↓
立
願
　
荒
陵
寺

　
平
安
時
代
　
浄
土
思
想
　
厭
離
穢
土
・
欣
求
浄
土
↓
日
想
観

　
西
門
　
石
の
鳥
居
　
彼
岸
の
中
日
の
夕
陽

　
扁
額
「
釈
迦
如
来
転
法
輪
所
、
当
極
楽
土
東
門
中
心
」

家
隆
塚

　
藤
原
家
隆

　
嘉
禎
年
間
（
一
二
三
五
〜
三
七
）
↓
夕
陽
庵
の
碑

契
り
あ
れ
ば
難
波
の
里
に
宿
り
来
て 

波
の
入
日
を
拝
み
つ
る
か
な 

（『
古
今
著
聞
集
』）

　
埋
も
れ
谷
に
よ
る
清
水
湧
出
↓
隠
遁
生
活
可
能

合
邦
閻
魔
堂
（
た
だ
し
上
町
台
地
か
ら
逢
坂
を
下
る
）
謡
曲
『
弱よ
ろ
ぼ
し

法
師
』
↓
浄
瑠
璃

『
摂せ
っ
し
ゅ
う
が
っ
ぽ
う
つ
じ

州
合
邦
辻
』

阿
倍
野

　
上
町
台
地
南
部
平
坦
地

　
万
代
池

　
交
通
の
要
衝

　
熊
野
街
道
　
王
子
神
社
　
院
政
期
よ
り
熊
野
詣
の
隆
盛

　『
太
平
記
』
北
畠
顕
家
敗
死
↓
阿
倍
野
神
社

　
晴
明
神
社
　
平
安
時
代
中
期
の
陰
陽
家
安
部
晴
明
の
生
誕

　
松
虫
塚
（
古
墳
の
一
つ
？
）
謡
曲
『
松
虫
』
男
同
士
の
恋
慕

大
坂
（
石
山
）
本
願
寺
　
大
阪
城
付
近
、
法
円
坂
町
一
帯
？

　
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
蓮
如
建
立
↓
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
証
如
移
転

　
証
如
『
天
文
日
記
』
は
じ
め
て
庶
民
（
町
衆
）
の
記
述

　
　
今
日
六
町
衆
、
能
二
番
づ
つ
合
は
せ
て
十
二
番
こ
れ
有
り
。
見
物
数
万
人
と
云
々
。

　
　
能
の
仕
手
は
い
づ
れ
も
幼
き
者
也
。

　
寺
内
町
の
北
・
南
・
西
・
北
町
屋
・
清
水
・
新
屋
敷

大
坂
城
　
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
本
願
寺
合
戦
終
結
↓
本
願
寺
の
跡
地

　
天
正
一
一
年
（
一
五
八
三
）
秀
吉 

築
城
着
手

　
慶
長
一
一
年
（
一
六
一
四
）
冬
の
陣
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
夏
の
陣

　
　
↓
松
平
忠
明 

一
〇
万
石
↓
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
幕
府
直
轄
領

　
元
和
六
年
〜
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
大
坂
城
再
建

　
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
幕
府
敗
北
↓
焼
失
↓
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
再
建

江
戸
時
代
の
上
町
台
地
　
上
質
の
飲
料
水
・
寺
社
参
詣
の
行
楽
地

　
清
水
湧
出
地
よ
り
下
町
へ
天
秤
に
水
桶
を
担
い
だ
水
売
り

　
　
大
坂
六
清
水 

山
下
清
水
・
増
井
清
水
・
産
湯
清
水
な
ど

　
社
寺
参
詣
・
四
季
の
行
楽
地

　
　
住
吉
大
社
・
四
天
王
寺
・
生
国
魂
神
社
・
高
津
宮
、
料
亭
浮う
か
ん
せ
ろ
う

瀬
楼

　
　
他
に
、
参
詣
を
当
て
込
ん
で
創
ら
れ
た
縁
起
の
神
社
仏
閣

　
大
坂
三
十
三
所
観
音
巡
り
（『
曽
根
崎
心
中
』）
一
〇
番
〜
二
九
番
が
上
町
台
地

近
代
の
大
阪
市

　
明
治
時
代
の
市
制
施
行
以
後
、
大
阪
市
は
急
速
な
近
代
化
、
人
口
の

集
中
・
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
な
ど
目
ま
ぐ
る
し
い
変
動
に
対
応
し
て
周
辺
地
域
の
合

併
・
区
画
の
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
市
制
施
行 

北
区
・
東
区
・
南
区
・
西
区

　
明
治
三
〇
年 

第
一
次
拡
張
　
大
阪
湾
地
域
合
併
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明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
耕
地
整
理
法

　
耕
地
整
理
組
合

　
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
都
市
計
画
法
　
土
地
区
画
整
理
組
合

　
　
城
南
土
地
会
社
が
味
原
池
埋
め
立
て
、
宅
地
化
が
進
行

　
大 
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
第
二
次
拡
張
　
東
成
郡
・
西
成
郡
を
合
併
し
、
西
淀
川

区
・
東
淀
川
区
・
港
区
・
此
花
区
・
西
成
区
・
東
成
区
・
住
吉
区
・
浪
速
区
・
天

王
寺
区
が
成
立

　
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
一
二
五
万
人
　
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
三
二
五
万
人

　
昭 

和
一
八
年
（
一
五
四
三
）
区
画
を
変
更
↓
都
島
区
・
福
島
区
・
大
淀
区
・
生
野

区
・
城
東
区
・
阿
倍
野
区
・
東
住
吉
区
成
立

　
昭 

和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
区
画
を
変
更
↓
淀
川
区
・
鶴
見
区
・
住
之
江
区
・
平
野

区
成
立

第
二
章
　
淀 

川 ―

都
鄙
を
結
ぶ
水
運―

　
大
阪
府
下
の
淀
川
は
京
都
府
界
か
ら
大
阪
湾
ま
で
の
三
五
キ
ロ
余
の
範
囲
で
、
明
治

四
三
年
（
一
九
一
〇
）
完
成
の
毛
馬
閘
門
下
流
の
新
淀
川
が
含
ま
れ
る
。

大
阪
府
下
の
中
心
的
河
川
　
主
な
港
、
海
港
・
河
港
の
存
在

古
代
　
摂
津
職
の
設
置
↓
摂
津
国

　
　
　
難
波
津

中
世
　
河
上
五
ヶ
関
（
兵
庫
関
・
渡
辺
関
・
神
崎
関
・
禁
野
関
・
淀
関
）

　
　
↑
『
経
覚
私
要
鈔
』『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
他

　
森 

田
恭
二
氏
「
興
福
寺
の
河
川
交
通
支
配―

河
上
五
ヶ
関
を
中
心
と
し
て―

」『
大

乗
院
寺
社
雑
事
記
研
究
論
集
』
三
（
和
泉
書
院
）

　（
１
）
江
戸
時
代
前
期
の
淀
川
・
大
和
川
の
概
観

資
料
６
新
井
白
石
『
畿
内
治
河
記
』（『
新
井
白
石
全
集
』
三
）

　
天
和
三
年
癸
亥
、
国
家
有
レ

議
、
大
興
二

畿
内
治
レ

河
之
役
一

、
蓋
水
之
為
レ

患
、
所
在

有
レ

之
而
源
遠
流
悍
者
、
其
患
大
矣
、
衆
流
相
湊
、
併
帰
二

一
道
一

、
以
達
レ

於
レ

海
者
、

其
患
最
大
矣
、
水
患
之
最
大
而
難
レ

治
者
、
無
レ

若
二

摂
之
大
坂
河
一

。

大
坂
河
即
淀
河
也
。
其
源
江
州
琵
琶
湖
、
流
二

出
宇
治
一

、
由
二

伏
見
一

経
二

淀
城
一

、
至
二

大
坂
一

入
レ

于
レ

海
、
其
間
五
畿
及
比
近
州
県
諸
水
来
会
甚
衆
、
而
大
和
河
・
木
津
川
・
加

茂
河
・
桂
河
其
最
大
者
也
。

　
大
和
河
出
二

和
州
初
瀬
山
東
南
一

、
合
二

生
駒
・
立
田
等
衆
河
一

、
歴
二

亀
瀬
一

会
二

石
河

一

、
至
二

弓
削
村
一

分
二

二
股
一

、
一
久
宝
寺
川
、
是
為
二

正
流
一

、
一
玉
櫛
河
、
至
二

吉
田
村

一

又
分
二

二
股
一

、
一
吉
田
河
、
一
菱
江
河
、
吉
田
河
北
趨
、
涯
為
二

深
野
・
新
開
二
巨
浸

一

、
恩
地
河
及
久
良
加
利
・
飯
盛
等
澗
壑
諸
水
皆
帰
レ

之
、
周
廻
広
莫
、
瀰
漫
数
千
頃
、

又
南
向
出
二

森
河
内
一

与
二

菱
江
河
、
倶
合
二

正
流
一

、
至
二

大
坂
京
橋
之
下
一

、
入
レ

于
二

淀

河
一

。
木
津
河
出
二

伊
賀
鹿
伏
免
谷
一

傍
二

笠
置
山
一

、
城
州
南
方
衆
山
之
水
悉
注
レ

之
、
至
二

淀
河

大
橋
一

入
レ

于
二

淀
河
一

。
賀
茂
河
出
二

城
洲
岩
屋
山
北
一

、
受
二

鞍
馬
・
貴
布
禰
・
八
瀬
・

小
原
渓
澗
諸
水
一

、
遶
二

京
城
之
東
一

、
合
二

白
河
・
紙
屋
河
一

西
南
入
二

桂
河
一

。
桂
河
出
二

丹
州
園
部
西
北
一

会
二

清
滝
河
一

、
経
二

嵯
峨
一

従
二

鳥
羽
一

与
二

賀
茂
河
一

会
、
倶
入
レ

于
二

淀

河
一

。
淀
河
実
納
二

四
大
河
之
流
一

、
其
上
流
自
二

湖
口
一

至
二

宇
治
一

、
曲
二

折
山
間
一

、
両

岸
皆
高
巌
石
麓
、
水
流
二

其
中
一

、
不
レ

能
レ

為
レ

患
、
自
二

宇
治
一

而
下
始
出
レ

険
而
更フ

ル
二

平

地
一

、
特
以
二

堤
防
一

為
二

之
限
一

、
河
流
緩
而
灩
沙
停
積
、
加
レ

之
、
大
和
河
・
木
津
河
・

桂
河
並
挟
二

泥
沙
一

趨
レ

之
、
壅
二

塞
河
道
一

河
身
日
淤
、
船
隻
阻
滞
、
一
遇
二

霖
澇
一

則
泛

漲
湓
溢
、
其
勢
不
レ

可
二

得
而
制
一

、
重
以
二

百
川
濯
集
之
威
一

、
衝
蕩
潰
決
、
敗
二

壊
県
邑

一

渰
二

没
田
廬
一

。
畿
内
之
民
被
二

其
害
一

者
、
歳
以
レ

万
数
、
嗷ガ

ウ

々ガ
ウ

怨
嗟
、
已
数
十
年
矣
。

　
我
　
東
照
大
神
君
受
命
以
来
、
明
哲
継
レ

踵
治
具
必
張
百
廃
倶
興
屡
差
レ

官
巡
二

視
畿

内
水
災
地
方
一

、
以
求
二

修
治
之
策
一

。
議
者
謂
、
諸
水
之
会
二

淀
河
一

多
在
二

上
流
一

、
独

大
和
河
在
二

下
流
一

相
会
、
横
二

衝
河
身
一

、
是
河
水
所
レ

漏
之
処
、
両
河
相
委
、
水
勢
相

争
、
不
レ

得
二

共
順
下
一

、
故
淤
沙
日
積
、
河
身
漸
与
レ

岸
平
、
若
夫
深
野
・
新
開
、
潴
水

旦
暮
積
、
雨
水
纔
至
則
村
野
之
間
為
二

掲
厲
舟
棹
之
区
一

者
、
皆
原
レ

于
レ

此
焉
、
宜
下

別

開
二

河
道
一

、
導
二

大
和
河
一

、
分
二

殺
水
勢
一

、
両
河
各
得
中

其
所
上

。
因
求
二

其
鑿
開
之
地

一

、
或
謂
、
鑿
二

瓜
破
野
一

、
至
二

住
吉
浦
一

以
注
レ

于
レ

海
、
或
謂
、
鑿
二

阿
部
川
一

、
至
二

難

波
浦
一

以
注
レ

于
レ

海
。
而
其
近
邑
土
著
之
民
、
恐
二

其
被
一
レ

割
二

田
廬
一

、
刺
心
陰
痛
、
与

下

夫
被
二

水
害
一

之
民
上

、
為
二

哀
訴
一

不
レ

已
。
工
費
亦
不
レ

貲
其
余
、
建
白
競
言
二

巧
便
一

而

卒
紛
々
莫
二

之
定
一

也
。
有
司
亦
不
レ

知
レ

所
二

取
材
一

格
而
不
レ

行
復
有
二

年
所
一

、
但
管
レ

河

官
吏
歳
費
二

官
銭
一

、
植
レ

椿
累
レ

石
増
二

修
堤
防
一

、
雖
三

務
致
二

救
護
一

河
患
未
レ

已
施
及
二
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寛
延
之
交
一

、
河
道
益
淤
水
害
益
暴
流
亡
漂
溺
之
災
無
二

歳
無
一
レ

之
瀕
河
人
民
不
レ

知
レ

所

レ

帰
今
大
君
紹
二

纘
丕
基
一

光
二

昭
前
烈
一

文
武
並
行
万
方
莫
レ

不
レ

循
レ

軌
風
化
一
新
群
動
莫

レ

不
レ

被
レ

沢
盛
徳
之
興
山
高
日
昇
万
福
是
膺
独
於
二

畿
内
之
民
一

豈
可
レ

令
二

墊
溺
一

於
レ

是

誕
埀
二

嘉
恵
一

博
施
二

洪
恩
一

将
レ

救
二

治
水
患
一

。

　
今
（
天
和
三
年
）

茲
、
春
二
月
遂
命
二

稲
葉
石
見
守
及
彦
坂
壱
岐
守
・
大
岡
備
前
守
一

往
巡
二

察
畿
内

河
道
処
所
一

、
択
下

勘
定
官
三
人
、
伊
奈
半
十
郎
・
手
下
吏
二
人
可
レ

任
二

役
事
一

者
上

、
従

レ

之
都
下
有
二

河
村
瑞
賢
一

、
亦
差
遣
従
行
、
以
計
二

便
宜
一

、
越
三
月
石
見
守
及
壱
岐
守
・

備
前
守
至
二

京
師
一

督
二

同
洲
県
当
該
官
吏
人
瑞
賢
等
一

、
先
行
二

賀
茂
河
及
白
河
一

、
将
レ

求
二

桂
河
上
流
一

、
以
二

其
路
絶
険
不
一
レ

可
レ

渉
、
西
攀
二

老
坂
一

、
自
二

丹
之
保
津
一

舟
行
、

下
二

嵯
峨
一

、
至
二

淀
・
鳥
羽
一

、
由
二

伏
見
一

、
浮
二

淀
河
一

、
以
達
二

大
坂
一

、
視
二

河
口
一

、

東
傍
二

大
和
河
一

、
至
二

亀
瀬
一

、
経
二

廻
深
野
・
新
開
一

、
復
踰
二

清
滝
山
一

、
歴
二

視
其
東

北
衆
山
一

、濯
々
皆
沙
土
、而
且
其
沙
毎
二

崩
下
一

流
入
二

渓
澗
一

、復
沿
二

天
野
河
一

而
下
、至

下

其
股
合
二

淀
河
一

之
処
上

復
西
南
循
下

摂
之
郡
邑
憂
二

水
害
一

之
地
上

、行
二

視
徳
庵
溝
深
野
・
新

開
比
近
田
間
潴
水
行
レ

之
、
至
二

今
福
村
南
一

入
二

大
和
川
一

・
鯰
江
河
河
西
摂
東
郡
邑
羨

溢
之
水
多
置
三

閘
於
二

今
福
村
一

、
以
洩
レ

于
レ

此
流
二

過
備
前
島
・
片
町
之
際
一

、
至
二

京
橋

下
流
一

入
二

大
坂
河
一

及
備
前
島
・
片
町
・
京
橋
等
処
所
一

、
復
縁
二

平
野
河
一

摂
河
東
南
山

際
高
阜
涓
流
、
及
引
二

狭
山
池
一

以
潅
二

漑
田
土
一

之
水
、
又
置
三

大
閘
於
二

弓
削
村
一

、
引
二

大
和
河
一

以
備
二

蓄
洩
之
溝
一

皆
帰
レ

之
、
至
二

京
橋
上
流
一

入
二

大
和
河
一

過
二

猪
甘
小
橋
仁

徳
天
皇
十
四
年
為
三

橋
於
二

猪
甘
津
一

、
即
号
二

其
処
一

曰
二

小
橋
一

等
処
一

、
廻
二

狭
山
池
一

聖

武
天
皇
天
平
四
年
築
二

狭
山
下
池
一

、
巡
下

相
阿
部
・
瓜
破
及
依
網
池
推
古
天
皇
十
五
年

作
二

依
網
池
一

・
手
水
橋
在
下

堺
津
与
二

住
吉
浦
一

之
間
上

向
欲
二

開
鑿
一

之
地
方
上

。

往
反
数
四
、
左
右
旁
求
、
審
下

詳
治
二

水
患
一

実
在
二

海
口
一

而
不
レ

可
三

別
開
レ

河
導
二

大
和

河
一

説
者
之
計
不
上
レ

足
二

信
用
一

焉
。
復
遡
二

中
津
河
一

淀
河
支
流
自
二

長
柄
村
一

西
分
至
二

伝

法
口
一

入
レ

于
レ

海
、
自
二

神
崎
河
一

淀
河
支
流
自
二

江
口
村
一

西
分
至
二

尼
崎
一

入
レ

于
レ

海
西

出
二

尼
崎
一

、
復
遵
レ

海
浮
レ

舟
、
南
循
二

行
堺
津
・
住
吉
浦
等
処
一

。
熟
二

視
大
坂
河
口
一

沿

海
斥
鹵
之
地
、
蘆
葦
鋪
生
、
日
以
蕃
苞
、
令
下

河
水
失
中

宣
二

洩
于
一
レ

海
之
便
上

、
兼
レ

之

近
年
就
二

其
地
一

開
レ

田
築
レ

堤
、
下
流
益
為
二

壅
塞
一

、
斯
治
レ

水
之
最
所
レ

可
レ

急
也
。

…
…

新
井
白
石
　
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
浪
人
の
家
に
生
。
木
下
順
庵
に
朱
子
学
を
学

び
、　
甲
府
徳
川
綱
豊
（
後
、
将
軍
家
宣
）
に
仕
え
、
家
宣
が
将
軍
綱
吉
の
養
子
と
な

り
、
白
　
石
も
江
戸
城
西
の
丸
に
勤
め
、
後
、
家
宣
・
家
継
将
軍
の
許
で
間
部
詮
房
と

と
も
に
正
　
徳
の
治
を
行
う
。
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
吉
宗
将
軍
に
よ
り
解
任
さ

れ
、
不
遇
な
晩
　
年
を
送
る
。
同
一
〇
年
没
、
六
九
歳
。『
折
た
く
柴
の
記
』『
畿
内
治

河
記
』
ほ
か
。

　（
２
）
都
を
結
ぶ
水
運

資
料
７
紀
貫
之
『
土
佐
日
記
』

　
…
…
石
津
と
い
ふ
所
の
松
原
お
も
し
ろ
く
て
、
浜
辺
遠
し
。
ま
た
、
住
吉
の
わ
た
り

を
漕
ぎ
ゆ
く
。
或（
貫

人之
）
の
よ
め
る
歌
、

　
　
今
見
て
ぞ
身
を
ば
知
り
ぬ
る
住
江
の 

松
よ
り
先
に
わ
れ
は
経へ

に
け
り

こ
こ
に
、
昔

（
土
佐
で
亡
く
な
っ
た
娘
）

へ
人
の
母

（
貫
之
の
妻
）、

一ひ
と
ひ日

か
た
時
も
忘
れ
ね
ば
よ
め
る
、

　
　
住
江
に
船
さ
し
寄
せ
よ
忘
れ
草 

し
る
し
あ
り
や
と
摘
み
て
ゆ
く
ベ
く

と
な
む
。
う
つ
た
へ
に
忘
れ
な
む
と
に
は
あ
ら
で
、
恋
し
き
心
ち
し
ば
し
休
め
て
、
ま

た
も
恋
ふ
る
力
に
せ
む
と
な
る
べ
し
。

　
か
く
い
ひ
て
、
眺
め
つ
つ
来
る
間
に
、
ゆ
く
り
な
く
風
吹
き
て
、
漕
げ
ど
も
漕
げ
ど

も
、
後し
り

へ
退し

ぞ

き
に
退
き
て
、
ほ
と
ほ
と
し
く
う
ち
は
め
つ
べ
し
。
楫
取
り
の
い
は
く
、

「
こ
の
住
吉
の
明
神
は
、
例
の
神
ぞ
か
し
。
ほ
し
き
物
ぞ
お
は
す
ら
む
」
と
は
、
今
め

く
も
の
か
。
さ
て
、「
幣ぬ
さ

を
奉
り
給
へ
」
と
い
ふ
。
い
ふ
に
従
ひ
て
、
幣
奉

た
い
ま
つる

。
か
く

奉
れ
れ
ど
も
、
も
は
ら
風
止
ま
で
、
い
や
吹
き
に
、
い
や
立
ち
に
、
風
波
の
危あ
や
ふ
け
れ

ば
、
楫
取
り
ま
た
い
は
く
、「
幣
に
は
御
心
の
い
か
ね
ば
、
御
船
も
ゆ
か
ぬ
な
り
。
な

ほ
、
う
れ
し
と
思
ひ
給
ぶ
べ
き
物
奉
り
給た

べ
」
と
い
ふ
。
ま
た
、
い
ふ
に
従
ひ
て
、

「
い
か
が
は
せ
む
」
と
て
、「
眼
も
こ
そ
二
つ
あ
れ
、
た
だ
一
つ
あ
る
鏡
を
奉
る
」
と

て
、
海
に
う
ち
は
め
つ
れ
ば
、
口
惜
し
。
さ
れ
ば
、
う
ち
つ
け
に
、
海
は
鏡
の
面
の
ご

と
な
り
ぬ
れ
ば
、
或（
貫

人之
）
の
よ
め
る
歌
、

　
　
ち
は
や
ぶ
る
神
の
心
を
荒
る
る
海
に 

鏡
を
入
れ
て
か
つ
見
つ
る
か
な

い
た
く
、
住
江
・
忘
れ
草
・
岸
の
姫
松
な
ど
い
ふ
神
に
は
あ
ら
ず
か
し
。
目
も
う
つ
ら

う
つ
ら
、
鏡
に
神
の
心
を
こ
そ
は
見
つ
れ
。
楫
取
り
の
心
は
、
神
の
御
心
な
り
け
り
。

　
六
（
承
平
五
年
二
月
）
日
。
澪み

を
つ
く
し標の
も
と
よ
り
出
で
て
、
難
波
に
着
き
て
、
川
尻
に
入
る
。
み
な
人
々
、

媼お
む
な
お
き
な

・
翁
、
額
に
手
を
当
て
て
喜
ぶ
こ
と
、
二
つ
な
し
。
か
の
船
酔
ひ
の
淡
路
の
島
の
大お

ほ
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御い
ご

、「
都
近
く
な
り
ぬ
」
と
い
ふ
を
喜
び
て
、
船
底
よ
り
頭
を
も
た
げ
て
、
か
く
ぞ
い

へ
る
。

　
　
い
つ
し
か
と
い
ぶ
せ
か
り
つ
る
難
波
潟 

葦
漕こ

ぎ
退そ

け
て
御
船
来
に
け
り

い
と
思
ひ
の
ほ
か
な
る
人
の
い
へ
れ
ば
、
人
々
あ
や
し
が
る
。
こ
れ
が
中
に
、
心
ち
悩

む
船（
貫

君之
）

、
い
た
く
賞
で
て
、「
船
酔
ひ
し
給た

う

べ
り
し
御み

か
ほ顔

に
は
、
似
ず
も
あ
る
か
な
」

と
い
ひ
け
る
。

　
七
日
。
今
日
、
川
尻
に
船
入
り
た
ち
て
、
漕
ぎ
上
る
に
、
川
の
水
干ひ

て
、
悩
み
煩

ふ
。
船
の
上
る
こ
と
、
い
と
難か
た

し
。
か
か
る
間
に
、
船
君
の
病ば

う
ざ者
、
も
と
よ
り
こ
ち
ご

ち
し
き
人
に
て
、
か
う
や
う
の
こ
と
、
さ
ら
に
知
ら
ざ
り
け
り
。
か
か
れ
ど
も
、
淡あ
は
じ路

専た
う
め女
の
歌
に
賞
で
て
、
都み

や
こ
ぼ
こ誇り
に
も
や
あ
ら
む
、
か
ら
く
し
て
、
あ
や
し
き
歌
ひ
ね
り

出
だ
せ
り
。
そ
の
歌
は
、

　
　
来
と
来
て
は
川
上の
ぼ

り
路ぢ

の
水
を
浅
み 
船
も
わ
が
身
も
な
づ
む
今
日
か
な

こ
れ
は
、
病
を
す
れ
ば
よ
め
る
な
る
べ
し
。
一ひ
と
う
た歌

に
こ
と
の
飽あ

か
ね
ば
、
い
ま
一
つ
、

　
　
疾と

く
と
思
ふ
船
悩
ま
す
は
わ
が
た
め
に 
水
の
こ
こ
ろ
の
浅
き
な
り
け
り

こ
の
歌
は
、
都
近
く
な
り
ぬ
る
喜
び
に
堪た

へ
ず
し
て
、
い
へ
る
な
る
べ
し
。「
淡
路
の

御ご

の
歌
に
劣
れ
り
。
ね
た
き
。
い
は
ざ
ら
ま
し
も
の
を
」
と
、
悔く

や

し
が
る
う
ち
に
、
夜

に
な
り
て
寝ね

に
け
り
。

　
八
日
。
な
ほ
、
川
上の
ぼ

り
に
な
づ
み
て
、
鳥と

り
か
ひ飼

の
御み

ま
き牧

と
い
ふ
ほ
と
り
に
泊
る
。
今

夜
、
船（
貫

君之
）

例
の
病
起
り
て
、
い
た
く
悩
む
。

　
或
人
、
あ
ざ
ら
か
な
る
物
持
て
来
た
り
。
米よ
ね

し
て
返
事
す
。
男
ど
も
、
ひ
そ
か
に
い

ふ
な
り
。「『
飯い
ひ
ぼ粒

し
て
も（

ム
ツ
）つ

釣
る
』
と
や
」。
か
う
や
う
の
こ
と
、
所
々
に
あ
り
。
今

日
、
節せ
ち
み忌
す
れ
ば
、
魚い

を

不ふ
よ
う用
。

　
九
日
。
心
も
と
な
さ
に
、
明
け
ぬ
か
ら
、
船
を
曳
き
つ
つ
上
れ
ど
も
、
川
の
水
な
け

れ
ば
、
ゐ
ざ
り
に
の
み
ぞ
ゐ
ざ
る
。
こ
の
間
に
、
曲わ
だ

の
泊と

ま

り
の
分あ

か

れ
の
所
と
い
ふ
所
あ

り
。
米
・
魚
な
ど
乞
へ
ば
、
行
ひ
つ
。

　
か
く
て
、
船
曳
き
上の
ぼ

る
に
、
渚
の
院
と
い
ふ
所
を
見
つ
つ
ゆ
く
。
そ
の
院
、
昔
を
思

ひ
や
り
て
見
れ
ば
、
お
も
し
ろ
か
り
け
る
所
な
り
。
後し
り
へな

る
岡
に
は
、
松
の
木
ど
も
あ

り
、
中
の
庭
に
は
、
梅
の
花
咲
け
り
。
こ
こ
に
、
人
々
の
い
は
く
、「
こ
れ
、
昔
、
名

高
く
聞
こ
え
た
る
所
な
り
」「
故
惟こ
れ
た
か喬
の
親み

こ王
の
御お

ほ
む
と
も供
に
、
故
在
原
の
業
平
の
中
将

の
、

　
　
世
の
中
に
絶
え
て
桜
の
咲（
な
か
り
せ
ば
）

か
ざ
ら
ば 

春
の
こ
こ
ろ
は
の
ど
け
か
ら
ま
し

と
い
ふ
歌
よ
め
る
所
な
り
け
り
」。
今
、
今
日
在
る
人
、
所
に
似
た
る
歌
よ
め
り
。

　
　
千
代
経へ

た
る
松
に
は
あ
れ
ど
い
に
し
へ
の 

声
の
寒
さ
は
変
ら
ざ
り
け
り

ま
た
、
或
人
の
よ
め
る
、

　
　
君
恋
ひ
て
世
を
経ふ

る
宿
の
梅
の
花 

む
か
し
の
香
に
ぞ
な
ほ
匂
ひ
け
る

と
い
ひ
つ
つ
ぞ
、
都
の
近
づ
く
を
喜
び
つ
つ
上
る
。

　
か
く
上
る
人
々
の
中
に
、
京
よ
り
下
り
し
時
に
、
み
な
人
、
子
ど
も
な
か
り
き
、
至

れ
り
し
国
に
て
ぞ
、
子
生う

め
る
者
ど
も
、
在あ

り
あ
へ
る
。
人
み
な
、
船
の
止
る
所
に
、

子
を
抱い

だ

き
つ
つ
下お

り
乗
り
す
。
こ
れ
を
見
て
、
昔
の
子
の
母

（
貫
之
の
妻
）、
悲
し
き
に
堪
へ
ず
し
て
、

　
　
な
か
り
し
も
あ
り
つ
つ
帰
る
人
の
子
を
　
あ
り
し
も
な
く
て
来く

る
が
悲
し
さ

と
い
ひ
て
ぞ
泣
き
け
る
。
父
（
貫
之
）も
こ
れ
を
聞
き
て
、
い
か
が
あ
ら
む
。
か
う
や
う
の
こ
と

も
、
歌
も
、
好
む
と
て
あ
る
に
も
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
唐
土
も
こ
こ
も
、
思
ふ
こ
と
に
堪

へ
ぬ
時
の
わ
ざ
と
か
。
今
夜
、
鵜
殿
と
い
ふ
所
に
泊
る
。

　
十
日
。
障さ
は

る
こ
と
あ
り
て
、
上の

ぼ

ら
ず
。

　
十
一
日
。
雨
い
さ
さ
か
に
降
り
て
、
止
み
ぬ
。
か
く
て
さ
し
上
る
に
、
東
の
方
に
、

山
の
横
ほ
れ
る
を
見
て
、
人
に
問
へ
ば
、「
八や
は
た幡
の
宮
」
と
い
ふ
。
こ
れ
を
聞
き
て
喜

び
て
、
人
々
拝
み
奉
る
。
山
崎
の
橋
見
ゆ
。
う
れ
し
き
こ
と
限
り
な
し
。（
後
略
）

紀
貫
之
　
生
年
不
明
（
貞
観
一
〇
年
（
八
六
八
）
ご
ろ
か
）。
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）

醍
醐
天
皇
の
勅
に
よ
り
紀
友
則
・
凡
河
内
躬
恒
・
壬
生
忠
岑
と
『
古
今
和
歌
集
』
撰

進
。
延
長
八
年
（
九
三
〇
）
土
佐
守
と
な
り
赴
任
。
承
平
四
年
（
九
三
四
）
任
務
を

終
え
、
一
二
月
土
佐
国
府
を
出
発
、
翌
年
二
月
帰
京
。
帰
京
後
（
承
平
五
年
）、『
土

佐
日
記
』（『
土
左
日
記
』
と
も
）
成
立
か
。「
男を
と
こ
も
す
な
る
日に

き記
と
い
ふ
も
の
を
、

女を
む
なも
し
て
み
ん
と
て
す
る
な
り
」。
天
慶
元
年
（
九
三
八
）
周
防
国
に
赴
任
。
天
慶

八
年
（
九
四
五
）
木
工
権
頭
に
就
任
、
同
年
没
。
七
八
、七
九
歳
か
。

石
津

　
堺
市
西
区
石
津
町
周
辺
、
石
津
川
河
口
。
古
代
よ
り
海
港
と
し
て
機
能
。

住
吉
の
わ
た
り

　
大
阪
市
住
吉
区
住
吉
周
辺
、
細
井
川
（
細
江
川
）
河
口
に
住
吉
津
。

住
吉
大
社
に
つ
い
て
は
後
述
。

住
江

　
住
之
江
、
住
吉
と
同
じ
。
忘
れ
草
は
住
吉
・
住
之
江
の
景
物
。

川
尻
　
淀
川
の
河
口
、
六
日
の
川
尻
は
難
波
の
大
川
の
河
口
か
、
七
日
の
川
尻
は
神
崎
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川
の
河
口
か
。「
川
尻
」
は
河
口
の
意
で
特
定
の
地
名
の
比
定
は
難
し
い
。『
大
阪
府

史
』
第
二
巻
第
三
章
第
一
節
担
当
の
松
原
宣
弘
氏
は
「
難
波
か
ら
三
国
川
の
河
尻
に

至
り
、
三
国
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
」
と
す
る
。

鳥
飼
の
御
牧
　
摂
津
市
鳥
飼
、
淀
川
右
岸
。
淀
川
と
安
威
川
に
挟
ま
れ
た
沖
積
地
に
開

か
れ
た
右
馬
寮
の
牧
。
鎌
倉
時
代
に
は
耕
地
化
が
進
み
左
馬
寮
の
荘
園
と
な
る
。

曲わ
だ

の
泊
り
の
分あ

か

れ
の
所
　
一
は
摂
津
市
鳥
飼
和
道
周
辺
、
淀
川
と
神
崎
川
の
分
岐
点
に

当
た
り
「
分
れ
所
」
に
合
う
が
、
鳥
飼
の
御
牧
よ
り
行
程
は
手
前
。
他
は
枚
方
市
出

口
周
辺
、
鳥
飼
の
御
牧
と
渚
の
院
の
中
間
で
行
程
は
よ
い
が
、「
分
れ
所
」
が
不
解
。

渚
の
院
　
枚
方
市
渚
元
町
、
文
徳
天
皇
第
一
皇
子
惟
喬
親
王
の
交
野
の
狩
猟
の
別
業
。

鵜
殿
　
高
槻
市
道
鵜
町
周
辺
。

八
幡
の
宮
　
京
都
府
八
幡
市
の
石
清
水
八
幡
神
社
、
男
山
（
横
ほ
れ
る
山
）
に
鎮
座
。

山
崎
の
橋
　
京
都
府
大
山
崎
町
か
ら
対
岸
の
八
幡
市
橋
本
町
に
架
け
ら
れ
た
橋
。
神
亀

二
年
（
七
二
五
）
行
基
建
造
の
伝
承
が
あ
り
、『
続
日
本
紀
』
延
暦
三
年
（
七
八
四
）

七
月
四
日
条
に
「
仰
二

阿
波
・
讃
岐
・
伊
予
三
国
一

、
令
レ

造
二

山
崎
橋
料
材
一

」
の
記

事
が
あ
る
。　
平
安
時
代
後
期
に
は
廃
絶
。

資
料 

８
『
栄
華
物
語
』
延
久
五
年
（
一
〇
七
三
）
二
月
、
後
三
条
上
皇
の
住
吉
・
天
王

寺
参
詣
。

　
か
く
て
、
三（
二
）月

丗
日
、
天
王
寺
に
詣
さ
せ
給
ふ
。
こ
の
院
を
ば
、
一
院
と
ぞ
人
々
申

し
け
る
。
後
三
条
院
と
も
申
す
め
り
。
女
院
も
一
品
宮
も
詣
で
さ
せ
給
ふ
。
さ
れ
ど
、

上
達
部
・
殿
上
人
多
く
も
参
ら
せ
さ
せ
給
は
ず
。
睦
ま
じ
く
お
ぼ
し
め
す
人
々
、
さ
て

は
遊あ
そ
びの
方
の
人
々
を
ぞ
率ゐ

て
お
は
し
ま
し
け
る
。
ま
づ
女
院
の
御
車
、
次
に
一
院
、
そ

の
後
に
一
品
宮
お
は
し
ま
す
。
…
（
略
）
…

　
廿
一
日
、
今
日
は
皆
狩
装
束
に
て
、
烏
帽
子
姿
ど
も
、
な
ら
は
ぬ
御
心
地
に
お
か
し

く
御
覧
ず
。
上
達
部
も
皆
狩
装
束
に
て
候
ひ
給
ふ
。
橋
本
の
津
と
い
ふ
所
に
下
ら
せ
給

ひ
て
御
覧
ず
れ
ば
、
国
々
の
船
ど
も
ゝ
、
御
船
ど
も
ゝ
、
目
も
遥
か
に
寄
せ
わ
た
し
た

り
。
皆
御
船
ど
も
に
奉
り
ぬ
。
御
船
の
有
様
は
、
来
し
方
行
末
有
難
げ
に
し
尽
し
た

り
。
挑い
ど

み
つ
ゝ
人
々
当
り
く
に
仕
ま
つ
れ
る
様
、
年
頃
何
事
に
も
制せ

い

あ
り
つ
る
を
、
こ

の
度
ぞ
残
る
事
な
く
し
尽
く
し
た
り
け
る
。
女
房
の
衣
は
猶
五
つ
な
り
。
上
達
部
、
あ

る
は
御
船
に
も
候
ひ
給
ひ
、
上
達
部
の
舟
に
も
乗
り
給
へ
り
。
殿
上
人
は
殿
上
の
船
に

乗
り
て
遊
び
下
る
。
廿
二
日
の
辰
の
時
ば
か
り
に
、
御
船
出
だ
し
て
下
ら
せ
給
ふ
程

に
、
江
口
の
遊
女
二
船
ば
か
り
参
り
あ
ひ
た
り
。
禄ろ
く

な
ど
を
ぞ
給
は
せ
け
る
。
物
な
ど

は
ぬ
が
せ
給
は
ず
。
経
信
の
左
大
弁
琵
琶
、
権
中
将
季
宗
し
ょ
う
の
ふ
え
笙
、
民
部
大
輔
政
長
も
笛
、

師
賢
の
弁
歌
う
た
ふ
。
笛
の
音
も
琵
琶
の
音
も
、
瀬
ゞ
の
河
浪
に
紛ま
が

ひ
て
い
み
じ
く
お

か
し
。「
こ
ゝ
は
い
づ
く
ぞ
」
と
問
は
せ
給
ふ
。
春
宮
大
夫
ぞ
伝
へ
問
ひ
給
ふ
。「
こ
れ

は
長
柄
と
な
ん
申
す
」
と
い
ふ
程
に
、「
そ
の
橋
は
あ
り
や
」
と
尋
ね
さ
せ
給
へ
ば
、

候
よ
し
申
す
。
御
船
と
ゞ
め
て
御
覧
ず
れ
ば
、
古
き
橋
の
柱
た
ゞ
一
残
れ
り
。「
今
は

我
身
を
」
と
い
ひ
た
る
は
、
昔
も
か
く
古ふ

り
て
あ
り
け
る
と
思
ふ
も
あ
は
れ
な
り
。
中

津
河
と
い
ふ
所
に
お
は
し
ま
し
ぬ
。
海
の
色
も
空
の
緑
に
見
え
紛
ひ
て
お
か
し
。
遠
き

船
の
帆
上あ

げ
た
る
な
ど
い
ひ
知
ら
ず
見
ゆ
。
こ
の
程
に
、
摂
津
守
、
様
々
の
折お

り
び
つ櫃
、
絵

な
ど
書
き
た
る
に
、
果
物
参
ら
せ
た
り
。
日
や
う

く
暮
れ
て
、
汀
の
田た

づ鶴
の
霞
の

絶た
え
ま間

よ
り
見
え
渡
り
、
河
浪
の
音
も
、
鶴
の
声
も
、
様
々
に
心
動
か
し
、
篝
火
の
影
も

水
底
隠
れ
な
く
、
お
も
し
ろ
な
が
ら
も
の
心
細
し
。
鶯
の
声
も
、
帰
る
雁
の
響
も
と
り

集
め
、
こ
と
さ
ら
の
様
な
る
旅
の
空
な
り
。
廿
三
日
、
日
う
ち
下
り
て
霞
た
な
び
き
渡

り
た
る
程
に
、
御
車
ど
も
方
々
の
御
船
に
寄
せ
て
、
色
々
様
々
に
装
束
き
た
る
も
の
ど

も
た
ち
や
す
ら
ふ
。
ま
づ
住
吉
に
参
ら
せ
給
ふ
。「
関
白
殿
紅
の
出
い
だ
し
う
ち
ぎ
袿
に
柳
の
直

な
を
し
た
て
ま
つ

衣
奉

り
た
り
し
こ
そ
、
い
と
を
か
し
く
、
こ
の
度
の
思
出
な
れ
」
と
人
申
し
け
り
。
ま
し
て

こ
と
人
々
の
装
束
い
ふ
方
な
し
。
御
祓
あ
り
て
、
そ
の
後の
ち

御
社
に
詣ま

い

ら
せ
給
ひ
て
、
御

遊
果
て
ゝ
帰
ら
せ
給
ふ
。
女
院
の
女
房
、
白
き
ど
も
に
、
濃
き
打
ち
た
る
、
麗
し
き
も

の
ゝ
い
と
清
げ
に
見
ゆ
。
一
品
宮
の
に
は
、
萌も
え
ぎ黄
ど
も
に
蘇す

わ
う芳
の
打
ち
た
る
、
院
の
は

色
々
に
濃
き
打
ち
た
る
。
日
の
暮
る
ゝ
程
に
、
天
王
寺
に
参
ら
せ
給
ふ
。
雨
い
た
く
降

り
て
も
の
ゝ
栄は

え
も
な
し
。
御
車
寄
せ
て
御
堂
に
渡
ら
せ
給
ふ
。
こ
の
程
に
、
蔵
人
少

将
公
実
、
内
の
御
使
に
て
参
れ
り
。

　
廿
四
日
は
、
御
堂
の
事
よ
く
御
覧
じ
、
亀
井
な
ど
御
覧
ず
。

　
廿
五
日
の
辰
時
ば
か
り
に
ぞ
御
船
出い

だ
す
。
午
の
時
に
左
衛
門
権
佐
匡
房
参
れ
り
。

色
々
様
々
に
装
束
き
た
る
中
に
、
赤
き
袍う
ゑ
の
き
ぬ衣に

こ
と

ぐ
し
く
て
参
り
た
る
、
い
と
珍

し
く
見
ゆ
。
左
中
弁
実
政
題
奉
る
。
御み
て
ぐ
ら
し
ま

幣
島
と
い
ふ
所
御
覧
ず
。
実
政
を
御
船
に
召
し

上
げ
て
、
歌
ど
も
講
ぜ
さ
せ
給
ふ
。

　
住
吉
の
神
も
あ
は
れ
と
思
ふ
ら
ん 

空む
な

し
き
船
を
さ
し
て
来き

た

れ
ば 

御（
後
三
条
院
）製

　
お
り
上の
ぼ

る
み
ゆ
き
を
神
も
嬉
し
と
や 

千
歳
を
君
に
奉

た
て
ま
つる
ら
ん 

関（
藤
原
教
通
）

白
殿
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年
を
経へ

て
多
く
の
御
幸
見
つ
れ
ど
も 

か
く
珍
し
き
た
び
は
な
か
り
き 

春
宮
大
夫
能
長

　
音
に
聞
く
長
柄
の
橋
は
な
か
り
け
り 

千
鳥
ば
か
り
ぞ
鳴
き
渡
り
け
る 

左
兵
衛
督
資
仲

　
沖
つ
風
吹
き
に
け
ら
し
な
住
吉
の 

松
の
下し

づ
え枝
を
洗
ふ
白
浪 

左
大
弁
経
信

　
た
ぐ
ひ
な
き
君
が
御
幸
の
嬉
し
さ
に 

千
歳
を
譲
れ
住
吉
の
松 

宰
相
中
将
隆
綱

　
古
い
に
し
へは

今
日
の
御
幸
の
た
め
に
と
や 

天あ
ま
く
だ降

り
け
ん
住
吉
の
神 

右
大
弁
伊
房

　
住
吉
の
神
の
験し
る
しに

古
い
に
し
への 

松
の
千
歳
は
君
に
譲
れ
り 

右
兵
衛
督
実
季

　
住
吉
の
神
に
問
は
ゞ
や
古
も 

か
ゝ
る
御
幸
は
あ
ら
じ
と
ぞ
思
ふ 

前
丹
後
守
公
基
朝
臣

　
住
吉
の
松
に
千
歳
を
君
が
代
の 

嬉
し
く
の
み
ぞ
三
島
江
の
岸 

備
中
守
信
宗
朝
臣

　
古
も
か
ゝ
る
御
幸
は
あ
り
や
せ
し 

夢
に
も
語
れ
住
吉
の
神 

内
蔵
頭
経
平
朝
臣

　
こ
の
た
び
の
祈
り
は
空
に
知
り
ぬ
ら
ん 

天
降
り
ま
す
住
吉
の
神 

左
中
弁
実
政
朝
臣

　
神
代
よ
り
生
ひ
添
ふ
松
は
住
吉
の 
今
日
の
御
幸
を
か
ね
て
こ
そ
知
れ 

右
馬
頭
資
宗
朝
臣

　
難
波
江
に
心
と
ま
り
て
蘆
の
葉
に 
う
ら
が
へ
る
べ
き
心
地
こ
そ
せ
ね

 

四
位
少
将
家
賢
朝
臣

　
若
葉
さ
す
蘆
の
汀
に
浪
寄
る
は 

こ
や
三
島
江
の
渡
り
な
る
ら
ん 

民
部
権
大
輔
政
長
朝
臣

　
住
吉
の
神
の
験し
る
しに
君
が
代
は 

松
の
十と

か
へ
り
お

返
生
ひ
か
は
る
ま
で 

右
京
大
夫
通
家
朝
臣

　
う
ち
は
へ
て
見
る
と
も
飽あ

か
じ
津
の
国
の 

難
波
の
浦
の
春
の
曙 

源
中
将
季
宗
朝
臣

　
あ
ら
じ
か
し
か
ゝ
る
御
幸
は
住
吉
の 

松
よ
り
さ
き
の
人
に
問
は
ゞ
や 

丹
波（

後
）守
経
成

　
飽
か
ざ
り
し
都
の
花
の
色
よ
り
も 

心
ぞ
と
ま
る
住
吉
の
松 

左
少
弁
師
賢

　
住
吉
の
千
代
に
一ひ
と
た
び度

あ
ひ
ぬ
れ
ば 

松
の
か
ひ
あ
る
旅
に
も
あ
る
哉 
右
少
弁
匡
房

　
今
は
と
て
今
日
帰
る
さ
を
急
げ
ど
も 

心
は
と
ま
る
旅
に
も
あ
る
哉 

兵
部
少
輔
通
俊

　
よ
ろ
づ
よ
の
君
が
御
幸
に
行
末
の 

年
を
ば
譲
る
住
吉
の
松 

右
兵
衝
佐
顕
実

　
色
こ
と
に
今
日
は
見
え
け
り
住
の
江
の 

松
の
下
枝
に
か
ゝ
る
白
浪 

因
幡
守
忠
季

　
住
吉
の
神
の
御
垣
も
世
々
を
経
て 

君
が
御
幸
を
ま
つ
に
や
あ
る
ら
ん 

左
衛
門
大
夫
資
清

　
住
吉
の
松
の
緑
も
こ
の
春
は 

君
が
御
幸
に
色
こ
と
に
見
ゆ 

 

刑
部
丞
俊
範

　
ふ
た
か
た
に
か
ゝ
る
御
幸
を
住
吉
の 

松
珍
し
く
神
も
見
る
ら
ん 

左
近
将
監
為
房

　
千
歳
経
む
君
が
御
幸
の
た
め
し
に
は 

霞
た
な
び
く
住
吉
の
松 

左
衛
門
尉
俊
宗

　
住
吉
の
松
に
絶
え
せ
ぬ
風
の
音
に 

岸
打
つ
浪
の
声
通
ふ
な
り 

女
房

　
君
が
代
は
風
も
心
を
よ
せ
つ
れ
ば 

枝
の
ど
か
な
る
住
吉
の
松

　
三
島
江
の
水
に
心
の
す
み
ぬ
れ
ば 

影
を
宿
し
て
の
ど
か
に
ぞ
見
る

　
そ
れ
な
が
ら
そ
れ
と
も
見
え
ぬ
橋
柱 

久
し
き
あ
と
の
し
る
べ
な
り
け
り

　
遙
か
な
る
君
が
御
幸
に
住
吉
の 

松
に
花
咲
く
た
び
と
こ
そ
見
れ 

一
品
宮
女
房

　
行
く
水
に
長
柄
の
橋
は
通
ひ
け
り 

人
は
名
を
の
み
き
ゝ
わ
た
り
つ
ゝ

　
三
島
江
の
岸
に
隙
な
き
深
緑 

君
が
御
幸
を
待
つ
に
ざ
り
け
る

　
橋
柱
そ
れ
と
ば
か
り
を
し
る
し
に
て 

昔
な
が
ら
の
跡
を
見
る
か
な

　
三
島
江
の
蘆
間
に
寄
す
る
白
浪
の 

た
ち
帰
る
べ
き
心
地
こ
そ
せ
ね

　
君
が
世
の
久
し
か
る
べ
き
た
め
し
に
や 

神
も
植
へ（

ゑ
）け

ん
住
吉
の
松

　
尋
ぬ
れ
ど
昔
な
が
ら
の
橋
も
な
し 

あ
と
を
ぞ
そ
れ
と
き
ゝ
わ
た
り
け
る

　
う
ち
寄
す
る
難
波
の
浦
の
浪
よ
り
も 

心
ぞ
か
ゝ
る
蘆
の
若
葉
に

　
天
降
る
神
の
験し
る
しに
君
に
皆 

よ
は
ひ
は
譲
れ
住
吉
の
松

　
あ
と
ば
か
り
見
え
し
な
り
け
り
こ
れ
や
さ
ば 

長
柄
の
橋
の
渡
り
な
る
ら
ん

　
立
ち
帰
り
見
る
と
も
飽
か
じ
三
島
江
の 

蘆
間
を
わ
く
る
水
の
白
浪

　
待
つ
程
は
久
し
か
り
し
を
住
吉
の 

み
て
は
程
な
く
帰
り
ぬ
る
か
な

　
音
に
の
み
き
ゝ
わ
た
り
し
を
君
が
世
の 

長
柄
の
橋
を
見
る
ぞ
嬉
し
き

　
か
ず
へ
や
る
方
こ
そ
な
け
れ
住
吉
の 

松
の
千
歳
は
一
木
な
ら
ね
ば

　
廿
六
日
、
雨
い
た
く
降
れ
ど
、
さ
て
の
み
や
と
て
御
船
出い

で
ぬ
。
上
達
部
の
舟
に
殿

上
人
乗
り
ま
じ
り
て
、
ひ
ね
も
す
に
遊
び
つ
ゝ
上
る
。
天
河
と
い
ふ
所
に
お
は
し
ま
し

着
き
ぬ
。

　
廿
七
日
、
今
日
京
へ
上
ら
せ
給
ふ
と
て
、
人
々
思
ひ

く
に
装
束
替か

へ
た
り
。
八
幡

の
程
に
お
は
し
ま
し
着
き
ぬ
。
松
の
緑
も
常
よ
り
も
こ
と
に
見
え
、
霞
の
間
よ
り
こ
ぼ

れ
た
る
花
の
匂
も
、
春
駒
の
沢
に
あ
さ
る
も
お
か
し
く
見
ゆ
る
程
に
、
淀
に
お
は
し
ま

し
着
き
ぬ
。
こ
の
程
に
左
の
を
と
ゞ
御
迎
に
参
り
給
へ
り
。
い
と
重

く
し
く
、
清
げ

に
め
で
た
き
御
有
様
な
り
。
人
の
ま
ね
ぶ
を
書
き
つ
く
れ
ば
、
ひ
が
事
そ
ら
ご
と
な
ら

ん
か
し
。
帰
ら
せ
給
ひ
て
も
、
日
頃
の
有
様
恋
し
う
お
ぼ
し
め
す
。
御
心
地
と
も
す
れ

ば
起
り

く
せ
さ
せ
給
ふ
。

『
栄
華
物
語
』　
歴
史
物
語
（
鏡
物
）、
宇
多
天
皇
か
ら
堀
河
天
皇
ま
で
一
五
代
、
約

二
百
年
を
記
述
。
天
皇
の
外
戚
藤
原
氏
の
権
力
闘
争
が
描
か
れ
、
栄
華
は
道
長
の
栄

華
。

後
三
条
天
皇

　
長
元
七
年
（
一
〇
三
四
）
生
、
後
朱
雀
天
皇
皇
子
。
治
暦
四
年

（
一
〇
六
八
）
踐
祚
、
外
戚
に
藤
原
氏
が
な
か
っ
た
の
で
親
政
実
行
、
荘
園
整
理
令
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な
ど
皇
室
経
済
の
強
化
。
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）
白
河
天
皇
に
譲
位
。
翌
五
年
、

住
吉
・
天
王
寺
参
詣
の
後
、
崩
御
、
四
〇
歳

資
料
９
十
返
舎
一
九
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
第
六
編
上
　
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）

（
第
五
編
で
伊
勢
参
宮
を
終
え
た
弥
次
郎
兵
衛
・
北
八
は
奈
良
街
道
か
ら
宇
治
に

出
、
伏
見
か
ら
淀
川
を
下
っ
て
大
坂
に
向
か
う
途
中
、
枚
方
か
ら
下
流
の
所
で
船

を
間
違
え
、
上
り
船
に
乗
っ
て
伏
見
に
戻
る
。）

　
…
…
こ
ゝ
東あ
づ
まの
都
神
田
の
八
丁
堀
辺
に
す
む
、
弥
次
郎
兵
衛
北
八
と
い
へ
る
二
人
連

の
な
ま
け
も
の
、
神
風
や
伊
勢
参
宮
よ
り
足
曳
の
や
ま
と
路
を
ま
は
り
、
青
丹
よ
し
奈

良
街
道
を
経
て
、
山
城
の
宇
治
に
か
ゝ
り
、
こ
ゝ
よ
り
都
に
お
も
む
か
ん
と
急
ぎ
け
る

ほ
ど
に
、
や
が
て
伏
見
の
京
ば
し
に
い
た
り
け
る
に
、
日
も
西
に
か
た
ぶ
き
、
往
来
の

人
足
は
や
く
、
下
り
船
の
人
を
集あ
つ
むる

舟
頭
の
声

ぐ
や
か
ま
し
く
「
サ
ア

く
今
出
る

ふ
ね
じ
や
。
の
ら
ん
せ
ん
か
。
大
坂
の
八
軒
家
舟
じ
や
。
の
て
か
ん
せ
ん
か
い
」
弥
次

「
ハ
ヽ
ア
こ
れ
が
か
の
淀
川
の
夜
ぶ
ね
だ
な
。
ナ
ン
ト
き
た
八
、
京
か
ら
さ
き
へ
見
物

す
る
つ
も
り
で
来
た
が
、
い
つ
そ
の
こ
と
、
此
舟
に
の
つ
て
、
大
坂
か
ら
さ
き
へ
や
ら

か
そ
ふ
か
」
北
八

「
そ
れ
も
よ
か
ろ
う
。
モ
シ
乗
合
も
あ
り
や
す
か
」
せ
ん
ど
う

「
そ
ふ
は
か

い
の
、
乗
な
ら
は
や
う
の
ら
ん
せ
。
い
つ
き
に
出
す
さ
か
い
。
コ
レ

く
わ
ら
じ
と
い

て
の
ら
ん
せ
。
ゑ
ら
い
へ
げ
た
れ
じ
や
な
」
北
八

「
ヱ
ヽ
何
を
ぬ
か
し
や
ア
が
る
。
き
の

つ
ゑ
ゝ
ベ
ら
ぼ
う
だ
」
弥
次

「
コ
レ
北
八
、
手
め
へ
の
つ
ゝ
み
も
い
つ
し
ょ
に
、
お
れ
が

風
呂
敷
に
つ
ゝ
ん
で
お
こ
ふ
」
北
八

「
せ
ん
ど
う
さ
ん
、
コ
リ
ヤ
ア
ど
け
へ
す
は
る
の

だ
」
せ
ん
ど
う

「
そ
こ
な
坊
さ
ま
の
ね
き
へ
割
込
ん
せ
」
弥
次

「
御
め
ん
な
せ
い
。
ヤ
ア
ゑ
い

と
な
」
ト
ふ
た
り
な
が
ら
と
も
の
間
へ
わ
り
こ
み
す
は
る
。
の
り
合

「
コ
リ
ヤ
ゑ
ら
う
つ

め
く
さ
つ
た
。
舟
頭
さ
ん
、
ふ
と
ん
ひ
と
つ
か
さ
ん
せ
」 

せ
ん
ど
う

「
ソ
レ
と
ら
ん
せ
。
サ

ア

く
み
な
ゑ
い
か
い
な
。
下
に
ゐ
て
く
だ
ん
せ
。
苫と

ま

ふ
く
さ
か
い
」
あ
き
ん
人

「
銭
か
い

な
さ
れ
。
銭
は
よ
ご
ざ
り
ま
す
か
な
」
同

「
み
づ
か
ら
さ
と
う
も
ち

く
」
同

「
か
ん
ざ

け
よ
ご
ざ
り
ま
す
か
い
な
。
あ
ん
ば
い
よ
し

く
」
ト
此
う
ち
せ（

船

頭

）

ん
ど
う
ど
も
、
舟
に

と（
苫
）ま

を
ふ
い
て
し
ま
ひ
、
さ（

棹
）ほ

さ
し
出
し
て
う
た

「
ふ
ね
は
追
風
に
帆
か
け
て
は
し
る
、

わ
れ
は
こ
が
れ
て
身
を
あ
せ
る
、
ソ
ウ
レ
ソ
レ

く
く
な
ん
ぞ
い
コ
リ
ヤ
ゑ
ら
う
空

が
わ
る
な
つ
た
。
ふ
ろ
か
し
ら
ん
わ
い
」
の
り
合

「
せ
ん
ど
う
さ
ん
、
ゆ
ふ
べ
は

ち（

中

書

島

）

う
し
や
う
嶋
じ
や
あ
ろ
。
精
進
わ
る
い
さ
か
い
、
コ
リ
ヤ
雨
じ
や
あ
ろ
ぞ
い
の

ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
。
と
き
に
ど
な
た
も
、
じ
よ
ら
か
い
て
ゐ
な
さ
ら
ん
か
。
今
の
う
ち
あ
ん

じ
よ
う
せ
ん
と
、
後
に
工
合
が
わ
る
な
る
さ
か
い
」
京
の
人

「
コ
レ
お
ま
い
、
ち
と
退の

い

て

か
さ
ん
せ
。
綜ち
ま
きの
う
へ
に
、
い
じ
か
つ
て
じ
や
わ
い
な
」
大
坂
の
人

「
コ
リ
ヤ
無ぶ

て
う
ほ
う

調
法
。
と

か
く
乗
合
は
お
た
が
ひ
に
、
何
じ
や
ろ
と
不ふ
せ
う肖
し
て
く
れ
な
さ
れ
」
京

「
よ
い
わ
い
な
。

お
ま
い
大
坂
は
ど
こ
じ
や
い
な
」
大
坂

「
わ
し
や
道
頓
堀
」
京

「
か
い
な
。
ど（

道

頓

堀

）

と
ん
ぼ
り

の
し（
衆
）ゆ

は
、
み
な
芸
子
じ
や
。
ナ
ン
ト
こ
ゝ
で
、
何
な
と
ひ
と
つ
、
や
り
な
さ
ら
ん
か

い
な
」
長
崎
の
人

「
コ
リ
ヤ
よ
か
た
い
。
船
中
の
ね
ぶ
り
目
ざ
ま
し
に
、
あ
ん
た
し
ゆ
、
ひ

と
つ
ヅ
ヽ
芸
能
や
ら
し
や
つ
た
ら
よ
か
た
い
。
う
ん
ど
も
は
長
崎
の
も
ん
じ
や
が
、

能の

も毛
川か

わ
し
ま嶋
の
ぼ
う
ぶ
ら
ま
く
ら
で
、
か
み
さ
し
ぽ
つ
き
り
で
も
や
ろ
ふ
ば
い
よ
ヲ
」
越
後

の
人

「
コ
リ
ヤ
ゑ
い
こ
と
ん
し
。
わ
し
ど
も
は
い（

越
後
）

ち
ご
の
も
ん
だ
が
、
長
崎
の
あ
ん
に
や

さ
が
や
ら
し
や
つ
た
ら
、
わ
し
も
国
風
の
お
け
さ
松
坂
で
も
か
た
る
べ
い
と
こ
と
」
北
八

「
こ
い
つ
は
お
も
し
ろ
へ
。
マ
ア
長
崎
の
お
客
か
ら
は
じ
め
な
せ
へ
」

　（
略
、
船
中
の
小
便
事
件
↓
笑
い
）

弥
次

「
ヱ
ヽ
ヽ
ヽ
も
ふ
い
つ
て
く
れ
る
な
。
咽
が
さ
け
る
よ
ふ
だ
。
ア
ヽ
く
る
し
い
。
ゲ

ヱ
イ

く
」
北
八

「
と
か
く
お
め
へ
は
小
便
が
た
ゝ
る
。
船
で
は
も
う
禁
便
に
す
る
が

い
ゝ
。
そ
こ
で
い
つ
し
ゆ
、
う
か
ん
だ
が
、
ど
ふ
だ

く
、

　
せ（

小

便

）

う
べ
ん
を
人
に
の
ま
せ
し
そ
の
む
く
ひ 

お
の
れ
も
の
ん
で
よ
い
き
び
し
よ
な
り
」

此
騒そ
う
ど
う動

に
船
中
お
の

く
ね
ぶ
り
を
さ
ま
し
、
大
笑
ひ
と
な
る
う
ち
、
ふ（

船
）ね

は
は
や
、

ひ（

枚

方

）

ら
か
た
と
い
へ
る
所
ち
か
く
な
り
た
る
と
見
へ
、
商あ

き
な

ひ
船
、
こ
ゝ
に
こ
ぎ
よ
せ

く
、
あ
き
ん
人

「
め
し
く
ら
は
ん
か
い
。
酒
の
ま
ん
か
い
。
サ
ア

く
み
な
お
き
く
さ

れ
。
よ
ふ
ふ
さ
る
や
つ
ら
じ
や
な
」
ト
此
ふ（
船
）ね

に
つ
け
て
、
ゑ
ん
り
よ
な
く
と（

苫
）ま

ひ
き

ひ
ろ
げ
、
わ
め
き
た
つ
る
。
こ
の
あ
き
な
ひ
ぶ
ね
は
、
も
の
い
ひ
が
さ
つ
に
い
ふ
を
、

め
い
ぶ
つ
と
す
る
こ
と
、
人
の
し
る
所
な
り
。
う
り
こ
と
ば
に
か
ひ
こ
と
ば
な
れ
ば
、

の
り
合

「
コ
リ
ヤ
飯
も
て
う
せ
い
。
ゑ
い
さ（

酒
）け
が
あ
る
か
い
」
北
八

「
い
か
さ
ま
、
は
ら
が

へ
つ
た
。
爰
へ
も
め（
飯
）し
を
た
の
み
ま
す
」
あ
き
ん
人

「
わ
れ
も
め
し
く
ふ
か
。
ソ
レ
く
ら

へ
。
そ
つ
ち
や
の
わ
ろ
は
ど
ふ
じ
や
い
や
い
、
ひ
も
じ
そ
ふ
な
頬つ
ら

し
て
け
つ
か
る
が
、

銭ぜ
に

な
い
か
い
」

弥
次

「
イ
ヤ
こ
の
べ
ら
ぼ
う
め
ら
、
何
を
ふ
ざ
き
や
ア
が
る
」
の
り
合

「
こ
の
汁
は
も
む
な

い
か
は
り
、
ね
か
ら
ぬ
る
ふ
て
い
か
ん
わ
い
」
あ
き
ん
人

「
ぬ
る
か
ア
水
ま
は
し
て
く
ら
ひ

お
れ
」 

の
り
合

「
何
ぬ
か
す
ぞ
い
。
そ
し
て
、
此
芋い

も

も
牛ご

ぼ
う房
も
く
さ
つ
て
け
つ
か
る
」
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あ
き
ん
人

「
そ
の
は
づ
じ
や
。
ゑ
い
所
は
み
な
、
う
ち
で
焚た

い

て
く
て
し
も
ふ
た
わ
い
」

　
…
（
略
）
…

か
く
て
船
は
、
ひ（

枚

方

）

ら
か
た
す
ぎ
た
る
こ
ろ
、
雨あ

め
も
よ催
ひ
の
そ（

空
）ら
、
俄
に
く
ら
く
な
り
降
い

だ
し
、
あ
は
や
と
見
る
ま
に
、
篠
を
つ
く
大
雨
と
な
り
、
苫
を
も
れ
ば
、
乗
合
は
う
へ

を
下
へ
と
さ
は
ぎ
た
ち
、
船
頭
も
か
く
て
は
は
た
ら
き
自
由
な
ら
ず
。
や
が
て
堤
に
船

を
こ
ぎ
よ
せ
、
し
ば
ら
く
か
ゝ
り
て
、
見
合
せ
け
る
が
、
こ
ゝ
は
伏
見
と
大
坂
の
半
途

に
し
て
、
登
り
船
も
下
り
ぶ（
船
）ね
も
、
み
な
落
合
混
雑
し
、
が
た
び
し
と
岸
に
よ
り
て
、

今
や
と
霽は
れ

を
ま
ち
い
た
る
に
、
お
よ
そ
一
ツ
時
あ
ま
り
過
た
る
と
お
ぼ
し
き
頃
、
漸や

う
やく

雨
や
み
雲
き
れ
て
、
月
の
影
八（
八
幡
）

わ
た
山
に
さ
し
出
た
る
に
、
船
中
お
の

く
い
さ
み
た

ち
、
弥
次
郎
北
八
も
、
と（
苫
）ま
ひ
き
あ
け
、
顔
さ
し
出
し
て
、
此
け（

景

色

）

い
し
よ
く
を
な
が
め

い
た
る
が
、
弥
次

「
ハ
ア
も
ふ
何
ン
時
だ
ろ
ふ
な
。
と
き
に
北
八
、
又
こ
ま
つ
た
こ
と
が

あ
る
わ
い
。
雪せ
っ
ち
ん陣

へ
ゆ
き
た
く
な
つ
た
」
北
八

「
ヱ
ヽ
き
た
ね
へ
こ
と
ば
つ
か
り
い
ふ
」

弥
次

「
ど
ふ
も
船
で
は
で
き
ぬ
。
イ
ヤ
さ
い
わ
い
、
こ
ゝ
に
か
ゝ
つ
て
ゐ
る
う
ち
、
ち
よ

つ
く
り
土
手
へ
あ
が
つ
て
、
や
ら
か
し
て
こ
よ
ふ
」
北
八

「
ホ
ン
ニ
よ
そ
の
船
で
も
、
人

が
手て
う
づ水
に
あ
が
る
よ
ふ
す
だ
。
は
や
く
そ
ふ
し
な
せ
へ
。
イ
ヤ
わ
つ
ち
も
お
相

し
ょ
う

伴ば
ん

が
し

た
く
な
つ
た
。
モ
シ
船
頭
さ
ん
、
ち
よ
つ
と
あ
が
つ
て
来
た
い
が
、
い
ゝ
か
ね
へ
」

せ
ん
ど
う

「
用
た
し
に
な
ら
は
や
う
い
て
ご
ん
せ
。
わ
し
ら
が
今
め
し
く
て
し
も
ふ
と
、
い

つ
き
に
船
を
出
す
さ
か
い
」
弥
次

「
わ
ら
じ
は
ど
こ
だ
」
北
八

「
ナ
ニ
サ
は
だ
し
で
あ
が
ら

ふ
。
乗
と
き
足
を
す
ゝ
げ
ば
い
ゝ
に
」
ト
両
人
ふ（
船
）ね

よ
り
つ（

堤

）
ゝ
み
に
あ
が
り
て
、
弥
次

「
ナ
ン
ト
い
ゝ
景
色
だ
な
。
ど
こ
ら
で
や
ら
か
そ
ふ
」
北
八

「
ヲ
ツ
ト
そ
こ
に
は
水
溜
り

が
あ
る
。
も
つ
と
そ
ち
ら
へ
。
ア
、
な
る
ほ
ど
い
ゝ
月
だ
。

　
一
刻
を
千
金
ヅ
ヽ
の
相
場
な
ら 

三
十
石
の
よ
ど
川
の
月
」

か
く
く
ち
ず
さ
み
て
、
お
も
は
ず
勝
景
に
み
と
れ
ゐ
た
る
が
、
こ
の
う
ち
、
岸
に
か
ゝ

り
ゐ
た
り
し
船
ど
も
、
追
く
漕
出
す
や
ふ
す
に
、
北
八
弥
次
が
乗
た
る
船
も
、
今
出
る

と
見
へ
て
、
船
頭
ど
も
も
や
ひ
綱
を
と
き
、
棹
さ
し
の
べ
て
、
ふ
た
り
を
呼
た
つ
る

に
、
い
づ
れ
の
ふ
ね
に
も
、
乗
合
の
う
ち
、
土
手
に
あ
が
り
た
る
も
の
共
、
い
ち
ど
き

に
お
り
た
ち
混
雑
し
、
弥
次
郎
北
八
、
や
う

く
の
こ
と
に
、
人
を
お
し
分
、
飛
乗
た

る
は
、
大
坂
八
軒
家
の
登
り
船
な
り
。
此
ふ
た
り
あ
ま
り
せ（

船

頭

）

ん
ど
う
に
よ
び
た
て
ら
れ

て
、
大
き
に
う
ろ
た
へ
、
今
ま
で
の
つ
て
来
り
し
、
伏
見
の
船
と
心
え
、
そ
の
つ
ぎ
に

な
ら
び
て
、
か
ゝ
り
ゐ
た
り
し
、
大
坂
の
の
ぼ
り
ぶ
ね
に
と
び
の
り
た
る
が
、
と（
苫
）ま
の

内
く
ら
く
、
ま
ち
が
ひ
た
る
ふ（

船
）ね

と
も
心
付
ず
、
こ
と
さ
ら
此
ふ
ね
に
も
、
乗
合
の
う

ち
、
つ（

堤

）
ゝ
み
に
の
ぼ
り
た
る
も
の
も
、
二
三
人
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
か
と
お
も
ひ
て
、
船

中
に
も
、
た
が
ひ
に
か（
顔
）ほ
も
か
た
ち
も
し
れ
ざ
れ
ば
、
こ
れ
を
と
が
む
る
も
の
も
な

く
、
そ
の
う
ち
ふ（
船
）ね
は
出
る
に
ま
か
せ
、
お
の

く
宵
よ
り
は
な
し
つ
か
れ
た
る
に

や
、
お
し
合
へ
し
合
、
た
が
ひ
に
あ（
足
）し

を
や
り
ち
が
ひ
と
な
し
、
ふ
し
た
り
け
る
が
、

弥
次
郎
北
八
も
く
ら
が
り
に
ま
ぎ
れ
、
そ
こ
ら
さ
ぐ
り
ま
は
し
て
、
手
ざ
は
り
よ
く
に

た
れ
ば
と
て
、
人
の
ふ
ろ
し
き
づ
ゝ
み
を
、
わ
が
つ
ゝ
み
と
こ
ゝ
ろ
え
、
引
よ
せ
て
、

す
ぐ
に
そ
れ
を
ま（

枕

）
く
ら
と
し
て
、
う
ち
ふ
し
、
そ
れ
よ
り
は
ぜ（

前
後
）

ん
ご
も
し
ら
ず
、
た
か

い
び
き
な
り
。
去
ほ
ど
に
、
船
は
右
に
さ
ほ
さ
し
ひ（

左

）
だ
り
に
綱
引
の
ぼ
る
に
、
は
や
く

も
や（
八
幡
）

は
た
山（

山
崎
）

ざ
き
を
あ
と
に
な
し
、
淀
堤
を
打
過
、
夜
も
あ
け
ち
か
く
な
り
た
る
頃
、

伏
見
に
こ
そ
は
着
た
り
け
る
。
苫
も
る
影
も
白
く
、
烏
の
声
告
わ
た
る
に
、
船
つ
き
た

り
と
、
乗
合
み
な

く
目
を
さ
ま
し
立
さ
は
げ
ば
、
北
八
弥
次
郎
も
苫
打
ひ
ら
き
て
、

笠
ふ
ろ
し
き
包
を
手
に
引
さ
げ
、
船
頭
が
あ
ゆ
み
板
わ
た
す
を
、
打
わ
た
り
て
岸
に
の

ぼ
り
、
ふ
な
宿
に
い
た
る
に
、
乗
合
の
人
ゞ
つ
ゞ
い
て
爰
に
来
る
を
見
れ
ば
、
見
し
り

た
る
顔
一
人
も
な
し
。
是
は
ふ
し
ぎ
と
、
そ
こ
ら
う
ろ

く
見
廻
し
な
が
ら
、
弥
次

「
ナ

ン
ト
北
八
、
お
い
ら
に
酒
を
の
ま
せ
た
隠
居
ど
の
は
、
ど
ふ
し
た
の
」
北
八

「
さ
れ
ば

の
、
そ
し
て
ア
ノ
長
崎
も
の
や
越
後
同
者
ど
も
は
来
そ
ふ
な
も
の
だ
が
、
大
か
た
爰
へ

よ
ら
ず
に
い
つ
た
と
見
へ
る
。（ 

後 

略 

）

　 

（
第
六
編
下
・
第
七
編
上
下
は
京
都
見
物
。
第
七
編
下
の
最
後
に
、）

そ
れ
よ
り
壬
生
寺
に
参
り
て
、
こ
ゝ
に
葭よ
し
ず簀
か
ど
さ
き
に
た
て
よ
せ
た
る
、
あ
や
し
の

茶
見
世
に
引
こ
ま
れ
て
、
其
夜
の
宿
と
さ
だ
め
う
ち
ふ
し
た
る
が
、
あ
く
る
日
嶋
原
を

見
物
し
、
朱し
ゆ
じ
や
か
の

雀
野
よ
り
、
丹
波
街
道
を
よ
こ
ぎ
り
に
、
淀
の
大
は（

橋
）し
に
い
た
り
、
爰
よ

り
下
り
船
に
打
の
り
て
、
大
坂
へ
と
お
も
む
き
け
る
。

　 
（ 

と
あ
り
、
第
八
編
上
の
冒
頭
は
伏
見
か
ら
昼
船
に
乗
っ
て
大
坂
に
到
着
し
た
処
よ

り
始
ま
り
、
淀
川
を
下
る
途
中
の
場
面
は
な
い
。）

押
照
や
難
波
の
津
は
、
海か
い
だ
い
し
う
ゐ

内
秀
異
の
大
都
会
に
し
て
、
諸
国
の
賈こ

せ
ん船

、
木
津
安
治
の
両

川
口
に
み（

舳

）
よ
し
を
な
ら
べ
、
碇
を
つ
ら
ね
て
、
こ
ゝ
に
も
ろ

く
の
荷
物
を
鬻ひ

さ

ぎ
、
繁

昌
の
地
い
ふ
ば
か
り
な
し
。
殊こ
と
さ
ら更

花
の
春
は
淀
川
に
棹
さ
し
て
、
さ（

桜

の

宮

）

く
ら
の
宮
に
遊

び
、
網
嶋
の
鮒
卯
に
酔
を
も
よ
ほ
し
、
夏
は
難
波
新
地
の
納す
ず
み涼
に
螢
を
か
り
、
豆ま

め
ち
ゃ茶
や

に
腹
を
こ
や
し
、
秋
は
う（

浮

瀬

）

か
む
瀬
の
月
、
冬
は
解と

き
ふ
ね
て
う

船
町
の
雪
げ
し
き
、
四
季
折
々
の
詠

な
が
め
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お
ほ
か
る
中
に
、
目め
が
れ枯

ぬ
花
の
曲く

る
は中

は
、
い
つ
も
さ
か
り
の
春
の
ご
と
く
賑
ひ
、
道
頓

堀
の
芝
居
は
、
つ
ね
も
顔
み
せ
の
こ
ゝ
ち
し
て
群
集
絶
ず
。
か
ゝ
る
名
誉
の
地
を
、
見

の
こ
す
も
本
意
な
し
と
て
、
か
の
弥
次
郎
兵
衛
喜
多
八
な
る
も
の
、
ふ（
伏
見
）

し
見
の
昼
船
に

途
中
よ
り
飛
乗
し
て
、
は
や
く
も
大
坂
の
八
軒
家
に
い
た
り
、
爰
よ
り
船
を
あ
が
り
た

る
は
、
最
早
た
そ
が
れ
時
に
し
て
、
東
西
を
し
ら
ず
、
南
北
を
わ
き
ま
へ
ざ
れ
ば
、
人

に
尋
ね
と
ひ
つ
ゝ
、
長
町
を
さ
し
て
ゆ
く
ほ
ど
に
、
堺
筋
通
を
南
に
、
日
本
ば（
橋
）し

へ
出

た
り
け
れ
ば
、
宿
引
ど
も
こ
ゝ
に
居
合
せ
、
両
人
を
見
か
け
て
、
宿
の
相
談
を
し
か
く

る
に
、
早さ
っ
そ
く速
き
は
ま
り
、
す
ぐ
さ
ま
、
此
長
町
の
七
丁
目
な
る
、
分ぶ

ん
ど
う
か
わ
ち
や

銅
河
内
屋
と
い
ふ

に
ぞ
つ
れ
ゆ
き
け
る
。

十
返
舎
一
九
　
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
生
ま
れ
、
駿
府
（
静
岡
）
城
同
心
の
子
か
。

大
坂
　
町
奉
行
の
武
家
奉
公
の
後
、
寛
政
六
年
（
一
六
九
四
）
江
戸
に
出
て
書
肆
蔦
屋

に
寄
食
、　
洒
落
本
・
滑
稽
本
・
読
本
な
ど
手
掛
け
、
旅
行
ブ
ー
ム
に
乗
り
、
享
和
二

年
（
一
八
〇
二
）　
の
『
道
中
膝
栗
毛
』
初
編
以
下
一
二
冊
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）

の
『
続
道
中
膝
栗
　
毛
』
初
編
以
下
二
五
冊
刊
行
。
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
没
、

六
七
歳
。

資
料
10
谷
崎
潤
一
郎
『
蘆
刈
』

　
　
君
な
く
て
あ
し
か
り
け
り
と
思
ふ
に
も 

い
と
ゞ
難
波
の
う
ら
は
す
み
う
き

　
ま
だ
お（

岡

本

）

か
も
と
に
住
ん
で
い
た
じ
ぶ
ん
の
あ
る
と
し
の
九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
あ

ま
り
天
気
の
い
い
日
だ
っ
た
の
で
、
ゆ（

夕

刻

）

う
こ
く
、
と
い
っ
て
も
三
時
す
こ
し
過
ぎ
た
こ

ろ
か
ら
ふ
と
お
も
い
た
っ
て
そ
こ
ら
を
歩
い
て
来
た
く
な
っ
た
。
遠
は
し
り
を
す
る
に

は
時
間
が
お
そ
い
し
近
い
と
こ
ろ
は
た
い
が
い
知
っ
て
し
ま
っ
た
し
ど
こ
ぞ
二
、三
時

間
で
行
っ
て
こ
ら
れ
る
恰
好
な
散
策
地
で
わ
れ
も
ひ
と
も
ち
ょ
っ
と
考
え
つ
か
な
い
よ

う
な
わ
す
れ
ら
れ
た
場
所
は
な
い
も
の
か
と
し（
思
案
）

あ
ん
し
た
す
え
に
い
つ
か
ら
か
い（

一
度
）

ち
ど

水
無
瀬
の
宮
へ
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
な
が
ら
つ
い
お
り
が
な
く
て
す
ご
し
て
い
た
こ

と
に
こ
こ
ろ
づ
い
た
。
…
（
略
）
…

そ
の
御
殿
の
遺
跡
は
山
城
と
摂
津
の
く（

国

境

）

に
ざ
か
い
に
ち
か
い
山
崎
の
駅
か
ら
十
何
丁
ご

く
最
近
な
の
で
あ
る
。
で
、
そ
の
み（
水
無
瀬
の
宮
）

な
せ
の
み
や
を
と
ぶ
ら
う
の
が
こ
の
時
刻
か
ら
出

か
け
る
の
に
は
い（

一

番

）

ち
ば
ん
手
頃
で
あ
っ
た
。
や（

山

崎

）

ま
ざ
き
ま
で
な
ら
汽
車
で
行
っ
て
も
す

ぐ
だ
け
れ
ど
も
阪
急
で
行
っ
て
新
京
阪
に
の
り
か
え
れ
ば
な
お
訳
は
な
い
。
そ
れ
に
ち

ょ
う
ど
そ
の
日
は
十
五
夜
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
か
え
り
に
淀
川
べ
り
の
月
を
見
る
の

も
一
興
で
あ
る
。
そ
う
お
も
い
つ
く
と
お
ん
な
こ
ど
も
を
さ
そ
う
よ
う
な
場
所
が
ら
で

も
な
い
か
ら
ひ
と
り
で
ゆ
く
さ
き
も
告
げ
ず
に
出
か
け
た
。

　
山
崎
は
山
城
の
国
乙
訓
郡
に
あ
っ
て
水
無
瀬
の
宮
跡
は
摂
津
の
国
三
島
郡
に
あ
る
。

さ
れ
ば
大
阪
の
方
か
ら
ゆ
く
と
新
京
阪
の
大
山
崎
で
お
り
て
逆
に
引
き
か
え
し
て
そ
の

お
み（
宮
）や
の
あ（

跡
）と
へ
つ
く
ま
で
の
あ
い
だ
に
く（

国

境

）

に
ざ
か
い
を
こ
す
こ
と
に
な
る
。
わ
た
し

は
や（

山

崎

）

ま
ざ
き
と
い
う
と
こ
ろ
は
省
線
の
駅
の
附
近
を
な
に
か
の
お
り
に
ぶ
ら
つ
い
た
こ

と
が
あ
る
だ
け
で
こ
の
さ（

西

国

街

道

）

い
ご
く
か
い
ど
う
を
西
へ
あ
る
い
て
み
る
の
は
始
め
て
な
の

で
あ
る
。
…
（
略
）
…

　
も
と
よ
り
気
の
利
い
た
料
理
屋
な
ど
の
あ
る
町
で
な
い
の
は
分
っ
て
い
た
か
ら
一
時

の
し
の
ぎ
に
体
を
ぬ
く
め
さ
え
す
れ
ば
い
い
の
で
と
あ
る
饂う
ど
ん
や

飩
屋
の
灯
を
見
つ
け
て
酒

を
二
合
ば
か
り
飲
み
狐
う
ど
ん
を
二
杯
た
べ
て
出
が
け
に
も
う
一
本
正
宗
の
罎
を
熱
燗

に
つ
け
さ
せ
た
の
を
手
に
提
げ
な
が
ら
饂
飩
屋
の
亭
主
が
お
し
え
て
く
れ
た
渡
し
場
へ

出
る
道
と
い
う
の
を
川
原
の
方
へ
下
っ
て
行
っ
た
。
亭
主
は
わ
た
し
が
月
を
見
る
た
め

に
淀
川
へ
舟
を
出
し
た
い
も
の
だ
が
と
い
う
と
、
い
や
そ
れ
な
ら
ば
直じ

き
こ
の
町
の
は

ず
れ
か
ら
向
う
岸
の
橋
本
へ
わ
た
す
渡と
せ
ん船
が
ご
ざ
り
ま
す
、
渡
船
と
は
申
し
ま
し
て
も

川
幅
が
広
う
ご
ざ
り
ま
し
て
ま
ん
中
に
大
き
な
洲す

が
ご
ざ
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
の
岸

か
ら
先
ず
そ
の
洲
へ
わ
た
し
、
そ
こ
か
ら
ま
た
別
の
船
に
乗
り
移
っ
て
向
う
岸
へ
お
わ

た
り
に
な
る
の
で
す
か
ら
そ
の
あ
い
だ
に
川
の
け（
景
色
）

し
き
を
御
覧
に
な
っ
て
は
と
そ
う
お

し
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
橋
本
に
は
遊ゆ
う
か
く廓

が
ご
ざ
り
ま
し
て
渡
し
船
は
ち
ょ
う
ど
そ

の
遊
廓
の
あ
る
岸
辺
に
着
き
ま
す
の
で
、
夜
お
そ
く
十
時
十
一
時
頃
ま
で
も
往
来
し
て

お
り
ま
す
か
ら
お
気
に
召
し
た
ら
い
く
た
び
で
も
行
き
か
よ
い
な
さ
れ
て
ゆ
っ
く
り
お

眺
め
に
な
る
こ
と
も
出
来
ま
す
と
な
お
も
い（
言
い
）い
そ（

添
え
）え
て
く
れ
た
親
切
を
時
に
取
っ
て
う

れ
し
く
お
も
い
な
が
ら
わ
た
し
は
み（

道

々

）

ち
み
ち
ひ
い
や
り
し
た
夜
風
に
ほ
ろ
よ
い
の
頬
を

吹
か
せ
つ
つ
あ
る
い
た
。
渡
船
場
ま
で
の
路
は
聞
い
た
よ
り
は
遠
い
感
じ
が
し
た
け
れ

ど
も
、
辿た
ど

り
つ
い
て
み
る
と
、
な
る
ほ
ど
川
の
む
こ
う
に
洲
が
あ
る
。
そ
の
洲
の
川
下

の
方
の
端
は
つ
い
眼
の
前
で
終
っ
て
い
る
の
が
分
る
の
で
あ
る
が
、
川
上
の
方
は
渺
び
ょ
う
ぼ
う茫

と
し
た
う
す
あ
か
り
の
果
て
に
没
し
て
何
処
ま
で
も
つ
づ
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
こ
の
洲
は
大た
い
こ
う江
の
中
に
孤
立
し
て
い
る
島
で
は
な
く
て
こ
こ
で
桂
川
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が
淀
の
本
流
に
合
し
て
い
る
剣
先
な
の
で
は
な
い
か
。
な
ん
に
し
て
も
木
津
、
宇
治
、

加
茂
、
桂
の
諸
川
が
こ
の
あ
た
り
で
一
つ
に
な
り
、
山
城
、
近
江
、
河
内
、
伊
賀
、
丹

波
等
、
五
カ
国
の
水
が
こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
む
か
し
の
『
澱よ
ど
が
わ川
両
岸
一

覧
』
と
い
う
絵
本
に
、
こ
れ
よ
り
少
し
上
流
に
狐
の
渡
し
と
い
う
渡
船
場
が
あ
っ
た
こ

と
を
記
し
て
渡
の
長
サ
百
十
間
と
書
い
て
い
る
か
ら
こ
こ
は
そ
れ
よ
り
も
っ
と
川
幅
が

ひ
ろ
い
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
今
い
う
洲
は
川
の
ま
ん
中
に
あ
る
の
で
は
な
く
ず
っ

と
こ
ち
ら
岸
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
河
原
の
砂
利
に
腰
を
お
ろ
し
て
待
っ
て
い
る
と

は（

遙

）
る
か
な
向
う
ぎ（

岸
）し
に
灯
の
ち
ら
ち
ら
し
て
い
る
橋
本
の
町
か
ら
船
が
そ
の
洲
へ
漕
ぎ

寄
せ
る
、
と
、
客
は
船
を
乗
り
捨
て
て
、
洲
を
横
ぎ
っ
て
、
こ
ち
ら
側
の
船
の
着
い
て

い
る
汀み
ぎ
わま
で
歩
い
て
来
る
。
思
え
ば
久
し
く
渡
し
ぶ（

舟
）ね
と
い
う
も
の
に
乗
っ
た
こ
と
は

な
か
っ
た
が
子
供
の
時
分
に
お
ぼ
え
の
あ
る
山さ
ん
や谷
、
竹
屋
、
二ふ

た
こ子
、
矢や

ぐ
ち口
な
ど
の
渡
し

に
く
ら
べ
て
も
こ
こ
の
は
洲
を
挟
ん
で
い
る
だ
け
に
一
層
優
長
な
お（

趣

）

も
む
き
が
あ
っ
て

い
ま
ど
き
京
と
大
阪
の
あ
い
だ
に
こ
ん
な
古
風
な
交
通
機
関
の
残
っ
て
い
た
こ
と
が
意

外
で
も
あ
り
、
と
ん
だ
拾
い
も
の
を
し
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
前
に
挙
げ
た
淀
川
両
岸
の
絵
本
に
出
て
い
る
橋
本
の
図
を
見
る
と
、
月
が
男
山
の
う

し
ろ
の
空
に
か
か
っ
て
い
て
を（

男

山

）

と
こ
や
ま
峰
さ
し
の
ぼ
る
月
か
げ
に
あ
ら
は
れ
わ
た
る

よ（
淀
）ど
の
川
舟
と
い
う
景（

香
川
）樹
の
歌
と
、
新
月
や
い
つ
を
む（

昔

）
か
し
の
男
山
と
い
う
其
角
の
句

と
が
添
え
て
あ
る
。
わ
た
し
の
乗
っ
た
船
が
洲
に
漕
ぎ
寄
せ
た
と
き
男
山
は
あ
だ
か
も

そ
の
絵
に
あ
る
よ
う
に
ま
ん
ま
る
な
月
を
背
中
に
し
て
鬱う
っ
そ
う蒼

と
し
た
木
々
の
繁し

げ

み
が
び

ろ
う
ど
の
よ
う
な
つ（
艶
）や
を
含
み
、
ま
だ
何
処
や
ら
に
夕
ば
え
の
色
が
残
っ
て
い
る
中な

か
ぞ
ら空

に
暗
く
濃
く
黒
ず
み
わ
た
っ
て
い
た
。
わ
た
し
は
、
さ
あ
こ
ち
ら
の
船
へ
乗
っ
て
下
さ

い
と
洲
の
も
う
一
方
の
岸
で
船
頭
が
招
い
て
い
る
の
を
、
い
や
、
い
ず
れ
あ
と
で
乗
せ

て
も
ら
う
が
し
ば
ら
く
此
処
で
川
風
に
吹
か
れ
て
行
き
た
い
か
ら
と
そ
う
い
い
捨
て
る

と
露
に
し
め
っ
た
雑
草
の
中
を
踏ふ

み
し
だ
き
な
が
ら
ひ
と
り
で
そ
の
洲
の
剣
先
の
方
へ

歩
い
て
行
っ
て
蘆あ
し

の
生
え
て
い
る
汀
の
あ
た
り
に
う
ず
く
ま
っ
た
。
ま
こ
と
に
此
処
は

中
流
に
船
を
浮
か
べ
た
の
も
同
じ
で
月
下
に
よ
こ
た
わ
る
両
岸
の
な
が
め
を
ほ
し
い
ま

ま
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
わ
た
し
は
月
を
左
に
し
川
下
の
方
を
向
い
て
い

る
の
で
あ
っ
た
が
川
は
い
つ
の
ま
に
か
潤う
る

お
い
の
あ
る
あ
お
い
光
り
に
包
ま
れ
て
、
さ

っ
き
、
ゆ（

夕

方

）

う
が
た
の
あ
か
り
の
下
で
見
た
よ
り
も
ひ
ろ
び
ろ
と
し
て
い
る
。
…
（
略
）

…

　 

（
草
む
ら
よ
り
現
れ
た
男
（
芹
橋
慎
之
助
の
子
）
と
話
し
合
う
）

　
…
…
ま
ぶ
か
に
被
っ
て
い
る
烏
打
帽
子
の
ひ
さ
し
が
顔
の
上
へ
蔭
を
つ
く
っ
て
い
る

の
で
月
あ
か
り
で
は
仔し
さ
い細
に
た
し
か
め
に
く
い
け
れ
ど
も
と（

歳
）し
は
わ
た
し
と
同
年
輩
ぐ

ら
い
で
あ
ろ
う
、
痩や

せ
た
、
小
柄
な
体
に
和
服
の
着
流
し
で
道み

ち
ゆ
き行
の
よ
う
に
仕
立
て
た

コ
ー
ト
を
着
て
い
る
。
失
礼
な
が
ら
大
阪
か
ら
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
か
と
言
葉
の
ふ

し
ぶ
し
に
京
よ
り
は
西
の
な
ま
り
が
あ
る
の
で
た
ず
ね
る
と
、
さ
よ
う
で
ご
ざ
り
ま

す
、
大
阪
の
南
の
方
に
さ
さ
や
か
な
店
を
持
ち
ま
し
て
骨
董
を
あ
き
な
っ
て
お
り
ま
す

と
い
う
。
散
策
の
お
か
え
り
が
け
で
で
も
あ
り
ま
す
か
と
い
う
と
、
い
え
、
い
え
、
今

夜
の
月
を
み
る
つ
も
り
で
夕
刻
か
ら
出
て
来
た
の
で
ご
ざ
り
ま
す
が
例
年
な
ら
ば
京
阪

電
車
で
出
か
け
ま
す
と
こ
ろ
を
こ
と
し
は
廻
り
み（
道
）ち
を
し
て
、
新
京
阪
へ
乗
り
ま
し

て
、
こ
の
わ（
渡
し
）

た
し
を
わ
た
り
ま
し
た
の
が
仕
合
わ
せ
で
ご
ざ
り
ま
し
た
と
腰
の
あ
い
だ

か
ら
煙
草
入
れ
の
筒
を
抜
き
取
っ
て
煙キ
セ
ル管

に
き
ざ
み
を
つ
め
な
が
ら
い
う
の
で
あ
る
。

と
仰
っ
し
ゃ
る
と
ま（

毎

年

）

い
ね
ん
何
処
ぞ
場
所
を
さ
だ
め
て
月
見
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す

か
。
さ
よ
う
で
ご
ざ
り
ま
す
、
と
、
そ
う
い
っ
て
か
ら
た（
煙
草
）

ば
こ
に
火
を
つ
け
る
あ
い
だ

黙
っ
て
い
て
ま（

毎

年

）

い
ね
ん
わ
た
く
し
は
巨お

ぐ
ら椋
の
池
へ
月
見
に
ま
い
る
の
で
ご
ざ
り
ま
す
が

こ（
今
宵
）

よ
い
は
か
ら
ず
も
こ
の
と
こ
ろ
を
通
り
ま
し
て
こ
の
川
中
の
月
を
み
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
の
は
何
よ
り
で
こ
ざ
り
ま
す
。
…
（
略
）
…

　 

（ 

男
の
話
。
父
芹
橋
慎
之
助
の
若
く
し
て
夫
を
亡
く
し
た
粥
川
遊
（
お
遊
さ
ま
）
へ

の
慕
情
、
遊
の
妹
小
曽
部
静
と
結
婚
、
静
は
慎
之
助
と
遊
の
相
思
を
察
し
、
型
だ

け
の
夫
婦
生
活
、
遊
・
慎
之
助
・
静
の
奇
妙
な
関
係
。
遊
の
一
子
の
病
死
を
機
に

遊
の
再
婚
、
遊
は
巨
椋
池
近
く
の
別
荘
で
暮
ら
す
。
遊
を
垣
間
見
る
慎
之
助
に
連

れ
ら
れ
て
名
月
の
夜
、
巨
椋
池
を
歩
い
た
男
）

谷
崎
潤
一
郎
　
後
述
の
谷
崎
潤
一
郎
略
年
譜
参
照

新
京
阪
　
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
設
立
の
新
京
阪
鉄
道
株
式
会
社
が
、
天
神
橋―

淡
路―
京
都
四
条
大
宮
間
の
路
線
施
設
を
計
画
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
淡
路―

西
院
間
開
業
。
天
神
橋
か
ら
西
院
間
を
新
京
阪
線
と
呼
称
し
た
。
後
、
京
阪
神
急
行

電
鉄
と
な
り
、
現
在
、
阪
急
電
鉄
京
都
線
。

巨
椋
池

　
京
都
府
伏
見
区
・
宇
治
市
・
久
世
郡
久く
み
や
ま

御
山
町
に
あ
っ
た
東
西
四
㌔
、
南
北

三
㌔
の
池
。
木
津
川
・
桂
川
・
宇
治
川
が
合
流
、
古
代
よ
り
干
拓
が
行
わ
れ
、
豊
臣
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秀
吉
も
伏
見
城
築
城
時
に
堤
防
を
改
築
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
〜
一
六
年
、
一

大
干
拓
工
事
↓
淀
競
馬
場
な
ど
完
成
。

　（
３
）
新
淀
川

新
淀
川
（
明
治
四
三
年
完
成
の
新
淀
川
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
）

　
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
夏
、
大
洪
水
、
堤
防
決
壊
二
一
二
ヶ
所
、
浸
水
家
屋

七
万
一
千
二
四
九
戸
、
死
者
七
八
人
。

　
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
河
川
法
案
・
淀
川
改
修
案
が
国
会
で
可
決
。
工
事
着

工
。

　
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
新
淀
川
完
成
。

第
三
章
　
神
崎
川

　
神
崎
川
は
、
大
阪
市
東
淀
川
区
南
江
口
町
で
淀
川
か
ら
分
岐
し
、
東
淀
川
区
相
川
町

と
吹
田
市
高
浜
町
で
安あ

い威
川
と
合
流
、
東
淀
川
区
と
吹
田
市
、
淀
川
区
と
豊
中
市
の
境

界
を
流
れ
、
淀
川
区
加
島
と
尼
崎
市
神
崎
町
で
猪
名
川
と
合
流
、
西
淀
川
区
と
尼
崎
市

の
境
界
を
流
れ
、
河
口
付
近
で
左さ
も
ん
と

門
殿
川
と
中
島
川
に
分
岐
し
て
西
淀
川
区
西
島
・
中

島
で
大
阪
湾
に
流
入
す
る
。
古
代
や
中
世
で
は
三
国
川
と
呼
ば
れ
て
い
た
。『
続
日
本

紀
』
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
正
月
一
四
日
条
に
は
三
国
川
開
削
の
記
事
が
載
る
。

資
料
11
『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年
正
月
十
四
日
条

遣
レ

使
堀
二

摂
津
国
神
下
・
梓あ

づ
さ
え江
・
鯵あ

ぢ
ふ
の

生
野
一

、
通
二

于
三
国
川
一

　
　
①
「
三
国
川
に
通
す
」
＝
以
前
よ
り
三
国
川
存
在

　
　
②
「
三
国
川
を
通
す
」
＝
新
し
く
三
国
川
を
開
削

神
崎
川
の
河
港

　
江
口
（
淀
川
と
の
分
岐
点
）

　
神
崎
（
猪
名
川
と
の
合
流
点
、
右
岸
）

　
加
島
（
蟹
島
、
猪
名
川
と
の
合
流
点
、
左
岸
）

　
大
物
（
川
尻
、
神
崎
川
河
口
）

明治19年（1886）陸軍参謀本部の外局「陸地測量部」作成２万分の１地形図参照。
まだ新淀川は開削されておらず、神崎川と旧淀川（大川）との間には中津川が流れている。
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第
一
節
　
江
　
口

　
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
淀
川
と
三
国
川
の
連
結
↓
京
都
と
瀬
戸
内
海
の
直
結
。
江
口

宿
・
江
口
の
遊
女
の
発
展
。
↑
滝
川
政
次
郎
氏
『
遊
女
の
歴
史
』
日
本
歴
史
新
書 

至

文
堂
昭
40

資
料
12
大
江
匡
房
『
遊ゆ
う
じ
ょ
き

女
記
』（
原
漢
文
）

　
山
城
国
与よ
ど
の
つ

渡
津
よ
り
、
巨
川
に
浮
び
て
西
に
行
く
こ
と
一
日
、
こ
れ
を
河か

や陽
と
謂

ふ
。
山
陽
・
西
海
・
南
海
の
三
道
を
往
返
す
る
者
は
、
こ
の
路
に
遵よ

ら
ざ
る
は
な
し
。

江
河
南
し
北
し
、
邑む
ら

々
処と

こ
ろ々

に
流
れ
を
分
ち
て
、
河
内
国
に
向
ふ
。
こ
れ
を
江
口
と
謂

ふ
。
蓋
し
典く
す
り
の
つ
か
さ

薬
寮
の
味
原
の
牧
、
掃

か
む
も
り
の
つ
か
さ

部
寮
の
大
庭
の
庄
な
り
。

　
摂
津
国
に
到
り
て
、
神
崎
・
蟹
島
等
の
地
あ
り
。
門
を
比な
ら

べ
戸
を
連
ね
て
、
人
家
絶

ゆ
る
こ
と
な
し
。
倡う
た
め女

群た
む
ろを

成
し
て
、
扁へ

ん
し
ゅ
う舟に

棹
さ
し
て
旅
舶
に
着
き
、
も
て
枕ち

ん
せ
き席

を

薦す
す

む
。
声
は
渓
雲
を
遏と

ど

め
、
韻し

ら
べは
水
風
に
飄た

だ
よへ
り
。
経け

い
か
い廻
の
人
、
家
を
忘
れ
ず
と
い
ふ

こ
と
な
し
。
洲
産
浪
花
、
釣
翁
商
客
、
舳ぢ
く
ろ櫨
相
連
な
り
て
、
殆

ほ
と
ん
どに
水
な
き
が
ご
と
し
。

蓋
し
天
下
第
一
の
楽
し
き
地
な
り
。

　
江
口
は
観
音
が
祖は
じ
めを
為
せ
り
。
中な

か
の
き
み君・

□
・
小こ

ま馬
・
白し

ろ
め女
・
主と

の
も
り殿
あ
り
。
蟹
島
は

宮
城
を
宗む
ね

と
為な

せ
り
。
如に

ょ
い意

・
香か

う
ろ炉

・
孔く

じ
ゃ
く雀

・
立
枚
あ
り
。
神
崎
は
河か

こ菰
姫
を
長
者
と

為
せ
り
。
孤こ

そ蘇
・
宮
子
・
力
命
・
小
児
の
属た

ぐ
ひあ

り
。
皆
こ
れ
倶く

し

ら
尸
羅
の
再
誕
に
し
て
、

衣そ
と
ほ
り
ひ
め

通
姫
の
後
身
な
り
。
上
は
卿け

い
し
ょ
う相よ
り
、
下
は
黎れ

い
そ庶
に
及い

た

る
ま
で
、
牀ゆ

か
む
し
ろ筵に
接み

ち
びき
慈
愛

を
施ほ
ど
こ

さ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
ま
た
妻め

を
う
な
め妾

と
為
り
て
、
身
を
没ぼ

つ

す
る
ま
で
寵あ

い

せ
ら
る
。

賢
人
君
子
と
い
へ
ど
も
、
こ
の
行し
わ
ざを
免
れ
ず
。
南
は
住
吉
、
西
は
広
田
、
こ
れ
を
も
て

徴ち
ょ
う
へ
い
嬖
を
祈
る
の
処
と
為
す
。
殊
に
事

つ
か
ま
つる
百ひ

ゃ
く
だ
い
ふ

大
夫
は
、
道さ

へ
の
か
み

祖
神
の
一お

な
じ
な名
な
り
。
人
別
に
こ

れ
を
刳ゑ

れ
ば
、
数
は
百
千
に
及
べ
り
。
能
く
人
の
心
を
蕩と

ら
か
す
。
ま
た
古
風
な
ら
く
の

み
。

　
長
保
年
中
、
東
三
条
院
は
住
吉
の
社
・
天
王
寺
に
参
詣
し
た
ま
ひ
き
。
こ
の
時
に
禅

定（
藤
原
道
長
）

大
相
国
は
小
観
音
を
寵あ

い

せ
ら
れ
き
。
長
元
年
中
、
上
東
門
院
ま
た
御み

ゆ
き行

ま
し
ま
し

き
。
こ
の
時
に
宇（
藤
原
頼
通
）

治
大
相
国
は
中
君
を
賞

も
て
あ
そば

れ
き
。
延
久
年
中
、
後
三
条
院
は
同
じ
く

こ
の
寺
社
に
幸か
う

し
た
ま
ひ
き
。
狛
犬
・
犢こ

う
し
ら等
の
類た

ぐ
ひ、
舟
を
並
べ
て
来
れ
り
。
人
神
仙
を

謂
へ
り
。
近
代
の
勝
事
な
り
。
…
（
後
略
）

大お
お
え
の
ま
さ
ふ
さ

江
匡
房

　
長
久
二
年
（
一
〇
四
一
）
生
。
文
章
得
業
生
、
後
三
条
天
皇
・
白
河
天
皇

の
信
任
、
荘
園
整
理
に
功
績
、
正
二
位
権
中
納
言
に
昇
進
。
平
安
後
期
の
代
表
的
学

者
、
太
宰
権
帥
を
兼
務
↓
「
江
帥
」。
他
に
『
本ほ
ん
ち
ょ
う
し
ん
せ
ん
で
ん

朝
神
仙
伝
』『
江ご

う
け
し
だ
い

家
次
第
』

『
江ご
う
だ
ん
し
ょ
う

談
抄
』
な
ど
。
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
没
、
七
一
歳
。

『
遊
女
記
』　
匡
房
の
晩
年
の
執
筆
か
。
江
口
・
神
崎
・
蟹か
じ
ま島

の
遊
女
を
記
述
。

『
傀く

ぐ

つ

き

儡
子
記
』
と
と
も
に
平
安
時
代
の
遊
女
史
料
。「
遊
女
に
同
情
的
で
、
当
時
の
中

流
貴
族
の
性
格
・
嗜
好
を
示
す
」（
大
曾
根
章
介
氏
）。

　 

大
曾
根
章
介
氏
校
注
『
遊
女
記
』
岩
波
日
本
思
想
大
系
８
『
古
代
　
政
治
社
会
思

想
』

　（
１
）
西
行
と
江
口
の
遊
女

資
料
13
『
山
家
集
』

天
王
寺
へ
ま
ゐ
り
け
る
に
雨
の
降
り
け
れ
ば
、
江
口
と
申
所
に
宿
を
借
り
け
る

に
、
貸
さ
ざ
り
け
れ
ば

世新
古
今
十の
中 

を
厭
ふ
ま
で
こ
そ
か
た
か
ら
め 

仮
の
や
ど
り
を
を
し
む
君
哉 

 

返
し

い新
古
今
十へ
を
出
づ
る
人
と
し
聞
け
ば
か
り
の
宿 

心
と
む
な
と
思
ふ
ば
か
り
ぞ

資
料
14
『
西
行
上
人
集
』
李
花
亭
文
庫
本
（
久
保
田
淳
氏
編
『
西
行
全
集
』）

天
王
寺
に
ま
い
り
て
、
雨
の
ふ
り
て
、
江
口
と
申
所
に
て
、
宿
を
か
り
侍
し

に
、
か
さ
ゞ
り
け
れ
ば

世
中
を 

い
と
ふ
ま
で
こ
そ
か
た
か
ら
め 

か
り
の
宿
を
も
お
し
む
君
哉 

 

返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遊
女
た
へ

世
を
い 

と
ふ
人
と
し
聞
ば
か
り
の
宿
に 

心
と
む
な
と
思
ふ
ば
か
り
ぞ 

 

か
く
申
て
、
や
ど
し
た
り
け
り

資
料
15
『
撰
集
抄
』
巻
第
九

　
江
口
遊
女
寄
事
（
久
保
田
淳
氏
編
『
西
行
全
集
』）

　
過
ぬ
る
長
月
廿
日
あ
ま
り
の
こ
ろ
、
江
口
と
い
ふ
と
こ
ろ
を
す
ぎ
侍
し
に
、
家
は
南

北
の
河
に
さ
し
は
さ
み
、
心
は
旅
人
の
行
来
の
舟
を
思
遊
女
の
あ
り
さ
ま
、
い
と
哀
に

は
か
な
き
も
の
か
な
と
見
た
て
り
し
程
に
、
冬
を
ま
ち
え
ぬ
む
ら
時
雨
の
さ
え
く
ら
し
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侍
り
し
か
ば
、
け
し
か
る
し
づ
が
ふ
せ
や
に
た
ち
よ
り
、
晴
間
待
ま
の
や
ど
を
か
り
侍

し
に
、
あ
る
じ
の
遊
女
ゆ
る
す
け
し
き
の
見
え
侍
ら
ざ
り
し
か
ば
、
な
に
と
な
く
、

世
中
を
い
と
ふ
ま
で
こ
そ
か
た
か
ら
め 

か
り
の
や
ど
をり

を
イも
お
し
む
君
哉

と
よ
み
て
侍
り
し
か
ば
、
あ
る
じ
の
遊
女
う
ち
わ
ら
ひ
て
、

家
を
出
る
人
と
し
き
け
ば
か
り
の
宿
に 

心
と
む
な
と
思
ふ
ば
か
り
ぞ

と
返
し
て
、
い
そ
ぎ
う
ち
に
い
れ
侍
り
き
。
た
ゞ
時
雨
の
ほ
ど
の
し
ば
し
の
や
ど
ゝ
せ

む
と
こ
そ
思
ひ
し
に
、
此
歌
の
面
白
さ
に
、
一
夜
の
ふ
し
ど
ゝ
し
侍
り
き
。

　
此
あ
る
じ
の
遊
女
は
、
い
ま
は
四
十
あ
ま
り
に
も
や
な
り
侍
ら
む
。
み
め
こ
と
が

ら
、
さ
も
あ
て
や
か
に
や
さ
し
く
侍
り
き
。
夜
も
す
が
ら
、
何
と
な
き
事
ど
も
か
た
り

侍
し
中
に
、
こ
の
遊
女
の
い
ふ
や
う
、
い
と
け
な
か
り
し
よ
り
、
か
ゝ
る
遊
女
と
成
侍

り
て
、
年
比
そ
の
振
舞
を
し
侍
れ
ど
も
、
い
と
よ
し
な
く
覚
て
侍
り
。
女
は
こ
と
に
罪

の
ふ
か
き
と
承
に
、
此
振
舞
を
さ
へ
し
侍
る
こ
と
、
げ
に
前
の
世
の
宿
習
の
ほ
ど
思
し

ら
れ
侍
り
て
、
う
た
て
し
く
覚
侍
り
し
が
、
此
二
、三
年
は
此
心
い
と
ふ
か
く
成
侍
り

し
う
え
、
と
し
も
た
け
侍
り
ぬ
れ
ば
、
ふ
つ
に
そ
の
わ
ざ
を
も
し
侍
ら
ぬ
な
り
。
お
な

じ
野
寺
の
鐘
な
れ
ど
も
、
夕
は
も
の
ゝ
か
な
し
く
て
、
そ
ゞ
ろ
に
涙
に
く
ら
さ
れ
て
侍

り
。
此
か
り
そ
め
の
う
き
世
に
は
、
い
つ
ま
で
か
あ
ら
む
ず
ら
ん
と
、
あ
ぢ
き
な
く
お

ぼ
え
、
暁
に
は
心
す
み
て
、
わ
か
れ
を
し
た
ふ
鳥
の
ね
な
ん
ど
、
こ
と
に
哀
に
侍
り
。

し
か
あ
れ
ば
、
夕
は
、
こ
よ
ひ
す
ぎ
な
ば
い
か
に
も
な
ら
む
と
思
ひ
、
暁
に
は
、
此
夜

あ
け
な
ば
様
を
か
へ
て
思
ひ
と
ゞ
む
と
の
み
思
侍
れ
ど
も
、
年
を
へ
て
お
も
ひ
な
れ
に

し
世
中
と
て
、
雪
山
の
鳥
の
心
ち
し
て
、
い
ま
ゝ
で
つ
れ
な
く
て
や
み
ぬ
る
か
な
し
さ

よ
と
て
、
よ
ゝ
と
な
く
め
り
。
此
事
聞
に
、
哀
に
あ
り
が
た
く
覚
て
、
墨
染
の
袖
し
ぼ

り
か
ね
て
侍
り
き
。
夜
明
侍
り
し
か
ば
、
名
残
お
ほ
く
侍
れ
ど
も
、
再
会
を
契
て
わ
か

れ
侍
り
ぬ
。

　
さ
て
、
帰
る
道
す
が
ら
、
貴
く
お
ぼ
え
て
、
い
く
た
び
か
涙
を
も
お
と
し
け
ん
。
今

更
心
を
う
ご
か
し
て
、
草
木
を
見
る
に
つ
け
て
も
、
か
き
く
ら
さ
る
ゝ
心
地
し
侍
り
。

狂
言
綺
語
の
戯
、
讃
仏
乗
の
因
と
は
こ
れ
か
と
よ
。
か
り
の
宿
を
も
惜
君
哉
と
い
ふ
こ

し
お
れ
を
、
わ
れ
よ
ま
ざ
ら
ま
し
か
ば
、
此
遊
女
や
ど
を
か
さ
ざ
ら
ま
し
。
し
か
ら

ば
、
な
ど
て
か
、
か
ゝ
る
い
み
じ
き
人
に
も
あ
ひ
侍
る
べ
き
。
此
君
ゆ
へ
に
、
我
も
聊
い
さ
さ
か

の
心
を
須し

ゅ
ゆ臾
の
程
、
お
こ
し
侍
り
ぬ
れ
ば
、
無
上
菩
提
の
種
を
も
、
い
さ
ゝ
か
、
な
ど

か
き
ざ
ゝ
ざ
る
べ
き
と
、
う
れ
し
く
侍
り
。

　
さ
て
、
約
束
の
月
に
尋
ま
か
る
べ
き
よ
し
思
侍
し
に
、
或
上
人
の
都
よ
り
来
て
、
う

ち
ま
ぎ
れ
て
、
む
な
し
く
成
ぬ
る
本
意
な
さ
に
、
た
よ
り
の
人
を
か
た
ら
ひ
て
、
消
息

し
侍
し
に
、
か
く
申
送
侍
り
き
。

か
り
そ
め
の
世
に
は
思
ひ
を
の
こ
す
な
と 

き
ゝ
し
言
葉
わ
す
ら
れ
も
せ
ず

と
申
遣
て
侍
し
に
、
た
よ
り
に
つ
け
て
、
そ
の
返
し
侍
り
き
。
い
そ
ぎ
ひ
ら
ひ
て
侍
し

か
ば
、
世
に
も
お
か
し
き
て
に
て
、

わ
す
れ
ず
と
ま
づ
き
く
か
ら
に
袖
ぬ
れ
て 

我
身
も
い
と
ふ
夢
の
世
中

と
か
き
て
、
又
、
お
く
に
、
さ
ま
を
こ
そ
か
へ
侍
り
ぬ
れ
。
し
か
は
あ
れ
ど
も
、
心
は

つ
れ
な
く
て
な
む
と
か
き
て
、
又
か
く
、

か
み
を
ろ
し
衣
の
色
は
そ
め
ぬ
る
に 

猶
つ
れ
な
き
は
心
な
り
け
り

と
か
き
て
侍
き
。
見
し
に
、
涙
そ
ゞ
ろ
に
も
ろ
く
て
、
袂
に
う
け
か
ね
て
侍
り
け
り
。

さ
も
い
み
じ
か
り
け
る
遊
女
に
て
ぞ
侍
り
け
る
。

　
さ
や
う
の
遊
人
な
ん
ど
は
、
さ
も
あ
ら
む
人
に
な
じ
み
あ
い
せ
ら
れ
ば
や
な
ん
ど
こ

そ
思
め
る
に
、
そ
の
心
を
も
て
は
な
れ
て
、
一
筋
に
後
の
世
に
心
を
か
け
ん
事
、
あ
り

が
た
く
ぞ
侍
る
。
よ
も
お
ろ

く
の
宿
善
に
て
も
侍
ら
じ
。
世
ゝ
に
た
く
は
へ
を
き
ぬ

る
戒
行
ど
も
の
、
江
口
の
水
に
う
る
ほ
さ
れ
ぬ
る
こ
そ
。
歌
さ
へ
面
白
ぞ
侍
る
。
さ
て

も
又
、
夜
ゐ
に
は
、
此
夜
す
ぎ
な
ば
と
思
ひ
、
暁
に
は
、
あ
け
な
ば
と
涙
を
な
が
す
と

か
た
り
侍
り
し
心
の
、
つ
ゐ
に
う
ち
つ
ゞ
き
ぬ
る
に
や
、
さ
ま
か
へ
ぬ
る
は
。
其
後
も

尋
ま
か
り
た
く
侍
し
を
、
様
か
へ
て
後
は
、
江
口
に
も
す
ま
れ
ず
と
や
ら
ん
聞
侍
し
か

ば
、
終
に
む
な
し
く
て
や
み
侍
り
き
。
彼
遊
女
の
最
後
の
あ
り
さ
ま
、
な
に
と
か
侍
べ

き
と
、
返
ゝ
と
ゆ
か
し
く
侍
り
。

　
よ
ひ
暁
に
心
の
す
み
け
ん
、
こ
と
は
り
に
ぞ
侍
る
。
な
に
と
あ
る
こ
と
や
ら
ん
、
わ

れ
ら
ま
で
も
、
夕
は
物
が
な
し
く
て
、
荻
の
は
に
そ
よ
め
き
わ
た
る
秋
か
ぜ
、
嵐
か
と

す
れ
ば
、
深
山
べ
は
木
の
葉
み
だ
れ
て
、
も
の
思
時
雨
に
ま
が
ふ
木
の
葉
に
も
、
袂
を

ぬ
ら
す
は
夕
ぐ
れ
の
空
也
。
長
松
洞
暁
の
、
さ
び
た
る
猿
の
こ
ゑ
を
聞
、
胡こ
が
ん鴈
の
つ
ら

な
れ
る
音
を
き
き
侍
る
に
は
、
そ
の
事
と
な
く
心
の
す
み
て
、
す
ぞ
ろ
に
な
み
だ
の
こ

ぼ
る
ゝ
に
侍
り
。

『
撰
集
抄
』　
全
九
巻
、
西
行
述
作
体
裁
の
仮
託
の
説
話
集
。
鎌
倉
時
代
中
期
、
一
三
世

　
紀
後
半
成
立
。
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資
料
16
謡
曲
『
江
口
』

１
天
王
寺
参
詣
の
僧
（
ワ
キ
・
ワ
キ
ツ
レ
）
登
場
、
江
口
到
着
。

２
僧
は
里
の
男
（
ア
イ
）
に
江
口
の
旧
跡
を
尋
ね
る
。

３
西
行
の
古
歌
を
口
ず
さ
ん
で
懐
旧
す
る
。

ワ
キ

「
こ
れ
は
諸
国
一
見
の
僧
に
て
候
。
わ
れ
い
ま
だ
津
の
国
天
王
寺
に
参
ら
ず
候
ふ
ほ

ど
に
、
こ
の
た
び
思
ひ
立
ち
天
王
寺
に
参
ら
ば
や
と
思
ひ
候
。

ワ
キ
・
ワ
キ
ツ
レ

「
都
を
ば
、
ま
だ
夜
深
き
に
旅
立
ち
て
、
ま
だ
夜
深
き
に
旅
立
ち
て
、
淀
の

川
舟
行
く
末
は
、
鵜
殿
の
蘆
の
ほ
の
見
え
し
、
松
の
煙
の
波
寄
す
る
、
江
口
の
里
に

着
き
に
け
り
、
江
口
の
里
に
着
き
に
け
り
。（
ア
イ
と
問
答
）。

ワ
キ

「
さ
て
は
こ
れ
な
る
は
江
口
の
君
の
旧
跡
か
や
。
痛
は
し
や
、
そ
の
身
は
土
中
に
　

埋
む
と
い
へ
ど
も
、
名
は
留
ま
り
て
今
ま
で
も
、
昔
語
り
の
旧
跡
を
、
今
見
る
こ
と

の
あ
は
れ
さ
よ
。
げ
に
や
西
行
法
師
、
こ
の
と
こ
ろ
に
て
一
夜
の
宿
を
借
り
け
る

に
、
主
の
心
な
か
り
し
か
ば
、「
世
の
中
を
厭
ふ
ま
で
こ
そ
難
か
ら
め
、
仮
の
宿
り

を
惜
し
む
君
か
な
」
と
詠
じ
け
ん
も
、
こ
の
と
こ
ろ
に
て
の
こ
と
な
る
べ
し
。
あ
ら

痛
は
し
や
候
。

４
里
の
女
（
前
シ
テ
）
が
現
れ
、
西
行
と
遊
女
と
の
問
答
の
真
意
を
説
き
、
江
口
の
君

の
幽
霊
と
名
乗
っ
て
消
え
る
。

シ
テ

「
の
う
の
う
あ
れ
な
る
お
ん
僧
、
今
の
歌
を
ば
何
と
思
ひ
寄
り
て
口
ず
さ
み
給
ひ
候

ふ
ぞ
。

ワ
キ

「
不
思
議
や
な
、
人
家
も
見
え
ぬ
方
よ
り
も
、
女
性
一
人
来
た
り
つ
つ
、
今
の
詠
歌

の
口
ず
さ
み
を
、
い
か
に
と
問
は
せ
給
ふ
こ
と
、
そ
も
な
に
ゆ
ゑ
に
尋
ね
給
ふ
ぞ
。

…
（
略
）
…

地
謡

「
江
口
の
君
の
幽
霊
ぞ
と
、
声
ば
か
り
し
て
失
せ
に
け
り
、
声
ば
か
り
し
て
失
せ
に

け
り
。（
中
入
）

５
里
の
男
が
再
び
登
場
。
性
空
上
人
の
前
に
普
賢
菩
薩
が
遊
女
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
奇

瑞
を
語
、
供
養
を
勧
め
る
。

６
僧
た
ち
が
供
養
を
す
る
と
、
江
口
の
遊
女
の
亡
霊
（
後
ジ
テ
）
が
二
人
の
遊
女
（
ツ

レ
）
と
舟
に
乗
っ
て
現
わ
れ
て
遊
女
の
身
を
嘆
き
、
舟
遊
び
を
見
せ
、
棹
の
歌
を
歌

い
、
実じ
つ
そ
う
む
ろ

相
無
漏
、
随ず

い
え
ん
し
ん
に
ょ

縁
真
如
の
悟
道
を
舞
う
。

シ
テ
・
ツ
レ

「
秋
の
水
、
漲
り
落
ち
て
去
る
舟
の
、

シ
テ

「
月
も
影
さ
す
棹
の
歌
、

地
謡

「
歌
へ
や
歌
へ
、
う
た
か
た
の
あ
は
れ
昔
の
恋
し
さ
を
今
も
い（

言
ふ
＝
遊
女
）

ふ
ぢ
よ
の
舟
遊
　

び
、
世
を
わ
た
る
一
節
を
、
歌
ひ
て
い
ざ
や
遊
ば
ん
。
…
（
略
）
…

シ
テ

「
し
か
る
に
わ
れ
ら
た
ま
た
ま
受
け
が
た
き
人
身
を
受
け
た
り
と
い
へ
ど
も
、

地
謡

「
罪
業
深
き
身
と
生
ま
れ
、
こ
と
に
例
少
な
き
河
竹
の
、
流
れ
の
女
と
な
る
前
の
世

の
報
ひ
ま
で
、
思
ひ
や
る
こ
そ
悲
し
け
れ
。

７
遊
女
は
普
賢
苦
薩
、
舟
は
白
象
と
な
っ
て
西
の
空
へ
消
え
る
。

第
二
節
　
神
　
崎

　（
１
）
普
賢
菩
薩
と
な
る
遊
女

資
料
17
『
古
事
談
』
巻
第
三 

九
六
（
原
漢
文
）
岩
波
新
古
典
大
系
41

　
書
写
上
人
、
生し
ょ
う
じ
ん身の

普
賢
を
見
奉
る
べ
き
由
祈
請
し
給
ふ
に
、
夢
の
告
げ
有
り
て
云

は
く
、「
生
身
の
普
賢
を
見
奉
ら
む
と
欲お
も

は
ば
、
神
崎
の
遊
女
の
長
者
を
見
る
べ
し
」

と
云
々
。
仍よ

り
て
悦よ

ろ
こび
乍な

が

ら
神
崎
に
行
き
向
ひ
て
、
長
者
の
家
を
相あ

ひ
尋
ぬ
る
処
、
只

今
京
よ
り
上
日
の
輩
、
群む

れ
来
た
り
て
遊
宴
乱
舞
の
間
な
り
。
長
者
、
横
座
に
居
て
、

鼓
を
執
り
て
乱
拍
子
の
上
句
を
弾
く
。
其そ

の
詞
に
云
は
く
、「
周
防
む
ろ
づ
み
の
中
な

る
み
た
ら
井
に
風
は
ふ
か
ね
ど
も
さ
さ
ら
な
み
た
つ
」
と
云
々
。
其
の
時
聖
人
、
奇
異

の
思
ひ
を
成
し
て
、
眠
り
て
合
掌
す
る
時
、
件く
だ
んの

長
者
、
普
賢
の
皃
を
応
現
し
、
六
牙

の
白
象
に
乗
り
、
眉
間
の
光
を
出
だ
し
て
、
道
俗
の
人
を
照
ら
し
、
微
妙
の
音
声
を
以

て
説
き
て
曰
は
く
、「
実
相
無
漏
の
大
海
に
、
五
塵
六
欲
の
風
は
吹
か
ね
ど
も
、
随
縁

真
如
の
波
た
た
ぬ
と
き
な
し
」
と
云
々
。
其
の
時
聖
人
、
信
仰
恭
敬
し
て
、
感
涙
を
拭

ふ
。
目
を
開
く
る
時
は
、
又ま

た
元
の
如
く
女
人
の
皃
と
為
り
て
、「
周
防
室
積
」
を
弾

き
給
ひ
、
眼
を
閉
づ
る
時
は
、
又
た
菩
薩
の
形
を
現
じ
て
法
文
を
演の

ぶ
。
此
く
の
如
き

数
ヶ
度
、
敬
礼
し
て
後
、
聖
人
涕て
い
き
ふ泣
し
乍な

が

ら
退
き
帰
る
。
時
に
件く

だ
んの
長
者
俄に

は

か
に
座
を

起た

ち
て
、
閑
道
よ
り
聖
人
の
許も

と

に
追
ひ
来
た
り
て
示
し
て
云
は
く
、「
口
外
に
及
ぶ
べ

か
ら
ず
」
と
謂い

ひ
了を

は

り
て
、
即す

な
わち

逝
去
す
。
時
に
異い

き
ゃ
う香

空
に
満
つ
、
と
云
々
。
長
者
俄

か
に
頓
滅
す
る
間
、
遊
宴
の
興
醒さ

む
、
と
云
々
。

参
考
18
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
二
〇

　
雑
六

書
写
の
聖ひ
じ
り、
結
縁
経
供
養
し
侍
り
け
る
に
、
人
々
あ
ま
た
布
施
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送
り
侍
り
け
る
中
に
思
ふ
心
や
あ
り
け
ん
、
し
ば
し
取
ら
ざ
り

け
れ
ば
詠
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遊
女
宮
木

津
の
国
の
難
波
の
こ
と
か
法の
り

な
ら
ぬ 

遊
び
戯た

は
ぶれ
ま
で
と
こ
そ
聞
き
け

書
写
の
聖
　
性
空
上
人
。
生
年
不
明
、
書
写
山
円
教
寺
創
建
。
花
園
上
皇
の
帰
依
、
寛

弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
没
。

　（
２
）
法
然
上
人
と
遊
女
の
入
水

参
考
19
『
法
然
上
人
絵
伝
』
巻
三
十
四
　
第
五
段
　
京
都
知
恩
院
蔵
四
十
八
巻
本

　
同
（
播
磨
）国
室
の
泊
に
着
き
給
ふ
に
、
小
船
一
艘
近
付
き
来
る
。
こ
れ
遊
女
が
船
な
り
け

り
。
遊
女
申
さ
く
、「
上
人
の
御
船
の
由
承
り
て
推
参
し
侍
る
な
り
。
世
を
渡
る
道

区ま
ち
ま
ち々

な
り
。
如
何
な
る
罪
あ
り
て
か
、
斯か

か
る
身
と
な
り
侍
ら
む
。
こ
の
罪ざ

い
ご
う業

重
き

身
、
如
何
に
し
て
か
後
の
世
助
か
り
候
べ
き
」
と
申
し
け
れ
ば
、
上
人
哀
れ
み
て
の
給

（
宣の
た
ま）
は
く
、「
実げ

に
も
左
様
に
て
世
を
渡
り
給
ふ
ら
ん
罪ざ

い
し
ょ
う障、
真
に
軽
か
ら
ざ
れ
ば
、

酬し
ゆ
う
ほ
う
報
又
告
ば
、
酬
報
又
計
り
難
し
。
若も

し
斯
か
ら
ず
し
て
、
世
を
渡
り
給
は
ぬ
べ
き
計

り
事
あ
ら
ば
、
速
や
か
に
そ
の
業わ
ざ

を
捨
て
給
ふ
べ
し
。
若
し
余
の
計
り
事
も
な
く
、

又
、
身
命
を
顧
み
ざ
る
程
の
道
心
未
だ
起
こ
り
給
は
ず
ば
、
唯
、
そ
の
儘ま
ま

に
て
、
専も

は

ら

念
仏
す
べ
し
。
弥
陀
如
来
は
、
左
様
な
る
罪
人
の
為
に
こ
そ
、
弘ぐ
ぜ
い誓

を
も
立
て
給
へ
る

事
に
て
侍
れ
。
唯
、
深
く
本
願
を
憑
み
て
、
敢あ

へ
て
卑ひ

げ下
す
る
事
な
か
れ
。
本
願
を
憑

み
て
念
仏
せ
ば
、
往
生
疑
ひ
あ
る
ま
じ
き
」
由
、
懇
ろ
に
教
へ
給
ひ
け
れ
ば
、
遊
女
随

喜
の
涙
を
流
し
け
り
。

　
後
に
上
人
の
給
（
宣
）
ひ
け
る
は
、「
こ
の
遊
女
、
信
心
堅
固
な
り
。
定
め
て
往
生

を
遂
ぐ
べ
し
」
と
。
帰
洛
の
時
、
こ
ゝ
に
て
尋
ね
給
ひ
け
れ
ば
、「
上
人
の
御
教
訓
を

承
り
て
後
は
、
こ
の
辺
り
近
き
山
里
に
住
み
て
、
一ひ
と
す
じ途
に
念
仏
し
侍
り
し
が
、
幾
程
な

く
て
臨
終
正
念
に
し
て
往
生
を
遂
げ
侍
り
き
」
と
人
申
し
け
れ
ば
、「
為し

つ
ら
ん

く
」

と
ぞ
仰
せ
ら
れ
け
る
。

法
然
上
人

　
長
承
二
年
（
一
一
三
三
）
生
れ
、
美
作
押お
う
り
ょ
う
し
う
る
ま

領
使
漆
間
時
国
の
子
。
九
歳
出

家
、
一
五
歳
比
叡
山
入
山
、
法
名
源
空
。
源
信
の
『
往
生
要
集
』
に
よ
り
浄
土
宗
の

開
祖
。
九
条
兼
実
（
月
輪
殿
）
の
た
め
に
『
撰
択
本
願
念
仏
集
』
著
述
。
承
元
元
年

（
一
二
〇
七
）専
修
念
仏
禁
止
、
讃
岐
に
配は
い
る流

、
同
年
赦
免
。
建
暦
二
年（
一
二
一
二
）

没
、
八
〇
歳
。

『
法
然
上
人
行
状
絵
伝
』（
国
宝
）、
巻
三
四
絵
五
に
法
然
が
室
津
（
兵
庫
県
た
つ
の
市

御
津
町
）
で
舟
に
乗
っ
て
遊
女
に
説
経
（
遊
女
の
入
水
す
る
場
面
は
な
い
）

資
料
20
『
珠
光
山
遍
照
寺
如
来
院
縁
起
』　
尼
崎
市
如
来
院
蔵

　
摂
津
国
河
辺
郡
狩
野
港
珠
光
山
遍
照
寺
如
来
院
者
聖
武
天
皇
勅
願
所
、
行
基
菩
薩
之

開
基
也
…
…

　
土
御
門
院
建
永
二
年
三
月
源
空
上
人
坐
事
、
謫
于
讃
岐
国
、
出
都
自
鳥
羽
乗
船
、
達

于
神
崎
、
将
解
纜
於
蒼
海
時
、
遊
女
五
人
作
礼
上
人
、
具
足
十
念
畢
投
河
命
終
、
今
有

五
人
塚
遊
女
塚
是
也
、
上
人
憐
厭
離
之
情
於
釈
迦
堂
為
念
仏
廻
向
、
下
讃
岐
国
、
無
幾

恩
赦
、
帰
洛
途
経
神
崎
、
於
釈
迦
堂
修
行
二
夜
三
日
念
仏
、
以
為
遊
女
菩
提
也
、
道
俗

群
衆
渇
仰
上
人
…

資
料
21
『
摂
州
神
崎
遍
照
寺
如
来
院
之
事
』　
尼
崎
市
如
来
院
蔵

　
法
然
上
人
建
永
二
年
三
月
十
六
日
鳥
羽
ヨ
リ
川
船
ニ
乗
下
リ
給
ニ
、
摂
州
神
崎
ニ
ツ

キ
給
時
、
辻
子
口
ノ
遊
女
五
人
参
テ
上
人
ノ
教
化
ヲ
ウ
ケ
、
一
念
発
起
シ
テ
身
ヲ
西
方

ニ
ナ
ケ
ウ
ツ
テ
神
崎
動う
り
あ
げ上

ノ
橋
ヨ
リ
五
人
共
川
ニ
身
ヲ
投
テ
空
成
、
上
人
是
ヲ
憐
、
五

人
一
所
ニ
塚
ニ
籠
、
御
廻
向
在
シ
、
其
塚
今
ニ
神
崎
ニ
ア
リ
、
遍
照
寺
釈
迦
堂
ニ
ヲ
イ

テ
、
上
人
為
遊
女
御
廻
向
在
テ
、
海
船
ニ
乗
ウ
ツ
リ
テ
西
海
ニ
趣
、
…
…（
承
元
元
年
）

同
年
十
二
月

八
日
勅
免
ニ
ヨ
ツ
テ
帰
洛
、
則
海
船
ニ
乗
リ
、
ホ
ト
ナ
ク
摂
州
神
崎
ニ
ツ
キ
給
イ
テ
、

彼
ノ
遊
女
塚
ニ
上
人
参
、
念
仏
廻
向
在
テ
、
釈
迦
堂
ニ
ヲ
イ
テ
二
夜
三
日
念
仏
修
行
在

ニ
、
村
里
ノ
衆
人
多
ク
ア
ツ
マ
リ
、
上
人
ノ
帰
洛
勅
免
ヲ
悦
、

こ
の
他
、
神
崎
で
の
遊
女
入
水
に
、『
十
巻
伝
』（
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
刊
）、『
正

源
明
義
抄
』（
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
刊
）、『
法
然
上
人
秘
伝
遠
流
記
』（
貞
享
三
年

（
一
六
八
六
）
刊
）
な
ど
が
あ
る
↑
梅
溪
昇
氏
「
法
然
遺
跡
寺
院
と
し
て
の
来
迎
院
の

活
動
に
つ
い
て
」『
藤
堂
恭
俊
博
士
古
稀
記
念
浄
土
宗
典
籍
研
究
』（
一
九
八
八
年
）

資
料
22
『
法
然
上
人
絵
伝
』　
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
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絹
本
着
色
33
×
192
　
筆
写
は
室
町
時
代
、
原
本
の
成
立
↑
奥
書
「
建
長
五
年
正
月

二
十
五
日 

湛
空
（
花
押
）」

　
一
〇
段
の
場
面
と
詞
章

　
① 
月
輪
殿
師
暇
乞
之
時
、

　
② 

師
都
出
之
時
、

　
③ 

鳥
羽
ヨ
リ
師
船
乗
給
時
、

　
④ 

師
神
崎
付
給
時
、

　
⑤ 

遊
女
入
水
往
生
相
、

　
⑥  

兵
庫
之
沖
鬼
出
、
師
鬼
ヲ
勧
化
給
其
文
　
有
情
輪
廻
生
六
道
　
猶
如
車
輪
無
始

終
　
或
為
父
母
為
男
女
　
世
々
生
々
互
有
恩

　
⑦ 

高
砂
之
浦
付
給
時
、

　
⑧ 

室
津
付
遊
女
来
　
師
勧
給
則
名
号
　
書
授
給
時
之
相

　
⑨ 

鬼
神
往
生
相

　
⑩ 

師
都
出
船
中
瑞
相
明
星
岩
屋
之
趣
、
絵
相
顕
置
也

参
考
23
『
発
心
集
』
第
三
巻 

或
る
女
房
、
天
王
寺
に
参
り
、
海
に
入
る
事

　
鳥
羽
院
の
御
時
、
あ
る
宮
腹
に
、
母
と
女む
す
めと
同
じ
宮
仕
へ
す
る
女
房
あ
り
け
り
。
年

比ご
ろ

へ
て
後
、
此
の
女む

す
め、

母
に
先
立
ち
て
は
か
な
く
な
り
に
け
り
。
…
…
か
く
し
つ
つ
三

年
と
云
ふ
年
、
…
…
京
を
ば
過
ぎ
て
鳥
羽
の
方
へ
行
け
ば
、
…
…
天
王
寺
へ
ま
う
で
着

き
た
り
け
る
。
か
く
て
、
日
毎
に
堂
に
ま
ゐ
り
て
、
拝
み
め
ぐ
る
程
に
、
…
…
三
七
日

が
間
、
念
仏
す
る
事
二ふ
た
ご
こ
ろ

心
な
し
。
日
数
満
ち
て
後
、
云
ふ
や
う
、「
い
ま
は
京
へ
上
る

べ
き
に
と
り
て
、
音
に
聞
く
難
波
の
海
の
ゆ
か
し
き
に
、
見
せ
給
ひ
て
ん
や
」
と
云
へ

ば
、「
い
と
や
す
き
事
」
と
て
、
家
の
主あ
る
じ
し
る
べ
し
て
、
浜
に
出
で
つ
つ
、
則
ち
舟
に

相
ひ
乗
り
て
、
こ
ぎ
あ
り
く
。
い
と
面
白
し
と
て
、「
今
少
し
、
今
少
し
」
と
云
ふ
程

に
、
お
の
づ
か
ら
澳
に
遠
く
出
で
に
け
り
。
か
く
て
、
と
ば
か
り
西
に
向
ひ
て
念
仏
す

る
事
し
ば
し
あ
り
て
、
海
に
づ
ぶ
と
落
ち
入
り
ぬ
。「
あ
な
、
い
み
じ
」
と
て
、
ま
ど

ひ
し
て
取
り
上
げ
ん
と
す
れ
ど
、
石
な
ど
を
投
げ
入
る
る
が
如
く
に
し
て
沈
み
ぬ
れ

ば
、「
あ
さ
ま
し
」
と
あ
き
れ
さ
わ
ぐ
程
に
、
空
に
雲
一
む
ら
出
で
来
て
、
舟
に
う
ち

お
ほ
ひ
て
、
か
う
ば
し
き
匂
ひ
あ
り
。
家
主
、
い
と
貴
く
あ
は
れ
に
て
、
泣
く
泣
く
こ

ぎ
帰
り
に
け
り
。
そ
の
時
、
浜
に
人
の
多
く
集
ま
り
て
物
を
見
あ
ひ
た
る
を
、
知
ら
ぬ

や
う
に
て
問
ひ
け
れ
ば
、「
澳
の
方
に
紫
の
雲
立
ち
た
り
つ
る
」
な
ん
ど
云
ひ
け
る
。

（
後
略
）

極
楽
往
生
の
入
水
↓
補ふ
だ
ら
く
じ
ょ
う
ど

陀
落
浄
土
へ
の
入
水
（
補
陀
落
渡
海
）
が
有
名
。

参
考
24
上
田
秋
成
　『
春
雨
物
語
』　
宮
木
が
塚

　（
大
意
）
父
納
言
の
君
、
零
落
、
だ
ま
さ
れ
て
娘
は
遊
女
に
売
ら
れ
る
↓
伊
丹
の
名

家
の
若
者
太
十
の
寵
愛
を
受
け
る
。
神
崎
に
着
い
た
法
然
上
人
よ
り
念
仏
を
授
け
ら
れ

入
水
。

　（
３
）
義
経
の
逆
櫓

資
料
25
『
平
家
物
語
』　
巻
第
十
一
　
逆
櫓

　
同
（
元
暦
二
年
）二

月
三
日
、
九
郎
大
夫
判
官
義
経
、
都
を
た
つ
て
、
摂
津
国
渡
辺
よ
り
船
揃
へ
し

て
、
八
嶋
へ
す
で
に
寄
せ
ん
と
す
。
参
河
守
範
頼
も
同
日
に
都
を
立
つ
て
、
摂
津
国
神

崎
よ
り
兵
船
を
揃
へ
て
、
山
陽
道
へ
お
も
む
か
ん
と
す
。
…

　
同
十
六
日
、
渡
辺
・
神
崎
両
所
に
て
、
こ
の
日
ご
ろ
揃
へ
け
る
舟
ど
も
、
艫と
も
づ
な綱
す
で

に
解
か
ん
と
す
。
お
り
ふ
し
北
風
木
を
折
つ
て
激
し
う
吹
け
れ
ば
、
大
浪
に
舟
ど
も
さ

ん

ぐ
に
打
ち
損
ぜ
ら
れ
て
、
出い

だ

す
に
及
ば
ず
。
修
理
の
た
め
に
其
日
は
と
ゞ
ま
る
。

…
…
梶
原
申
け
る
は
、「
今
度
の
合
戦
に
は
、
舟
に
逆（
さ
か
ろ
）櫓を

た
て
候
ば
や
」。
判
官
「
逆

櫓
と
は
何
ぞ
」。
梶
原
「
馬
は
駆
け
ん
と
思
へ
ば
弓ゆ
ん
で手
へ
も
馬め

て手
へ
も
ま
は
し
や
す
し
。

舟
は
き
つ
と
押
し
戻
す
が
大
事
に
候
。
艫と
も
へ舳

に
櫓
を
立
て
ち
が
へ
、
脇わ

い
か
ぢ楫

を
入
れ
て
、

何ど
な
た方
へ
も
や
す
う
押
す
や
う
に
し
候
ば
や
」
と
申
け
れ
ば
、
判
官
宣

の
た
ま
ひけ
る
は
、「
軍
と

い
ふ
物
は
一ひ
と

引
き
も
引
か
じ
と
思
ふ
だ
に
も
、
間あ

は
ひ
あ
し悪け
れ
ば
引
く
は
常
の
習
な
り
。
も

と
よ
り
逃
げ
設ま
う

け
し
て
は
な
ん
の
よ
か
ら
う
ぞ
。
ま
づ
門
出
の
悪あ

し

さ
よ
。」
…
…

　
二
月
十
六
日
の
丑
の
剋
に
、
渡
辺
・
福
島
を
い
で
て
、
明
く
る
卯
の
時
に
阿
波
の
地

に
こ
そ
吹
き
着
け
た
り
。

資
料
26
幸
若
舞
『
築
島
』
岩
波
新
古
典
大
系
59
『
舞
の
本
』

　
平
清
盛
は
福
原
に
新
都
を
定
め
、
築
港
を
思
い
立
つ
。
国
綱
を
奉
行
に
、
安
倍
安
氏

の
占
文
で
始
め
た
工
事
が
失
敗
し
、
三
十
人
を
召
し
捕
っ
て
人
柱
を
立
て
る
。
一
門
の
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人
々
は
人
柱
の
中
止
を
進
言
す
る
が
、
清
盛
は
聞
き
入
れ
な
い
。
三
十
人
目
の
人
柱
、

修
行
者
の
刑
部
左
衛
門
国
春
は
、
行
方
不
明
の
娘
名
月
女
を
探
し
て
行
脚
中
。
名
月
女

は
父
の
運
命
を
知
り
、
夫
の
家
包
と
助
命
の
奔
走
を
し
て
許
さ
れ
る
。
人
柱
を
立
て
る

刻
限
に
、
童
の
松
王
が
人
柱
の
身
替
り
を
申
し
出
る
。
皆
釈
放
さ
れ
、
一
万
部
の
法
華

経
と
共
に
松
王
は
沈
め
ら
れ
る
。
工
事
は
成
就
し
経
の
島
と
命
名
。

第
三
節
　
大
　
物

大
物
　
神
崎
川
河
口
　
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
戸
田
氏
鉄
の
尼
崎
城
築
城
に
よ
り
大

物
　
港
の
家
屋
・
寺
院
な
ど
西
に
移
転
↓
現
在
の
寺
町

　（
１
）
義
経
と
静
御
前

資
料
27
『
義
経
記
』
巻
第
四
　
都
落
ち
の
義
経
一
行
、
四
国
に
向
か
う
途
中
、
暴
風

雨
↓
大
物
に
漂
着
↓
大
物
合
戦

　
そ
の
日は
う
ぐ
は
ん
い
く
さ

判
官
軍
に
勝
ち
す
ま
し
給
ひ
け
り
。
御
舟
の
中う

ち

に
も
手て

お負
ふ
者
十
六
人
、
死

ぬ
る
は
八
人
ぞ
有
り
け
る
。
死
し
た
る
者
を
ば
、
敵
に
首
を
取
ら
れ
じ
と
、
大
物
の
沖

に
ぞ
沈
め
け
る
。

　
其
日
は
御
舟
に
て
日
を
暮
し
給
ふ
。
夜
に
入
り
け
れ
ば
人
々
皆
陸く
が

に
上
げ
奉
り
給
ひ

て
、
志
こ
こ
ろ
ざ
しは
切せ

つ

な
け
れ
ど
も
斯か

く
て
は
叶
ふ
ま
じ
と
て
、
皆
方
々
へ
ぞ
送
ら
れ
け
る
。
二

位
大
納
言
の
姫
君
は
駿
河
次
郎
承
つ
て
送
り
奉
る
。
久く
が
お
ほ
い

我
大
臣
殿
の
姫
君
を
ば
喜き

さ
ん
た

三
太

が
送
り
奉
る
。
そ
の
外ほ
か

残
り
の
人
々
は
皆
縁え

ん
え
ん々

に
付
け
て
ぞ
送
り
給
ひ
け
る
。
中
に
も

静い
ず
かを
ば
志
深
く
や
思
は
れ
け
ん
、
具
し
給
ひ
て
、
大
物
浦
を
ば
立
ち
給
ひ
て
、
渡わ

た
な
べ辺
に

着
い
て
、
明
く
れ
ば
…

資
料
28
謡
曲
『
舟
弁
慶
』

ワ
キ
（
弁
慶
）「
お
ん
急
ぎ
候
ふ
ほ
ど
に
、
こ
れ
は
は
や
大
物
の
浦
に
お
ん
着
き
に
て
候
。
そ

れ
が
し
存
じ
の
者
の
候
ふ
間
、
お
ん
宿
の
こ
と
を
申
し
付
け
う
ず
る
に
て
候
…

ワ
キ

「
い
か
に
わ
が
君
へ
申
し
上
げ
候
。
恐
れ
多
き
申
し
ご
と
に
て
候
へ
ど
も
、
ま
さ
し

く
静し
ず
かは

お
ん
供
と
見
え
申
し
て
候
、
今
の
折
節
な
に
と
や
ら
ん
似
合
は
ぬ
や
う
に
ご

ざ
候
へ
ば
、
あ
つ
ぱ
れ
こ
れ
よ
り
お
ん
返
し
あ
れ
か
し
と
存
じ
候
。

子
方
（
義
経
）「
と
も
か
く
も
弁
慶
計
ら
ひ
候
へ

ワ
キ

「
畏

か
し
こ
まつ
て
候
。（
橋
掛
か
り
よ
り
幕
に
向
っ
て
）
い
か
に
こ
の
屋
の
内
に
静
の
お
ん

入
り
候
ふ
か
。
君
よ
り
の
お
ん
使
に
武
蔵
が
参
り
て
候
。

シ
テ
（
静
）「
武
蔵
殿
と
は
あ
ら
思
ひ
寄
ら
ず
や
。
何
の
た
め
の
お
ん
使
に
て
候
ふ
ぞ
。

ワ
キ

「
さ
ん
候
只
今
参
る
こ
と
余
の
儀
に
あ
ら
ず
。
わ
が
君
の
御
諚
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

お
ん
参
り
返
す
が
へ
す
も
神
妙
に
候
。
さ
り
な
が
ら
、
只
今
は
似
合
は
ぬ
や
う
に
候

へ
ば
、
こ
れ
よ
り
お
ん
帰
り
あ
れ
と
の
お
ん
事
に
て
候
。

シ
テ

「
こ
れ
は
思
ひ
も
寄
ら
ぬ
仰
せ
か
な
。
い
づ
く
ま
で
も
お
ん
供
と
こ
そ
思
ひ
し
に
、

頼
み
て
も
頼
み
な
き
は
人
の
心
な
り
。
あ
ら
な
に
と
も
な
や
候
。

ワ
キ

「
さ
て
お
ん
返
事
を
ば
な
に
と
申
し
候
ふ
べ
き
ぞ
。

シ
テ

「
み
づ
か
ら
お
ん
供
申
し
、
君
の
お
ん
大
事
に
な
り
候
は
ば
、
留
ま
り
候
ふ
べ
し
。

…
よ
く
よ
く
物
を
案
ず
る
に
、
こ
れ
は
武
蔵
殿
の
お
ん
計
ら
ひ
と
思
ひ
候
ふ
ほ
ど

に
、
わ
ら
は
参
り
直じ
き

に
お
ん
返
事
を
申
し
候
ふ
ベ
し
。

ワ
キ

「
そ
れ
は
と
も
か
く
も
お
ん
計
ら
ひ
に
て
候
。
さ
ら
ば
お
ん
参
り
候
へ
。
…
い
か
に

申
し
上
げ
候
。
静
の
お
ん
参
り
に
て
候
。

子
方

「
い
か
に
静
、
こ
の
た
び
思
は
ず
も
落
人
と
な
り
落
ち
下
る
と
こ
ろ
に
、
こ
れ
ま
で

遥
々
来
た
る
心
ざ
し
、
返
す
が
へ
す
も
神
妙
な
り
。
さ
り
な
が
ら
遥
々
の
波は
と
う涛
を
凌し

の

ぎ
下
ら
ん
こ
と
然
る
べ
か
ら
ず
。
ま
づ
こ
の
た
び
は
都
に
上
り
、
時
節
を
待
ち
候

へ
。

シ
テ

「
さ
て
は
ま
こ
と
に
わ
が
君
の
御
諚
に
て
候
ふ
ぞ
や
…

子
方

「
い
か
に
弁
慶
、
静
に
酒
を
勧
め
候
へ
。

ワ
キ

「
畏
つ
て
候
。
げ
に
げ
に
こ
れ
は
お
ん
門
出
で
の
行
く
末
千
代
ぞ
と
き
く
の
盃
。
静

に
こ
そ
は
勧
め
け
れ
。

シ
テ

「
わ
ら
は
も
君
の
お
別
れ
、
遣
る
方
な
さ
に
か
き
昏く

れ
て
、
涙
に
む
せ
ぶ
ば
か
り
な

り
。

ワ
キ

「
い
や
い
や
、
こ
れ
は
苦
し
か
ら
ぬ
。
旅
の
舟
路
の
門
出
の
和
歌
。
た
だ
ひ
と
さ
し

と
勧
む
れ
ば
。

シ
テ

「
そ
の
時
、
静
は
立
ち
上
が
り
、
時
の
調
子
を
取
り
あ
へ
ず
。
渡と

こ
う口

の
郵い

う
せ
ん船

は
風
静

ま
つ
て
出
づ
、
波は
と
う頭

の
謫た

く
し
ょ所

は
日
晴
れ
て
見
ゆ
。

ワ
キ

「
こ
れ
に
烏
帽
子
の
候
。
召
さ
れ
候
へ
。

シ
テ

「
立
ち
舞
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
身
の
、
袖
う
ち
振
る
も
恥
ず
か
し
や
。
…

地
謡

「
舟
子
ど
も
、
は
や
艫と

も
づ
な綱
を
と
く
と
く
と
、
は
や
艫
綱
を
疾と

く
疾
く
と
、
勧
め
申
せ
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ば
判ほ
う
が
ん官

も
旅
の
宿
り
を
出
で
給
へ
ば
、

シ
テ

「
静
は
泣
く
泣
く

地
謡

「
烏
帽
子
直ひ

た
た
れ垂
脱
ぎ
捨
て
て
、
涙
に
む
せ
ぶ
お
ん
別
れ
、
見
る
目
も
あ
は
れ
な
り
け

り
。
見
る
目
も
あ
は
れ
な
り
け
り
。

　（
２
）
一
宮
御
息
所
の
略
奪
と
武
文
の
自
刃

資
料
29
『
太
平
記
』
巻
第
十
八
　
春
宮
還
御
事
付

一
宮
御
息
所
事

　
一
宮
（
後
醍
醐
天
皇
第
一
皇
子
尊た
か
よ
し良
親
王
）
が
「
賀
茂
ノ
糺
ノ
宮
ヘ
詣
サ
セ
給
ヒ
」

帰
途
、「
誰
ガ
栖ス
ム
ヤ
ド宿
ト
ハ
不
知
、
墻
ニ
苔
ム
シ
瓦
ニ
松
生オ

ヒ

テ
、
年
久
ク
住
荒
シ
タ
ル
宿

ノ
物
サ
ビ
シ
気ゲ

ナ
ル
ニ
、
撥
音
気
高
ク
青
海
波
ヲ
ゾ
調
ベ
タ
ル
。「
怪
シ
ヤ
如
何
ナ
ル

人
ナ
ル
ラ
ン
」
ト
、
洗
（
透
力
）墻
ニ
御
車
ヲ
駐ト

ド

メ
サ
セ
テ
、
遙
ニ
見
入イ

レ

サ
セ
給
ヒ
タ
レ
バ
、
見

ル
人
有
ト
モ
不
レ

知
体
ニ
テ
、
暮
居
空
ノ
月
影
ノ
、
時
雨
ノ
雲
間
ヨ
リ
幽ホ

ノ
ボ
ノ々

ト
顕ア

ラ
ハ

レ
出イ

デ

タ
ル
ニ
、
御
簾
ヲ
高
ク
巻
上
テ
、
年
ノ
程
二（

十
六
）八

許バ
カ
リナ

ル
女
房
ノ
秋
ノ
別
ヲ
慕
フ
琵
琶
ヲ

弾
ズ
ル
ニ
テ
ゾ
有ア
リ

ケ
ル
」
↓
「
絵
ニ
カ
キ
タ
リ
シ
形カ

タ
チニ
ダ
ニ
、
御
心
ヲ
悩
サ
レ
シ
御
事

也
。
マ
シ
テ
実
ノ
色
ヲ
被
二

御
覧
一

テ
、
何イ

カ

ニ
セ
ン
ト
恋
忍
バ
セ
給
モ
理

コ
ト
ワ
リ哉
」

　
↓
今
出
川
右
大
臣
公
顕
の
息
女
と
判
明
↓
今
出
川
邸
の
歌
会
に
出
座
。
饗
宴
の
後
、

「
時オ
リ
フ
シ
ア
タ
リ

節
辺
ニ
人
モ
無ナ

ク

テ
、
灯

ト
モ
シ
ビサ
ヘ
幽
ナ
レ
バ
、
妻
戸
ヲ
少
シ
押
開ア

ケ

テ
内
ニ
入イ

ラ

セ
給
タ
ル

ニ
、
女
ハ
驚
ク
貌カ
タ
チ

ニ
モ
非
ズ
、
閑ノ

ド

ヤ
カ
ニ
モ
テ
ナ
シ
テ
、
ヤ
ハ
ラ
衣
引ヒ

キ
カ
ヅ
イ

被
テ
臥
タ
ル

化ケ
ハ
ヒ妝

、
云イ

ヒ
シ知

ラ
ズ
ナ
ヨ
ヤ
カ
ニ
、
閑ミ

ヤ
ビ
ヤ
カ麗ナ

リ
。
宮
モ
傍
ニ
寄ヨ

リ
フ
セ
タ
マ
ヒ

伏
給
テ
、
有
シ
ナ
ガ
ラ
ノ

心
尽
シ
、
哀
ナ
ル
迄
ニ
聞
ヘ
ケ
レ
共
、
女
ハ
イ
ラ
ヘ
モ
申
サ
ズ
、
只
思
ヒ
ニ
シ
ホ
レ
タ

ル
其ソ
ノ
ケ
シ
キ

気
色
、
誠
ニ
匂
深
シ
テ
、
花
薫
リ
月
霞
ム
夜
ノ
手
枕
ニ
、
見
終ハ

テ

ヌ
夢
ノ
化

オ
モ
カ
ゲア

ル
御

心
迷
ニ
…
…
」
↓
「
其
後
ヨ
リ
ハ
、
彼
方
此
方
ニ
結
ビ
置
レ
シ
心
ノ
下
紐
打
解
テ
、
小

夜
ノ
枕
ヲ
川
嶋
ノ
水
ノ
心
モ
浅
カ
ラ
ヌ
御
契
ニ
成
シ
カ
バ
、
生イ
キ

テ
ハ
偕
老
ノ
契
深
ク
、

又
死
テ
ハ
同
苔
ノ
下
ニ
モ
ト 

思
オ
ボ
シ
メ
シ
カ
ヨ
ハ

召
通
シ
テ
…
…
」

　
↓
「
又
天
下
ノ
乱
出イ
デ
キ
タ
ツ
来
テ
（
元
弘
の
変
）、
一
宮
ハ
土
佐
ノ
畑
ヘ
被
流
サ
セ
給
シ
カ

バ
、
御ミ
ヤ
ス
ド
コ
ロ

息
所
ハ
独
都
ニ
留ト

ド
マ

ラ
セ
給
テ
…
…
」
↓
「
只
一
人
召メ

シ
ツ
カ
ハ仕

レ
ケ
ル

右エ
モ
ン
フ
シ
ヤ
ウ
ハ
ダ
ノ
タ
ケ
ブ
ン

衛
門
府
生
秦
武
文
ト
申
随
身
ヲ
御
迎ム

カ
ヒニ

京
ヘ
上
セ
ラ
ル
」
↓
「
御
文
ヲ
捧
タ
リ
。
急

ギ
披ヒ
ラ
キテ

御
覧
ゼ
ラ
ヽ
ル
ニ
、
ゲ
ニ
モ
御
思
ヒ
ノ
切
ナ
ル
色
サ
モ
コ
ソ
ト
覚
テ
、
言
ノ
葉

毎ゴ
ト

ニ
置オ

ク

露
ノ
、
御
袖
ニ
余
ル
許
ナ
リ
。「
ヨ
シ
ヤ
何イ

カ

ナ
ル
夷ヒ

ナ

ノ
栖ス

マ
ヒ居
ナ
リ
ト
モ
、
其ソ

ノ
ウ
キ憂

ニ
コ
ソ
責セ
メ

テ
ハ
堪タ

ヘ

メ
」
ト
テ
、
既
ニ
御
門
出
有ア

リ

ケ
レ
バ
、
武
文
甲
斐
々
々
敷シ

ク

御
輿
ナ
ン

ド
尋
出イ

デ

シ
、
先マ

ヅ

尼
崎
マ
デ
下
シ
進マ

イ
ラセ

テ
、
渡
海
ノ
順
風
ヲ
ゾ
相
待
ケ
ル
」

　
↓
筑
紫
の
武
士
松
浦
五
郎
の
横
恋
慕
↓
松
浦
の
郎
等
三
十
余
人
の
侵
入
↓
「
武
文
ハ

京
家
ノ
者
ト
云
ナ
ガ
ラ
、
心
剛カ
ウ

ニ
シ
テ
日ヒ

比ゴ
ロ

モ
度ド

ド々

手
柄
ヲ
顕ア

ラ
ハ
シ
タ
ル
者
ナ
リ
ケ
レ

バ
」
↓
「
傍ソ
バ

ナ
ル
在
家
ニ
火
ヲ
懸カ

ケ

テ
、
又
喚ワ

メ
イテ
ゾ
寄ヨ

セ

タ
リ
ケ
ル
。
武
文
心
ハ
武タ

ケ

シ
ト
イ

ヘ
共
、
浦
風
ニ
吹フ
キ

覆オ
ボ

ハ
レ
タ
ル
烟
ニ
目
暮ク

レ

テ
、
可
レ

防フ
セ
グ

様ヤ
ウ

モ
無
リ
ケ
レ
バ
、
先
御
息
所

ヲ
掻カ
イ

負オ
ヒ

進マ
イ
ラセ

、
向
フ
敵
ヲ
打
払
テ
、
澳オ

キ

ナ
ル
船
ヲ
招
キ
、「
何
ナ
ル
舟
ニ
テ
モ
ア
レ
、

女
性
暫
シ
バ
ラ
ク
ノ
セ
マ
ヰ
ラ

乗
進
セ
テ
タ
ビ
候
へ
。」
ト
申
テ
、
汀ミ

ギ
ハ
ニ
ゾ
立
タ
リ
ケ
ル
。
舟
シ
モ
コ
ソ
多
カ

ル
ニ
、
松
浦
ガ
迎ム
カ
ヒニ
来
タ
ル
舟
是コ

レ

ヲ
聞
テ
、
一
番
ニ
渚
ヘ
差サ

シ

寄ヨ
セ

タ
レ
バ
、
武
文
大
ニ
悦

デ
、
屋
形
ノ
内
ニ
打ウ
チ

置オ
キ

奉
り
、
取ト

リ

落オ
ト

シ
タ
ル
御
具
足
、
御
伴ト

モ

ノ
女
房
達
ヲ
モ
、
舟
ニ
乗

ン
ト
テ
走
ワ
シ
リ
カ
ヘ
リ
帰
タ
レ
バ
、
宿
ニ
ハ
早ハ

ヤ

火
懸カ

カ
ツテ
、
我
方
様
ノ
人
モ
ナ
ク
成
ニ
ケ
リ
。
松
浦
ハ

適タ
マ
タ
マ
我ワ

ガ
舟
ニ
此
女
房
ノ
乗
セ
給
タ
ル
事
、
可

シ
カ
ル

レ

然ベ
キ

契チ
ギ
リノ
程
哉
ト
無カ

ギ
リ
ナ
ク

レ

限
悦
テ
、「
是
マ
デ

ゾ
。
今
ハ
皆
舟
ニ
乗
レ
。」
ト
テ
、
郎
等
・
眷
属
百
余
人
、
捕ト
ル
モ
ノ物

モ
不ト

リ二

取ア
ヘ

敢ズ

一

皆
此
舟

ニ
取
乗
テ
、
眇ハ
ル
カ

ノ
澳オ

キ

ニ
ゾ
漕
出
シ
タ
ル
。
武
文
渚ナ

ギ
サ

ニ
帰

カ
ヘ
リ
キ
タ
ツ

来
テ
、「
其
御
舟
被ヨ

セ
ラ
レ

レ

寄
候
へ
。

先
ニ
屋
形
ノ
内
ニ
置オ
キ
マ
ヰ
ラ進セ
ツ
ル
上ジ

ヤ
ウ
ラ
フ﨟ヲ
、
陸ク

ガ

へ
上ア

ゲ
マ
ヰ
ラ進セ
ン
。」
ト
喚ヨ

バ
ハリ
ケ
レ
ド
モ
、「
耳

ニ
ナ
聞キ
キ
イ
レ入
ソ
。」
ト
テ
、
順
風
ニ
帆
ヲ
上
タ
レ
バ
、
船
ハ
次
第
ニ
隔ヘ

ダ
タ
リ
ヌ
。
又
手
繰グ

リ

ス

ル
海
士
ノ
小
船
ニ
打
乗
テ
、
自
ミ
ヅ
カ
ラ櫓
ヲ
推オ

シ

ツ
ヽ
、
何ナ

ン
ト
モ共
シ
テ
御
舟
ニ
追オ

ヒ
ツ
カ著
ン
ト
シ
ケ
レ

共
、
順
風
ヲ
得
タ
ル
大
船
ニ
、
押オ
シ
テ手
ノ
小
舟
非
レ

可
二

追
付
一

。
遙
ノ
沖
ニ
向ム

カ
ツテ
、
挙ア

ゲ
レ

扇
テ

招
キ
ケ
ル
ヲ
、
松
浦
ガ
舟
ニ
ド
ッ
ト
笑

ワ
ラ
フ

声
ヲ
聞
テ
、「
安
カ
ラ
ヌ
者
哉
。
其
儀
ナ
ラ
バ

只
今
ノ
程
ニ
海
底
ノ
龍
神
ト
成
テ
、
其
舟
ヲ
バ
遣ヤ
ル

マ
ジ
キ
者
ヲ
。」
ト
忿イ

カ
ツ

テ
、
腹
十
文

字
ニ
掻カ
キ
キ
ツ切
テ
、
蒼
海
ノ
底
ニ
ゾ
沈
ケ
ル
。」

　
↓
「
其
夜
ハ
大
物
ノ
浦
ニ
碇イ
カ
リヲ

下
シ
テ
世
ヲ
浦（

恨
＝
浦
）風ニ

漂
ヒ
給
フ
。
明
レ
バ
風
能ヨ

ク
ナ
リ成

ヌ

ト
テ
、
同
ジ
泊
リ
ノ
船
共
、
帆
ヲ
引
梶
ヲ
取
リ
、
己
ガ
様
々
漕
行
ケ
バ
、
都
ハ
早
迹ア
ト

ノ

霞
ニ
隔
リ
ヌ
。」
↓
「
阿
波
ノ
鳴
戸
ヲ
通
ル
処
、
俄
ニ
風
替
リ
、
塩
向
フ
テ
、
此コ

ノ

船
更

ニ
不ユ
キ
ヤ
ラ
ズ

二

行
遣
一

。」
↓
「
船
中
ノ
上
下
異
口
同
音
ニ
観
音
ノ
名ミ

ヤ
ガ
ウ号
ヲ
唱

ト
ナ
ヘ

奉
リ
ケ
ル
時
、
不

思
議
ノ
者
共
波
ノ
上
ニ
浮
ビ
出イ
デ

テ
見
へ
タ
リ
。
先
一
番
ニ
退

コ
キ
ク
レ
ナ
イ
紅
著
タ
ル
仕ジ

チ
ヤ
ウ丁
ガ
、
長
持

ヲ
舁カ
キ

テ
通
ル
ト
見
へ
テ
打ウ

チ
ウ
セ失

ヌ
。
其ソ

ノ
ツ
ギ次

ニ
白シ

ロ
ア
シ
ゲ

葦
毛
ノ
馬
ニ
白
鞍
置
タ
ル
ヲ
、
舎
人
八
人

シ
テ
引
テ
通
ル
ト
見
へ
テ
打
失
ヌ
。
其
次
ニ
大
物
ノ
浦
ニ
テ
腹
切
テ
死シ
シ

タ
リ
シ
右エ

モ
ン
ノ

衛
門

府フ
シ
ヤ
ウ
ハ
ダ
ノ
タ
ケ
ブ
ン

生
秦
武
文
、
赤
糸
威
ノ
鎧
、
同
毛
ノ
五
枚
甲
ノ
緒
ヲ
締
、
黄キ

ツ
キ
ゲ

鴾
毛
ナ
ル
馬
ニ
乗
テ
、

弓
杖
ニ
ス
ガ
リ
、
皆
紅
ノ
扇
ヲ
挙
ゲ
、
松
浦
ガ
舟
ニ
向
テ
、
其ソ
ノ

舟
留ト

マ
レ
ト
招
ク
様
ニ

見
へ
テ
、
浪
ノ
底
ニ
ゾ
入
ニ
ケ
ル
。」
↓
御
息
所
と
水ス
ヰ
シ
ユ手
（
船
頭
）
を
小
舟
に
乗
せ
る
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↓
武ム
シ
マ島

（
沼
島
か
）
に
漂
着
↓
海
士
の
世
話
に
な
る
。

　
↓
「
去
程
ニ
其
年
（
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
））
ノ
春
ノ
比
ヨ
リ
、
諸
国
ニ
軍
イ
ク
サ
オ
コ
ツ
起

テ
、
六
波
羅
・
鎌
倉
・
九
州
・
北
国
ノ
朝
敵
共
、
同
時
ニ
滅
ビ
シ
カ
バ
、
先
帝
（
後
醍

醐
天
皇
）
ハ
隠
岐
国
ヨ
リ
還
幸
成
り
、
一
宮
ハ
土
佐
ノ
畑
ヨ
リ
都
ヘ
帰
リ
入
ラ
セ
給

フ
。
天
下
悉
コ
ト
ゴ
ト
ク公

家
一
統
ノ
御
世
ト
成
テ
目
出
カ
リ
シ
カ
共
、
一
宮
ハ
唯
御
息
所
ノ
今
世

ニ
坐マ
シ
マサ

ヌ
事
ヲ
嘆

ナ
ゲ
キ
オ
ボ
シ
メ
シ

思
食
ケ
ル
処
ニ
、
淡
路
ノ
武ム

シ
マ島

ニ
未イ

マ
ダ
イ
キ生テ

御ゴ
ザ
ア
リ

坐
有
ト
聞キ

コ

ヘ
ケ
レ
バ
、

急
御
迎
ヲ
被ク
ダレ

下
サ
レ

、
都
ヘ
帰
上
ラ
セ
給
フ
。」
↓
こ
の
後
、
一
宮
は
新
田
義
貞
と
と
も
に

越
前
金か
ね
が
さ
き崎城
（
敦
賀
市
）
に
あ
っ
た
が
、
延
元
二
年
（
一
三
三
七
）
足
利
方
の
高
師
泰

に
攻
め
ら
れ
自
害
。

資
料
30
御
伽
草
子
『
中
書
王
物
語
』

 

（
後
醍
醐
天
皇
皇
子
一
宮
尊た

か

良よ
し

親
王
は
、
関
白
左
大
臣
家
の
絵
合
わ
せ
で
描
か
れ
た

源
氏
絵
の
女
性
に
憧
れ
る
。
下
鴨
社
参
詣
の
帰
途
、
源
氏
物
語
絵
そ
っ
く
り
の
女

性
を
垣
間
見
、
恋
に
陥
ち
る
。
今
出
川
公
顕
の
姫
君
と
わ
か
り
、
二
人
は
結
婚
し

て
姫
君
は
一
の
宮
の
御
息
所
と
な
る
。
元
弘
の
乱
が
興
り
、
一
宮
は
土
佐
に
流
さ

れ
る
。）

　
　
御
警
固
に
候
け
る
有
井
の
庄
司
な
に
か
し
と
い
ふ
者
、
心
あ
る
物
に
て
、
な
に
か

く
る
し
く
さ
ふ
ら
ふ
へ
き
、
し
の
ひ
や
か
に
、
御
や
す
所
を
こ
れ
へ
く
た
し
ま
い
ら

せ
た
ま
ひ
て
、
御
心
を
も
な
く
さ
め
ら
れ
候
へ
か
し
と
て
、
御
き
ぬ
一
か
さ
ね
て
う

し
て
、
み
ち
の
ほ
と
の
、
よ
う
い
ま
て
さ
た
し
け
れ
は
、
宮
は
か
き
り
な
く
う
れ
し

く
お
ほ
し
め
さ
れ
て
、
只
一
人
め
し
つ
か
は
れ
け
る
右
衛
門
府
生
秦
武
文
と
い
ふ
御

随
身
を
、
都
へ
の
ほ
せ
ら
れ
け
り
…
（
略
）
…

　 

（
上
洛
し
た
武
文
は
御
息
所
を
尋
ね
て
土
佐
に
向
っ
て
尼
崎
で
風
待
ち
を
す
る
。）

　
折
ふ
し
、
肥
前
の
国
人
松
浦
五
郎
と
い
ひ
け
る
武
士
、
こ
れ
も
こ
の
浦
に
風
を
待
て

ゐ
た
り
け
る
か
、
御
息
所
の
御
姿
を
垣
の
ひ
ま
よ
り
み
た
て
ま
つ
り
て
、
こ
は
そ
も
、

天
人
の
此
土
に
あ
ま
く
た
り
た
る
か
、
凡
、
此
世
の
人
と
は
覚
え
す
と
、
目
も
は
な
た

す
、
ま
も
り
ゐ
た
り
け
る
か
、
あ
ま
り
に
妙
な
る
御
す
か
た
を
み
れ
は
、
心
に
染
て
、

し
の
ひ
か
た
か
り
け
れ
は
、
た
と
ひ
ぬ
し
あ
る
人
な
り
と
も
、
又
い
か
な
る
女
院
、
姫

宮
に
て
も
ま
し
ま
せ
、
一
夜
の
契
を
ゆ
る
さ
れ
は
、
百
年
の
命
を
か
ふ
る
と
も
、
な
に

か
は
惜
か
る
へ
き
、
奪
取
て
く
た
ら
は
や
と
、
お
も
ふ
心
の
つ
き
し
か
は
、
武
文
か
下

部
の
一
人
、
浜
の
方
へ
出
て
ゆ
き
け
る
を
よ
ひ
よ
せ
て
、
酒
を
の
ま
せ
、
引
出
物
な
と

と
ら
せ
て
、
さ
て
も
御
辺
の
主
の
、
具
足
し
た
て
ま
つ
れ
る
女
房
は
、
い
か
な
る
人
に

て
、
ま
し
ま
す
そ
と
問
け
れ
は
、
下
臈
の
は
か
な
さ
は
、
さ
け
に
ふ
け
り
、
引
出
物
に

や
め
て
た
り
け
ん
、
事
の
様
を
あ
り
の
ま
ゝ
に
そ
、
か
た
り
け
る
、
松
浦
五
郎
、
大
に

よ
ろ
こ
ひ
て
、
こ
の
こ
ろ
、
い
か
な
る
宮
に
て
も
ま
し
ま
せ
、
謀
反
人
に
て
、
な
か
さ

れ
さ
せ
給
へ
る
人
の
も
と
へ
忍
て
く
た
り
給
は
ん
す
る
女
房
を
う
は
ひ
取
た
ら
む
は
、

さ
し
て
罪
科
あ
る
ま
し
と
、
思
ひ
け
れ
は
…

（
松
浦
の
郎
等
が
御
息
所
を
奪
い
取
ら
ん
と
宿
所
に
押
し
入
る
が
武
文
に
切
り
立

て
ら
れ
る
。）

　
松
浦
か
郎
等
と
も
、
武
文
一
人
に
き
り
た
て
ら
れ
て
、
門
の
外
へ
は
つ
と
出
た
り
け

る
か
、
さ
ら
は
、
火
を
か
け
よ
と
て
、
か
た
は
ら
の
在
家
に
火
を
そ
か
け
た
り
け
る
、

そ
の
間
に
、
武
文
は
御
息
所
を
、
か
き
負
た
て
ま
つ
り
て
、
奥（
沖
）な

る
舟
を
招
き
つ
ゝ
、

何
舟
に
て
も
あ
れ
、
此
女
性
し
は
ら
く
の
せ
て
給
候
へ
と
よ
は
ゝ
り
て
、
波
打
き
は
に

そ
た
ち
た
り
け
る
、
あ
さ
ま
し
や
な
、
舟
も
こ
そ
お
ほ
か
る
に
、
せ
め
て
の
事
は
、
松

浦
か
迎
に
来
る
舟
、
こ
れ
を
聞
て
、
一
番
に
な
き
さ
へ
さ
し
よ
せ
た
れ
は
、
武
文
は
な

に
と
も
し
ら
す
、
よ
ろ
こ
ひ
て
、
屋
形
の
内
に
う
ち
を
き
ま
い
ら
せ
て
、
と
り
の
こ
し

た
る
御
具
足
、
御
と
も
の
女
房
な
と
、
船
に
の
せ
ん
と
て
立
帰
た
れ
は
、
や
と
に
は
は

や
火
か
ゝ
り
て
、
我
か
た
さ
ま
の
人
も
、
か
た
き
一
人
も
な
か
り
け
り
…
（
略
）
…

（
武
文
が
浜
辺
に
来
る
と
御
息
所
を
乗
せ
た
松
浦
の
船
は
沖
合
に
遠
ざ
か
る
。）

　
武
文
、
す
へ
き
や
う
な
く
て
、
手
く
り
す
る
、
海
人
の
小
船
に
の
り
て
、
み
つ
か
ら

櫓
を
を
し
、
い
か
に
も
し
て
御
舟
に
追
付
む
と
を
し
け
れ
と
も
、
あ
れ
は
大
船
な
り
、

こ
れ
は
小
舟
な
り
、
追
付
へ
き
や
う
も
な
か
り
し
か
は
、
扇
を
揚
て
、
そ
の
舟
、
と
め

給
へ
と
よ
は
ゝ
り
た
る
あ
り
さ
ま
は
、
松
浦
さ
よ
姫
か
妻
の
別
を
し
た
ひ
つ
ゝ
、
ひ
れ

ふ
る
山
に
の
ほ
り
て
、
奥
ゆ
く
船
を
招
し
も
、
か
く
や
と
お
ほ
え
て
あ
は
れ
な
り
、
松

浦
か
舟
の
も
の
と
も
は
、
こ
れ
を
も
更
に
目
に
か
け
す
、
あ
れ
御
覧
せ
よ
、
あ
ふ
き
に

て
招
は
、
な
と
い
ひ
て
、
一
度
に
と
つ
と
笑
け
る
、
其
声
、
奥
津
風
に
を
く
ら
れ
て
、

は
る
か
に
聞
え
け
れ
は
、
武
文
、
や
す
か
ら
ぬ
も
の
か
な
、
そ
の
儀
な
ら
は
、
た
ゝ
い

ま
の
程
に
、
海
底
の
龍
神
と
な
り
て
、
其
舟
を
は
や
る
ま
し
き
物
を
と
大
に
い
か
り

て
、
舟
の
へ
さ
き
に
た
ち
あ
か
り
、
腹
十
文
字
に
か
き
切
て
、
浪
の
そ
こ
に
そ
し
つ
み

け
る
、
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（
武
文
の
怨
霊
は
荒
波
を
起
し
、
竜
神
の
生
贅
に
た
め
海
中
に
投
げ
込
ま
れ
た
御

息
所
は
淡
路
の
六
島
（『
太
平
記
』
で
は
武
島
）
に
流
れ
着
く
。
御
息
所
の
着
物

が
土
佐
に
漂
着
し
、
一
宮
は
御
息
所
を
弔
う
。
乱
が
治
ま
り
、
帰
洛
し
た
一
宮
は

御
息
所
生
存
を
知
り
、
再
会
を
喜
ぶ
。

　
そ
の
の
ち
尊
氏
、
又
都
を
を
ひ
を
と
さ
れ
て
、
つ
く
し
ま
て
ひ
か
れ
け
る
か
、
五
月

に
又
、
西
国
勢
を
か
た
ら
ひ
て
、
せ
め
の
ほ
る
、
官
軍
、
さ
ゝ
ふ
る
に
を
よ
は
さ
れ

は
、
ま
た
山
門
へ
行
幸
あ
り
け
り
、
そ
の
ゝ
ち
義
貞
は
東
宮
、
一
宮
な
と
ひ
き
く
し
た

て
ま
つ
り
て
、
北
国
へ
下
向
し
て
、
越
前
の
金
崎
の
城
に
こ
も
り
侍
し
か
、
十
二
月
の

こ
ろ
、
大
か
た
尊
氏
と
、
和
与
の
分
に
て
あ
り
し
か
、
に
は
か
に
都
を
お
ち
さ
せ
給

て
、
よ
し
の
山
へ
い
ら
せ
給
ひ
し
か
は
、
宮
方
、
日
に
そ
へ
て
力
を
う
し
な
ひ
て
、
義

貞
朝
臣
の
運
命
や
き
は
ま
り
け
ん
、
そ
の
息
、
越
後
守
義
顕
は
、
一
宮
の
御
自
害
を

す
ゝ
め
申
て
、
我
も
つ
ゐ
に
腹
き
り
し
か
は
、
金
崎
の
城
は
や
ふ
れ
に
け
り
、
高
越
後

守
、
金
崎
の
城
を
せ
め
落
し
て
、
頸
と
も
京
都
へ
の
ほ
せ
て
、
大
路
を
わ
た
さ
れ
し

に
、
一
宮
の
御
く
ひ
を
は
南
禅
寺
長
老
、
夢
窓
国
師
の
方
へ
つ
か
は
さ
れ
て
、
か
た
の

こ
と
く
の
葬
礼
あ
り
と
き
こ
え
し
か
は
、
御
息
所
は
せ
め
て
の
事
に
、
御
車
に
た
す
け

の
せ
ら
れ
給
て
、
松
林
寺
の
辺
ま
て
あ
く
か
れ
い
て
さ
せ
給
て
、
お
な
し
け
ふ
り
に
な

ら
ん
と
も
た
へ
こ
か
れ
給
ひ
し
か
、
つ
ゐ
に
御
ね
か
ひ
の
こ
と
く
、
御
中
陰
の
日
数
も

い
ま
た
す
き
さ
る
に
、
は
か
な
く
な
り
給
へ
る
と
な
ん
き
こ
え
侍
り
し
、

　
そ
の
ゝ
ち
は
、
尊
氏
将
軍
の
御
子
孫
、
い
よ

く
繁
昌
し
て
、
万
歳
の
歌
、
耳
に
み

ち
て
そ
き
こ
え
け
る
、
中
務
卿
尊
良
親
王
の
事
、
太
平
記
に
見
及
た
り
し
か
は
、
そ
の

詞
を
あ
ら
た
め
て
、
一
巻
の
物
か
た
り
に
、
か
き
な
し
侍
り
、
比
興
々
々
、
い
ま
た
清

書
に
及
す
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙兼
良 

弥
公
（
朱
）

 

御 

判

　
文
明
十
（
一
四
八
七
年
一
二
月
）

五
大
呂
下
旬
之
比
、
以
二

禅
閤
御
筆
本
一

、
書
写
之
、
一
校
畢
、
彼
本
急
之

間
、
為
レ

中
書
、
卒
馳
短
毫
、
尤
顧
他
見
嘲
哢
、
不
可
出
懐
中
者
也

資
料
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幸
若
舞
『
新
曲
』（
岩
波
新
古
典
大
系
59
『
舞
の
本
』）

　
つ
ら

く
惟お

も
むみ

る
に
、
古

い
に
し
へよ

り
今
に
至
る
ま
で
、
朝
敵
を
一
時
に
滅
ぼ
し
、
太
平
を

四
海
に
い
た
す
事
、
武
略
の
功
に
及し

く
は
な
し
。
さ
れ
ば
、
近
代
は
異
国
襲
来
の
恐
れ

も
な
く
、
帝
位
を
争
ふ
方
も
ま
し
ま
さ
ず
。
是
し
か
し
な
が
ら
併
武
運
の
天
命
に
叶
は
せ
給
ふ
に
よ
つ

て
な
り
。
爰
に
元
弘
、
建
武
の
昔
を
思
ふ
に
、
戦
場
に
し
て
屍
を
晒
す
の
み
に
も
あ
ら

ず
、
或
ひ
は
君
臣
の
儀
を
守
つ
て
、
身
を
蒼
海
の
波
に
沈
め
、
或
ひ
は
妹
背
の
別
れ
を

悲
し
む
で
、
思
ひ
を
古
郷
の
月
に
傷い
た

ま
し
む
る
。
中
に
も
哀
れ
な
り
し
は
、
一
の
宮
の

御み
や
す
ど
こ
ろ

息
所
の
御
事
と
、
右
衛
門
の
府
生
、
秦
の
武
文
が
振
舞
な
り
。

（
一
宮
と
御
息
所
の
婚
姻
。
一
宮
の
土
佐
配
流
。
御
息
所
を
伴
っ
て
秦
武
文
は
尼

崎
で
舟
待
ち
。）

　
か
ゝ
り
け
る
と
こ
ろ
に
、
筑つ
く
し
び
と

紫
人
に
松
浦
の
五
郎
と
云
け
る
武
士
、
京
よ
り
田
舎
へ

下
り
け
る
が
、
こ
れ
も
同
じ
や
う
に
風
を
待
ち
て
居ゐ

た
り
し
が
、
御み

や
す
ど
こ
ろ

息
所
の
御
姿
を
垣

の
隙ひ
ま

よ
り
見
奉
り
、「
こ
は
、
そ
も
天
人
の
こ
の
土ど

に
天あ

ま
く
だ
れ降
れ
る
か
。
此
世
の
人
と
も

覚
え
ず
」
と
、
目め

が離
れ
も
せ
で
守
り
居
た
り
し
が
、「
あ
な
、
あ
ぢ
き
な
や
。
た
と
ひ

主
あ
る
人
な
り
共
、
又
い
か
な
る
女
院
、
姫
宮
に
て
も
お
は
せ
よ
か
し
。
一
夜
の
ほ
ど

の
契
り
に
百
年
の
命
に
替
へ
む
事
、
何
か
惜
し
か
ら
ん
。
奪
ひ
取
つ
て
下
ら
ば
や
」
と

思
ふ
と
こ
ろ
に
、
武
文
が
下か

べ部
の
、
浜
出
し
て
遊
び
け
る
を
、
呼
び
寄
て
、
酒
飲
ま

せ
、
引
出
物
を
取
ら
せ
、「
さ
て
も
、
御
辺
が
主し
う

の
具ぐ

そ
く足

し
奉
る
上
臈
は
、
い
か
成な

る

人

ぞ
」
と
問
ひ
け
れ
ば
、
下
臈
の
者
の
悲
し
さ
は
、
酒
に
耽ふ
け

り
、
引
出
物
に
賞め

で
、
事
の

や
う
を
有
の
ま
ゝ
に
ぞ
語
り
け
る
。
松
浦
、
大
き
に
喜
ふ
で
、「
今
日
、
此
頃
、
い
か

な
る
宮
に
て
も
お
は
せ
よ
か
し
。
謀
叛
人
に
て
流
さ
れ
さ
せ
給
ふ
人
の
所
へ
、
忍
ふ
で

下
り
給
ふ
上
臈
を
、
道
に
て
奪
ひ
取
り
た
ら
ん
は
、
さ
し
た
る
罪
科
は
有
ま
じ
き
も
の

を
」
と
思
ひ
、
郎
等
ど
も
に
宿
の
案
内
見
せ
置
か
せ
、
日
の
暮
る
ゝ
を
ぞ
あ
ひ
待
ち
け

る
。

　
夜
、
す
で
に
更
け
け
れ
ば
、
松
浦
が
郎
等
三
十
余
人
、
物
の
具
ひ
し
く
と
さ
し
固か
た

め
、
松た

い
ま
つ明

に
火
を
付
け
、
蔀し

と
み、

遣や
り
ど戸

を
蹴
破
つ
て
、
前
後
よ
り
討
つ
て
ぞ
入
り
に
け

る
。
秦
の
武
文
は
、
京
家
の
者
と
は
言
ひ
な
が
ら
、
日ひ
ご
ろ比
手
柄
を
あ
ら
は
し
て
、
人
に

勝す
ぐ

る
ゝ
者
な
れ
ば
、「
強
盗
入
た
り
」
と
心
得
、
枕
に
立
た
る
太
刀
を
取
り
、
中
門
さ

し
て
切
て
出
で
、
進
む
敵
を
三
人
、
手
の
下
に
て
切
り
伏
せ
、
残
る
敵
を
大
庭
へ
一
度

に
ば
つ
と
追
ひ
出
し
、
…
（
略
）
…

（
防
戦
す
る
武
文
は
浜
辺
へ
御
息
所
を
連
れ
出
し
、
知
ら
ず
に
松
浦
の
舟
に
御
息

所
を
預
け
る
。）

　
武
文
、
渚
に
帰
て
、「
船
は
」
と
問
へ
ば
、
な
か
り
け
り
。
見
れ
ば
沖
に
ぞ
浮
か
ん

だ
る
。「
な
ふ
、
そ
の
船
。
寄
せ
ら
れ
候
へ
。
屋
形
の
内
へ
乗
せ
申
ま
う
す

上
藤
を
上あ

げ
申
さ

ん
」
と
、
声
を
は
か
り
に
呼
ば
は
れ
共
、
順
風
に
帆
を
上
げ
け
れ
ば
、
船
は
次
第
に
隔へ
だ
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た
り
ぬ
。
武
文
、
余
り
の
無
念
さ
に
、
海あ

ま士
の
小
舟
に
打
乗
て
、
自
ら
櫓
を
押を

し
て
急

げ
共
、
追
風
を
得
た
る
大
船
に
、
追
つ
付
べ
き
や
う
あ
ら
ざ
れ
ば
、
扇
を
挙
げ
て
、

「
其
船
、
止
ま
れ

く
」
と
招
き
け
る
を
、
松
浦
が
船
に
是
を
聞
き
、
ど
つ
と
笑
ふ
声

し
け
り
。
武
文
、「
安
か
ら
ぬ
も
の
か
な
。
そ
の
儀
に
て
有あ
る

な
ら
ば
、
只
今
、
海
底
の

竜
神
と
成な
つ

て
、
そ
の
船
に
追を

ひ
て風

は
遣や

る
ま
じ
物
を
」
と
怒
つ
て
、
船
の
舳へ

い
た板

に
つ
つ
立

て
、
腹
十
文
字
に
掻
き
切
て
、
蒼
海
の
底
に
ぞ
入
に
け
る
。

（
武
文
の
怨
霊
は
荒
波
を
起
し
、
竜
神
の
生
贅
に
た
め
海
中
に
投
げ
込
ま
れ
た
御

息
所
は
武
島
に
流
れ
着
く
。
御
息
所
の
着
物
が
土
佐
に
漂
着
し
、
一
宮
は
御
息
所

の
遭
難
を
知
る
。
乱
が
治
ま
り
、
帰
洛
し
た
一
宮
は
御
息
所
生
存
を
知
り
、
再
会

を
喜
び
合
う
。―

金
崎
城
で
の
一
宮
の
死
、
続
く
御
息
所
の
死
に
は
触
れ
て
い
な

い
。）

資
料
32
謡
曲
『
武た
け
ぶ
ん文

』　（
国
民
文
庫
刊
行
会
『
謡
曲
全
集
』
下
　
明
治
44
年
）

　
シ
テ
（
武
文
）
一
院
の
御
息
所
を
土
佐
に
送
っ
て
神
崎
に
着
く
。
マ
ツ
ラ
松
浦
某
が

訴
訟
で
上
洛
の
帰
り
神
崎
に
停
泊
。
賊
が
民
家
に
放
火
。
御
息
所
を
松
浦
に
預
け
る
。

松
浦
が
御
息
所
を
略
奪
。
武
文
が
小
舟
の
船
頭
（
ワ
キ
）
に
頼
み
松
浦
を
追
う
が
逃
げ

ら
れ
、
追お
つ
つ付
く
べ
き
か
と
ど
つ
と
ぞ
笑
ひ
け
る
。「
悪
霊
に
な
っ
て
忽
ち
そ
の
船
を
留

め
ん
」
と
腹
掻
き
切
っ
て
入
水
。
御
息
所
入
水
。
武
文
の
怨
霊
出
現
↓
松
浦
を
引
っ
提

げ
、
海
中
に
沈
む
。

村
上
学
氏
「「
一
宮
御
息
所
事
」・『
新
曲
』・『
中
書
王
物
語
』」『
国
語
と
国
文
学
』

　
昭
55
・
５

松
岡
心
平
氏
「
作
品
研
究
「
武
文
」」『
国
立
能
楽
堂
上
演
資
料
集
』
１
　
昭
62

伏
谷
優
子
氏
「
英
雄
伝
説
と
絵
画―

大
物
の
浦
「
秦
武
文
」
の
物
語―

」
尼
崎
げ
ん
き

　
講
座
レ
ジ
ュ
メ 

平
14
・
12
・
20

他
に
、
絵
画
資
料
に
奈
良
絵
巻
『
一
条
宮
并
御
息
所
物
語
』・
奈
良
絵
巻
『
新
曲
』（
い

　
ず
れ
も
平
成
15
年
２
月
臨
川
書
店
善
本
特
選
目
録
）、
謡
曲
『
武
文
』
図
屏
風
（
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
バ
ー
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
な
ど

　（
３
）
芥
川
氏
の
悲
話

参
考
33
『
不
問
物
語
』
下
巻 

六 

芥
河
彦
太
郎
并
小
四
郎
被
討
事
（
前
田
尊
経
閣
文
庫
）

　
六 

芥
河
被
討
事 

上
郡
住
人
芥
河
ハ
無
実
子
之
間
、
故
薬
師
寺
安
藝
カ
、
末
子
彦
太

郎
ヲ
養
子
ニ
ソ
シ
ケ
ル
。
雖
三

在
二

々
所
一

ニ
ハ
是
モ
六
郎
澄
元
ニ
志
深
者
也
。
無
其
隠

有
風
聞
ケ
ル
間
、
恐
懼ク
ミ

 

テ
高
国
へ
礼
ニ
モ
不
出
ケ
リ
。
色
々
ア
ツ
カ
イ
共
有
テ
彦
太

郎
ト
舎
弟
左
衛
門
尉
堺
津
ヘ
礼
ニ
ソ
出
タ
リ
ケ
ル
。
対
面
有
テ
四
五
日
以
後
、
同
廿
四

日
彦
太
郎
ハ
長
塩
備
前
守
旅
宿
ニ
来
至
ス
。
乃
ス
ナ
ハ
チ

 

申
付
テ
被
討
取
。
左
衛
門
尉
ハ
高
国

ヘ
出
仕
申
ヲ
馬
屋
ニ
テ
生
害
サ
セ
ラ
レ
ケ
リ
。
其
時
モ
上
下
十
余
人
被
討
ニ
ケ
リ
。
芥

河
豊
後
ハ
国
中
ニ
テ
澄
元
ニ
志
有
侍
共
申
合
、
取
テ
ノ
キ
、
舟
二
艘
ニ
テ
阿
州
へ
下
向

之
処
ニ
難
風
ニ
逢
テ
、
二
艘
入
海
ト
コ
ソ
ハ
聞
ヘ
ケ
レ
。

参
考
34
『
後
法
成
寺
関
白
記
』（
陽
明
叢
書
７ 

思
文
閣
出
版
）
永
正
五
年
六
月
二
四
日
条

芥
川
生
涯
之
由
有
風
聞
。
六
（
細
川
澄
元
）
郎
依
同
心
之
儀
也
。

　（
４
）
大
物
崩
れ
と
細
川
高
国
自
刃

資
料
35
『
細
川
両
家
記
』

　
天
王
寺
、
今
宮
、
木
津
、
難
波
に
陣
取
。
常
桓
は
中
嶋
の
内
う
ら
い
に
陣
取
給
ふ
。

浦
上
は
同
野
田
福
嶋
に
陣
取
也
。
そ
の
勢
二
万
余
騎
と
風
聞
也
。
境（
堺
）の
町
人
ぎ
や
う
て

ん
し
、
門
々
に
垣
を
し
た
り
け
れ
ば
、
誠
御
祓
な
ど
の
日
と
見
ゆ
る
也
。

　
同
三
月
廿
五
日
讃
州
政
之
境
へ
御
着
津
也
。
其
勢
八
千
余
騎
と
申
也
。
此
時
節
よ
り

又
畠
山
方
の
木
沢長
政左

京
亮
、
晴
元
方
へ
参
ら
れ
け
る
也
。
同
五
年
壬
辰
閏
五
月
十
三
日

に
阿
波
衆
境
よ
り
出
張
也
。
典細
川

厩
、
香
川
、
中
務
丞
、
築
嶋
に
陣
取
給
ふ
。
三
好
筑
前

守
元
長
衆
は
住
吉
の
澤
の
口
遠
里
小
野
に
陣
取
給
ふ
。
久
米
、
河
村
、
東
条
、
七
条
、

一
宮
、
三
好
山
城
守
等
は
吾
孫
子
、
苅
田
堀
に
陣
取
。
こ
の
勢
数
一
万
五
千
余
と
申

也
。
こ
の
外
八
千
余
は
境
に
御
所
様
、
同
御
屋
形
晴
元
の
御
番
也
。
毎
日
天
王
寺
へ
取

懸
矢
い
く
さ
有
。
然
処
に
浦
上
掃
部
と
申
は
古
赤
松
殿
を
誅
し
申
、
当
赤
松
殿
親
の
か

た
き
な
る
間
、
無
念
に
思
召
け
れ
共
。
と
か
く
打
過
給
候
け
り
。
此
砌
よ
き
時
分
と
恩

召
。
常
桓
御
合
力
風
聞
有
。
摂
州
神
呪
寺
迄
御
出
張
有
。
境
の
晴
元
へ
仰
合
ら
れ
御
敵

に
ふ
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
浦
上
に
付
従
ふ
衆
我
も
我
も
と
赤
松
殿
へ
参
り
け
れ
ば
、
次

第
々
々
に
ぶ
ぜ
い
に
成
る
也
。
然
ば
同
享
禄
四
辛
卯
六
月
四
日
に
三
好
方
初
て
諸
勢
打

出
。
天
王
寺
、
木
津
、
今
宮
へ
取
か
け
、
そ
の
日
責
く
づ
す
。
常
桓
方
和
泉
守
護
殿
、

伊
丹
兵
庫
助
国
扶
、
河
原
林
日
向
守
、
薬
師
寺
三
郎
左
門
、
波
々
伯（
部
脱
力
）

兵
庫
介
討
死
也
。
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こ
の
外
中
嶋
の
野
里
川
へ
入
て
死
す
る
也
。
同
播
磨
衆
に
浦
上
掃
部
、
嶋
村
弾
正
初
て

三
百
余
人
討
死
也
。
此
外
五
千
余
人
野
里
川
へ
入
て
水
に
お
ぼ
れ
て
死
也
。
以
上
七
千

余
人
死
す
る
と
言
な
り
。
誠
に

く
川
を
死
人
に
て
う
め
て
、
あ
た
か
も
塚
の
ご
と
く

見
ゆ
る
。
昔
も
今
も
末
代
も
か
か
る
た
め
し
は
よ
も
あ
ら
じ
と
人
々
申
也
。
落
行
勢
共

い
ま
だ
尼
崎
に
在
由
風
聞
な
れ
ば
、
三
好
山
城
守
同
あ
く
る
五
日
に
追
懸
申
け
る
に
、

浦
上
同
名
内
蔵
助
、
同
六
郎
左
衛
門
、
生
瀬
口
へ
落
行
処
を
赤
松
殿
御
馬
廻
衆
渡
合
候

て
腹
切
ら
れ
け
る
。
其
外
ち
り

ぐ
に
成
行
な
り
。
赤
松
殿
年
来
の
御
本
意
と
げ
御
帰

国
也
。
然
に
常
桓
何
か
た
へ
も
落
行
給
は
ず
し
て
尼
崎
町
京
（
紺
カ
）屋
に
忍
て
御
座
候
を
、
三

好
山
城
守
へ
人
告
申
け
れ
ば
、
則
取
籠
、
境
へ
注
進
申
け
れ
ば
、
早
々
御
腹
め
さ
せ
候

へ
と
の
御
返
事
有
け
れ
ば
、
同
六
月
八
日
寅
刻
に
尼
崎
大
物
の
内
広
徳
寺
に
て
御
腹
め

さ
れ
け
り
。
方
々
へ
御
歌
共
遊
ば
し
遣
は
さ
れ
け
る
。

徳
様
　
　
な
し
と
い
ひ
又
あ
り
と
い
ふ
言
の
葉
や 

法
の
誠
の
こ
ゝ
ろ
成
ら
ん

逍
様
　
　
犬
追
物
今
一
度
と
思
ひ
こ
し 

あ
ら
ま
し
は
た
ゝ
い
た
つ
ら
に
こ
そ

御
所
様
　
絵
に
写
し
石
を
つ
く
り
し
海
山
を 

後
の
世
ま
て
も
め
か
れ
す
そ
見
ん

能
登
の
姉
上
へ 

此
浦
の
波
よ
り
高
く
う
き
名
の
み 
世
々
に
絶
え
せ
す
立
ぬ
へ
き
哉

珊
侍
者
へ
　
世
中
に
ま
よ
ふ
て
ふ
事
な
き
も
の
を 

迷
ひ
と
い
へ
る
言
の
葉
は
何

宗
碩
へ
　
夕
立
の
雲
た
の
め
な
る
や
と
り
か
な

　
後
に
宗
碩
百
韻
独
吟
有
。
此
御
短
冊
共
住
持
と
山
城
守
を
被
二

召
出
一

て
種
々
御
物
語

ど
も
候
て
、
是
を
相
届
候
て
た
び
候
へ
と
仰
ら
れ
、
其
後
御
行
水
有
て
御
腹
め
さ
れ
け

る
。
山
城
守
を
初
め
て
皆
々
涙
を
な
が
し
け
る
な
り
。
其
後
御
う
た
共
、
山
城
守
よ
り

か
た
が
た
へ
届
申
さ
る
ゝ
也
。

細
川
高
国
　
細
川
氏
は
将
軍
足
利
氏
の
一
族
。
斯
波
・
畠
山
氏
と
三
管
領
。
応
仁
の
乱

で
斯
波
・
畠
山
氏
は
内
部
分
裂
↓
細
川
勝
元
以
後
、
細
川
氏
の
管
領
独
占
。

　
高
国
は
文
明
一
六
年
（
一
四
八
四
）
生
れ
、
細
川
政
春
の
子
。
永
正
四
年

（
一
五
〇
七
）
細
川
政
元
謀
殺
↓
細
川
氏
も
分
裂
↓
養
子
の
澄
之
・
澄
元
の
家
督
相

続
の
後
、
永
正
五
年
前
将
軍
足
利
義
稙
を
擁
立
し
、
高
国
管
領
就
任
。
大
永
元
年

（
一
五
二
一
）
義
稙
を
廃
し
て
足
利
義
晴
を
将
軍
に
擁
立
。
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）

高
国
出
家
↓
道
永
、
嫡
子
稙
国
病
没
。
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
高
国
近
江
に
逃

亡
、
常
桓
と
改
名
。
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
三
好
之
長
ら
に
敗
北
、
大
物
崩
れ
↓

尼
崎
で
自
刃
、
四
八
歳
。

『
細
川
両
家
記
』　（『
群
書
類
従
』
合
戦
部
）
軍
記
、
二
巻
。
生
島
宗
竹
の
著
、
上
巻
　

執
筆
は
六
九
歳
、
下
巻
執
筆
は
九
二
歳
。
上
巻
＝
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
〜
天
文

一
九
年
（
一
五
五
〇
）。
細
川
政
元
が
養
子
に
澄
之
・
澄
元
を
迎
え
、
謀
殺
↓
「
細

川
の
流
れ
ふ
た
つ
に
な
る
べ
き
故
…
」、
以
下
高
国
・
晴
元
ら
細
川
氏
の
内
訌
、
畿

内
国
人
の
興
亡
。
物
語
風
な
文
体
。
下
巻
＝
天
文
二
〇
年
（
一
五
五
一
）
〜
元
亀
元

年
（
一
五
七
〇
）。
三
好
長
慶
・
三
好
三
人
衆
・
松
永
久
秀
ら
の
台
頭
。
足
利
義
秋

（
義
昭
）
を
擁
し
た
織
田
信
長
の
登
場
。
一
旦
信
長
の
岐
阜
帰
国
↓
「
然
ば
京
坂
本

も
大
慶
の
由
候
也
」。
箇
条
書
き
の
年
代
記
風
な
文
体
。

参
考
36 

『
重じ

ゅ
う
へ
ん
お
う
に
ん
き

編
応
仁
記
』（『
続
応
仁
後
記
』
巻
二
）
和
歌
・
発
句
の
宛
先
の
相
違

辞
世

　
無
ト
謂
ヒ
又
有
ト
言
…
…
院
ノ
御
所
様
エ

　
犬
追
物
今
一
度
ト
思
ヒ
コ
シ
…
…
伊
勢
国
司
エ

　
絵
ニ
写
シ
石
ヲ
作
リ
シ
海
山
ヲ
…
…
御
上
様
エ

　
此
海
ノ
波
ヨ
リ
高
キ
浮
名
ノ
ミ
…
…
能
登
ノ
姉
上
エ

　
世
間
ニ
迷
フ
テ
フ
事
ナ
キ
者
ヲ
…
…
珊
侍
者
エ

　
夕
立
ノ
空
タ
ノ
メ
ナ
ル
宿
リ
哉
…
…
宗
碩

参
考
37
『
実
隆
公
記
』
享
禄
四
年
六
月
三
〇
日

宗
碩
書
状
到
来
、
常
桓
短
冊
伝
之
、
則
遣
徳
大
寺
、
又
自
彼
有
使
、
毎
事
如
夢
、

参
考
38
『
再
昌
草
』（
桂
宮
本
叢
書
一
三
　
養
徳
社
）
実
隆
の
日
次
歌
集

　
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
六
月
三
〇
日

晦
日
、
常
桓
禅
門
い
ま
は
の
き
は
ち
か
く
成
て
、
短
冊
を
か
き
て
、
徳
大
寺
、
同
予
　

に
み
す
へ
き
よ
し
に
て
、

　
な
し
と
い
ひ
あ
り
と
又
い
ふ
こ
と
の
葉
や 

法
の
ま
こ
と
の
心
な
る
ら
ん

　
常
桓

徳
さ
ま
、
逍
さ
ま
と
歌
の
上
に
か
ゝ
れ
た
り
し

此
短
冊
宗
碩
書
状
に
て
、
堺
よ
り
を
く
り
た
り
し
を
み
て
、
や
か
て
短
冊
は
徳
大
寺
へ

遣
は
し
侍
し
後
に
念
誦
の
つ
ゐ
て
、
お
も
ひ
つ
ゝ
け
て
、
書
付
て
廻
向
し
侍
し
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な
し
と
き
け
と
あ
り
と
の
み
猶
お
も
ひ
な
す 

心
に
た
と
る
水
く
き
の
跡

　
し
り
に
け
ん
法
の
ま
こ
と
の
あ
り
な
し
も 

た
ゝ
そ
の
き
は
の
明
く
れ
の
夢

参
考
39
『
後
法
成
寺
関
白
記
』（
陽
明
叢
書
９ 

思
文
閣
出
版
）
享
禄
四
年
七
月
八
日
条

宝
鏡
寺
被
来
、
即
被
依
常
桓
辞
世
歌
授
継
孝
院
被
見
之
、

　
徳
殿
　
な
し
と
い
ひ
又
あ
り
と
い
ふ
こ
と
の
は
や

　
逍
殿
　
法
の
ま
こ
と
の
心
な
る
ら
ん
　
　
　
　
常
桓

　
如
此
即
返
遣
之
、

徳
様
　
徳
大
寺
実
淳 

文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
〜
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
太
政
大
臣

　
正
室
が
高
国
の
伯
母

逍
様
　
三
条
西
実
隆 

康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
〜
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
内
大
臣

近
衛
尚
通
　
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
〜
天
文
一
三
年
（
一
五
四
四
）
関
白
太
政
大
臣

御
所
様
　
足
利
義
晴 

永
正
八
年
（
一
五
一
一
）
〜
天
文
一
九
年
（
一
五
五
〇
）
一
二

代
室
町
幕
府
将
軍
、
こ
の
時
朽
木
谷
に
逃
亡
中
、

宗 

碩
　
生
年
不
明
。
連
歌
師
。
宗
祇
の
弟
子
。
宗
祇
亡
き
後
、
宗
長
と
と
も
に
連
歌
界

の
重
鎮
。
京
都
に
在
住
し
、
宗
祇
の
種
玉
庵
を
継
ぐ
。
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）

没
。

参
考
40
高
国
追
悼
連
歌

　
　
　
　
底
本
　
静
嘉
堂
文
庫
連
歌
集
書
29

　
　
　
　
校
合
　
大
阪
天
満
宮
文
庫
れ
５―

14
・
れ
甲―

５

　
　
　
享
禄
五
年
六
月
八
日
　
懐
旧
　（
宗
碩
独
吟
）

　
夕
立
の
空
た
の
め
な
る
や
と
り
哉
　
　
　
　
常
桓

　
雲
隠
せ
し
夏
の
夜
の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
碩

　
通
ふ
ら
ん
山
郭
公
声
ふ
け
て

　
誰
寝
覚
に
か
の
こ
れ
い
に
し
へ

　
住
人
の
心
し
ら
る
ゝ
浅
茅
原

　
霜
も
お
と
さ
ぬ
道
の
冬
草

　
さ
し
な
か
ら
照
と
し
も
無
日
は
冴
て

　
板
ま
ふ
き
入
袖
の
朝
風

 

う

蜩
の
ま
た
き
声
す
る
山
近
み

　
雲
の
ゆ
き
か
ひ
秋
は
来
に
け
り

　
朝
（
待
イ
）顔
に
空
さ
へ
み
ゆ
る
月
出
て

　
と
は
さ
ら
め
や
の
露
の
ふ
り
は
も

　
荒
に
し
も
君
か
里
を
も
（
は
イ
）誰

し
ら
ん

　
亡
き
跡
迄
を
（
も
イ
）忍
ふ
悲
し
さ

　
花
落
る
み
山
の
苔
の
道
と
め
て

　
瀬
絶
し
水
の
仄
霞
む
音

　
打
し
め
り
古
江
の
沢
の
春
雨
に

　
詠
寂
し
く
た
て
る
鷺
す
ら

　
休
ら
ひ
に
牛
飼
む
ら
の
日
は
く
れ
て

　
か
へ
る
と
き
け
は
笛
の
音
そ
す
る

　
妹
に
こ
ひ
行
て
は
く
る
夜
誰
な
ら
ん

　
月
に
う
か
る
ゝ
け
し
き
と
は
み
し

 

二

わ
ひ
つ
ゝ
も
い
ら
ま
し
秋
の
閨
更
て

　
露
を
は
ら
へ
は
し
く
れ
さ
へ
ふ
る

　
嵐
ふ
く
木
葉
し
の
き
て
こ
す
山
に

　
さ
く
ら
か
さ
せ
る
旅
を
し
そ
思
ふ

　
鶯
の
や
と
り
の
か
た
に
ゆ
き
く
ら
し

　
枕
か
た
ら
ふ
蝶
の
は
か
な
さ

　
人
し
れ
ぬ
か
け
野
の
霞
色
き
え
て

　
ふ
る
き
垣
ね
は
と
ふ
へ
か
り
け
り

　
と
ゝ
め
置
玉
の
あ
り
か
は
よ
そ
な
ら
し

　
を
く
ら
す
露
の
跡
の
た
ら
ち
ね

　
う
き
身
ゆ
へ
都
の
月
や
く
も
る
ら
ん

　
も
ゆ
て
ふ
山
を
胸
の
秋
風

　
さ
し
も
草
さ
し
も
か
れ
行
世
を
し
ら
て

　
哀
こ
と
し
も
待
や
く
ら
さ
ん

 

う

我
か
く
て
遠
方
人
と
な
り
ぬ
へ
し
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か
り
に
住
き
て
浦
な
れ
に
け
り

　
明
石
か
た
磯
の
み
る
め
も
あ
か
な
く
に

　
ひ（
ち
か
き
イ
）

と
り
岡
へ
の
松
風
そ
ふ
く

　
草
の
戸
も
さ
ゝ
れ
ぬ
花
は
（
の
イ
）雪
散
て

　
春
行
迄
に
た
れ
を
ま
つ
ら
ん

　
身
を
つ
く
す
声
の
悲
し
き
呼
子
鳥

　
心
の
や
み
は
む
へ
も
晴
せ
し

　
有
と
て
も
思
ひ
は
光
み
え
ぬ
世
に

　
わ
す
れ
て
ぬ
と
や
人
の
つ
れ
な
き

　
独
の
み
い
み
も
あ
へ
す
と
か
た
れ
月

　
藤
の
や
つ
れ
の
こ
ろ
も
秋
な
り

　
山
田
守
か
り
ほ
覚
（
お
か
ふ
る
イ
）

る
舎
し
て

　
い
く
夕
露
に
我
ぬ
れ
に
け
ん

 

三

つ
れ

く
の
身
の
う
き
詠
晴
か
た
み

　
田
舎
を
と
は
ゝ
侘
と
こ
た
へ
よ

　
春
さ
れ
は
荒
野
を
道
の
花
咲
て

　
霞
に
駒
の
群
て
行
み
ゆ

　
け
さ
の
朝
気
雪
や
消
ま
に
成
ぬ
ら
ん

　
小
夜
の
し
く
れ
の
い
く
め
く
り
せ
し

　
神
無
月
こ
ゝ
ら
の
年
の
夢
覚
ん
（
て
イ
）

　
身
を
こ
か
ら
し
の
老
の
夕
く
れ

　
か
は
ら
し
と
た
の
み
し
松
も
陰
絶
て
（
ぬ
イ
）

　
お
も
ふ
に
祈
る
千
代
は
何
そ
は

　
打
そ
は
ゝ
夫
も
あ
く
こ
や
し
ら
さ
ら
ん

　
心
も（
と
ゝ
イ
）
と
め
ぬ
程
の
あ
た
人

　
ま
れ
に
あ
ひ
て
み
し
や
時
し
も
有
明
に

　
萩
か
さ
か
り
の
に
ほ
ふ
宮
城
野

 

う

小
男
鹿
の
寝
所
し
は
し
我
に
か
せ

　
道
な
き
う
き
世
い
つ
ち
い
と
は
ん

　
し
め
置
も
こ
と
は
し
け
山
さ
は
り
た
み

　
尾
上
の
さ
く
ら
ひ
と
り
ち
る
ら
し

　
入
相
の
春
に
後
る
ゝ
鐘
な
り
て

　
明
る
霞
や
お
の
か
き
ぬ

く

　
妻
こ
ふ
る
す
そ
野
の
雉
子
し
た
ふ
野

（
よ
イ
）に

　
ほ
ろ

く
と
ふ
る
雨
は
な
み
た
か

　
お
も
ひ
出
る
夕
は
（
に
イ
）さ

ら
に
か
き
く
れ
て

　
去
年
か
も
見
し
は
只
け
ふ
の
夢

　
風
の
み
や
跡
も
難
波
の
こ
と
と
は
ん

　
わ
れ
別
き
と
た
れ
松
浦
舟

　
秋
の
月
傾
く
か
た
の
波
ま
く
ら

　
故
郷
こ
ふ
る
鴈
な
き
て
行

 

ナ

色
か
は
る
峰
の
朝
風

（
霧
イ
）寒

か
ら
し

　
衣
う
つ
な
る
（
り
イ
）か

け
の
山
賤

　
折
ふ
し
の
哀
は
も
れ
ぬ
家
ゐ
（
に
イ
）し
て

　
名
た
ゝ
る
庭
に
つ
く
す
夏
冬

　
一
度
は
栄
（
あ
り
し
さ
か
え
よ
イ
）

よ
人
も
苔
の
下

　
百
枝
の
松
の
朽
て
寂
し
き

　
風
あ
ら
き
（
す
イ
）磯

の
し
き

く
こ
す
波
に

　
く
た
く
る
袖
は
わ
れ
や
ま
さ
ら
ん

　
忘
れ
す
は
同
し
心
の
よ
も
す
か
ら

　
見
る
へ
き
月
は
め
か
れ
た
に
せ
し

　
秋
よ
た
ゝ
人
ま
つ
人
と
い
は
ゝ
い
へ

　
庵
露
け
し
打
や
は
ら
は
ん

　
山
里
と
さ
も
こ
と
な
ら
め
花
の
陰

　
道
も
せ
に
さ
く
つ
ゝ
山
吹

 

う

石
ま
行
小
舟
の
棹
の
春
の
水

　
流
を
あ
さ
み
魚
そ
た
ゝ
よ
ふ

　
冬
の
池
の
底
あ
ら
は
に
日
は
出
て

　
雪
の
こ
や
野
の
ふ
り
は（
は
る
ゝ
イ
）

つ
る
空

　
誰
か
今
わ
か
古
寺
と
帰
る
ら
ん
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声
を
合
す
る
法
の
あ
か
つ
き

　
鹿
の
薗（
茵
）鶴
の
林
の
月
澄
て

　
秋
は
草
木
も
愁
へ
か
ほ
な
り

「
空
頼
み
」
頼
り
に
な
ら
な
い
こ
と
、
当
て
に
な
ら
な
い
期
待

「
夕
立
の
空
た
の
め
な
る
…
」
↑
『
新
古
今
集
』
夏
　
西
行

　
よ
ら
れ
つ
る
野
も
せ
の
草
も
か
ぎ
ろ
ひ
て 

涼
し
く
曇
る
夕
立
の
空

静
嘉
堂
文
庫
連
歌
集
書
　
静
嘉
堂
文
庫
は
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
岩
崎
弥
太
郎
の

弟
弥
之
助
の
創
立
。
連
歌
集
書
は
江
戸
幕
府
柳
営
連
歌
の
連
衆
烏
森
神
社
（
東
京
新

橋
）
神
主
山
田
通
孝
収
集
の
連
歌
作
品
の
書
写
。

大
阪
天
満
宮
文
庫
　
大
阪
天
満
宮
に
は
神
官
滋
岡
長
ち
ょ
う
し
ょ
う

松
と
岡
延の

ぶ
む
ね宗

が
そ
れ
ぞ
れ
書
写
収

集
し
た
二
種
の
連
歌
叢
書
が
あ
る
。
中
世
よ
り
天
満
天
神
は
連
歌
の
神
と
し
て
崇
め

ら
れ
、
室
町
時
代
、
連
歌
界
の
天
神
信
仰
は
い
っ
そ
う
盛
ん
に
な
っ
た
。

第
四
章
　
旧
淀
川
（
淀
川
分
派
点
（
毛
馬
閘
門
）
〜
大
阪
湾
）

第
一
節

　
難
波
津

　（
１
）
難
波
津

資
料
41
『
能
因
集
』（
角
川
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
三
巻
）

　
　
　
嘉
言
対
馬
に
な
り
て
下
る
と
て
、
津
の
国
の
ほ
ど
よ
り
か
く
い
ひ
を
こ
せ
た
り

　
命
あ
ら
ば
今
帰
り
こ
む
津
の
国
の 

難
波
堀
江
の
蘆
の
裏
葉
に

　
　
　
返
し

　
難
波
江
の
蘆
の
裏
葉
も
今
よ
り
は 

た
ゞ
住
吉
の
松
と
し
ら
な
む

　
　
　
嘉
言
対
馬
に
て
な
く
な
り
に
け
り
と
聞
ゝ
て

　
哀
れ
人
今
日
の
命
を
知
ら
ま
せ
ば 

難
波
の
蘆
に
契
ら
ざ
ら
ま
し

　（
２
）
難
波
・
長
柄
橋
の
和
歌

資
料
42
「
八
代
集
」
の
難
波
・
長
柄
橋
の
歌

『
古
今
和
歌
集
』

序
　 

難
波
津
に
咲
く
や
こ
の
花
冬
ご
も
り 

い
ま
は
春
べ
と
咲
く
や
こ
の
花

恋
二 

津
の
国
の
難
波
の
葦
の
め
も
は
る
に 

茂し
げ

き
我
が
恋こ

ひ

人
知
る
ら
め
や 

貫
之

恋
三 

君
が
名
も
我
が
名
も
立
て
じ
難
波
な
る 

見
つ
と
も
い
ふ
な
網あ

ひ
き引
と
も
い
は
じ

 

読
人
不
知

恋
四 

津
の
国
の
難
波
思
は
ず
山
城
の 

鳥
羽
に
逢
ひ
見
む
こ
と
を
の
み
こ
そ 

同 

　

恋
五 

逢
ふ
こ
と
を
長
柄
の
橋
の
な
が
ら
へ
て 

恋
ひ
渡
る
ま
に
年
ぞ
経へ

に
け
る 

是
則

雑
上 

世
中
に
ふ
り
ぬ
る
も
の
は
津
の
国
の 

長
柄
の
橋
と
我
と
な
り
け
り 

読
人
不
知

雑
上 

押
し
照
る
や
難
波
の
水
に
焼
く
塩
の 

か
ら
く
も
我
は
老
い
に
け
る
か
な 

同 

　

雑
上 

難
波
潟
潮
満
ち
来
ら
し
蜑あ

ま

衣 

田
簑
の
島
に
鶴た

づ

鳴
き
渡
る 

同 

　

雑
上 

難
波
潟
お
ふ
る
玉
藻
を
か
り
初
の 

蜑あ
ま

と
ぞ
我
は
な
り
ぬ
べ
ら
な
る 

貫
之

雑
下 

我
を
き
み
難
波
の
浦
に
あ
り
し
か
ば 

憂
き
め
を
見
つ
の
あ

（
尼
＝
海
人
）

ま
と
な
り
に
き

 

読
人
不
知

雑
下 

難
波
潟
恨
む
べ
き
間ま

も
思
ほ
え
ず 

い
づ
こ
を
み
つ
の
蜑
と
か
は
な
る 

同 

　

雑
体 

難
波
な
る
長
柄
の
橋
も
つ
く
る
な
り 

今
は
我
が
身
を
何
に
た
と
へ
ん 

伊
勢

『
後
撰
和
歌
集
』

恋
一 

浦
分
か
ず
み
る
め
苅
る
て
ふ
蜑あ

ま

の
身
は 

何
か
難
波
の
方か

た

へ
し
も
行
く 

土
佐

恋
二 

難
波
潟
刈
り
積
む
葦
の
あ
し
づ
ゝ
の 

ひ
と
へ
も
君
を
我
や
隔
つ
る 

兼
輔
朝
臣

恋
三 

津
の
国
の
難
波
立
た
ま
く
惜
し
み
こ
そ 

す
く
も
焼
く
火
の
下
に
焦
が
れ
る

 

紀
内
親
王

恋
四 

難
波
女
の
見
つ
と
は
な
し
葦
の
根
の 

よ
（
節
＝
夜
）の

短
く
て
明
く
る
侘
び
し
さ 

道
風

恋
五 

あ
ざ
り
す
る
時
ぞ
佗
び
し
き
人
知
れ
ず 

難
波
の
浦
に
住
ま
ふ
我
が
身
は

 

読
人
不
知

恋
五 

人ひ
と
ご
と言
の
頼
み
が
た
さ
に
難
波
な
る 

芦
の
裏
葉
の
怨
み
つ
べ
し
な 

同 

　

恋
五 
佗
び
ぬ
れ
ば
今
は
た
同
じ
難
波
な
る 

身
を
尽
く
し
て
も
逢
は
ん
と
ぞ
思
ふ

 

元
良
親
王

恋
六 

我
な
ら
ぬ
人
住
の
江
の
岸
に
出
で
て 

難
波
の
方
を
怨
み
つ
る
か
な 

源
整

と
と
の
ふ

恋
六 

人
並
に
あ
ら
ぬ
我
が
身
は
難
波
な
る 

葦
の
ね

（
根
＝
音
）の

み
ぞ
下
に
流
が
る
ゝ 

読
人
不
知

雑
一 

難
波
潟
何
に
も
あ
ら
ず
身
を
つ
く
し 

深
き
心
の
し
る
し
ば
か
り
ぞ 

大
江
玉
淵
女

雑
一 

人
渡
す
事
だ
に
な
き
を
な
に
し
か
も 

長
柄
の
橋
と
身
の
な
り
ぬ
ら
ん
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七
条
后
温
子

雑
一 

ふ
る
ゝ
身
は
涙
の
中
に
見
ゆ
れ
ば
や 

長
柄
の
橋
に
誤あ

や
また
る
ら
ん 

伊
勢

雑
二 
難
波
潟
汀み

ぎ
はの
葦
の
追
ひ
風
に 

う（
裏
見
＝
怨
み
）

ら
み
て
ぞ
ふ
る
人
の
心
を 

読
人
不
知

雑
三 
世
の
中
を
知
ら
ず
な
が
ら
も
津
の
国
の 

難
波
立た

ち

ぬ
る
物
に
ぞ
あ
り
け
る 

同 

　

雑
三 

難
波
津
を
今
日
こ
そ
み
つ
の
浦
ご
と
に 

是
や
此
の
世
を
う

（
海
＝
憂
み
）

み
渡
る
舟 

業
平
朝
臣

『
拾
遺
和
歌
集
』

　
　
　
難
波
に
祓は
ら
へし
侍
り
て
、
ま
か
り
か
へ
り
け
る
暁
に
、
森
の
侍
り
け

　
　
　
る
に
郭
公
の
鳴
き
け
る
を
聞
き
て

別
　 

郭
公
ね
ぐ
ら
な
が
ら
の
声
聞
け
ば 

草
の
枕
ぞ
露
け
か
り
け
る 

伊
勢

物
名 

難
波
津（

つ
ば
く
ら
め
）

は
く
ら
め
に
の
み
ぞ
舟
は
着
く 

朝あ
し
たの
風
の
定
め
な
け
れ
ば 

輔す
け
み相

物
名 

津
の
国
の
難
波
わ
た
り
に
作
る
田
は
葦（

あ
し
が
な
へ
）

が
苗
か
と
え
こ
そ
見
分
か
ね 

同
　

雑
上 

芦
間
よ
り
見
ゆ
る
長
柄
の
橋
柱 
昔
の
跡
の
し
る
べ
な
り
け
り 

藤
原
清き

よ
た
だ正

雑
下 

難
波
江
の
葦
の
花
毛
の
混
じ
れ
る
は 
津
の
国
飼
ひ
の
駒
に
や
あ
る
ら
ん

 

恵
慶
法
師

雑
下 

難
波
潟
茂し

げ

り
あ
へ
る
は
君
か
代
に 

葦（
悪
し
か
る
）

刈
る
わ
ざ
を
せ
ね
ば
な
る
べ
し 

忠
見

　
　
　
難
波
に
祓は
ら
へし
あ
る
女
ま
か
り
た
り
け
る
に
、
も
と
親
し
く
侍
り
け

　
　
　
る
男
の
葦
を
刈
り
て
あ
や
し
き
さ
ま
に
な
り
て
道
に
あ
ひ
て
侍
り

　
　
　
け
る
に
、
さ
り
げ
な
く
て
年
ご
ろ
は
え
あ
は
ざ
り
つ
る
事
な
ど
言

　
　
　
ひ
遣
は
し
た
り
け
れ
ば
、
男
の
詠
み
侍
り
け
る

雑
下 

君
な
く
て
あ
し
か
り
け
り
と
思
ふ
に
も 

い
と
ゞ
難
波
の
浦
ぞ
住
み
憂
き
返
し

 
読
人
不
知

雑
下 

あ
し
か
ら
じ
よ
か
ら
ん
と
て
ぞ
別
れ
け
ん 

何
か
難
波
の
浦
は
住
み
憂
き 
同 
　

恋
四 

津
の
国
の
堀
江
の
深
く
思
ふ
と
も 

我
は
難
波
の
な
に
と
だ
に
見
ず 

同 
　

恋
四 

津
の
国
の
難
波
渡
り
に
作
る
な
る 

小
屋
と
い
は
な
ん
行
き
て
見
る
べ
く 

同 

　

恋
四 

限
り
な
く
思
ひ
長
柄
の
橋
柱 

思
ひ
な
が
ら
に
中
や
絶
え
な
ん 

同 

　

恋
四 

難
波
人
葦
火
焚た

く
屋
は
す
ゝ
た
れ
ど 

己を
の

が
妻
こ
そ
と
こ
珍め

づ

ら
な
れ 

柿
本
人
麿

恋
五 

人
を
と
く
芥

（
飽
く
）川

て
ふ
津
の
国
の 

難（
名
に
は
）

波
た
が
は
ぬ
物
に
ぞ
あ
り
け
る

 

承
香
殿
中
納
言

『
後
拾
遺
和
歌
集
』

春
上 

心
あ
ら
む
人
に
見
せ
ば
や
津
の
国
の 

難
波
わ
た
り
の
春
の
気
色
を 

能
因
法
師

春
上 

難
波
潟
浦
吹
く
風
に
波
た
て
ば 

つ
の
ぐ
む
く
葦
の
見
え
み
見
え
ず
み 

読
人
不
知

春
上 

花
な
ら
で
折
ら
ま
ほ
し
き
は
難
波
江
の 

葦
の
若
葉
に
降
れ
る
白
雪 

藤
原
範
永

冬
　 

難
波
潟
朝
み
つ
潮
に
た
つ
千
鳥 

浦
づ
た
ひ
す
る
声
聞
こ
ゆ
な
り 

相
模

賀
　 

朽
ち
も
せ
ぬ
長
柄
の
橋
の
橋
柱 

久
し
き
ほ
ど
の
見
え
も
す
る
か
な 

平
兼
盛

別
　 

命
あ
ら
ば
今
帰
り
来
ん
津
の
国
の 

難
波
堀
江
の
葦
の
裏
葉
に 

大
江
嘉
言

哀
傷 

古
い
に
し
へに

難
波
の
こ
と
も
変
は
ら
ね
ど
涙
の
か
ゝ
る
旅
は
な
か
り
き 

源
信
宗
朝
臣

哀
傷 

思
ひ
や
る
哀
れ
難
波
の
浦
さ
び
て 

葦
の
う
き
ね
は
さ
ぞ
泣
か
れ
け
ん 

伊
勢
大
輔

恋
三 

恋
し
き
に
難
波
の
こ
と
も
思
ほ
え
ず 

誰
れ
住
吉
の
松
と
い
ひ
け
ん 

大
江
匡
衡

雑
二 

し
ば
し
こ
そ
思
ひ
も
出
で
め
津
の
国
の 

長
柄
へ
ゆ
か
ば
今
忘
れ
な
ん 

中
宮
内
侍

雑
四 

橋
柱
な（

長
柄
）

か
ら
ま
し
か
ば
流
れ
て
の 

名
を
こ
そ
聞
か
め
跡
を
見
ま
し
や 

公
任

雑
四 

我
ば
か
り
長
柄
の
橋
は
朽
ち
け
り 

難
波
の
こ
と
も
ふ
る
ゝ
か
な
し
さ 

赤
染
衛
門

雑
四 

古
い
に
し
へに

ふ
り
行
く
身
こ
そ
哀
れ
な
れ 

昔
な（

長
柄
）

が
ら
の
橋
を
見
る
に
も 

伊
勢
大
輔

雑
六 

津
の
国
の
難
波
の
こ
と
か
法の

り

な
ら
ぬ 

遊
び
戯た

は
ぶれ

ま
で
と
こ
そ
聞
け 

遊
女
宮
木

『
金
葉
和
歌
集
』

秋
　 

古
い
に
し
への
難
波
の
こ
と
を
思
ひ
出
で
て
高
津
の
宮
に
月
の
澄
む
ら
ん 

参
議
師
頼

雑
下 

難
波
江
の
葦
の
若
ね

（
根
＝
音
）の
茂し

げ

け
れ
ば 

心
も
ゆ
か
ぬ
舟
出
を
ぞ
す
る 

六
条
右
大
臣

補
遺 

住
吉
の
松

（
待
つ
）か
ひ
あ
り
て
今
日
よ
り
は 

難
波
の
こ
と
も
知
ら
ず
ば
か
り
ぞ

 

賀
茂
成
助

『
詞
花
和
歌
集
』

夏
　 

五
月
雨
に
難
波
堀
江
の
澪
標 

見
え
ぬ
や
水
の
増
さ
る
な
る
ら
ん 

源
忠
季

恋
上 

忘
る
と
や
な（

長
柄
）

が
ら
へ
行
け
ど
身
に
添
ひ
て 

恋
し
き
こ
と
は
後お

く

れ
ざ
り
け
り 

平
兼
盛

雑
上 

難
波
江
の
茂し

げ

き
葦
間ま

を
漕
ぐ
舟
は 

棹
の
音
に
ぞ
行
く
方
を
知
る 

大
蔵
卿
行
宗

雑
上 

難
波
江
の
葦
間ま

に
宿
る
月
見
れ
ば 

我
が
身
一
も
沈し

づ

ま
ざ
り
け
り 

左
京
大
夫
顕
輔

『
千
載
和
歌
集
』

春
下 
心
な
き
我
が
身
な
れ
ど
も
津
の
国
の 

難
波
の
春
に
絶
え
ず
も
あ
る
か
な 

季
通

冬
　 
霜
枯
れ
の
難
波
の
葦
の
ほ
の

ぐ
と 

明
く
る
湊
に
千
鳥
鳴
く
な
り 

賀
茂
成
保

冬
　 

難
波
潟
入
江
を
め
ぐ
る
芦
鴨
の
玉
藻
の
舟
に
浮
き
寝
す
ら
し
も 

左
京
大
夫
顕
輔

羇
旅 

宮
木
引
く
梓あ

づ
さの

杣
を
か
き
分
て 

難
渡
の
浦
を
遠
ざ
か
り
ぬ
る 

能
因
法
師

恋
一 

難
波
江
の
藻
に
埋う

づ

も
る
ゝ
玉
か（

堅
磐
）

し
は 

あ
ら
は
れ
て
だ
に
人
を
恋
ひ
ば
や

 

源
俊
頼
朝
臣
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恋
一 

難な
に
は
め

波
女
の
す
く
も
焚
く
火
の
下
焦こ

が
れ 

上
は
つ
れ
な
き
我
が
身
な
り
け
り 

清
輔

恋
三 

難
波
江
の
芦
の
か

（
仮
寝
＝
刈
り
根
）

り
ね
の
一
よ

（
節
＝
夜
）ゆ
へ 

澪
（
身
を
尽
く
し
）
標
て
や
恋
わ
た
る
べ
き 

皇
嘉
門
院
別
当

恋
四 
芦
の
屋
の
か
り
そ
め
ぶ
し
は
津
の
国
の 

な（
長
柄
）

が
ら
へ
行
け
ど
忘
れ
ざ
り
け
り 

為
貞

雑
上 
行
末
を
思
へ
ば
か
な
し
津
の
国
の 

長
柄
の
橋
も
名
は
残
り
け
り
　 

源
俊
頼
朝
臣

雑
上 

難
波
潟
潮
路
遥
か
に
見
渡
せ
ば 

霞
に
浮
か
ぶ
沖
の
釣
り
舟 

円
玄
法
師

雑
上 

何
事
も
変
は
り
行
く
め
る
世
の
中
に 

昔
な
が
ら
の
橋
柱
か
な 

道
命
法
師

雑
上 

今
日
見
れ
ば
長
柄
の
橋
は
跡
も
な
し 

昔
あ
り
き
と
聞
き
わ
た
れ
ど
も 

道
因
法
師

『
新
古
今
和
歌
集
』

雑
下 

数
な
ら
で
世
に
住
の
江
の
澪
標 

い
つ
を
待
つ
と
も
な
き
身
な
り
け
り 

源
俊
頼

春
上 

夕ゆ
ふ
づ
く
よ

月
夜
潮
満
ち
来
ら
し
難
波
江
の 

芦
の
若
葉
を
越
ゆ
る
白
波 

藤
原
秀
能

春
上 

難
波
潟
か
す
ま
ぬ
波
も
霞
み
け
り 
う
つ
る
も
曇
る
朧
月
夜
に 

源
具
親

秋
上 

忘
れ
じ
な
難
波
の
秋
の
夜
半
の
空 
こ
と
浦
に
澄
む
月
は
見
る
と
も

 

宜
秋
門
院
丹
後

秋
下 

夏
草
の
か
り
そ
め
に
と
て
こ
し
や
ど
も 
難
波
の
浦
に
秋
ぞ
暮
れ
ぬ
る 

能
因
法
師

冬
　 

津
の
国
の
難
波
の
春
は
夢
な
れ
や 

蘆
の
枯
れ
葉
に
風
渡
る
な
り 

西
行
法
師

冬
　 

冬
深
く
な
り
に
け
ら
し
な
難
波
江
の 

青
葉
ま
じ
ら
ぬ
葦
の
村む

ら
だ
ち立 

大
納
言
成
通

哀
傷 

哀
れ
人
今
日
の
命
を
知
ら
ま
せ
ば 

難
波
の
蘆
に
契ち

ぎ

ら
ざ
ら
ま
し 

能
因
法
師

羇
旅 

難
波
人
葦
火
焚
く
屋
に
宿
か
り
て 

す
ゞ
ろ
に
袖
の
し
ほ
た
る
ゝ
か
な 

俊
成

恋
一 

難
波
潟
短
き
葦
の
節
の
間
も 

逢
は
で
こ
の
世
を
過
ぐ
し
て
よ
と
や 

伊
勢

恋
一 

我
が
恋
は
言
ぬ
ば
か
り
ぞ
難
波
な
る 

蘆
の
し
の
屋
の
下
に
こ
そ
た
け 

小
弁

恋
一 

難
波
人
い
か
な
る
江
に
か
朽
ち
は
て
ん 

逢
ふ
こ
と
な
み
に
身
を
つ
く
し
つ
ゝ

 

藤
原
良
経

雑
上 

難
波
潟
潮し

ほ
ひ干
に
あ
さ
る
葦あ

し
た
づ鶴
も 

月
か
た
ぶ
け
ば
声
の
恨
む
る 

俊
恵
法
師

雑
中 

難
波
女
の
衣
干
す
と
て
刈
り
て
焚
く 

蘆
火
の
煙
た
ゝ
ぬ
日
ぞ
な
き 

貫
之

雑
中 

年
ふ
れ
ば
朽
ち
こ
そ
ま
さ
れ
橋
柱 

昔
な（

長
柄
）

が
ら
の
名
だ
に
変
は
ら
で 

忠
岑

雑
中 

春
の
日
の
長
柄
の
浜
に
舟
と
め
て 

い
づ
れ
か
橋
と
問
へ
ど
答
へ
ぬ 

恵
慶
法
師

雑
中 

朽
ち
に
け
る
長
柄
の
橋
を
来
て
見
れ
ば 

蘆
の
枯
れ
葉
に
秋
風
ぞ
吹
く 

藤
原
実
定

雑
中 

沖
つ
風
夜
半
に
吹
く
ら
し
難
波
潟 

暁
か
け
て
波
ぞ
寄
す
な
る 

権
中
納
言
定
頼

雑
下 

津
の
国
の
な
が
ら
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
か
な
短
き
芦
の
よ

（
節
＝
世
）に
こ
そ
あ
り
け 

花
山
院

八
代
集
①
『
古
今
和
歌
集
』
醍
醐
天
皇
勅
命
、
延
喜
一
四
年
（
九
一
四
）
頃
成
立
。

　
　
　
②
『
後
撰
和
歌
集
』
村
上
天
皇
勅
命
、
天
暦
七
年
（
九
五
三
）
頃
成
立
。

　
　
　
③
『
拾
遺
和
歌
集
』
花
園
法
皇
院
宣
、
寛
弘
初
年
（
一
〇
〇
六
）
頃
成
立
。

　
　
　
④
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
白
河
天
皇
勅
命
、
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
成
立
。

　
　
　
⑤
『
金
葉
和
歌
集
』
白
河
上
皇
院
宣
、
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
成
立
。

　
　
　
⑥
『
詞
花
和
歌
集
』
崇
徳
上
皇
院
宣
、
仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）
頃
成
立
。

　
　
　
⑦
『
千
載
和
歌
集
』
後
白
河
上
皇
院
宣
、
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
成
立
。

　
　
　
⑧
『
新
古
今
和
歌
集
』
後
鳥
羽
上
皇
院
宣
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
成
立
。

こ
の
後
、
勅
撰
集
は
、
室
町
時
代
、
後
花
園
天
皇
勅
命
、
永
享
一
一
年（
一
四
三
九
）

成
立
の
『
新し
ん
し
ょ
く
こ
き
ん

続
古
今
和
歌
集
』
が
最
後
の
二
一
代
。

掛
詞
　
難
波
＝
名
に
は
、
三
津
・
御
津
＝
見
つ
、
長
柄
＝
〜
な
が
ら
・
永
ら
ふ

　
　
　
澪
標
＝
身
を
尽
く
し

景
物
・
語
彙
　
難
波
↓
葦
・
澪
標
、
長
柄
橋
↓
造
る

本
歌
取
り
　
す
ぐ
れ
た
古
歌
の
語
句
・
発
想
な
ど
を
取
り
入
れ
る
詠
歌
方
法
。

『
万
葉
集
』
巻
一
一 

難
波
人
葦
火
焚
く
屋
の
煤す

し
て
あ
れ
ど 

己お
の

が
妻
こ
そ
常と

こ

め
づ

ら
し
き
　
読
人
不
知 

↓ 

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
一
〇 

難
波
人
葦
火
焚
く
屋
に
宿
か

り
て 

す
ゞ
ろ
に
袖
の
し
ほ
た
る
ゝ
か
な
　
俊
成

　（
３
）
物
語
・
謡
曲
の
難
波

資
料
43
『
大
和
物
語
』
一
四
八
段 

芦
刈

　
津
の
国
の
難
波
の
わ
た
り
に
家
し
て
す
む
人
あ
り
け
り
。
あ
ひ
知
り
て
年
ご
ろ
あ
り

け
り
。
女
も
男
も
、
い
と
下げ

す種
に
は
あ
ら
ざ
り
け
れ
ど
、
年
頃
わ
た
ら
ひ
な
ど
も
い
と

わ
ろ
く
な
り
て
、
家
も
こ
ぼ
れ
、
使
ふ
人
な
ど
も
徳
あ
る
所
に
い
き
つ
ゝ
、
た
ゞ
二
人

す
み
わ
た
る
ほ
ど
に
、
さ
す
が
に
下
種
に
し
あ
ら
ね
ば
、
人
に
雇
は
れ
使
は
れ
も
せ

ず
、
い
と
わ
び
し
か
り
け
る
ま
ゝ
に
、
思
ひ
わ
び
て
、
二
人
い
ひ
け
る
や
う
、「
な
ほ

い
と
か
う
わ
び
し
う
て
は
え
あ
ら
じ
」、
男
は
「
か
く
は
か
な
く
て
の
み
い
ま
す
か
め

る
を
み
す
て
て
は
、
い
づ
ち
も

く
え
い
く
ま
じ
」、
女
も
「
男
を
捨
て
て
は
い
づ
ち

か
い
か
む
」
と
の
み
い
ひ
わ
た
り
け
る
を
、
男
、「
お
の
れ
は
と
て
も
か
く
て
も
経（
へ
）

な

む
。
女
の
か
く
若
き
ほ
ど
に
か
く
て
あ
る
な
む
、
い
と
い
と
ほ
し
き
。
京
に
の
ぼ
り
て

宮
仕
へ
を
も
せ
よ
。
宜よ
ろ

し
き
や
う
に
も
な
ら
ば
、
わ
れ
を
も
と
ぶ
ら
へ
。
お
の
れ
も
人

の
如ご
と

も
な
ら
ば
、
か
な
ら
ず
た
づ
ね
と
ぶ
ら
は
む
」
な
ど
泣
く

く
い
ひ
契ち

ぎ

り
て
、
た
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よ
り
の
人
に
い
ひ
つ
き
て
、
女
は
京
に
来
に
け
り
。
さ
し
は
へ
い
づ
こ
と
も
な
く
て
来き

た
れ
ば
、
こ
の
つ
き
て
来こ

し
人
の
も
と
に
居
て
、
い
と
あ
は
れ
と
思
ひ
や
り
け
り
。
前

に
荻を
ぎ
す
す
き薄い
と
お
ほ
か
る
所
に
な
む
あ
り
け
る
。
風
な
ど
吹
け
る
に
、
か
の
津
の
国
を
お

も
ひ
や
り
て
、「
い
か
で
あ
ら
む
」
な
ど
、
悲
し
く
て
よ
み
け
る
。

　
　
ひ
と
り
し
て
い
か
に
せ
ま
し
と
わ
び
つ
れ
ば 

そ
よ
と
も
前ま

へ

の
荻
ぞ
答
ふ
る

と
な
む
ひ
と
り
ご
ち
け
る
。

　
さ
て
と
か
う
女
さ
す
ら
へ
て
、
あ
る
人
の
や
む
ご
と
な
き
所
に
宮
た
て
た
り
、
さ
て

宮
仕
へ
し
あ
り
く
程
に
、
装さ
う
ぞ
く
き
よ

束
清
げ
に
し
、
む
つ
か
し
き
こ
と
な
ど
も
な
く
て
あ
り
け

れ
ば
、
い
と
清
げ
に
顔
容か
た
ち貌
も
な
り
に
け
り
。
か
ゝ
れ
ど
、
か
の
津
の
国
を
か
た
時
も

忘
れ
ず
、
い
と
あ
は
れ
と
思
ひ
や
り
け
り
。
た
よ
り
人
に
文ふ
み

つ
け
て
や
り
た
り
け
れ

ば
、「
さ
い
ふ
人
も
聞
こ
え
ず
」
な
ど
い
と
は
か
な
く
い
ひ
つ
ゝ
来き

け
り
。
わ
が
睦
ま

じ
う
知
れ
る
人
も
な
か
り
け
れ
ば
、
心
と
も
え
や
ら
ず
、
い
と
お
ぼ
つ
か
な
く
、「
い

か
ゞ
あ
ら
む
」
と
の
み
思
ひ
や
り
け
り
。
か
ゝ
る
程
に
、
こ
の
宮
仕
へ
す
る
所
の
北
の

方
亡う

せ
た
ま
う
て
、
こ
れ
か
れ
あ
る
人
を
召
し
使
ひ
た
ま
ひ
な
ど
す
る
中
に
、
こ
の
人

を
思
ふ
た
ま
ひ
け
り
。
思
ひ
つ
き
て
妻め

に
な
り
に
け
り
。
思
ふ
こ
と
も
な
く
め
で
た
げ

に
て
ゐ
た
る
に
、
た
ゞ
人
知
れ
ず
思
ふ
こ
と
一
つ
な
む
あ
り
け
る
。「
い
か
に
し
て
あ

ら
む
。
悪あ

し
う
て
や
あ
ら
む
、
よ
く
て
や
あ
ら
む
。
わ
が
在
り
所
も
え
知
ら
ざ
ら
む
。

人
を
遣や

り
て
た
づ
ね
さ
せ
む
と
す
れ
ど
、
う
た
て
、
わ
が
男
聞
き
て
、
う
た
て
あ
る
さ

ま
に
も
こ
そ
あ
れ
」
と
念
じ
つ
ゝ
あ
り
わ
た
る
に
、
な
ほ
い
と
あ
は
れ
に
お
ぼ
ゆ
れ

ば
、
男
に
い
ひ
け
る
や
う
、「
津
の
国
と
い
ふ
所
の
い
と
を
か
し
か
な
る
に
、
い
か
で

難
波
に
祓は
ら
へ

し
が
て
ら
ま
か
ら
む
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、「
い
と
よ
き
こ
と
。
わ
れ
も
諸も

ろ
と
も共

に
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、「
そ
こ
に
は
な
物
し
給
ひ
そ
。
お
の
れ
一
人
ま
か
ら
む
」
と
い

ひ
て
、
い
で
た
ち
て
往い

に
け
り
。
難
波
に
祓は

ら
へ
し
て
、
帰
り
な
む
と
す
る
時
に
、「
こ
の

わ
た
り
に
見
る
べ
き
こ
と
な
む
あ
る
」
と
て
、「
い
ま
す
こ
し
、
と
や
れ
、
か
く
や
れ
」

と
い
ひ
つ
ゝ
、
こ
の
車
を
や
ら
せ
つ
ゝ
、
家
の
あ
り
し
わ
た
り
を
み
る
に
、
屋
も
な

し
、
人
も
な
し
。「
何い
づ
か
た方

へ
い
に
け
む
」
と
悲
し
う
思
ひ
け
り
。
か
ゝ
る
心
ば
へ
に

て
、
ふ
り
は
へ
来
た
れ
ど
、
わ
が
睦
ま
じ
き
従ず

さ者
も
な
し
。
尋た

づ

ね
さ
す
べ
き
方
も
な

し
。
い
と
あ
は
れ
な
れ
ば
、
車
を
立
て
て
な
が
む
る
に
、
供と
も

の
人
は
、「
日
も
暮
れ
ぬ

べ
し
」
と
て
、「
御
車
う
な
が
し
て
む
」
と
い
ふ
に
、「
し
ば
し
」
と
い
ふ
ほ
ど
に
、
芦

に（
担
）な
ひ
た
る
男
の
か
た
ひ（

ゐ
）の
や
う
な
る
姿
な
る
、
こ
の
車
の
前
よ
り
い
き
け
り
。
こ
れ

が
顔
を
見
る
に
、
そ
の
人
と
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
、
い
み
じ
き
さ
ま
な
れ
ど
、
わ
が
男

に
似
た
り
。
こ
れ
を
見
て
、
よ
く
見
ま
ほ
し
さ
に
、「
こ
の
芦
も
ち
た
る
を
の
こ
呼
ば

せ
よ
。
か
の
芦
買
は
む
」
と
い
は
せ
け
る
。
さ
り
け
れ
ば
、「
よ
う
な
き
物
買
ひ
た
ま

ふ
」
と
は
思
ひ
け
れ
ど
、
主
の
の
た
ま
ふ
こ
と
な
れ
ば
、
よ（
呼
）
び
て
買
は
す
。「
車
の
も

と
近
く
に（
担
）な

ひ
寄よ

せ
さ
せ
よ
。
見
む
」
と
い
ひ
て
、
こ
の
男
の
顔
を
よ
く
見
る
に
、
そ

れ
な
り
け
り
。「
い
と
あ
は
れ
に
、
か
ゝ
る
物
商あ
き
なひ

て
世
に
経ふ

る
人
い
か
な
ら
む
」
と

い
ひ
て
泣
き
け
れ
ば
、
供と
も

の
人
は
、「
な
ほ
、
お
ほ
か
た
の
世
を
あ
は
れ
が
る
」
と
な

む
思
ひ
け
る
。
か
く
て
「
こ
の
芦
の
男
に
物
な
ど
食
は
せ
よ
。
物
い
と
お
ほ
く
芦
の
値
あ
た
ひ

に
と
ら
せ
よ
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、「
す
ゞ
ろ
な
る
者
に
、
な
に
か
多
く
賜た

ば
む
」
な

ど
、
あ
る
人
々
い
ひ
け
れ
ば
、
し
ひ
て
も
え
言
ひ
に
く
ゝ
て
、「
い
か
で
物
を
と
ら
せ

む
」
と
思
ふ
あ
ひ
だ
に
、
下し
た
す
だ
れ簾の
は
ざ
ま
の
あ
き
た
る
よ
り
、
こ
の
男
ま
も
れ
ば
、
わ

が
妻め

に
似
た
り
。
あ
や
し
さ
に
心
を
と
ゞ
め
て
見
る
に
、「
顔
も
声
も
そ
れ
な
り
け
り
」

と
思
ふ
に
、
思
ひ
あ
は
せ
て
、
わ
が
さ
ま
の
い
と
い
ら
な
く
な
り
に
た
る
を
思
ひ
け
る

に
、
い
と
は
し
た
な
く
て
、
芦
も
う
ち
捨
て
て
走
り
逃
げ
に
け
り
。「
し
ば
し
」
と
い

は
せ
け
れ
ど
、
人
の
家
に
逃
げ
入
り
て
、
竈か
ま

の
し
り
へ
に
か
ゞ
ま
り
て
を
り
け
る
。
こ

の
車
よ
り
「
な
ほ
こ
の
男
た
づ
ね
て
率ゐ

て
来こ

」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
供
の
人
手
を
分あ

か

ち
て

も
と
め
さ
わ
ぎ
け
り
。
人
「
そ
こ
な
る
家
に
な
む
侍
り
け
る
」
と
い
へ
ば
、
こ
の
男
に

「
か
く
お
ほ
せ
ご
と
あ
り
て
召
す
な
り
。
な
に
の
う
ち
ひ
か
せ
給
ふ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。

物
を
こ
そ
は
た
ま
は
せ
む
と
す
れ
。
幼お
さ
なき

物（
者
）な

り
」
と
い
ふ
時
に
、
硯
を
乞
ひ
て
文
を

か
く
。
そ
れ
に
、

　
　
君
な
く
て
あ
し
か
り
け
り
と
思
ふ
に
も 

い
と
ゞ
難
波
の
浦
ぞ
す
み
憂
き

と
か
き
て
封
じ
て
、「
こ
れ
を
御
車
に
奉
れ
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、「
あ
や
し
」
と
思
ひ
て

も
て
来
て
奉
る
。
あ
け
て
見
る
に
、
悲
し
き
こ
と
物
に
似
ず
、
よ
ゝ
と
ぞ
泣
き
け
る
。

さ
て
返
し
は
い
か
ゞ
し
た
り
け
む
知
ら
ず
。

　
車
に
着き

た
り
け
る
衣き

ぬ

脱
ぎ
て
包
み
て
文ふ

み

な
ど
書
き
具ぐ

し
て
や
り
け
る
。
さ
て
な
む
帰

り
け
る
。
後の
ち

に
は
い
か
ゞ
な
り
に
け
む
、
知
ら
ず
。

あ
し
か
ら
じ
と
て
こ
そ
人
の
わ
か
れ
け
め 

な
に
か
難
波
の
浦
も
す
み
憂
き
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謡
曲 

『
芦
刈
』

１
左
衛
門
の
妻
（
ツ
レ
）・
妻
の
従
者
（
ワ
キ
・
ワ
キ
ツ
レ
）
登
場
、
難
波
の
浦
に
到
着
。
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ワ
キ
・
ツ
レ

「
古
き
都
の
道
な
れ
や
、
古
き
都
の
道
な
れ
や
、
難
波
の
浦
を
尋
ね
ん
。

ワ
キ

「
か
や
う
に
候
ふ
者
は
都
さ
る
お
ん
方
に
仕
へ
申
す
者
に
て
候
、
ま
た
こ
れ
に
ご
ざ

候
ふ
お
ん
こ
と
は
頼
み
奉
り
候
ふ
人
の
若あ
か
ご子
の
お
ん
乳ち

の
人ひ

と

に
て
ご
ざ
候
、
お
ん
里

は
津
の
国
日く
さ
か下
の
里
に
て
候
ふ
が
、
い
ま
一
度
お
ん
下
り
あ
り
た
き
よ
し
仰
せ
候
ふ

ほ
ど
に
、
こ
の
た
び
わ
れ
ら
お
ん
供
申
し
、
淀
よ
り
川
舟
に
乗
せ
申
し
、
只
今
難
波

の
浦
に
と
急
ぎ
候
。

ワ
キ
・
ワ
キ
ツ
レ

「
淀
舟
や
、
美
豆
野
の
原
の
曙
に
、
美
豆
野
の
原
の
曙
に
、
影
も
残
り
て
有

明
の
、
山
も
と
霞
む
水
無
瀬
川
、
渚
の
森
を
よ
そ
に
見
て
、
な
ほ
行
く
末
も
渡
辺

や
、
大
江
の
岸
も
移
り
行
く
、
波
の
入
り
江
の
里
続
く
、
難
波
の
浦
に
着
き
に
け

り
、
難
波
の
浦
に
着
き
に
け
り
。

ワ
キ

「
お
ん
急
ぎ
候
ふ
ほ
ど
に
こ
れ
は
津
の
国
日
下
の
里
に
お
ん
着
き
に
て
候
。
こ
れ
に

暫
ら
く
お
ん
待
ち
候
へ
。
日
下
の
左
衛
門
殿
の
御
在
所
を
尋
ね
申
さ
う
ず
る
に
て

候
。

２
里
人
（
ア
イ
）
に
左
衛
門
殿
の
所
在
を
尋
ね
、
里
人
が
芦
売
り
を
呼
ぶ
。

ワ
キ

「
こ
の
わ
た
り
の
人
の
わ
た
り
候
か
。

ア
イ

「
た
れ
に
て
わ
た
り
候
ふ
ぞ
。

ワ
キ

「
こ
の
あ
た
り
に
日
下
の
左
衛
門
殿
と
申
す
人
の
わ
た
り
候
ふ
か
。

ア
イ

「
も
と
は
こ
の
所
に
ご
ざ
候
ひ
し
が
、
散
々
の
御
無
力
に
て
、
今
は
こ
の
所
に
は
ご

ざ
な
く
候
。

ワ
キ

「
あ
ら
な
に
と
も
な
や
候
。
こ
の
よ
し
を
や
が
て
申
さ
う
ず
る
に
て
候
。

ワ
キ

「
い
か
に
申
し
候
、
左
衛
門
殿
を
尋
ね
申
し
て
候
へ
ば
、
今
は
こ
の
所
に
は
ご
ざ
な

き
よ
し
を
申
し
候
。

ツ
レ

「
げ
に
や
家
貧ひ

ん

に
し
て
は
親し

ん
ち知
少
な
く
、
賎い

や

し
き
身
に
は
故
人
疎う

と

し
と
か
や
申
す
な

れ
は
、
身
に
は
限
ら
ぬ
慣
ら
ひ
な
れ
ど
も
、
あ
ま
り
に
あ
さ
ま
し
き
有
様
か
な
。

さ
り
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
契
り
置
き
し
こ
と
あ
り
、
こ
の
所
に
暫
ら
く
逗
留
し
、
か
の

人
の
行
く
へ
を
尋
ね
ば
や
と
思
ひ
候
。

ワ
キ

「
げ
に
げ
に
仰
せ
尤
も
に
て
候
、
こ
の
所
に
暫
ら
く
ご
逗
留
候
へ
。
な
ほ
な
ほ
お
ん

行
く
へ
を
詳
し
く
尋
ね
申
さ
う
ず
る
に
て
候
。

ワ
キ

「
い
か
に
以
前
の
人
の
わ
た
り
候
ふ
か
。
こ
の
浦
に
い
か
や
う
な
る
面
白
き
こ
と
は

候
は
ぬ
か
。
都
の
人
に
見
せ
申
し
た
く
候
ふ
よ
。

ア
イ

「
さ
ん
候
ふ
、
こ
の
浦
に
浜
の
市
の
候
ふ
に
、
色
々
の
物
を
売
り
買
ひ
候
ふ
中
に
、

若
き
男
の
候
ふ
が
、
こ
の
難
波
の
芦
を
刈
り
て
売
り
候
ふ
が
、
色
々
に
戯
れ
言
を
申

し
て
面
白
き
も
の
に
て
候
ふ
間
、
名め
い
そ
う草
の
こ
と
に
て
候
ふ
ほ
ど
に
、
皆
々
買
ひ
取
り

候
。
暫
ら
く
御
待
ち
候
ひ
て
か
の
者
を
御
覧
じ
候
へ
。

ワ
キ

「
あ
ら
嬉
し
や
候
、
さ
ら
ば
か
の
者
を
待
つ
て
見
う
ず
る
に
て
候
。

ア
イ

「
い
か
に
こ
の
う
ち
に
芦
を
売
る
男
わ
た
り
候
ふ
か
。
急
ぎ
立
ち
出
で
面
白
く
芦
を

売
ら
れ
候
へ
や
。

３
芦
売
り
（
シ
テ
）
登
場
。
芦
売
り
に
零
落
し
た
境
涯
を
述
懐
。

シ
テ

「
あ
し
び
き
の
山
こ
そ
霞
め
難
波
江
に
、
向
か
ふ
は
波
の
淡
路
潟
、
げ
に
や
所
か
ら

異こ
と

浦
々
の
気
色
ま
で
も
、
眺
め
に
続
く
難
波
舟
の
、
出
で
浮
か
み
た
る
朝
ぼ
ら
け
、

心
も
澄
め
る
面
白
さ
よ
。

シ
テ

「
難
波
な
る
、
見
つ
と
は
言
は
じ
、
か
か
る
身
に
、

地
謡

「
わ
れ
だ
に
知
ら
ぬ
面
忘
れ
。

シ
テ

「
立
ち
舞
ふ
市
の
な
か

く
に
、

地
謡

「
隠
れ
所
は
あ
る
も
の
を
。

４
従
者
と
芦
売
り
の
問
答
、
伊
勢
の
浜
荻
・
難
波
の
芦

５
笠
尽
く
し
の
「
笠
の
段
」

６
芦
売
り
が
輿
の
中
の
妻
に
芦
を
渡
そ
う
と
し
て
、
顔
を
合
わ
せ
物
陰
に
隠
れ
る
。
芦

売
り
は
左
衛
門
、
夫
婦
は
の
再
会
を
果
た
す
。

７
烏
帽
子
直
垂
を
着
た
左
衛
門
は
歌
の
功
徳
で
夫
婦
連
れ
立
っ
て
上
洛

第
二
節
　
大
　
川

　（
１
）
近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃

近
松
門
左
衛
門
『
心
中
天
の
網
島
』

近
松
門
左
衛
門
、
世
話
物
。
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
一
〇
月
一
四
日
の
心
中
事
件

に
取
材
、
同
年
十
二
月
六
日
大
坂
竹
本
座
初
演
。

上
巻
。
大
阪
天
満
の
紙
屋
の
主
人
治
兵
衛
に
は
、
妻
お
さ
ん
と
二
人
の
子
供
が
あ
る

が
、
曽
根
崎
新
地
紀
伊
国
屋
の
遊
女
小
春
と
相
思
相
愛
。
情
死
を
気
遣
い
、
治
兵
衝

の
兄
粉こ

や屋
孫
右
衛
門
が
武
士
の
姿
に
仮
装
し
て
小
春
の
心
底
を
探
る
と
、
小
春
は
治

兵
衛
に
愛
想
尽
か
し
。
丁
度
、
訪
ね
て
来
た
治
兵
衛
は
女
の
心
変
り
を
怒
り
、
格
子
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越
し
に
脇
差
を
突
き
刺
す
が
、
相
手
に
怪
我
は
な
く
、
治
兵
衛
は
孫
右
衛
門
に
両
手

を
格
子
に
括
ら
れ
る
。
そ
こ
へ
治
兵
衛
の
恋
敵
太
兵
衛
が
通
り
か
か
り
、
罵
り
辱
か

し
め
る
。
孫
右
衛
門
は
表
へ
出
て
太
兵
衛
を
懲
ら
し
め
、
治
兵
衛
を
諭
す
。
治
兵
衛

も
改
心
し
、
小
春
の
起
請
文
を
投
げ
返
し
、
自
分
の
起
請
文
も
取
り
返
し
て
兄
に
渡

す
。
小
春
か
ら
取
り
返
し
た
起
請
文
の
中
に
治
兵
衛
の
妻
お
さ
ん
か
ら
小
春
へ
宛
て

の
手
紙
が
あ
っ
た
が
、
孫
右
衛
門
は
他
言
し
な
い
と
小
春
に
誓
う
。

中
巻
。
孫
右
衛
門
と
お
さ
ん
の
母
が
治
兵
衛
の
家
を
訪
れ
、
天
満
の
大
尽
が
小
春
を
身

請
け
す
噂
を
聞
き
、
そ
の
大
尽
は
治
兵
衛
で
な
い
こ
と
を
確
か
め
る
。
治
兵
衛
は
小

春
が
太
兵
衛
に
請
け
出
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、
小
春
の
心
変
わ
り
を
恨
む
。
お
さ
ん

は
始
め
て
、
小
春
の
心
変
り
も
自
分
が
小
春
に
手
紙
で
愛
想
尽
か
し
を
頼
ん
だ
こ
と

を
打
明
け
、
小
春
が
自
殺
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
夫
を
急せ

き
立
て
、
身
請
け
の
費
用

に
自
分
の
衣
類
を
質
入
れ
し
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
へ
お
さ
ん
の
父
五
左
衛
門
が
訪

れ
、
立
腹
し
、
無
理
に
お
さ
ん
を
離
別
さ
せ
て
連
れ
帰
る
。

下
巻
。
追
い
つ
め
ら
れ
た
治
兵
衛
は
、
網
島
の
大
長
寺
で
小
春
と
心
中
す
る
。
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料
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『
心
中
天
の
網
島
』
下
之
巻
（
名
残
の
橋
づ
く
し
）

　
小
春
は
内
を
脱ぬ
け

出い

で
て
、
互
に
手
に
手
を
取
交
し
。
北
へ
行
か
う
か
南
へ
か
。
に
し

か
東
か
行
末
も
、
心
の
早
瀬
蜆
川
、
流
る
ゝ
月
に
逆
ひ
て
足
を
は
か
り
に
、
走は
し
り
が
き書。

謡

の
本
は
近
衛
流
。
野
郎
帽
子
は
若
紫
。
悪
所
狂
ひ
の
身
の
果
は
、
か
く
成
行
く
と
定
ま

り
し
。
釈
迦
の
教
も
有
る
こ
と
か
、
見
た
し
憂う
き

身
の
因
果
経
。
明
日
は
世
上
の
言こ

と
ぐ
さ種

に
、
紙
屋
治
兵
衛
が
心
中
と
、
徒あ
だ
な
ち
り

名
散
行
く
桜
木
に
、
根
掘
り
葉
掘
り
を
絵
草
紙
の
、

版は
ん
す摺
る
紙
の
其
の
中
に
有
り
と
も
知
ら
ぬ
死
神
に
、
誘
は
れ
行
く
も
商
売
に
、
疎う

と

き
報む

く

い
と
観
念
も
、
と
す
れ
ば
心
引
か
さ
れ
て
、
歩
み
悩
む
ぞ
道
理
な
る
。

　
比こ
ろ

は
十
月
十
五
夜
の
月
に
も
見
え
ぬ
身
の
上
は
、
心
の
闇
の
印し

る
しか
や
。
今
置
く
霜
は

明
日
消
ゆ
る
、
は
か
な
き
譬た
と
への
そ
れ
よ
り
も
先
へ
消
行
く
閨
の
内
、
い
と
し
か
は
い
と

締
め
て
寝
し
。
移
香
も
、
何
と
流
れ
の
蜆
川
。
西
に
見
て
、
朝
夕
渡
る
此
の
橋
の
天
神

橋
は
其
の
昔
、
菅
丞
相
と
申
せ
し
時
、
筑
紫
へ
流
さ
れ
給
ひ
し
に
、
君
を
慕
ひ
て
太
宰

府
へ
た
っ
た
一
飛
梅
田
橋
、
跡
追お
ひ

松
の
緑
橋
、
別
れ
を
嘆
き
悲
し
み
て
、
跡
に
焦こ

が

る
ゝ

桜
橋
、
今
に
咄は
な
しを
聞き

き

渡
る
。
一
首
の
歌
の
御
威
徳
、
か
ゝ
る
尊
き
荒
神
の
、
氏
子
と
生

れ
し
身
を
持
ち
て
、
そ
な
た
も
殺
し
我
も
死
ぬ
。
元
は
と
問
へ
ば
分
別
の
、
あ
の
い
た

『新板
摂津大阪東西南北町嶋之図』（部分）元禄17年（宝永元年1704）

　　　　　　 佐古慶三氏『古板大坂地図事成』（清文堂）参照
旧淀川の堂島の北に蜆川が流れる。この地図では蜆川を「そねさき川」と記している。
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い
け
な
貝
殻
に
、
一
杯
も
な
き
蜆
橋
、
短
き
も
の
は
我
々
が
、
此
の
世
の
住す
ま
ひ、

秋
の
日

と
、
十
九
と
廿
八
年
の
、
今
日
の
今
宵
を
限
に
て
、
二ふ
た
り人
い
の
ち
の
捨
所
、
ぢ
い
と

ば
ゞ
と
の
末
ま
で
も
ま
め
で
添
は
ん
と
契
り
し
に
、
丸
三
年
も
馴
染
ま
い
で
、
此
の
災

難
に
大（
遭
ふ
）江
橋
、
あ
れ
見
や
難
波
小
橋
か
ら
、
舟
入
橋
の
浜
伝
ひ
、
是
ま
で
来
れ
ば
来
る

程
は
、
冥
途
の
道
が
近
付
く
と
、
嘆
け
ば
女
も
縋
寄
り
、
も
う
此
の
道
が
冥
途
か
と
見

交
す
顔
も
見
え
ぬ
程
、
落
つ
る
涙
に
堀
川
の
、
橋
も
水
に
や
浸
る
ら
ん
。

　
北
へ
歩
め
ば
、
我
が
宿
を
一
目
に
見
る
も
見
返
ら
ず
。
子
供
の
行
方
、
女
房
の
、
哀

れ
も
胸
に
押
包
み
、
南
へ
渡
る
橋
柱
、
数
も
限
ら
ぬ
家
々
を
、
い
か
に
名
付
け
て
八
軒

屋
、
誰
と
伏（
臥
し
）見
の
下く

だ
り舟
、
着
か
ぬ
内
に
と
道
急
ぐ
。
此
の
世
を
捨
て
て
行
く
身
に
は
、

聞
く
も
恐
し
、
天（
天
魔
）満
橋
。
淀
と
大
和
の
二ふ

た

川
を
、
一
つ
流
れ
の
大
川
や
、
水
と
魚
と
は

連
れ
て
行
く
。
我
も
小
春
と
二
人
連
、
一
つ
刃
の
三
瀬
川
。
手
向
の
水
に
請
け
た
や

な
。
何
か
嘆
か
ん
、
此
の
世
で
こ
そ
は
添
は
ず
と
も
未
来
は
い
ふ
に
及
ば
ず
、
今
度
の

く
、
ず
っ
と
今
度
の
其
の
先
の
世
ま
で
も
夫
婦
ぞ
や
。
一
つ
蓮
の
頼
み
に
は
、
一
夏

に
一
部
、
夏げ
が
き書
せ
し
。
大
慈
大
悲
の
普
門
品
妙
法
蓮
華
京（

経
）橋
を
、
越
ゆ
れ
ば
到
る
彼
岸

の
玉
の
台う
て
なに
乗
り
を
へ（

得
）て
、
仏
の
姿
に
身
を
成
橋
、
衆し

ゆ
じ
や
う
さ
い
ど

生
済
度
が
ま
ゝ
な
ら
ば
、
流
れ

の
人
の
此
の
後
は
、
絶
え
て
心
中
せ
ぬ
や
う
に
、
守
り
た
い
ぞ
と
及
び
な
き
、
願
も
世

上
の
よ
ま
ひ
ご
と
、
思
ひ
や
ら
れ
て
あ
は
れ
な
り
。
野
田
の
入
江
の
水
煙
、
山
の
端
白

く
ほ
の

ぐ
と
、
あ
れ
寺
々
の
鐘
の
声
、
こ
う

く
、
か
う
し
て
い
つ
ま
で
か
、
と
て

も
な
が
ら
へ
果
て
ぬ
身
を
、
最
期
急
が
ん
こ
な
た
へ
と
手
に
百
八
の
玉
の
緒
を
、
涙
の

玉
に
く
り
ま
ぜ
て
、
南
無
網
（
阿
弥
）島
の
大
長
寺
。
薮
の
外
面
の
い
さ
ゝ
川
、
流
れ
み
な
ぎ
る

樋
の
上
を
最
期
所
と
着
き
に
け
る
。

蜆
川
　
堂
島
の
北
を
流
れ
、
本
来
淀
川
の
本
流
か
↓
川
幅
を
縮
め
た
の
で
縮
ち
ぢ
め

川
。
明
治

四
二
年
（
一
九
〇
九
）
火
災
↓
一
部
瓦
礫
の
捨
て
場
↓
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）

全
部
埋
立
。東
か
ら 

難
波
小
橋
・
堂
島
橋
・
曾
根
崎
橋
・
桜
橋
・
緑
橋
・
梅
田
橋
・

汐
津
橋

曽
根
崎
新
地

　
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
堂
島
新
地
に
新
地
開
発
、
茶
屋
に
茶
汲
み

女
、
風
呂
に
髪
結
い
女
↓
遊
女
。
元
禄
一
〇
年
米
市
場
が
移
転
し
て
き
た
の
で
蜆
川

対
岸
の
曾
根
崎
新
地
に
移
行
。

網
島
大
長
寺
　
都
島
区
中
野
町
　
元
、
網
島
町
（
現
在
藤
田
美
術
館
）
に
あ
り
、
明
治

四
二
年
（
一
九
〇
九
）
中
野
町
に
移
転
。
寺
伝
に
慶
長
一
〇
年
（
一
六
〇
五
）
創

建
。
浄
土
宗
、
本
尊
阿
弥
陀
如
来
。
境
内
に
小
春
・
治
兵
衛
の
比
翼
塚
。

　
文
楽
概
観

文
楽
＝
人
形
浄
瑠
璃
の
三
要
素

　
①
義
太
夫
節
　
②
三
味
線
　
③
人
形

人
形
浄
瑠
璃
の
歴
史

室 

町
時
代
末 

琵
琶
・
扇
拍
子
人
形
操
り
の
「
浄
瑠
璃
御
前
物
語
（
十
二
段
草
子
）」
流
行
。

同
じ
頃 

三
味
線
（
蛇
皮
線
）
の
渡
来

江
戸
時
代
初
期 

人
形
操
り
と
三
味
線
が
結
合

元 

禄
期
（
一
六
八
六
〜
一
七
〇
四
）
竹
本
義
太
夫
と
近
松
門
左
衛
門
が
組
み
、
義
太
夫
節

が
流
行
↓
義
太
夫
の
名
称
（
義
太
夫
以
前
を
古
浄
瑠
璃
）

元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）「
曽
根
崎
心
中
」
大
坂
竹
本
座
で
初
演

　
↓
浄
瑠
璃
と
歌
舞
伎
の
交
流

享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）「
芦
屋
道
満
大
内
鑑
」
大
坂
竹
本
座
で
初
演

　
↓
人
形
の
三
人
遣
い
が
創
案

延
享
三
年
（
一
七
四
五
）「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
大
坂
竹
本
座
で
初
演

 

〃 

四
年 

「
義
経
千
本
桜
」
大
坂
竹
本
座
で
初
演

寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
大
坂
竹
本
座
で
初
演

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
ご
ろ 

植
村
文
楽
軒 

高
津
新
地
で
人
形
操
り
一
座

　
↓
文
楽
の
名
称

 

〃 

八
年 

稲
荷
社
（
難
波
神
社
）
文
楽
座

天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
天
保
の
改
革
↓
宮
地
芝
居
取
り
壊
し
↓
北
堀
江

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
稲
荷
社
文
楽
座
再
建

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
大
阪
の
松
島
新
地
に
文
楽
座

 

〃 

一
七
年 
御
霊
神
社
に
文
楽
座
↓
大
正
一
五
年 

出
火
焼
失

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
四
つ
橋
東
南
詰
に
文
楽
座

 

〃 

三
一
年
（
一
九
五
六
）
道
頓
堀
弁
天
座

 

〃 

三
八
年 

朝
日
座
、
文
楽
協
会
（
国
・
府
・
市
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
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〃 

五
九
年 

（
大
阪
日
本
橋
）
国
立
文
楽
劇
場

　
近
松
門
左
衛
門
と
そ
の
時
代

慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
将
軍
家
光
没
。
慶
安
事
件
。
家
綱
将
軍
就
任

承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
若
衆
歌
舞
伎
禁
止
令

 

〃 

二
年 
野
郎
歌
舞
伎
始
ま
る
。
近
松 

福
井
に
誕
生
、
越
前
吉
江
（
鯖
江
市
）
藩
士

杉
森
信
義
次
男
、
本
名
杉
森
信
盛

明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
江
戸
に
明
暦
の
大
火
（
振
り
袖
火
事
）

寛
文
七
年
（
一
六
六
四
）
頃 
父
信
義
浪
人
、
上
洛
、
公
家
に
奉
公
↓
古
典
文
化

　
正
親
町
公
通
に
奉
公
、
宇
治
加
賀
掾
に
接
近
↓
浄
瑠
璃
作
者

延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
綱
吉
将
軍
就
任

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
江
戸
大
火
（
八
百
屋
お
七
の
火
事
）

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
竹
本
義
太
夫
竹
本
座
旗
揚
、
近
松
の
『
世
継
曽
我
』

 

〃 

二
年 

竹
本
座
に
『
出
世
景
清
』

 

〃 

四
年 

生
類
憐
み
令

元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
都
万
太
夫
座
に
歌
舞
伎
『
仏
母
摩
耶
山
開
帳
』

　
↓
以
後
一
〇
年
間
歌
舞
伎
作
家

 

〃 

一
五
年 

赤
穂
浪
士
討
ち
入
り

 

〃 

一
六
年 

竹
本
座
に
世
話
浄
瑠
璃
『
曽
根
崎
心
中
』
大
当
り

宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
大
和
川
付
け
替
え

 

〃 

二
年 

竹
本
座
は
義
太
夫
か
ら
竹
田
出
雲
へ
↓
近
松
は
専
属

 

〃 

四
年 

富
士
山
噴
火

 

〃 

六
年 

将
軍
綱
吉
没
。
生
類
憐
み
令
廃
止
。
家
宣
将
軍
就
任

　
新
井
白
石
登
用
↓
正
徳
の
治

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
将
軍
家
宣
没

 

〃 

三
年 

家
継
将
軍
就
任

 

〃 

四
年 

義
太
夫
没

 

〃 

五
年 

『
国こ

く
せ
ん
や
が
っ
せ
ん

性
爺
合
戦
』
大
当
り

享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
将
軍
家
継
没
。
吉
宗
将
軍
就
任
↓
享
保
の
改
革

 

〃 

九
年
一
一
月 

近
松
没
、
七
二
歳

近
松
門
左
衛
門
の
作
品

浄
瑠
璃 

時
代
物 

約
六
六
編
↓
時
代
物
の
方
が
多
い
事
に
注
目

　『
用
明
天
皇
職
人
鑑
』『
傾
城
反は
ん
ご
う
こ
う

魂
香
』『
碁
盤
太
平
記
』『
平
家
女
護
島
』

世
話
物 

二
四
編

　『
心
中
万
年
草
』『
冥
土
の
飛
脚
』『
心
中
天
の
網
島
』『
女
殺
油
地
獄
』

歌
舞
伎 

約
三
〇
編

　『
傾
城
阿
波
の
鳴
門
』『
百も
も
よ夜
小
町
』『
夕
霧
七
年
忌
』『
傾
城
仏
の
原
』

　
　
姦
通
物
　
そ
れ
ぞ
れ
偶
発
的
な
原
因
　『
堀
川
波
の
鼓
』
↑
酒
、

　
　『
大
だ
い
き
ょ
う
じ
む
か
し
こ
よ
み

経
師
昔
暦
』
↑
身
代
り
、『
鑓や

り

の
権ご

ん
ざ
か
さ
ね
か
ら
び
ら

三
重
帷
子
』
↑
嫌
疑

　（
２
）
西
鶴
の
浮
世
草
子
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西
鶴
『
世
間
胸
算
用
』
巻
二
、一 

銀
一
匁
の
講
中

　
人
の
分ぶ
げ
ん限

に
な
る
事
、
仕
合
と
い
ふ
は
言
葉
、
ま
こ
と
は
面
々
の
智
恵
才
覚
を
以
て

か
せ
ぎ
出
し
、
其
家
栄
ゆ
る
事
ぞ
か
し
。
是こ
れ

福
の
神
の
ゑ
び
す
殿
の
ま
ゝ
に
も
な
ら
ぬ

事
也
。
大
黒
講
を
む
す
び
、
当
地
の
手
前
よ
ろ
し
き
者
共
集
り
、
諸
国
の
大
名
衆
へ
の

御
用
銀
の
借
り
入
内
談
を
、
酒
宴
遊
興
よ
り
は
増ま
し

た
る
世
の
慰
み
と
お
も
ひ
定
め
て
、

寄
合
座
敷
も
色
ち
か
き
所
を
さ
つ
て
、
生
玉
・
下
寺
町
の
客
庵
を
借
り
て
、
毎
月
身
体

詮
議
に
く
れ
て
、
命
の
入
日
か
た
ぶ
く
老
体
ど
も
、
後ご

世せ

の
事
は
わ
す
れ
て
、
只
利
銀

の
か
さ
な
り
、
富
貴
に
な
る
事
を
楽
し
み
け
る
。

　
世
に
金
銀
の
余
慶
有あ
る

ほ
ど
、
万
に
付つ

け

て
目
出
た
き
事
外
に
な
け
れ
共
、
そ
れ
は

二
十
五
の
若
盛
よ
り
油
断
な
く
、
三
十
五
の
男
盛
り
に
か
せ
ぎ
、
五
十
の
分
別
ざ
か
り

に
家
を
納
め
、
惣
領
に
万
事
を
わ
た
し
、
六
十
の
前
年
よ
り
楽
隠
居
し
て
、
寺
道
場
へ

ま
い
り
下
向
し
て
、
世
間
む
き
の
よ
き
時
分
な
る
に
、
仏ぶ
つ

と
も
法ほ

う

と
も
わ
き
ま
へ
ず
、

欲
の
世
の
中
に
住す
め

り
。
死し

ね

ば
万
貫
目
持
て
も
か
た
び
ら
一
ッ
よ
り
、
皆
う
き
世
に
残
る

ぞ
か
し
。
此こ
の

寄
合
の
親お

や
じ仁
共
、
弐
千
貫
目
よ
り
内
の
分ぶ

げ
ん限
壱
人
も
な
し
。
又
近
年
我
々

が
は
た
ら
き
に
て
、
わ
づ
か
な
る
身
体
の
者
共
金
銀
を
仕し

だ出
し
、
弐
百
貫
目
三
百
貫

目
、
あ
る
ひ
は
五
百
貫
目
ま
で
の
銀か
ね
も
ち持

二
十
八
人
か
た
ら
ひ
、
壱
匁
講
と
い
ふ
事
を
む

す
び
、
毎
月
宿
も
定
め
ず
、
一
匁
の
仕
出
し
食め
し

を
あ
つ
ら
へ
、
下
戸
も
上
戸
も
酒
な
し

に
、
あ
そ
び
事
に
も
始し
ま
つ末
第
一
、
気
の
つ
ま
る
せ
ん
さ
く
也
。
朝
か
ら
日
の
く
る
ゝ
ま

で
、
よ（
余
）の
事
な
し
に
身み

す
ぎ過
の
沙
汰
、
中
に
も
借か

し
ぎ
ん銀
の
慥た

し

か
な
る
借
手
を
吟
味
し
て
、
一



─ 53 ─

日
も
銀か
ね

を
あ
そ
ば
さ
ぬ
思
案
を
め
ぐ
ら
し
け
る
。

　
此こ
の

者
共
が
手
前
よ
ろ
し
く
成な

り

け
る
は
じ
め
、
利り

ぎ
ん
と
り
こ
み

銀
取
込
て
の
分
限
な
れ
ば
、
今
の
世

の
商
売
に
、
銀か
ね

か
し
屋
よ
り
外ほ

か

に
よ
き
事
は
な
し
。
然
れ
ど
も
今
程
は
、
見
せ
か
け
の

よ
き
内
證
の
不ふ
ら
ち埒
な
る
商あ

き
ん
ど人
、
大
分
か
り
こ
み
こ
し
ら
へ
て
た
ふ
れ
け
れ
ば
、
思
ひ
も

よ
ら
ぬ
損
を
す
る
事
た
び

く
也
。
さ
れ
ど
も
人
を
気
づ
か
ひ
し
て
、
金
銀
借か

さ

ず
に
も

置お
か

れ
ず
。「
随
分
内
證
を
聞
合
せ
、
此こ

の
な
か
ま

中
間
は
た
が
ひ
に
様
子
を
し
ら
せ
、
向き

や
う
こ
う後

は

借か
し
い
れ入
を
い
た
す
べ
し
。
い
づ
れ
も
か
く
云い

ひ
あ
は合
す
か
ら
は
、
出
し
ぬ
き
に
あ
は
し
給
ふ

な
。
さ
あ
ら
ば
各
々
心
得
の
た
め
に
、
当
地
で
定
ま
つ
て
銀か
ね

か
る
人
を
ひ
と
り

く
書

出
し
、
こ
ま
か
に
詮
議
し
て
見
る
べ
し
」「
こ
れ
尤
な
り
」「
先ま
づ

北
浜
で
何
屋
の
誰
、

財ざ
い
ほ
う
し
ょ
し
き

宝
諸
色
か
け
て
七
百
貫
目
の
身
体
」
と
い
ひ
出
れ
ば
、
其そ

の

見
立
は
各
別
、
八
百
五
十

貫
目
の
借
し
や
く

銀ぎ
ん

」
と
い
ふ
。
此こ

の
あ
り有
な
し
の
相
違
に
、
一
座
の
衆
中
肝
を
つ
ぶ
し
、「
爰こ

こ

が

大
事
の
せ
ん
さ
く
、
両
方
の
お
ぼ
し
め
し
入
と
く
と
承
は
り
、
人
々
の
心
得
の
た
め
」

と
ぞ
聞き
き

け
る
。

　「
先ま
づ

分
限
と
見
た
る
所
は
、
去
々
年
の
霜
月
に
娘
を
堺
へ
縁
組
せ
し
に
、
諸
道
具
今

宮
か
ら
長
町
の
藤
の
丸
の
か（

膏

薬

）

う
や
く
屋
の
門か

ど

ま
で
つ
ゞ
き
し
跡（

後
）か
ら
、
拾
貫
目
入
五
ッ

青
竹
に
て
揃
へ
の
大
男
に
さ
し
荷に
な

は
せ
、
其そ

の

ま
ゝ
御
祓
の
渡
る
ご
と
し
。
外ほ

か

に
も
あ
ま

た
の
男な
ん
し子
あ
れ
ば
、
余よ

け
い慶
な
く
て
娘
に
五
十
貫
目
は
付つ

け

ま
い
と
思
ひ
ま
し
て
、
い
や
と

い
ふ
も
の
を
無
理
に
、
此
三
月
過す
ぎ

に
弐
拾
貫
目
預
け
ま
し
た
」
と
い
は
る
ゝ
。「
扨さ

て
さ
て々

お
笑し
や
う
し止

や
、
其
二
十
貫
目
が
壱
貫
六
百
目
ば
か
り
で
戻
る
で
御
座
ろ
」
と
い
へ
ば
、
此こ

の

親お
や
じ
か
ほ
い
ろ

仁
顔
色
か
は
つ
て
、
箸
も
ち
な
が
ら
集
め
汁
喉
を
通
ら
ず
。「
今
日
の
寄
合
に
口
お

し
き
事
聞
け
る
」
と
、
様
子
を
き
か
ぬ
内
か
ら
泪
を
こ
ぼ
さ
れ
け
る
。「
と
て
も
の
事

に
、
其そ
の

内
證
が
聞
た
し
」「
さ
れ
ば
其そ

の

聟
ど
の
か
た
も
、
よ
く

く
せ
は
し
け
れ
ば
こ

そ
、
芝
居
並
の
利
銀
に
て
何
程
で
も
借か

ら
る
ゝ
な
り
。
此こ

の

利
を
か
き
て
、
芝
居
の
外ほ

か

何

商
売
し
て
、
胸
算
用
が
あ
ふ
と
お
ぼ
し
め
す
ぞ
。
十
貫
目
箱
壱
ッ
は
、
か
な
も
の
ま
で

う
つ
て
三
匁
五
分
づ
ゝ
、
拾
七
匁
五
分
で
箱
五
ッ
。
中
に
は
世
間
に
た
く
さ
ん
な
る
石

瓦
。
人
の
心
ほ
ど
お
そ
ろ
し
き
も
の
は
御
座
ら
ぬ
。
両
方
の
外
聞
、
見
せ
か
け
ば
か
り

に
内
談
と
存
ず
る
。
わ
れ
ら
は
其
箱
を
明あ
け

て
、
正
真
の
丁ち

ょ
う
ぎ
ん銀に

し
て
か
ら
、
ま
こ
と
に

は
い
た
さ
ぬ
。
あ
の
身
体
の
敷
銀
は
弐
百
枚
も
過す
ぎ

も
の
、
こ
し
ら
へ
な
し
に
五
貫
目
。

何
と
各
、
わ
れ
ら
が
沙
汰
す
る
所
が
違
ふ
た
か
。
先
あ
れ
に
は
、
一
両
年
二
貫
目
ば
か

り
預
け
て
見
て
、
そ
れ
別
の
事
な
く
ば
、
又
四
貫
目
程
五
六
年
も
か
し
て
、
慥
か
な
る

事
を
見
と
ゞ
け
て
の
二
十
貫
目
」
と
い
へ
ば
、
一
座
「
是
尤
」
と
同
音
に
申ま
う
す。

　
段
々
利
に
つ
ま
つ
て
、
此こ
の

親
仁
帰
り
に
は
足
腰
立
ず
し
て
な
げ
き
、「
我
此こ

の

年
ま
で

人
の
身
体
見み
た
が違
へ
し
事
の
な
き
に
、
此こ

の

た
び
は
ふ（

不
覚
）

か
く
な
る
事
を
い
た
し
ま
し
た
」
と

男
泣
に
し
て
「
何
と
ぞ
御
分
別
は
な
い
か

く
」
と
あ
れ
ば
、
時
に
最
前
の
せ
ち
が
し

こ
き
人
の
い
ふ
は
、「
千
日
千
夜
御
思
案
な
さ
れ
て
も
、
此こ
の

銀
子
無
事
に
取
か
へ
す
工

夫
は
、
只
ひ
と
り
よ
り
外
に
な
し
。
此こ
の

伝
授
、
上
々
の
紬

つ
み
ぎ

一
疋
な
ら
ば
、
慥た

し

か
に
取と

り

か

へ
し
て
進
上
申ま
う
す」
と
い
へ
ば
、「
そ
れ
は

く
、
中
わ
た
ま
で
添そ

へ

ま
し
て
御
礼
申
さ

う
、
何
と
ぞ
頼
む
」
と
い
ふ
。「
然
ら
ば
、
只
今
迄
よ
り
念
比
に
仕
か
け
、
天
満
の
舟

祭
り
が
見
ゆ
る
こ
そ
幸
は
ひ
な
れ
、
浜
に
か
け
た
る
桟さ
じ
き敷
へ
女
房
ど
も
を
お
こ
し
て
見

せ
た
し
と
、
廿
五
日
に
お
内
義
を
や
り
て
、
さ
き
の
か（
嬶
）ゝ

と
し
み

ぐ
と
内
證
を
か
た

ら
せ
、
一
日
あ
そ
ぶ
う
ち
に
、
男む
す
こ子
ど
も
が
馳
走
に
出
る
は
し
れ
た
事
じ
や
。
時
に
二

番
目
の
む
す
こ
が
生
れ
つ
き
を
ほ
め
出
し
、「
か
し
こ
そ
ふ
な
る
眼
ざ
し
、
こ
な
た
の

御
子
息
に
し
て
は
、
お
心
に
掛
さ
し
や
る
な
、
鳶
が
孔
雀
を
産
ん
だ
と
は
此
子
の
事
、

玉
の
や
う
な
る
美
人
。
ち
か
ご
ろ
押
付
た
る
所
望
な
れ
ど
も
、
わ
た
く
し
も
ら
ひ
ま
し

て
聟
に
い
た
し
ま
す
。
酒
ひ
と
つ
過す
ご

し
ま
し
て
い
ふ
で
は
御
座
ら
ぬ
。
わ
れ
ら
が
子
な

が
ら
、
こ
れ
娘
も
十
人
並
よ
。
其そ
の

う
へ
親
仁
の
ひ
と
り
子
な
れ
ば
、
五
十
貫
目
付つ

け

て
や

る
と
は
つ
ね

ぐ
の
覚
悟
。
又
わ
れ
ら
が
わ
た
く
し
が
ね
三
百
五
十
両
、
長
堀
の
角
屋

敷
、
捨す
て

う
り
に
し
て
も
弐
拾
五
貫
目
が
も
の
、
仕し

て
か
ら
袖
も
通
さ
ぬ
衣
裳
六
十
五
、

ひ
と
り
の
娘
よ
り
外ほ
か

に
や
る
も
の
が
御
座
ら
ぬ
。
是
が
こ
ち
の
聟
殿
」
と
思
ひ
入
た
る

顔
つ
き
し
て
、
是
を
言
葉
の
は
じ
め
に
し
て
、
其そ
の

後
折
ふ
し
、
す
こ
し
づ
ゝ
物
を
や
れ

ば
か
へ
し
を
請う
け

、
是

こ
れ
も
っ
て以 

損
の
い
か
ぬ
事
。
そ
れ
よ
り
よ
い
ほ
ど
を
見
合
せ
、
や
と
ひ

に
つ
か
は
し
、
銀か
ね
か
く掛
る
そ
ば
に
置お

き

て
数
を
よ
ま
せ
、
こ（

極

印

）

く
ゐ
ん
を
う
た
せ
、
内
蔵
へ
は

こ
ば
せ
な
ど
し
て
、
一
日
つ
か
ふ
て
帰
し
、
其そ
の

の
ち
さ
き
の
身
に
な
る
人
を
見
た
て
、

ひ
そ
か
に
よ
び
に
つ
か
は
し
、「
其そ
の

人
の
二
番
目
の
子
を
、
女
房
ど
も
が
何
と
思
ひ
入い

り

ま
し
た
や
ら
、
是
非
に
と
望
み
ま
す
。
い
そ
が
ぬ
事
な
が
ら
次つ

い
で而
も
あ
ら
ば
、
此
方
の

娘
を
貰
ふ
て
も
く
だ
さ
る
か
、
た
づ
ね
て
く
だ
さ
れ
。
こ
な
た
へ
取
つ
く
ろ
ふ
て
申
ま
う
す

事

も
御
座
ら
ぬ
、
銀
千
枚
は
、
い
づ
か
た
へ
や
り
ま
す
と
て
も
、
其そ
の

心
得
」
と
云い

ひ

わ
た

し
、
先
へ
通
じ
た
と
思
ふ
時
分
に
、「
内
々
の
預
け
銀
入
用
」
と
申
つ
か
は
せ
ば
、
欲

か
ら
才
覚
し
て
済す
ま

す
事
、
手
に
と
つ
た
や
う
な
り
。
此こ

の

仕
か
け
の
外
有
ま
じ
」
と
、
い

ひ
お
し
へ
て
わ
か
れ
け
る
。
其
年
の
大お
ほ
み
そ
か

晦
日
に
、
か
の
親
仁
門か

ど
ぐ
ち口
よ
り
笑
ひ
込こ

め

、「
御
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影

く
、
御
か
げ
に
て
右
の
銀ぎ

ん
す子

元
利
と
も
に
と
も
に
二
三
日
前
に
請う

け
と
り取

ま
し
た
。
こ

な
た
の
や
う
な
る
知
恵
袋
は
銀
か
し
仲
間
の
重
宝

く
」
と
、
あ
た
ま
を
た
ゝ
き
、

「
扨さ
て
そ
の其
時
は
紬
一
疋
と
は
申
せ
し
が
、
是
に
て
御
堪
忍
あ
れ
」
と
、
白
石
の
紙
子
二

た（
反
）ん
さ
し
出
し
て
、「
中
わ
た
は
春
の
事
」
と
い
捨す

て

て
帰
り
け
る
。

西
鶴
　
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）
〜
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）

　
芭
蕉 

寛
永
二
一
年
（
一
六
四
四
）
〜
元
禄
七
年
（
一
六
九
七
）

　
近
松
門
左
衛
門 

貞
応
二
年
（
一
六
五
三
）
〜
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）

　
好
色
物
『
好
色
一
代
男
』『
好
色
五
人
女
』

　
武
家
物
『
武
道
伝
来
記
』『
新し
ん
か
し
ょ
う
き

可
笑
記
』

　
町
人
物
『
日
本
永
代
蔵
』『
世
間
胸
算
用
』

『
世
間
胸
算
用
』
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
刊
、
五
巻
、
全
二
〇
編

　
二
〇
編
中
、
大
部
分
が
大
晦
日
の
出
来
事
。
一
年
の
最
後
の
収
支
決
算
日
を
過
ご
す

　
町
人
の
生
き
様
を
描
く
短
編
集
。

　（
３
）
堂
島
蔵
屋
敷

堂
島
＝
蜆
川
・
堂
島
川
間
の
中
州
。
蜆
川
は
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
の
火
災
の
瓦

礫
を
捨
て
、
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
に
は
埋
め
立
て
た
。
↓
川
や
橋
が
な
い
の
に

「
桜
橋
」。

中
之
島
＝
堂
島
川
・
土
佐
堀
川
間
の
中
州
。

大
名
・
大
寺
社
・
宮
家
・
公
家
が
領
地
の
米
ほ
か
生
産
物
販
売
の
た
め
金
融
・
商
業
に

便
利
な
大
坂
・
江
戸
・
京
都
・
長
崎
な
ど
の
天
領
に
設
け
た
屋
敷
や
倉
庫
。

　
天
領
は
①
市
場
と
し
て
開
放
的
、
②
幕
府
の
管
轄
下
に
あ
る
。

大
坂
＝
蔵
屋
敷
の
最
多
↑
豊
臣
氏
以
来
の
商
業
都
市
、
大
商
人
の
存
在
、
瀬
戸
内
海
を

　
通
し
て
西
日
本
の
交
通
の
便
。

延
宝
年
間
（
一
五
七
三
〜
八
一
）
九
一
邸
、
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
〜
四
四
）

一
二
四
邸
。

蔵
屋
敷
の
職
員

　
蔵
役
人
＝
国
元
派
遣
の
藩
士
。

　
留
守
居
役
＝
蔵
役
人
中
の
重
役
、
国
表
を
全
権
委
任
。

蔵
元
＝
蔵
物
の
保
管
・
販
売
。
初
期
は
蔵
役
人
の
運
営
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
〜

七
三
）
以
降
、
町
人
を
任
用
＝
町
人
蔵
元
。
町
人
の
蔵
元
は
士
分
と
な
り
扶
持
米
給

与
。

掛
屋
＝
蔵
物
の
販
売
代
金
の
収
納
・
保
管
・
国
元
送
金
。
扶
持
米
給
与
、
保
管
金
の

運
用
↓
金
融
業
務
。

　
町
人
蔵
元
と
掛
屋
を
兼
務
、
さ
ら
に
複
数
の
藩
を
兼
務
↓
鴻
池
屋
・
升
屋
な
ど
。

用
達
＝
蔵
屋
敷
に
出
入
り
の
商
人
、
小
藩
は
蔵
元
・
掛
屋
を
置
か
ず
、
用
達
で
代

行
。

蔵
物
（
主
に
米
）
の
販
売
方
法

　
①
払
い
下
げ
量
（
販
売
量
）
と
入
札
日
を
指
定

②
蔵
名
前
（
入
札
に
参
加
で
き
る
各
藩
特
定
の
仲
買
業
者
）
が
落
札
↓
帳
簿
に
石

数
・
金
額
を
記
入
↓
敷
金
（
保
証
金
）
支
払
　
③
七
日
〜
一
〇
日
以
内
に
代
金
支
払

↓
銀
切
手
受
け
取
り
↓
蔵
屋
敷
か
ら
米
切
手
と
交
換
、
米
切
手
は
蔵
屋
敷
で
い
つ
で

も
現
米
に
交
換
。

米
切
手
は
現
物
交
換
の
期
限
に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
米
切
手
そ
の
も
の
が
売
買
・
譲

与
さ
れ
、
町
人
間
を
転
売
。

　
米
切
手
の
ほ
か
、
砂
糖
切
手
な
ど
。

正
し
よ
う
ま
い米 

商あ
き
な
い　
現
物
の
裏
付
け
の
あ
る
米
切
手
の
取
引
。

帳 

合
米 

商
あ
き
な
い　
現
物
未
着
の
米
切
手
＝
空
手
形
の
取
引
↓
大
名
貸
。
未
着
の
現
物
・
未

収
穫
の
現
物
を
担
保
と
し
た
借
金
。

資
料
47
西
鶴
『
日
本
永
代
蔵
』
巻
一
、
三 

浪
風
静し

づ
かに
神
通
丸

　
諸
大
名
に
は
、
い
か
な
る
種
を
、
前
生
に
蒔ま
き

給
へ
る
事
に
ぞ
有あ

り

け
る
。
万
事
の
自
由

を
見
し
時
は
、
目も
く
ぜ
ん前
の
仏
と
い
ふ
て
又
外ほ

か

に
な
し
。
さ
れ
ば
と
よ
、
世
に
大
名
の
御
知

行
、
百
弐
拾
万
石
を
五
百
石
ど
り
、
釈
迦
如
来
入
滅
此こ
の

か
た
、
今
に
永
々
勘
定
し
た
て

見
る
に
、
こ
れ
を
取
つ
く
さ
じ
と
い
へ
り
。
大
人
小
人
の
違
ひ
各
別
、
世
界
は
広
し
。

近
代
泉
州
に
唐
か
ね
屋
と
て
、
金
銀
に
有
徳
な
る
人
出
来
ぬ
。
世
わ
た
る
大
船
を
つ
く

り
て
、
其そ
の

名
を
神
通
丸
と
て
、
三
千
七
百
石
つ
み
て
も
足
か
ろ
く
、
北
国
の
海
を
自
在

に
乗の
り

て
、
難
波
の
入
湊
に
八は

ち

木ぼ
く

の
商
売
を
し
て
、
次
第
に
家
栄
へ
け
る
は
、
諸
事
に
つ

き
て
、
其そ
の

身
調て

う
ぎ義
の
よ
き
ゆ
へ
ぞ
か
し
。
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惣
じ
て
北
浜
の
米こ
め
い
ち市

は
、
日
本
第
一
の
津
な
れ
ば
こ
そ
、
一
刻
の
間
に
、
五
万
貫
目

の
た
て
り
商
も
有
事
な
り
。
其そ
の

米
は
、
蔵
々
に
山
を
か
さ
ね
、
夕
の
嵐
・
朝
の
雨
、
日

和
を
見
合
、
雲
の
立た
ち
ど所
を
か
ん
が
へ
、
夜
の
う
ち
の
思
ひ
入
に
て
、
売
人
有
、
買
人

有
。
壱
分
弐
分
を
あ
ら
そ
ひ
、
人
の
山
を
な
し
、
互
に
面
を
見
し
り
た
る
人
に
は
、
千

石
・
万
石
の
米
を
も
売
買
せ
し
に
、
両
人
手
打
て
後
は
、
少
も
是
に
相
違
な
か
り
き
。

世
上
に
金
銀
の
取と
り

や
り
に
は
、
預
り
手
形
に
請う

け
は
ん判

慥
に
「
何
時
な
り
と
も
御
用
次
第
」

と
相あ
ひ
さ
だ
め定し
事
さ
へ
其
約
束
を
の
ば
し
、
出い

で
い
り入
に
な
る
事
な
り
し
に
、
空
さ
だ
め
き
雲
を

印し
る
しの
契
約
を
た
が
へ
ず
、
其そ

の

日
切
に
、
損
徳
を
か
ま
は
ず
売
買
せ
し
は
、
扶ふ

そ
う桑
第
一
の

大お
ほ
あ
き
な
ひ

商
。
人
の
心
も
大だ

い
ふ
く
ち
ゅ
う

腹
中
に
し
て
、
そ
れ
程
の
世
を
わ
た
る
な
る
。
難
波
橋
よ
り
西
、

見
渡
し
の
百
景
。
数
千
軒
の
問
丸
、
甍
を
な
ら
べ
、
白
土
、
雪
の
曙
を
う
ば
ふ
。
杉
ば

へ
の
俵ひ
や
う
も
の物、
山
も
さ
な
が
ら
動
き
て
、
人じ

ん
ば馬
に
付つ

け

お
く
れ
ば
、
大
道
轟
き
地ぢ

ら
い雷
の
ご
と

し
。
上う
は
に荷

・
茶ち

ゃ
ぶ
ね船

、
か
ぎ
り
も
な
く
川
浪
に
浮
び
し
は
、
秋
の
柳
に
こ
と
な
ら
ず
。
米

さ
し
の
先
を
あ
ら
そ
ひ
、
若
い
者
の
勢
、
虎と
ら
ふ
す臥

竹
の
林
と
見
へ
、
大
帳
、
雲
を
翻
し
、

十そ
ろ
ば
ん

露
盤
、
丸あ

ら
れ雪
を
は
し
ら
せ
。
天て

ん
び
ん秤
、
二
六
時
中
の
鐘
に
ひ
ゞ
き
ま
さ
つ
て
、
其そ

の

家
の

風
、
暖
簾
吹ふ
き

か
へ
し
ぬ
。

　
商あ
き
ん
ど人
あ
ま
た
有あ

る

が
、
中
の
嶋
に
、
岡
・
肥
前
屋
・
木
屋
・
深
江
屋
・
肥
後
屋
・
塩

屋
・
大
塚
屋
・
桑
名
屋
・
鴻
池
屋
・
紙
屋
・
備
前
屋
・
宇
和
嶋
屋
・
塚
口
屋
・
淀
屋
な

ど
、
此こ
の

所
久
し
き
分ぶ

げ
ん限

に
し
て
、
商
売
や
め
て
多
く
人
を
過
し
ぬ
。

　
昔
、
こ
ゝ
か
し
こ
の
わ
た
り
に
て
纔わ
づ
かな

る
人
な
ど
も
、
そ
の
時
に
あ
ふ
て
旦
那
様
と

よ
ば
れ
て
、
置
頭
巾
・
鐘
木
杖
・
替
草
履
取
る
も
、
是
皆
、
大
和
・
河
内
・
津
の
国
・

和
泉
近
在
の
、
物
つ
く
り
せ
し
人
の
子
共
。
惣
領
残
し
て
、
す
ゑ
厭
円
を
で
つ
ち
奉
公

に
遣
し
置
、
鼻
垂た
れ

て
手
足
の
土つ

ち
け気
お
ち
ざ
る
う
ち
は
、
豆
腐
・
花は

な
ゆ柚
の
小
買
物
に
つ
か

は
れ
し
が
、
お
仕し
き
せ着
二
つ
・
三
つ
年
を
か
さ
ね
け
る
に
、
定
紋
を
あ
ら
た
め
、
髪
の

結ゆ
ひ
ぶ
り振
を
吟
味
仕し

だ出
し
、
風
俗
も
人
の
や
う
に
な
る
に
し
た
が
ひ
、
供
ば
や
し
・
能
・
舟

遊
び
に
も
め
し
つ
れ
ら
れ
、
行ゆ
く

水
に
数
か（

書
）く
砂す

な
で
な
ら
ひ

手
習
、
地ぢ

さ
ん算
も
子
守
の
片
手
に
置を

き
な
ら習

ひ
、
い
つ
と
な
く
角か
く

前ま
へ

髪が
み

よ
り
銀か

ね
と
り取

の
袋
を
か
た
げ
、
次
第
お
く
り
の
手
代
ぶ
ん
に
な

つ
て
、
見
る
を
見
ま
ね
に
、
自じ
ぶ
ん
あ
き
な
ひ

分
商
を
仕し

か
け掛

、
利
徳
は
だ
ま
り
て
、
損
は
親
方
に
か
づ

け
、
肝
心
の
身
を
持も
つ

時
、
親
・
請う

け
に
ん人

に
難な

ん
ぎ義

を
か
け
、
遣
ひ
捨す

て

し
金
銀
の
出
所
な
く
、

其そ
の

な
り
け
り
に
内
證
噯
済

あ
つ
か
ひ
す
みて
、
荷に

な

ひ
商
の
身
の
行
す
ゑ
、
幾い

く

人た
り

か
か
ぎ
り
な
し
。
お
の

れ
が
性
し
ょ
う

根ね

に
よ
つ
て
、
長
者
に
も
な
る
事
ぞ
か
し
。

　
惣
じ
て
大
坂
の
手
前
よ
ろ
し
き
人
、
代
々
つ
ゞ
き
し
に
は
あ
ら
ず
。
大
か
た
は
吉

蔵
・
三
助
が
な
り
あ
が
り
。
銀か
ね
も
ち持
に
な
り
、
其
時
を
え
て
、
詩
歌
・
鞠
・
楊や

う
き
う弓
、
琴
・

笛
・
鼓
、
香こ
う
く
は
い会・
茶
の
湯
も
、
お
の
づ
か
ら
に
覚
え
て
よ
き
人ひ

と
つ
き
あ
ひ

付
会
、
む
か
し
の
片か

た
こ
と言

も
う
さ
り
ぬ
。
菟と
か
く角
に
人
は
な
ら
は
せ
、
公
家
の
お
と
し
子
、
作
り
花
し
て
売う

る

ま
じ
き

物
に
も
あ
ら
ず
。
是
を
思
ふ
に
奉
公
は
主
取
が
第
一
の
仕
合
な
り
。
子
細
は
繁
昌
の
所

に
は
よ
ら
ず
、
北
浜
過
書
町
の
ほ
と
り
に
す
み
け
る
さ
し
物
細
工
人
有あ
り

し
に
、
此
職
人

に
も
ち
い
さ
き
弟
子
二
人
あ
り
し
が
新
屋
・
天
王
寺
屋
な
ど
の
十
貫
目
入
の
銀か
ね
ば
こ箱
、
不

断
手
に
懸
て
寸
法
は
覚
え
て
、
其そ
の

銀
は
つ
ゐ
に
手
に
取と

り

た
る
事
な
し
。
此こ

の

弟
子
、
お
と

な
し
く
な
り
て
、
一い
ち

分ぶ

見（
店
）世
を
出
し
け
る
に
、
親
方
に
か
は
ら
ず
鍋
蓋
・
火
燧
箱
の
仕

置
、
是
よ
り
外
を
し
ら
ず
。
此こ
の

者
も
、
同
じ
所
が
ら
大
所
に
つ
か
は
れ
な
ば
、
そ
れ

ぐ
の
商
人
に
な
る
べ
き
物
を
と
見
及
び
、
ふ
び
ん
な
り
。

　
す
ぎ
は
ひ
は
草
ば（

箒

）
ふ
き
の
種
な
る
べ
し
。
此こ

の

浜
に
、
西
国
米ま

い
み
ず
あ
げ

水
揚
の
折
ふ
し
、
こ
ぼ

れ
す
た
れ
る
筒つ
ゝ
を
ご
め

落
米
を
は
き
集あ

つ
めて

、
其そ

の

日
を
暮く

ら

せ
る
老
女
有あ

り

け
る
が
、
形
ふ
つ
ゝ
か
な

れ
ば
、
廿
三
よ
り
後
家
と
な
り
し
に
、
後こ
う
ふ夫
と
な
る
べ
き
人
も
な
く
、
ひ
と
り
有あ

る
せ
が
れ

世
倅

を
行
す
ゑ
の
楽
み
に
、
か
な
し
き
年
を
ふ
り
し
に
、
い
つ
の
比こ
ろ

か
、
諸
国
改
免
の
世
の

中
す
ぐ
れ
て
、
八は
ち
ぼ
く木
大
分
此
浦
に
入
舟
、
昼
夜
に
揚あ

げ

か
ね
、
か（

借
）り
蔵
せ
ま
り
て
、
置お

く

べ

き
か
た
も
な
く
、
沢
山
に
取と
り

な
を
し
捨す

た

れ
る
米
を
、
塵ち

り
づ
か塚
ま
じ
り
に
は
き
集
め
け
る

に
、
朝
夕
に
く
ひ
あ
ま
し
て
、
壱
斗と

四
五
升せ

う

た
ま
り
け
る
に
、
是
よ
り
欲よ

く
し
ん
い
で
き

心
出
来
て
、

始
末
を
し
け
る
に
、
は
や
年
中
に
七
石
五
斗
の
ば
し
て
、
ひ
そ
か
に
売う
り

、
明あ

け

の
と
し
、

な
を
ま
た
の
ば
し
け
る
程
に
、
毎
年
か
さ
み
て
、
二
十
余
年
に
胞ほ
ぞ

く
り
金
拾
弐
貫
五
百

目
に
な
し
ぬ
。
其そ
の

後
、
世せ

が
れ倅

に
も
九
歳
の
時
よ
り
あ
そ
ば
せ
ず
し
て
、
小さ

ん
だ
は
ら

口
俵
の
す
た

る
を
ひ
ろ
ひ
集あ
つ
めて
、
銭ぜ

に

ざ
し
を
な
は
せ
て
、
両
替
屋
・
問
屋
に
売う

ら

せ
け
る
に
、
人
の
思

ひ
よ
ら
ざ
る
銭
ま
ふ
け
し
て
、
我わ
が

手
よ
り
か
せ
ぎ
出
し
、
後
に
は
、
慥た

し
か
な
る成か
た
へ
日ひ

が
し借

の
小
判
、
当
座
が
し
の
は
し
た
銀が
ね

、
是
よ
り
思
ひ
付つ

き

て
、
今
橋
の
片
陰
に
銭
見（

店
）せ
出
し

け
る
に
、
田
舎
人
立た
ち
よ
る寄
に
ひ
ま
な
く
、
明
が
た
よ
り
暮
が
た
ま
で
、
わ
づ
か
の
銀
子
と

り
ひ
ろ
げ
て
、
丁て
う
ぎ
ん銀

こ（

細

金

）

ま
が
ね
か
へ
、
小
判
を
大ま

め
い
た

豆
板
に
替か

へ

、
秤は

か
りに

ひ
ま
な
く
か
け
出

し
、
毎
日

く
つ
も
り
て
、
十
年
た
ゝ
ぬ
う
ち
に
、
中な

か
ま
あ
き
な
ひ

間
商
の
う（

上

盛

）

は
も
り
に
な
つ
て
、

諸
方
に
借か
し
ち
や
う帳。

我わ
が

か
た
へ
は
か
る
事
な
く
、
銀か

ね
が
へ替

の
手
代
、
こ
れ
に
腰
を
か
ゞ
め
、
機

嫌
を
と
る
程
に
な
り
ぬ
。
小
判
市
も
、
此こ
の

男
買か

い
い
だ出
せ
ば
俄
に
あ
が
り
、
売う

り
い
だ出
せ
ば
忽た

ち
まち

さ
が
り
口
に
な
れ
り
。 
自

を
の
づ
か
ら、
此こ

の

男
の
口
を
窺

う
か
が
い、
み
な

く
手
を
さ
げ
て
、
旦
那
榎
円
と
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申も
う
しぬ

。
中
に
も
先
祖
を
さ
が
し
て
、「
な
ん
ぞ
、
あ
れ
め
に
随
ひ
、
世
を
わ
た
る
も
口

惜を
し

き
」
と
、
我が

を
立た

て

け
る
人
、
物
の
急
な
る
時
に
さ
し
あ
た
つ
て
迷
惑
し
、
是
も
又
御

無
心
申
さ
る
ゝ
。
金
銀
の
威
勢
ぞ
か
し
。
後
は
大
名
衆
の
掛
屋
、
あ
な
た
こ
な
た
の
御

出で
い
り入
も
つ
ぱ
ら
に
し
け
れ
ば
、
昔
の
事
は
い
ひ
出
す
人
も
な
く
、
歴
々
の
聟
と
な
つ

て
、
家
蔵
数
を
つ
く
り
て
、
母
親
の
持も
た

れ
し
「
筒つ

つ
を
は
は
き

落
掃
・
蘂し

べ
ば
は
き

箒
子
・
渋し

ぶ
う
ち
わ

団
扇
は
貧
乏
ま

ね
く
と
い
へ
共
、
此こ
の

家
の
宝
物
」
と
て
、
乾い

ぬ
ゐの

隅
に
お
さ
め
を
か
れ
し
。

　
諸
国
を
め
ぐ
り
け
る
に
、
今
も
ま
だ
、
か
せ
い
で
見
る
べ
き
所
は
大
坂
、
北
浜
、
流

れ
あ
り
く
銀か
ね

も
あ
り
と
い
へ
り
。

西
鶴
『
日に

つ
ぽ
ん
え
い
た
い
ぐ
ら

本
永
代
蔵
』
貞
享
二
年
（
一
六
八
八
）
刊
、
六
巻
、
全
三
〇
章

　 

京
・
大
坂
・
江
戸
三
都
を
中
心
に
紀
伊
国
太
地
の
捕
鯨
や
長
崎
の
貿
易
商
な
ど
各
地

の
町
人
・
商
人
の
興
亡
盛
衰
の
短
編
集
。

資
料
48
落
語
『
遊
山
船
』

　
え
〜
、
夏
は
夏
祭
り
、
こ
れ
が
ま
た
よ
ろ
し
。
日
本
の
三
大
祭
ね
、
え
〜
、
東
京
は

「
神
田
祭
」
京
都
は
「
祇
園
祭
」
大
阪
は
「
天
神
祭
」
…
…
天
神
祭
や
な
ん
か
「
船
渡

御
」
い
ぅ
て
、
大
阪
は
水
の
都
、
八
百
八
橋
。
夕
涼
み
も
よ
ろ
し
お
ま
す
。
…
（
略
）
…

　
橋
の
上
も
え
え
や
ろ
け
ど
、
そ
ら
船
乗
っ
て
ウ
ア
〜
騒
い
で
る
人
も
え
ぇ
し
、
み
な

上う
え

下し
た

え
ぇ
ん
や
さ
か
い
、
結
構
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
。
こ
こ
に
ご
ざ
い
ま
し
た
の

が
喜
六
・
清
八
と
い
ぅ
仲
良
し
の
男
で
ご
ざ
い
ま
す
。
東
京
の
方
は
と
言
い
ま
す
と
、

熊
さ
ん
・
八
っ
つ
ぁ
ん
と
言
い
ま
す
け
ど
、
大
阪
の
方
は
喜
六
・
清
八
、
喜
ぃ
や
ん
清

ぇ
や
ん
い
ぅ
の
が
ね
、
こ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
行
水
い
た
し
ま
し
て
、
ほ
ん
で
待
ち

合
わ
せ
し
ま
し
て
、
難な
に

波わ

橋ば
し

へ
か
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
ぉ
〜
ら
も
ぉ
、
橋
の
上
は

行
き
交
う
人
で
も
ぉ
い
〜
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
夜
店
や
な
ん
か
出
ま
し
て
賑
や
か
、

橋
の
下
も
遊ゆ
つ

行こ
ぉ

遊ゆ

山さ
ん

、
三
味
や
太
鼓
で
、
そ
の
賑
ぃ
〜
ぎ
や
か
な
こ
と
…
…

　
喜

「
せ
や
け
ど
お
前
、
賑
や
か
や
が
な
。
な
ん
か
嬉
し
い
な
つ
て
く
る
な
ぁ
」

　
清

「
ほ
ん
に
賑
や
か
や
な
ぁ
。
橋
の
上
も
賑
や
か
や
け
ど
な
、
橋
の
下
も
賑
や
か
や
で
」

　
喜

「
清
ぇ
や
ん
な
に
か
、
橋
の
下
も
賑
や
か
か
？
」

　
清

「
賑
や
か
か
？
て
、
見
た
ら
分
か
る
や
な
い
か
い
」

　
喜

「
あ
ぁ
そ
お
か
、
ほ
ん
な
ら
見
し
て
も
ら
お
。
イ
ヨ
ツ
と
シ
ョ
ツ
と
…
…
、
ワ
ア
〜

ッ
、
清
え
や
ん
の
言
う
た
と
お
り
や
、
橋
の
下
も
昼
み
た
い
に
明
る
ぅ
て
賑
や
か

や
。
え
ら
い
こ
つ
ち
ゃ
清
え
や
ん
、
こ
れ
お
前
、
上か
み

の
方
で
水
が
出
よ
っ
た
で
」

　
清

「
そ
ん
な
こ
と
お
前
、
分
か
る
か
？
」

　
喜

「
分
か
る
が
な
、
見
て
み
ぃ
お
前
、
ぎ
ょ
〜
さ
ん
家
が
流
れ
て
来
た
が
な
」

　
清

「
ん
な
ア
ホ
な
こ
と
言
う
ね
や
あ
れ
へ
ん
が
な
、
こ
れ
家
や
あ
れ
へ
ん
が
な
、
み
な

船
や
な
い
か
い
」

　
喜

「
え
？
こ
れ
、
船
か
？
家
み
た
い
な
な
ぁ
。
あ
れ
見
て
み
ぃ
な
、
屋
根
が
付
い
て
あ

つ
て
、
手
す
り
が
付
い
て
あ
つ
て
、
障
子
が
は
ま
っ
た
ぁ
る
。
あ
ん
な
ん
家
と
い
っ

し
ょ
や
で
」

　
清

「
あ
れ
、
家
や
あ
れ
へ
ん
が
な
、
あ
れ
は
大
屋
形
っ
ち
ゆ
う
ね
ん
」

　
喜

「
あ
ぁ
あ
ぁ
、
い
つ
も
お
前
が
金
借
り
に
行
く
と
こ
」

　
清

「
い
や
、
そ
ら
親
方
や
。
わ
し
の
言
ぅ
て
ん
の
は
大
屋
形
や
」

　
喜

「
大
屋
形
て
何
や
ね
ん
？
」

　
清

「
屋
形
船
の
大
き
な
や
つ
で
、
大
屋
形
ち
ゆ
う
ね
ん
」

　
喜

「
あ
ぁ
な
る
ほ
ど
、
屋
形
船
の
大
き
な
や
つ
で
大
屋
形
か
。
ウ
ワ
ァ
〜
っ
、
家
み
た

い
や
な
ぁ
。
ほ
ん
な
ら
、
あ
の
大
屋
形
の
横
の
小ち
っ

ち
や
い
船
な
、
あ
れ
小
屋
形
か
？
」

　
清

「
ん
な
、
小
屋
形
ち
ゆ
な
船
あ
れ
へ
ん
、
あ
れ
は
茶
船
い
ぅ
て
な
、
あ
の
屋
形
船
へ

お
茶
や
食
べ
も
ん
積
ん
で
売
り
に
行
き
よ
る
。
こ
つ
ち
の
船
、
あ
れ
通か
よ
い
せ
ん船い

ぅ
て
、

岸
の
方
か
ら
あ
の
屋
形
船
へ
お
客
を
通か
よ

わ
し
た
り
し
よ
る
ん
や
な
ぁ
」

　
喜

「
あ
ぁ
、
な
る
ほ
ど
な
ぁ
、
ぎ
ょ
〜
さ
ん
船
出
と
お
ん
な
ぁ
、
清
え
や
ん
な
に
か
、

今
日
は
こ
れ
や
っ
ぱ
り
船
頭
の
寄
り
合
い
か
？
」

　
清

「
ん
な
ア
ホ
な
こ
と
言
う
ね
や
あ
れ
へ
ん
、
船
頭
の
寄
り
合
い
や
あ
れ
へ
ん
が
な
、

わ
し
ら
と
い
っ
し
よ
や
。
わ
し
ら
は
こ
れ
夕
涼
み
に
来
て
ん
ね
ん
。
あ
の
人
ら
は
あ

な
い
し
て
船
に
乗
っ
て
夕
涼
み
に
来
た
は
る
ね
ん
」

　
喜

「
船
に
乗
っ
て
夕
涼
み
に
来
た
は
ん
の
ん
？
そ
れ
や
っ
た
ら
こ
の
糞く

そ

暑
い
の
に
、
障

子
な
ん
か
締
め
ん
と
、も
っ
と
開
け
た
方
が
風
通
し
が
え
え
の
ん
と
ち
が
う
か
え
？
」

　
清

「
心
配
せ
ん
で
も
え
ぇ
ね
ん
。
あ
あ
い
ぅ
な
、
贅
沢
な
遊
び
を
す
る
人
は
な
、
世
間

へ
さ
し
て
顔
が
差
す
や
ろ
。
せ
や
か
ら
あ
な
い
し
て
締
め
切
っ
た
は
ん
ね
ん
。
し
か

し
大
川
、
こ
ん
だ
け
広
い
と
こ
へ
出
て
き
た
ら
、
も
お
見め

ぇ
へ
ん
さ
か
い
な
、
開
け

は
る
さ
か
い
、
心
配
せ
ん
で
も
え
ぇ
」
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喜

「
も
ぉ
こ
こ
ま
で
出
て
来
は
つ
た
ら
開
け
は
る
か
。
ほ
ん
ま
か
…
…
、
あ
あ
清
ぇ
や

ん
が
言
う
た
と
お
り
や
、
開
け
は
つ
た
開
け
は
つ
た
。
あ
つ
ち
で
も
開
け
は
つ
た
。

な
ん
や
、
い
っ
ぺ
ん
に
申
し
合
わ
し
た
よ
お
に
開
け
は
つ
た
な
ぁ
。
清
え
や
ん
の
言

う
た
と
お
り
や
。
わ
、
わ
ぁ
〜
っ
、
あ
の
船
綺
麗
な
あ
、
ビ
ャ
〜
ッ
と
開
け
た
ら
赤

い
毛
氈
が
敷ひ

い
て
あ
っ
て
、
提
灯
が
吊
つ
て
あ
っ
て
、
綺
麗
な
ぁ
お
い
。
ま
た
ぎ
ょ

〜
さ
ん
別べ
っ

嬪ぴ
ん

さ
ん
乗
っ
て
る
な
ぁ
」

　
…
（
略
、
芸
妓
・
舞
妓
・
幇
間
な
ど
、
種
々
の
料
理
に
羨
ま
し
が
る
）
…

　
ワ
ァ
ワ
ァ
言ゆ

う
と
ぉ
り
ま
す
と
、
向
こ
ぉ
か
ら
出
て
ま
い
り
ま
し
た
一
艘
の
船
。
こ

れ
も
ど
こ
ぞ
の
稽
古
屋
の
船
と
見
え
ま
し
て
、
揃
い
の
イ
カ
リ
の
模
様
の
浴
衣
で
、
三

味
や
太
鼓
で
そ
の
陽
ぉ
気
な
こ
と
…
…

　
清

「
ほ
ぉ
ら
、
賑
や
か
な
船
が
出
て
来
よ
っ
た
な
ぁ
。
稽
古
屋
の
船
や
な
ぁ
…
…
、

皆
、
揃
い
の
イ
カ
リ
の
模
様
の
浴
衣
や
。
こ
ぉ
い
ぅ
の
ん
は
誉
め
た
ら
な
あ
か
ん

で
。
い
ろ
い
ろ
船
が
出
て
る
け
ど
、
あ
れ
が
一
番
秀
逸
や
。
今
か
ら
誉
め
る
か
ら
、

黙
っ
て
聞
ぃ
て
ぇ
よ
。
よ
ッ
、
さ
ッ
て
も
綺
麗
ぇ
な
イ
カ
リ
の
模
様
」

　
女

「
風
が
吹
い
て
も
、
流
れ
ん
よ
ぉ
に
」

　
清

「
粋い

き

な
こ
と
言
ぃ
よ
っ
た
な
ぁ
。
洒
落
た
こ
と
言
ぃ
よ
っ
た
な
ぁ
」

　
喜

「
何
の
こ
つ
ち
や
全
然
分
か
れ
へ
ん
。
何
が
洒
落
た
ぁ
ん
ね
や
？
」

　
清

「
分
か
ら
ん
ガ
ツ
キ
ヤ
な
あ
、
イ
カ
リ
の
模
様
の
浴
衣
や
な
い
か
い
、
そ
れ
を
俺
が

誉
め
た
ん
や
。「
さ
ッ
て
も
綺
麗
ぇ
な
イ
カ
リ
の
模
様
」
言ゆ

ぅ
た
ら
「
風
が
吹
い
て

も
、
流
れ
ん
よ
ぉ
に
」、
イ
カ
リ
の
模
様
や
、
船
に
乗
っ
て
る
や
ろ
、
せ
や
か
ら
そ

こ
へ
風
が
吹
い
て
も
イ
カ
リ
の
模
様
や
か
ら
流
れ
ん
よ
ぉ
に
と
掛
け
と
ぉ
る
わ
け

や
。
や
っ
ぱ
り
稽
古
事
の
一
つ
も
し
ょ
〜
つ
ち
ゆ
う
女お
な

ご
や
。
言ゆ

ぅ
こ
と
が
違
う
わ

い
。
洒
落
た
ぁ
る
わ
い
。
お
い
喜
ぃ
公
、
お
前
と
こ
の
嫁
は
ん
も
確
か
女
や
な
ぁ
？
」

　
喜

「
当
た
り
前
や
な
い
か
い
。
そ
ん
な
も
ん
、
間
違
い
な
く
女
や
」

　
清

「
せ
や
け
ど
、
お
ん
な
じ
女
や
け
ど
、
え
ら
い
違
い
や
。
や
っ
ぱ
り
稽
古
事
し
ょ
っ

ち
ゅ
ぅ
ね
ん
。
言
ぅ
こ
と
が
違
う
。
お
前
と
こ
の
嫁
は
ん
お
ん
な
じ
女
や
け
ど
あ
ん

な
洒
落
た
こ
と
よ
ぉ
言
わ
へ
ん
」

　
喜

「
よ
ぉ
言
う
よ
、
う
ち
の
嬶か

か

か
て
、
あ
れ
ぐ
ら
い
の
こ
と
よ
ぉ
言
ぅ
」

　
清

「
言ゆ

わ
へ
ん
て
」

　
喜

「
何
を
言
ぅ
と
ん
ね
ん
。
お
い
、
俺
の
悪
口
言
ぅ
の
ん
え
ぇ
け
ど
、
嫁
は
ん
の
悪
口

言
ぅ
な
。
う
ち
の
嫁
は
ん
は
も
お
、
雀
の
お
松
い
ぅ
て
有
名
や
で
。
あ
れ
ぐ
ら
い
の

こ
と
言
わ
い
で
か
」

　
清

「
言
わ
へ
ん
ち
ゆ
ぅ
ね
ん
」

　
喜

「
お
ら
言
わ
し
て
み
せ
た
ら
、
馬
鹿
に
し
や
が
つ
て
」
…
…

　（
喜
六
は
帰
宅
し
て
妻
の
松
と
の
会
話
）

　
喜

「
お
い
嬶
、
今
戻
っ
た
」

　
松

「
ど
こ
行
て
た
ん
や
？
」

　
喜

「
清
ぇ
や
ん
と
難
波
橋
行
て
た
ん
や
」

　
松

「
賑
や
か
や
っ
た
や
ろ
」

　
喜

「
あ
ぁ
、
橋
の
上
も
賑
や
か
や
っ
た
け
ど
な
、
橋
の
下
も
船
や
な
ん
か
ぎ
ょ
〜
さ
ん

出
て
て
賑
や
か
や
。
清
ぇ
や
ん
と
「
え
ぇ
な
ぁ
」
言
う
て
見
て
た
ん
や
。
一
艘
な
、

稽
古
屋
の
船
や
、
出
て
来
よ
っ
た
ん
や
。
揃
い
の
イ
カ
リ
の
模
様
の
浴
衣
や
。
清
ぇ

や
ん
「
こ
ん
な
ん
誉
め
た
ら
な
い
か
ん
」
言ゆ

ぅ
て
な
、
橋
の
上
か
ら
「
さ
ッ
て
も
綺

麗
ぇ
な
イ
カ
リ
の
模
様
」
言
ぅ
た
ら
、
中
か
ら
一
人
が
「
風
が
吹
い
て
も
流
れ
ん
よ

ぉ
に
」
言
い
よ
っ
た
ん
や
。
ほ
な
、
清
ぇ
や
ん
「
洒
落
た
ぁ
る
、
粋
な
な
ぁ
。
お
前

と
こ
の
嫁
は
ん
も
女お
な

ご
や
、
お
ん
な
じ
女
ご
や
け
ど
、
あ
ん
な
こ
と
よ
ぉ
言ゆ

わ
へ

ん
」
い
ぅ
て
馬
鹿
に
し
と
ん
ね
ん
。
嬶
、
そ
れ
ぐ
ら
い
の
こ
と
言
え
ん
な
ぁ
？
」

　
松

「
当
た
り
前
や
な
い
か
い
な
。
わ
た
い
か
て
そ
れ
ぐ
ら
い
の
こ
と
よ
ぉ
言ゆ

う
わ
」

　
喜

「
せ
や
ろ
。
せ
や
か
ら
、
言
ぅ
て
く
れ
、
言
ぅ
て
く
れ
。
確
か
イ
カ
リ
の
模
様
の
浴

衣
あ
っ
た
な
ぁ
？ 

あ
れ
出
し
て
来
て
着
ぃ
着
ぃ
。
イ
カ
リ
の
模
様
の
浴
衣
着
ぃ
」

　
松

「
あ
ん
な
も
ん
、
も
ぉ
着
ら
れ
へ
ん
が
な
。
押
入
れ
の
中
へ
雑
巾
に
し
ょ
〜
思
て
入

っ
た
ぁ
る
。
も
お
汚き
た

の
ぉ
て
着
ら
れ
へ
ん
」

　
喜

「
汚
の
ぉ
て
も
何
で
も
え
ぇ
。
イ
カ
リ
の
模
様
の
ん
や
な
い
と
あ
か
ん
ね
ん
。
着
ぃ

着
ぃ
。
…
…
着
た
か
？ 

着
た
ら
お
前
、
船
に
乗
れ
、
船
に
乗
れ
」

　
松

「
あ
ん
た
、
こ
こ
、
長
屋
や
で
。
そ
ん
な
も
ん
船
な
ん
か
あ
れ
へ
ん
が
な
」

　
喜

「
そ
ぉ
か
、
船
あ
れ
へ
ん
な
ぁ
。
せ
や
せ
や
、
最
前
俺
が
行
水
し
た
タ
ラ
イ
あ
っ
た

や
ろ
、
あ
れ
湯
ぅ
ダ
〜
ツ
と
放ほ

っ
て
な
、
タ
ラ
イ
を
船
の
つ
も
り
で
バ
〜
ツ
と
浸つ

か

れ
。
俺
今
か
ら
難
波
橋
行
て
来
る
さ
か
い
」

　
松

「
そ
ん
な
と
こ
行
て
、
見
え
ん
の
か
？
」

　
喜

「
違
う
が
な
、
今
か
ら
天
窓
へ
上
が
る
か
ら
な
、
こ
の
天
窓
の
上
が
橋
の
上
の
つ
も
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り
や
が
な
。
…
…
嬶
、
そ
の
気
に
な
つ
て
浸
か
つ
と
お
る
や
な
い
か
、
タ
ラ
イ
の
中

へ
。
嫁
は
ん
、
こ
ん
な
上
か
ら
見
る
の
ん
初
め
て
や
」

　
松

「
あ
ん
た
、
早
い
こ
と
言
ぃ
な
は
れ
。」

　
喜

「
よ
っ
し
や
。
ほ
ん
な
ら
う
ま
い
こ
と
言
う
さ
か
い
、
言
ぃ
返
せ
よ
。
い
く
ぞ
、
え

ぇ
か
、
言
ぅ
ぞ
…
…
あ
、
さ
ッ
て
も
綺
麗
ぇ
な
…
…
、
さ
ッ
て
も
綺
麗
ぇ
…
…
う
わ

ぁ
〜
ッ
汚
い
な
ぁ
。
こ
ん
な
も
ん
、
冗
談
で
も
綺
麗
ぇ
と
は
言
わ
れ
ん
で
…
…
、
も

お
え
ぇ
わ
、
思
た
と
お
り
言
ぅ
た
ろ
。
あ
、
さ
ッ
て
も
汚
い
、
イ
カ
リ
の
模
様
！
」

と
言
い
ま
す
と
、
嫁
さ
ん
も
粋い
き

な
も
ん
で
、

　
松

「
質ひ

ち

に
置
い
て
も
、
流
れ
ん
よ
ぉ
に
」

上
方
落
語
　
大
阪
を
中
心
と
し
た
落
語
。
見
台
・
小
拍
子
を
使
い
、
鳴
り
物
が
は
い

る
。
川
を
扱
っ
た
上
方
落
語
に
は
、
こ
の
ほ
か
『
三
十
石
船
』『
舟
弁
慶
』
な
ど
が

あ
る
。第

三
節
　
東
横
堀
・
道
頓
堀

（
１
）
東
横
堀
川
（
土
佐
堀
川
分
派
点
〜
道
頓
堀
川
合
流
点
）

地
下
鉄
堺
筋
線
北
浜
駅
↓
難
波
橋
↓
中
之
島
公
園
↓
天
神
橋
↓
大
川
か
ら
東
横
堀
へ

葭よ
し
や
ば
し

屋
橋
↓
今
橋
↓
高
麗
橋
、
里
程
元
標
跡
、
高
麗
橋
櫓
番
所
屋
敷
川
沿
↓
平
野
橋
↓
大

手
橋
（
思
案
橋
と
も
）
↓
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
前
、
天
野
屋
利
兵
衛
之
碑
↓
西
鶴

文
学
碑
（『
日
本
永
代
蔵
』
水
間
観
音
の
冒
頭
部
分
）

本
町
橋
↓
農
人
橋
（
歩
道
橋
の
上
、
ゴ
ミ
捨
て
場
）
↓
久
宝
寺
橋
↓
安
堂
寺
橋
↓
末
吉
橋

住
友
銅
吹
所
跡
↓
九
之
助
橋
↓
東
堀
橋
↓
瓦
屋
橋
↓
上
大
和
橋
↓
下
大
和
橋

高
麗
橋
　
公
儀
橋
の
一
、
大
坂
か
ら
各
地
へ
の
里
程
基
準

公
儀
橋
　
直
轄
領
の
都
市
で
幕
府
公
儀
の
経
費
で
普
請
す
る
橋
。
町
橋
は
地
元
町
人
の

経
費
負
担
。
公
儀
橋
に
は
江
戸
は
大
手
橋
・
両
国
橋
・
永
代
橋
・
日
本
橋
な
ど

百
二
〇
余
箇
所
、
京
都
は
三
条
大
橋
・
五
条
大
橋
な
ど
百
七
箇
所
、
大
坂
は
天
神

橋
・
天
満
橋
・
難
波
橋
・
京
橋
・
高
麗
橋
・
日
本
橋
な
ど
僅
か
一
二
箇
所
。

里
程
元
標

　
里
数
で
距
離
を
測
る
基
準
と
な
る
所
に
立
て
る
標
識
。
江
戸
時
代
、
日
本

橋
架
橋
完
成
後
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
日
本
橋
を
基
点
に
一
里
塚
建
設
。

三
井
家
　
伊
勢
出
身
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
初
代
高
利
、
京
都
・
江
戸
に
進
出
、

　
元
禄
二
年
（
一
五
八
九
）
幕
府
御
納
戸
御
用
、
同
三
年
大
坂
高
麗
橋
西
詰
（
高
麗
橋

一
丁
目
）
屋
敷
地
購
入
、
同
四
年
金
銀
御
為
替
御
用
達
↓
呉
服
商
越
後
屋
大
坂
本

店
・
大
坂
両
替
店
開
店
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
呉
服
店
を
分
離
↓
三
越
百
貨
店

大
手
橋
（
思
案
橋
）
西
詰
の
淡
路
町
・
瓦
町
は
行
詰

天
野
屋
利
兵
衛
　
赤
穂
藩
出
入
り
の
大
坂
商
人
、
赤
穂
義
士
討
ち
入
り
に
武
器
調
達
、

実
在
は
疑
問
。

西
鶴
文
学
碑
『
日に
っ
ぽ
ん
え
い
た
い
ぐ
ら

本
永
代
蔵
』
水
間
観
音
の
冒
頭
部
分

巻
一
「
初
午
は
乗
て
く
る
仕
合
」

　
折
ふ
し
は
春
の
山
、
二
月
初
午
の
日
。
泉
州
に
立た
ゝ

せ
給
ふ
水み

づ
ま
で
ら

間
寺
の
観
音
に
貴
賤
男

女
参ま
ふ
で詣
け
る
。
皆
信
心
に
は
あ
ら
ず
。
欲
の
道
づ
れ
。
は
る
か
な
る
苔
路
、
姫
萩
・

荻
の
焼や
け
は
ら原
を
踏ふ

む
わ
け分
、
い
ま
だ
花
も
な
き
片
里
に
来
て
、
此
の
仏
に
祈き

せ
い誓
を
か
け
し
は

其そ
の

分
際
程
に
富
め
る
を
願
へ
り
。
…
…

本
町
橋
　
東
橋
詰
（
内
本
町
）
に
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
以
後
西
奉
行
所
。

本
町
通
　
北=

北
組
、
南=

南
組
、
天
満
組
↓
大
坂
三
郷

末
吉
橋
　
平
野
郷
の
豪
商
末
吉
孫
左
衛
門
開
発
の
町
名

住
友
銅
吹
所
跡
　
三
井
住
友
銀
行
事
務
セ
ン
タ
ー

住
友
家
　
戦
国
期
、
近
江
出
身
の
初
代
政
友
、
銅
に
含
有
す
る
銀
の
分
離
法
南
蛮
吹
の

創
始
者
蘇
我
理
右
衛
門
の
子
友と
も
も
ち以

が
婿
養
子
二
代
目
↓
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
銅

精
錬
・
銅
貿
易
業
泉
屋
大
坂
進
出
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
長
堀
に
銅
吹
所
（
精

錬
所
）
開
設
。
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
江
戸
で
札
差
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

両
替
開
業
↓
金
融
業
に
進
出
。

　（
２
）
道
頓
堀
川
（
東
横
堀
川
分
派
点
〜
木
津
川
合
流
点
）

津
の
清
二
つ
井
の
粟
お
こ
し
屋
跡
↓
日
本
橋
、
安
井
道
頓
碑
↓
相
生
橋
↓
太
左
衛
門
橋

↓
戎
橋
↓
道
頓
堀
橋

新
戎
橋
↓
九
郎
右
衛
門
橋
↓
大
黒
橋
↓
金
屋
橋
↓
深
里
橋
↓
な
ん
ばH

atch

↓
住
吉
橋

↓
西
道
頓
堀
橋

幸
橋
↓
幸こ
う
さ
い西

橋
↓
汐
見
橋
↓
日
吉
橋
↓
大
正
橋
↓
Ｊ
Ｒ
環
状
線
大
正
橋
駅

津
の
清 

二
つ
井
の
粟
お
こ
し
屋
跡
＝
大
阪
の
銘
菓
の
一
つ
。
二
つ
井
戸
は
元
、
横
堀

川
堀
詰
（
高
津
二
丁
目
）
に
あ
っ
た
二
つ
並
ん
だ
銘
水
の
井
戸
。
明
治
初
年
道
路
拡
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張
で
埋
立
↓
井
戸
枠
を
津
の
清
店
前
に
移
築
、
平
成
一
五
年
津
の
清
倒
産
。

日
本
橋
、
安
井
道
頓
碑
＝
『
大
阪
市
史
』
の
誤
解
・
混
同

　
慶
長
一
七
年
（
一
六
一
二
）
開
削
開
始
↓
慶
長
一
九
年
大
坂
冬
の
陣
↓
元
和
元
年

（
一
六
一
五
）
大
坂
夏
の
陣
↓
同
年
開
削
再
開
↓
完
成

　
平
野
藤
次
・
成
安
道
頓
・
安
井
治
兵
衛
・
九
兵
衛
（
安
井
家
文
書
）

　
安
井
家
文
書
の
四
人
の
他
、
平
野
次
郎
兵
衛
（
東
末
吉
家
文
書
）

　「
道
頓
堀
組
合
支
配
由
緒
書
上
」
ほ
か

　
安
井
治
兵
衛
・
九
兵
衛
は
徳
川
方
に
味
方
、
成
安
道
頓
は
大
坂
城
籠
城
↓
戦
死
↓
二

人
の
名
前
を
混
同

戎
橋
＝
古
く
は
操
あ
や
つ
り
ば
し
橋
、
今
宮
戎
参
詣
の
道
筋
の
名
称
、
現
在
「
引
っ
か
け
橋
」
と
俗
称

湊
町
リ
バ
ー
プ
レ
イ
ス
＝
平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）
地
上
七
階
地
下
二
階
大
阪
市
建

　
設
局
市
街
地
整
備
本
部
　
旧
国
鉄
貨
物
駅
跡
　
5F
な
ん
ばH

atch

　
7Ffm
 osaka

第
四
節
　
木
津
川

藤
永
田
造
船
所
の
変
遷

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
堂
島
船
大
工
町
に
「
兵
庫
屋
」
創
業

幕
末
木
津
川
下
流
の
江
ノ
子
島
屋
敷
町
に
移
転

明
治
二
年
（
一
八
五
九
）
九
代
目
永
田
三
十
郎 

ド
イ
ツ
人
技
師
カ
ー
ゼ
ン
招
聘
↓
民

間
造
船
所
最
初
の
洋
式
木
造
外
輪
汽
船
「
神
速
丸
」
建
造

明
治
七
年
さ
ら
に
下
流
の
岩
崎
新
田
（
西
区
岩
崎
町
）
に
移
転
、
三
本
マ
ス
ト
の
洋
式

帆は
ん
せ
ん船

「
十
八
丸
」
藤
の
花
房
↓
大
阪
府
知
事
渡
辺
昇
の
命
名
「
藤
永
田
造
船
所
」
改

称
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
最
初
の
鋼
製
貨
物
船
「
第
二
永
田
丸
」
建
造

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
住
吉
区
柴
谷
町
に
敷
津
工
場
開
設

大
正
八
年
海
軍
指
定
工
場
、
駆
逐
艦
「
藤
」
起
工
↓
大
正
一
〇
年
竣
工
、
以
後
海
軍
艦

船
（
主
に
駆
逐
艦
）
六
九
艘
建
造

大
正
一
〇
年
藤
永
田
造
船
所
争
議
、
不
況
対
策
に
三
〇
人
解
雇
、
一
方
労
働
組
合
組
織

化
、
五
月
全
職
工
三
千
人
団
体
交
渉
権
確
立
↓
解
雇
者
復
職
を
交
渉
↓
警
官
隊
に
警

備
さ
れ
て
回
答
延
期
↓
六
月
ス
ト
ラ
イ
キ
突
入
、
数
十
人
検
挙
、
西
尾
末
広
ら
七
人

起
訴
、
争
議
の
長
期
化
↓
騒
擾
罪
・
暴
行
罪
な
ど
続
出
↓
弁
護
士
調
停
で
団
体
交
渉

権
承
認
↓
組
合
運
動
の
発
展

大
正
一
二
年
株
式
会
社
の
改
組
、
資
本
金
九
〇
〇
万
円
、
造
船
の
ほ
か
鉄
道
車
両
・
鉄

管
製
造
に
進
出

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
永
田
三
十
郎
（
兵
庫
屋
一
〇
代
目
）
社
長
辞
任
↓
海
軍
中
将

池
田
岩
三
郎
就
任

昭
和
七
年
池
田
社
長
辞
任
↓
海
軍
中
将
岸
本
新
太
就
任

昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
資
本
金
一
六
〇
〇
万
円
↑
生
産
力
拡
大

昭
和
一
五
年
海
軍
管
理
工
場
に
指
定
＝
海
軍
艦
艇
の
み
建
造

昭
和
一
八
年
資
本
金
四
八
〇
〇
万
円
、
従
業
員
一
六
五
〇
〇
人
、
内
、
朝
鮮
人
六
千
〜

八
千
人
、
中
国
人
一
六
〇
人
ほ
か

昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
終
戦
、
食
糧
難
打
開
策
↓
連
合
軍
司
令
部
の
漁
船
建
造
許

可
昭
和
二
一
年
司
令
部
よ
り
賠
償
工
場
指
定
、
岸
本
社
長
辞
任
↓
梅
村
栄
の
社
長
就
任

昭
和
二
九
年
海
外
か
ら
注
文
殺
到
、
造
船
ブ
ー
ム

昭
和
三
六
年
岩
戸
景
気
、
資
本
金
一
六
億
円
に
増
資

昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
一
〇
月
三
井
造
船
株
式
会
社
に
合
併

　
藤
永
田
造
船
所
建
造
の
駆
逐
艦
（
無
作
為
に
抽
出
）

竣
工
年
　
艦
名
　
　
終
焉
事
情

大
正
10
「 

藤 

」
復
員
船
↓
後
、
賠
償
艦
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
へ

大
正
12
「
芙
蓉
」
昭
和
18
年
12
月
米
潜
水
艦
に
よ
り
沈
没

大
正
13
「
朝
凪
」
昭
和
19
年
２
月
米
潜
水
艦
に
よ
り
沈
没

大
正
14
「
皐
月
」
昭
和
19
年
５
月
マ
ニ
ラ
湾
で
沈
没

大
正
15
「
文
月
」
昭
和
19
年
２
月
ト
ラ
ッ
ク
島
で
沈
没

昭
和
２
「
夕
月
」
昭
和
19
年
12
月
オ
ル
モ
ッ
ク
島
で
沈
没

昭
和
４
「
叢
雲
」
昭
和
17
年
10
月
米
機
に
よ
り
沈
没

昭
和
７
「 
電 

」
昭
和
19
年
５
月
米
潜
水
艦
に
よ
り
沈
没

昭
和
12
「
村
雨
」
昭
和
18
年
３
月
米
機
に
よ
り
沈
没

昭
和
13
「
山
雲
」
昭
和
19
年
10
月
米
艦
に
よ
り
レ
イ
テ
湾
で
沈
没

昭
和
15
「
黒
潮
」
昭
和
18
年
５
月
米
艦
に
よ
り
ソ
ロ
モ
ン
で
沈
没
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昭
和
15
「
夏
潮
」
昭
和
17
年
２
月
マ
カ
ッ
サ
ル
沖
で
沈
没

昭
和
15
「
浦
風
」
昭
和
19
年
11
月
台
湾
海
峡
で
沈
没

昭
和
18
「
朝
霧
」
昭
和
20
年
４
月
米
機
に
よ
り
九
州
南
方
で
沈
没

昭
和
19
「
秋
霧
」
昭
和
19
年
11
月
米
機
に
よ
り
マ
ニ
ラ
湾
で
沈
没

昭
和
20
「 
柳 
」
昭
和
20
年
８
月
米
機
に
よ
り
座
礁
↓
終
戦

昭
和
20
「 
樺 
」
復
員
船
↓
後
、
賠
償
艦
と
し
て
ア
メ
リ
カ

谷
崎
潤
一
郎
略
年
譜

明
治
一
九
年
（
一
八
八
五
）
東
京
日
本
橋
で
誕
生

明
治
四
一
年
九
月 

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
文
科
に
入
学

明
治
四
四
年 

月
謝
滞
納
で
大
学
退
学
、『
刺
青
』

大
正
四
年
（
一
九
一
五
　

29
歳
）
石
川
千
代
子
（
20
歳
）
と
結
婚
、『
お
艶
殺
し
』

大
正
八
年 

佐
藤
春
夫
と
交
遊

大
正
一
二
年 

関
東
大
震
災
↓
家
族
と
と
も
に
関
西
移
住

大
正
一
三
年
『
痴
人
の
愛
』

昭
和
二
年
（
一
九
二
六
）
来
阪
の
芥
川
龍
之
介
を
訪
ね
た
根
津
松
子
（
藤
永
田
造
船
所

重
役
　
森
田
安
松
次
女
、
大
阪
綿
布
問
屋
根
津
清
太
郎
夫
人
）
を
知
る

昭
和
三
年
『
卍
』『
蓼
喰
う
虫
』

昭
和
五
年 

千
代
子
と
離
婚
↓
千
代
子
と
佐
藤
春
夫
結
婚
の
挨
拶
状
、『
乱
菊
物
語
』

『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
全
十
二
巻

昭
和
六
年
（
45
歳
）
古
川
丁と

み

こ
未
子
（
23
歳
）
と
結
婚
、『
吉
野
葛
』『
盲
目
物
語
』

昭
和
七
年 

魚
崎
の
松
子
の
隣
家
に
居
住
、『
蘆
刈
』

昭
和
八
年 

丁
未
子
と
別
居
、『
春
琴
抄
』

昭
和
九
年 

根
津
松
子
と
同
棲
、『
夏
菊
』
新
聞
に
連
載
↓
根
津
家
の
抗
議
に
よ
り
中
止

昭
和
一
〇
年
（
50
歳
）
丁
未
子
と
離
婚
↓
根
津
松
子
（
33
歳
）
と
結
婚

昭
和
一
七
年
（
56
歳
）『
細
雪
』
起
稿

昭
和
一
八
年 

陸
軍
省
『
細
雪
』
の
「
中
央
公
論
」
掲
載
を
禁
止

昭
和
一
九
年 

陸
軍
省
『
細
雪
』
自
費
出
版
の
頒
布
を
禁
止

昭
和
二
一
〜
二
三
年 

中
央
公
論
社
よ
り
『
細
雪
』
刊
行

昭
和
二
四
年 

文
化
勲
章
を
授
与
、『
少
将
滋
幹
の
母
』

昭
和
三
一
年 

根
津
清
太
郎
没
（
56
歳
）、『
鍵
』

昭
和
三
六
年
『
瘋ふ
う
て
ん癲
老
人
日
記
』

昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
没
（
79
歳
）

資
料
49
谷
崎
松
子
『
蘆
辺
の
夢
』「
季
刊
中
央
公
論
文
芸
特
集
号
」
連
載

　
　
森
田
安
松
（
父
）
と
永
田
の
長
女
の
娘
（
母
）
結
婚
↓
松
子
誕
生

　
進
水
式
で
思
い
起
し
た
が
、
私
自
身
、
そ
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
と
名
指
し
を
さ
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
娘
ざ
か
り
の
、
結
婚
の
一
、二
年
前
で
、
藤
永
田
造
船
所
で
、
初
め

て
海
軍
の
御
用
で
駆
逐
艦
を
造
ら
せ
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
得
た
時
で
あ
っ
た
。

　
父
の
従
弟
の
社
長
の
再
婚
の
夫
人
の
実
家
が
、
政
界
の
方
で
あ
っ
た
の
を
幸
い
に
、

若
か
っ
た
社
長
の
補
佐
役
で
あ
っ
た
父
が
、
東
京
へ
あ
ま
た
足
を
は
こ
ん
だ
が
ゆ
え
の

賜
物
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
当
日
の
私
の
着
物
は
、
青
海
波
の
文
様
を

染
め
た
。
父
は
波
は
好
ん
だ
が
、
荒
波
は
さ
け
る
よ
う
に
と
い
っ
た
。

第
五
章
　
住
吉
津

住
吉
・
住
之
江
　
住
吉
津
　
細
江
川
（
細
井
川
）
河
口

　
住
吉
神
社
　
海
神
　
底そ
こ
づ
つ
の
お

筒
男
・
中
筒
男
・
表う

わ
づ
つ
の
お

筒
男
・
神
宮
皇
后
、
軍
神
・
歌
神

　
　
　
　
　
　
和
歌
三
神
　
住
吉
明
神
・
玉
津
島
明
神
・
柿
本
人
麿
（
人
丸
）

第
一
節

　
住
吉
・
住
之
江
の
和
歌

資
料
50
「
八
代
集
」
の
住
吉
・
住
の
江
の
歌

『
古
今
和
歌
集
』

賀
　 

住
江
の
松
を
秋
風
吹
か
ら
に 

声
う
ち
そ
ふ
る
沖
つ
白
波 

躬
恒

恋
二 
住
江
の
岸
に
寄
る
波
よ
る
さ
へ
や 

夢
の
通
ひ
路
人
目
よ
く
ら
ん 

敏
行

恋
五 
久
敷
も
な
り
に
け
る
か
な
住
の
江
の 

松
は
苦
し
き
物
に
ぞ
あ
り
け
る 

読
人
不
知

恋
五 

住
江
の
松
ほ
ど
久ひ

さ

に
な
り
ぬ
れ
ば 

芦あ
し
た
づ鶴

の
ね
に
な
か
ぬ
日
は
な
し 

兼か
な

覧み

王
お
お
き
み

雑
上 

わ
れ
見
て
も
久
し
く
な
り
ぬ
住
の
江
の 

岸
の
姫
松
幾
世
経
ぬ
ら
ん 

読
人
不
知

雑
上 

住
吉
の
岸
の
姫
松
人
な
ら
ば 

幾
世
か
経
し
と
問
は
ま
し
物
を 

同 

　

雑
上 

住
吉
と
海あ

ま人
は
告
ぐ
と
も
長
居
す
な 

人
忘
草
お
ふ
と
い
ふ
な
り 

忠
岑
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墨
　 

道
知
ら
ば
摘
み
に
も
ゆ
か
ん
住
の
江
の 

岸
に
生
て
ふ
恋
忘
草 

貫
之

『
後
撰
和
歌
集
』

春
下 
春
深
き
色
に
も
あ
る
か
な
住
の
江
の 

底
も
緑
に
見
ゆ
る
浜
松 

読
人
不
知

恋
一 
住
吉
の
岸
の
白
波
よ（

夜
々
＝
寄
る
々
々
）

る

く
は 

海
人
の
よ
そ
め
に
見
る
ぞ
悲
し
き 

同 

　

恋
一 

住
吉
の
我
が
身
な
り
せ
ば
年
ふ
と
も 

松
よ
り
外ほ

か

の
色
を
見
ま
し
や 

同 

　

恋
一 

白
波
の
よ
る

く
岸
に
立
ち
寄
て 

ね
も
見
し
物
を
住
吉
の
松 

同 

　

恋
二 

住
の
江
の
波
に
は
あ
ら
ね
ど
世
と
と
も
に 

心
を
君
に
寄
せ
渡
る
哉 

貫
之

恋
二 

外よ
そ

に
の
み
松
は
は
か
な
き
住
の
江
の 

行
て
さ
へ
こ
そ
見
ま
く
ほ
し
け
れ

 

延（
醍
醐
天
皇
）

喜
御
製

恋
二 

住
吉
の
松
に
立
ち
寄
る
白
波
の 
帰
る
折
に
や（

根
＝
音
）ねは
な
か
る
ら
ん 

忠
岑

恋
二 

久
し
く
も
恋
わ
た
る
か
な
住
の
江
の 

岸
に
年
ふ
る
松
な
ら
な
く
に 

源
俊す

ぐ
る

恋
三 

住
吉
の
岸
に
来き

寄よ

す
る
沖
つ
波 
間ま

な
く
か
け
て
も
思
ほ
ゆ
る
か
な 

読
人
不
知

恋
三 

住
江
の
目
に
近ち

か

か
ら
ば
岸
に
ゐ
て 

波
の
数
を
も
よ
む
べ
き
物
を 

伊
勢

恋
六 

我
な
ら
ぬ
人
住
の
江
の
岸
に
出
で
て 

難
波
の
方
を
怨
み
つ
る
か
な 

源
整

と
ゝ
の
ふ

　
　
　
ひ直

垂

た
ゝ
れ
乞こ

ひ
に
つ遣か
は
し
た
る
に
「
裏
な
ん
な
き
、
そ
れ
は
着

　
　
　
じ
と
や
、
い
か
ゞ
」
ち
い
ひ
た
れ
ば

雑
一 

住
吉
の
岸
と
も
い
は
じ
沖
つ
波 

な
ほ
打
ち
か
け
よ
浦
は
な
く
と
も 

源
元
輔

雑
三 

波
数
に
あ
ら
ぬ
身
な
れ
ば
住
吉
の 

岸
に
も
寄
ら
ず
な
り
や
果は

て
な
ん 

読
人
不
知

『
拾
遺
和
歌
集
』

夏
　 

住
吉
の
岸
の
藤
波
わ
が
宿
の 

松
の
梢
に
色
は
ま
さ
ら
じ 
平
兼
盛

物
名 

住
吉
の
岡
の
松
笠
さ
し
つ
れ
ば 

雨
は
降
る
と
も
い
な
蓑
は
着
じ 
輔す

け
み相

雑
上 

音
に
の
み
聞
き
渡
り
つ
る
住
吉
の 

松
の
千
年
を
今
日
見
つ
る
か
な 

 
貫
之

雑
上 

世
中
を
住
吉
と
し
も
思
は
ぬ
に 

何
を
ま
つ
と
て
わ
が
身
へ
ぬ
ら
ん 

読
人
不
知

雑
上 

う
ち
し
の
び
い
ざ
住
の
江
の
忘
れ
草 

忘
れ
て
人
の
又
や
摘
ま
ぬ
と 

同 

　

雑
下 

都
に
は
住
み
侘
び
は
て
ゝ
津
国
の 

住
吉
と
聞
く
里
に
こ
そ
行
け 

忠
見

神
楽 

住
吉
の
岸
も
せ
ざ
ら
ん
物
故
に 

ね
た
く
や
人
に
松
と
い
は
れ
ん 

住
吉
明
神

神
楽 

天
下
る
あ
ら
人
神
の
あ
ひ
生
を 

思
へ
ば
久
し
住
吉
の
松 

安
法
法
師

神
楽 

我
問
は
ば
神
代
の
事
も
答
へ
な
ん 

昔
を
知
れ
る
住
吉
の
松 

恵
慶
法
師

恋
一 

逢
ふ
事
を
松
に
て
年
の
経へ

ぬ
る
か
な 

身
は
住
の
江
に
生お

ひ
ぬ
物
ゆ
へ 

読
人
不
知

恋
二 

忍
ひ
つ
ゝ
思
へ
ば
苦
し
住
の
江
の 

松
の
根
な
が
ら
あ
ら
は
れ
な
ば
や 

同 

　

恋
二 

住
吉
の
松
な
ら
ね
ど
も
久
し
く
も 

君
と
寝
ぬ
夜
の
成
に
け
る
か
な 

清
蔭

恋
二 

久
し
く
も
思
ほ
え
ね
ど
も
住
吉
の 

松
や
二ふ

た
た
び度
生お

ひ
か
は
る
ら
ん 

忠
房
女む

す
め

恋
三 

住
吉
の
岸
を
田
に
掘
り
蒔
き
し
稲い

ね

の 

刈
る
ほ
ど
迄
も
逢
は
ぬ
君
か
な 

人
麿

恋
四 

住
吉
の
あ
ら
人
神
に
誓
ひ
て
も 

忘
る
ゝ
君
が
心
と
ぞ
聞
く 

読
人
不
知

恋
四 

住
吉
の
岸
に
生お

ひ
た
る
忘
草 

見
ず
や
あ
ら
ま
し
恋
ひ
は
死
ぬ
と
も 

同 

　

恋
五 

住
吉
の
岸
に
向
か
へ
る
淡
路
嶋 

哀
れ
と
君
を
い
は
ぬ
日
ぞ
な
き 

人
麿

『
後
拾
遺
和
歌
集
』

春
下 

住
の
江
の
松
の
緑
も
紫
の 

色
に
ぞ
か
く
る
岸
の
藤
波 

読
人
不
知

賀
　 

住
吉
の
浦
の
玉
藻
を
結
び
あ
げ
て 

渚
の
松
の
蔭
を
こ
そ
見
め 

元
輔

恋
三 

恋
し
き
に
難
波
の
こ
と
も
思
ほ
え
ず 

誰
れ
住
吉
の
松
と
い
ひ
け
ん 

大
江
匡
衡

恋
三 

住
吉
の
岸
な
ら
ね
ど
も
人
し
れ
ぬ 

心
の
う
ち
の
ま（

待
つ
＝
松
）

つ
ぞ
佗
び
し
き 

相
模

雑
三 

紅
葉
す
る
桂
の
中
に
住
吉
の 

松
の
み
ひ
と
り
緑
な
る
ら
ん 

津
守
国
基

雑
四 

住
吉
の
神
は
哀
れ
と
思
ふ
ら
む 

む
な
し
き
舟
を
さ
し
て
来
た
れ
ば 

後
三
条
院

雑
四 

沖
つ
風
吹
き
に
け
ら
し
な
住
吉
の 

松
の
し
づ
枝え

を
洗
ふ
白
波 

民
部
卿
経
信

雑
四 

住
吉
の
浦
風
い
た
く
吹
き
ぬ
ら
し 

き
し
打
つ
波
の
声
し
き
る
な
り 

兼
経
法
師

雑
四 

松
見
れ
ば
立
ち
う
き
物
を
住
の
江
の 

い
か
な
る
波
か
し
づ
心
な
き 

藤
原
為
長

雑
四 

忘
れ
草
摘
み
て
帰
ら
む
住
吉
の 

岸
か
た
の
世
は
思
ひ
出い

で
も
な
し 

平
棟
仲

雑
四 

思
ふ
こ
と
神
は
知
る
ら
む
住
吉
の 

岸
の
白
波
た
よ
り
な
り
と
も 

源
頼
実

雑
四 

と
き
か
け
つ
衣
の
玉
は
住
の
江
の 

神
さ
び
に
け
る
松
の
梢
に 

増
基
法
師

雑
四 

頼
み
て
は
久
し
く
な
り
ぬ
住
吉
の 

ま
（
松
＝
先
づ
）
づ
こ
の
た（

度
＝
旅
）びの
験

し
る
し

見
せ
な
ん 

赤
染
衛
門

雑
六 

住
吉
の
松
さ
へ
か
は
る
物
な
ら
ば 

何
か
昔
の
し
る
し
な
ら
ま
し 

山
口
重し

げ

如ゆ
き

雑
六 

住
吉
の
松
の
し
づ
枝え

に
神
さ
び
て 

緑
に
見
ゆ
る
朱あ

け

の
玉
垣 

蓮
仲
法
師

　
　
　
石
清
水
に
ま
い（
ゐ
）り
て
侍
り
け
る
女
の
、
杉
の
木
の
も
と
に
住
吉
の
か

　
　
　
み
の
社
を
い
は
ひ
て
侍
け
れ
ば
、
社
の
柱
に
書
き
付
け
て
侍
り
け
る

雑
六 
さ
も
こ
そ
は
宿
は
か
は
ら
め
住
吉
の 

松
さ
へ
杉
に
な
り
に
け
る
か
な 

読
人
不
知

『
金
葉
和
歌
集
』

春
　 

住
吉
の
松
に
か
ゝ
れ
る
藤
の
花 

風
の
便
り
に
波
や
お
る
ら
ん 

顕
季

賀
　 

君
が
代
の
程
を
ば
知
ら
で
住
吉
の 

松
を
久
し
と
思
け
る
か
な 

経
信

神
楽 

我
問
は
ば
神
代
の
事
も
答
へ
な
ん 

昔
を
知
れ
る
住
吉
の
松 

恵
慶
法
師

雑
上 

い
く
返か

へ

り
花
咲
き
ぬ
ら
ん
住
吉
の 

松
も
神
代
の
も
の
と
こ
そ
き
け 

源
俊
頼
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補
遺 

住
吉
の
ま
つ
か
ひ
あ
り
て
今
日
よ
り
は 

難
波
の
こ
と
も
知
ら
ず
ば
か
り
ぞ

 

賀
茂
成
助

補
遺 
洗（

荒
鵜
）う
と
み
れ
ど
黒
き
鳥
か
な 

頼
算
法
師

　
　
さ
も
こ
そ
は
住
の
江
な
ら
め
よ
と
と
も
に 

読
人
不
知

『
詞
花
和
歌
集
』

賀
　 

過
ぎ
き
に
し
程
を
ば
捨
て
つ
今
年
よ
り 

千
代
は
か
ず
つ
む
住
吉
の
松

 

大
中
臣
能
宣

賀
　 

君
が
代
の
久
し
か
る
べ
き
た
め
し
に
や 

神
も
植
ゑ
け
ん
住
吉
の
松 

読
人
不
知

賀
　 

住
吉
の
現あ

ら
ひ
と
が
み

人
神
の
久
し
さ
に 

松
も
幾
度
生お

ひ
替か

は
る
ら
ん 

経
信

別
　 

六む
と
せ年
に
ぞ
君
は
来き

ま
さ
ん
住
吉
の
待
つ
べ
き
身
こ
そ
い
た
く
老
い
ぬ
れ 

津
守
国
基

雑
一 

住
吉
の
細
江
に
さ
せ
る
澪
標 
深
き
に
ま
け
ぬ
人
は
あ
ら
じ
な 

相
模

雑
一 

住
吉
の
波
に
ひ
た
れ
る
松
よ
り
も 
神
の
し
る
し
ぞ
顕（

洗
は
れ
）れに

け
る 

式
部
大
輔
資
業

雑
下 

と
ゞ
こ
ほ
る
こ
と
は
な
け
れ
ど
住
吉
の 
ま

（
松
＝
待
つ
）

つ
心
に
や
久
し
か
る
ら
ん 

顕
輔

『
千
載
和
歌
集
』

賀 

　
住
江
の
松
を
秋
風
吹
か
ら
に 

声
う
ち
そ
ふ
る
沖
つ
白
波 

躬
恒

羇
旅 

住
の
江
に
待
つ
ら
ん
と
の
み
嘆
き
つ
ゝ 

心
づ
く
し
に
年
を
ふ
る
か
な 

津
守
有
基

雑
上 

人
の
心
あ
ら
ず
な
れ
ど
も
住
吉
の 

松
の
気け

し
き色
は
変
は
ら
ざ
り
け
り 

津
守
景
基

神
祇 

住
吉
の
波
も
心
を
寄
せ
け
れ
ば 

む
べ
ぞ
汀
に
立
ち
ま
さ
り
け
る 

大
納
言
経
輔

神
祇 

徒
い
た
づ
らに

古ふ

り
ぬ
る
身
を
も
住
吉
の 

松
は
さ
り
と
も
哀あ

は

れ
知
る
ら
ん 

俊
成

神
祇 

古
り
に
け
る
松
物
い
は
ゞ
問
ひ
て
ま
し 

昔
も
か
く
や
住
の
江
の
月 
右
大
臣
実
定

神
祇 

住
吉
の
松
の
行
き
あ
ひ
の
隙
よ
り
も 

月
さ
え
ぬ
れ
ば
霜
は
置
き
け
り 
俊
恵
法
師

『
新
古
今
和
歌
集
』

秋
上 

月
は
な
ほ
漏
ら
ぬ
木
の
間
も
住
吉
の 

松
を
つ
く
し
て
秋
風
ぞ
吹
く 

寂
蓮

賀
　 

住
の
江
の
浜
の
真ま

さ
ご砂
を
踏
む
た
づ
は 

久
し
き
跡
を
と
む
る
な
り
け
り 

伊
勢

賀
　 

住
の
江
に
生お

ひ
添そ

ふ
松
の
枝
ご
と
に 

君
か
千
年
の
数
ぞ
こ
も
れ
る 

隆
国

賀
　 

我
が
道
を
守
ら
ば
君
を
守
る
ら
ん 

齢よ
は
ひは

ゆ
づ
れ
住
吉
の
松 

定
家

恋
五 

住
吉
の
恋

こ
ひ
わ
す
れ
ぐ
さ

忘
草
種
絶
え
て 

な
き
世
に
逢
へ
る
我
ぞ
悲
し
き 

藤
原
元も

と

真ざ
ね

雑
中 

待
つ
人
は
心
行
く
と
も
住
吉
の 

里
に
と
の
み
は
思
は
ざ
ら
な
ん 

後
冷
泉
院

雑
中 

住
吉
の
松
は
ま
つ
と
も
思
ほ
え
で 

君
が
千
歳
の
陰
ぞ
恋
し
き 

大
弐
三
位

雑
下 

数
な
ら
で
世
に
住
の
江
の
澪
標 

い
つ
を
待
つ
と
も
な
き
身
な
り
け
り 

源
俊
頼

雑
下 

憂
き
な
が
ら
久
し
く
ぞ
世
を
過
ぎ
に
け
る 

哀
れ
や
か
け
し
住
吉
の
松 

俊
成

神
祇 

夜よ

や
寒
き
衣
や
薄
き
片
そ
ぎ
の 

行
き
合
ひ
の
間
よ
り
霜
や
置
く
ら
ん 

住
吉
御
歌

神
祇 

い
か
ば
か
り
年
は
経
ね
ど
も
住
吉
の 

松
ぞ
二ふ

た
た
び度
生お

ひ
変
は
り
ぬ
る

　
　
　
こ
の
歌
は
、
あ
る
人
住
吉
に
詣
で
て
「
人
な
ら
ば
問
は
ま
し
物

　
　
　
を
住
の
江
の
松
は
幾
た
び
生
か
は
る
ら
ん
」
と
詠
み
て
奉
り
け

　
　
　
る
御お
ほ
ん
か
へ返し

と
な
ん
い
へ
る

神
祇 

む
つ
ま
じ
と
君
は
白
波
瑞み

づ
が
き垣
の 

久
し
き
世
よ
り
祝
ひ
初
て
き 

住
吉
御
歌

　
　
　
伊
勢
物
語
に
「
住
吉
に
行
幸
の
時
、
御
神
現げ
き
や
う形
し
給
ひ
て
」
と
記
せ
り

神
祇 

住
吉
の
浜
松
が
枝
に
風
吹
け
ば 

波
の
白し

ら
ゆ
ふ

木
綿
か
け
ぬ
間
そ
な
き 

藤
原
道
経

神
祇 

住
吉
と
思
ひ
し
宿
は
荒
れ
に
け
り 

神
の
し
る
し
を
待
と
せ
し
ま
に 

津
守
有
基

掛
詞
　
住
吉
＝
住
み
良
し

景
物
　
松
（
＝
待
つ
）・
岸
の
姫
松
・
忘
れ
草

本
歌
取
り
　『
栄
華
物
語
』
巻
三
八
「
松
の
し
づ
え
」
天あ
ま
く
だ降
る
神
の
験し

る
し
に
君
に
皆
齢よ

は
ひは

譲ゆ
づ

れ
住
吉
の
松
　
一
品
宮
女
房
↓
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
七 

我
が
道
を
守
ら
ば
君

を
守
る
ら
ん
齢よ
は
ひは
ゆ
づ
れ
住
吉
の
松
　
定
家

第
二
節
　
住
吉
・
住
之
江
の
物
語
（
散
文
）

資
料
51
『
源
氏
物
語
』
澪
標
（
岩
波
古
典
文
学
大
系
15
）

　
御
社
立
ち
た
ま
て
、
所
ど
こ
ろ
に
逍
遙
を
尽
く
し
た
ま
ふ
。
難
波
の
御
祓は
ら
へ、
七な

な
せ瀬
に

よ
そ
ほ
し
う
仕つ
か

ま
つ
る
。
堀
江
の
わ
た
り
を
御
覧
じ
て
、「
今
は
た
同
じ
難
波
な
る

①」

と
、
御
心
に
も
あ
ら
で
う
ち
誦ず

じ
た
ま
へ
る
を
、
御
車
の
も
と
近
き
惟
光
、
承
り
や
し

つ
ら
む
、
さ
る
召
し
も
や
、
と
例
に
な
ら
ひ
て
、
懐
ふ
と
こ
ろに
設ま

う

け
た
る
、
柄つ

か

短
き
筆
な
ど
、

御
車
と
ど
む
る
所
に
て
奉
れ
り
。
を
か
し
と
思
し
て
、
畳た
た
う
が
み紙に
、

　
源
氏 

み
を
つ
く
し
恋
ふ
る
し
る
し
に
こ
こ
ま
で
も 

巡
り
逢
ひ
け
る
え（

縁
＝
江
）に
は
深
し
な

と
て
た
ま
へ
れ
ば
、
か
し
こ
の
心
知
れ
る
下し
も

人び
と

し
て
や
り
け
り
。
駒こ

ま
な並

め
て
う
ち
過
ぎ

た
ま
ふ
に
も
心
の
み
動
く
に
、
露
ば
か
り
な
れ
ど
、
い
と
あ
は
れ
に
か
た
じ
け
な
く
お

ぼ
え
て
、
う
ち
泣
き
ぬ
。

　
明
石 

数
な
ら
で
な
に
は
の
こ
と
も
か
ひ
な
き
に 

な
ど
み
を
つ
く
し
思
ひ
そ
め
け
む

田た
み
の蓑
の
島
に
禊

み
そ
ぎ
つ
か
う
仕
う
ま
つ
る
、
御
祓は

ら
への
も
の
に
つ
け
て
奉
る
。
日
暮
れ
方
に
な
り
ゆ
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く
。
夕
潮
満
ち
来
て
、
入
江
の
鶴た
づ

も②

声
惜
し
ま
ぬ
ほ
ど
の
あ
は
れ
な
る
を
り
か
ら
な
れ

ば
に
や
、
人
目
も
つ
つ
ま
ず
あ
ひ
見
ま
ほ
し
く
さ
へ
思お
ぼ

さ
る
。

　
源
氏 
露
け
さ
の
む
か
し
に
似
た
る
旅
ご
ろ
も 

田
蓑
の
島
の
名
に
は
か
く
れ
ず

　
　
　 ①

わ
び
ぬ
れ
ば
今
は
た
同
じ
難
波
な
る 

身
を
尽
く
し
て
も
逢
は
ん
と
ぞ
思
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元も

と
よ
し
の
み
こ

良
親
王
　『
後
撰
和
歌
集
』
恋
五

　
　
　 ②

難
波
潟
潮
満
ち
来く

ら
し
あ
ま
ご
ろ
も 

田
蓑
の
島
に
鶴た

づ

鳴
き
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
読
人
不
知
　『
古
今
和
歌
集
』
雑
上

第
六
章
　
旧
大
和
川

第
一
節
　
寝
屋
川
・
深
野
池

　
寝
屋
川
　
交
野
市
の
生
駒
山
地
に
水
源
、
寝
屋
川
市
寝ね

や屋
地
区
の
西
で
北
谷
川
と
合

流
、
京
阪
線
西
側
を
南
流
し
、
西
流
す
る
讃さ
さ
ら良
川が

わ

・
清き

よ
た
き
が
わ

滝
川
・
権ご

ん
げ
ん
が
わ

現
川
と
合
流
、
大
東

市
に
入
っ
て
住す
み
の
ど
う道で
北
流
す
る
恩お

ん
じ
が
わ

智
川
と
合
流
、
片
町
線
北
側
を
西
流
し
て
鶴
見
区
徳

庵
で
西
流
す
る
五
箇
井
路
・
南
流
す
る
古
川
と
合
流
、
さ
ら
に
南
流
す
る
西
三
荘
水
路

に
合
流
、
城
東
区
で
北
流
す
る
城
東
運
河
・
南
流
す
る
城
北
運
河
と
合
流
、
中
央
区
の

大
阪
城
北
詰
で
西
流
す
る
第
二
寝
屋
川
と
合
流
、
旧
淀
川
（
大
川
）
に
合
流
。
寝
屋
川

周
辺
で
は
、
農
作
物
を
害
す
る
溜
り
水
を
抜
く
た
め
の
井
路
（
悪
水
堀
）
が
発
達
。

資
料
52
『
鉢
か
づ
き
』（
小
学
館 

古
典
文
学
全
集
『
御
伽
草
子
』）

　
中な
か
む
か
し昔の
こ
と
に
や
あ
り
け
ん
、
河
内
国
交か

た
の野
の
辺
に
、
備
中
守
さ
ね
た
か
と
い
ふ
人

ま
し
ま
し
け
る
。
数
の
宝
を
持
ち
給
ふ
。
飽
き
満
ち
て
、
乏
し
き
こ
と
も
ま
し
ま
さ

ず
。
詩
歌
管
絃
に
心
を
寄
せ
け
る
が
、
花
の
下も
と

に
て
は
散
り
な
ん
こ
と
を
悲
し
み
、
歌

を
詠
み
詩
を
作
り
、
の
ど
け
き
空
を
な
が
め
暮
し
給
ひ
け
る
。
北
の
御
方
は
、
古
今
、

万
葉
、
伊
勢
物
語
、
数
の
草
子
を
御
覧
じ
て
、
月
の
前
に
て
夜
を
明
し
、
入
り
な
ん
こ

と
を
悲
し
み
、
明
し
暮
し
給
ひ
つ
つ
、
心
に
残
る
こ
と
も
な
し
。
鴛ゑ
ん
あ
う鴦

の
結
び
、
隔
つ

こ
と
も
ま
し
ま
さ
ず
、
思
ふ
ま
ま
な
る
御
仲
な
る
に
、
御
子
一
人
も
な
し
。
朝
夕
悲
し

み
給
ひ
し
に
、
い
か
な
る
こ
と
に
や
、
姫
君
一
人
ま
う
け
給
ひ
て
、
父
母
の
御
喜
び
、

申
す
は
か
り
は
な
か
り
け
り
。
か
く
て
、
い
つ
き
か
し
づ
き
給
ふ
こ
と
限
り
な
し
。
明

け
暮
れ
観
音
を
信
じ
申
さ
れ
け
る
ほ
ど
に
、
長
谷
の
観
音
に
参
り
て
は
、
か
の
姫
君
の

末
繁
昌
の
果
報
あ
ら
せ
給
へ
と
ぞ
祈
り
給
ふ
。

　
か
く
て
年
月
を
経ふ

る
ほ
ど
に
、
姫
君
十
三
と
申
せ
し
年
、
母
上
例
な
ら
ず
か
ぜ
の
こ

こ
ち
と
の
た
ま
ひ
て
、
一
日
二
日
と
申
せ
し
ほ
ど
に
、
今
を
限
り
に
見
え
け
れ
ば
、
姫

君
を
近
づ
け
て
、
緑
の
か
ん
ざ
し
を
撫な

で
あ
げ
、「
あ
ら
む
ざ
ん
や
な
、
十
七
八
に
も

な
し
、
い
か
な
る
縁
に
も
つ
け
お
き
、
心
安
く
見
お
き
、
と
に
も
か
く
に
も
な
ら
ず
し

て
、
い
と
け
な
き
有
様
を
捨
て
お
か
ん
こ
と
、
あ
さ
ま
し
さ
よ
」
と
、
涙
を
流
し
給

ふ
。
姫
君
も
、
も
ろ
と
も
に
涙
を
流
し
給
ひ
け
る
。
母
上
は
流
る
る
涙
を
お
し
と
ど

め
、
そ
ば
な
る
手
箱
を
取
り
出い
で

し
、
中
に
は
何
を
か
入
れ
ら
れ
け
ん
、
世
に
重
げ
な
る

を
姫
君
の
御
髪ぐ
し

に
い
た
だ
か
せ
、
そ
の
上
に
肩
の
隠
る
る
ほ
ど
の
鉢
き
せ
参
ら
せ
て
、

母
上
、
か
く
こ
そ
詠
じ
給
ひ
け
る
。

　
　
さ
し
も
草
深
く
ぞ
頼
む
観
世
音 

誓
ひ
の
ま
ま
に
い
た
だ
か
せ
ぬ
る

か
や
う
に
う
ち
な
が
め
給
ひ
て
、
つ
ひ
に
む
な
し
く
な
り
給
ふ
。
父
お
ほ
き
に
驚
き
泣

き
給
ひ
て
、「
い
と
け
な
き
姫
を
ば
何
と
て
捨
て
お
き
、
い
づ
く
と
も
知
ら
ず
か
く
な

り
給
ふ
」
と
泣
き
給
へ
ど
、
か
ひ
ぞ
な
き
。
か
く
て
、
さ
し
て
あ
る
べ
き
な
ら
ね
ば
、

名
残
尽
き
せ
ず
思
へ
ど
も
、
む
な
し
き
野
辺
に
送
り
捨
て
、
華
の
姿
も
煙
と
な
る
、
月

の
か
た
ち
は
風
と
な
り
、
散
り
は
つ
る
こ
そ
い
た
は
し
け
れ
。
か
く
て
、
父
御
前
、
姫

君
を
近
づ
け
参
ら
せ
て
、
い
た
だ
き
給
ひ
た
る
鉢
取
ら
ん
と
し
け
れ
ど
も
、
吸
ひ
つ
き

て
さ
ら
に
取
ら
れ
ず
。
父
お
ほ
き
に
驚
き
て
、「
い
か
が
は
せ
ん
、
母
上
に
こ
そ
は
離

れ
参
ら
せ
め
、
か
か
る
片か
た
は端

の
つ
き
ぬ
る
こ
と
の
あ
さ
ま
し
さ
よ
」
と
、
歎
き
給
ふ
こ

と
限
り
な
し
。
…
（
略
）
…

　
さ
る
ほ
ど
に
、
父
御
前
の
一
族
、
親
し
き
人
々
寄
り
あ
ひ
て
、
い
つ
ま
で
男
の
ひ
と

り
住
み
が
た
し
と
、「
こ
の
袖
枕
、
歎
き
く
ど
き
給
ふ
と
も
、
そ
の
か
ひ
よ
も
あ
ら
じ
。

い
か
な
る
人
を
も
語
ら
ひ
て
、
憂
き
に
別
れ
し
名
残
を
も
慰
め
給
へ
」
と
勧
め
ら
れ
、

先
立
つ
人
は
と
に
か
く
に
、
残
る
憂
き
身
の
悲
し
さ
よ
と
、
思
ひ
ご
と
も
よ
し
な
し
と

て
、「
と
も
か
く
も
御
は
か
ら
ひ
」
と
あ
り
け
れ
ば
、
一
門
の
人
々
喜
び
て
、
さ
る
べ

き
人
を
と
尋
ね
、
も
と
の
ご
と
く
迎
ひ
取
り
、
移
れ
ば
変
る
、
世
の
中
の
心
は
花
ぞ
か

し
。
秋
の
紅
葉
の
散
り
過
ぎ
て
、
そ
の
お
も
か
げ
は
、
姫
君
ば
か
り
ぞ
歎
か
る
る
。

　
か
く
て
、
か
の
継ま
ま
は
は母
、
こ
の
姫
君
を
見
奉
り
て
、
か
か
る
不
思
議
の
片
端
者
、
う
き
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世
に
は
あ
り
け
る
こ
と
よ
と
て
、
憎
み
給
ふ
こ
と
限
り
な
し
。
さ
て
、
継
母
の
御
腹
に

御
子
一
人
出い

で
来
給
へ
ば
、
い
よ
い
よ
こ
の
鉢
か
づ
き
を
見
じ
聞
か
じ
と
、
な
み
の
立

居
の
こ
と
ま
で
も
、
虚そ
ら
ご
と言
の
み
ば
か
り
の
た
ま
ひ
て
、
常
に
は
父
に
ざ
ん
そ
う
申
す
。

鉢
か
づ
き
は
、
あ
ま
り
や
る
か
た
な
き
ま
ま
に
、
母
の
御
墓
へ
参
り
て
、
泣
く
泣
く
申

さ
せ
給
ふ
…
（
略
）
…

　
継
母
、
こ
の
よ
し
聞
き
給
ひ
て
、
鉢
か
づ
き
が
母
の
墓
へ
参
り
て
、
殿
を
も
み
づ
か

ら
親
子
を
も
呪
ふ
こ
と
こ
そ
恐
ろ
し
け
れ
と
、
ま
こ
と
を
ば
一
つ
も
言
ひ
給
は
ず
、
虚そ
ら

言ご
と

ば
か
り
を
父
に
度
々
言
ひ
け
れ
ば
、
男
の
心
の
は
か
な
き
は
、
ま
こ
と
と
思
ひ
、
鉢

か
づ
き
呼
び
出
し
、「
無ぶ
た
う道
の
者
の
心
や
な
。
あ
ら
ぬ
片
端
の
つ
き
ぬ
る
を
、
世
に
い

た
は
し
く
思
ひ
し
に
、
咎
も
な
き
母
御
前
、
兄
弟
を
呪
ふ
こ
と
こ
そ
不
思
議
な
れ
。
片

端
者
を
内
に
置
き
て
は
何
か
せ
ん
。
い
づ
か
た
へ
も
追
ひ
出
し
給
へ
」
と
の
た
ま
へ

ば
、
継
母
、
こ
れ
を
聞
き
て
、
そ
ば
へ
う
ち
向
き
て
、
さ
も
嬉
し
げ
な
る
風
情
し
て
笑

ひ
け
る
。

　
さ
て
、
い
た
は
し
や
、
鉢
か
づ
き
を
引
き
寄
せ
て
、
召
し
た
る
も
の
を
剥は

ぎ
取
り

て
、
あ
さ
ま
し
げ
な
る
帷か
た
び
ら子
一
つ
着
せ
参
ら
せ
、
あ
る
野
の
中
の
四
辻
へ
捨
て
ら
れ
け

る
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
。
…
（
略
）
…

　
足
に
任
せ
て
迷
ひ
歩
き
給
ひ
け
る
に
、
大
き
な
る
川
の
端は
た

へ
う
ち
着
き
給
ふ
。
こ
こ

に
立
ち
ど
ま
り
て
、
い
づ
く
を
さ
し
て
行
く
と
も
な
く
迷
ひ
歩
か
ん
よ
り
、
こ
の
河
の

水み
く
づ屑

と
な
り
、
母
上
の
お
は
し
ま
す
所
へ
参
り
な
ん
と
お
ぼ
し
め
し
て
、
河
の
端
へ
の

ぞ
き
給
へ
ば
、
さ
す
が
幼
き
心
の
は
か
な
さ
は
、
岸
う
つ
波
も
恐
ろ
し
や
、
瀬
々
の
白

波
激
し
く
て
、
そ
こ
は
か
と
な
き
水
の
面お
も

す
さ
ま
じ
け
れ
ば
、
い
か
が
あ
ら
ん
と
思
へ

ど
も
、
こ
れ
を
心
の
種
と
し
て
、
す
で
に
思
ひ
き
り
、
河
へ
身
を
こ
そ
投
げ
ん
と
し
給

ふ
時
、
か
く
こ
そ
一
首
つ
ら
ね
け
り
。

　
　
河
岸
の
柳
の
糸
の
一
筋
に 

思
ひ
き
る
身
を
神
も
助
け
よ

か
や
う
に
う
ち
な
が
め
、
御
身
を
投
げ
沈
み
け
れ
ど
も
、
鉢
に
ひ
か
れ
て
、
御
顔
ば
か

り
さ
し
出
で
て
流
れ
け
る
ほ
ど
に
、
漁
す
る
舟
の
通
り
け
る
が
、「
こ
こ
に
鉢
の
流
れ

け
る
、
何
も
の
ぞ
」
と
言
ひ
て
上
げ
見
れ
ば
、
頭か
し
らは

鉢
に
て
、
下
は
人
な
り
。

舟
人
、
こ
れ
を
見
て
、「
あ
ら
お
も
し
ろ
や
、
い
か
な
る
も
の
や
ら
ん
」
と
て
、
河
の

岸
へ
投
げ
上
ぐ
る
。
や
や
し
ば
ら
く
あ
り
て
、
起
き
直
る
。
つ
く
づ
く
と
案
じ
、
か
く

ば
か
り
、

　
　
河
波
の
底
に
こ
の
身
の
と
ま
れ
か
し 

な
ど
ふ
た
た
び
は
浮
き
あ
が
り
け
ん

な
ど
と
う
ち
な
が
め
、
あ
る
に
あ
ら
れ
ぬ
風
情
し
て
、
た
ど
り
か
ね
て
ぞ
立
ち
給
ふ
。

…
（
略
）
…

　
さ
る
ほ
ど
に
、
そ
の
所
の
国
司
に
て
ま
し
ま
す
人
の
御
名
を
ば
山
蔭
の
三
位
中
将
と

こ
そ
申
し
け
る
。
折
節
、
縁え
ん
ぎ
や
う
だ
う

行
道
し
て
、
四
方
の
梢
を
な
が
め
つ
つ
、
霞
に
遠
里
の
、

賎
が
蚊
遣
火
、
さ
し
も
草
、
そ
こ
ひ
に
く
ゆ
る
う
す
煙
、
上
の
空
に
て
た
ち
な
び
き
、

お
も
し
ろ
か
り
け
る
夕
暮
は
、
恋
す
る
人
に
見
せ
ば
や
と
、
な
が
め
出
し
て
立
ち
給
ふ

と
こ
ろ
に
、
か
の
鉢
か
づ
き
歩
み
寄
る
。
中
将
殿
は
御
覧
じ
て
、「
あ
れ
呼
び
寄
せ
よ
」

と
の
た
ま
へ
ば
、
若
わ
か
さ
ぶ
ら
ひ
侍
ど
も
二
三
人
走
り
出
で
、
か
の
鉢
か
づ
き
を
連
れ
て
参
る
。

「
い
づ
く
の
浦
、
い
か
な
る
者
ぞ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
鉢
か
づ
き
申
す
や
う
、「
わ
れ
は

交
野
の
辺
の
者
に
て
候
ふ
。
母
に
程
な
く
お
く
れ
、
思
ひ
の
あ
ま
り
に
、
か
か
る
片
端

さ
へ
つ
き
て
候
へ
ば
、
あ
は
れ
む
者
も
な
き
ま
ま
に
、
難
波
の
浦
に
よ
し
な
し
と
、
足

に
任
せ
て
迷
ひ
歩
き
候
ふ
」
と
申
し
け
れ
ば
、
さ
て
さ
て
不
便
と
お
ぼ
し
め
し
、「
い

た
だ
き
た
る
鉢
を
取
り
の
け
て
と
ら
せ
よ
」
と
て
、
み
な
み
な
寄
り
て
取
り
け
れ
ど

も
、
し
か
と
吸
ひ
つ
き
て
、
な
か
な
か
取
る
べ
き
や
う
も
な
し
。
こ
れ
を
人
々
御
覧
じ

て
、「
い
か
な
る
く
せ
も
の
ぞ
や
」
と
て
笑
ひ
け
る
。

　
中
将
殿
は
御
覧
じ
て
、「
鉢
か
づ
き
は
い
づ
く
へ
ぞ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、「
い
づ
く
と

も
さ
し
て
行
く
べ
き
方
も
な
し
。
母
に
離
れ
候
う
て
、
結
句
、
か
か
る
片
端
さ
へ
つ
き

候
へ
ば
、
見
る
人
ご
と
に
お
ぢ
恐
れ
、
憎
が
る
人
は
候
へ
ど
も
、
あ
は
れ
む
人
は
な

し
」
と
申
し
け
れ
ば
、
中
将
殿
き
こ
し
め
し
て
「
人
の
も
と
に
は
不
思
議
な
る
者
の
あ

る
も
、
よ
き
も
の
に
て
候
ふ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
仰
せ
に
従
ひ
て
置
か
れ
け
る
。
…

（
略
、
鉢
か
づ
き
は
中
将
殿
の
湯
殿
の
世
話
係
と
な
っ
て
奉
公
す
る
）
…

　
さ
る
ほ
ど
に
、
こ
の
中
将
殿
は
御
子
四
人
持
ち
給
ふ
。
三
人
は
、
み
な
み
な
あ
り
つ

き
給
ふ
。
四
番
目
の
御
子
、
宰
相
殿
御
曹
子
と
申
す
は
、
み
め
か
た
ち
世
に
す
ぐ
れ
、

優
に
や
さ
し
き
御
姿
、
昔
を
申
さ
ば
、
源
氏
の
大
将
、
在
原
業
平
か
と
ぞ
申
す
ば
か
り

な
り
。
春
は
花
の
下
に
日
を
暮
し
、
散
り
な
ん
こ
と
を
悲
し
み
、
夏
は
涼
し
き
泉
の

底
、
玉
藻
に
心
を
入
れ
、
秋
は
紅
葉
落
葉
の
散
り
し
く
庭
の
紅
葉
を
な
が
め
、
月
の
前

に
て
夜
を
明
し
、
冬
は
蘆
間
の
薄
氷
、
池
の
端
に
羽
を
閉
ぢ
て
、
鴛を

し鴦
の
浮
寝
も
も
の

さ
び
し
。
重
ぬ
る
褄つ
ま

も
あ
ら
ば
こ
そ
、
ひ
と
り
す
さ
み
て
立
ち
給
ふ
。
御
兄
た
ち
も
殿と

の

上う
へ

も
、
御
湯
殿
へ
入
ら
せ
給
へ
ど
も
、
か
の
御
曹
子
ば
か
り
残
ら
せ
給
ひ
、
さ
夜
ふ
け



─ 65 ─

て
は
る
か
に
な
り
て
、
ひ
と
り
湯
殿
に
入
ら
せ
給
ふ
。
か
の
鉢
か
づ
き
、「
御
湯
移
し

候
ふ
」
と
申
す
声
、
や
さ
し
く
聞
え
け
る
。「
御
行
水
」
と
て
さ
し
出い
だ

す
、
手
足
の
う

つ
く
し
さ
、
尋
常
げ
に
見
え
け
れ
ば
、
世
に
不
思
議
に
お
ぼ
し
め
し
、「
や
あ
鉢
か
づ

き
、
人
も
な
き
に
、
何
か
は
苦
し
か
る
べ
き
、
御
湯
殿
し
て
参
ら
せ
よ
」
と
の
た
ま
へ

ば
、
今
さ
ら
昔
を
思
ひ
出
し
て
、
人
に
こ
そ
湯
殿
さ
せ
つ
れ
、
人
の
湯
殿
を
ば
い
か
が

す
る
や
ら
ん
と
思
へ
ど
も
、
主
命
な
れ
ば
力
な
し
、
御
湯
殿
へ
こ
そ
参
り
け
る
。

　
御
曹
子
は
御
覧
じ
て
、
河
内
国
は
狭せ
ば

し
と
い
へ
ど
も
、
い
か
ほ
ど
の
人
を
も
見
て
あ

れ
ど
も
、
か
ほ
ど
に
も
の
弱
く
、
愛
敬
世
に
す
ぐ
れ
、
う
つ
く
し
き
人
は
い
ま
だ
見

ず
、
一ひ
と
と
せ年
、
花
の
都
へ
上
り
し
時
、
御お

む
ろ室
の
院
の
花
見
の
あ
り
し
時
、
貴
賤
群
集
し

て
、
門
前
に
市
を
な
し
つ
れ
ど
も
、
そ
の
時
に
も
、
こ
の
鉢
か
づ
き
ほ
ど
の
人
は
な

し
、
い
か
に
思
ふ
と
も
、
こ
の
人
を
見
捨
て
が
た
く
や
思
は
れ
け
る
。「
い
か
に
鉢
か

づ
き
、
思
ひ
そ
め
に
し
紅
の
、
色
は
移
ろ
ふ
こ
と
な
り
と
、
君
と
わ
が
中
変
ら
じ
」

と
、
千
秋
の
松
に
契
り
を
は
る
か
に
か
け
、
松
の
浦
の
亀
に
久
し
く
結
ば
れ
け
る
。
…

（
略
）
…

　
包
む
と
す
れ
ど
紅
の
、
洩
れ
て
や
人
の
知
り
ぬ
ら
ん
、「
宰
相
殿
こ
そ
、
鉢
か
づ
き

が
も
と
へ
通
は
せ
給
ふ
、
あ
さ
ま
し
さ
よ
。
も
と
よ
り
高
き
も
賤
し
き
も
、
男
は
あ
る

な
ら
ひ
、
立
ち
寄
り
給
ふ
と
も
、
あ
の
鉢
か
づ
き
め
が
、
近
づ
き
参
ら
せ
ん
と
思
ふ
心

の
不ふ
と
く
じ
ん

得
心
さ
よ
」
と
、
憎
ま
ぬ
人
は
な
か
り
け
り
。
あ
る
時
、
よ
そ
よ
り
客
人
来き

た

り
、

夜
ふ
け
方
ま
で
隙
入
り
、
遅
く
入
ら
せ
給
ひ
け
れ
ば
、
鉢
か
づ
き
、
お
ぼ
つ
か
な
く
思

ひ
て
、
か
く
ば
か
り
、

　
　
人
待
ち
て
上う
は

の
空
の
み
な
が
む
れ
ば 

露
け
き
袖
に
月
ぞ
宿
れ
る

と
、
か
や
う
に
う
ち
な
が
め
け
れ
ば
、
い
よ
い
よ
や
さ
し
く
お
ぼ
し
め
し
、
契
り
深
く

は
な
り
け
れ
ど
も
、
捨
つ
べ
き
や
う
は
ま
し
ま
さ
ず
。
昔
が
今
に
至
る
ま
で
、
わ
が
身

に
か
か
ら
ぬ
こ
と
ま
で
も
、
人
の
言
ふ
な
ら
ひ
に
て
、「
宰
相
殿
は
、
世
に
も
人
な
き

や
う
に
、
か
か
る
御
ふ
る
ま
ひ
か
な
。
を
か
し
き
御
心
か
な
」
と
笑
ひ
け
る
ほ
ど
に
、

母
上
き
こ
し
め
し
、「
み
な
み
な
僻ひ
が
ご
と事

を
や
申
す
ら
ん
に
、
乳め

の
と母

に
見
せ
よ
」
と
の
た

ま
へ
ば
、
乳
母
見
て
、「
ま
こ
と
に
て
候
ふ
」
と
申
し
け
る
。
父
母
あ
き
れ
、
し
ば
し

も
の
を
も
の
た
ま
は
ず
、
や
や
あ
つ
て
、「
い
か
に
乳
母
、
聞
け
。
と
か
く
宰
相
の
君

を
諫
め
、
鉢
か
づ
き
に
近
づ
か
ぬ
や
う
に
は
か
ら
へ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
乳
母
、
若
君

の
御
前
に
参
り
、
何
と
な
く
、
御
物
語
申
し
慰
め
て
、「
い
か
に
若
君
様
、
ま
こ
と
し

く
は
候
は
ね
ど
も
、
湯
殿
の
湯
沸
し
鉢
か
づ
き
が
も
と
へ
通
は
せ
給
ふ
よ
し
、
母
上
き

こ
し
め
し
て
、
よ
も
さ
や
う
に
は
あ
る
ま
じ
け
れ
ど
も
、
も
し
ま
こ
と
な
ら
ば
、
父
の

耳
に
入
ら
ぬ
さ
き
に
、
鉢
か
づ
き
を
出い
だ

す
べ
し
と
の
仰
せ
に
て
候
ふ
」
と
申
し
け
れ

ば
、
若
君
の
た
ま
ふ
や
う
は
、「
思
ひ
ま
う
け
た
る
仰
せ
か
な
。
一
樹
の
蔭
、
一
河
の

流
れ
を
汲
む
こ
と
も
、
他
生
の
縁
と
こ
そ
聞
け
。
古
も
、
さ
る
こ
と
あ
れ
ば
こ
そ
、
主

の
勘
当
か
う
ぶ
り
、
千
尋
の
底
に
沈
む
と
も
、
妹
背
の
中
は
さ
も
あ
ら
ず
。
親
の
御
不

審
か
う
ぶ
り
て
、
た
ち
ま
ち
無む
げ
ん間
に
沈
む
と
も
、
思
ふ
夫
婦
の
中
な
ら
ば
、
何
か
苦
し

か
る
べ
き
ぞ
。
殿と
の
う
へ上
の
御
耳
に
入
り
、
た
ち
ま
ち
御
手
に
か
か
る
と
も
、
か
の
鉢
か
づ

き
故
な
ら
ば
、
捨
つ
る
命
は
、
露
塵
ほ
ど
も
惜
し
か
ら
ず
。
か
の
人
を
捨
て
ん
こ
と
思

ひ
も
よ
ら
ず
。
こ
の
こ
と
用
ひ
申
さ
ぬ
と
て
、
鉢
か
づ
き
も
ろ
と
も
に
追
ひ
出
し
給
ひ

な
ば
、
い
か
な
る
野
の
末
、
山
の
奥
に
住
む
と
て
も
、
思
ふ
人
に
添
ふ
な
ら
ば
、
ゆ
め

ゆ
め
悲
し
か
る
ま
じ
」
と
て
、
わ
が
御
方
を
御
出い

で
あ
り
て
、
柴
積
む
と
ぼ
そ
に
入
り

給
ふ
。
日
ご
ろ
は
、
人
目
を
包
ま
せ
給
ひ
し
が
、
乳
母
参
り
て
申
し
て
よ
り
後
は
、
ひ

め
も
す
鉢
か
づ
き
が
も
と
に
こ
そ
ゐ
給
ひ
け
る
。
さ
る
ほ
ど
に
、
御
兄
た
ち
も
、
一
門

座
敷
に
か
な
ふ
ま
じ
と
あ
り
け
れ
ど
も
、
厭い
と

ふ
気け

し
き色
も
ま
し
ま
さ
ず
。
い
よ
い
よ
人
目

を
も
憚は
ば
から
ず
、
朝
夕
通
は
せ
給
ひ
け
る
。

　
母
上
仰
せ
け
る
や
う
は
、「
さ
も
あ
れ
、
鉢
か
づ
き
は
、
い
か
さ
ま
変へ
ん
げ化
の
者
に

て
、
若
君
を
失
は
ん
と
思
ふ
や
ら
ん
、
い
か
が
せ
ん
、
冷（
乳
母
カ
）泉」

と
仰
せ
け
る
。
冷
泉
申

さ
れ
け
る
は
、「
か
の
君
は
、
さ
な
ら
ぬ
こ
と
さ
へ
色
深
く
も
の
恥
ぢ
を
し
給
ひ
て
、

お
ぼ
ろ
け
ご
と
ま
で
も
つ
つ
ま
し
げ
な
る
み
た
ち
に
て
わ
た
ら
せ
候
へ
ど
も
、
こ
の
こ

と
に
お
い
て
は
、
恥
ぢ
給
ふ
気
色
も
候
は
ず
。
さ
あ
ら
ば
、
公き
ん
だ
ち達

の
嫁
く
ら
べ
を
し
給

ひ
て
御
覧
候
へ
。
さ
や
う
に
候
は
ば
、
か
の
鉢
か
づ
き
恥
づ
か
し
く
思
ひ
て
、
い
づ
く

へ
も
出
で
ゆ
く
こ
と
候
は
ん
」
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
げ
に
も
と
お
ぼ
し
め
し
、「
い
つ

い
つ
、
公
達
の
嫁
く
ら
べ
あ
る
べ
し
」
と
、
口
々
に
ふ
れ
さ
せ
け
る
。
…
（
略
）
…

　
さ
て
、
と
か
く
過
ぎ
ゆ
く
ほ
ど
に
、
嫁よ
め
あ
は
せ合の
日
に
も
な
り
ぬ
れ
ば
、
宰
相
殿
、
鉢
か

づ
き
と
二
人
、
い
づ
く
へ
も
立
ち
出
で
ん
と
お
ぼ
し
め
し
け
る
こ
そ
あ
は
れ
な
り
。
さ

る
ほ
ど
に
、
夜
も
明
け
方
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
召
し
も
な
ら
は
ぬ
草わ
ら
う
づ鞋

し
め
は
き
給
ひ

て
、
さ
す
が
父
母
住
み
な
れ
給
ふ
こ
と
な
れ
ば
、
御
名
残
惜
し
く
お
ぼ
し
め
し
、
落
つ

る
涙
に
か
き
曇
り
、
…
（
略
）
…

　
か
く
て
、
と
ど
ま
る
べ
き
に
も
あ
ら
ざ
れ
ば
、
夜
も
や
う
や
う
明
け
方
に
な
り
ぬ
れ
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ば
、
急
ぎ
出
で
ん
と
て
、
涙
と
と
も
に
、
二
人
な
が
ら
出
で
ん
と
し
給
ふ
時
に
、
い
た

だ
き
給
ふ
鉢
、
か
つ
ぱ
と
前
に
落
ち
に
け
り
。

　
宰
相
殿
驚
き
給
ひ
て
、
姫
君
の
御
顔
を
つ
く
づ
く
と
見
給
へ
ば
、
十
五
夜
の
月
の
雲

間
を
出
づ
る
に
異
ら
ず
、
髪
の
か
か
り
、
姿
か
た
ち
、
何
に
譬
へ
ん
方
も
な
し
。
若
君

嬉
し
く
お
ぼ
し
め
し
、
落
ち
た
る
鉢
を
上
げ
て
見
給
へ
ば
、
二
つ
懸か
け
ご子

の
そ
の
下
に
、

金こ
が
ねの

丸
か
せ
、
金
の
盃
、
銀

し
ろ
が
ねの

小こ
ひ
さ
げ提

、
砂
金
に
て
作
り
た
る
三
つ
な
り
の
橘
、
銀
に
て

作
り
た
け
ん
ぽ
の
梨
、
十
二
単ひ
と
への
御
小
袖
、
紅
の
千ち

し
ほ入
の
袴
、
数
の
宝
物
を
入
れ
ら
れ

た
り
。
姫
君
、
こ
れ
を
見
給
ひ
て
、
わ
が
母
長
谷
の
観
音
を
信
じ
給
ひ
し
御
利
生
と
お

ぼ
し
め
し
て
、
嬉
し
き
に
も
悲
し
き
に
も
、
先
立
つ
も
の
は
涙
な
り
。
さ
て
、
宰
相

殿
、
こ
れ
を
見
給
ひ
て
、「
こ
れ
ほ
ど
い
み
じ
き
果
報
に
て
ま
し
ま
す
こ
と
の
う
れ
し

さ
よ
。
今
は
い
づ
く
へ
も
行
く
べ
き
に
あ
ら
ず
」
と
て
、
嫁
合
の
座
敷
へ
出
で
ん
と
こ

し
ら
へ
給
ふ
。
す
で
に
は
や
夜
も
明
け
け
れ
ば
、
世
間
ざ
ざ
め
き
け
る
。
人
々
言
ひ
け

る
は
、「
こ
れ
ほ
ど
の
御
座
敷
へ
、
あ
の
鉢
か
づ
き
が
出
で
ん
と
思
ひ
、
い
づ
く
へ
も

行
か
ぬ
こ
と
の
不ふ
と
く
じ
ん

得
心
さ
よ
」
と
笑
ひ
け
る
。
…
（
略
）
…

　
さ
る
ほ
ど
に
、
鉢
か
づ
き
遅
し
と
、
度
々
使
ひ
た
ち
け
れ
ば
、
宰
相
殿
き
こ
し
め

し
、「
た
だ
今
そ
れ
へ
参
る
」
と
仰
せ
け
れ
ば
、
人
々
、
見
て
笑
は
ん
と
ぞ
じ
じ
め
き

け
る
。
出
で
さ
せ
給
ふ
有
様
、
も
の
に
よ
く
よ
く
譬た
と

ふ
れ
ば
、
ほ
の
か
に
出
で
ん
と
す

る
月
に
雲
の
か
か
る
風
情
に
て
、
御
か
ほ
ば
せ
、
気
高
く
い
つ
く
し
く
、
御
姿
は
、
春

の
初
め
の
糸
桜
の
、
露
の
隙ひ
ま

よ
り
も
ほ
の
見
え
て
、
朝
日
の
う
つ
ろ
ふ
風
情
に
異
ら

ず
、
霞
の
眉
墨
ほ
の
ぼ
の
と
、
嬋せ
ん
げ
ん娟
た
る
両
鬢び

ん

は
、
秋
の
蝉
の
羽
に
た
ぐ
へ
、
宛ゑ

ん
で
ん転
た

る
御
か
ほ
ば
せ
は
、
春
は
花
に
妬ね
た

ま
れ
、
秋
は
月
に
ぞ
妬
ま
れ
給
ふ
御
風
情
な
り
。
御

年
の
齢
十
五
六
ほ
ど
に
見
え
さ
せ
給
ふ
。
…
（
略
）
…

　
さ
る
ほ
ど
に
、
御
座
敷
一
段
下
り
て
、
こ
し
ら
へ
た
る
所
に
直
ら
ん
と
し
給
ふ
時

に
、
舅
三
位
の
中
将
殿
「
い
か
で
天
人
の
影や
う
が
う向
を
下
座
に
置
く
べ
き
」
と
て
請し

や
うじ
さ
せ

給
ふ
。
あ
ま
り
の
い
と
ほ
し
き
に
、
母
御
前
の
左
の
膝
も
と
へ
呼
び
参
ら
せ
給
ひ
け

る
。
さ
て
、
舅
殿
へ
の
御
引
出
物
に
は
、
銀
の
台
に
金
の
盃
据
ゑ
、
金
に
て
作
り
た
る

三
つ
な
り
橘
、
金
十
両
、
唐
綾
、
織
物
の
御
小
紬
三
十
か
さ
ね
、
唐
錦
十
反
、
巻
絹

五
十
疋
、
広
蓋
に
積
ま
せ
参
ら
せ
る
。
姑
御
前
へ
の
御
引
出
物
に
は
、
染
物
百
反
、
金

の
丸
か
せ
、
銀
に
て
作
り
た
る
…
（
略
）
…

　
さ
て
、
御
盃
参
り
け
れ
ば
、
姑
御
前
き
こ
し
め
し
、
や
が
て
姫
君
に
さ
し
給
ふ
。
そ

の
後
、
献こ
ん
こ
ん々

廻
り
け
れ
ば
、
三
人
の
兄
嫁
御
前
た
ち
、
談
合
あ
る
や
う
は
、「
み
め
は

下
﨟
に
よ
ら
ぬ
な
り
。
管
弦
を
始
め
、
和わ
ご
ん琴
を
調
べ
さ
す
べ
し
。
和
琴
は
、
こ
と
に
そ

の
源
を
知
ら
せ
ざ
れ
ば
、
左
右
な
く
弾
か
れ
ぬ
も
の
な
り
。
宰
相
殿
は
、
そ
の
源
を
も

あ
き
ら
め
給
へ
ば
、
後
に
は
教
へ
給
ふ
と
も
、
今
夜
の
う
ち
に
は
、
教
へ
給
ふ
こ
と
な

る
ま
じ
き
。
い
ざ
や
始
め
ん
」
と
て
、
兄
嫁
御
前
は
琵
琶
の
役
、
次
郎
嫁
御
は
笙
を
吹

き
給
ふ
。
殿
上
は
鼓
打
ち
、
姫
君
は
、
和
琴
御
調
べ
候
へ
と
責
め
ら
れ
け
る
。
そ
の

時
、
姫
君
仰
せ
け
る
や
う
は
、「
か
や
う
の
こ
と
は
、
い
ま
だ
聞
き
始
め
に
て
候
へ

ば
、
少
し
も
存
ぜ
ず
候
ふ
」
と
御
辞
退
あ
り
。
宰
相
殿
御
覧
じ
て
、
わ
が
身
を
姫
君
と

見
よ
か
し
、
行
き
て
弾
か
ん
も
の
を
と
お
ぼ
し
め
し
け
る
。
そ
の
時
、
姫
君
御
心
の
中

に
お
ぼ
す
や
う
は
、
わ
れ
を
賤
し
き
者
と
思
ひ
、
か
や
う
に
し
て
笑
は
ん
た
め
と
お
ぼ

し
め
し
、
わ
れ
も
、
昔
、
母
に
か
し
づ
か
れ
し
時
に
は
、
朝
夕
手
馴
れ
し
楽
の
道
な
れ

ば
、
弾
か
う
ず
も
の
と
お
ぼ
し
め
し
、「
さ
ら
ば
、
弾
き
て
み
申
し
候
は
ん
」
と
て
、

そ
ば
な
る
和
琴
引
き
寄
せ
、
三
べ
ん
調
べ
給
ひ
け
る
。
宰
相
殿
御
覧
じ
て
、
嬉
し
き
こ

と
限
り
な
し
。
御
前
た
ち
御
覧
じ
て
、
歌
を
詠
み
手
書
く
こ
と
も
、
後
に
は
宰
相
殿
御

教
へ
あ
る
べ
し
、
た
だ
今
の
う
ち
に
は
、
教
ゆ
る
こ
と
も
な
る
ま
じ
、
さ
ら
ば
、
歌
を

詠
ま
せ
、
笑
は
む
と
談
合
な
さ
れ
、「
こ
れ
御
覧
ぜ
よ
、
姫
君
。
桜
が
枝
に
藤
の
花
、

春
と
夏
と
は
隣
な
り
、
秋
は
こ
と
さ
ら
菊
の
花
、
こ
れ
に
つ
き
、
姫
君
、
一
首
あ
そ
ば

し
候
へ
」
と
仰
せ
け
れ
ば
、
姫
君
き
こ
し
め
し
、「
あ
ら
む
つ
か
し
の
こ
と
を
仰
せ
候

ふ
も
の
か
な
。
わ
れ
わ
れ
が
能
に
は
、
こ
の
ほ
ど
湯
殿
に
候
ひ
て
、
朝
夕
手
馴
れ
し
水

車
、
汲
み
上
げ
し
よ
り
ほ
か
の
こ
と
は
な
し
。
歌
と
い
ふ
こ
と
は
、
い
か
や
う
な
る
も

の
や
ら
ん
、
少
し
も
存
ぜ
ず
候
ふ
。
ま
づ
ま
づ
御
前
た
ち
あ
そ
ば
さ
れ
候
へ
。
そ
の
後

は
、
と
も
か
く
も
申
し
て
み
ん
」
と
あ
り
け
れ
ば
、
御
前
た
ち
仰
せ
け
る
は
、「
姫
君

は
、
今
日
の
御
客
も
じ
に
て
ま
し
ま
せ
ば
、
ま
づ
ま
づ
一
首
あ
そ
ば
し
候
へ
」
と
責
め

ら
れ
け
る
。
そ
の
時
、
姫
君
、
一
首
と
り
あ
へ
ず
、

　
　
春
は
花
夏
は
橘
秋
は
菊 

い
づ
れ
の
露
に
置
く
も
の
ぞ
憂
き

と
、
か
や
う
に
あ
そ
ば
し
け
る
。
御
筆
の
す
さ
び
、
道
風
が
ふ
る
ひ
筆
も
か
く
や
ら
ん

と
、
目
を
驚
か
す
ば
か
り
な
り
。
…
（
略
）
…
さ
る
ほ
ど
に
、
ま
た
御
盃
出
で
け
れ

ば
、
舅
御
前
き
こ
し
め
し
、
姫
君
に
御
さ
し
あ
り
て
、「
御
さ
か
な
申
さ
ん
」
と
て
、

「
わ
が
所
領
七
百
町
と
は
申
せ
ど
も
、
二
千
三
百
町
の
所
な
り
。
一
千
町
を
ば
姫
君
に

参
ら
す
る
。
ま
た
一
千
町
を
ば
宰
相
の
君
に
取
ら
す
べ
し
。
残
る
三
百
町
を
ば
三
人
の



─ 67 ─

子
ど
も
に
取
ら
す
る
な
り
。
百
町
づ
つ
分
け
て
取
れ
。
こ
れ
を
不
足
に
思
ふ
者
あ
ら

ば
、
親
と
も
子
と
も
思
ふ
ベ
か
ら
ず
」
と
仰
せ
け
れ
ば
、
兄あ
に
ご御
た
ち
き
こ
し
め
し
、
合

は
ぬ
こ
と
と
は
思
へ
ど
も
、
貴
命
な
れ
ば
力
な
し
。
今
よ
り
し
て
は
、
宰
相
の
君
を
総

領
と
思
ふ
べ
し
と
、
三
人
同
心
し
給
ひ
け
り
。
…
（
略
）
…

　
そ
の
後
、
姫
君
は
、
母
上
の
御
菩
提
ね
ん
ご
ろ
に
弔
ひ
給
ふ
。
か
く
て
過
ぎ
ゆ
く
ほ

ど
に
、
公
達
あ
ま
た
ま
う
け
給
ひ
て
、
御
喜
び
限
り
な
し
。
こ
れ
に
つ
け
て
も
、
捨
て

ら
れ
し
故ふ
る
さ
と里
の
父
御
前
を
恋
し
く
、
御
公
達
を
も
見
せ
参
ら
せ
た
く
お
ぼ
し
め
し
け

る
。

　
さ
る
ほ
ど
に
、
故ふ
る
さ
と里
の
継
母
御
前
は
、
慳け

ん
ど
ん
し
ゃ

貪
者
な
る
故
に
、
召
し
使
は
る
る
者
も
、

か
な
た
こ
な
た
へ
逃
げ
走
り
、
後
に
は
貧
し
く
な
り
、
一
人
持
ち
た
る
姫
を
も
問
ふ
人

も
な
し
。
御
二
人
の
中
も
悪
し
く
な
り
け
れ
ば
、
貧
し
き
住す
ま
ゐ居
何
か
せ
ん
、
心
に
残
る

こ
と
も
な
し
と
て
、
父
御
前
は
、
い
づ
く
と
も
知
ら
ず
、
修
行
に
立
ち
出
で
給
ふ
。
…

（
略
）
…

　
そ
の
後
、
宰
相
殿
、
帝
の
御
意
に
入
ら
せ
給
ひ
、
帝
よ
り
大
和
、
河
内
、
伊
賀
三
か

国
を
下
さ
れ
け
れ
ば
、
御
よ
ろ
こ
び
の
た
め
に
、
長
谷
の
観
音
へ
御
参
り
あ
る
。
御
一

門
御
公
達
、
花
を
飾
り
、
金
銀
を
ち
り
ば
め
、
ざ
ざ
め
き
給
ふ
。
さ
る
ほ
ど
に
、
姫
君

の
父
御
前
は
、
観
音
の
御
前
に
念ね
ん
じ
ゆ誦
し
て
ゐ
給
ひ
け
る
を
…
（
略
）
…
姫
君
御
覧
じ

て
、
御
年
よ
り
面お
も
や痩

せ
給
へ
ど
も
、
さ
す
が
親
子
の
御
こ
と
な
れ
ば
、
人
目
も
憚は

ば
か

ら

ず
、「
こ
れ
こ
そ
古
の
鉢
か
づ
き
の
姫
に
て
候
へ
」
と
て
、
御
出
で
あ
り
け
れ
ば
、
父

御
前
き
こ
し
め
し
、「
こ
れ
は
夢
か
現う
つ
つ
か
、
ひ
と
へ
に
観
音
の
御
利
生
な
り
」
と
の
た

ま
ひ
け
れ
ば
、
宰
相
殿
き
こ
し
め
し
、「
さ
て
は
、
姫
君
は
、
河
内
の
交
野
の
人
に
ま

し
ま
す
か
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
た
だ
人
と
は
思
は
ぬ
も
の
を
」
と
の
た
ま
ひ
て
、
御
公
達

一
人
と
、
姫
君
の
父
御
前
と
を
ば
、
河
内
国
の
主
に
な
し
参
ら
せ
、
末
繁
昌
に
住
ま
せ

給
ふ
。
…
（
略
）
…
こ
れ
た
だ
、
長
谷
の
観
音
の
御
利
生
と
ぞ
聞
え
け
る
。
今
に
至
る

ま
で
、
観
音
を
信
じ
申
せ
ば
、
あ
ら
た
に
御
利
生
あ
り
と
申
し
伝
へ
侍
り
け
る
。
こ
の

物
語
を
聞
く
人
は
、
つ
ね
に
観
音
の
名
号
を
十
返
づ
つ
御
唱
へ
あ
る
べ
き
も
の
な
り
。

　
　
南
無
大
慈
大
悲
観
世
音
菩
薩

　
　
頼
み
て
も
な
ほ
か
ひ
あ
り
や
観
世
音

　
二
世
安
楽
の
誓
ひ
聞
く
に
も

御
伽
草
子
　
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
、
短
編
物
語
。
婦
女
・
幼
児
向
き
、
空
想

的
・
教
訓
的
・
啓
蒙
的
内
容
。
三
〇
〇
編
以
上
が
写
本
・
絵
巻
・
奈
良
本
形
式
で
伝

来
。
内
、
享
保
年
間
（
一
七
一
六
〜
三
六
）
大
坂
の
書
店
渋
川
清
右
衛
門
が
次
の

二
三
編
を
刊
行
↓
渋
川
本
『
文
正
草
子
』『
鉢
か
づ
き
』『
小
町
草
紙
』『
御
曹
子
島

渡
』『
唐
糸
草
子
』『
木
幡
狐
』『
七
草
　
草
紙
』『
猿
源
氏
草
紙
』『
も
の
く
さ
太
郎
』

『
さ
ざ
れ
石
』『
蛤
の
草
紙
』『
小
敦
盛
』『
二
十
四
孝
』『
梵
天
国
』『
の
せ
猿
草
子
』

『
猫
の
草
子
』『
浜
出
草
紙
』『
和
泉
式
部
』『
一
寸
法
師
』『
さ
い
き
』『
浦
島
太
郎
』

『
横
笛
草
紙
』『
酒
呑
童
子
』、
他
に
『
を
こ
ぜ
』『
瓜
姫
物
語
』『
鼠
の
草
子
』『
西

行
』『
猿
の
草
子
』『
弁
慶
物
語
』『
俵
藤
太
物
語
』
な
ど

深ふ
こ
の
い
け

野
池
　
寝
屋
川
市
南
端
の
河
北
か
ら
大
東
市
深
野
南
ま
で
、
河
内
低
地
に
残
っ
た
池

沼
。
池
中
に
は
三
箇
村
の
島
々
が
存
在
。
大
和
川
の
付
け
替
え
↓
干
拓
地
↓
東
本
願

寺
に
よ
る
新
田
開
発
。
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
水
害
。
現
在
、
遊
水
池
。

資
料
53
貝
原
益
軒
『
南
遊
紀
行
』（『
日
本
紀
行
文
集
成
』
一
）
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）

　
ふ
か
う
の
池
は
、
深
野
池
と
か
く
と
云
。
本
名
は
茨ま
ん
だ田
の
池
と
云
。
池
の
広
さ
南
北

二
里
、
東
西
一
里
、
所
に
よ
り
東
西
半
里
許
有
。
湖
に
似
た
り
。
其
中
に
島
あ
り
。
三さ
ん

ケが

と
云
村
有
。
故
に
此
池
を
三
ケ
の
お
き
共
云
。
三
ケ
の
島
に
漁
家
七
、八
十
戸
あ
り
。

田
畠
も
有
。
此
島
南
北
廿
町
、
東
西
五
、六
町
有
と
云
。
此
池
に
鯉
、
鮒
、
鯰
、
は

す
、
わ
た
か
、
ゑ
び
、
鰻う
な
ぎ鱺

、
つ
が
に
等
多
し
。
漁
舟
多
し
。
日
々
舟
に
乗
て
漁
し
、

魚
を
大
坂
に
う
る
。
又
蓮
多
し
。
芡み
づ
ぶ
き実

多
く
、
葦あ

し

多
し
。
皆
取
用
て
た
す
け
と
す
。
殊

に
菱ひ
し

尤
多
し
。
是
を
採
て
飯
に
し
、
餻
に

だ
ん
ご

し
、
粥
に
し
て
粮か

て

と
す
。
或
は
菓
子
に
も
す

る
。
又
売
て
資た
す
け

と
す
。
菱
を
取
日
は
定
日
あ
り
。
里
民
云
合
せ
て
群

む
ら
が
り

出い
づ

。
一
人
に
て

妄み
だ
りに
取
事
を
禁
ず
。
菱
に
賦ふ

税ぜ
い

は
な
し
。
又
此
島
よ
り
漁
人
共
舟
に
の
り
、
陸
に
渡
り

て
田
も
作
な
り
。

　
御
（
御
供
田
＝
ご
く
で
ん
）

供
村
は
池
の
東
に
在
。
島
に
は
あ
ら
ず
。
漁
人
多
し
。
ふ
か
う
の
池
の
ま
は
り
、

凡
四
十
二
村
あ
り
と
云
。
此
池
水
の
流
れ
の
末
、
大
和
河
に
出
づ
。
河
下
よ
り
商
舟
毎

日
往
来
す
。
是
よ
り
大
坂
へ
二
里
あ
り
。

貝
原
益
軒

　
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
生
、
儒
者
、
朱
子
学
・
陽
明
学
を
学
び
、
福
岡

藩
医
師
。『
養
生
訓
』『
大
和
本
草
』
な
ど
（『
女
大
学
』
の
益
軒
著
と
い
わ
れ
た
）。

承
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
没
、
八
五
歳
。
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第
二
節
　
第
二
寝
屋
川
に
ま
と
め
ら
れ
た
旧
大
和
川

旧
大
和
川
の
景
観
　
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
大
和
川
の
川
違
え
以
前
、
中
河
内
の

村
々
を
荒
ら
し
回
っ
た
旧
大
和
川
の
玉
櫛
川
・
吉
田
川
・
菱
江
川
・
長
瀬
川
（
久
宝

寺
川
）・
平
野
川
は
、
現
在
、
第
二
寝
屋
川
に
ま
と
め
ら
れ
、
か
っ
て
の
面
影
は
ま

っ
た
く
留
め
て
い
な
い
。

大
和
川
上
流
の
源
流
は
初
瀬
川
（
泊
瀬
川
）
に
は
じ
ま
る
。
奈
良
盆
地
の
諸
川
、
北

東
か
ら
佐
保
川
・
秋
篠
川
・
布
留
川
・
初
瀬
川
・
飛
鳥
川
・
蘇
我
川
・
高
田
川
・
富

雄
川
・
竜
田
川
を
集
め
、
奈
良
県
王
寺
町
の
亀
ノ
瀬
を
経
て
大
阪
府
柏
原
市
に
入

る
。
現
在
は
西
進
し
て
堺
市
の
北
辺
で
大
阪
湾
に
流
入
す
る
。

古
代
、
外
来
文
化
を
瀬
戸
内
海
か
ら
大
和
の
都
へ
導
入
。

河
内
平
野
で
支
流
の
石
川
と
合
流
す
る
地
帯
＝
「
王
陵
の
谷
」
応
神
天
皇
陵
は
じ
め

前
方
後
円
墳
群
、
欽
明
朝
に
大
和
川
水
運
を
司
っ
た
船
氏
の
墳
墓
↓
古
代
文
化
・
水

運
の
水
路
。

古
く
は
大
阪
府
柏
原
市
か
ら
生
駒
山
西
側
を
北
流
↓
多
数
の
分
流
と
な
り
河
内
平
野

に
乱
流
・
滞
流
↓
沼
池
を
作
り
、
上
町
台
地
の
北
辺
か
ら
淀
川
に
合
流
↓
河
内
国
　

茨ま
ん
だ田
・
讃さ

さ
ら良
・
高
安
・
若
江
四
郡
は
低
湿
地
帯
、
淀
川
や
大
和
川
の
洪
水
の
た
び
に

長
期
間
の
浸
水
。

大
和
川
↓
東
に
玉
櫛
（
玉
串
）
川
↓
吉
田
川
↓
深
野
池
↓
新
開
池
、
玉
櫛
川
・
吉
田

川
の
東
に
平
行
し
て
恩
智
川
↓
深
野
池
。
北
よ
り
寝
屋
川
↓
深
野
池
。

吉
田
川
に
分
か
れ
て
菱
江
川
↓
新
開
池
。

玉
櫛
川
に
分
か
れ
て
久
宝
寺
（
長
瀬
）
川
↓
森
河
内
（
東
大
阪
市
森
河
内
）
で
新
開

池
を
出
た
川
と
楠
根
川
が
合
流
↓
上
町
台
地
東
北
の
鴫
野
（
大
阪
市
城
東
区
）
で
大

乗
川
・
東
除
川
・
西
除
川
を
合
流
し
た
平
野
川
と
合
流
↓
上
町
台
地
の
北
で
淀
川
と

合
流
↓
海
。

近
世
、
柏
原
か
ら
西
に
川
筋
の
付
け
替
え
、
瓜
破
台
地
・
浅
香
山
を
削
り
住
吉
の
浦

へ
新
川
を
開
通
↑
今い
ま
ご
め米

村
（
東
大
阪
市
）
庄
屋
中
甚
兵
衛
ら
河
内
四
郡
の
農
民
の
幕

府
に
陳
情
。
一
方
、
新
川
筋
予
定
地
の
志
紀
・
丹
北
・
住
吉
三
郡
の
農
民
は
反
対
。

幕
府
の
調
査
結
果
、
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
一
〇
月
、
川
違
え
（
川
筋
付
替
工

事
）
を
決
定
。
翌
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
二
月
工
事
着
工
、
一
〇
月
竣
工
。

川
筋
付
替
に
よ
り
甚
大
な
影
響
↓
流
末
の
堺
港
、
河
口
に
砂
州
が
発
達
↓
新
田
開

発
、
一
方
、
新
大
和
川
の
土
砂
に
よ
り
堺
港
は
次
第
に
浅
く
な
り
室
町
時
代
の
勘
合

貿
易
以
来
の
港
湾
都
市
堺
の
衰
退
。

古
来
の
大
和
川
の
水
運
は
亀
ノ
瀬
を
境
に
、
上
下
二
つ
の
区
域
に
分
立
。
亀
ノ
瀬
か

ら
上
流
の
大
和
で
は
立
野
（
奈
良
県
三
郷
町
）
の
魚や

な梁
船
。
下
流
の
河
内
で
は
剣け

ん
さ
き先

船
。
大
和
川
付
替
以
後
も
同
様
。
明
治
の
鉄
道
開
通
と
と
も
に
大
和
川
の
水
運
も
衰

退
。
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『
フ
ロ
イ
ス 

日
本
史
』
第
二
〇
章
（
第
一
部
五
九
章
）

『
フ
ロ
イ
ス 

日
本
史
』
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳 

中
央
公
論
社

　
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
ア
ル
メ
イ
ダ
修
道
士
が
堺
よ
り
飯
盛
城
へ
行
く
記
事

　
こ
こ
を
出
発
し
、
私
た
ち
は
午
後
三
時
に
は
あ
る
川
に
達
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は

堺
か
ら
六
里
離
れ
た
飯
盛
に
行
く
た
め
に
乗
船
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
所
に

は
す
で
に
二
艘
の
船
が
私
た
ち
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
三
ケ
サ
ン
チ
ョ
（
頼
照
）
殿
と

い
う
（
三
ケ
の
）
城
の
重
立
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
一
人
は
、
私
た
ち
が
そ
の
時
刻
に
そ

こ
に
着
く
こ
と
を
す
で
に
前
か
ら
聞
き
知
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、（
船
を
）
遣
わ
し
て

く
れ
て
い
た
の
で
す
。（
二
艘
の
う
ち
の
）
一
艘
で
、
そ
の
貴
人
（
三
ケ
殿
）
の
息
子

で
十
二
歳
く
ら
い
と
思
わ
れ
る
マ
ン
シ
ョ
（
と
い
う
教
）
名
（
の
少
年
）
が
来
ま
し

た
。
彼
は
私
に
（
船
に
）
乗
る
よ
う
に
乞
う
た
後
、
父
の
伝
言
を
（
次
の
よ
う
に
）
述

べ
ま
し
た
。『
自
ら
御
身
を
お
出
迎
え
に
参
ら
ぬ
こ
と
を
ど
う
か
お
許
し
い
た
だ
き
た

い
。
そ
う
す
る
だ
け
の
好
意
を
欠
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
数
日
来
、
ガ
ス
パ
ル
・

ヴ
ィ
レ
ラ
伴
天
連
様
が
お
客
（
と
し
て
当
地
に
お
ら
れ
る
の
で
）、
お
一
人
で
残
し
て

お
き
た
く
な
い
の
で
す
。
そ
の
代
り
に
、
当
家
ま
で
お
伴
を
す
る
よ
う
に
（
息
子
の
マ

ン
シ
ョ
）
を
遣
わ
し
ま
す
』
と
。
こ
の
少
年
は
肩
に
火
縄
銃
を
担
っ
て
来
て
お
り
、
大

小
（
両
）
刀
を
帯
び
、
非
常
に
鄭
重
で
風
采
も
優
れ
、
二
十
五
歳
く
ら
い
に
も
思
わ
れ

ま
し
た
。
他
の
一
艘
で
は
料
理
が
（
運
ば
れ
て
）
来
ま
し
た
。
と
申
し
ま
す
の
は
、

（
マ
ン
シ
ョ
）
は
途
中
で
私
を
楽
し
ま
せ
ょ
う
と
決
め
て
い
た
か
ら
で
し
た
。
そ
し
て

（
折
か
ら
）
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
彼
は
そ
の
別
の
船
に
私
た
ち
の

（
乗
船
）
に
近
寄
る
よ
う
に
命
じ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
彼
は
私
た
ち
に
、
少
な
く
と
も

す
べ
て
十
分
温
か
く
、
一
同
に
満
ち
足
り
る
だ
け
の
立
派
な
食
事
を
与
え
て
く
れ
ま
し
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た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
良
く
た
て
ら
れ
た
茶
（
も
出
さ
れ
ま
し
た
）。

　
か
く
て
私
た
ち
は
川
を
遡
っ
て
（
飯
盛
）
城
の
麓
に
至
り
ま
し
た
。
陽
は
す
で
に
ほ

と
ん
ど
沈
み
か
け
て
お
り
、
私
た
ち
は
（
実
は
）
非
常
に
嶮
し
く
難
儀
な
道
を
半
里
ほ

ど
城
ま
で
登
っ
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
（
と
こ
ろ
で
し
た
）。（
と
こ
ろ
が
）
上
陸
し
ま
す

と
、
す
で
に
一
丁
の
駕
籠
が
私
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
駕
籠
舁か
き

は
途
中
大
い

に
急
い
だ
の
で
す
が
、
高
い
杉
や
松
の
繁
み
で
一
面
掩
わ
れ
た
山
中
で
夜
に
入
り
か
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。（
す
る
と
）
さ
っ
そ
く
、（
頂
）
上
か
ら
私
た
ち
の
方
へ
燃
（
さ
か

る
）
松
明
が
運
ば
れ
て
来
ま
し
た
の
で
、
私
を
（
担
い
で
い
た
）
六
人
の
（
駕
籠
）
舁か
き

は
途
次
難
渋
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
目
的
地
に
到
着
し
た
の

は
、
す
で
に
夜
も
更
け
た
頃
で
し
た
が
、
そ
こ
で
（
ガ
ス
パ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ラ
）
師
、
な

ら
び
に
か
の
貴
人
と
そ
の
家
族
ら
か
ら
、
私
た
ち
は
非
常
な
喜
び
と
満
足
を
も
っ
て
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。

第
三
節
　
鴻
池
新
田
と
新
田
開
発

近
世
の
新
田
開
発
　
新
田
開
発
に
よ
る
近
世
の
全
国
総
石
高
の
増
加

　
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）　 

一
八
五
一
万
石
　
　
一
〇
〇
％

　
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）　 

二
四
五
五
万
石
　
　
一
三
三
％

　
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
二
五
八
八
万
石
　
　
一
四
〇
％

　
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）　 

三
〇
五
六
万
石
　
　
一
六
五
％

　
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）　 

三
二
〇
一
万
石
　
　
一
七
三
％

大
規
模
な
水
田
開
発
は
近
世
前
期
に
多
い

　
畿
内
周
辺
の
開
発
は
中
世
末
ま
で
に
限
界
に
到
達
、
近
世
の
水
田
開
発
は
少
な
い
。

利
根
川
　
寛
永
一
二
年
（
一
六
三
五
）
〜
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
銚
子
で
太
平
洋
へ

美
濃
大お
お
よ
し
わ
じ
ゅ
う

吉
輪
中
・
福
束
輪
中
　
江
戸
時
代
度
々
の
治
水
・
開
発

　
①
川
筋
付
替

　
②
築
堤
に
よ
る
干
拓

　
③
長
距
離
用
水
路

鴻
池
家

　
山
中
鹿
之
助
息
新
六
（
鴻
池
新
右
衛
門
）
が
天
正
六
（
一
五
七
八
）
年
摂
津

国
鴻
池
村
（
兵
庫
県
宝
塚
市
）
に
居
住
、
清
酒
醸
造
に
成
功
、
江
戸
に
出
荷
、
元
和

五
年
（
一
六
一
九
）
大
坂
久
宝
寺
町
に
出
店
。
八
男
初
代
善
右
衛
門
正
成
、
江
戸
出

藤井直正氏『東大阪の歴史』（松籟社）参照
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荷
の
復
路
を
利
用
し
て
海
運
業
開
始
↓
諸
大
名
領
国
の
米
穀
な
ど
運
送
。
明
暦
二
年

（
一
六
五
六
）
両
替
業
開
始
。
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
二
代
之
宗
、
今
橋
に
本
店

移
動
。
宝
永
二
年
三
代
宗
利
、
新
開
新
田
（
鴻
池
新
田
）
経
営
。
筑
前
福
岡
・
安
芸

広
島
・
備
前
岡
山
藩
の
蔵
元
・
掛
屋
、
加
賀
金
沢
・
阿
波
徳
島
・
筑
後
柳
川
藩
の
掛

屋
を
勤
務
↓
計
一
万
石
扶
持
。
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
第
十
三
銀
行
設
立
↓
鴻

池
銀
行
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
三
十
四
銀
行
・
山
口
銀
行
と
合
併
↓
三
和
銀

行
、
明
治
四
十
年
十
一
代
幸
方
に
男
爵
。

鴻
池
新
田
会
所
　
東
大
阪
市
鴻
池
元
町
（
Ｊ
Ｒ
片
町
線
鴻
池
新
田
）

　
旧
大
和
川
筋
新
田
　
幕
府
直
轄
地
↓
大
坂
東
町
奉
行
の
管
轄
　
村
方
三
役
　
庄
屋
・

年
寄
・
百
姓
代
は
置
か
ず
開
発
者
の
直
営
（
↓
第
八
章
堺
と
大
和
川
　
第
二
節
　
新

大
和
川
の
開
削
　
大
和
川
川
違
と
鴻
池
新
田
略
年
譜
　
参
照
）

河
内
木
綿
　
旧
大
和
川
筋
新
田
を
利
用

　
繊
維
　
植
物
繊
維
　
麻
　
木
綿

　
　
　
　
動
物
繊
維
　
絹
　
羊
毛

　
　
　
　
化
学
繊
維
　
人
絹
　
ナ
イ
ロ
ン
　
テ
ト
ロ
ン

　
木
綿
　
一
三
世
紀
日
宋
貿
易
の
輸
入
品

　
　
　
　
一
五
世
紀
日
明
貿
易
の
大
量
輸
入
↓
唐
木
綿

　
　
　
　
戦
国
時
代
　
国
内
生
産
の
発
展

　
　
　
　
衣
料
の
ほ
か
軍
需
品
と
し
て
需
要
↑
火
縄
銃

　
　
　
　
船
舶
の
帆
布
↓
航
海
の
速
度
・
安
全
↓
商
品
流
通
の
発
展

　
河
内
木
綿
　
綿
作
の
隆
盛
↑
旧
河
川
跡
の
新
田
開
発

　
　
①
掻か
き
あ
げ
た

揚
田
（
半は

ん
で
ん田
）
湿
田
に
交
互
に
畝
を
作
り
綿
と
稲
を
栽
培

　
　
②
田た
が
た
め
ん
さ
く

方
綿
作
　
綿
と
稲
の
隔
年
栽
培
、
裏
作
は
麦

　
　
大
坂
・
京
都
な
ど
消
費
地

　
　
綿
作
の
高
収
入
↑
金
肥
（
干ほ
し
か鰯
）
使
用

　
　
明
治
以
降
の
大
阪
の
紡
績
産
業
の
世
界
的
発
展
の
基
盤

第
七
章

　
堺
と
大
和
川

第
一
節
　
堺
　
津

応
仁
の
乱
に
よ
る
京
都
の
混
乱
に
引
き
替
え
、
堺
の
安
定
・
繁
栄
↓
僧
侶
・
武
士
・

文
化
人
・
商
人
の
堺
来
往
・
居
住
。

堺
・
博
多
は
遣
明
貿
易
で
繁
栄
、
応
仁
の
乱
以
後
、
堺
の
独
占

堺
に
和
泉
守
護
所
＝
細
川
一
族
の
守
護
所

三
好
氏
の
阿
波
・
堺
・
兵
庫
の
三
角
ラ
イ
ン
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『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
六
月
二
日
条

和
泉
堺
福
天
十
六
七
人
、
各
女
房
也
、
入
上
京
之
由
申
云
々
。
真
実
拝
見
者
在
之

云
々
。
又
京
都
之
賓
法
神
五
六
十
人
男
也
、
各
鶯
・
ニ
ワ
鳥
ヲ
頭
ニ
イ
タ
ヽ
ク
、
和

泉
堺
ヘ
行
向
之
由
申
下
向
云
々

遣
明
船
一
覧
（『
国
史
大
辞
典
』
５
（
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
る
）

　
出
　
発
　
年
　
　
　
　
　
帰
　
国
　
年

応
永
八
年
（
一
四
〇
一
）　
応
永
九
年
（
一
四
〇
二
）

　
一
〇
年
（
一
四
〇
三
）　
　
一
一
年
（
一
四
〇
四
） 

帰
国
に
「
勘
合
」
持
参
↓
以
後

勘
合
船

　
一
一
年
（
一
四
〇
四
）　
　
一
二
年
（
一
四
〇
五
）
第
一
次
勘
合
船

　
一
二
年
（
一
四
〇
五
）　
　
一
三
年
（
一
四
〇
六
）

　
一
三
年
（
一
四
〇
六
）　
　
一
四
年
（
一
四
〇
七
）

　
一
五
年
（
一
四
〇
八
）　
　
一
六
年
（
一
四
〇
九
）
甘
露
寺
親
長
弟
取
龍
首
座
乗
船

　
　（
不
明
）　
　
　
　
　
　
一
八
年
（
一
四
一
一
）

永
享
四
年
（
一
四
三
二
）　
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）

　
　
六
年
（
一
四
三
四
）　

　
　
八
年
（
一
四
三
六
）

宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）　
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）

寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）　
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）

文
明
八
年
（
一
四
六
七
）　 

　
一
〇
年
（
一
四
七
八
）
応
仁
乱
以
後
、瀬
戸
内
海
を
避
け
、
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堺
よ
り
土
佐
沖
迂
回
、
こ
の
時
、
堺
の
湯
川
宣
阿
の
請
負

　
一
五
年
（
一
四
八
三
）　
　
一
七
年
（
一
四
八
五
）

明
応
二
年
（
一
四
九
三
）　
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）

永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）　
永
正
一
〇
年
（
一
五
一
三
） 

大
内
船
と
細
川
船
が
寧ニ

ン
ポ
ー波
で

抗
争

　
一
七
年
（
一
五
二
〇
）　
　（
不
明
）

天
文
七
年
（
一
五
三
八
）　
天
文
一
〇
年
（
一
五
四
一
）
大
内
船

　
一
六
年
（
一
五
四
三
）　
　
　
一
九
年
（
一
五
五
〇
）
大
内
船

遣
明
船
渡
航
は
一
九
回
、
勘
合
船
は
一
七
回
（
と
も
に
内
一
回
は
出
発
帰
朝
年
次
未

詳
↑
中
国
の
記
録
に
よ
る
）
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甘
露
寺
親
長
『
親
長
卿
記
』（
増
補
史
料
大
成
42
）

（
文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
二
月
二
七
日
条
〜
四
月
二
四
日
条
、
遣
明
船
に
乗
る

弟
取
龍
首
座
の
見
送
り
の
た
め
堺
下
向
。
日
本
の
品
物
を
交
易
す
る
と
二
倍
の
利
益

が
あ
っ
た
）

　
　
二
月

廿
五
日
　
…
…
罷
下
泉
州
境（
堺
）之
由
申
暇
了
、
龍
首
座
入
唐
之
暇
乞
也
、

廿
七
日
　
晴
、
午
後
出
立
、
下
向
境
也
、
晩
頭
着
淀
宿
、
入
夜
乗
船
、
暁
更
着
渡
部

宿
、

廿
八
日
　
晴
、
早
旦
自
渡
部
詣
天
王
寺
并
住
吉
等
、
次
詣
泉
州
境
南
庄
南
昌
庵
、
晩
有

鞠
、

廿
九
日
　
晴
、
聞
久
世
舞
．
次
詣
正
法
寺
、
及
晩
正
法
寺
上
人
来
、
次
有
鞠
．
入
夜
入

風
呂
、

　
　
三
月

一
日
　
晴
、
有
鞠
、

二
日

　
陰
、

三
日

　
陰
、
詣
住
吉
乗
船
、
遊
覧
、
依
塩
干
也
、
…
…

四
日
・
五
日

　（
省
略
）

六
日

　
陰
、
時
々
晴
、
有
鞠
、
依
地
混
早
止
了
、
今
日
予
書
付
太
刀
十
二
振
、
分
書
付

渡
鎮
蔵
主
・
本
蔵
主
了
、
用
脚
千
疋
借
用
、
龍
首
座
令
用
意
太
刀
、
令
渡
唐
也
帰
朝

時
一
陪
用
脚
可
返
遣
也
、

七
日
　
晴
、
…
…
今
夕
有
鞠
、
朝
間
入
薬
風
呂
．

八
日
　
晴
、
早
旦
入
薬
風
呂
、

九
日
　
晴
、
詣
桟
敷
、
金
剛
大
夫
勧
進
猿
（
猿
楽
）等
也
、
常
行
寺
勧
進
也
、
藤
右
衛
門
振
舞

也
、
及
晩
雨
下
、

十
日
〜
十
四
日
　（
省
略
）

十
五
日
　
細
雨
下
、
今
日
新
黄
門
永
継
、
松
殿
少
将
忠
顕
朝
臣
等
来
臨
、

十
六
日
　（
省
略
）

十
七
日
　
晴
、
詣
庄
筑
後
守
宿
所
、
依
招
請
也
、
有
朝
飯
、
新
黄
門
・
松
殿
少
将
等
同

道
、
帰
宅
之
後
有
鞠
．

十
八
日
・
十
九
日
　（
省
略
）

廿
日
　
晴
、
及
晩
雨
下
、
新
黄
門
・
松
殿
今
日
帰
京
、

廿
一
日
・
廿
四
日
　（
省
略
）

廿
五
日
　
晴
、
参
詣
南
庄
天
神
、
又
参
詣
三
村
并
子
亥
御
前
等
、
次
詣
吉
祥
院
法
印

坊
、
度
々
来
臨
礼
也
、
及
晩
有
鞠
、
入
夜
吉
祥
院
来
、
又
小
嶋
三
宅
弥
三
郎
来
、
尋

鞠
故
実
、

廿
六
日
〜
丗
日
　（
省
略
）

　
　
四
月

一
日
　
晴
、
有
鞠
、

二
日
〜
四
日

　（
省
略
）

五
日
　
晴
陰
、
入
夜
雨
下
、
自
小
嶋
二
号
船
着
岸
之
由
注
進
之
、
予
遣
唐
太
刀
十
二

振
、
今
日
出
来
、
渡
本
蔵
主
了
、

六
日
〜
十
日
　（
省
略
）

十
一
日
　
晴
、
南
庄
柚
川
千
阿
死
去
、
七
十
七
云
々
、
希
代
之
徳
人
也
、

十
二
日
　
晴
、
千
阿
今
日
荼
毘
、
貴
賤
見
物
成
市
、

十
三
日

　
晴
、
自
肥
前
、
小
嶋
二
号
船
着
岸
境
津
、

十
四
日

　
晴
、
新
黄
門
室
家
并
息
女
三
四
人
、
中
内
侍
衆
等
参
天
王
寺
之
次
、
此
辺
経

廻
、
今
日
唐
船
見
物
了
、

十
五
日

　
晴
、
詣
新
黄
門
室
家
宿
、
有
酒
、
及
晩
有
鞠
、

十
六
日
　
晴
、
女
中
今
日
帰
京
、
有
鞠
…
…
、
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十
七
日

　
於
山
城
有
合
戦
云
々
、

十
八
日
　
晴
、
詣
庄
筑
後
守
宿
所
、
依
招
請
也
、
有
晩
食
、
帰
畢
之
後
有
鞠
、

十
九
日
　
晴
、
有
鞠
、
数
勝
負
也
、
左
方
次
第
不
同
、
庄
筑
後
守
・
下
内
宰
相
房
・
蔵

六
・
孫
三
郎
・
興
三
・
源
次
郎
・
六
郎
五
郎
、
右
方
、
予
・
南
昌
・
藤
右
衛
門
・
小

次
郎
・
左
衛
門
五
郎
・
弥
四
郎
・
又
四
郎
・
弥
六
、
左
五
度
上
鞠
之
内
、
悉
皆
数

百
八
十
余
足
、
右
五
度
上
鞠
之
内
、
悉
皆
数
三
百
十
余
足
、
本
蔵
主
書
付
之
、

廿
日
〜
廿
二
日
　（
省
略
）

廿
三
日
　
晴
、
早
旦
帰
京
、
自
渡
部
乗
船
、
及
晩
雨
下
、
宿
宇
殿
、

廿
四
日
　
陰
、
自
宇
殿
乗
船
、
着
淀
、
午
後
帰
畢
、

廿
五
日
　
晴
、
参
内
、
御
月
次
御
連
歌
也
、

甘
露
寺
親
長
　
応
永
三
一
年
（
一
四
七
〇
）
〜
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）、
文
明
一
五

年
は
中
納
言
、
後
に
大
納
言
、
後
花
園
・
後
土
御
門
天
皇
に
近
侍

『
親
長
卿
記
』
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
〜
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
応
仁
乱
後
の
記

録
取
龍
首
座
　
甘
露
寺
親
長
の
弟
、
既
に
文
明
八
年
の
遣
明
船
に
乗
船

柚
川
千
阿
　
湯
川
宣
阿
。
応
永
一
三
年
（
一
四
〇
六
）
生
、
納
屋
衆
、
遣
明
船
の

抽ち
ゅ
う
ぶ
ん
せ
ん

分
銭
を
請
負
い
巨
額
の
富
を
得
る
。
抽
分
銭
と
は
帰
国
後
の
貨
物
評
価
の
抽
分
銭

を
請
負
っ
て
出
発
前
に
支
払
。
文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
没

資 

料
57
『
松
下
集
』（『
私
家
集
大
成
』
６ 

明
治
書
院
　
①
〜
⑤
は
『
松
下
集
』
の
冊

番
号
）

　『
松
下
集
』
詞
書
に
見
え
る
堺

①
応
永
三
一
年
（
一
四
二
四
）
〜
文
明
一
四
年
（
一
四
八
二
）

文
明
十
一
年
の
秋
の
比
よ
り
、
智
恵
光
院
を
人
に
あ
づ
け
置
て
、
泉
州
堺
北
庄
網
道
場

金
光
寺
と
い
へ
る
そ
の
う
ち
に
、
あ
き
た
る
寮
に
す
み
侍
る
。
歌
な
ど
た
び

く
人

の
興
行
よ
み
侍
る
を
、
取
ち
ら
し
れ
て
書
と
ゞ
め
ず
。
次
年
の
七
月
す
ゑ
、
能
州
府

中
左
衛
門
佐
状
を
給
て
下
て
…
…

④
文
明
一
五
年
〜
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）

（
文
明
一
八
年
）
八
月
、
泉
州
堺
へ
く
だ
り
て
同
十
五
夜
引（
以
下
、
引
摂
寺
・
引
接
寺
と
も
）

摂
寺
に
て
十
五
夜

　
　
君
が
た
め
龍
の
捧
ぐ
る
玉
や
こ
れ 

最
中
に
浮
か
ぶ
秋
の
夜
の
月

廿
六
日
、
引
接
寺
に
て
一
座
あ
り
し
に

九
月
十
日
、
永
昌
院
に
て
、
人
々
う
た
合
せ
し
に

十
月
四
日
、
河
州
誉
田
に
て
…

九
日
夜
、
太
子
叡
福
寺
中
尾
正
春
法
師
す
ゝ
め
に
て
一
続
中
に

廿
四
日
、
堺
の
草
庵
に
か
へ
り
侍
る
。
同
廿
六
日
、
藤
原
家
定
す
ゝ
め
に
て
、
続
歌
あ

り
し
に

十
二
月
の
比
、
海
会
寺
の
喝
食
、
扇
に
梅
を
描
き
た
る
に
、
季
弘
和
尚
賛
を
し
侍
る

　
　
不
意
寒
村
野
水
渥
　
梅
梢
纎
月
照
横
斜

　
　
上
林
千
朶
万
枝
裏
　
清
態
更
無
似
此
花

う
ら
の
か
た
に
は
蘆
の
里
を
か
き
た
る
に
、
予
に
又
賛
を
所
望
あ
り
、
否
み
が
た
く

て
筆
を
染
侍
る

　
　
蘆
の
葉
を
な
に
と
分
け
て
か
咲
く
や
こ
の 

花
を
う
ら
な
る
小
屋
の
里
人

長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
正
月
朔
日
、
泉
州
堺
草
庵
に
て
…

十
三
日
、
引
摂
寺
に
て
一
座
あ
り
し
に

（
二
月
）
十
六
日
、
宗
椿
す
ゝ
め
に
て

三
月
六
日
、
南
庄
小
林
寺
の
花
の
も
と
に
て
一
座
あ
り
し
に

十
日
、
引
接
寺
の
う
た
合
に

三
月
尽
と
て
、
草
庵
へ
人
々
来
て
一
座
あ
り
し
に

同
比こ
ろ

、
泉
州
細
川
阿
波
入
道
常
泰
よ
り
、
百
首
を
よ
み
た
ま
ひ
て
点
を
所
望
あ
る
に
…

六
月
十
日
、
引
摂
寺
三
首
歌
合
に

八
月
十
日
、
引
摂
寺
三
首
う
た
合
に

十
二
月
十
日
、
引
摂
寺
三
首
歌
合
に

（
長
享
二
年
二
月
）
廿
七
日
、
引
摂
寺
但
阿
寮
に
て

三
月
三
日
、
人
々
に
さ
そ
は
れ
て
、
浦
の
し
ほ
ひ
を
見
侍
て
、
か
へ
さ
に
観
乗
と
云
人

の
と
こ
ろ
に
て
一
座
あ
り
し
に

二
十
二
日
、
引
摂
寺
月
次
三
首
に

卯
月
廿
日
、
細
川
阿
州
よ
り
す
ゝ
め
給
ふ

五
月
十
三
日
、
引
摂
寺
の
う
た
合
に

廿
九
日
、
本
国
寺
住
持
日
円
、
堺
の
末
寺
成
就
寺
へ
下
ら
れ
侍
に
見
参
し
、
短
冊
を
出
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し
、
一
首
所
望
に

（
七
月
）
廿
三
日
に
、
さ
か
い
の
草
庵
へ
か
へ
り
侍
る
。

八
月
十
五
夜
、
人
々
来
て
一
座
あ
り
し
に

廿
日
、
草
庵
月
次
に

十
月
六
日
、
引
摂
寺
月
次
六
月
分
歌
合
沙
汰
有
に

十
四
日
、
宗
椿
す
ゝ
め
に
て

廿
四
日
、
草
庵
へ
か
へ
り
侍
る

十
一
月
七
日
、
引
摂
寺
月
次
当
座
褒
貶

八
日
、
細
川
阿
州
よ
り
法
楽
と
て
題
を
給
は
る

廿
八
日
、
草
庵
月
次
当
座
褒
貶
の
う
た
に

十
二
月
十
日
、
引
摂
寺
月
次
う
た
合
に

（
長
享
三
年
正
月
）
八
日
、
草
庵
月
次
に

十
日
、
引
摂
寺
会
三
十
六
首
中
に

十
六
日
、
住
吉
社
参
詣
、
宝
前
に
て
よ
み
侍
る

二
月
四
日
、
引
摂
寺
月
次
歌
合

（
三
月
）
廿
九
日
、
池
田
へ
下
、
そ
れ
よ
り
堺
へ
く
だ
り
ぬ

卯
月
十
日
、
引
摂
寺
月
次
歌
合
に

五
月
十
日
、
引
摂
寺
月
次
歌
合
に

七
夕
日
、
引
摂
寺
に
て
一
座
中
に

十
日
、
引
摂
寺
歌
合
に

（
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）
十
月
）
六
日
、
堺
小
庵
へ
く
だ
り
侍
る
に
、
同
廿
七
日
、

引
摂
寺
の
月
次
に

十
一
月
十
日
、
引
摂
寺
月
次
歌
合
に

十
二
月
十
五
日
、
引
摂
寺
に
て
住
吉
法
楽
と
て
続
歌
あ
り
し
中
に

⑤
延
徳
二
年
〜
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）

（
延
徳
二
年
正
月
）
同
十
日
、
引
摂
寺
月
次
会
始

十
一
日
、
常
楽
寺
月
次
始
、
三
首
の
歌
合
に

二
月
十
一
日
、
常
楽
寺
歌
合
に

十
二
日
、
隆
珍
の
庵
に
て
、
十
首
の
中
に

廿
日
、
引
摂
寺
三
首
の
う
た
合
に

三
月
十
日
、
引
摂
寺
月
次
歌
合
に

廿
四
日
、
常
楽
寺
い
つ
も
の
歌
合
に

四
月
十
日
、
引
摂
寺
い
つ
も
の
歌
合
に

十
一
日
、
常
楽
寺
い
つ
も
の
歌
合
に

十
二
日
、
隆
珍
の
庵
に
て
清
賀
と
云
人
、
二
十
首
続
歌

五
月
八
日
、
常
楽
寺
い
つ
も
の
歌
合
に

十
日
、
引
摂
寺
月
次
歌
合
に

十
八
日
、
越
前
国
一
乗
へ
く
だ
ら
む
と
思
た
ち
侍
る
に
、
先
堺
よ
り
池
田
へ
こ
え
、
京

へ
の
ぼ
り
…
…

（
以
下
、
十
月
ま
で
京
・
越
前
・
若
狭
・
丹
後
に
逗
留
）

十
月
九
日
、
常
楽
寺
月
次
、
予
田
舎
へ
下
侍
る
に
よ
り
て
な
き
を
、
再
興
あ
り
て
三
首

歌
合
に

十
日
、
引
摂
寺
月
次
再
興
三
首
歌
合
に

廿
五
日
、
藤
原
忠
誠
、
常
楽
寺
の
鎮
守
天
神
に
て
ま
し
ま
す
、
一
七
日
参
籠
法
楽
と
て

同
題
に
て
、
五
首
づ
ゝ
よ
み
侍
る

廿
七
日
、
山
の
口
の
草
庵
へ
う
つ
り
て
、
藤
原
忠
誠
を
よ
ひ
侍
て
、
三
十
首
続
歌
よ
み

し
中
に

十
一
月
三
日
、
草
庵
へ
引
摂
寺
出
給
時
、
一
座
あ
り
し
中
に

八
日
、
常
楽
寺
い
つ
も
の
歌
合
に

九
日
、
金
光
寺
住
持
、
引
摂
寺
を
招
請
有
て
、
当
座
褒
貶
廿
五
首

十
日
、
引
摂
寺
月
次
歌
合
に

十
一
日
、
通
玄
庵
に
て
、
人
々
歌
合
せ
し
に

十
二
日
、
草
庵
へ
人
々
来
て
一
座
あ
り
し
に

十
四
日
、
金
光
寺
覚
阿
寮
に
て
、
当
座
褒
貶
あ
り
し
に

十
二
月
四
日
、
常
楽
寺
の
聖
道
達
よ
び
て
、
二
十
首
続
歌

九
日
、
常
楽
寺
月
次
う
た
合
に

十
日
、
引
摂
寺
い
つ
も
の
う
た
合
に

お
な
じ
き
廿
七
日
、
堺
の
草
庵
に
か
へ
り
侍
り
、

（
延
徳
三
年
正
月
）
五
日
、
通
玄
庵
月
次
始
、
一
首
懐
紙
あ
り
し
に

六
日
、
藤
原
忠
誠
所
に
て
、
十
五
首
続
歌
の
中
に
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十
日
、
引
摂
寺
月
次
始
、
一
首
懐
紙
に

十
八
日
、
通
玄
庵
月
次
歌
合
に

廿
日
、
金
光
寺
月
次
三
首
歌
合
に

廿
七
日
、
宗
椿
す
ヽ
め
に
て
一
座
中
に

（
二
月
）
十
七
日
、
引
摂
寺
月
次
、
十
日
延
引
あ
り
て
さ
た
あ
り
し

四
月
十
日
、
引
摂
寺
月
次
歌
合
に

廿
七
日
、
常
楽
寺
月
次
の
う
た
合
に

（
六
月
）
廿
五
日
、
金
光
寺
月
次
、
五
月
分
あ
り
し
歌
合
に

（
八
月
）
廿
二
日
、
金
光
寺
七
月
分
月
次
歌
合
沙
汰
あ
り
し
に

廿
三
日
、
常
楽
寺
月
次
の
う
た
合
に

九
月
十
日
、
通
玄
庵
月
次
歌
合
に

廿
四
日
、
通
玄
庵
月
次
歌
合
に

（
十
月
）
七
日
、
金
光
寺
に
て
人
々
の
す
ゝ
め
当
座
五
十
首
中
に

九
日
、
通
玄
庵
い
つ
も
の
歌
合
に

十
一
月
六
日
、
宗
椿
す
ゝ
め
に
て
当
座
褒
貶
廿
首
中
に

十
五
日
、
隆
珍
の
庵
に
て
三
首
の
歌
合
に

廿
日
、
金
光
寺
月
次
歌
合
に

廿
五
日
、
通
玄
庵
月
次
歌
合
に

（
十
二
月
）
お
な
じ
き
十
一
日
、
さ
か
い
の
草
庵
に
か
へ
り
ぬ

廿
二
日
、
通
玄
庵
に
て
褒
貶
あ
り
し
三
首
に

廿
五
日
、
お
な
じ
庵
に
て
月
次
三
首
の
歌
合
に

（
延
徳
四
年
正
月
）
通
玄
庵
月
次
始
、
一
首
懐
紙
あ
り
し
に

　
同
当
座
中
に

八
日
、
弾
正
左
衛
門
尉
平
忠
誠
所
に
て
十
五
首
中
に

十
二
日
、
人
々
廻
て
褒
貶
の
う
た
合
せ
し
。
余
寒
に
よ
り
て
い
づ
か
た
へ
も
出
ざ
る

に
、
草
庵
に
て
興
行
有
し
中
に

廿
五
日
、
通
玄
庵
月
次
三
首
う
た
合
に

五
月
廿
日
、
常
楽
寺
東
房
法
印
珍
盛
死
去
、
五
七
日
の
追
善
の
た
め
に
品
経
の
あ
り
し

に
廿
四
日
、
宗
桂
す
ゝ
め
に
て
各
六
首
う
た
合
あ
り
し
に

九
月
廿
五
日
、
通
玄
庵
三
首
歌
合
に

十
一
月
十
八
日
、
通
玄
庵
歌
合
に

十
二
月
十
八
日
、
通
玄
庵
歌
合
三
首
に

（
明
応
二
年
正
月
）
十
九
日
、
常
楽
寺
の
う
ち
の
坊
に
て
人
々
会

廿
三
日
、
宗
椿
と
こ
ろ
に
て
三
十
首
中
に

（
二
月
）
十
日
、
引
摂
寺
さ
そ
ひ
侍
り
て
堺
南
の
政
所
小
坂
所
に
て
一
座
あ
り
し
中
に

（
三
月
）
同
十
七
日
、
堺
の
小
庵
へ
帰
侍
る

四
月
二
日
、
常
楽
寺
の
梅
中
坊
に
河
州
御
動
座
に
付
、
大
内
周
防
権
介
の
衆
宿
に
取
て

人
歌
数
寄
に
て
一
座
興
行
せ
し
中
に

六
日
、
浦
上
美
作
守
則
宗
、
是
も
御
動
座
に
つ
き
、
泉
州
堺
正
法
寺
と
云
寺
に
あ
り
し

草
庵
へ
尋
侍
る
に
、
盃
の
次
に
一
首
と
所
望
あ
る
に
、
任
筆
は
べ
る

同
九
日
、
美
作
守
則
宗
正
法
寺
に
て
一
座
興
行
あ
り
し
中
に

招
月
庵
正
広
　
応
永
一
九
年
（
一
四
一
二
）
生
。
正
徹
の
弟
子
。
一
条
兼
良
・
細
川
勝

元
・
畠
山
義
忠
（
能
登
守
護
）
ら
と
交
流
、
長
享
三
年
（
一
四
五
九
）
正
徹
没
後
、

招
月
庵
を
継
承
、
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
大
内
教
弘
に
招
か
れ
周
防
・
筑
紫
下

向
、
応
仁
元
年
（
一
四
五
七
）
応
仁
の
乱
勃
発
後
、
南
都
不
退
寺
・
大
和
長
谷
寺
に

居
住
、
美
濃
斎
藤
妙
椿
訪
問
、
遠
江
・
駿
河
へ
摂
津
之
親
に
同
行
、
文
明
一
一
年

（
一
四
七
九
）
和
泉
堺
北
庄
金
光
寺
に
居
住
、
長
享
年
間
（
一
四
八
七
〜
八
九
）
池

田
に
晴
雲
庵
建
立
。
堺
・
池
田
・
京
都
往
復
、
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
四
月
没
、

八
二
歳

『
松
下
集
』
全
六
冊
（
国
会
図
書
館
本
）。
日
次
詠
草
①
応
永
三
一
年
（
一
四
二
四
）
〜

文
明
一
四
年
（
一
四
八
二
）、
④
文
明
一
五
年
〜
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）、
⑤
延
徳

二
年
〜
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）、
②
③
⑥
四
季
・
恋
・
雑
の
部
立
詠
草
。

日
次
詠
草
に
よ
っ
て
正
広
の
行
動
が
わ
か
る
。
特
に
公
家
・
武
士
と
の
文
化
的
交

流
。

詞
書
↓
池
田
と
堺
の
歌
会
の
比
較

池
田
よ
り
も
堺
の
方
が
歌
会
の
回
数
が
多
い
。
歌
会
の
参
加
者
、
池
田
で
は
池
田
氏

一
族
、
池
田
の
同
名
衆
に
限
定
。
堺
で
は
武
士
や
僧
侶
や
商
人
↓
様
々
な
人
々
の
歌

会
に
出
座
↓
自
由
な
中
世
都
市
堺
。
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資
料
58
三
条
西
実
隆
『
高
野
参
詣
日
記
』
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）

　
　
　
高
野
参
詣
日
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逍
遙
院
内
府
実
隆
公

　
四
月
の
頃
、
住
吉
天
王
寺
に
ま
う
づ
べ
き
こ
ゝ
ろ
ざ
し
あ
り
て
、
十
九
日
、
伏
見
へ

ま
か
り
て
、
般
舟
院
に
し
ば
ら
く
や
す
み
て
、
船
の
こ
と
な
ど
も
よ
ほ
し
お
ほ
せ
て
、

こ
の
津
よ
り
船
出
し
て
、
爰
か
し
こ
逍
遙
し
侍
る
に
、
鵜
殿
三
嶋
江
な
ど
い
ふ
所
な
ど

い
と
お
か
し
く
見
え
侍
り
。
え
な
み
と
か
や
い
ふ
わ
た
り
に
て
、
夕
立
一
と
を
り
し

て
、
か
い
の
雫
も
い
と
た
え
が
た
く
な
ん
。
船
の
う
ち
か
く
は
る
か
な
る
べ
し
と
お
ぼ

え
ず
。
な
に
の
ま
う
け
も
な
く
さ
う

ぐ
し
か
り
し
に
、
天
昭
庵
と
か
や
い
ふ
所
よ
り

さ
か
づ
き
求
出
て
も
て
き
た
れ
る
。
興
あ
る
こ
と
に
な
む
。
か
く
て
ふ
し
ま
ち
の
月
さ

し
あ
が
り
て
、
み
じ
か
夜
も
の
こ
り
な
き
ほ
ど
に
、
お
さ
か
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
い
た
り

て
、
か
ね
て
た
の
め
を
き
し
人
た
づ
ね
侍
り
し
に
い
と
か
ひ

ぐ
し
く
し
る
べ
し
て
、

よ
し
あ
る
や
ど
り
に
み
ち
び
き
い
れ
て
、
と
か
く
い
た
は
り
侍
り
し
に
、
を
の

く
舟

の
う
ち
の
く
る
し
さ
を
も
忘
れ
は
て
ぬ
。
つ
と
め
て
こ
の
と
こ
ろ
の
本
堂
み
る
べ
き
よ

し
申
せ
し
か
ば
、
こ
ゝ
か
し
こ
み
め
ぐ
ら
す
に
、
心
こ
と
ば
も
を
よ
ば
ざ
る
荘
厳
美
麗

の
さ
ま
に
な
む
侍
り
し
。

　
か
く
て
和
泉
の
堺
南
庄
の
光
明
院
よ
り
む
か
へ
の
輿
な
ど
を
く
ら
れ
し
か
ば
、
や
ど

り
を
出
て
ま
か
り
た
ち
し
に
、
堺
の
も
の
と
て
人
々
光
明
院
檀
那
あ
ま
た
む
か
へ
に
き

た
れ
り
。
ま
づ
天
王
寺
に
ま
う
で
た
り
し
に
、
石
の
と
り
ゐ
の
も
と
に
光
明
院
・
阿
弥

陀
寺
な
ど
む
か
へ
に
と
て
出
き
た
れ
り
。
…
…
…
こ
れ
よ
り
住
吉
社
に
ま
う
で
て
御
神

楽
ま
い
ら
す
る
。
十
首
歌
奉
納
せ
し
め
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
ふ
し
お
が
み
て
、
神
宮
寺
に

ま
う
で
て
、
さ
ら
に
御
前
の
橋
よ
り
松
原
に
出
て
、
浜
の
わ
た
り
逍
遙
し
て
、

　
　
こ
の
ま
ゝ
に
住
吉
と
い
ひ
て
故
郷
は 

忘
れ
貝
を
も
い
ざ
や
拾
は
む

　
和
泉
の
堺
に
ま
か
り
こ
ゆ
と
て
、
み
ち
ず
が
ら
の
名
あ
る
所
ど
も
い
ひ
つ
く
す
べ
く

も
あ
ら
ぬ
見
も
の
な
り
。
霰
松
原
と
い
ふ
所
を
す
ぐ
と
て
み
れ
ば
世
の
つ
ね
の
松
の
は

に
も
似
ず
、
吹
き
か
ら
し
し
た
る
や
う
に
見
え
侍
れ
ば
、

　
　
木
枯
ら
し
の
吹
き
し
ほ
る
色
と
見
る
ば
か
り 

な
に
あ
ら
は
る
ゝ
あ
ら
れ
松
原

　
南
庄
光
明
院
に
い
た
り
て
、
さ
ま

ぐ
の
い
た
は
り
も
て
な
さ
れ
侍
り
。
夢
庵
に
を

と
づ
れ
し
か
ば
、
や
が
て
尋
ね
き
た
り
。
夕
つ
け
て
ま
た
か
の
寄
宿
の
寺
へ
も
ま
か
り

侍
り
。
明
る
日
は
光
明
院
よ
り
夢
庵
を
も
招
請
し
て
斎
を
ま
う
け
ら
る
。

　
廿
二
日
、
高
野
に
参
詣
の
こ
と
お
も
ひ
立
て
、
宗
珀
と
い
ふ
も
の
を
し
る
べ
と
た
の

み
て
ま
か
り
た
ち
侍
り
。

　
　
…
（
中
略
　
高
野
山
・
粉
川
寺
・
根
来
寺
）
…

　（
廿
六
日
）
高
師
浜
の
松
原
の
下
、
天
神
の
社
の
前
に
輿
を
た
て
て
、

　
　
袖
の
う
へ
に
松
吹
く
風
や
あ
だ
な
み
の 

た
か
し
の
浜
の
な
を
も
立
つ
ら
ん

く
れ
に
せ
ま
り
堺
に
か
へ
り
つ
き
ぬ
。

　
廿
七
日
は
す
こ
し
う
ち
や
す
み
ぬ
れ
ば
、
宗
仲
が
寮
に
て
一
盞
な
ど
侍
り
き
。

　
廿
八
日
は
阿
弥
陀
寺
へ
招
請
あ
り
し
か
ば
、
ま
か
り
向
あ
ひ
て
大
師
の
御
作
の
弁
才

天
な
ど
拝
見
、
た
う
と
く
な
ん
。
近
き
寺
の
風
呂
に
入
り
て
、
夕
つ
け
て
帰
る
ほ
ど
、

堺
の
浜
見
め
ぐ
り
て
、
光
明
院
に
か
へ
り
し
か
ば
、
宗
碩
、
京
よ
り
ま
う
で
き
て
、
帰

京
の
こ
と
ど
も
申
し
と
ゝ
の
へ
ぬ
る
よ
し
申
し
侍
る
。
い
と
う
れ
し
く
な
む
。

　
廿
九
日
、
高
野
参
詣
の
前
よ
り
廿
首
題
を
く
ば
り
た
り
し
を
、
け
ふ
夢
庵
に
て
と
り

か
さ
ぬ
べ
き
よ
し
あ
り
し
か
ば
、
か
し
こ
に
ま
か
り
て
侍
り
し
に
、
歌
舞
に
を
よ
び
て

そ
の
興
あ
さ
か
ら
ず
。

　
　
　
　
旅
宿
郭
公

　
　
い
ざ
と
い
ひ
て
都
の
つ
と
に
草
枕 

さ
そ
は
ま
ほ
し
き
子
規
か
な

　
　
　
　
江
上
眺
望

　
　
漕
ぎ
か
へ
り
入
江
の
船
の
夕
波
に 

さ
か
ひ
し
ら
る
ゝ
を
の
が
う
ら

く

　
　
　
　
寄
二

杣
木
一

恋 

但
こ
の
歌
宗
碩
に
遣
会
書
之
了
。

　
　
み
や
木
引
く
声
に
答
ふ
る
山
ひ
こ
も 

我
う
ち
わ
び
て
な
く
は
し
ら
ず
や

　
五
月
朔
日
、
光
鎮
と
い
ふ
も
の
連
歌
興
行
す
べ
き
よ
し
し
き
り
に
申
し
侍
し
か
ば
、

光
明
院
に
て
一
座
あ
り
し
に
、

　
　
浜
松
の
名
に
や
こ
た
へ
し
ほ
と
ゝ
ぎ
す

　
　
み
じ
か
夜
お
し
き
浦
な
み
の
こ
ゑ
　
　
　
　
　
　
牡
丹
花

　
　
す
ゝ
し
き
を
光
に
月
は
秋
立
ち
て
　
　
　
　
　
　
宗
碩

　
二
日
。
堺
を
た
ち
て
住
吉
に
ま
う
で
て
、
御
神
楽
ま
い
ら
せ
て
お
も
ひ
つ
ゞ
け
し
。

　
　
神
も
又
ま
つ
と
し
ぞ
思
ふ
す
み
の
え
や 

立
ち
返
る
け
ふ
の
浪
の
白
ゆ
ふ

天
王
寺
に
ま
う
で
て
、
い
さ
ゝ
か
心
ざ
し
の
御
あ
か
し
な
ど
又
た
て
ま
つ
ら
せ
侍
り

し
。
亀
井
の
水
に
て
、

　
　
後
前
の
契
り
も
し
る
し
む
す
び
あ
ぐ
る 

亀
井
の
水
の
深
き
心
は

…
…
爰
に
て
堺
よ
り
の
衆
み
な
い
と
ま
ご
ひ
し
侍
り
し
を
、
な
を
か
う
津
と
い
ふ
と
こ
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ろ
ま
で
を
の

く
し
た
ひ
ま
う
で
て
、
か
し
こ
に
て
光
明
院
ひ
る
の
か
れ
い
ひ
な
ど
ま

う
け
て
、
こ
れ
よ
り
か
へ
ら
れ
侍
り
き
。

　
渡
辺
よ
り
能
勢
源
五
郎
、
輿
馬
な
ど
む
か
へ
に
を
こ
せ
て
こ
ゝ
よ
り
船
に
の
り
う
つ

り
て
漕
ぎ
出
る
ほ
ど
、
能
因
法
師
が
雲
ゐ
に
み
ゆ
る
伊
駒
山
も
お
も
ひ
い
で
ら
れ
侍

り
。
楼
の
岸
な
ど
い
ふ
も
こ
ゝ
と
い
ふ
所
な
り
。
大
江
殿
の
あ
と
と
て
今
も
松
の
み
ど

り
に
見
え
侍
り
。

　
　
名
に
た
て
る
そ
の
世
の
ま
ゝ
か
尋
ね
ば
や 

大
江
の
松
の
し
る
人
も
哉

な
が
ら
の
わ
た
り
す
ぎ
ぬ
る
程
、
心
地
わ
び
し
く
て
た
づ
ね
も
み
ず
。
過
ぎ
て
の
ち
な

む
か（
か
し
こ
に
と
イ
）

し
。
そ
こ
と
申
せ
し
か
ば
。

　
　
橋
柱
ふ
り
ぬ
る
跡
も
と
ふ
べ
き
を 

過
ぎ
し
な
が
ら
に
そ
れ
と
見
ざ
り
き

暮
れ
か
ゝ
る
ほ
ど
芥
川
の
善
住
寺
と
い
ふ
所
の
塔
頭
に
つ
き
て
、
明
く
る
日
出
で
た
ち

し
に
、
雨
ふ
り
て
い
と
わ
び
し
。
水
無
瀬
に
ま
か
り
御
影
堂
に
参
り
て
、
し
ば
ら
く
念

誦
し
て
、
そ
れ
よ
り
都
へ
を
も
む
き
て
、
さ
る
の
を
は
り
ば
か
に
り
に
こ
の
蓬
屋
に
か

へ
り
つ
き
ぬ
。

三
条
西
実
隆
　
康
正
元
（
一
四
五
五
）
生
。
後
土
御
門
天
皇
・
後
柏
原
天
皇
に
近
侍
。

内
大
臣
。『
実
隆
公
記
』『
再
昌
草
』。
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
没
、
八
三
歳
。

光
明
院
　
天
台
宗
。
創
建
当
時
は
堺
南
庄
、
文
明
十
年
に
櫛
屋
寺
町
（
櫛
屋
町
東
四

丁
）
移
転
、
現
、
廃
寺

阿
弥
陀
寺
　
大
阿
弥
陀
経
寺
、
旭
蓮
社
、
浄
土
宗
。
正
中
元
年
（
一
三
二
四
）
入
宋
し

た
澄
円
が
開
山
、
廬
山
の
白
蓮
社
を
模
す
。
伝
弘
法
大
師
作
毘
沙
門
天
、
寺
地
町
寺

町
（
寺
地
町
東
四
丁
）
に
現
存
。

宗
珀
　
生
没
年
未
詳
。
堺
衆
、
伊
豫
屋
、
津
田
宗
達
の
父
。
肖
柏
か
ら
古
今
伝
授
授

与
。

宗
碩
　
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
生
。
宗
祇
の
弟
子
、
宗
祇
の
種
玉
庵
を
継
承
、
宗
長

と
連
歌
界
の
重
鎮
、 『
佐
野
の
わ
た
り
』
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
没
。

廿
首
題
を
配
り

　
続つ
ぎ
う
た歌

　
二
十
・
三
十
・
五
十
・
百
等
一
定
数
の
歌
題
に
よ
っ
て
詠
む
歌

会
。
当
座
・
兼
題
。
高
野
山
出
発
前
に
実
隆
の
出
題
、
旅
宿
郭
公
・
江
上
眺
望
・
寄

杣
木
恋
↓
写
実
で
は
な
く
題
に
よ
る
想
像

参
考
59
連
歌
『
何
船
百
韻
』（
初
折
表
八
句
）

　
　
　
　
　
何
　
船

浜
松
の
名
に
や
こ
た
へ
し
郭
公
　
　
　
　
　
　
　
雪
（
実
隆
）

み
じ
か
夜
お
し
き
浦
波
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
肖
柏

涼
し
さ
を
ひ
か
る
ゝ
月
に
秋
立
ち
て
　
　
　
　
　
宗
碩

夕
露
わ
く
る
片
岡
の
末
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
鎮

虫
の
音
に
野
辺
の
宿
り
や
頼
る
ら
ん
　
　
　
　
　
周
桂

薄
う
ち
ち
る
風
の
寒
け
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
吟

残
る
日
は
衣
手
薄
み
移
ろ
ひ
て
　
　
　
　
　
　
　
宗
碩

結
ぼ
ゝ
れ
行
く
庭
の
初
霜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪

　（
以
下
略
）

資
料
60
『
耶
蘇
会
士
日
本
通
信
』（
山
川
出
版
『
詳
説
日
本
史
』
↑
新
異
国
叢
書
『
イ

エ
ズ
ス
会
士
日
本
通
信
』）

永
禄
五
年
（
一
五
五
二
）
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
『
耶
蘇
会
士
日
本
通
信
』

日
本
全
国
、
当
堺
の
町
よ
り
安
全
な
る
所
は
な
く
、
他
の
諸
国
に
お
い
て
動
乱
あ
る

も
、
此
の
町
に
は
か
つ
て
な
く
、
敗
者
も
勝
者
も
、
此
の
町
に
来
往
す
れ
ば
皆
平
和
に

生
活
し
、
諸
人
相
和
し
、
他
人
に
害
を
加
ふ
る
者
な
し

資
料
61
『
日
本
永
代
蔵
』（
岩
波
古
典
文
学
大
系
48
『
西
鶴
集
』
上
）

　
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）

　
　
　
巻
四
　
五
　
伊
勢
海
老
の
高
買

　
爰こ
ゝ

に
摂せ

つ
せ
ん
さ
か
ひ
お
ほ
せ
う
ぢ

泉
境
大
小
路
の
辺
り
に
樋ひ

の
く
ち口
屋
と
い
ふ
人
、
世
渡
り
に
油
断
な
く
、
一
生
物

の
費つ
ひ
えに
な
る
事
せ
ざ
り
。
さ
れ
ば
「
蓬ほ

う
ら
い莱
は
、
神か

み
よ代
こ
の
方
の
習
は
し
な
れ
ば
と
て
、

高か
う
ぢ
き直
な
る
物
を
買
ひ
調
へ
、
こ
れ
を
飾
る
事
何
の
益
な
し
。
天
照
太
神
も
咎
め
さ
せ
給

ふ
ま
じ
」
と
、
伊
勢
海
老
の
代
り
に
車
海
老
、
代
々
の
替か
へ

へ
に
九く

ね
ん
ぼ

年
母
を
積
み
て
…
…

そ
の
年
は
堺
中
に
伊
勢
海
老
・
代
々
一
つ
買
は
ず
に
済
ま
し
ぬ
。

　
あ
る
時
、
夜
更
け
て
、
樋
口
屋
の
門
を
た
ゝ
き
て
、
酢
を
買
ひ
に
く
る
人
あ
り
。
中

戸
を
奥
へ
は
幽か
す

か
に
聞
え
け
る
。
下
男
目
を
覚
し
、
…
…
空そ

ら

寝ね

入い

り
し
て
、
…
…
夜
明

け
て
亭
主
は
、
か
の
男
よ
び
付
け
て
、
何
の
用
も
な
き
に
「
門
口
三
尺
掘
れ
」
と
云
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ふ
。
…
…
「
そ
れ
程
に
し
て
も
、
銭
が
一
文
な
い
事
、
よ
く
心
得
て
、
か
さ
ね
て
は
一

文
商
ひ
も
大
事
に
す
べ
し
。
…
…
」

　
堺
と
い
ふ
所
は
俄に
は
か
ぶ
ん
げ
ん
じ
や

分
限
者
稀
な
り
。
親
よ
り
二
代
三
代
つ
ゞ
き
て
、
古
代
の

買か
ひ
お
き
も
の

置
物
、
今
に
売
ら
ず
し
て
時
節
を
待
つ
は
、
根
づ
よ
き
所
な
り
。
朱し

ゅ
ざ座
落
着
き
、
鉄

砲
屋
は
御
用
人
、
薬
屋
仲
間
は
、
慥た
し
か

に
長
崎
へ
取
り
や
り
銀が

ね

、
余
所
よ
り
借
る
事
な

し
。
世
間
う
ち
ば
に
か
ま
へ
、
又
あ
る
時
は
、
な
ら
ぬ
事
を
も
す
る
也
。
南
宗
寺
の
本

堂
・
庫
裏
に
至
る
迄
、
一
人
し
て
の
建
立
、
殊
勝
な
る
事
な
り
。
心
は
と
も
あ
れ
、
風

俗
は
都
め
き
た
り
。
…

　
　
　
巻
六
　
三
　
買
置
は
世
の
心
や
す
い
時

　
毎
年
元
日
に
書
置
し
て
、
四
十
以
後
死
を
わ
き
ま
へ
、
正
直
に
世
渡
り
す
る
に
、
自

然
と
分
限
に
な
つ
て
、
泉
州
堺
に
小
刀
屋
と
て
、
長
崎
商
人
有
り
。
こ
の
津
は
長
者
の

隠
れ
里
、
根
の
し
れ
ぬ
大
金
持
、
そ
の
数
を
し
ら
ず
。
こ
と
さ
ら
名
物
の
諸
道
具
・
唐

物
・
唐
織
、
先
祖
よ
り
五
代
こ
の
か
た
買
ひ
置
き
し
て
、
内
蔵
に
収
め
置
く
人
も
あ

り
。
…
…
只
ひ
と
り
の
男
子
、
万
事
か
ぎ
り
に
煩
ひ
け
る
。
身
代
に
か
へ
て
養
生
す
る

に
験
気
な
く
、
…
…
「
歩
行
医
者
な
が
ら
、
療
治
よ
く
せ
ら
る
ゝ
」
と
て
引
き
合
は
さ

れ
…
…
半
年
あ
ま
り
に
鬼
の
ご
と
く
達
者
に
な
し
…
…
「
薬
代
を
み
や
う
が
の
た
め
に

つ
か
は
し
た
し
。」
…
…
銀
百
枚
・
真
綿
二
十
把
、
斗
樽
壱
荷
に
箱
肴
。
思
ひ
の
外
な

る
薬
代
、
薬
師
も
再
三
の
斟
酌
、
取
次
の
人
も
力
を
添
へ
、
銀
百
枚
借
り
て
、
こ
の
医

者
に
家
屋
敷
を
も
と
め
さ
せ
、
次
第
に
時は

や花
り
出
で
、
程
な
く
乗
物
に
乗
ら
れ
け
る
。

申
せ
ば
わ
づ
か
の
事
な
が
ら
、
四
十
貫
目
に
た
ら
ぬ
身
代
に
て
銀
百
枚
の
薬
代
せ
し

は
、
堺
は
じ
ま
つ
て
町
人
に
は
な
い
事
な
り
。
こ
の
気
、
大
分
仕
出
し
、
家
栄
え
し
と

な
り
。

　
近
年
の
堺
の
歴
史
研
究
に
つ
い
て
は
、
吉
田
豊
氏
「
堺
の
ま
ち
の
歴
史
像―

名
著
堺

市
史
か
ら
75
年―

」『
堺
市
博
物
館
報
』　
23
　
平
16
３ 

を
参
照
し
た
。

第
二
節

　
新
大
和
川
の
開
削

大
和
川
川
違
え
と
鴻
池
新
田
略
年
譜

寛
永
一
六
年
（
一
六
三
九
）
今
米
村
（
東
大
阪
市
今
米
）
に
中
甚
兵
衛
誕
生
。

慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
将
軍
家
綱

明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
新
開
池
よ
り
徳と
く

庵あ
ん

井い

路ろ

開
削

〃
　
二

　
鴻
池
両
替
業
開
始

〃
　
三
　 

江
戸
大
火
、
振
り
袖
火
事
。
甚
兵
衛
ら
幕
府
に
初
訴
訟
か
↑
毎
年
の
よ
う
に

洪
水

万
治
三
（
一
六
六
〇
）
大
和
小
泉
藩
主
片
桐
貞
昌
、
付
替
地
検
分

〃
　
四
　
新
開
池
内
に
六ろ
く

郷ご
う

井い

路ろ

開
削

寛
文
六
（
一
六
六
六
）
諸
国
山
川
掟
発
布

〃
一
一
　
付
替
地
検
分

延
宝
二
（
一
六
七
四
）
寅
年
の
大
雨
洪
水
↓
玉
櫛
川
二
重
堤
決
壊

　
　
　
　
鴻
池
今
橋
に
本
店
移
動

〃
　
三
　
卯
年
の
洪
水
↓
寅
卯
洪
水

〃
　
四
　
大
坂
町
奉
行
付
替
検
分
↓
反
対
派
訴
訟

〃
　
八
　
将
軍
綱
吉

天
和
三
（
一
六
八
三
）
幕
府
若
年
寄
稲
葉
正ま
さ
や
す休

ら
畿
内
河
川
巡
見

〃
　
四
　
河
村
瑞
賢
、
九
条
島
（
安
治
川
）
開
削

貞
享
元
（
一
六
八
四
）
安
治
川
開
通
、
河
口
改
修

　
　
　
　
稲
葉
正
休
、
江
戸
城
で
大
老
堀
田
正ま
さ
と
し俊
殺
害

〃
　
三
　
玉
櫛
川
・
菱
江
川
・
久
宝
寺
川
堤
決
壊
↓
水
害
多
発

〃
　
四
　
生
類
憐
れ
み
令
。
川
奉
行
設
置

　
　
　
　
訴
訟
嘆
願
↓
応
急
治
水
工
事
に
変
更

元
禄
二
（
一
六
八
九
）
貝
原
益
軒
『
南
遊
紀
行
』

〃
一
二
　
瑞
賢
の
堀
江
開
削
な
ど
二
期
工
事
完
成
、
瑞
賢
没

〃
一
四
　
二
年
続
き
の
洪
水
で
今
米
村
ほ
か
年
貢
免
除

〃
一
五
　
赤
穂
浪
士
吉
良
邸
討
ち
入
り

〃
一
六
　
堤
奉
行
万
ま
ん
ね
ん
ち
ょ
う
じ
ゅ
う
ろ
う

年
長
十
郎
付
替
地
検
分
、
甚
兵
衛
随
行

　
　
　
　
幕
府
、
大
和
川
付
替
決
定

宝
永
元
（ 
一
七
〇
四
）
二
月
二
七
日
工
事
開
始
、
三
月
二
一
日
助
役
姫
路
藩
主
本
多
忠

国
没
、
岸
和
田
藩
主
岡
部
長
泰
ら
に
助
役
、
一
〇
月
一
三
日
新
大
和
川
開
通

　
　
　
　 

大
坂
京
橋
土
木
請
負
大
和
屋
六
兵
衛
・
中
垣
内
村
長
兵
衛
新
開
池
開
発
権
落

札

〃
　
二
　 

鴻
池
善
右
衛
門
宗
利
・
息
宗
貞
、新
開
池
開
発
権
入
手
、幕
府
に
一
二
、七
三
三
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両
上
納
。
三
年
間
年
貢
免
除

〃
　
五
　
万
年
長
十
郎
の
検
知
、「
新
開
新
田
」
↓
「
鴻
池
新
田
」

〃
　
六
　
将
軍
家
宣
就
任

〃
　
七
　
中
新
田
前
島
取
得
↓
以
下
、
三
島
屋
新
田
ほ
か
取
得

平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
大
和
川
付
替
三
〇
〇
年
記
念

河
村
瑞
賢
　
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
伊
勢
の
貧
農
出
身
。
江
戸
で
苦
労
を
重
ね
、
材

木
商
を
営
み
、
明
暦
大
火
で
富
豪
。
東
廻
り
・
西
廻
り
海
運
開
発
、
大
坂
の
治
水
の

た
め
安
治
川
開
削
。
元
禄
一
二
年
（
一
六
八
九
）
没
、
八
二
歳
。

資
料
62
『
徳
川
実
紀
』
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
二
月
二
日
条

　
老
臣
連
書
し
て
諸
代
官
に
山
川
の
令
を
下
さ
る
。
近
年
草
木
の
根
ま
で
掘
り
取
る
に

よ
り
、
風
雨
の
時
、
川
中
に
泥
砂
流
れ
、
出
水
路
渋
滞
す
れ
ば
、
今
よ
り
後
、
草
木
の

根
堀
り
取
る
べ
か
ら
ず
。
上
流
左
右
の
山
樹
木
な
き
は
、
今
春
よ
り
苗
木
を
う
へ
、
泥

土
流
れ
落
ざ
る
や
う
に
す
べ
し
。
さ
き

ぐ
よ
り
水
涯
の
田
畝
を
ひ
ら
き
、
竹
木
あ
る

は
葭
菼
を
う
へ
、
新
に
築
出
し
水
路
を
迂
廻
せ
し
め
む
る
事
す
べ
か
ら
ず
。
山
中
焼
畑

す
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
ら
の
事
か
た
く
守
る
べ
し
。
明
年
検
使
つ
か
は
さ
れ
、
そ
の
さ
ま

見
せ
ら
る
べ
し
と
な
り
。

資
料
63
『
柏
原
文
書
』
八
尾
市
史
（
史
料
編
）
昭
和
35
年

　
　
乍
恐
言
上
仕
候

　
河
州
志
紀
郡
舟
橋
村
柏
原
村
よ
り
西
者
住
吉
郡
手
水
橋
迄
村
々
百
姓
共
ニ
て
御
座
候

一
　
今
度
御
見
分
被
為
成
候
通
ニ
川
違
被
為
仰
付
候
ヘ
ハ
往
古
よ
り
の
御
田
地
川
床
ニ

　
罷
成
普
百
姓
渇
命
ニ
及
迷
惑
仕
候
御
事
。

一
　
河
内
国
者
惣
而
地
形
南
高
ニ
御
座
候
ニ
付
、
往
古
よ
り
も
川
共
大
小
共
ニ
自
然
ニ

北
へ
流
来
申
候
。
然
処
ニ
柏
原
村
・
舟
橋
村
よ
り
西
へ
狭
山
東
井
路
迄
は
一
里
半
計

御
座
候
処
ニ
、
地
形
次
第
ニ
高
く
、
東
井
路
川
床
は
柏
原
村
舟
橋
村
地
形
と
は
一
丈

余
も
高
く
御
座
候
。
右
狭
山
東
井
路
迄
一
里
半
之
内
南
山
よ
り
悪
水
小
川
ど
も
数
多

御
座
候
得
共
、
大
雨
の
時
分
ハ
井
路
川
余
り
、
田
地
一
面
ニ
水
押
下
り
、
人
馬
の
通

も
無
御
座
候
事
、
年
中
ニ
必
二
三
度
御
座
候
。
然
処
新
川
に
せ
か
れ
申
候
ハ
ゝ
、

中
々
大
分
之
水
損
場
出
来
可
仕
候
御
事
。

一
　
狭
山
東
井
路
よ
り
同
西
井
路
迄
、
猶
以
次
第
ニ
地
形
高
く
御
座
候
処
、
西
井
路
へ

は
弥
悪
水 

夥
お
び
た
だ
し
く
敷 

押
下
り
申
候
ニ
付
、
新
川
出
来
仕
候
ヘ
ハ
四
五
万
石
も
水
損
場
ニ

可
罷
成
候
、
就
中
拾
三
ケ
村
は
水
底
ニ
罷
成
、
住
居
も
不
成
申
、
迷
惑
可
仕
と
奉
存

候
御
事
。

一
　
瓜
破
村
領
内
弐
拾
町
計
山
之
内
村
・
杉
本
村
領
之
内
拾
四
五
町
合
三
十
四
五
町
ハ

新
川
被
為
仰
付
は
二
丈
余
も
御
堀
不
被
成
候
て
は
水
落
申
間
敷
と
奉
存
候
、
然
処
ニ

地
形
は
か（

岩

石

）

ん
せ
き
ニ
て
御
座
候
ニ
付
、
中
々
御
普
請
莫
大
之
御
失
墜
ニ
て
御
座
候
。

其
上
堀
土
之
捨
場
ニ
も
本
田
大
分
損
し
可
申
と
奉
存
候
御
事
。

一
　
川
違
被
為
成
候
得
は
古
川
床
并
深
野
・
新
開
ニ
新
田
大
分
出
来
仕
候
様
ニ
申
上
候

由
承
候
。
然
と
も
新
田
は
纔
之
儀
ニ
御
座
候
。
其
上
井
路
川
道
筋
ニ
引
申
候
へ
は
弥

小
分
之
儀
ニ
御
座
候
御
事
。

一
　
堤
御
用
害
之
儀
も
古
川
は
順
々
に
流
下
り
申
、
其
上
道
法
遠
く
御
座
候
ニ
付
、
水

当
り
く
ろ
堤
多
く
痛
不
申
候
。
新
川
堤
は
横
川
ニ
て
其
上
道
法
近
く
御
座
候
ニ
付
、

水
当
り
強
く
堤
多
痛
御
用
害
ニ
大
分
御
失
墜
可
参
と
奉
存
候
御
事
。

一
　
新
川
出
来
仕
候
ヘ
ハ
、
古
川
へ
は
用
水
な
が
れ
申
間
敷
と
奉
存
候
。
然
者
若
江

郡
・
渋
川
郡
日
損
可
仕
と
乍
憚
奉
存
候
御
事
。

一
　
新
川
よ
り
北
之
方
村
々
は
、
狭
山
池
其
外
南
山
よ
り
之
悪
水
を
以
御
田
地
養
来
申

し
候
所
、
々
狭
山
東
井
路
よ
り
西
地
形
高
分
ハ
川
床
弐
丈
も
低
く
罷
成
候
ニ
付
、
用

水
取
可
申
様
無
御
座
、
日
損
ニ
相
成
可
申
と
奉
存
候
御
事
。

一
　
新
川
御
堀
立
被
為
成
候
得
は
、
柏
原
村
よ
り
手
水
橋
迄
之
内
往
還
六
筋
御
座
候
。

其
外
ニ
も
有
之
道
筋
数
多
御
座
候
。
然
は
往
来
之
諸
人
難
儀
可
仕
と
奉
存
候
御
事
。

一
　
寅
卯
両
年
洪
水
ニ
て
大
和
川
堤
所
々
破
損
仕
。
川
下
百
姓
迷
惑
仕
候
旨
御
訴
訟
申

上
候
由
承
候
。
寅
卯
両
年
之
洪
水
は
古
今
稀
成
大
洪
水
ニ
て
御
座
候
ニ
付
、
大
和
川

ニ
不
限
所
々
堤
と
も
夥
敷
破
損
仕
候
。
大
和
川
堤
御
用
害
ニ
は
乍
恐
川
さ
ら
へ
被
為

仰
付
、
堤
外
か
わ
ニ
て
□
堤
高
く
罷
成
候
ハ
ゝ
、
以
来
別
条
御
座
有
間
敷
様
ニ
奉
存

候
。
若
又
川
違
被
為
仰
付
、
新
川
堤
破
損
仕
候
ハ
ゝ
、
御
田
地
損
毛
ハ
不
及
申
上
ニ

人
命
も
助
か
た
き
村
々
大
分
可
有
御
座
と
迷
惑
ニ
奉
存
候
御
事
。

　
右
之
通
少
も
偽
不
申
上
候
。
南
山
よ
り
之
悪
水
之
儀
は
乍
恐
悪
水
出
申
候
時
分
、
御

見
使
被
遣
御
見
分
被
為
成
被
下
候
得
は
無
紛
儀
ニ
御
座
候
。
兎
角
川
違
御
座
候
て
ハ
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数
郡
普
百
姓
迷
惑
仕
候
。
御
慈
悲
ニ
如
先
規
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ゝ
難
有
奉
存
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
　
上

　
延
宝
四
年
辰
三
月 

舟
橋
村

 

柏
原
村

 

北
条
村

 

大
井
村

 

沼
　
村

 

太
田
村

 

東
木
本
村

 

西
木
本
村

 

川か
わ

辺な
べ

村

 

若
林
村

 
長
原
村

 
辰
巳
村

 
瓜
破
村

 

西
川
村

 

別
所
村

 

三
宅
村

 

住す
ん
じ道

村

 

城
連
寺
村

 

矢
田
部
村

 

北
枯
木
村

 

南
枯
木
村

 

油
上
村

 

芝
　
村

 

庭
井
村

 

我
孫
子
村

 

杉
本
村

 

山
之
内
村

 

遠
里
小
野
村

 

七
　
道

資
料
64
『
中
文
書
』
八
尾
市
史
（
史
料
編
）
昭
和
35
年

　
　
乍
恐
御
訴
訟
言
上

　
　
　
私
共
ハ
河
州
水
所
村
々
百
姓
共
ニ
て
御
座
候

一
　
摂
州
河
州
水
所
拾
五
万
石
余
之
百
姓
、
永
々
御
助
大
川
違
数
年
奉
願
候
へ
共
御
延

引
、
近
年
大
坂
川
口
よ
り
鴫
野
村
辺
迄
御
普
請
被
為
成
被
下
候
ニ
付
、
水
能
引
候
へ

共
、
鴫
野
村
よ
り
川
上
ニ
て
水
滞
、
河
州
七
万
石
余
之
百
姓
御
助
ニ
難
成
ニ
付
、
去

春
夏
之
時
分
御
助
御
普
請
度
々
奉
願
候
ヘ
ハ
、
瑞
賢
方
へ
申
候
へ
と
御
定
意
難
有
奉

存
、
則
瑞
賢
老
方
へ
度
々
申
上
候
。
其
後
瑞
賢
老
江
戸
へ
御
下
被
成
、
此
頃
御
登
ニ

付
、
御
普
請
も
早
速
御
助
か
け
被
為
成
可
被
下
と
奉
待
居
申
処
ニ
、
此
頃
何
之
御
沙

汰
も
無
御
座
候
、
最
早
耕
作
仕
時
分
ニ
御
座
候
へ
共
、
悪
水
引
不
申
迷
惑
仕
候
、
右

奉
願
御
普
請
共
御
大
増
御
延
引
に
も
被
為
思
召
候
ハ
ゝ
、
先
讒
之
御
普
請
成
共
、
早

速
御
助
奉
願
候
御
事
。

一
　
深
野
・
新
開
水
落
口
大
分
埋
り
申
ニ
付
、
悪
水
落
不
申
迷
惑
仕
候
。
新
開
・
嶋
中

幅
形
五
間
ニ
堀
抜
水
通
し
ニ
奉
願
候
御
事
。

一
　
稲
田
観
音
前
中
堤
、
か
わ
た
村
前
迄
御
延
、
楠
根
川
中
堤
も
相
応
ニ
御
延
被
為
成

被
下
候
へ
ハ
、
両
処
共
悪
水
能
引
申
候
御
事
。

一
　
法
善
寺
前
弐
重
堤
、
先
年
御
座
候
通
ニ
被
為
成
被
下
候
て
久
宝
寺
川
・
玉
櫛
川
へ

先
規
之
通
相
応
ニ
水
参
候
様
ニ
奉
願
候
御
事
。

右
三
ケ
所
之
御
普
請
之
内
、
新
開
・
嶋
中
掘
抜
之
儀
ハ
百
姓
自
分
ニ
て
成
共
仕
立
可

申
上
候
、
中
堤
と
法
善
寺
前
二
重
堤
ハ
百
姓
ニ
ハ
及
難
奉
存
候
、
御
公
儀
様
よ
り
乍

憚
早
速
被
為
成
被
下
候
ハ
ゝ
当
年
よ
り
御
助
ニ
罷
成
申
候
御
事
。

一
　
前
々
よ
り
奉
願
候
通
菱
江
川
・
吉
田
川
・
禰
屋
川
・
恩
知
川
・
久
宝
寺
川
と
放
出

村
之
前
ニ
て
大
分
之
水
共
壱
所
ニ
出
合
申
故
、
洪
水
ニ
水
も
ミ
合
、
込
水
ニ
て
新

開
・
深
野
ニ
水
□
洪
水
之
節
、
所
々
堤
又
々
切
所
ニ
及
可
申
と
迷
惑
ニ
奉
存
候
。
尤

今
度
□
□
□
被
為
成
被
下
候
ニ
付
、
中
水
ハ
よ
く
わ
か
れ
候
へ
共
、
洪
水
ニ
一
面
ニ

罷
成
候
。
右
よ
り
奉
願
候
通
り
今
津
村
西
ノ
方
よ
り
放
出
村
田
地
之
戌
亥
之
角
迄
新

川
御
堀
、
久
宝
寺
川
と
菱
江
川
別
ニ
流
、
鴫
野
村
前
ニ
て
落
合
申
様
ニ
被
為
成
被
下

候
へ
ハ
、
そ
れ
よ
り
下
は
近
年
之
御
普
請
ニ
て
能
引
落
し
申
候
。
然
ハ
右
川
々
ノ
水
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能
引
落
し
、
洪
水
の
御
助
ニ
罷
成

　
候
御
事
。

一
　
菱
江
川
筋
稲
田
新
田
之
内
川
、
殊
外
狭
ク
御
座
候
、
此
所
川
幅
御
広
ケ
其
外
堤
出

張
候
所
少
ヅ
ゝ
御
取
込
被
為
成
候
て
、
吉
田
前
今
浄
前
御
関
留
、
深
野
・
新
開
へ
大

和
川
之
水
入
不
申
様
ニ
被
為
成
、
徳
庵
井
路
を
切
抜
、
禰
屋
川
・
恩
知
川
之
水
通
シ

ニ
被
為
成
、
田
地
之
悪
水
共
ハ
徳
庵
井
路
北
ノ
方
ニ
新
井
路
へ
落
シ
申
様
ニ
奉
願

候
。
第
一
法
善
寺
前
二
重
堤
と
放
出
村
新
川
奉
願
候
。
此
御
普
請
被
成
不
被
下
候
て

ハ
洪
水
ノ
御
助
ニ
難
成
奉
存
候
御
事
。

右
之
通
御
慈
悲
を
以
被
為
聞
召
上
、
御
普
請
被
成
下
候
へ
ハ
、
高
米
七
万
石
余
之
百

姓
永
々
御
助
ニ
罷
成
候
。
若
御
延
引
被
遊
候
ハ
ゝ
、
近
年
御
大
増
成
御
普
請
被
為
成

被
下
候
様
ニ
今
少
之
御
普
請
ニ
て
河
州
水
所
之
百
姓
御
助
ニ
も
れ
残
念
迷
惑
ニ
奉
存

候
。
尤
新
川
ニ
罷
成
候
様
川
床
敷
地
ニ
も
少
ハ
成
可
申
候
共
、
深
野
・
新
開
大
分
之

新
田
場
も
出
来
仕
可
申
候
。
其
上
年
々
水
損
に
逢
迷
惑
仕
候
百
姓
共
普
御
助
ニ
罷
成

難
有
可
奉
存
候
。
以
上

　
　
貞
享
四
年
卯
三
月
七
日 
河 
内 

郡
 

若 
江 
郡

 

讃 

良 
郡

 

茨 

田 

郡

御 

奉 

行 

様  

高 

安 

郡

　
川
違
え
略
年
譜

元
禄
一
六
年
一
〇
月
二
八
日

こ
た
び
大
和
川
水
路
修
治
あ
れ
ば
、
本
多
中
務
大
輔
忠
国
助
役
仰
せ
付
け
ら
れ
、
少

老
稲
葉
対
馬
守
重
富
か
ね
て
其
地
理
熟
知
た
れ
ば
、
こ
れ
を
沙
汰
す
べ
し
と
命
ぜ
ら

れ
、
勘
定
奉
行
萩
原
近
江
守
重
秀
、
中
山
出
雲
守
時
春
同
じ
く
奉
り
、
目
付
大
久
保

甚
兵
衛
忠
香
、
小
姓
組
伏
見
主
水
為
信
そ
の
奉
行
を
仰
せ
付
け
ら
る
。

宝
永
元
年
四
月
一
日

松
平
左
兵
衛
佐
直
常
、
九
鬼
大
和
守
隆
方
、
岡
部
美
濃
守
長
泰
大
和
川
浚
利
の
助
役

を
仰
付
ら
る
。

宝
永
元
年
四
月
二
日

本
多
中
務
大
輔
忠
国
卒
け
れ
ば
、
其
子
吉
十
郎
忠
孝
の
も
と
に
使
番
杉
浦
兵
九
郎
政

盛
も
て
弔
せ
ら
る
（
三
月
二
一
日
没
）。

宝
永
元
年
六
月
二
八
日

植
村
右
衛
門
佐
家
敬
、
織
田
山
城
守
信
休
は
大
和
川
浚
治
の
助
役
命
ぜ
ら
る
。

宝
永
元
年
一
一
月
一
三
日

目
付
大
久
保
甚
兵
衛
忠
香
、
小
姓
組
伏
見
主
水
為
信
大
坂
河
功
は
て
ゝ
か
へ
る
、
謁

し
共
に
金
時
服
を
給
ふ
。

宝
永
元
年
一
一
月
二
九
日

け
ふ
大
和
川
浚
利
助
役
の
賞
行
は
れ
、
松
平
左
兵
衛
督
直
常
、
岡
部
美
濃
守
長
泰
、

植
村
右
衛
門
佐
家
敬
、
九
鬼
大
和
守
隆
方
、
織
田
山
城
守
信
休
共
に
時
服
廿
づ
ゝ
給

ふ
。

本
多
中
務
大
輔
忠
国
　
播
磨
姫
路
藩
　
　
一
五
万
石

岡
部
美
濃
守
長な
が
や
す泰

　
　
和
泉
岸
和
田
藩
　
五
万
三
千
石

九
鬼
大
和
守
隆た
か
み
ち方

　
　
摂
津
三
田
藩
　
　
三
万
六
千
石

松
平
左
兵
衛
佐
直な
お
つ
ね常

　
播
磨
明
石
藩
　
　
六
万
石

植
村
右
衛
門
佐
家い
え
ゆ
き敬

　
大
和
高
取
藩
　
　
二
万
五
千
石

織
田
山
城
守
信の
ぶ
や
す休

　
　
丹
波
柏か

い
ば
ら原
藩
　
　
二
万
石

平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
大
和
川
付
替
三
〇
〇
年
記
念

『
徳
川
実
紀
』
初
代
家
康
〜
一
〇
代
家
治
の
幕
府
編
纂
の
歴
史
（『
続
徳
川
実
紀
』
一
一

代
家
斉
〜
一
五
代
慶
喜
）
史
料
に
よ
り
史
実
を
客
観
的
に
記
述
す
る
特
色

中
甚
兵
衛
　
寛
永
一
六
年
（
一
六
三
九
）
河
内
今
米
村
庄
屋
出
身
。
治
水
の
た
め
新
大

和
川
付
替
を
幕
府
に
嘆
願
。
元
禄
一
六
年
（
一
七
三
〇
）
付
替
決
定
。
目
付
大
久
保

甚
兵
衛
に
憚
り
甚
助
と
改
名
。
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
付
替
完
成
。
同
二
年
剃
髪

↓
乗
久
。
享
保
一
五
年
（
一
七
三
〇
）
没
、
九
二
歳
。

千
両
曲
　
余
計
な
工
事
に
千
両
出
費
、
千
両
の
賄
賂
な
ど
と
い
う
噂
の
伝
承
。

太
田
の
千
両
曲
↑
大
乗
川
・
東
除
川
・
西
除
川
の
新
大
和
川
流
入
の
た
め
川
底
を
低

く
す
る
↓
瓜
破
台
地
を
回
避
。

浅
香
の
千
両
曲
↑
依よ
さ
み
い
け

羅
池
（
味み

え
も
ん
い
け

右
衛
門
池
）
を
通
し
、
依
羅
池
か
ら
流
れ
る
浅
香
谷

を
利
用
↓
土
砂
捨
て
場
の
縮
小
。
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終 

章
　
大
阪
の
特
徴
を
探
っ
て 

ー
反
省
と
希
望
ー

　
地
域
の
相
違
、
地
域
の
特
徴
を
探
っ
て
、
大
阪
の
河
川
と
港
湾
に
関
わ
る
文
学
作
品

を
資
料
と
し
て
集
め
た
。
し
か
し
集
め
た
と
い
っ
て
も
完
全
な
も
の
で
は
な
く
、『
万

葉
集
』
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
し
、
近
現
代
文
学
は
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
も
私
の
専
門
と
す
る
中
世
文
学
に
偏
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
反

省
し
て
い
る
。

　
そ
れ
以
上
に
反
省
す
べ
き
こ
と
は
、
扱
っ
た
河
川
や
港
湾
が
、
序
章
第
二
節
に
、
一

応
、
大
阪
府
下
の
主
な
河
川
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
、
淀
川
水
系
と
大
和
川

水
系
の
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
河
川
を
取
り
上
げ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
資
料
収
集
に
都
合

の
良
い
、
私
意
に
よ
る
か
な
り
大
ざ
っ
ぱ
な
選
出
で
、
恣
意
的
と
い
う
誹
り
は
免
れ
な

い
で
あ
ろ
う
。
堺
市
以
南
の
河
川
、『
大
阪
府
管
内
河
川
指
定
状
況
調
書
』（
大
阪
府
土

木
部
河
川
室
）
で
い
う
二
級
河
川
単
独
水
系
の
近こ

き木
川
や
樫
井
川
（
そ
れ
は
天
正
一
三

年
（
一
五
八
五
）
秀
吉
の
紀
州
攻
め
の
戦
場
で
あ
り
、
室
町
時
代
の
特
異
な
古
記
録

『
政
基
公
旅
引
付
』
の
日
根
荘
で
あ
り
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
大
阪
夏
の
陣
の
緒

戦
で
塙ば
ん

団だ
ん
え
も
ん

右
衛
門
が
討
ち
死
に
の
場
所
で
あ
る
）
な
ど
は
省
い
て
し
ま
っ
た
。
ほ
か
に

も
、
呉く
れ
は
と
り服・
漢あ

や
は
と
り服の
伝
承
が
あ
り
、
江
戸
時
代
、
江
戸
で
事
件
を
起
こ
し
た
田
中
桐と

う
こ
う江

が
釣
り
糸
を
垂
れ
て
晩
年
を
送
っ
た
北
摂
の
猪
名
川
、
後
鳥
羽
上
皇
の
別
荘
が
あ
り
、

連
歌
『
水
無
瀬
三
吟
』
が
詠
ま
れ
た
水
無
瀬
川
、
河
南
地
域
を
縦
断
す
る
石
川
、
そ
の

上
流
の
、
観
心
寺
七
郷
を
流
れ
る
石
見
川
な
ど
、
は
じ
め
は
扱
お
う
と
意
気
込
ん
で
い

た
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
見
送
り
、
次
の
機
会
を
期
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
資
料
収
集
の
作
業
を
続
け
る
と
、
大
阪
、
と
い
う
よ
り
摂
河
泉
は
「
水

の
国
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る
。
現
在
で
こ
そ
、
淀
川
水
系
と
大
和
川
水

系
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
の
大
和
川
川
違
え
以
前
は
一
つ
の

水
系
で
、
上
町
台
地
の
舌
端
で
落
ち
合
い
、
大
阪
湾
に
流
出
し
た
。
大
阪
の
町
は
こ
の

大
河
の
デ
ル
タ
地
帯
に
形
成
さ
れ
、
今
は
消
え
て
し
ま
っ
た
が
、
土
佐
堀
川
と
道
頓
堀

を
南
北
に
結
ぶ
西
横
堀
が
あ
り
、
土
佐
堀
川
と
道
頓
堀
の
間
に
東
西
に
平
行
し
て
、
北

か
ら
江
戸
堀
・
京
町
堀
・
海か
い
ふ部

堀
・
阿
波
座
堀
・
立い

た
ち売

堀
・
長
堀
・
堀
江
が
あ
っ
た
。

ほ
か
に
も
蜆
川
が
あ
り
、
天
満
堀
川
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
架
か
る
橋
々
を
「
難
波

八
百
八
橋
」
と
い
い
、
大
阪
を
「
水
の
都
」
と
称
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
淀
川
・
大
和
川
の
合
流
点
、
特
に
そ
の
上
流
で
、
か
っ
て
の
河
内
湾
の
跡
の

河
内
低
地
は
毎
年
の
よ
う
に
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
。
各
時
代
の
為
政
者
た
ち
は
、
大
な

り
小
な
り
淀
川
・
大
和
川
の
水
難
防
止
に
力
を
注
い
だ
。
資
料
の
中
で
、
的
確
に
淀

川
・
大
和
川
の
地
形
を
述
べ
た
も
の
は
新
井
白
石
の
『
畿
内
治
河
記
』
で
あ
る
と
思

う
。
尤
も
資
料
に
引
用
し
た
最
後
の
「
…
…
熟
二

視
大
坂
河
口
一

沿
海
斥
歯
之
地
、
蘆
葦

鋪
生
、
日
以
蕃
苞
、
令
下

河
水
失
中

宣
二

洩
于
一
レ

海
之
便
上

、
兼
レ

之
近
年
就
二

其
地
一

開
レ

田

築
レ

堤
、
下
流
益
為
二

壅
塞
一

、
斯
治
レ

水
之
最
所
レ

可
レ

急
也
。
…
…
」
に
つ
い
て
は
賛
否

両
論
が
あ
っ
て
、
さ
し
あ
た
り
河
村
瑞
賢
は
賛
成
意
見
、
万
年
長
十
郎
・
中
甚
兵
衛
は

反
対
意
見
で
あ
っ
た
。

　
淀
川
・
大
和
川
の
二
大
工
事
は
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
の
新
大
和
川
開
削
と
、
明

治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
着
工
、
四
三
年
完
成
の
新
淀
川
開
削
で
あ
り
、
こ
の
二
大
工

事
の
地
域
文
化
へ
の
影
響
、
文
学
鑑
賞
の
変
容
な
ど
に
注
目
し
た
い
。

　
現
地
調
査
に
当
た
り
、
寝
屋
川
で
は
尾
崎
安
啓
氏
・
美
川
圭
氏
、
旧
大
和
川
（
玉
櫛

川
・
長
瀬
川
ほ
か
）
で
は
村
田
隆
志
氏
、
神
崎
川
で
は
湯
川
敏
治
氏
・
瀬
戸
祐
規
氏
に

ご
案
内
・
ご
同
行
い
た
だ
い
た
。
ま
た
資
料
に
つ
い
て
も
多
く
の
方
々
か
ら
、
特
に
第

三
章
の
神
崎
・
大
物
に
つ
い
て
は
楞
野
一
裕
氏
・
伏
谷
優
子
氏
の
お
世
話
に
な
り
、
お

教
え
を
い
た
だ
い
た
。
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
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は
し
が
き

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
史
料
は
、
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
ひ
と
り
の
武
家
女

性
の
日
記
で
あ
る
。
日
記
に
は
、
江
戸
か
ら
大
坂
へ
上
る
道
中
が
綴
ら
れ
、
そ
の
点
で

は
ひ
と
つ
の
旅
日
記
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
近
世
の
女
旅
日
記
の
研
究
に
新
生
面
を

切
り
拓
い
た
柴
桂
子
氏
が
す
で
に
、
労
作
『
女
旅
日
記
事
典
』（
二
〇
〇
五
）
の
な
か

で
、
本
史
料
「
露
の
朝
顔
」
の
一
部
引
用
し
、「
横
山
桂
子
は
大
坂
町
奉
行
の
家
族
と

と
も
に
江
戸
よ
り
中
山
道
を
通
り
、
大
坂
へ
向
か
う
。
道
中
木
曽
路
が
最
も
印
象
深
か

っ
た
の
か
、
そ
の
旅
日
記
に
は
木
曽
路
の
描
写
が
詳
し
い
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
後
に
詳
し
く
見
る
よ
う
に
、
本
史
料
は
五
集
か
ら
な
り
、
最
後
の
集
に

は
、
大
坂
か
ら
江
戸
へ
の
東
海
道
を
通
る
帰
路
を
描
い
た
部
分
が
あ
る
。
ま
た
十
二
年

近
く
暮
ら
し
、
見
聞
し
た
大
坂
の
諸
名
所
や
年
中
行
事
を
記
し
た
集
も
あ
り
、
さ
ら
に

大
坂
滞
在
中
に
著
者
は
、
京
都
・
奈
良
な
ど
近
隣
の
名
所
を
訪
ね
歩
い
て
お
り
、
そ
れ

ら
「
上
方
名
所
探
訪
記
」
と
称
す
る
こ
と
の
で
き
る
集
も
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
本
史
料

は
多
彩
な
内
容
を
も
つ
。
み
ず
か
ら
「
遠
き
東
に
生
れ
、
こ
と
に
を
み
な
の
身
」
と
述

べ
る
よ
う
に
近
世
の
女
性
が
書
き
残
し
た
第
一
級
の
史
料
と
い
え
る
。
こ
こ
に
全
文
を

翻
刻
し
よ
う
と
す
る
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
本
史
料
に
は
、
武
家
女
性
の

目
か
ら
み
た
大
坂
論
、
あ
る
い
は
上
方
論
と
し
て
の
面
白
さ
が
あ
る
。
随
所
に
「
東
と

か
は
り
」「
東
に
ま
し
て
」「
東
に
て
も
難
波
に
て
も
」
と
い
う
言
葉
が
み
ら
れ
、
意
識

す
る
と
な
く
、
江
戸
と
大
坂
を
比
較
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
本
史
料
は
縦
二
五
セ
ン
チ
、
横
一
七
セ
ン
チ
の
横
帳
で
、
表
紙
に
『
露
の
朝
顔
　

一
』
の
題
箋
が
付
け
ら
れ
、
最
後
が
『
露
の
朝
顔
　
五
止
』
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
内
表
紙
を
み
れ
ば
、
第
一
集
は
た
し
か
に
「
露
の
朝
顔
　
一
」
で
あ
る
が
、
第
二
集

は
「
旅
路
の
花
　
二
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
『
露
の
朝
顔
　
五
』
の
内
表
紙
に
は
「
東
の

つ
と
　
六
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
連
続
し
た
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
た
作
品
で
、
し
か
も
も
と
も
と
あ
っ
た
「
五
」
が
欠
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
欠

本
が
逸
生
じ
た
か
不
明
だ
が
、
大
正
四
年
に
、
現
所
蔵
先
の
国
会
図
書
館
が
購
求
し
た

時
点
で
は
す
で
に
失
わ
れ
、
整
理
の
過
程
で
『
露
の
朝
顔
』
五
冊
と
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
（『
国
書
総
目
録
』
も
、
そ
れ
を
踏
襲
し
、『
露
の
朝
顔
』
五
冊
と
し

て
い
る
）。
し
た
が
っ
て
本
紹
介
で
も
、
タ
イ
ト
ル
と
し
て
は
そ
れ
を
尊
重
し
、
内
容

紹
介
で
そ
れ
ぞ
れ
の
五
集
の
表
題
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
（
写
真
参
照
）。

　
さ
て
本
史
料
の
筆
者
を
、『
国
書
分
類
目
録
』
は
「
横
山
桂
子
」
と
し
て
い
る
が
、

史
料
そ
の
も
の
に
そ
の
自
署
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
わ
ず
か
に
第
六
集
「
東
の
つ

と
」
の
末
尾
に
、「
玉
の
横
山
は
む
さ
し
野
の
名
処
也
、
そ
を
わ
か
氏
に
か
け
給
へ
る

な
る
へ
し
」
と
あ
り
、
姓
と
し
て
の
横
山
氏
を
証
明
し
て
い
る
。

　
名
前
の
手
が
か
り
は
、
本
文
よ
り
も
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
達
筆
で
書
か

れ
た
「
露
の
朝
顔
」
を
初
め
と
す
る
表
題
の
下
部
に
、
月
の
屋
の
押
印
が
あ
る
こ
と
、

第
五
集
「
東
の
つ
と
」
の
末
尾
に
付
け
た
歌
に
「
路
子
」
の
署
名
が
あ
る
こ
と
で
あ

る
。『
大
日
本
人
名
辞
書
』
に
横
山
桂
子
を
紹
介
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
閨
秀
歌
人
、
横
山
平
馬
の
女
、
通
称
は
み
ち
、
月
屋
と
称
す
、
本
間
遊
清
に
学
び
、

資
料
紹
介

藪
田
　
　
貫
　

横
山
桂
子
『
露
の
朝
顔
』

　
　
　
　

│
江
戸
の
武
家
女
性
が
見
た
大
坂
と
上
方

│
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歌
を
能
く
す

　「
月
前
紅
葉
　
あ
か
ぬ
か
な
月
す
む
夜
半
に
散
る
紅
葉
か
つ
ら
の
花
の
こ
こ
ち
の
み

し
て
」
の
歌
、
畏
き
辺
の
御
聴
に
達
し
、
自
今
月
の
桂
子
と
称
す
べ
き
由
仰
せ
下
だ
さ

れ
た
り
と
言
ふ
、
安
政
二
年
八
月
二
十
日
没
す
、
五
十
六
歳

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
作
品
の
著
者
が
「
横
山
桂
子
」
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、

こ
の
作
品
の
段
階
で
は
ま
だ
、「
横
山
路
子
0

0

」
と
い
う
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に

路
子
の
歌
に
返
す
形
で
末
尾
に
、
異
筆
で
歌
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
「
遊

清
」
の
名
が
見
え
る
。
こ
れ
こ
そ
、
本
間
遊
清
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
史
料
の
著
者

を
、
横
山
桂
子
と
す
る
こ
と
は
十
分
に
説
得
的
で
あ
る
。
な
ら
ば
つ
ぎ
に
、
こ
の
作
品

が
ど
う
い
う
契
機
で
書
か
れ
、
何
が
書
か
れ
て
い
る
か
を
解
き
明
か
す
べ
き
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
各
集
を
紹
介
す
る
中
で
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
さ
て
、
本
史
料
は
前
述
の
よ
う
に
五
集
か
ら
な
り
、
原
題
と
そ
れ
に
付
け
ら
れ
た
番

号
を
列
記
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

　「
露
の
朝
顔
　
一
」「
旅
路
の
花
　
二
」「
蘆
の
葉
風
　
三
」「
有
明
の
月
　
四
」「
東

の
つ
と
　
六
」

　
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
る
。

　
第
一
集
「
露
の
朝
顔
」
は
、
筆
者
桂
子
が
「
敷
島
の
道
」「
和
歌
の
道
」
に
入
門
す

る
に
至
っ
た
経
過
を
述
べ
た
部
分
と
、
江
戸
を
立
ち
、
大
坂
に
到
着
す
る
ま
で
の
道
中

を
記
し
た
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　
桂
子
が
和
歌
の
道
に
入
る
き
っ
か
け
は
、
二
十
歳
前
に
伊
予
国
吉
田
藩
伊
達
家
（
知

行
高
三
万
石
）
の
江
戸
屋
敷
に
、
伊
達
候
の
姫
君
の
琴
の
師
匠
と
し
て
「
宮
仕
」
に
入

っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
和
歌
好
き
の
姫
君
の
母
か
ら
詠
草
を
勧
め
ら
れ
て
学
び
始
め
、

同
家
の
「
お
も
と
く
す
し
」、
す
な
わ
ち
医
者
で
あ
っ
た
「
師
の
君
」
の
導
き
を
得

て
、
本
格
的
に
始
め
た
と
回
想
し
て
い
る
。
こ
の
「
師
の
君
」
こ
そ
、
本
間
遊
清
で
あ

る
。『
和
学
者
総
覧
』
は
、
本
間
を
紹
介
し
て
、

　
村
田
春
海
門
、
伊
予
吉
田
藩
医
、
嘉
永
三
年
八
月
十
六
日
没
、
享
年
七
五
歳

　
と
記
し
て
い
る
。

　
桂
子
は
没
年
か
ら
計
算
す
る
と
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
の
生
ま
れ
で
、
二
〇
歳

前
と
い
う
と
文
政
元
（
一
八
一
八
）
年
か
二
（
一
八
一
九
）
年
に
な
る
。
当
時
、
本
間

は
四
二
、四
三
歳
で
あ
る
。

　
歌
の
指
導
を
受
け
た
桂
子
は
あ
る
日
、
生
家
の
あ
る
深
川
に
帰
っ
た
折
、
朝
顔
を
た

く
さ
ん
作
り
、
見
せ
る
人
が
い
る
と
し
て
訪
ね
、
そ
こ
で
詠
ん
だ
歌
「
と
く
お
そ
く
来

て
み
る
人
の
あ
ま
た
あ
れ
は
　
露
の
ひ
る
ま
も
咲
る
朝
顔
」
を
「
師
の
君
」
に
見
せ
る

が
、
賞
賛
さ
れ
、
そ
れ
を
機
縁
に
歌
詠
み
を
始
め
た
と
記
し
て
い
る
。
第
一
集
の
原
題

「
露
の
朝
顔
」
が
、
こ
の
歌
に
因
ん
で
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
う
し
て

「
師
の
君
」
本
間
遊
清
と
の
歌
を
介
し
た
交
流
が
始
ま
っ
た
が
、
さ
ら
に
江
戸
と
大
坂

で
離
れ
離
れ
に
な
る
こ
と
で
桂
子
は
、
各
地
各
地
で
歌
を
詠
み
、
そ
れ
を
「
師
の
君
」

に
送
る
と
い
う
動
機
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
本
史
料
に
は
、
桂
子
自

身
の
日
記
と
い
う
側
面
と
と
も
に
、「
師
の
君
」
と
の
和
歌
の
交
換
と
い
う
側
面
も
あ

る
。

　
吉
田
藩
伊
達
家
の
江
戸
屋
敷
は
八
丁
堀
に
あ
り
、「
宮
仕
」
の
間
、
桂
子
は
深
川
の

生
家
を
出
て
、
そ
こ
に
暮
ら
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
奥
勤
め
の
間
に
、「
か
め
子

と
い
へ
る
お
も
と
」
と
出
会
い
、
深
い
友
情
を
育
て
る
。「
た
ら
ち
ね
の
は
や
く
も
わ

ら
は
か
身
の
よ
す
か
も
と
め
給
へ
り
と
て
、
よ
し
あ
し
し
ら
ぬ
難
波
へ
お
も
む
か
ん
事

を
言
し
ら
し
給
ふ
」
と
の
一
節
は
、
の
ち
に
難
波
に
行
く
き
っ
か
け
を
示
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
親
友
か
め
子
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
そ
の
話
は

姫
君
の
耳
に
入
り
、「
身
の
落
付
と
て
速
に
御
暇
給
は
り
」、
桂
子
は
「
年
比
な
れ
に
し

み
た
ち
」
を
辞
し
、
生
家
に
帰
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
桂
子
が
生
家
に
帰
っ
た
の
は
、
文
政
三
年
四
月
の
初
め
と
記
し
て
い
る
の
で
、
伊
達

家
へ
の
奥
勤
め
は
一
年
か
二
年
と
思
わ
れ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
主
人
で
あ
る
内
藤

矩
佳
に
大
坂
町
奉
行
補
職
の
命
令
が
あ
っ
た
の
も
、
文
政
三
年
四
月
の
初
め
で
あ
る
。

し
か
し
桂
子
は
な
お
江
戸
に
お
り
、
幼
少
の
と
き
か
ら
教
え
を
受
け
た
琴
の
師
匠
を
訪

ね
、
内
藤
の
屋
敷
に
入
っ
た
の
は
、
六
月
半
ば
で
あ
る
。
こ
の
時
に
触
れ
て
、「
こ
は

こ
た
ひ
難
波
の
町
の
に
ひ
司
に
な
ら
せ
給
へ
る
君
な
れ
は
」
と
あ
る
。
内
藤
が
大
坂
町

奉
行
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
を
指
す
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
父
で
あ
る
横
山
平
馬
が
、
町
奉
行
内
藤
矩
佳
と
ど
う
い
う
関
係
か

は
、
こ
れ
で
は
分
か
ら
な
い
。
幸
い
大
坂
町
奉
行
を
は
じ
め
と
す
る
在
坂
役
人
に
つ
い

て
は
、「
大
坂
武
鑑
」
と
総
称
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
ひ
と
つ
『
浪
華
御
役
録
』

の
文
政
七
年
年
頭
版
に
、
西
町
奉
行
内
藤
矩
佳
の
公
用
人
と
し
て
「
横
山
平
馬
」
の
名
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が
見
え
る
。
こ
う
し
て
桂
子
は
、「
我
仕
へ
ま
す
君
」
と
同
道
し
て
母
と
と
も
に
大
坂

に
上
る
こ
と
と
な
る
。

　
七
月
五
日
に
江
戸
を
立
っ
た
桂
子
は
、
奉
行
の
一
行
と
と
も
に
中
山
道
を
行
き
、

二
十
日
の
深
夜
に
大
坂
に
到
着
、
西
町
奉
行
屋
敷
に
入
っ
た
。
父
が
上
坂
す
る
の
は
、

八
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
集
「
旅
路
の
花
」
は
、
冒
頭
、「
は
や
く
も
年
か
わ
り
て
、
春
の
は
し
め
の
ま

う
け
、
何
く
れ
と
我
な
る
郷
と
ハ
か
わ
り
、
み
た
こ
と
聞
こ
と
に
を
か
し
き
ふ
し
も
い

と
お
ほ
か
り
」
と
、
異
邦
人
と
し
て
大
坂
の
町
を
体
感
し
て
い
く
様
を
記
す
。
こ
の
よ

う
な
江
戸
人
と
し
て
の
大
坂
観
が
、
じ
つ
は
本
史
料
が
大
坂
研
究
に
と
っ
て
価
値
を
も

つ
点
で
あ
る
。

　
西
町
奉
行
所
は
、
東
横
堀
を
渡
っ
た
本
町
橋
の
た
も
と
に
あ
っ
た
が
、「
我
住
い
の

前
は
松
屋
町
す
ち
と
て
右
の
方
は
天
王
寺
道
、
左
の
か
た
は
天
満
の
行
末
な
れ
ハ
、
ひ

ね
も
す
行
か
ふ
人
引
も
き
ら
す
、
賑
は
し
た
い
ふ
斗
な
し
」
と
桂
子
は
証
言
す
る
。

　
と
こ
ろ
が
第
二
集
は
「
旅
路
の
花
」
は
、
そ
の
表
題
か
ら
伺
わ
れ
る
よ
う
に
、
旅
日

記
が
主
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
大
坂
を
起
点
と
す
る
旅
が
描
か
れ
る
が
、
そ
れ
は
京

都
・
奈
良
へ
の
旅
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
に
は
伏
線
が
あ
っ
た
。
遅
れ
て
大
坂
や
っ
て

着
た
両
親
が
文
政
三
年
の
十
月
、「
紅
葉
の
比
を
た
た
に
や
過
む
」
と
し
て
京
都
に
紅

葉
見
物
に
出
か
け
た
が
、
自
分
は
行
け
ず
、
翌
年
の
「
春
に
も
成
な
は
、
わ
ら
は
も
と

も
な
わ
せ
給
へ
」
と
の
希
望
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
文
政
四
年
春
三
月
十
一
日
、
桂
子
は
母
を
伴
い
、
京
都
へ
と
旅
立
つ
。
八
幡
・
伏
見

を
へ
て
向
か
っ
た
の
は
嵐
山
。
そ
こ
で
は
藤
原
定
家
の
名
が
頻
繁
に
出
る
。
そ
の
後
、

松
尾
を
へ
て
市
中
に
入
り
、
知
恩
院
・
平
野
社
・
北
野
社
・
御
室
社
の
桜
見
物
が
続

き
、
三
月
末
ま
で
京
都
に
い
る
。
翌
四
月
一
日
早
朝
、「
都
も
大
か
た
見
へ
つ
る
に
」

と
、
粟
田
口
か
ら
山
科
を
へ
て
近
江
に
入
り
、
三
井
寺
・
膳
所
・
石
山
寺
を
廻
る
。
そ

し
て
京
都
に
戻
る
が
、
帰
路
に
つ
く
の
は
四
月
十
二
日
。
と
こ
ろ
が
帰
路
は
東
福
寺
か

ら
宇
治
を
へ
、
さ
ら
に
木
津
川
を
渡
り
、
一
路
、
大
和
に
入
る
と
い
う
も
の
で
、
奈
良

で
も
見
物
を
楽
し
む
。
そ
の
結
果
、
法
隆
寺
・
信
貴
山
を
通
過
し
、
河
内
若
江
か
ら
玉

造
を
へ
て
、
役
宅
に
戻
っ
た
の
は
四
月
十
六
日
で
あ
る
。
じ
つ
に
一
ヶ
月
を
超
え
る
長

旅
で
あ
る
。

　
第
三
集
「
蘆
の
葉
風
」
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
伺
え
る
よ
う
に
、
大
坂
生
活
を

詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。「
お
し
照
難
波
の
里
に
十
と
せ
ば
か
り
の
春
秋
を
お
く
り
つ
れ

は
」
と
あ
る
冒
頭
の
一
節
か
ら
す
れ
ば
、
十
年
余
の
大
坂
暮
ら
し
を
経
て
、
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
正
月
二
日
早
朝
の
水
菜
売
り
か
ら
始
ま
り
、
以
後
十
二

月
ま
で
の
大
坂
の
年
中
行
事
の
紹
介
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
取
る
が
、「
一
と
せ
睦
月

二
十
日
に
西
宮
の
御
神
の
ま
う
て
ぬ
」
の
よ
う
に
、
大
坂
近
辺
の
地
へ
の
小
旅
行
記
を

随
所
に
嵌
め
込
ん
で
い
る
の
が
面
白
い
。
一
月
二
十
日
出
発
の
西
宮
参
詣
は
、
役
宅
門

前
か
ら
船
に
乗
り
、
大
阪
湾
を
渡
り
尼
崎
で
上
陸
、
帰
路
も
ま
た
船
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
二
月
の
初
午
、
四
天
王
寺
の
聖
霊
会
、
三
月
の
雛
祭
り
に
つ
づ
き
、
三
月

初
め
に
は
住
吉
大
社
詣
で
が
来
る
。
さ
ら
に
「
一
と
せ
弥
生
半
は
か
り
河
内
の
国
な
る

葛
井
寺
よ
り
処
処
に
ま
う
て
ん
」
と
、
西
国
五
番
の
葛
井
寺
を
皮
切
り
に
、
誉
田
八

幡
・
壺
井
八
幡
・
通
法
寺
・
叡
福
寺
・
西
方
院
・
玉
手
山
・
八
尾
勝
軍
寺
の
諸
寺
社
を

廻
っ
て
い
る
。
そ
し
て
四
月
の
初
め
に
は
、
野
崎
観
音
詣
で
が
来
る
。
春
の
到
来
を
待

っ
て
、
大
坂
近
辺
の
名
所
に
足
し
げ
く
通
っ
て
い
る
様
が
目
に
浮
か
ぶ
。
ま
た
、『
河

内
名
所
図
会
』
を
手
に
し
て
の
旅
行
で
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
記
述
も
あ
る
。

　
そ
の
後
、
小
旅
行
は
さ
ら
に
六
月
一
日
の
愛
染
堂
か
ら
新
清
水
寺
・
一
心
寺
へ
の
参

詣
、
九
月
半
ば
の
住
吉
大
社
参
詣
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
日
帰
り
の
旅
で
あ
る
。「
一

と
せ
ど
こ
そ
こ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
十
年
の
間
に
楽
し
ん
だ
小
旅
行
を
巧
み
に
配
す
る

こ
と
で
、
大
坂
市
中
の
年
中
行
事
と
自
ら
の
名
所
紀
行
の
合
作
と
な
っ
て
い
る
。

　
大
坂
市
中
の
紹
介
で
は
、
桜
ノ
宮
を
初
め
と
す
る
桜
の
名
所
を
紹
介
し
た
三
月
に
ひ

と
つ
の
ピ
ー
ク
が
あ
る
が
、
四
月
の
花
供
養
と
東
照
宮
祭
礼
、
五
月
節
句
に
つ
づ
く
六

月
の
夏
祭
り
に
紙
数
が
割
か
れ
て
い
る
。「
大
舟
小
ふ
ね
さ
し
つ
と
ひ
、
と
も
し
つ
れ

た
る
其
の
影
は
星
よ
り
も
猶
し
け
く
、
天
に
か
か
や
き
名
を
て
ら
し
、
さ
な
か
ら
昼
に

こ
と
な
ら
す
」
と
そ
の
情
景
を
描
き
な
が
ら
、「
花
火
の
目
さ
ま
し
さ
東
な
る
ふ
た
国

か
け
し
橋
の
も
と
に
も
は
る
か
に
ま
さ
り
ぬ
」
と
、
淀
川
の
花
火
を
両
国
の
花
火
と
比

較
す
る
。
ほ
か
に
も
「
霜
月
道
頓
堀
歌
舞
伎
の
賑
は
い
東
に
ま
し
て
い
と
目
覚
し
」
な

ど
、
大
坂
市
中
の
叙
述
と
な
る
と
い
や
が
う
え
に
も
、
江
戸
と
の
比
較
熱
が
高
ま
っ
て

い
る
。

　
ま
た
四
月
十
七
日
の
東
照
宮
祭
礼
や
八
朔
の
惣
年
寄
以
下
町
人
た
ち
に
よ
る
奉
行
所

詣
な
ど
、
武
家
女
性
と
し
て
正
確
に
観
察
し
て
い
る
情
報
に
も
得
が
た
い
価
値
が
あ

る
。
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第
四
集
「
有
明
の
月
」
も
、「
一
と
せ
此
御
寺
に
も
う
て
ん
と
て
」
と
あ
る
よ
う

に
、
西
摂
の
名
刹
中
山
寺
を
参
詣
し
た
と
き
の
旅
行
記
で
あ
る
が
、
三
月
二
十
一
日
か

ら
二
十
六
日
と
い
う
、
か
な
り
の
日
数
を
要
し
た
旅
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
同
じ
ス
タ
イ

ル
を
と
り
、
か
つ
丁
数
も
少
な
い
な
が
ら
、
第
三
集
の
一
部
と
す
る
の
で
は
な
く
、
独

立
し
て
第
四
集
と
し
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

　
三
月
二
十
一
日
に
出
発
し
た
桂
子
ら
は
、
十
三
・
神
崎
の
橋
を
渡
り
、
陸
路
、
伊

丹
・
昆
陽
を
経
て
中
山
寺
に
向
か
う
。
こ
の
時
も
弥
生
三
月
は
桜
の
花
盛
り
で
、「
八

重
は
ま
た
し
き
ほ
と
に
ひ
と
へ
ハ
今
は
さ
か
り
と
咲
み
た
れ
」、「
朝
日
ほ
の
ほ
の
と
さ

し
出
る
に
も
花
も
一
き
は
の
匂
ひ
」
な
ど
と
そ
の
様
子
が
名
文
で
描
か
れ
る
。「
中
々

に
画
に
も
移
し
か
た
か
ら
ん
と
そ
お
ほ
え
ぬ
る
」
と
は
桂
子
の
言
で
あ
る
が
、
い
ま
な

ら
さ
し
ず
め
カ
メ
ラ
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　
二
十
一
日
中
山
寺
近
く
の
旅
宿
に
泊
ま
り
、
翌
二
十
二
日
は
西
国
街
道
の
宿
駅
生
瀬

を
へ
て
有
馬
へ
と
向
か
う
。
翌
二
十
三
日
に
は
湯
女
を
伴
い
、
つ
つ
み
の
瀧
・
有
明
さ

く
ら
を
目
指
す
。
そ
こ
で
詠
ん
だ
歌
「
有
明
の
月
と
名
に
お
ふ
山
さ
く
ら
…
」
に
、
第

四
集
「
有
明
の
月
」
が
由
来
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
二
十
四
日

に
は
常
喜
山
に
参
り
、
二
十
五
日
中
山
に
戻
り
、
二
十
六
日
帰
阪
と
な
る
。「
石
道
の

け
は
し
き
は
乗
物
の
中
す
ら
安
か
ら
ぬ
」「
人
す
く
な
に
て
行
」
と
の
記
述
は
、
彼
女

た
ち
の
旅
の
姿
を
描
い
て
貴
重
で
あ
る
。

　
最
後
の
第
五
集
「
東
の
つ
と
」
は
、
文
字
通
り
、
江
戸
へ
の
帰
路
を
綴
っ
た
も
の
で

あ
る
が
、
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
出
府
事
情
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
発
端
は
文
政
十
二

年
三
月
七
日
、
江
戸
か
ら
内
藤
の
許
に
届
い
た
「
め
し
ふ
み
」
に
あ
る
。
出
府
の
命
令

を
受
け
、
役
宅
は
た
だ
ち
に
準
備
に
取
り
掛
か
り
、「
上
下
こ
そ
り
て
そ
の
ま
う
け
い

し
か
し
」。
九
日
に
は
出
府
の
町
触
、
十
一
日
は
出
入
り
人
と
の
別
れ
を
済
ま
せ
、

十
三
日
早
朝
の
出
発
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
桂
子
ら
は
「
残
ら
せ
た
給
ふ
女
君
」
ら
と

と
も
に
後
続
部
隊
と
な
る
。
準
備
を
終
え
る
と
、「
い
さ
や
難
波
の
名
残
と
て
」
三
月

末
、
鶴
満
寺
と
崇
禅
寺
へ
の
参
拝
と
桜
見
物
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
四
月
二
日
に
は
難
波

村
の
酒
楼
「
松
の
尾
」
と
「
大
津
湯
」
に
上
が
り
、
瑞
龍
寺
に
寄
り
、
道
頓
堀
か
ら
船

で
帰
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
四
月
六
日
に
は
内
藤
が
「
大
う
へ
の
い
と
こ
よ
な
き
司
」
勘
定
奉
行
を
任

ぜ
ら
れ
た
と
の
報
が
届
き
、
十
一
日
に
出
発
と
な
っ
た
。「
家
の
隅
々
見
め
く
り
は
た

庭
の
木
草
に
ま
て
名
残
を
し
む
」
と
は
十
二
年
の
長
住
ま
い
を
考
え
る
と
正
直
な
感
想

で
あ
ろ
う
。

　
帰
路
は
役
宅
を
出
て
、
松
屋
町
筋
を
北
上
、
天
神
橋
の
畔
を
右
に
折
れ
、
京
橋
・
片

町
を
へ
て
京
街
道
に
入
る
。
以
後
東
海
道
を
通
り
、
江
戸
に
は
四
月
二
十
四
日
の
着
と

な
る
が
、
そ
の
間
の
紀
行
文
に
つ
い
て
は
史
料
に
直
接
、
当
た
ら
れ
た
い
。
し
か
し
な

が
ら
記
述
は
江
戸
帰
着
で
終
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、「
師
の
君
」
で
あ
る
本
間
遊

清
と
の
再
会
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
十
二
年
十
一
月
、

人
を
介
し
て
、「
都
な
る
や
ん
こ
と
な
く
わ
た
り
に
し
る
へ
有
は
歌
書
い
て
さ
さ
け
よ
」

と
の
誘
い
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
翌
十
三
年
一
月
、「
都
な
る
彼
わ
た
り
よ
り
わ
ら
は
か

歌
愛
さ
せ
給
ふ
よ
し
」
と
の
知
ら
せ
が
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
す
べ
て
「
師
の
君
」
の

導
き
の
よ
ろ
し
き
た
め
で
あ
る
と
桂
子
は
い
う
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
在
坂
中
に
、
和
歌

の
才
が
京
都
の
知
れ
渡
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。「
路
子
」
が
「
桂
子
」

と
な
る
き
っ
か
け
は
、
十
二
年
に
及
ぶ
大
坂
暮
ら
し
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

　 （
付
記
）
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
原
文
を
尊
重
し
、
①
改
行
は
和
歌
を
含
め
原
文
通

り
と
す
る
こ
と
、
②
正
字
・
旧
字
を
含
め
で
き
る
だ
け
原
文
と
お
り
と
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
た
が
、
読
み
や
す
さ
の
た
め
に
適
宜
、
読
点
を
入
れ
た
。
抹
消
部
分
は
、

見
せ
消
し
で
あ
っ
て
も
す
べ
て
抹
消
と
し
て
扱
っ
た
。

　 

な
お
、
日
記
の
解
読
に
つ
い
て
は
、
橋
本
猛
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
付
記
し
、
あ

わ
せ
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。
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露
　
の

　
朝

　
顔

　
　
　
　
　
一

は
や
う
敷
嶌
の
道
ふ
み
分
み
ん
と
思
ひ
立
し
其

は
し
め
は
、
い
ま
た
は
た
ち
に
た
ら
ぬ
年
の
春

き
き
ら
き
の
比
、
伊
豫
の
国
吉
田
の
里
し
ろ
し

め
す
君
の
姫
う
へ
の
糸
竹
の
御
あ
そ
ひ
か
た

き
に
と
て
、
め
さ
せ
給
へ
り
し
か
、
彼
姫
君
の

御
母
公
、
和
歌
を
こ
の
ま
せ
給
ふ
事
こ
よ
な
く

ま
し
〳
〵
て
、
御
ま
へ
ち
か
き
人
々
は
さ
ら
也
、
姫
君

の
御
も
と
人
た
ち
、
わ
ら
は
こ
と
き
物
に
ま
て
も

よ
ま
し
め
給
ふ
、
さ
れ
共
わ
ら
は
い
と
け
な
き
比
よ
り

糸
竹
の
道
の
み
ま
ね
ひ
て
、
手
か
く
業
に

う
と
け
れ
は
、
か
ゝ
る
事
ま
な
は
ん
ハ
い
と
か
た
き

に
こ
そ
と
お
も
へ
と
も
、
お
な
し
御
も
と
人
た
ち
も

い
と
ね
も
こ
ろ
に
聞
え
け
る
ま
て
に
、
い
さ
ゝ
か

ま
な
は
ん
事
を
お
も
ひ
立
し
に
、
師
の
君
も
い
と

い
た
う
う
つ
く
し
ま
せ
給
ひ
て
、
う
ら
な
く
を
し
へ

道
引
給
へ
る
そ
か
し
こ
く
も
嬉
し
き
事
也
け
る
、
師
の

君
と
申
は
此
み
ち
に
仕
へ
給
ふ
お
も
と
く
す

し
に
お
は
し
ゝ
か
、
和
歌
の
道
に
こ
よ
な
う
ひ
い
て

給
へ
り
け
る
、
其
比こ
ろ

我
里
な
る
深
河
に
朝
顔

お
ほ
く
作
り
て
み
す
る
處
あ
り
と
人
ニ
い
ひ
あ
へ
り

し
か
は
、
ひ
と
日
里
に
ま
か
り
お
り
し
こ
ろ

か
の
花
見
に
行
ん
と
其
ま
う
け
せ
し
か
、
何
く
れ
と

か
ゝ
つ
ら
ふ
事
侍
り
て
時
の
お
く
れ
し
に
、
早
朝
顔
ハ

さ
か
り
過
つ
ら
む
な
と
人
の
言
に
い
そ
き
て

か
の
處
へ
お
も
む
き
し
に
、
い
ま
た
色
よ
く
咲
た
り

し
か
は

　
　
と
く
お
そ
く
来
て
み
る
人
の
あ
ま
た
あ
れ
は

　
　
　
露
の
ひ
る
ま
も
咲
る
朝
か
ほ

と
よ
み
て
、
師
ノ
君
に
見
せ
参
ら
せ
し
に

こ
よ
な
う
め
て
さ
せ
給
ひ
き
、
是
な
む
我
お
も
ふ

ふ
し
を
み
る
ま
ゝ
に
よ
み
出
し
始
な
り
け
る

其
後
、
墨
田
河
の
花
屋
し
き
に
、
世
に

聞
え
し
秋
の
七
艸
み
む
と
て
師
の
君
も
共
に

行
せ
給
は
ん
と
の
給
へ
り
、
し
か
と
さ
は
る
事
の

お
は
し
て
行
せ
給
は
す
、
わ
ら
は
里
な
る
母
と
共
ニ

ま
か
り
て
帰
て
後
、
師
ノ
君
に
参
ら
せ
け
る

　
　
七
艸
の
数
ハ
み
つ
れ
と
い
つ
く
に
か

　
　
　
ひ
と
花
た
ら
ぬ
こ
ゝ
ち
こ
そ
す
れ

師
の
君
よ
り
御
返
し

　
　
花
数
に
あ
ら
ぬ
此
身
を
花
数
に

　
　
　
か
す
ま
へ
に
け
る
こ
と
そ
う
れ
し
き

　
　
七
艸
の
花
よ
り
外
に
今
ひ
と
つ

　
　
　
匂
ひ
出
た
る
君
か
こ
と
の
葉

と
よ
ま
せ
給
へ
り
し
そ
い
と
嬉
し
か
り
け
る
、
か
ゝ
る

を
さ
な
き
我
歌
を
書
と
め
ん
ハ
お
も
な
け
れ
と

は
し
め
て
よ
み
つ
る
哥
と
て
師
の
君
の
め
て

さ
せ
給
へ
り
し
う
れ
し
さ
に
こ
ゝ
に
し
る
し
ぬ

か
く
て
秋
も
末
つ
か
た
、
み
そ
の
な
る
な
へ
て

の
木
々
の
い
と
う
る
は
し
く
流
な
し
た
る
中
ニ

殊
に
師
の
君
の
愛
さ
せ
給
へ
る
楓
の
落

ち
り
た
る
を
ひ
ろ
ひ
て

　
　
み
せ
は
や
な
一
葉
な
り
と
も
散
ま
ゝ
に

　
　
　
く
ち
な
は
を
し
き
園
の
も
み
ち
葉

　
　
た
ゝ
一
葉
お
く
る
も
み
ち
の
色
を
た
に

　
　
　
ふ
か
し
と
い
は
ゝ
嬉
し
か
ら
ま
し

と
書
て
参
ら
せ
け
れ
は

　
　
一
葉
と
は
お
も
は
さ
り
け
り
紅
の
ち
し

　
　
　
ほ
の
色
を
底
に
ふ
く
ミ
て

　
　
君
の
手
に
ひ
ろ
ひ
と
ら
す
ハ
い
た
つ
ら
に

　
　
　
散
て
く
ち
な
む
園
の
紅
葉

と
御
か
へ
し
給
は
り
け
る
、
其
後
一
と
せ
餘
り

を
經
て
、
か
め
子
と
い
へ
る
お
も
と
を
め
さ
せ
給
ひ

け
る
か
、
い
か
な
る
え
に
し
に
や
有
け
む
、
其
始

よ
り
か
た
み
に
む
つ
ひ
か
た
ら
ふ
事
古
き

お
も
と
た
ち
に
ま
さ
り
け
り
、
か
め
子
ハ
我
よ
り

年
ふ
た
つ
ミ
つ
ま
さ
れ
る
に
、
其
さ
え
は
た

か
し
こ
く
萬
の
業
に
た
け
給
へ
れ
は
、
何

く
れ
と
か
の
人
に
随
ひ
て
、
只
は
ら

か
ら
の
お
も
ひ
を
な
し
て
む
つ
ひ
か
は
し
つ
る
に

た
ら
ち
ね
の
は
や
く
も
わ
ら
は
か
身
の

よ
す
か
も
と
め
給
へ
り
と
て
、
よ
し
あ
し
し
ら
ぬ
難
波
へ

お
も
む
か
ん
事
を
言
し
ら
し
給
ふ
、
わ
ら
は
い
ま

し
は
し
宮
仕
へ
し
　
彼
敷
し
ま
の
道
の

奥
を
も
分
ミ
む
と
お
も
ひ
を
り
け
れ
は
、
か
ゝ
る
え
に
し

も
と
め
ん
事
軒
の
す
た
れ
の
さ
ら
〳
〵
に
お
も
ひ

か
け
ね
は
と
、
み
に
い
ら
へ
も
せ
さ
り
し
を
、
信
野

な
る
そ
の
は
ら
か
ら
も
う
ち
つ
と
ひ
と
き
聞
え

給
ふ
を
、
稲
舟
の
い
な
と
も
さ
す
か
い
ひ
か
ね
て
、
そ
か

ま
に
〳
〵
女
君
へ
聞
え
上
奉
り
し
に

身
の
落
付
と
て
速
に
御
暇
給
は
り
、
猶
数
々

の
物
な
と
め
く
ま
せ
給
ふ
そ
い
と
も
か
し
こ
き

わ
さ
な
り
け
る
、
か
く
て
み
た
ち
を
ま
か
り
お
り
ん
と

す
る
ほ
と
に
、
か
め
子
を
は
し
め
お
な
し

お
も
と
た
ち
の
ひ
と
日
ふ
つ
か
と
め
け
る
に

心
な
ら
す
も
日
を
お
く
る
ほ
と
、
比
は
弥
生
の
末

つ
か
た
な
れ
は
御
園
の
山
吹
い
と
う
る
は
し
く

咲
た
る
を
、
さ
す
か
に
見
捨
か
た
く
お
も
ひ
て

　
　
と
く
暮
て
行
へ
き
春
を
山
吹
の
花
の

業
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な
さ
け
そ
う
れ
し
か
り
け
る

か
め
子
の
と
と
め
給
ふ
心
を
う
れ
し
み
か
く
い
ひ

出
け
れ
は
か
め
子

　
　
を
し
め
と
も
暮
行
春
は
山
吹
の
色
に

　
　
　
出
つ
ゝ
く
ち
な
し
に
し
て

と
有
け
れ
ハ
、
亦
か
へ
し

　
　
口
な
し
と
君
は
み
る
ら
め
山
吹
の
い
は
ぬ

　
　
　
こ
ゝ
ろ
を
お
も
ひ
や
り
て
よ

な
と
い
ひ
て
有
し
に
、
か
め
子
よ
り
す
み
れ
の
い
と

う
る
は
し
く
咲
た
る
を
お
こ
せ
け
れ
は

　
　
す
み
れ
艸
別
て
後
も
し
の
へ
と
や

　
　
　
ゆ
か
り
お
ぼ
ゆ
る
色
に
咲
ら
ん

か
め
子
返
し

　
　
む
ら
さ
き
の
露
の
ゆ
か
り
の
か
ひ
あ
ら
ハ

　
　
　
君
と
野
も
せ
に
す
み
れ
つ
ま
ゝ
し

ま
た
是
よ
り

　
　
諸
共
に
野
邊
に
す
み
れ
と
聞
え
た
る

　
　
　
君
か
言
葉
の
花
そ
う
れ
し
き

な
と
言
出
つ
ゝ
有
け
る
に
、
里
よ
り
ハ
せ
ち
ニ

む
か
へ
を
お
こ
せ
給
へ
は
、
さ
の
み
ハ
と
て
ま
か
り

お
り
ん
と
す
る
ほ
と
か
し
こ
く
も
、
年
比
お
ほ
ん

め
く
み
あ
つ
か
り
し
あ
た
り
の
御
別
の

を
し
さ
は
い
へ
は
さ
ら
也
、
は
ら
か
ら
と
も
思
ひ
し

か
め
子
に
わ
か
れ
ん
事
今
さ
ら
か
な
し
さ

や
る
方
な
く
、
か
た
み
に
袖
を
し
ほ
り
つ
ゝ

末
の
松
山
猶
行
末
を
ち
き
り
つ
ゝ
物
思
ひ
け
る

　
　
花
に
な
れ
し
春
に
別
て
な
く
〳
〵
も

　
　
　
ふ
る
す
へ
帰
る
谷
の
う
く
ひ
す

は
か
な
き
事
と
も
言
出
つ
ゝ
、
や
か
て
ま
か
り
出
に

け
り
時
は
文
政
三
と
い
へ
る
と
し
の
卯
月
の
始
也
、

里
な
る
た
ら
ち
ね
は
ら
か
ら
は
待
喜
ひ
給
ひ
、

只
ま
ら
う
と
の
あ
つ
か
ひ
し
給
ひ
、
は
た
年
比
の

宮
仕
の
労
を
言
な
く
さ
め
給
ふ
、
ミ
か
よ
か
過
て

か
め
子
の
も
と
よ
り
消
息
し
て

　
　
別
て
は
お
な
し
あ
つ
ま
の
う
ち
な
か
ら

　
　
　
草
の
心
に
ま
か
せ
さ
り
け
り

難
波
へ
行
せ
給
は
ゝ
い
か
に
、
な
と
い
ひ
お
こ
さ
れ

け
れ
は

　
　
心
に
は
ま
か
せ
さ
れ
と
も
と
る
草
に

　
　
　
か
は
ら
し
と
思
ふ
君
か
た
め
に
は

其
比
、
師
の
君
の
御
も
と
へ
惜
春
更
衣
と
い
ふ

事
を
よ
み
て
参
ら
せ
け
る
に
、
年
比
な
れ
し

み
た
ち
の
事
の
わ
す
れ
か
た
け
れ
は

　
　
過
し
つ
る
日
数
は
夢
の
こ
ゝ
ち
し
て

　
　
　
さ
め
て
か
ひ
な
く
を
し
む
春
哉

　
　
と
め
き
つ
る
き
の
ふ
の
花
の
な
れ
衣

　
　
　
心
に
染
て
か
へ
う
か
り
け
り

卯
月
半
の
比
、
我
を
さ
な
き
こ
ろ
よ
り
を
し
へ
を

う
け
し
琴
の
師
の
と
ひ
け
れ
は
、
人
々

う
ち
つ
と
ひ
あ
は
せ
物
な
と
し
侍
り
け
る
に

時
鳥
の
鳴
け
れ
は

　
　
我
こ
と
く
人
も
ま
て
は
歟
ほ
と
ゝ
き
す

　
　
　
け
ふ
の
ま
と
ゐ
に
も
ら
す
は
つ
聲

　
　
琴
の
音
に
な
れ
も
心
や
ひ
く
な
ら
ん

　
　
　
あ
は
れ
を
そ
へ
て
鳴
ほ
と
ゝ
き
す

は
や
く
も
日
数
帰
り
て
水
無
月
半
の
比
ニ

此
み
た
ち
へ
は
う
つ
り
ぬ
、
こ
は
こ
た
ひ
、
難
波

の
町
の
に
ひ
司
に
な
ら
せ
給
へ
る
君
な
れ
は

其
御
ま
う
け
い
み
し
う
、
目
お
と
ろ
く
は
か
り
也

は
た
下
か
し
も
ま
て
お
な
し
ま
う
け
に

い
と
け
な
け
れ
と
、
わ
ら
は
久
し
く
宮
仕
に
の
み

あ
り
け
れ
は
、
世
の
業
に
う
と
く
し
て
せ
ん

す
へ
な
し
、
か
く
う
た
て
き
ま
て
思
ひ
ま
と
へ
る

中
に
、
か
し
こ
く
も
師
ノ
君
よ
り
御
消
息
給
は
り

う
ま
の
は
な
む
け
と
て
数
々
の
し
な
給
は
り

　
　
と
く
行
て
と
く
帰
る
日
を
住
よ
し
の

　
　
　
岸
に
生
て
ふ
松
と
し
れ
君

　
　
浦
の
名
の
す
み
よ
し
と
て
も
ふ
る
さ
と
を

　
　
　
わ
す
れ
貝
を
は
ひ
ろ
ふ
な
よ
君

と
よ
み
て
給
は
り
し
そ
、
い
と
嬉
し
く
も
有
難
か
り

し
さ
れ
と
も
、
か
ゝ
る
中
な
れ
は
御
返
し
も
し

侍
ら
す
、
難
波
へ
参
り
て
後
こ
そ
と
ま
う
し
て
や
み
ぬ

扨
こ
と
と
ゝ
の
ひ
て
、
木
曽
路
よ
り
難
波
へ
と
て

東
を
う
ち
た
ち
し
は
、
文
月
は
し
め
の

い
つ
か
に
な
む
あ
り
け
る

　
　
難
波
江
の
よ
し
あ
し
し
ら
て
立
出
る

　
　
　
旅
の
こ
ろ
も
そ
い
と
ゝ
露
け
き

　
　
帰
る
へ
き
ほ
と
も
さ
た
め
ぬ
旅
こ
ろ
も

　
　
　
立
わ
か
れ
う
き
氣
ふ
に
も
あ
る
哉

里
な
る
母
も
共
に
行
け
る
に
、
う
ひ
旅
の

こ
と
に
し
あ
れ
は
、
い
か
に
と
も
せ
ん
と
す
へ
し
ら
す

只
人
々
の
物
し
給
ふ
ま
に
〳
〵
う
ち
つ
と

ひ
て
行
ほ
と
に
、
残
る
あ
つ
さ
絶
か
た
し

行
ゝ
て
戸
田
て
ふ
河
の
ほ
と
り
に
い
た
れ
は

河
風
い
と
涼
し
く
、
か
な
た
こ
な
た
の
野
邊
に

虫
の
聲
ひ
ま
な
く
聞
ゆ
る
も
け
に
や
秋
の

け
し
き
し
る
く
、
旅
の
あ
は
れ
も
い
と
ゝ
そ
ひ
て

　
　
河
風
の
音
あ
は
れ
な
る
夕
暮
を

　
　
　
い
か
に
せ
よ
と
歟
虫
の
鳴
ら
む

梢
に
蝉
の
鳴
け
れ
は
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か
し
ま
し
く
梢
に
蝉
の
鳴
聲
に

　
　
　
旅
ち
の
う
さ
も
か
つ
ま
き
れ
け
り

文
月
な
ぬ
か
に
、
何
て
ふ
處
に
歟
有
け
む

い
と
も
あ
や
し
き
賤
か
家
に
七
夕
ま
つ
り

た
る
、
い
と
あ
は
れ
に
お
ほ
え
け
れ
は

　
　
心
な
き
身
に
さ
へ
あ
は
れ
星
ま
つ
る

　
　
　
賤
か
手
わ
さ
の
に
く
か
ら
ぬ
哉

ふ
る
郷
に
あ
ら
は
、
今
宵
星
ま
つ
ら
ん
に
と

お
も
へ
は
、
い
と
ゝ
東
の
空
な
つ
か
し
く
て

　
　
家
に
あ
ら
は
星
に
手
向
む
も
ゝ
草
を

　
　
　
旅
の
枕
に
か
る
そ
わ
ひ
し
き

桔
梗
か
原
て
ふ
處
を
行
に
、
い
と
ひ
ろ
き

野
に
て
撫
子
を
み
な
へ
し
な
と
目
も
あ
や
に

咲
み
た
れ
た
り
、
か
ゝ
る
け
し
き
を
ふ
る
郷
な
る

師
ノ
君
か
め
子
諸
共
に
見
も
し
分
も
せ
し

ん
に
は
な
と
思
ひ
出
て
、
か
た
は
ら
な
る
人
し
て

此
花
を
ゝ
ら
せ
て

　
　
手
折
つ
る
千
艸
の
花
の
露
ほ
と
も

　
　
　
ふ
る
郷
人
に
み
せ
ん
よ
し
も
か

　
　
別
路
の
か
わ
か
ぬ
袖
に
露
そ
へ
て

　
　
　
手
折
に
も
ろ
き
女
郎
花
か
な

　
　
手
折
つ
る
小
荻
か
露
に
袖
ぬ
れ
て

　
　
　
ふ
る
郷
人
そ
い
と
ゝ
恋
し
き

　
　
心
あ
る
色
歟
あ
ら
ぬ
歟
旅
こ
ろ
も

　
　
　
や
つ
れ
し
袖
に
す
れ
る
月
艸

木
曽
の
山
路
の
い
と
け
は
し
き
中
に

藤
は
か
ま
薄
な
と
、
を
り
え
顔
に
咲
た
る

い
と
あ
は
れ
に
み
え
け
れ
は

　
　
秋
風
の
吹
立
ぬ
れ
は
ふ
ち
は
か
ま

　
　
　
た
れ
き
て
み
ね
と
ほ
こ
ろ
ひ
に
け
り

　
　
秋
風
に
何
ま
ね
く
ら
ん
旅
人
も

　
　
　
ま
れ
に
木
曽
路
の
山
の
薄
は

な
と
い
へ
る
を
母
の
聞
て

　
　
藤
は
か
ま
ほ
こ
ろ
ひ
に
け
り
色
も
か
も

　
　
　
名
に
お
ふ
山
の
は
つ
秋
の
比

と
も
な
は
せ
給
ふ
君
の
北
う
へ
は
千
勢
子
の

君
と
申
奉
り
、
和
歌
を
こ
の
ま
せ
給
ひ
け
る
か

な
か
き
旅
ち
の
御
つ
れ
く
に
、
御
か
た
は
ら

に
さ
ふ
ら
ふ
人
し
て
御
消
息
た
ま
は
り

寄
道
祝
い
と
い
へ
る
事
を
よ
み
て
よ
と
お
ほ
せ

言
あ
る
に
、
今
此
君
に
つ
か
へ
奉
る

は
し
め
な
れ
は
、
青
柳
の
い
と
な
か
き

御
め
く
み
を
ね
き
奉
ら
む
と
て

　
　
動
な
き
道
の
さ
か
え
と
此
君
の

　
　
　
め
く
み
ハ
千
代
も
尽
せ
さ
ら
ま
し

と
よ
み
て
奉
り
け
れ
は

　
　
幾
千
代
を
松
の
常
盤
に
ち
き
り

　
　
　
つ
ゝ
お
な
し
み
き
は
の
和
歌
の
浦
人

と
御
返
し
給
は
り
、
道
に
て
を
ら
せ
給
へ
る

菊
の
花
給
は
る
と
て

　
　
お
く
露
の
そ
む
る
は
秋
の
し
る
し
に
て

　
　
　
み
ね
に
も
か
を
る
菊
の
一
も
と

と
よ
ま
せ
給
ひ
け
れ
は

　
　
色
も
香
も
深
き
山
路
の
菊
の
花

　
　
　
手
折
し
君
か
袖
そ
ゆ
か
し
き

雨
そ
ほ
ふ
る
日
、
み
た
け
て
ふ
山
の
中
に
て

　
　
つ
く
く
と
ふ
る
郷
を
し
も
お
も
ひ
出
て

　
　
　
旅
ち
の
う
さ
も
は
れ
ぬ
雨
か
な

つ
と
め
て
や
と
り
を
立
出
て
、
空
や
う
〳
〵
し
ら
み

行
こ
ろ
、
遠
こ
ち
の
山
あ
ひ
よ
り
朝
け
の

立
の
ほ
る
を
見
て

　
　
　
遠
こ
ち
の
朝
け
の
け
ふ
り
立
み
れ
は

　
　
　
　
人
す
み
け
り
な
木
曽
の
山
中

野
中
に
一
本
た
て
る
松
を
人
の
ゆ
び

さ
し
て
、
こ
は
相
生
の
松
と
て
其

名
高
し
と
を
し
へ
け
れ
は

　
　
年
を
経
て
ふ
る
郷
人
に
あ
ひ
生
の

　
　
　
名
も
む
つ
ま
し
き
松
の
一
本

西
行
上
人
の
塚
也
と
て
、
い
と
ふ
り
た
る
碑
の

あ
り
け
れ
は

　
　
古
し
へ
の
人
の
心
の
お
の
つ
か
ら

　
　
　
ふ
か
さ
し
ら
る
ゝ
有
る
塚
そ
是

山
よ
り
山
に
日
を
か
さ
ね
て
行
ほ
と
に

右
の
か
た
は
、
木
曽
河
の
流
れ
い
と
は
や
く

名
す
み
、
石
さ
へ
な
か
る
ゝ
さ
ま
い
と
す
さ
ま
し

左
は
山
よ
り
山
の
か
さ
な
り
て
、
蔦
か
つ
ら
は
ひ

ま
つ
は
り
た
る
中
に
こ
と
に
、
高
き
山
の

い
た
ゝ
き
よ
り
藤
も
て
な
ひ
た
る
に
や
、
ふ
り
た
る

縄
の
な
か
は
よ
り
き
れ
て
あ
り
、
是
な
む
其

昔
よ
り
言
傳
ふ
る
か
け
橋
の
跡
な
り
と
人

の
い
ひ
け
れ
は

　
　
か
け
橋
や
其
名
は
か
り
は
蔦
か
つ
ら

　
　
　
今
も
し
か
ら
む
木
曽
の
山
中

此
處
に
は
せ
を
翁
の
碑
あ
り

　
　
か
け
橋
や
命
を
か
ら
む
蔦
か
つ
ら

寝
覚
の
床
と
い
へ
る
は
、
臨
川
寺
て
ふ
み
て
ら

の
庭
よ
り
見
お
ろ
す
處
に
て
、
大
な
る
岩

あ
り
、
其
色
青
々
と
し
て
い
と
な
た
ら
か
也

し
た
な
る
谷
河
ハ
其
流
れ
は
や
く
し
て

音
は
只
耳
を
つ
ら
ぬ
く
斗
也
、
向
ひ
は
山
々
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か
さ
な
り
て
、
そ
の
な
か
め
ま
た
い
は
ん
か
た
な
し

　
　
ふ
る
郷
の
夢
も
中
々
谷
河
の

　
　
　
音
に
寝
覚
の
床
と
い
ふ
ら
む

小
野
の
瀧
は
、
山
よ
り
流
れ
出
て
谷
河
へ
落
る
ニ

只
し
ら
糸
を
う
ち
み
た
せ
し
か
と
思
ふ
斗
な
り

　
　
な
か
れ
て
も
か
く
斗
と
は
し
ら
糸
を

　
　
　
く
り
返
し
た
る
を
の
ゝ
瀧
川

猫
山
つ
ゝ
き
行
ほ
と
に
、
山
の
す
か
た
の

ひ
と
し
か
ら
す
、
あ
る
は
青
く
或
は
く
ろ
く

け
は
し
き
あ
り
、
ま
た
な
た
ら
か
な
る
あ
り

を
さ
な
き
比
よ
り
、
画
な
と
に
て
み
た
る

と
は
こ
と
な
る
さ
ま
に
お
ほ
え
け
れ
は

　
　
朝
夕
に
な
れ
て
し
み
れ
と
遠
こ
ち

　
　
　
の
山
の
す
か
た
は
こ
と
に
そ
有
け
る

大
ゐ
て
ふ
處
に
や
と
り
け
る
夜
、
文
月
中
の

五
日
な
り
し
か
、
軒
ち
か
き
山
の
は
よ
り
ほ
の
〳
〵
と

さ
し
出
る
月
い
と
あ
か
ゝ
り
け
る
に
、
木
曽
路
は

月
の
影
そ
み
し
か
き
と
よ
ま
せ
給
へ
り
し
も
此

あ
た
り
に
や
と
、
い
に
し
へ
人
の
言
の
葉
を
す
ゝ
ろ

に
お
も
ひ
出
て

　
　
山
ち
か
み
其
い
に
し
へ
の
言
の
葉
も

　
　
　
こ
ゝ
ろ
に
う
か
ふ
秋
の
よ
の
月

　
　
澄
月
も
す
め
る
こ
ゝ
ろ
も
か
は
ら
ぬ
を

　
　
　
東
の
空
の
恋
し
き
や
な
そ

十
六
日
は
加
納
と
い
へ
る
う
ま
や
に
や
と
り
ぬ
、
爰
は

永
井
の
殿
の
御
城
下
に
て
い
と
賑
は
へ
り

十
七
日
ま
た
き
に
こ
ゝ
を
立
出
、
河
渡
と
い
へ
る

駅
に
至
る
比
は
巳
の
半
成
へ
し
、
し
は
し
爰
ニ

い
こ
ふ
ほ
と
、
今
行
へ
き
な
ま
ず
縄
手
て
ふ
處

此
比
の
雨
に
て
水
あ
ふ
れ
た
り
と
い
ふ
に
、
ふ
た
時

あ
ま
り
を
経
て
、
か
ら
う
し
て
水
お
ち
て
こ
ゝ
を
過
つ

れ
は
、
其
夜
の
夜
中
過
る
比
に
柏
原
へ
は

着
ぬ
、
夜
に
入
て
山
ふ
た
つ
ミ
つ
こ
え
つ
る
か

昼
た
に
す
さ
ま
し
け
な
る
山
路
を
、
あ
や
め
も

わ
か
ぬ
夜
に
松
と
も
し
て
行
其
物
す
こ
さ

亦
た
と
へ
ん
か
た
な
し
、
か
く
お
ほ
や
け
の

お
き
て
さ
せ
給
へ
る
た
に
夜
の
道
は
お
そ
ろ

し
き
を
、
ま
し
て
只
人
の
行
暮
せ
る
さ
ま
思
ひ

や
ら
れ
ぬ
、
爰
に
美
濃
路
と
あ
ふ
み
路
と
の

境
に
寝
物
語
と
し
る
し
た
る
枕
立
た
れ
と

夜
ハ
に
し
あ
れ
は
さ
た
か
に
み
え
す
い
と
口

を
し
、
其
外
車
返
し
坂
不
破
の
関
な
む
と

道
の
行
手
な
ら
ね
と
、
よ
そ
な
か
ら
た
に
聞

へ
き
を
夜
の
道
は
、
只
人
々
の
行
な
や
む
の
み

に
て
何
て
ふ
事
も
し
ら
す
、
と
の
み
こ
た
ふ
る

は
せ
ん
す
へ
な
し

十
八
日
朝
ま
た
き
に
柏
原
を
立
出
て
行
に

醒
か
井
の
清
水
と
て
い
と
清
き
水
有
、
行
々
て

磨
針
て
ふ
嶺
に
登
る
に
湖
は
る
か
に

見
お
ろ
し
、
其
け
し
き
た
と
ふ
る
に
物
な
し

爰
に
し
は
し
い
こ
ひ
て
、
夫
よ
り
鳥
居
本

て
ふ
駅
を
過
る
、
こ
ゝ
に
多
賀
の
社
の
一
ノ
鳥

居
有
、
け
ふ
は
武
佐
て
ふ
駅
に
や
と
る

十
九
日
ま
た
き
こ
ゝ
を
立
出
、
鏡
の
宿
な
と
過
る

に
鏡
山
三
上
山
は
る
か
に
み
ゆ

草
津
の
す
く
に
は
難
波
よ
り
迎
ひ
の
人
々
お
ほ

く
来
ル
、
玉
河
の
跡
な
と
過
て
大
津
ニ
や
と
る

廿
日
爰
を
立
出
、
行
々
て
関
の
清
水
の
ほ
と
り
ニ

し
は
し
い
こ
ひ
、
右
に
関
明
神
の
御
社
を

拝
し
、
追
分
よ
り
伏
見
に
至
る
、
夕
舟
に

う
ち
乗
て
難
波
に
お
も
む
く
に
、
音
に
聞
し

淀
川
の
流
れ
い
と
清
く
し
て
、
長
き
旅
ち
の

う
さ
も
爰
に
う
ち
な
か
し
ぬ
る
心
ち

せ
ら
れ
け
る
、
夜
更
る
ま
ゝ
に
山
の
は
の
月

い
と
さ
や
か
に
さ
し
出
け
れ
は

　
　
ふ
し
な
れ
ぬ
淀
の
河
せ
を
舟
の
中
に

　
　
　
あ
ふ
き
て
そ
み
る
山
の
は
の
月

ふ
る
郷
を
立
出
し
よ
り
い
く
は
く
も
あ
ら
ぬ
に

は
や
く
も
難
波
に
来
に
け
る
よ
と
お
も
へ
は

す
ゝ
ろ
涙
さ
へ
落
る
斗
に
お
ほ
え
け
れ
は

　
　
行
舟
の
棹
の
し
つ
か
や
か
ゝ
り
け
む

　
　
　
い
つ
し
か
袖
に
月
そ
や
と
れ
る

　
　
十
あ
ま
り
な
ゝ
つ
の
日
数
ふ
る
郷
を
お
も
へ
ハ

　
　
　
遠
く
へ
た
て
ゝ
そ
来
し

子
過
る
比
、
舟
難
波
に
着
ぬ
、
爰
の
み
た
ち
ハ

お
も
ふ
に
ま
し
て
い
と
き
ら
や
か
な
り

大
君
は
き
の
ふ
大
津
よ
り
都
へ
ま
は
ら
せ
給
ひ

し
に
、
け
ふ
ひ
つ
し
斗
に
此
み
た
ち
に

着
せ
給
ふ
、
大
君
つ
か
せ
給
ふ
を
待
奉
り
て
遠
こ
ち

人
の
う
ち
つ
と
ひ
は
せ
参
る
さ
ま
い
と
か
ま
ひ

す
し
、
こ
は
長
き
旅
路
に
こ
と
な
く
来
ま

し
ゝ
こ
と
ふ
き
申
さ
む
為
来
へ
し
、
猶
我

と
ち
の
家
々
に
も
人
お
ほ
く
む
れ
来
る

さ
ま
い
と
目
覚
し
さ
れ
と
も
、
東
に
こ
と
か
は
り

人
の
物
い
ひ
さ
ま
な
と
耳
な
れ
ぬ
事
の
み

な
れ
は
只
う
ち
ま
も
る
の
み
に
て
、
せ
ん
す
へ
し
ら
す

そ
も
く
東
を
旅
立
て
よ
り
爰
に
来
着
ま
て

道
す
か
ら
名
に
お
へ
る
處
々
の
さ
ま
見
も
し

聞
も
し
つ
る
事
は
た
し
の
ひ
か
た
か
り
し

有
し
な
と
お
も
ふ
か
ま
ゝ
に
あ
や
な
き
事
共
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言
出
た
る
を
、
難
波
に
着
し
後
、
か
い
つ
ら
ね
て

東
な
る
師
ノ
君
の
御
も
と
に
参
ら
せ
て
御
筆

く
は
へ
さ
せ
給
へ
よ
、
こ
は
我
復
々
ま
て
持
侍
ら
ん

と
申
し
ゝ
に
、
師
の
君
の
我
も
後
の
思
ひ
出
ニ

せ
ま
ほ
し
け
れ
は
、
此
ま
ゝ
我
に
え
さ
せ
よ

と
て
返
し
給
は
す
、
筆
そ
へ
さ
せ
ん
と
な
ら
は

外
に
書
て
来
せ
よ
と
有
つ
れ
と
、
旅
に
て

か
い
つ
け
し
は
、
い
つ
ち
い
に
け
む
み
え
す
成

た
れ
は
せ
ん
す
へ
な
く
て
や
み
ぬ
、
お
も
ふ
に

こ
は
我
つ
た
な
き
事
と
も
か
い
つ
け
て
、
い
か

な
る
ひ
ま
に
も
人
の
見
給
ふ
事
あ
ら
は

中
々
に
は
ぢ
か
ゝ
や
し
き
業
也
と
て

師
ノ
君
の
い
ま
し
め
給
ふ
に
や
有
え
む
、
そ
は

心
も
つ
か
ず
し
て
雁
の
行
来
の
を
り
〳
〵
ニ

難
波
の
浦
の
う
ら
み
こ
ち
参
ら
せ
つ
る
そ

お
も
な
き
業
也
け
る
、
さ
れ
と
猶
こ
り
す
ま
に

思
ひ
出
る
か
ま
に
〳
〵
爰
に
し
る
し
ぬ
れ
は

遠
こ
ち
の
さ
ま
も
は
た
名
處
も
お
ほ
く
は

わ
す
れ
て
跡
さ
き
に
や
成
ぬ
ら
ん
か
し
、
其
後

師
の
君
の
御
も
と
に
旅
中
に
て
つ
め
る

草
の
花
を
お
く
り
参
ら
す
と
て

　
　
み
せ
は
や
よ
お
も
ふ
心
は
か
は
ら
ね
と

　
　
　
移
ろ
ひ
に
け
り
花
の
千
草
ハ

長
月
半
の
比
、
師
ノ
君
よ
り
御
消
息
給
は
り
て

　
　
日
を
へ
た
る
色
こ
そ
今
は
あ
せ
に

　
　
　
け
れ
心
の
花
の
香
は
深
く
し
て

其
比
、
庭
の
梢
の
紅
葉
し
け
る
に
こ
そ
の
此
比

東
な
る
か
の
み
た
ち
の
御
園
へ
楓
の
若
は
へ
を

う
ゑ
お
き
つ
る
か
、
此
こ
ろ
ハ
染
初
つ
ら
ん
な
と
思
ひ

出
る
ま
ゝ
に

　
　
こ
か
れ
て
も
み
る
よ
し
も
な
き
ふ
る
郷
の

　
　
　
紅
葉
吹
こ
す
秋
風
も
か
な

と
お
も
ふ
有
し
を
書
つ
け
て
師
の
君
に

参
ら
せ
し
に
、
か
の
み
そ
の
ゝ
紅
葉
也
と
て

い
と
よ
く
染
た
る
を
お
く
り
給
は
す
と
て

　
　
ふ
る
郷
を
わ
す
れ
艸
に
は
是
を
み
よ

　
　
　
君
か
う
ゑ
つ
る
そ
の
ゝ
紅
葉

と
よ
せ
給
へ
り
し
は
い
と
う
れ
し
く
も
、
ま
た

涙
落
る
斗
に
ふ
る
郷
の
な
つ
か
し
さ
も

い
や
ま
さ
り
て
そ
お
ほ
え
け
る
、
い
ぬ
る
葉
月
の

こ
ろ
、
里
な
る
父
も
此
難
波
へ
来
給
ひ
て
、
母

諸
と
も
に
お
は
し
ゝ
か
、
此
紅
葉
の
比
を

た
ゝ
に
や
過
む
、
い
さ
名
に
お
へ
る
あ
ら
し
山

通
天
な
と
行
て
み
は
や
と
て
、
神
無
月
始
に

母
刀
自
を
そ
ゝ
の
か
し
て
、
都
へ
と
て
う
ち
た
ゝ
せ

給
ひ
し
か
は
、
日
を
經
て
父
参
ら
す
な
へ
に

　
　
露
し
く
れ
か
る
紅
葉
を
手
折

　
　
　
つ
と
帰
て
み
せ
む
君
を
こ
そ
ま
て

御
返
し

　
　
露
時
両
袖
に
か
け
つ
ゝ
我
を
待

　
　
　
人
の
た
め
に
と
を
れ
る
紅
葉

霜
月
末
つ
か
た
難
波
へ
帰
せ
給
ひ
て
、
都
の

さ
ま
何
く
れ
と
か
た
ら
せ
給
ふ
に
、
い
と

め
つ
ら
か
な
る
事
の
お
ほ
け
れ
は
、
春
に
も

成
な
は
、
わ
ら
は
も
と
も
な
は
せ
給
へ
な
と
い
ふ

ほ
と
、
ひ
と
日
雪
の
ふ
り
け
れ
は

　
　
こ
そ
待
し
心
に
は
似
す
初
み
雪

　
　
　
ふ
る
郷
を
の
み
お
も
ひ
つ
ゝ
け
て

其
と
し
も
は
や
暮
に
成
し
か
は

　
　
玉
ほ
こ
の
道
行
人
の
お
と
な
ひ
も

　
　
　
い
と
な
く
み
ゆ
る
年
の
暮
哉

露
の
朝
顔
　
終
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旅
　
路

　
の

　
花

　
　
　
　
　
二

　
　
　
旅
路
の
花

は
や
く
も
年
か
へ
り
て
、
春
の
は
し
め
の
ま
う
け
、
何

く
れ
と
我
な
る
郷
と
ハ
か
は
り
、
み
た
こ
と
聞
こ
と
に

を
か
し
き
ふ
し
も
い
と
お
ほ
か
り
、
さ
れ
と
人
の

い
さ
ま
し
け
に
行
か
ふ
さ
ま
、
は
た
わ
ら
は

べ
う
ち
つ
ど
ひ
、
手
ま
り
な
ん
ど
も
て
あ
そ
ひ

さ
も
嬉
し
け
な
る
さ
ま
な
と
は
、
異
な
る
事

な
く
み
ゆ
る
も
い
と
を
か
し

　
　
　
誰
里
も
か
は
ら
さ
り
け
り
あ
ら
玉
の

　
　
　
　
年
の
は
し
め
の
人
の
こ
ゝ
ろ
は

睦
月
十
日
、
今
宮
の
夷
の
御
社
い
と
賑
は
し

ち
か
き
あ
た
り
の
舞
び
め
ら
い
と
き
ら
や
か
に

よ
そ
ほ
ひ
て
、
出
る
を
み
む
と
て
つ
ど
ふ
人
い
と

お
ほ
し

お
な
し
月
の
末
の
い
つ
か
に
は
、
天
満
て
ふ

處
に
た
ゝ
せ
給
ふ
あ
ま
み
つ
御
神
の

み
や
し
ろ
に
ま
う
つ
る
も
お
な
し
さ
ま
也

中
の
む
ゆ
か
天
王
寺
に
ま
う
つ
、
爰
も

い
と
賑
は
し
、
我
住
ゐ
の
前
は
松
屋
町
す
ち
と
て

右
の
方
は
天
王
寺
道
、
左
の
か
た
は
天
満
の

行
末
の
道
な
れ
ハ
、
ひ
ね
も
す
行
か
ふ
人

引
も
き
ら
す
、
賑
は
し
さ
い
ふ
斗
な
し

き
さ
ら
き
は
し
め
の
午
の
日
に
は
、
み
た
ち
な
る

稲
荷
の
御
社
に
諸
人
詣
る
こ
と
を
ゆ
る
し

給
ひ
て
御
園
の
中
を
過
て
、
か
ら
め
て
よ
り

お
も
て
の
み
も
ん
に
い
づ
、
は
た
み
そ
ゝ
の
中

に
は
花
や
か
な
る
物
と
も
つ
く
り
お
か
せ
て

み
せ
給
へ
れ
は
、
遠
こ
ち
よ
り
む
れ
来
る
人
い
と

目
覚
る
斗
な
む
、
猶
こ
と
の
お
ほ
け
れ
と
お
ろ
か

な
る
筆
も
て
尽
す
へ
き
に
あ
ら
す
か
し

弥
生
半
は
か
り
、
い
さ
都
へ
と
て
母
の
と
も
な
は
せ

給
へ
は
、
彼
淀
川
を
朝
舟
に
う
ち
乗
て

行
ほ
と
河
の
ほ
と
り
に
た
て
る
柳
は
、
只

緑
の
糸
を
う
ち
懸
た
る
か
と
み
ゆ
る
ま
て
か
な
た

こ
な
た
に
打
み
た
れ
、
水
に
移
ろ
ふ

さ
ま
い
と
を
か
し
、
遠
く
の
そ
め
は
廣
き
野
に

咲
み
た
れ
た
る
菜
の
花
の
河
風
の
さ
と
吹
、
こ
と

に
匂
ひ
来
る
も
ま
た
こ
よ
な
く
、 

　
お
な
し

さ
ま
な
る
舟
に
て
行
も
す
く
な
か
ら
ぬ
は

こ
は
皆
ち
か
き
国
々
よ
り
花
の
都
の
花
み
む

と
て
行
に
そ
あ
る
ら
し
と
お
も
へ
は
、
む
つ
ま
し

き
心
ち
せ
ら
る
ゝ
も
旅
の
な
ら
ひ
な
ら
む
か
し

申
の
さ
か
り
に
橋
も
と
て
ふ
所
に
舟
は
つ

爰
は
八
幡
の
御
山
の
麓
也
、

十
二
日
ま
た
き
に
御
山
に
ま
う
づ
、
い
と

け
は
し
き
坂
路
を
か
ら
う
し
て
登
り
、
い
と
も

か
し
こ
き
み
や
し
ろ
を
拝
し
奉
り
て

　
　
男
山
さ
か
行
嶺
の
松
風
に

　
　
　
高
き
恵
の
ほ
と
そ
し
ら
る
ゝ

爰
を
く
た
り
て
淀
の
ま
ち
を
過
、
小
橋
を
わ
た
り

行
に
、
左
の
方
は
る
か
に
水
草
み
ゆ

淀
つ
ゝ
み
を
右
に
そ
ひ
行
々
て
、
ふ
し
見
の

町
な
る
御
幸
の
宮
に
ま
う
づ
、
い
と
ふ
り

た
る
み
や
し
ろ
也
、
右
の
方
な
る
小
門
よ
り
桃

山
に
い
づ
、
爰
は
昔
の
御
城
跡
な
る
よ
し

道
の
行
手
に
咲
つ
ゝ
き
た
る
桃
の
い
と

ま
は
ゆ
き
ま
て
う
る
は
し
き
に
、
し
は
し

い
こ
ひ
て
た
に
み
む
と
お
も
へ
と
、
さ
る
へ
き
家
居
も

あ
ら
ね
は
せ
ん
す
べ
な
く
て

　
　
立
て
み
つ
ゐ
て
み
つ
あ
ら
ぬ
花
な
れ
ハ

　
　
　
ふ
し
み
の
桃
と
世
に
は
い
ふ
ら
む

夫
よ
り
伏
見
の
駅
を
過
て
稲
荷
の
御
社
藤
の

杜
東
福
寺
な
と
打
め
く
り
、
五
条
橋
よ
り
境
町

な
る
亀
屋
と
い
へ
る
や
と
り
に
着
ぬ

十
三
日
ま
た
き
に
こ
ゝ
を
立
出
、
あ
ら
し
山
の

花
み
む
と
ま
か
り
し
に
、
を
ち
こ
ち
人
の
群

行
さ
ま
げ
に
花
の
都
ぞ
か
し
、
三
条
通
り
を

す
ぐ
に
行
々
て
あ
ら
し
山
の
麓
に
至
る
、

前
に
大
ゐ
河
て
ふ
川
に
そ
ひ
て
向
ひ
な
る
山
の

さ
く
ら
は
今
を
さ
か
り
と
咲
み
た
れ
た
り

　
　
　
大
ゐ
河
花
の
し
ら
波
立
る
と
も

　
　
　
　
み
き
は
の
さ
く
ら
咲
み
た
れ
け
り

　
　
　
ち
ら
ぬ
ま
の
影
を
移
し
て
大
ゐ
河

　
　
　
　
い
か
た
に
か
ゝ
る
花
の
し
ら
波

　
　
　
其
名
さ
へ
い
と
は
る
ゝ
哉
あ
か
す
思
ふ

　
　
　
　
あ
ら
し
の
山
の
山
さ
く
ら
花

　
　
　
い
か
た
し
よ
心
し
て
さ
せ
大
井
河

　
　
　
　
流
る
ゝ
水
も
花
に
な
る
比

こ
ゝ
に
わ
た
せ
る
橋
を
渡
月
橋
と
言
け
れ
は

　
　
　
あ
ら
し
山
花
に
も
人
の
行
橋
を

　
　
　
　
な
と
月
と
の
み
立
渡
し
け
む

山
の
な
か
ら
斗
に
い
と
さ
ゝ
や
か
な
る
流
れ

あ
り
、
こ
は
戸
無
瀬
の
瀧
と
い
へ
る
と
聞
て

　
　
　
絶
す
落
る
戸
無
瀬
の
瀧
ハ
山
の
名
の

　
　
　
　
あ
ら
し
と
ゝ
も
に
世
に
ひ
ゝ
く
也

お
な
し
所
に
水
無
瀬
の
瀧
と
て
あ
り

し
か
今
は
名
の
み
残
れ
り
と
人
語
け
れ
ハ

　
　
　
其
名
の
み
水
無
世
の
瀧
も
春
は
た
ゝ
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絶
す
流
る
ゝ
花
の
し
ら
波

大
ゐ
川
の
右
の
方
い
と
広
く
、
竹
垣
ゆ
ひ

め
く
ら
せ
る
藪
の
中
に
、
小
督
仲
国
の

お
く
つ
き
と
い
へ
る
有
、
こ
は
昔
い
と
も
か
し

こ
き
大
内
に
つ
か
へ
し
人
と
聞
つ
る

に
、
世
を
そ
む
き
て
後
此
野
邊
の
露
と

し
も
消
つ
る
に
や
い
と
哀
に
な
む

　
　
　
古
し
へ
の
其
糸
竹
の
し
ら
へ
ま
て

　
　
　
　
思
ひ
あ
は
せ
て
過
る
さ
か
野
路

此
處
よ
り
右
に
を
れ
、
小
倉
山
に
お
も
む

き
て
麓
の
茶
亭
に
し
は
し
い
こ
ひ
て

あ
ふ
き
み
る
に
、
山
は
皆
楓
の
木
ど
も
い
と

お
ほ
し
、
今
弥
生
の
半
な
れ
ハ
や
う
〳
〵

春
め
る
も
い
と
ゆ
か
し
く
、
お
の
つ
か
ら
秋
お
も

ほ
ゆ
る
斗
に
な
む
、
い
さ
山
へ
の
ほ
り
て

み
む
と
い
ふ
ほ
と
に
、
此
茶
亭
の
あ
る
し
に
や

い
と
む
く
つ
け
き
婆
々
出
来
り
て
、
山
へ
登
り

給
は
ゝ
右
の
方
に
ハ
法
然
上
人
の
お
く
つ
き

あ
り
、
左
の
か
た
に
ハ
其
か
み
定
家
郷
の
百
人

一
首
撰
は
せ
給
ひ
し
時
雨
の
亭
と
い
へ
る
有

か
な
ら
す
行
て
見
捨
へ
な
と
、
ほ
こ
ら
し
け
な

る
お
も
ゝ
ち
に
て
を
し
ふ
る
も
い
と
に
く
か
ら
す

や
か
て
か
た
は
ら
な
る
わ
ら
は
し
て
あ
な
い
さ
せ

け
れ
ハ
を
し
へ
の
ま
ゝ
に
登
る
、
い
と
け
は
し

き
道
を
か
ら
う
し
て
山
の
頂
に
至
る
に

け
に
時
雨
の
亭
の
名
残
に
や
と
お
も
ふ
斗

か
た
は
か
り
な
る
亭
の
残
れ
る
も
い
と
ゆ
か
し
く

お
ほ
え
け
る
、
彼
あ
な
い
せ
し
わ
ら
は
に
物
と
ら

せ
て
爰
よ
り
か
へ
し
、
猶
い
こ
ふ
ほ
と
目
も

は
る
け
き
山
々
、
画
に
書
た
ら
む
か
こ
と
く

え
も
い
は
ぬ
け
し
き
に
、
ま
た
な
き
心
ち
そ
せ
ら

れ
け
る

　
　
　
を
く
ら
山
思
ひ
入
て
そ
中
々
に

　
　
　
　
み
ね
古
し
へ
の
思
は
れ
に
け
る

夫
よ
り
も
と
の
坂
路
を
く
た
り
て
麓
に
至
る

左
の
か
た
野
中
ニ
為
家
郷
の
お
く
つ
き
有

す
こ
し
引
入
た
る
處
に
厭
離
庵
と

い
へ
る
あ
り
て
、
其
中
に
定
家
郷
の
お
く

つ
き
有
と
を
し
ふ
る
に
ま
か
せ
お
と
な
ひ
け

る
に
、
内
よ
り
尼
立
出
て
案
内
す
、
入
て

み
れ
は
い
と
ふ
り
た
る
お
く
つ
き
也
、
か
た
へ
に

御
の
水
と
名
つ
け
し
井
戸
有
、
め
く
り

草
い
た
く
し
け
り
た
る
い
と
あ
は
れ
に
て

　
　
　
幾
と
せ
を
ふ
る
ゐ
の
水
も
青
柳
の

　
　
　
　
名
に
し
お
へ
は
る
緑
に
そ
み
ゆ

庵
に
し
は
し
い
こ
ふ
ほ
と
、
彼
尼
い
と
ね
も
こ
ろ
に

も
て
あ
つ
か
ひ
、
何
く
れ
と
物
か
た
ら
ふ
な
へ
に

抑
定
家
卿
は
貞
永
元
年
十
一
月
出
家

し
給
ひ
、
法
名
明
静
と
申
奉
る
、
御
歌
に

　
　
　
露
霜
の
を
く
ら
の
山
に
家
ゐ
し
て

　
　
　
　
ほ
さ
て
も
袖
の
朽
ち
ぬ
へ
き
哉

十
と
せ
あ
ま
り
爰
に
閑
居
ま
し
〳
〵
て

　
　
　
忍
は
れ
む
物
と
は
な
し
に
小
倉
山

　
　
　
　
軒
は
の
松
の
な
れ
て
久
し
き

其
比
昔
今
の
歌
を
撰
は
せ
給
ひ
、
み
つ
か
ら

書
集
障
子
に
押
せ
お
き
給
ひ
し
を
小
倉

山
荘
色
紙
の
和
歌
と
い
ふ
、
則
百
人
一
首

是
也
、
御
齢
八
十
歳
に
し
て
仁
治
二
年
八
月

廿
日
に
か
く
れ
さ
せ
給
ふ
、
其
後
ま
た
為

家
卿
も
爰
に
す
ま
せ
給
ふ
、
御
歌
に

　
　
　
住
そ
め
し
跡
な
か
り
せ
は
を
く
ら
山

　
　
　
　
い
つ
こ
に
老
の
身
を
か
く
さ
ま
し

此
御
歌
を
色
紙
に
か
ゝ
せ
給
ふ
と
き
柳
の
井

の
水
に
て
御
筆
染
さ
せ
給
ひ
し
と
そ
、
彼

卿
の
此
名
を
こ
と
に
愛
さ
せ
給
ひ
て

　
　
　
小
倉
山
陰
の
庵
は
む
す
へ
と
も

　
　
　
　
せ
く
谷
水
の
す
ま
れ
や
は
す
る

と
詠
し
給
ひ
ぬ
、
い
つ
し
か
両
卿
の
し
る
し
の

石
も
苔
に
う
つ
も
れ
、
軒
は
の
松
も
お
ひ

か
は
り
、
庵
の
名
の
み
残
り
し
か
、
元
文
の
こ
ろ

冷
泉
家
の
御
い
と
な
み
あ
り
し
よ
り
、
い
ま
は

こ
み
ち
を
な
す
所
と
な
れ
り
、
か
く
い
ち
し
る
き

跡
と
は
い
へ
と
、
五
百
と
せ
あ
ま
り
の
星
霜
を

経
ぬ
れ
は
、
纔
に
残
れ
る
礎
を
も
と
め
、
麓
の

野
邊
の
草
を
か
り
ふ
き
、
此
庵
を
む
す
ふ

折
ふ
し
、
南
都
圓
照
寺
の
宮
よ
り
其
か
み

為
家
卿
の
念
し
給
ひ
し
と
、
世
に
言

も
て
傳
へ
し
圓
通
の
み
佛
を
寄
附
し

給
は
り
け
る
を
、
か
し
こ
く
も
爰
に
す
ゑ

奉
り
、
古
き
跡
と
ふ
し
る
へ
と
も
、
か
つ
ハ
後
の
わ
さ

す
る
露
の
身
の
お
き
處
と
は
な
し
ぬ
、
さ
ハ
れ

年
月
立
て
の
後
は
、
此
こ
と
わ
り
を
う
し
な
は

む
い
と
も
か
ひ
な
き
業
也
、
か
し

こ
は
彼
尼
の
物
か
た
り
し
ま
ゝ
を
し
る
す

扨
爰
を
立
出
、
清
涼
寺
へ
ま
う
す
、
此
御
佛

は
此
こ
ろ
、
難
波
な
る
一
心
寺
に
て
御
帳

ひ
ら
き
て
を
か
ま
れ
給
ふ

　
　
　
い
か
な
ら
む
罪
も
け
ぬ
へ
し
お
の
つ
か
ら

　
　
　
　
清
く
涼
し
き
法
の
を
し
へ
に

こ
ゝ
に
も
ふ
り
た
る
お
く
つ
き
あ
ま
た
有
け
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れ
は
、
何
人
の
し
る
し
や
ら
ん
と
い
と
ゆ
か
し

き
こ
ゝ
ち
せ
ら
れ
て

　
　
　
何
と
な
く
行
過
か
て
に
お
も
ふ
か
な

　
　
　
　
ふ
り
に
し
人
の
引
も
と
め
ね
と

こ
ゝ
よ
り
向
ひ
な
る
ほ
そ
き
道
の
左
右
よ
り
竹

生
た
る
處
を
三
四
丁
行
に
、
野
の
宮
と
て

い
と
ふ
り
た
る
宮
あ
り
、
小
柴
垣
結
め
く
ら
し

黒
木
の
鳥
居
の
さ
ま
い
と
物
さ
ひ
た
り

　
　
　
年
ふ
り
し
宮
居
な
か
ら
の
小
柴
垣

　
　
　
　
し
は
〳
〵
人
の
と
ふ
か
ゝ
し
こ
さ

夫
よ
り
し
は
し
都
に
足
を
と
め
遠
こ
ち

見
め
く
る
ほ
と
、
け
に
名
に
お
へ
る
花
の
数
々

い
ひ
し
ら
ぬ
筆
も
て
尽
す
へ
き
に
あ
ら
ね
ハ

只
お
ほ
よ
そ
し
る
す
の
み

梅
の
宮
に
ま
う
て
し
に
御
社
の
ほ
と
り

梅
い
と
お
ほ
か
れ
と
、
弥
生
半
も
過
た
れ
は
只

青
葉
の
み
繁
れ
と
も
、
何
と
や
ら
む
匂
ふ
は
か
り
の

こ
ゝ
ち
に
な
む

　
　
　
神
垣
に
匂
ひ
し
花
の
名
残
と
て

　
　
　
　
青
葉
の
梅
の
な
つ
か
し
き
哉

こ
ゝ
よ
り
松
尾
に
ま
か
ら
ん
と
て
梅
津
河

て
ふ
渡
し
を
わ
た
ら
む
と
す
る
ほ
と
、
か
た
へ
の

森
の
中
に
て
鴬
の
鳴
け
れ
は

　
　
　
花
に
咲
名
を
な
つ
か
し
み
鴬
ハ

　
　
　
　
梅
津
か
は
ら
に
木
津
を
鳴
也

桂
河
を
か
た
へ
に
み
て
松
の
尾
に
至
る
、

い
と
ふ
り
た
る
み
や
し
ろ
た
ふ
と
さ
言
へ
く
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
す

　
　
　
世
々
経
て
も
神
の
恵
そ
い
や
た
か
き

　
　
　
　
松
の
尾
山
の
松
の
み
と
り
は

と
か
く
す
る
ほ
と
空
く
も
り
け
れ
ハ
、
い
さ
や
と

り
へ
と
て
あ
へ
き
〳
〵
く
る
ほ
と
小
雨
障
出
た
り
、

爰
は
う
つ
ま
さ
て
ふ
里
と
聞
て

　
　
　
あ
か
つ
き
し
旅
の
衣
を
う
つ
ま
さ
の

　
　
　
　
さ
と
ふ
り
か
ゝ
る
け
ふ
の
む
ら
雨

こ
ゝ
に
し
は
し
い
こ
ひ
、
駕
籠
を
や
と
ひ
て

や
と
り
へ
帰
り
ぬ
、

ま
た
の
日
は
藤
の
杜
の
み
や
し
ろ
ハ
稲
荷
の
御

や
し
ろ
に
ま
う
て
ゝ

　
　
　
神
の
世
に
う
ゑ
け
む
藤
の
花
ハ
猶

　
　
　
　
な
か
く
さ
か
え
む
た
め
し
と
そ
み
る

　
　
　
あ
ふ
け
猶
か
さ
し
の
松
の
な
を
し
け
み

　
　
　
　
い
や
さ
か
え
ま
す
神
の
み
や
し
ろ

ち
か
き
あ
た
り
の
花
み
む
と
て
清
水
寺
に

ま
う
て
、
い
と
た
ふ
と
き
み
佛
を
拝
し
奉
り
て

　
　
　
お
の
つ
か
ら
人
の
心
も
清
水
の

　
　
　
　
清
き
道
に
と
お
も
ひ
入
か
な

　
　
　
音
に
の
み
聞
し
音
羽
の
ま
し
水
に

　
　
　
　
ち
か
ひ
を
結
ふ
今
日
を
嬉
し
き

音
羽
の
瀧
の
ほ
と
り
ニ
桜
の
い
と
お
ほ
か
り
け
れ
は

　
　
　
あ
や
錦
お
る
か
と
そ
み
る
し
ら
糸
の

　
　
　
　
瀧
に
移
ろ
ふ
花
さ
く
ら
花

双
林
寺
と
い
へ
る
は
其
昔
、
西
行
上
人
爰
に

住
給
へ
る
よ
し
、
い
と
ふ
り
た
る
桜
を
今
も
西
行

さ
く
ら
と
世
に
言
あ
へ
る
も
あ
は
れ
に

ゆ
か
し
く
お
ほ
え
け
れ
は

　
　
　
古
し
へ
の
人
の
心
を
た
ね
と
し
て

　
　
　
　
今
も
匂
へ
る
さ
く
ら
は
な
か
も

頓
阿
法
師
の
跡
と
め
て
み
ぬ
世
の
春
と

よ
み
し
も
爰
也
と
聞
て

　
　
　
跡
と
め
て
住
け
む
人
の
心
ま
て

　
　
　
　
猶
し
の
は
る
ゝ
花
の
陰
か
な

知
恩
院
の
桜
い
と
お
ほ
か
り
け
る
に

　
　
　
目
も
あ
や
に
咲
る
桜
の
花
は
只

　
　
　
　
雲
歟
匂
へ
る
雪
か
か
を
れ
る

雲
林
院
て
ふ
御
寺
は
昔
は
い
と
廣
々
し
て

花
も
お
ほ
か
り
け
る
か
、
今
は
纔
に
残
れ
り
と

聞
も
い
と
哀
に
て

　
　
　
今
も
猶
其
お
も
影
は
し
ら
雲
の

　
　
　
　
林
に
ま
か
ふ
花
さ
か
り
か
な

紫
野
の
大
徳
寺
は
い
と
ふ
り
た
る
御
寺
也
、
爰
ニ

其
昔
茶
に
名
高
か
り
し
利
休
の
人
か
た

あ
り
け
れ
は

　
　
　
紫
の
色
も
其
名
も
あ
せ
す
し
て

　
　
　
　
今
も
ゆ
か
り
を
残
す
大
寺

加
茂
の
み
や
し
ろ
へ
ま
う
て
し
に
、
ふ
り
た
る
さ
ま

い
と
た
ふ
と
し
、
か
た
へ
の
流
れ
い
と
清
ら
か

な
り
け
れ
は

　
　
　
今
も
猶
神
代
の
ま
ゝ
の
流
れ
か
も

　
　
　
　
河
せ
の
水
の
さ
も
清
く
し
て

た
ゝ
す
の
杜
と
い
へ
る
は
、
下
加
茂
の
か
た
つ
か
た

な
り

　
　
　
神
垣
に
懸
し
ち
か
ひ
の
数
々
を

　
　
　
　
た
ゝ
す
の
杜
の
た
ゝ
に
過
め
や

平
野
の
御
社
は
桜
い
と
お
ほ
か
れ
と
、
遠
こ
ち

の
う
た
ひ
め
な
と
つ
と
ひ
て
、
中
々
に
花
の

な
か
め
け
お
さ
れ
た
る
も
い
と
口
を
し

　
　
　
神
垣
の
桜
は
さ
ら
に
よ
そ
ほ
へ
る

　
　
　
　
里
の
を
と
め
の
花
や
か
に
し
て

北
野
の
御
社
に
ま
う
て
け
る
に
、
こ
は



─ 95 ─

我
ふ
る
郷
な
る
亀
井
戸
の
御
神
と
同
し

け
れ
ハ
、
わ
き
て
た
ふ
と
き
心
ち
せ
ら
れ
て

　
　
　
宮
は
し
ら
た
て
し
心
の
直
か
ら
は

　
　
　
　
い
か
て
し
る
し
を
あ
ま
満
の
神

小
室
の
桜
は
根
本
よ
り
花
咲
た
り
、
爰
は

山
風
い
と
つ
よ
く
し
て
か
く
枝
の
横
た
は
れ

る
と
な
む
、
く
ね
り
た
る
さ
ま
い
と
を
か
し
、
其

数
も
ま
た
お
ほ
け
れ
は
か
な
た
こ
な
た
見
め

く
る
に
、
只
花
と
共
に
あ
ゆ
む
か
と

お
も
ふ
斗
な
れ
は

　
　
　
物
い
へ
は
物
い
ふ
か
こ
と
ゑ
め
は
ま
た

　
　
　
　
恵
む
か
と
み
ゆ
る
花
さ
く
ら
哉

夫
よ
り
日
に
〳
〵
を
ち
こ
ち
と
み
め
く
る
ほ
と

い
つ
く
も
目
お
と
ろ
く
斗
花
な
ら
ぬ
ハ
あ
ら

さ
れ
と
、
か
く
つ
た
な
き
心
に
は
只
お
も
ふ
の
み

せ
ん
す
へ
し
ら
す
、
あ
は
れ
東
な
る
師
ノ
君

に
と
お
も
ひ
出
ぬ
日
も
な
か
り
け
る
、
今
は

都
も
大
か
た
見
を
へ
つ
る
に
、
い
さ
や
爰
よ
り

ほ
と
ち
か
き
彼
石
山
に
ま
う
て
ゝ
、
名
た
ゝ

る
八
ツ
の
な
か
め
の
其
ひ
と
つ
を
た
に
た
と
り

て
、
ふ
る
郷
の
つ
と
に
せ
は
や
と
思
ひ
立
ぬ
、

彼
御
山
は
都
よ
り
道
の
ほ
と
五
里
に
餘
れ
り

と
そ
、
卯
月
朔
日
と
い
へ
る
に
朝
ま
た
き

都
を
立
出
し
に
、
白
河
て
ふ
橋
の
ほ
と
り

に
て
夜
は
や
う
〳
〵
明
は
て
た
り
、
粟
田
く
ち

日
の
岡
な
と
う
ち
こ
え
行
、
左
右
山
々
に

つ
ゝ
し
い
と
う
る
は
し
く
咲
み
た
れ
た
る
、
か
た
へ
に

め
な
れ
ぬ
草
の
花
色
を
あ
ら
そ
ひ
、
都
に
咲

ま
し
り
た
る
あ
は
れ
に
も
い
と
を
か
し
、
山
科

て
ふ
處
に
至
れ
は
、
道
も
な
た
ら
か
に
し
て
家
ゐ

も
ま
た
す
く
な
か
ら
す
、
か
た
へ
の
石
の
道
し
る
へ
ニ

花
山
小
野
寺
な
と
彫
た
る
い
と
ゆ
か
し
、
め
て
に

諸
羽
の
社
と
書
る
額
う
ち
た
る
ふ
る
き
石
の
鳥
居

立
た
る
は
、
何
て
ふ
御
神
に
や
い
と
た
ふ
と
く
お
ほ

ゆ
れ
は
、
ま
う
て
ま
ほ
し
と
思
ふ
物
か
ら
、
爰
よ
り

道
い
と
は
る
け
し
と
聞
て
、
本
意
な
く
も
ぬ
か

つ
き
ま
つ
り
て
打
過
ぬ
、
猶
行
々
て
追
分
て
ふ

駅
に
至
る
、
是
な
む
京
と
伏
見
の
別
に
し
て

道
し
る
へ
の
石
た
て
り
、
此
石
の
う
し
ろ
の

方
に
柳
は
緑
花
は
紅
の
文
字
彫
た
る
ハ

故
有
さ
ま
に
お
ほ
え
て
ゆ
か
し
、
爰
に

大
き
な
る
茶
亭
有
、
走
井
と
て
庭
の
入
口

な
る
井
の
水
絶
す
た
ふ
〳
〵
と
流
れ
出
る
い
と

清
ら
也
、
の
ほ
り
く
た
る
旅
人
お
ほ
く
爰
ニ

い
こ
へ
り
、
此
あ
た
り
大
津
画
は
た
物
ひ
さ
く
家
多
し

　
　
　
古
し
へ
の
人
の
心
を
移
し
画
に

　
　
　
　
今
も
残
せ
る
世
々
の
家
つ
と

左
の
方
に
い
と
ゝ
高
き
石
階
、
有
上
な
る

さ
ゝ
や
か
な
る
み
や
し
ろ
は
関
明
神
と
て
蝉
丸
と

い
へ
り
し
人
を
い
は
ひ
ま
つ
る
と
そ
、
お
な
し

さ
ま
な
る
御
宮
少
し
隔
て
み
つ
並
た
て
る
は

い
か
な
る
故
に
や
あ
る
ら
む
、
心
あ
る
人
に
と
は
ま
く

お
も
へ
と
、
此
あ
た
り
に
つ
と
へ
る
は
ゐ
な
か
ひ

た
る
人
の
み
に
て
、
何
と
ふ
へ
く
も
あ
ら
ぬ
そ
い
と

口
を
し
き
、
猶
行
々
て
め
て
の
方
な
る
ほ
そ
き

野
道
を
た
と
る
に
、
是
な
む
小
関
越

と
て
古
し
へ
の
関
の
名
残
と
そ
、
今
は
さ
る

へ
き
家
居
も
な
く
は
に
ふ
の
小
家
處
々
に

た
て
る
も
い
と
あ
は
れ
に
し
て

　
　
　
守
人
も
今
は
中
々
花
鳥
の

　
　
　
　
色
ね
に
ま
か
す
逢
坂
の
関

此
う
へ
な
る
御
山
は
三
井
寺
と
て
、
西
の
国
々

に
敬
ま
へ
ら
れ
給
ふ
み
佛
の
た
ゝ
せ
給
へ

れ
は
、
い
と
た
ふ
と
く
そ
お
も
ほ
ゆ
る
、
麓
に
ハ

茶
亭
お
ほ
く
立
つ
ら
ね
て
い
と
賑
は
へ
り
、
高
く

作
り
な
し
た
る
石
階
を
登
り
て
少
し
な
た
ら

か
な
る
處
に
天
て
ら
す
御
神
の
神
社

あ
り
、
其
か
た
つ
方
に
ふ
り
た
る
井
あ
り
て

何
と
や
ら
む
ゆ
か
し
け
に
み
ゆ
る
に
、
か
た
へ
に

あ
る
人
此
井
は
其
昔
帝
の
御
う
ふ
湯

あ
み
さ
せ
給
へ
り
し
水
也
、
よ
て
爰
は
三
井
に

あ
ら
す
御
井
寺
な
り
と
語
し
は
誠
に
や
、

お
な
し
さ
ま
な
る
石
階
ま
た
登
れ
ハ
向
ひ
に

圓
通
菩
薩
の
た
ゝ
せ
給
へ
る
御
堂
有
、
か
た
へ
な
る

さ
ゝ
や
か
な
る
御
堂
に
は
秩
父
西
国
坂
東
の

み
佛
た
ゝ
せ
給
へ
る
、
そ
か
中
に
我
ふ
る
郷
な
る

保
艸
寺
と
し
る
し
有
し
は
わ
き
て
た
ふ

と
く
お
ほ
え
つ
ゝ
、
ま
た
さ
ら
に
東
の
そ
ら

な
つ
か
し
う
成
ぬ
、
右
の
方
に
は
名
に
お
へ
る

湖
は
る
か
に
み
わ
た
さ
れ
、
水
の
面
は
只

藍
を
う
ち
流
し
た
る
に
こ
と
な
ら
す
、
遠

こ
ち
に
た
ゝ
よ
ふ
舟
は
さ
な
か
ら
木
の
葉

の
散
て
う
か
ふ
か
と
み
ゆ
、
爰
に
大
き
な
る
遠
目

か
ね
て
ふ
物
懸
あ
る
を
の
そ
き
み
れ
は
、
唐
崎
の
松

堅
田
の
御
堂
な
と
さ
し
も
は
る
か
に
み
ゆ
る
は

画
に
書
た
ら
ん
よ
り
猶
か
す
か
也
こ
と
わ
り
や

爰
よ
り
唐
崎
へ
は
道
の
ほ
と
三
里
隔
、
堅
田

へ
は
五
里
も
有
と
か
や
、
さ
も
あ
る
へ
き
こ
と
に

こ
そ
、
爰
よ
り
す
こ
し
左
の
方
に
垣
結
ま
は
し

猶
行
へ
き
道
有
、
此
奥
に
昔
龍
の
宮
古
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よ
り
あ
か
り
し
と
聞
鐘
の
を
さ
ま
れ
る
な
る
か

爰
は
女
人
を
ゆ
る
し
給
は
ね
は
入
こ
と
叶
か
た

し
と
聞
は
、
只
う
ち
あ
ふ
く
の
み
せ
ん
す
へ
無

し
、
は
し
た
ゝ
す
み
て
よ
く
〳
〵
思
ひ
め
く
ら
す
に

遠
き
東
に
生
れ
こ
と
に
を
み
な
の
身

と
し
て
か
ゝ
る
御
山
に
ま
う
つ
る
す
ら

わ
た
つ
海
の
ふ
か
き
故
あ
る
こ
と
に
こ
そ
、
世
に

も
稀
な
る
さ
ち
と
や
い
ふ
へ
き
、
か
斗
の
事

嘆
く
へ
き
や
は
と
心
に
い
さ
め
思
ひ
か
へ
し

て
過
ぬ
る
も
、
い
と
本
意
な
き
業
そ
か
し

　
　
　
罪
深
き
身
の
か
ひ
な
く
も
音
に
の
み

　
　
　
　
聞
て
過
ぬ
る
三
井
寺
の
鐘

し
は
し
拝
し
て
御
山
を
お
り
、
た
と
り
〳
〵
て

大
津
の
駅
に
至
る
、
左
の
か
た
ハ
湖
に
そ
ひ
、

右
の
方
ハ
家
居
立
つ
ら
な
り
て
い
と
賑
は
へ
り
、
町

の
な
か
ら
斗
に
義
仲
寺
と
い
へ
る
あ
り

こ
は
木
曽
よ
し
仲
ぬ
し
の
お
く
つ
き
也
と

聞
も
い
と
哀
に
こ
そ

　
　
　
み
な
も
と
は
お
な
し
流
れ
と
傳
へ
聞

　
　
　
　
い
さ
を
も
今
は
あ
は
つ
の
の
露

膳
所
の
町
を
過
る
に
、
明
日
な
む
此
處
に

鎮
り
ま
す
御
神
の
御
祭
と
て
人
つ
と
ひ

山
鉾
て
ふ
物
引
も
て
あ
る
き
い
と
賑
は
へ
り
、
御

城
の
前
を
過
て
粟
津
の
原
に
い
た
れ
は
、

木
曽
の
み
う
ち
人
今
井
何
か
し
の
お
く
つ
き

處
と
彫
た
る
し
る
へ
に
石
立
る
も
い
と
哀
也

左
の
方
は
る
か
に
三
上
山
鏡
山
な
と

み
ゆ
る
に
、
古
し
へ
人
の
言
の
は
を
今
ま
の

あ
た
り
む
へ
と
こ
そ
思
ひ
出
ぬ
れ
、
猶
行
々
て

東
へ
の
う
ま
や
ち
と
石
山
へ
の
わ
か
れ
道
あ
り

右
の
方
石
山
へ
と
て
お
も
む
く
に
左
の
方
ハ

湖
也
、
御
山
ま
て
道
の
ほ
と
十
あ
ま
り
八
町

有
と
か
や
、
な
か
ら
斗
に
さ
ゝ
や
か
な
る
石
の
橋

か
ゝ
れ
り
、
是
を
夢
の
浮
は
し
と
い
へ
る
と
な
む

御
山
の
ふ
も
と
に
ハ
旅
亭
軒
を
つ
ら
ね
て

た
て
る
中
に
、
松
屋
と
い
へ
る
は
こ
と
に
目
と
ま
る

家
の
さ
ま
な
れ
は
爰
に
い
こ
ふ
ほ
と
、
處
に

名
た
る
瀬
田
蛤
若
鮎
な
と
調
し
て
出
せ
る

い
と
め
つ
ら
か
也
、
し
は
し
有
て
御
山
へ
ま
う

て
し
に
、
け
に
や
名
高
き
石
山
の
御
堂
ハ

山
よ
り
山
に
そ
ひ
て
作
り
ま
う
け
た
れ
は
い
と

高
く
、
御
堂
の
下
な
る
立
横
の
柱
の
数
ハ
い
く

は
く
歟
あ
ら
む
、
い
と
し
け
く
う
ち
な
し
た
り

御
堂
へ
登
り
て
み
れ
は
麓
に
て
は
い
と
ゝ
高
し
と

お
も
へ
る
木
と
も
、
只
目
の
下
に
成
ぬ
御
堂
の
前
も

い
と
廣
く
し
て
、
ま
た
た
ふ
と
さ
も
聞
し
に

ま
さ
り
て
お
ほ
え
け
れ
は
、
あ
ま
た
ゝ
ひ
ぬ
か
つ
き

奉
り
ぬ
、
は
た
み
佛
の
お
ま
し
よ
り
左
の
方
な
る

源
氏
の
間
と
い
へ
る
は
、
彼
式
部
の
お
も
と
の
世
に

名
高
き
物
語
作
ら
せ
給
へ
る
ゝ
處
成
と
そ
、
爰

を
守
れ
る
僧
に
あ
な
い
を
こ
ひ
て
内
に

入
に
、
彼
式
部
の
お
も
と
の
手
な
ら
し
給
へ
る

硯
、
は
た
み
つ
か
ら
書
て
納
給
へ
り
し
大
般
若

経
な
と
五
巻
六
巻
と
と
り
出
て
み
せ
、
爰
に

こ
も
ら
せ
給
へ
り
し
こ
と
何
く
れ
と
こ
う
せ
ち
せ
る
は

け
に
人
の
世
の
事
と
は
さ
ら
に
お
も
ほ
え

す
、
此
源
氏
の
間
と
い
へ
る
は
さ
ま
て
廣
か
ら

ね
と
、
式
部
の
お
も
と
の
み
こ
ゝ
ろ
は
爰
よ
り
み
ゆ
る

湖
す
ら
い
と
せ
ま
し
、
い
と
ほ
し
と
や
見
給
ひ

け
む
、
は
た
遠
こ
ち
の
山
々
を
も
高
し
と
た
に

お
ほ
さ
ゝ
ら
ま
し
な
と
お
ろ
か
な
る
心
に

お
も
ふ
も
い
と
は
か
な
し
や
、
こ
ゝ
を
立
出
、
左
の
方
へ

行
は
蓮
花
石
と
て
い
と
大
き
や
か
な
る
石
立
り
、

そ
も
此
御
山
を
石
山
と
唱
ふ
る
も
此
石
ゆ
ゑ

成
と
か
や
、
其
色
紫
に
し
て
さ
な
か
ら
蓮
花
の

さ
ま
な
し
た
り
、
其
ひ
ま
〳
〵
に
名
も
し
ら
ぬ

艸
な
と
生
出
た
る
え
も
い
は
す
、
け
に
世
に

ニ
な
き
物
と
は
是
な
ら
む
か
し
、
い
か
な
る
画
工

も
移
し
え
む
事
い
と
か
た
か
る
へ
し
と
そ
思
は

れ
ぬ
る
、
爰
よ
り
ま
た
一
き
は
高
き
山
に

登
れ
は
、
月
見
亭
と
書
し
額
う
ち
た
る
處

有
、
こ
ゝ
よ
り
瀬
田
の
橋
は
る
か
に
み
え

遠
こ
ち
の
目
も
お
よ
は
ぬ
山
々
湖
に
そ
ひ
て

み
わ
た
さ
る
ゝ
な
と
、
猶
見
處
も
お
ほ
か
れ
と

心
な
き
身
ハ
只
い
た
つ
ら
に
口
こ
も
る
の
み

す
こ
し
お
く
ま
り
た
る
處
に
彼
式
部
の
お
く

つ
き
有
、
す
へ
て
此
あ
た
り
は
、
い
に
し
へ
の

か
し
こ
き
人
々
作
り
お
か
せ
給
ふ
道
の
記
な
と

い
へ
る
文
あ
ま
た
有
て
、
世
に
し
る
る
處
な
る

を
、
山
の
井
の
底
も
く
み
ゝ
ぬ
心
も
て
何
事
を
か

立
出
へ
き
、
中
々
に
人
わ
ら
へ
な
る
業
に

こ
そ
と
て
や
み
ぬ
、
猶
を
ち
こ
ち
見
め
く
り
、
や
か
て
御

山
を
お
り
松
屋
か
も
と
に
や
と
り
ぬ
、
あ
は
れ

秋
の
月
の
比
な
ら
む
に
ハ
と
お
も
へ
と
、
空

い
と
く
ら
く
し
て
只
は
る
け
き
山
々
ほ
の
か
に

み
え
、
湖
の
音
お
と
ろ
〳
〵
し
く
聞
ゆ
る
の
み

し
く
聞
ゆ
る
の
み
い
と
口
を
し

　
　
　
山
の
端
に
月
も
や
さ
す
と
夜
も
す
か
ら

　
　
　
　
心
に
か
ゝ
る
志
賀
の
う
ら
浪

明
れ
ハ
こ
ゝ
を
立
出
て
、
き
の
ふ
の
ま
ゝ
の
道
を
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た
と
り
都
の
や
と
り
に
帰
り
ぬ

都
に
あ
ま
た
日
を
か
さ
ね
つ
れ
は
、
今
は

難
波
へ
帰
ら
む
と
て
其
ま
う
け
を
な
し
、
卯
月

中
の
二
日
に
都
を
立
出
け
る

　
　
　
や
つ
れ
て
も
都
の
花
に
な
れ
衣

　
　
　
　
た
ゝ
ま
く
を
し
き
旅
の
宿
か
な

大
佛
殿
よ
り
東
福
寺
な
と
ま
う
て
つ
ゝ

お
ほ
か
め
谷
と
い
へ
る
處
を
過
に
、
爰
は

左
右
梅
お
ほ
く
並
た
て
り
、
今
卯
月
の
半
な
れ

青
々
と
ひ
ろ
こ
り
た
る
葉
の
ひ
ま
〳
〵
に
な
れ
る

実
の
み
ゆ
る
も
い
と
を
か
し
と
お
も
ふ
物
か
ら
、
此
梅

花
咲
た
ら
む
比
は
い
か
に
と
い
と
ゆ
か
し

く
そ
お
も
は
る
ゝ
、
か
く
て
行
ほ
と
あ
や
し
の
小

家
だ
に
あ
ら
て
、
人
は
な
れ
い
と
物
す
こ
き

所
に
至
る
に
、
か
な
た
こ
な
た
の
木
く
れ
に
を
り
〳
〵

鴬
の
鳴
け
れ
は

　
　
　
行
さ
き
も
猶
し
る
へ
せ
よ
う
く
ひ
す
の

　
　
　
　
聲
よ
り
外
は
し
ら
ぬ
旅
路
を

な
と
思
ひ
て
、
行
ほ
と
に
は
や
く
も
宇
治
の

里
に
至
ぬ
、
爰
は
家
ゐ
も
お
ほ
く
い
と
賑
は
し

は
た
家
々
に
茶
園
つ
く
り
て
め
の
わ
ら
は

う
ち
つ
と
ひ
茶
つ
め
る
さ
ま
い
と
め
つ
ら
か
也

何
や
ら
舞
柏
子
と
り
て
歌
う
た
ふ
聲
ま
た
を
か
し

　
　
　
世
に
か
を
る
木
の
め
と
聞
は
里
人
に

　
　
　
　
ま
ち
り
て
我
も
つ
ま
む
と
そ
思
ふ

右
の
方
す
こ
し
引
入
た
る
處
に
東
屋
の

観
音
と
て
石
の
み
佛
た
ゝ
せ
給
ふ
、
夫
よ
り
ま
た

行
て
宇
治
橋
の
も
と
に
至
る
、
爰
ニ
通
圓
て
ふ

茶
亭
あ
り
し
は
し
い
こ
ひ
て
、
か
た
は
ら
な
る
い
と

き
ら
や
か
に
作
り
ま
う
け
し
酒
楼
に
入
て

昼
の
物
な
と
出
さ
せ
ぬ
、
爰
よ
り
め
て
に
つ
ゝ
き
て

黄
檗
山
萬
福
寺
て
ふ
い
と
大
き
な
る
御
寺
有

こ
ゝ
に
ま
う
つ
る
に
其
廣
や
か
な
る
こ
と
ま
た

た
と
む
方
な
し
、
猶
爰
よ
り
河
に
そ
ひ
て

朝
日
山
恵
心
院
興
聖
寺
な
と
い
へ
る
御
寺
ニ

ま
う
つ
る
に
、
こ
ゝ
よ
り
向
ひ
な
る
い
と
高
き
山

は
喜
撰
か
嶽
と
か
や
、
弓
手
に
つ
ゝ
き
し
山
を

早
蕨
の
杜
椎
か
本
の
社
と
よ
へ
る
と
な
む
、

は
る
か
に
ぬ
か
つ
き
つ
ゝ
め
て
な
る
か
な
か
た
を

返
り
み
れ
は
、
蛍
見
の
亭
と
書
た
る
額
う
ち
て

い
と
み
や
ひ
た
る
楼
あ
り
、
五
月
の
比
京
難
波
よ
り

宇
治
の
蛍
狩
と
て
ま
ら
う
と
こ
ゝ
に
つ
と
へ
る
と

な
む
、（
こ
の
間
四
行
抹
消
）

│

宇
治
橋
を
向
ひ
へ

渡
ら
む
と
て
か
な
た
こ
な
た
返
り
み
る
に
、
げ
に

宇
治
川
の
流
れ
い
と
け
は
し
く
も
ま
た
清
け
也
、

柴
つ
む
舟
の
遠
こ
ち
に
行
か
ふ
に

棹
と
る
人
の
物
お
も
ひ
な
げ
に
み
ゆ
る

な
と
い
と
を
か
し

　
　
　
こ
と
ゝ
は
む
柴
つ
む
舟
の
ふ
な
人
は

　
　
　
　
う
き
事
し
ら
て
世
を
や
渡
る
と

橋
の
向
ひ
右
の
方
に
橋
姫
の
社
と
て
い
と

さ
ゝ
や
か
な
る
み
や
し
ろ
有
、
し
は
し
ぬ
か
つ
き
奉
て

め
て
の
方
河
に
そ
ひ
て
壱
町
あ
ま
り
行
は
、

平
等
院
と
て
い
と
ふ
り
た
る
御
寺
有
、
諸
堂
ハ

大
か
た
絶
は
て
ゝ
、
か
た
斗
な
る
に
お
く
ま
り
た
る

處
に
釣
殿
め
き
て
い
た
く
あ
れ
た
る
御

堂
の
み
残
れ
り
、
其
か
た
は
ら
に

　
扇
の
芝
と
い
へ

る
あ
り
、
こ
は
昔
源
三
位
頼
政
卿
、
爰
に
て

う
せ
給
へ
り
し
處
よ
と
聞
も
い
と
あ
は
れ
に

お
ほ
え
て
、
み
ぬ
古
し
へ
の
こ
と
に
し
あ
れ
と
す
ゝ
ろ

流
落
る
斗
に
な
む
、
此
君
は
和
歌
に

こ
よ
な
う
ひ
い
て
給
へ
る
と
聞
て

　
　
　
道
芝
の
露
と
消
て
も
み
か
き
お
く

　
　
　
　
言
葉
を
玉
と
誰
か
あ
ふ
か
ぬ

爰
よ
り
ま
た
宇
治
橋
の
も
と
に
至
り
は
し
を

そ
か
ひ
に
猶
行
に
、
い
と
い
か
め
し
う
作
り

な
し
た
る
家
居
あ
り
、
こ
は
お
ほ
や
け
よ
り
お
き
て

さ
せ
給
ふ
御
茶
處
と
な
む
、
夫
よ
り
新
田
と

い
へ
る
所
に
至
れ
は
、
茶
ひ
さ
く
家
お
ほ
く

並
た
て
り
、
此
あ
た
り
の
め
て
の
方
に
い
と
ほ
そ
き

流
れ
有
て
か
き
つ
は
た
う
る
は
し
う
咲
た
り

壱
里
あ
ま
り
行
て
、
長
池
て
ふ
す
く
の
な
か
ら

な
る
松
屋
と
い
へ
る
家
に
や
と
り
ぬ

十
三
日
ま
た
き
に
爰
を
立
出
、
一
里
あ
ま
り

行
て
玉
水
て
ふ
里
に
至
る
、
此
處
よ
り
め
て
の

方
な
る
山
一
里
あ
ま
り
奥
ま
り
し
處
に

井
出
の
玉
河
の
名
残
あ
り
と
そ

　
　
　
玉
水
の
里
と
し
聞
は
名
に
お
へ
る

　
　
　
　
井
出
の
流
れ
と
く
み
て
し
る
哉

右
の
方
な
る
畑
中
に
い
と
さ
ゝ
や
か
な
る
井
有

こ
は
玉
の
ゐ
と
て
昔
よ
り
名
に
お
へ
る
井
成
と
そ

　
　
　
道
の
へ
に
今
も
残
り
て
旅
人
の

　
　
　
　
玉
と
く
み
ゝ
る
玉
の
ゐ
の
水

夫
よ
り
し
は
し
行
て
、
木
津
河
て
ふ
舟
渡
し
有

此
川
古
し
へ
は
泉
河
と
い
へ
り
し
と
そ
、
河
よ
り

こ
な
た
ハ
い
と
廣
き
堤
に
、
し
て
み
か
の
原
こ
ま
の

里
な
と
打
過
行
に
、
向
ひ
は
る
か
に
加
勢
山

み
ゆ
、
い
に
し
へ
人
の
衣
か
せ
山
と
よ
ま
せ
給
ひ
し
ハ

此
あ
た
り
に
や
、
其
言
の
葉
に
似
も
や
ら
て
、
き
の
ふ
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今
日
は
て
い
け
い
と
よ
く
、
ま
た
深
か
ら
ぬ
夏
の
日
に

ひ
と
へ
の
衣
す
ら
暑
さ
と
ほ
り
て
い
と
絶
か
た
く

さ
と
吹
河
風
に
い
さ
ゝ
か
い
き
い
て
ゝ
渡
し
に

至
る
、
是
よ
り
奈
良
ま
て
の
道
の
行
手
左
右

い
と
な
た
ら
か
な
る
山
々
に
つ
ゝ
し
色
よ
く

咲
み
た
れ
、
あ
や
し
の
賎
か
軒
は
に

紫
の
色
ふ
か
く
か
ゝ
れ
る
は
藤
の
猶
咲
残
れ
る
と

み
れ
は
、
さ
に
あ
ら
て
あ
ふ
ち
の
い
み
し
う
咲
た
る

な
と
い
と
を
か
し
、
猶
行
て
奈
ら
坂
て
ふ
處
に

い
た
る
、
さ
ま
て
さ
か
し
ら
ぬ
坂
路
を
登
る
に

般
若
寺
て
ふ
御
寺
有
、
爰
へ
ま
う
て
夫
よ
り
佐
保
寺

薬
師
寺
へ
ま
う
て
法
花
寺
に
至
る
、
爰
に

横
笛
姫
の
人
か
た
あ
り
、
此
横
ふ
え
て
ふ
人
は

大
内
に
つ
か
へ
ま
つ
り
て
、
瀧
口
の
何
か
し
と

ひ
そ
か
に
過
せ
し
事
あ
ら
は
れ
し
よ
り
、
頭
を

そ
り
て
爰
に
住
し
と
そ
、
此
人
か
た
ハ
を
り
〳
〵

か
き
か
は
せ
し
ふ
み
も
て
張
た
る
よ
し
い
と
ふ
り

た
り
、
爰
を
立
出
て
佐
保
河
を
う
ち
渡
り
、

行
々
て
大
佛
前
な
る
い
と
く
ゐ
て
ふ
家
に
い
こ
ふ

　
　
　
打
わ
た
す
さ
ほ
の
河
原
の
川
風
の

　
　
　
　
吹
来
る
ほ
と
は
夏
と
し
も
な
し

し
は
し
い
こ
ひ
て
大
佛
殿
に
ま
う
つ
、
此
み
佛

の
大
き
や
か
な
る
、
い
か
な
る
ま
す
ら
を
に
て
も
始
て

拝
せ
は
あ
な
や
と
言
つ
へ
し
、
ま
し
て
か
ひ

無
を
み
な
わ
ら
は
へ
な
ん
と
は
只
き
も
つ
ぶ
る
ゝ

斗
に
な
む
、
爰
よ
り
山
つ
ゝ
き
東
大
寺
に

ま
う
つ
、
お
く
霜
の
花
い
つ
く
し
み
と
や
ら
む

世
に
聞
え
し
鐘
は
、
此
御
寺
の
お
く
ま
り
し

い
と
高
き
處
に
有
、
爰
を
出
て
向
ひ
な
る

春
日
の
御
社
に
ま
う
つ
、
そ
も
此
み
や
し
ろ
の

廣
や
か
さ
は
た
物
さ
ひ
た
る
い
と
た
ふ
と
さ
ま
た

た
と
し
へ
な
し
、
左
右
に
並
立
る
石
燈
籠

其
数
い
く
は
く
か
あ
ら
む
目
も
お
よ
は
ぬ
ま
て
多

か
り
、
は
た
年
ふ
り
し
松
柏
の
生
し
け
れ
る

さ
ま
い
と
す
さ
ま
し
、
う
し
ろ
の
か
た
に
杉
お
ほ
く

生
た
る
は
三
笠
山
と
い
へ
り
と
そ

　
　
　
三
笠
山
さ
し
て
い
そ
か
ぬ
旅
な
ら
は

　
　
　
　
道
の
隈
々
尋
み
ま
し
を

御
社
を
拝
し
奉
り
て

　
　
　
み
や
し
ろ
に
繁
れ
る
杉
の
す
き
か
て
に

　
　
　
　
返
り
み
せ
ら
る
あ
け
の
玉
か
き

三
笠
山
に
つ
ゝ
き
て
め
て
な
る
山
は
手
向
山

と
よ
へ
る
と
そ
、
昔
菅
公
紅
葉
の
錦
と
よ
ま
せ
給

へ
り
し
時
、
御
こ
し
懸
さ
せ
給
へ
る
石
な
り
と
て
、

さ
ゝ
や
か
な
る
石
に
し
め
は
へ
て
あ
り

　
　
　
若
楓
し
け
る
緑
の
春
に
き
て

　
　
　
　
ぬ
さ
と
手
向
む
神
の
い
か
き
に

二
月
堂
は
い
と
た
ふ
と
き
圓
通
菩
薩
た
ゝ
せ
給
へ
り

お
ま
し
の
下
な
る
石
階
の
も
と
に
若
狭
井

と
い
へ
る
あ
り
、
爰
は
常
に
は
水
か
れ
て
な
し

二
月
中
の
ふ
つ
か
に
若
狭
の
國
よ
り
水
来
り

其
夜
の
中
に
若
狭
に
帰
る
と
そ
、
こ
は

い
と
深
き
故
よ
し
有
事
と
な
む

　
　
　
御
佛
の
恵
も
ふ
か
き
若
狭
ゐ
に

　
　
　
　
な
か
れ
絶
せ
ぬ
法
の
玉
水

若
艸
山
と
い
へ
る
は
い
と
な
た
ら
か
に
し
て
艸

生
た
り
、
い
た
ゝ
き
に
松
三
も
と
た
て
り
、
此
あ
た

り
鹿
お
ほ
く
む
れ
ゐ
て
旅
人
に
食
を

こ
ふ
こ
と
さ
も
な
れ
た
り
、
夫
よ
り
興
福
寺
に

ま
う
つ
、
爰
に
南
圓
堂
と
て
西
國
八
番

に
あ
た
ら
せ
給
ふ
圓
通
菩
薩
の
御
堂
有
、
い
と

た
ふ
と
く
拝
し
奉
る
、
か
た
へ
に
さ
ゝ
や
か
な
る

藤
棚
あ
り
、
こ
は
八
ツ
の
な
か
め
の
其
ひ
と
つ
と
か
や

爰
を
立
出
、
猿
澤
の
池
の
ほ
と
り
に
い
た
る
ニ

う
ね
め
の
宮
と
て
い
と
さ
ゝ
や
か
な
る
み
や
し
ろ
有

昔
大
内
に
仕
へ
ま
つ
り
し
う
ね
め
な
る
人

こ
ゝ
に
身
を
な
け
し
よ
し
、
か
た
へ
に
衣

懸
の
柳
と
い
へ
る
あ
り
、
彼
う
ね
め
此
柳
へ
衣
を

懸
お
き
し
と
そ
、
は
た
上
な
る
堤
に
は
八
重
桜

て
ふ
さ
く
ら
あ
れ
と
、
こ
は
誠
の
八
重
桜
な
ら
す

興
福
寺
の
僧
玄
宗
と
い
へ
り
し
人
愛

せ
し
に
よ
て
楊
貴
妃
さ
く
ら
と
名
つ
く
と
そ

さ
る
を
い
つ
の
比
よ
り
か
八
重
桜
と
世
に
言

あ
や
ま
れ
る
と
な
む

　
　
　
猿
澤
の
池
の
心
に
澄
え
つ
ゝ

　
　
　
　
あ
そ
へ
る
魚
の
安
ら
か
に
み
ゆ

　
　
　
青
柳
の
い
と
も
か
ひ
な
し
宮
姫
の

　
　
　
　
も
す
そ
を
い
か
て
引
も
と
ゝ
め
ぬ

元
興
寺
児
の
観
音
な
と
猶
か
な
た
こ
な
た

ま
う
て
、
夕
つ
か
た
い
と
ゝ
井
へ
帰
り
て
や
と
り
ぬ

十
四
日
ま
た
き
に
爰
を
立
出
て
招
提
寺
に

ま
う
つ
、
い
と
廣
や
か
に
し
て
ふ
り
た
る
さ
ま
た
ふ

と
さ
た
と
へ
む
か
た
な
し
、
夫
よ
り
伏
見
の

野
邊
を
過
て
菅
原
の
里
な
る
天
満
御
神

に
ま
う
つ
、
御
社
は
さ
ゝ
や
か
な
れ
と
ふ
り
た
る

さ
ま
い
と
た
ふ
と
し

　
　
　
み
つ
か
き
に
か
ゝ
る
し
め
縄
打
は
へ
て

　
　
　
　
祈
る
こ
ゝ
ろ
も
す
か
原
の
神

西
大
寺
に
ま
う
つ
る
に
爰
も
い
と
廣

や
か
に
し
て
ふ
り
た
り



─ 99 ─

　
　
　
契
り
あ
り
て
け
ふ
そ
ふ
み
ゝ
る
法
の
庭

　
　
　
　
さ
ら
に
心
も
に
し
の
大
寺

行
々
て
法
隆
寺
て
ふ
御
寺
の
ほ
と
り
に
や
と
る

十
五
日
ま
た
き
に
此
御
寺
に
ま
う
つ
、
こ
は

古
き
宮
居
の
跡
と
か
や
諸
堂
共
に
千

ふ
た
も
ゝ
と
せ
に
あ
ま
れ
り
と
そ
、
御
寺
の

中
に
ま
う
つ
へ
き
處
八
十
あ
ま
り
八
處

あ
り
、
わ
け
て
た
ふ
と
き
は
嶺
の
薬
師
佛
と
て

い
と
高
き
所
に
た
ゝ
せ
給
ふ
、
い
に
し
へ
よ
り

名
高
き
人
々
の
太
刀
物
の
具
な
と
を
さ
め
有

事
お
ひ
た
ゝ
し
、
は
た
夢
殿
と
い
へ
る
處
ニ
ハ

管
弦
の
戸
ひ
ら
と
い
へ
る
あ
り
、
其
戸
ひ
ら
く
こ
と

に
物
の
音
有
、
表
の
御
門
に
た
ゝ
せ

給
へ
る
赤
黒
の
仁
王
尊
は
鳥
佛
師
と
て

異
國
よ
り
来
れ
る
人
作
り
し
と
、
そ
こ
は
日

の
本
に
仁
王
門
の
始
也
と
か
や
、
此
御
寺

な
る
御
佛
は
な
へ
て
此
佛
師
作
れ
る
に

三
國
の
土
を
よ
せ
あ
つ
め
て
作
り
し
と
な
む
、

い
と
た
ふ
と
く
て
あ
ま
た
ゝ
ひ
ぬ
か
つ
き
ま
つ
り
て

ま
か
て
ぬ
、
扨
行
々
て
立
田
の
御
社
に
ま
う
つ

い
と
ふ
り
た
る
み
や
し
ろ
の
さ
ま
ま
た
た
ふ
と
し

め
く
り
に
楓
い
と
お
ほ
く
し
て
秋
ゆ
か

し
く
そ
お
ほ
ゆ
る
、
爰
を
立
出
て
す
こ
し
左
ニ

信
貴
の
御
山
に
行
へ
き
道
有
、
か
た
へ
に

大
き
な
る
道
し
る
へ
石
た
て
り
、
立
よ
り
て
み
る
に

信
貴
山
道
江
戸
新
吉
原
何
か
し
と
彫
た
り
、

こ
は
彼
御
神
に
ね
き
奉
り
し
こ
と
あ
り
し
ニ

懸
ま
く
も
か
し
こ
き
御
恵
を
蒙
り
奉
り
し
ニ

よ
て
か
く
道
し
る
へ
の
石
を
三
處
に
た
て
け
る

と
な
む
、
右
の
方
立
田
河
の
な
か
れ
に
そ
ひ

行
に
、
河
の
ほ
と
り
楓
い
と
お
ほ
く
し
て

青
み
わ
た
れ
る
い
と
を
か
し

　
　
　
こ
む
秋
の
お
も
影
う
か
ふ
龍
田
河

　
　
　
　
緑
を
く
ゝ
る
瀬
々
の
さ
ゝ
波

夫
よ
り
十
三
嶺
と
い
へ
る
山
に
登
り
行
に
、

い
と
さ
か
し
き
道
な
れ
と
か
な
た
こ
な
た
に

つ
ゝ
し
の
色
よ
く
咲
く
る
は
、
山
の
す
か
た
に
似
も

や
ら
て
い
と
う
る
は
し
、
い
た
ゝ
き
に
登
れ
は

さ
ゝ
や
か
な
る
茶
亭
あ
り
し
は
し
い
こ
ふ
ほ
と
に

か
ゝ
る
深
山
の
な
ら
ひ
と
し
て
い
と
晴
や
か

な
る
空
俄
に
か
き
く
も
り
、
遠
こ
ち
の
山
々
よ
り

雲
む
ら
か
り
て
い
と
い
た
う
く
ら
か
り
し
に

時
鳥
し
は
〳
〵
鳴
て
過
る
は
、
今
休
ら
ふ
山
の
下

に
や
あ
る
ら
む
、
い
と
ち
か
ゝ
り

　
　
　
五
百
重
山
か
さ
な
る
雲
の
彼
方
此
方

　
　
　
　
な
の
り
か
は
せ
る
ほ
と
ゝ
き
す
か
な

　
　
　
を
ち
返
り
啼
音
ひ
ま
な
き
ほ
と
ゝ
き
す

　
　
　
　
分
入
山
の
か
ひ
と
こ
そ
き
け

す
こ
し
お
り
む
と
す
る
頃
、
一
き
は
高
き
山
の

な
か
ら
斗
に
い
と
大
き
な
る
岩
有
、
其
色

紫
に
し
て
い
と
う
る
は
し
き
に
、
處
〳
〵
に

つ
ゝ
し
の
咲
た
る
は
画
に
書
た
ら
む
よ
り

う
る
は
し
か
り
ぬ
へ
し
、
此
岩
は
業
平
衣

懸
の
岩
と
い
へ
り
と
そ
、
此
山
は
昔
業
平
卿

奈
良
の
京
よ
り
河
内
の
高
安
て
ふ
さ
と
へ

か
よ
は
せ
給
ひ
し
道
な
る
に
よ
て
此
岩

有
と
か
や
、
か
ゝ
る
け
は
し
き
山
を
は
い
か
に

し
て
通
は
せ
給
ひ
け
む
、
は
た
此
高
き
岩
の

う
へ
に
な
と
て
御
衣
を
懸
給
ひ
け
む

昔
の
人
は
い
か
な
る
術
の
有
て
か
ゝ
る
ふ
し
き

を
残
し
給
ひ
け
む
な
と
お
ろ
か
な
る
心
に
ハ

い
と
い
ふ
か
し
と
お
も
へ
と
、
心
あ
る
人
々
ハ
い
か
に

を
か
し
と
見
給
ふ
ら
む
な
と
思
ふ
〳
〵
打
過
ぬ

此
山
向
ひ
へ
下
り
つ
れ
ハ
河
内
の
若
江
て
ふ
里

な
り
、
爰
な
る
野
中
壱
町
斗
右
の
方
に

木
村
何
か
し
の
お
く
つ
き
有
、
す
こ
し
隔
て

山
口
何
か
し
の
お
く
つ
き
有
、
こ
は
世
に
其
名

聞
え
し
人
々
な
る
に
か
ゝ
る
野
中
に
し
る
し
を

残
せ
る
は
い
と
あ
は
れ
に
お
ほ
え
て
す
ゝ
ろ
に

袿
を
う
る
ほ
し
、
し
は
し
ぬ
か
つ
き
て
打
過
ぬ

爰
よ
り
三
町
あ
ま
り
も
行
に
河
内
摂
津
の

境
の
小
河
、
あ
り
是
よ
り
深
江
て
ふ
里
に
て
昔
の

名
處
と
て
、
此
あ
た
り
の
田
は
菅
の
み
作
り
て

あ
り
、
夫
よ
り
右
に
そ
ひ
行
は
玉
造
口
と

い
へ
る
處
に
至
る
、
是
な
む
難
波
の
入
口
に

し
て
茶
亭
お
ほ
く
並
た
て
り
、
爰
に
し
は
し

い
こ
ひ
、
谷
町
す
ち
よ
り
濃
人
橋
す
ち
松
屋
町
を

た
と
り
〳
〵
て
、
夕
つ
か
た
我
住
家
に
帰
り
つ
き
ぬ

　
旅
路
の
花
　
　
終
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蘆
　
の

　
葉

　
風

　
　
　
　
　
三

　
　
　
蘆
の
葉
風

お
し
照
難
波
の
里
に
十
と
せ
は
か
り
の

春
秋
を
お
く
り
つ
れ
は
、
く
れ
竹
の
よ
の

う
き
ふ
し
も
数
か
り
つ
れ
と
、
さ
わ
ら
ひ
の
を
り

〳
〵
に
行
て
み
し
名
處
も
ま
た
す
く

な
か
ら
ぬ
を
、
思
ひ
出
る
ま
に
〳
〵
あ
や
む
し
ろ

あ
や
な
き
筆
に
書
し
る
し
ぬ

難
波
の
里
に
め
つ
ら
か
な
る
ハ
琵
琶
法

師
女
商
人
、
を
み
な
の
錦
頭
布
か
つ
き

た
る
、
處
々
の
夜
み
せ
の
に
き
は
ひ
、
月
毎
の

大
師
め
く
り
、
宮
芝
居
の
上
る
り
囲
太
夫
ふ
し

新
町
の
赤
前
た
れ
、
難
波
新
地
の
を
り
〳
〵

の
作
り
物
、
睦
月
二
日
の
朝
ま
た
き
水
菜

う
る
聲
い
と
を
か
し

此
日
、
鯨
と
水
菜
を
あ
つ
も
の
に
し
て
食

す
れ
は
年
中
の
邪
を
は
ら
ふ
と
い
ひ
な
ら

は
せ
り
、
さ
な
か
ら
に
け
ふ
水
菜
う
る

事
い
と
お
ひ
た
ゝ
し

一
と
せ
睦
月
廿
日
に
西
の
宮
の
御
神
に

ま
う
て
ぬ
、
御
も
ん
前
な
る
濱
よ
り
舟
に

打
乗
て
出
る
に
、
ま
だ
河
風
は
い
と
寒
け

れ
と
、
水
の
面
は
お
の
つ
か
ら
清
け
に

す
み
わ
た
れ
る
も
い
と
の
と
け
し
、
岸
の
柳
の

や
う
〳
〵
萌
出
る
も
い
と
を
か
し
、
河
口
に
至
れ
は

は
る
か
に
海
の
面
み
わ
た
さ
る
に

か
な
た
こ
な
た
に
い
か
り
お
ろ
せ
る
大

ふ
ね
の
、
霜
の
ひ
ま
に
み
ゆ
る
な
と
え
も

い
ひ
か
た
し
、
は
た
物
ひ
さ
く
舟
お
ほ
く

こ
き
行
に
、
た
そ
か
れ
過
れ
は
此
わ
た
り

に
舟
に
て
つ
と
ふ
う
か
れ
め
も
有
と
か
や

け
に
流
れ
の
身
と
は
是
を
や
い
ふ
ら

む
、
い
と
あ
は
れ
に
こ
そ

　
　
　
み
た
れ
髪
け
つ
る
を
く
し
の
は
つ
か
な
る

　
　
　
　
流
れ
わ
た
り
に
世
を
や
お
く
れ
る

此
あ
た
り
に
、
か
た
葉
の
蘆
と
て
さ
る
や
か
な
る

蘆
の
片
方
に
の
み
葉
生
た
る
有
と
そ
、
昔
ハ

此
あ
た
り
蘆
の
み
生
た
る
處
成
と
聞
に
枯
立
、

あ
し
か
な
た
こ
な
た
に
残
れ
る
、
い
と

あ
は
れ
に
て

　
　
　
難
波
江
の
片
葉
の
蘆
の
か
た
は
か
り

　
　
　
　
昔
の
こ
と
の
お
も
影
に
み
ゆ

難
波
よ
り
舟
路
三
里
、
尼
ヶ
崎
遠
州
の
殿
の

御
城
前
に
て
舟
よ
り
お
り
て
し
は
し
い
こ
ひ

尼
か
崎
な
る
町
を
過
て
野
道
に
出
、
人
々

舟
の
中
に
て
物
し
つ
る
か
こ
ゝ
ち
に
て
酔
出
て

お
の
か
し
じ
う
ち
た
は
む
れ
つ
ゝ
二
里
餘

の
道
を
は
や
く
も
西
の
宮
の
町
に
至
る
、
家
の

作
り
さ
ま
人
の
さ
ま
も
い
と
鄙
め
け
と
、
其

に
き
は
し
さ
は
け
に
御
神
の
御
威
徳

い
み
し
う
こ
そ
た
ふ
と
け
れ
、
三
四
町
斗
行
て

御
社
の
前
な
る
町
中
に
大
き
な
る
鳥
居

あ
り
、
御
門
を
入
に
道
い
と
廣
く
は
た
年

ふ
る
木
共
あ
ま
た
陰
く
ら
き
ま
て
う
ゑ
並
た

り
、
御
神
の
お
ま
し
ハ
さ
ま
て
広
か
ら
ね
と

其
作
り
さ
ま
は
他
に
異
に
し
て
た
ふ

と
さ
た
と
し
へ
な
し
、
し
は
し
拝
み
て
か
な
た

こ
な
た
み
も
て
行
に
、
い
と
ふ
り
た
る
御
池
に

亀
と
も
お
ほ
く
す
み
ゐ
て
、
お
の
つ
か
ら
こ
ゝ
ろ

の
と
か
に
み
ゆ
る
も
を
か
し
、
か
た
へ
に

か
ゝ
れ
る
土
橋
を
わ
た
れ
は
、
さ
ゝ
や
か
な
る
御
や
し
ろ

あ
り
、
い
と
ふ
り
た
れ
は
さ
た
か
な
ら
ね
と
弁
才
天

に
や
お
は
し
ま
す
ら
ん
、
左
の
方
に
を
れ
て

馬
場
と
も
い
ふ
へ
き
い
と
長
き
處
に
は
木
共

お
ほ
く
並
た
て
り
、
猶
か
な
た
こ
な
た
を
か
み
め

く
り
て
も
と
の
御
門
に
出
、
前
な
る
町
の
な
か
ら

な
る
加
納
屋
て
ふ
家
に
い
こ
ひ
昼
の
物
な
と

出
さ
せ
ぬ
、
爰
は
名
に
お
へ
る
濱
な
れ

は
魚
い
と
あ
さ
ら
け
し
く
は
し
有
て

御
前
の
濱
見
に
と
て
立
出
、
三
四
町
斗

も
あ
る
へ
く
い
と
賑
は
へ
り
、
ま
た
酒
つ
く
る
家

お
ほ
く
立
並
た
る
、
い
と
大
き
や
か
な
り
濱
邊
に

至
れ
は
、
は
る
か
な
る
海
の
面
只
一
目
に
見

わ
た
さ
れ
、
其
廣
や
か
さ
ま
た
た
と
へ
ん
方
な

し
、
猶
遠
く
み
わ
た
せ
は
空
も
海
も
ひ

と
つ
に
み
ゆ
る
物
か
ら
、
か
な
た
こ
な
た

に
う
こ
め
く
は
釣
す
る
ふ
ね
に
や

あ
ら
む
い
と
を
か
し
、
左
右
に
は
い
と

さ
ゝ
や
か
な
る
家
ゐ
處
々
に
た
て
る
ハ

蜑
の
住
家
に
や
、
ま
た
か
た
へ
に
は
い
と
ゝ
高

く
網
な
と
ほ
し
た
る
も
い
と
め
つ
ら
か
也
、
右

の
方
に
そ
ひ
行
は
、
海
の
面
に
さ
し
出

た
る
筑
嶌
あ
り
、
爰
へ
渡
ら
ん
と
て
小
舟
に

乗
て
行
に
、
此
嶌
の
岸
に
目
馴
ぬ

海
草
あ
ま
た
生
た
る
中
に
ち
ひ
な
き

蛎
貝
お
ほ
く
つ
き
た
る
を
、
あ
な
い
す
る
男

小
刀
に
て
取
打
、
く
た
き
う
し
ほ
に
て

さ
ら
〳
〵
と
そ
ゝ
き
た
る
を
、
い
さ
ま
ゐ
り
給
へ
と

さ
し
出
す
に
、
い
と
め
つ
ら
か
な
れ
は
手
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に
う
け
て
た
う
へ
ぬ
る
に
、
其

味
は
ひ
た
と
ふ
る
物
な
く
さ
ら
に
あ
く
こ
と

な
し
、
か
く
海
の
中
な
か
ら
海
の
物
を
く
ふ

も
ま
た
を
か
し

　
　
　
楽
し
さ
の
た
く
ひ
渚
に
お
り
立
て

　
　
　
　
家
つ
と
に
せ
む
磯
菜
濱
貝

や
か
て
筑
し
ま
に
登
り
て
み
れ
は
、
其
は
ゞ
い
と

廣
く
は
た
長
く
海
中
に
さ
し
出
た
り
、

そ
こ
ひ
な
き
海
の
面
は
只
藍
を
打
流
せ
る

如
く
み
ゆ
れ
と
、
浪
の
高
く
う
ち
上
た
る
は

雲
と
あ
や
ま
た
る
ゝ
ま
て
い
と
し
ろ
し
、

筑
嶌
ち
か
く
打
よ
す
る
し
ら
浪
は
、
今
も
や
爰

に
う
ち
あ
け
ん
心
さ
し
て
さ
も
す
さ
ま

し
き
に
、
岩
う
つ
音
の
と
ゝ
ろ
〳
〵
と

耳
を
つ
ら
ぬ
く
斗
に
お
ほ
え
て
、
長
ゐ

ハ
え
た
へ
ぬ
こ
ゝ
ち
せ
ら
れ
ぬ

　
　
　
四
方
の
海
開
は
し
め
し
昔
よ
り

　
　
　
　
か
け
て
幾
世
そ
浪
の
白
ゆ
ふ

　
　
　
蜑
小
舟
さ
し
て
行
へ
も
し
ら
浪
の

　
　
　
　
霞
て
遠
き
沖
つ
海
は
ら

此
筑
し
ま
は
ち
か
き
こ
ろ
こ
と
な
れ
り
と
そ

抑
爰
は
海
い
と
廣
や
か
に
し
て
風
あ
ら
く

波
高
き
折
は
行
か
ふ
舟
の
愁
大
か
た

な
ら
す
、
さ
れ
は
七
十
年
あ
ま
り
の
昔
よ
り

お
ほ
や
け
に
聞
え
上
奉
り
嶌
つ
か

む
と
す
れ
と
も
、
浪
風
あ
ら
く
し
て
や
ゝ
つ
み

あ
け
し
岩
と
も
打
な
か
さ
る
ゝ
こ
と
あ
ま

た
ゝ
ひ
に
し
て
こ
と
な
ら
さ
り
し
に
、
我
仕
へ

ま
す
君
難
波
の
司
に
備
り
給
ひ
し

比
、
ま
た
お
も
ひ
お
こ
し
て
ね
き
聞
え
奉
り

し
に
、
さ
し
も
あ
ら
ゝ
か
な
る
波
風
に

打
流
さ
れ
し
石
も
土
も
、
今
此
君
の
補

佐
し
給
ふ
御
代
に
あ
た
り
て
い
さ
ゝ

か
の
愁
な
く
、
お
も
ふ
か
ま
ゝ
に
こ
と
成
ぬ
と

か
や
、
さ
れ
は
爰
を
過
る
舟
の
さ
は
り
な
く

此
濱
の
賑
は
ひ
大
方
な
ら
ぬ
も
と
こ
し

へ
に
、
御
い
さ
を
残
し
給
ふ
御
徳
い
み

し
う
か
し
こ
み
奉
り
、
里
人
ハ
藤
の
御
神

と
あ
ふ
き
ま
つ
り
て
さ
ゝ
や
か
な
る
御
や
し
ろ

を
た
て
ゝ
た
ふ
と
み
あ
へ
る
も
む
へ
成
哉

　
　
　
よ
る
波
の
音
に
聞
た
に
か
し
こ
き
を

　
　
　
　
あ
ふ
か
さ
ら
め
や
里
の
蜑
人

猶
を
ち
こ
ち
見
め
く
り
て
も
と
の
酒
楼
に
立

帰
、
や
か
て
爰
を
立
出
て
、
尼
か
崎
に
来
る

こ
ろ
は
申
の
半
も
過
た
り
、
爰
に
人
お
ほ
く

む
れ
ゐ
て
い
と
か
し
ま
し
き
を
何
事
に
や

と
と
ふ
に
、
夕
網
の
魚
市
成
と
そ
、
こ
な

た
の
岸
に
魚
舟
お
ほ
く
着
た
る
を

の
そ
き
み
れ
は
鯛
は
も
鰈
な
と
其
数
不
知

目
覚
し
き
ま
て
お
ほ
か
り
、
い
と
め
つ
ら
か

な
れ
は
か
な
た
こ
な
た
の
舟
も
み
て
行
き
、
扨

帰
り
て
も
と
の
ふ
ね
に
う
ち
乗
り
、
そ
や
過
る

比
難
波
に
帰
り
ぬ

睦
月
中
の
よ
か
子
過
る
比
よ
り
、
處
々
に

鎮
ま
す
御
神
の
御
社
い
と
賑
は
へ
り
、
こ
は

其
町
々
氏
神
と
あ
ふ
き
奉
る
御
神
ニ
ま
う

て
ゝ
、
み
あ
か
し
の
火
を
火
縄
に
移
し

暁
比
に
帰
り
て
其
家
〳
〵
の
御
神
に

み
あ
か
し
さ
ゝ
け
て
後
、
今
日
の
節
會
の
粥

焚
そ
む
る
と
そ
、
東
に
て
か
ゝ
る
こ
と
聞
も

な
ら
は
ね
は
、
め
つ
ら
か
に
お
ほ
え
て
を
か
し

き
さ
ら
き
始
の
午
の
日
に
御
城
前
な
る

馬
場
と
い
へ
る
處
に
、
人
の
つ
と
へ
る
こ
と

お
ひ
た
ゝ
し
、
こ
は
い
と
ゝ
廣
き
芝
原
に

て
ぬ
ひ
る
よ
め
な
な
と
い
と
い
お
ほ
か
れ
は

ひ
ね
も
す
指
も
て
あ
そ
ふ
也
、
は
た
を
の

わ
ら
は
は
爰
に
つ
と
ひ
て
い
か
の
ほ
り
も
て

あ
そ
ふ
、
東
に
か
は
り
初
春
の
こ
ろ
ハ
さ
る
わ
さ

え
せ
て
け
ふ
な
む
こ
ゝ
に
あ
く
る
を
も
て

な
ら
は
し
と
せ
り
、
す
へ
て
此
あ
た
り
春
の

賑
は
ひ
た
と
へ
ん
か
た
な
し

難
波
の
町
に
常
に
は
や
ら
せ
給
ふ
ハ
天
満

御
神
也
、
御
社
の
め
く
り
梅
い
と
お
ほ
か
れ
ハ

き
さ
ら
き
の
比
、
爰
に
ま
う
つ
る
人
絶

間
な
し

　
　
　
さ
か
り
と
は
と
は
ね
と
し
る
し
諸
人
の

　
　
　
　
梅
か
か
な
ら
ぬ
袖
の
な
け
れ
は

御
社
の
う
し
ろ
奥
ま
れ
る
處
に
宇
賀
の

御
神
の
み
や
し
ろ
有
、
御
前
に
い
と

ふ
り
た
る
池
有
て
、
め
く
り
に
梅
い
と
お
ほ
し

　
　
　
咲
梅
の
香
に
や
浸
る
と
立
よ
り
て

　
　
　
　
結
ひ
て
そ
み
る
春
の
池
水

池
の
め
く
り
に
大
き
な
る
藤
棚
あ
り

花
の
さ
か
り
は
こ
と
に
賑
は
し

　
　
　
お
の
つ
か
ら
年
ふ
る
池
も
春
く
れ
は

　
　
　
　
若
む
ら
咲
に
匂
ふ
藤
浪

高
津
の
御
社
も
梅
い
と
お
ほ
し
、
は
た
昔

の
名
残
と
て
さ
ゝ
や
か
な
る
高
臺
残
れ
る
も

い
と
ゆ
か
し

　
　
　
難
波
津
の
昔
を
か
け
て
思
へ
と
や
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い
か
き
の
梅
の
咲
匂
ふ
ら
む

き
さ
ら
き
の
末
の
ふ
つ
か
、
天
王
寺
の
舞
楽
こ
そ

昔
お
ほ
え
て
い
と
た
ふ
と
け
れ
、
此
舞
楽

て
ふ
こ
と
は
大
方
な
ら
ぬ
存
よ
し
有
こ
と
と

な
む
、
物
よ
く
わ
き
ま
へ
ぬ
心
に
は
今
日

爰
に
つ
と
へ
る
人
を
す
さ
ま
し
と

お
も
ふ
の
み
、
只
た
ふ
と
さ
と
か
し
こ
さ
に

い
ふ
へ
き
事
も
あ
ら
す
か
し
、
は
た
亀
井

の
水
の
い
と
清
き
に
、
お
の
つ
か
ら
心
も

す
め
る
斗
に
な
む

　
　
　
あ
な
た
ふ
と
心
の
塵
も
餘
波
な
く

　
　
　
　
そ
ゝ
き
て
行
む
法
の
ま
し
水

　
　
　
幾
度
歟
結
ふ
亀
井
の
ま
し
水
を

　
　
　
　
深
き
ち
き
り
と
思
ふ
へ
き
か
は

弥
生
の
ひ
ゐ
な
ま
つ
り
ハ
東
と
は
様
か
は
れ
り
、

紫
宸
殿
の
さ
ま
さ
ゝ
や
か
な
れ
と
、
お
の
つ
か
ら

大
内
の
み
あ
り
さ
ま
か
く
や
と
お
ほ
え
て
い
と

か
し
こ
し
、
は
た
紙
も
て
つ
く
れ
る
左
右
の

桜
立
花
も
匂
ふ
斗
の
心
ち
に
な
む

　
　
　
か
く
な
か
ら
幾
世
さ
く
ら
も
立
花
も

　
　
　
　
心
の
と
か
に
み
る
か
か
し
こ
さ

弥
生
は
し
め
つ
か
た
、
住
よ
し
の
汐
干
い
と
賑

は
し
、
堺
す
ち
よ
り
長
町
を
過
れ
は
左
右

い
と
廣
や
か
な
る
野
道
に
し
て
、
右
の
方
は
る

か
に
紀
伊
国
に
名
高
き
山
々
み
ゆ

左
の
か
た
に
は
清
水
の
御
山
は
た
、
浮
瀬

の
酒
楼
な
と
み
ゆ
、
猶
行
は
天
下
茶
屋
と

い
へ
る
あ
り
、
爰
も
打
過
行
に
御
社
に
ち
か
き

あ
た
り
に
は
茶
亭
は
た
酒
楼
も
お
ほ
か
り
、

中
に
も
伊
丹
屋
三
文
字
屋
い
と
賑

は
へ
り
、
反
橋
の
向
ひ
は
い
と
さ
ゝ
や
か
な
る
松
並

た
り
、
其
ひ
ま
〳
〵
に
桜
の
咲
た
る
は
波

こ
え
た
ら
ん
か
と
う
た
か
は
る

郷
の
御
社
い
と
た
ふ
と
し
、
御
社
の
右
の
方

に
御
田
有
、
五
月
末
の
八
日
ハ
御
田
祭

い
と
賑
は
し
、
爰
よ
り
左
の
方
弐
町
餘
り
行
て

浅
澤
を
の
の
名
残
有
、
杜
若
い
と
お
ほ
し

　
　
　
浅
か
ら
ぬ
色
に
そ
匂
ふ
か
き
つ
は
た

　
　
　
　
あ
さ
し
は
を
の
ゝ
の
水
に
さ
け
と
も

爰
よ
り
壱
町
餘
り
右
な
る
小
橋
を
わ
た
り
て

左
の
方
な
る
難
波
屋
て
ふ
茶
亭
の
庭
に

い
と
ふ
り
た
る
大
木
の
松
あ
り
、
此
あ
た
り
は

遠
里
小
野
と
よ
へ
る
と
そ

　
　
　
住
よ
し
の
遠
里
を
の
ゝ
遠
け
れ
と

　
　
　
　
松
は
難
波
の
名
に
聞
え
け
り

扨
濱
の
か
た
に
至
ら
む
と
右
の
方
な
る
松
の

並
た
る
い
と
廣
き
處
を
過
、
高
燈
籠
の
も
と
に

至
る
、
こ
は
か
ゝ
る
浦
々
に
た
つ
る
物
也
と
そ
、

其
さ
ま
な
か
ら
ま
て
石
も
て
た
ゝ
み
上
は
目
も

お
よ
は
ぬ
ま
て
い
と
と
高
か
り
、
向
ひ
な
る
堤
に

登
れ
は
海
の
面
只
一
目
に
み
わ
た
さ
れ
す
々

た
る
ひ
ま
〳
〵
に
高
く
打
あ
け
た
る
浪
は

さ
な
か
ら
雲
と
散
玉
と
く
た
く
る
な
と
え
も

い
ひ
か
た
き
に
、
向
ひ
は
る
か
に
淡
路
し
ま

み
ゆ
る
も
ま
た
た
と
へ
ん
方
な
し

　
　
　
住
よ
し
と
名
に
し
お
へ
れ
は
浦
波
の

　
　
　
　
立
帰
る
へ
き
心
ち
こ
そ
せ
ね

　
　
　
わ
す
れ
草
生
と
し
聞
は
す
み
よ
し
の

　
　
　
　
浦
山
し
く
も
な
か
め
つ
る
哉

　
　
　
お
り
た
ち
て
あ
さ
り
て
を
み
む
わ
す
れ
貝

　
　
　
　
し
は
し
東
の
か
た
や
わ
す
る
と

一
と
せ
弥
生
半
は
か
り
、
河
内
の
國
な
る
葛
井

寺
よ
り
處
々
に
ま
う
て
ん
と
て
朝
ま
た
き

難
波
を
立
出
け
る
に
、
天
王
寺
村
に
て

夜
は
や
う
〳
〵
明
は
て
ぬ
、
爰
に
茶
亭
め
く

處
み
ゆ
れ
と
ま
た
人
有
と
し
も
み
え
ね
は

其
う
ち
と
う
出
て
、
し
は
し
い
こ
ひ
行
々
て

平
野
の
大
念
佛
て
ふ
御
寺
に
ま
う
つ

僧
お
ほ
く
立
並
て
朝
の
つ
と
め
聲
澄
て

い
と
た
ふ
と
し
、
御
門
の
前
な
る
茶
亭
に

い
こ
ふ
ほ
と
、
今
は
し
め
て
お
き
出
た
る
に
や
あ
ら
ん
、

め
の
わ
ら
は
目
を
す
り
帯
も
ゆ
ひ
あ
へ
す
茶
な

と
出
す
さ
ま
い
と
を
か
し
、
平
野
の
ま
ち
を

過
れ
は
摂
津
河
内
の
境
川
あ
り
、
小
橋
を

わ
た
り
行
々
て
大
和
河
に
至
る
、
な
か
れ
い
と

清
く
か
な
た
こ
な
た
に
生
る
水
艸
の
緑
は

水
に
も
ま
し
て
清
ら
か
也
、
板
は
し
を

渡
れ
は
堤
に
草
お
ほ
く
生
た
る
中
に

引
捨
た
る
牛
み
つ
よ
つ
お
の
か
ま
ゝ
に

あ
ゆ
み
め
く
り
て
草
は
む
な
と
画
に
も
か
ゝ
ま

ほ
し
け
也
、
左
に
そ
ひ
ゆ
け
は
小
山
て
ふ

村
里
に
出
、
此
里
よ
り
團
扇
お
ほ
く
作
り

出
し
て
京
難
波
に
て
も
て
は
や
せ
り
、
爰
を
過

右
に
を
れ
行
は
し
は
し
町
つ
ゝ
き
て
賑
は
し

こ
ゝ
を
過
、
野
を
過
て
御
寺
の
も
と
に
至
る

か
た
へ
の
北
門
よ
り
入
に
右
の
方
に
藤
棚

あ
り
、
下
に
石
も
て
作
れ
る
い
と
大
き
な
る
井
有
、

藤
の
花
や
う
〳
〵
咲
出
た
る
も
御
寺
の
み
名

お
ほ
え
て
い
と
た
ふ
と
し

　
　
　
紫
の
雲
歟
あ
ら
ぬ
歟
藤
の
は
な
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は
ひ
も
て
か
ゝ
る
法
の
道
芝

御
堂
も
い
と
廣
や
か
な
り
、
西
國
五
番
に
あ
た

ら
せ
給
ふ
、
圓
通
菩
薩
い
と
た
ふ
と
く
拝
し
奉
ぬ

御
堂
の
う
し
ろ
な
る
御
園
に
紫
雲
石
の

燈
籠
あ
り
、
其
色
い
と
う
る
は
し
、
こ
は
い
つ
の

み
代
に
か
帝
の
納
め
給
へ
り
し
と
そ
、
前
な
る

御
門
を
出
れ
は
旅
舎
お
ほ
く
立
並
て
い
と

賑
は
し
、
爰
に
い
こ
ひ
て
左
の
か
た
な
る
畑

の
あ
は
ひ
な
る
い
と
せ
は
き
道
を
行
々
て
道
明

寺
に
至
る
、
此
寺
は
都
な
る
や
ん
こ
と
な
き
あ

た
り
よ
り
女
僧
た
ゝ
せ
給
へ
り
と
そ
、
御
寺
い
と
き
ら

や
か
也
御
堂
は
圓
通
の
み
佛
た
ゝ
せ
給
ひ

か
た
へ
に
天
み
つ
御
神
の
御
宮
あ
り
、
こ
は

此
神
の
御
手
つ
か
ら
つ
く
ら
せ
給
ふ
と
そ
、
鳴
は

こ
そ
わ
か
れ
も
う
け
れ
と
よ
み
給
へ
り
し
に
よ
て

此
里
は
今
に
鶏
を
か
は
す
と
な
む
、
覚
寿

尼
公
の
人
か
た
御
堂
に
有
、
坊
中
に

三
宝
の
梅
と
い
へ
る
あ
り
、
此
梅
の
実
、
年
中

落
る
こ
と
な
く
あ
か
ら
む
こ
と
な
し
と
そ
、
坊
の
う
し

ろ
に
木
槵
樹
と
い
へ
る
名
木
有
い
と

大
木
也
、
爰
を
立
出
て
誉
田
の
御
社
に

ま
う
つ
、
い
と
ふ
り
た
る
御
社
こ
と
に
た
ふ
と
し

左
の
か
た
に
車
楽
堂
と
い
へ
る
有
、
難
波
の

處
々
の
神
ゝ
の
御
ま
つ
り
は
此
車
楽
也
、
其

作
り
さ
ま
は
た
物
の
音
も
東
と
か
は
り
て
い
と

ひ
な
ひ
た
り
、
此
み
や
し
ろ
成
車
楽
は
日
の
本

に
始
て
作
れ
る
と
そ
、
難
波
に
て
常
に
目
馴

し
よ
り
ハ
い
と
大
き
也
、
右
の
方
石
の
反
橋

を
わ
た
れ
は
、
奥
の
院
地
蔵
菩
薩
た
ゝ
せ
給
へ
り

か
た
へ
に
龍
の
池
閼
伽
井
な
と
い
と
ふ
り
た
る

あ
り
、
ま
た
か
た
は
ら
に
綾
杉
と
て
大
木
の
す
ぎ

有
、
う
し
ろ
な
る
高
き
御
山
に
は
帝
の

み
さ
ゝ
き
あ
り
、
石
階
段
い
と
高
く
し
て
左
右
よ
り

草
生
た
り
、
苔
む
し
た
る
石
の
燈
籠
数

お
ほ
く
並
立
、
其
ひ
ま
〳
〵
に
松
桜
並
立
、

お
の
つ
か
ら
ふ
り
た
る
さ
ま
い
と
と
ふ
と
け
也
、

御
廟
の
め
く
り
あ
ま
た
ゝ
ひ
拝
し
奉
て
ま
か
て
ぬ

夫
よ
り
大
黒
村
て
ふ
處
に
至
る
、
い
と
清
ら
な
る

河
原
を
わ
た
り
大
こ
く
寺
て
ふ
御
寺
に
ま
う
つ

こ
ゝ
に
し
つ
ま
り
ま
す
大
黒
天
ハ
日
の

本
に
始
て
渡
ら
せ
給
ふ
御
神
也
と
そ
、

前
な
る
河
原
に
日
毎
に
壱
つ
つ
ゝ
此
御
神

の
み
か
た
ち
し
た
る
石
な
か
る
ゝ
と
い
へ
と
も

是
を
ひ
ろ
ふ
者
い
と
稀
な
り
と
か
や
、
猶
行

て
壷
井
村
に
至
る
、
い
と
大
き
な
る
石
の

鳥
居
を
す
こ
し
隔
て
石
階
の
も
と
に

井
あ
り
、
是
な
む
壷
井
と
唱
へ
て
ゆ
ゑ
よ
し

あ
る
井
也
と
そ
、
水
い
と
清
け
也

　
　
　
く
み
て
し
る
壷
井
の
水
の
深
か
ら
ぬ

　
　
　
　
恵
に
な
ひ
く
よ
も
の
民
艸

石
階
を
登
れ
は
御
社
い
と
き
ら
や
か
な
り

八
幡
の
御
宮
居
い
と
ゝ
ふ
と
し
、
う
し
ろ
な
る

高
き
山
々
に
は
松
杉
陰
く
ら
き
ま
て
生

し
け
り
た
る
い
と
物
す
こ
し
、
か
な
た
こ
な
た
拝

し
め
く
り
て
爰
を
立
出
、
通
法
寺
に
至
る

い
と
ふ
り
た
る
御
寺
の
さ
ま
た
ふ
と
け
な
り

御
堂
は
い
と
さ
ゝ
や
か
に
て
阿
弥
陀
佛
た
ゝ
せ

給
ふ
、
か
た
へ
に
頼
義
公
の
お
く
つ
き
と
て

圓
通
菩
薩
の
御
堂
有
、
左
の
方
ほ
そ
き
道

を
壱
町
あ
ま
り
行
て
す
こ
し
高
き
處
に

頼
信
公
の
お
く
つ
き
と
て
さ
ゝ
や
か
な
る
山
の
上
に

松
一
本
た
て
る
の
み
、
ま
た
す
こ
し
左
の
方

に
お
な
し
さ
ま
な
る
山
に
松
の
み

立
た
る
、
爰
は
義
家
公
の
お
く
つ
き
也
と
そ
、

あ
ま
た
の
星
霜
か
さ
な
れ
る
ゆ
ゑ
に
や
苔

む
せ
る
石
さ
へ
な
し
、
い
と
た
ふ
と
く
も
ま
た

哀
に
こ
そ

　
　
　
ふ
み
ゝ
る
も
猶
か
し
こ
し
な
跡
た
れ
て

　
　
　
　
絶
す
通
へ
る
法
の
道
し
は

夫
よ
り
磯
長
山
叡
福
寺
に
ま
う
つ
、
こ
は

世
に
上
ノ
太
子
と
唱
ふ
い
と
廣
や
か
に
し
て

ふ
り
た
る
さ
ま
た
ふ
と
さ
た
と
へ
な
し
、
山
門

中
門
う
ち
過
て
左
の
方
に
聖
徳
太
子

の
御
堂
有
、
こ
は
み
手
つ
か
ら
作
ら
せ
給
ふ
尊

影
也
と
そ
、
其
御
顔
は
せ
さ
な
か
ら
生
る

に
こ
と
な
ら
す
、
物
も
の
給
ふ
へ
き
、
み
あ
り

さ
ま
い
と
た
ふ
と
く
て
、
お
そ
る
〳
〵
拝
し
ま
つ
り

て
ま
か
て
ぬ
、
向
ひ
な
る
御
墓
山
は
太
子
の

御
廟
な
り
と
か
や
、
其
め
く
り
い
と
高
き
石
の

玉
垣
立
た
り
、
手
の
と
ゝ
く
へ
き
あ
た
り
に

さ
ま
〳
〵
の
艸
生
た
る
、
か
か
ゝ
る
御
山
に
生
し

草
と
お
も
へ
れ
は
心
な
き
小
草
す
ら
た
ふ
と

け
に
み
ゆ
る
も
を
か
し
、
御
山
の
中

よ
り
は
い
と
大
き
な
る
木
と
も
さ
し
出
て

陰
く
ら
き
ま
て
繁
り
た
り
、
此
石
の
玉
垣
は

弘
法
大
師
た
て
給
ふ
と
か
や
、
其
数
い
と

お
ほ
く
し
て
か
そ
ふ
る
度
に
お
な
し

か
ら
す
と
い
へ
る
に
い
と
い
ふ
か
し
け
れ
は

と
も
な
へ
る
人
々
か
そ
ふ
る
に
其
数
み
つ
い
つ
ゝ

ほ
と
も
た
か
へ
り
、
お
な
し
人
弐
度
よ
み
ゝ
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れ
は
弐
度
共
に
た
か
へ
り
、
い
と
ふ
し
き
の

こ
と
よ
と
人
々
言
あ
へ
り

　
　
　
御
墓
山
石
の
玉
垣
代
々
遠
く

　
　
　
　
た
て
し
や
い
つ
の
昔
な
る
ら
む

御
山
の
中
よ
り
左
の
方
に
い
と
高
く
さ
し

出
た
る
楠
あ
り
、
大
乗
木
と
名
つ
く
と
そ
、
こ
は

太
子
の
御
母
公
か
く
れ
さ
せ
給
へ
り
し
御
か
ら

納
し
御
車
の
轅
を
こ
ゝ
に
太
子
の

御
手
つ
か
ら
さ
ゝ
せ
給
へ
り
し
に
、
か
く
枝
葉

し
け
り
た
る
と
な
む
、
右
の
方
な
る
一
き
は

高
き
山
ハ
五
字
か
嶺
と
か
や
、
よ
へ
り
登
り
て

み
れ
は
所
々
の
田
畑
ま
た
山
々
ま
て
隈
な
く

み
渡
さ
れ
、
其
な
か
め
た
と
へ
ん
方
な
し

此
御
山
は
昔
、
紫
の
雲
棚
引
し
處
也

と
そ
、
か
く
み
る
こ
と
聞
こ
と
〳
〵
に
目
も
心

も
驚
る
ゝ
斗
た
ふ
と
さ
限
り
無
て
、
す
ゝ
ろ
に

袂
を
う
る
ほ
し
け
る
、
御
門
を
出
て
向
ひ
な
る

坂
路
を
登
れ
は
西
方
院
と
い
へ
る
尼
寺
有

御
門
の
前
に
三
姫
の
墓
と
て
み
つ

並
て
い
と
ふ
り
た
る
有
、
此
御
寺
の
尼
君
に
は

故
有
て
難
波
に
て
ま
み
へ
し
こ
と
あ
れ
は

あ
な
い
を
乞
て
入
け
る
に
、
大
方
な
ら
す

も
て
な
し
給
ふ
、
し
は
し
物
語
て
爰
を
立

出
や
か
て
家
路
に
お
も
む
き
ぬ
、
難
波

よ
り
爰
ま
て
五
里
に
あ
ま
り
ぬ
へ
し
、
弐
里

餘
り
難
波
ち
か
く
な
り
て
玉
手
山
と
い
へ
る

御
山
に
ま
う
つ
、
い
と
高
き
坂
路
を
登
れ

は
左
の
方
に
御
堂
あ
り
、
き
ら
や
か
に

し
て
い
と
た
ふ
と
け
也
、
ま
た
一
き
は
登
れ
ハ

右
の
方
を
國
見
の
岡
と
い
へ
り
、
い
つ
ゝ
の
國
は

只
目
の
下
に
み
え
、
西
の
國
々
山
々
浦
々
ま
て

み
わ
た
さ
れ
、
其
詠
さ
ら
に
た
と
ふ
る
物
な
し

か
た
へ
に
舟
形
の
松
と
て
い
と
大
き
な
る

舟
の
か
た
ち
し
た
る
松
あ
り
、
此
松
の
上
に

登
ら
ん
に
は
猶
遠
き
國
々
の
み
え
も
や

せ
む
と
い
と
め
つ
ら
か
に
お
ほ
え
て

　
　
　
う
ち
乗
て
行
て
み
よ
と
や
舟
か
た
の

　
　
　
　
松
は
國
見
の
岡
に
立
ら
む

　
　
　
山
の
名
の
玉
ひ
ろ
ふ
て
ふ
蜑
な
ら
ハ

　
　
　
　
乗
て
み
ま
し
を
舟
か
た
の
松

こ
ゝ
を
お
り
て
す
こ
し
な
た
ら
か
な
る
處
に

い
と
を
か
し
う
つ
く
り
な
し
た
る
庵
あ
り

筑
垣
の
中
に
龍
眼
肉
て
ふ
木
有
、
こ
は

尾
州
の
殿
よ
り
を
さ
め
給
へ
る
と
そ
目
馴
ぬ

木
の
さ
ま
な
れ
は
人
し
て
と
は
せ
け
る
に

か
く
こ
た
へ
ぬ
、
猶
左
に
そ
ひ
行
は
小
草

い
た
く
し
け
れ
る
中
に
わ
ら
ひ
お
ほ
く
お
ひ

出
た
る
を
見
捨
か
た
く
て
い
さ
ゝ
か
摘
も
て
帰
り

ぬ
、
爰
よ
り
右
の
方
に
尾
州
の
殿
代
々

の
御
墓
立
並
た
り
、
其
め
く
り
朱
の
玉
垣

に
し
て
い
と
き
ら
や
か
な
り
、
爰
よ
り
も
と
の
坂

路
を
麓
に
お
り
ぬ
、
ま
た
壱
里
あ
ま
り

難
波
ち
か
く
に
椋
樹
山
勝
軍
寺
て
ふ

御
寺
に
ま
う
つ
、
こ
は
世
に
下
の

太
子
と
唱
ふ
御
堂
は
い
と
さ
ゝ
や
か
な
れ
と

聖
徳
太
子
植
髪
の
尊
影
み
て
つ
か
ら

作
ら
せ
給
ふ
と
そ
、
御
堂
の
向
ひ
に
垣
結
め

く
ら
し
て
い
と
大
き
な
る
椋
の
木
有
、
こ
は

大
か
た
な
ら
ぬ
故
有
木
に
し
て
御
寺
の
名

に
も
よ
へ
る
と
な
む
、
昔
ハ
御
寺
も
大
き
や
か

成
し
か
今
ハ
只
か
た
斗
残
れ
と
も
、
椋
の
木
は

猶
く
ち
す
し
て
い
さ
を
世
々
に
傳
へ
け
る

と
そ
、
御
門
の
外
に
守
屋
の
連
の
お
く

つ
き
、
は
た
首
洗
の
池
な
と
い
へ
る
有
、
い
と

さ
ゝ
や
か
な
れ
と
い
と
物
す
こ
き
心
ち
す
、
爰
を
過

て
平
野
の
里
に
至
り
し
比
は
申
の

半
も
過
た
り
、
こ
ゝ
よ
り
難
波
へ
弐
里
餘
り
、
駕
籠

を
や
と
ひ
て
そ
や
の
比
帰
つ
き
ぬ
、
け
ふ
の
道
ハ

行
来
山
坂
に
て
い
と
こ
う
し
ぬ
れ
は

や
か
て
う
ち
ふ
し
ぬ

弥
生
中
は
の
比
、
桜
の
宮
の
賑
は
ひ
大
か
た

な
ら
す
、
淀
川
に
そ
ひ
て
弐
丁
餘
り
桜

う
ゑ
並
た
れ
は
、
舟
に
て
行
も
あ
り
陸
よ
り

行
も
、
お
の
か
し
ゝ
花
の
本
に
氈
引
て

う
た
ふ
有
ま
ふ
あ
り
、
い
と
目
覚
る
斗
に
な
む
、

御
社
の
中
に
は
大
木
の
桜
あ
り
て

こ
と
に
う
る
は
し

　
　
　
春
こ
と
に
と
ひ
来
る
人
は
神
垣
の

　
　
　
　
さ
く
ら
か
も
と
に
絶
す
さ
り
け
る

　
　
　
名
に
お
へ
る
神
の
い
か
き
に
咲
出
て

　
　
　
　
よ
し
に
か
を
れ
る
さ
く
ら
は
な
か
な

生
玉
の
御
社
も
桜
い
と
お
ほ
し
、
安
井
の

天
神
の
み
や
し
ろ
も
ま
た
お
な
し
、
降
専
寺
の

糸
さ
く
ら
桃
谷
の
花
さ
か
り
其
に
き
は
ひ

大
方
な
ら
す
、
桃
の
畑
中
に
梅
の
家
と

唱
ふ
る
茶
亭
あ
り
、
爰
は
東
な
る
梅
か
家
に

ま
ね
ひ
い
と
み
や
ひ
た
る
作
り
さ
ま
に
て
庭

い
と
廣
や
か
也
、
此
庭
の
山
よ
り
桃
山
四
方
に

み
わ
た
さ
れ
、
只
一
よ
ふ
に
紅
な
る
ひ
ま
〳
〵
に

菜
の
花
の
黄
な
る
、
麦
の
所
々
に
青
々
た
る
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さ
ら
に
錦
敷
た
ら
ん
か
と
お
ほ
ゆ
と
、
爰
よ
り

す
こ
し
隔
て
野
中
の
観
音
堂
と
い
へ
る
有
、

こ
ゝ
に
も
糸
さ
く
ら
お
ほ
し

野
田
の
藤
、
浦
江
の
杜
若
、
茨
住
吉
の
杜
若

藤
、
小
堀
口
の
杜
若
、
赤
河
の
か
き
つ
は
た
、
月

江
寺
の
藤
、
十
三
の
藤
、
浮
瀬
西
照
庵
の

花
見
な
と
、
其
處
々
の
賑
は
ひ
お
ろ
か
な
る

筆
も
て
尽
す
へ
か
ら
す

卯
月
は
し
め
の
ふ
つ
か
よ
り
八
日
ま
て
、
河
内
の

國
な
る
野
崎
の
圓
通
の
み
佛
無
縁
経
と
て

い
と
賑
は
し
、
難
波
よ
り
三
里
河
舟
に
て

行
も
あ
り
、
あ
る
は
陸
に
て
行
か
ひ
さ
ま
に

物
言
か
は
し
ま
た
歌
う
た
ふ
も
有
、
い
と
む
つ

ま
し
け
に
高
き
賎
し
き
隔
な
き

さ
ま
実
に
御
佛
の
霊
験
い
ち
し

る
き
故
な
ら
む
か
し
、
一
と
せ
み
つ
と
い
へ
る

に
舟
に
て
ま
う
て
け
る
に
、
咲
残
り

た
る
花
の
水
に
散
菜
の
花

の
か
な
た
こ
な
た
に
咲
た
る
、
え
も
い
ひ
か
た
き

に
行
か
ふ
人
の
物
思
ひ
な
け
に

み
ゆ
る
も
を
か
し

　
　
　
恵
み
か
は
し
袖
引
つ
れ
て
し
る
し
ら
ぬ

　
　
　
　
春
の
野
崎
に
あ
そ
ふ
諸
人

　
　
　
水
の
面
に
散
う
く
花
は
お
の
つ
か
ら

　
　
　
　
春
せ
き
と
め
し
心
ち
こ
そ
す
れ

卯
月
八
日
に
は
つ
ゝ
し
の
花
を
竹
に

結
付
、
軒
は
に
高
く
さ
し
出
し
て

花
供
養
と
唱
ふ

お
な
し
こ
ゝ
ぬ
か
に
は
、
和
國
寺
て
ふ

御
寺
に
植
木
市
と
て
諸
國
よ
り

さ
ま
〳
〵
の
大
木
を
あ
つ
め
持
寄
て
、
ひ
さ

く
こ
と
其
賑
ひ
大
方
な
ら
す
、
ま
た
こ
と
國

に
有
へ
く
も
あ
ら
す

中
の
な
ぬ
か
は
東
照
の
御
神
御
ま
つ
り

い
と
賑
は
し
、
こ
は
高
き
司
々
の
か
た
〳
〵
も

ま
う
て
さ
せ
給
ひ
お
ほ
や
け
の
お
き
て

お
ろ
そ
か
な
ら
す
、
た
ふ
と
く
も
ま
た
目
覚
し

き
ま
て
に
な
む

五
月
い
つ
か
軒
は
に
ざ
う
ふ
と
せ
ん
檀

の
葉
を
か
く
る
、
遠
き
む
か
し
は
な
へ
て
か
く

せ
ん
た
ん
を
か
け
し
と
古
き
文
に
も

あ
り
と
か
や
、
め
つ
ら
か
に
お
ほ
え
て
い
と

を
か
し

　
　
　
軒
の
つ
ま
に
さ
せ
る
あ
や
め
の
あ
や
な
く
も

　
　
　
　
昔
の
こ
と
そ
思
は
れ
に
け
る

水
無
月
朔
日
勝
鬘
院
毘
沙
門
堂
愛
染

堂
い
と
賑
は
へ
り
、
此
山
の
奥
に
家
隆
卿
の

お
く
つ
き
有
、
す
へ
て
此
あ
た
り
は
ふ
り
た
る
碑

い
と
お
ほ
し
、
此
坂
下
を
す
く
に
行
は

新
清
水
寺
と
て
高
き
石
階
を
登
り
て

圓
通
菩
薩
の
御
堂
有
、
石
階
の
も
と
に

逢
坂
の
清
水
と
て
い
と
清
き
流
れ
あ
り

こ
ゝ
よ
り
野
道
を
す
く
に
一
町
あ
ま
り
行
は

一
心
寺
と
い
へ
る
御
寺
の
坂
下
に
増
井
の

清
水
と
い
へ
る
有
、
い
と
き
よ
く
し
て
行
来
の

人
絶
す
こ
ゝ
に
い
こ
へ
り
、
爰
よ
り
天
王
寺
に

い
と
ち
か
し
亀
井
増
井
逢
坂
の
三
名
水

と
て
い
と
名
高
し
と
そ
、
此
坂
を
登
れ
は

一
心
寺
て
ふ
御
寺
也
、
昔
は
い
と
大
き
や
か
に

し
て
大
方
な
ら
ぬ
故
よ
し
有
御
寺
と
か
や

今
は
さ
ま
て
廣
か
ら
ね
と
昔
お
ほ
え
て

い
と
た
ふ
と
し
、
御
堂
の
左
の
方
に
茶
臼
山

み
ゆ
、
御
堂
に
向
ひ
て
右
の
方
に

本
田
何
か
し
の
お
く
つ
き
有
、
こ
は
元
和
の

み
た
れ
に
此
あ
た
り
に
て
を
は
り
し
人

成
と
か
や
、
今
の
世
に
う
つ
く
し
き

名
を
残
せ
る
も
い
と
哀
に
こ
そ
、
か
た
へ
に

家
臣
の
名
々
の
お
く
つ
き
も
有
、
御
門
の

向
ひ
に
福
屋
と
い
へ
る
名
高
き

酒
楼
有
て
ま
ら
う
と
絶
す
い
と
賑
は
し

水
無
月
半
の
比
よ
り
難
波
橋
の
す
ゝ
み
い
と

賑
は
へ
り
、
橋
の
向
ひ
な
る
肥
前
の
殿
の
御
屋

敷
前
に
茶
亭
お
ほ
く
並
立
て
爰
ニ

い
こ
ふ
人
引
も
き
ら
す
、
は
た
水
の
お
も
は

さ
し
も
に
廣
き
淀
河
處
せ
き
ま
て

大
舟
小
ふ
ね
さ
し
つ
と
ひ
、
と
も
し
つ
れ
た
る

其
の
影
は
星
よ
り
も
猶
し
け
く
、
天
に

か
ゝ
や
き
水
を
て
ら
し
、
さ
な
か
ら
昼
に

こ
と
な
ら
す
、
は
た
花
火
の
目
さ
ま
し
さ
東

な
る
ふ
た
國
か
け
し
橋
の
も
と
に
も

は
る
か
に
ま
さ
り
ぬ
へ
く
そ
お
も
ほ
え

ぬ
る

　
　
　
涼
す
る
人
の
こ
ゝ
ろ
も
い
と
と
広
き

　
　
　
　
淀
の
河
せ
の
舟
そ
に
き
は
ふ

お
な
し
日
の
中
の
よ
か
に
は
住
よ
し

御
輿
洗
の
神
事
い
と
賑
は
し
、
此
日
う
し
ほ

に
身
を
ひ
た
せ
は
も
ゝ
の
や
ま
ひ
を
い
や
す

と
か
や
、
遠
き
國
々
よ
り
も
つ
と
ひ
来
て
爰
に

し
ほ
あ
み
す
る
人
い
と
目
覚
し
き
ま
て
お
ほ

か
り
、
は
た
舟
に
て
も
う
つ
る
も
す
く
な
か
ら
ね
ハ
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濱
邊
の
賑
は
ひ
た
と
へ
ん
方
な
し

十
五
日
は
嶌
の
内
三
津
八
幡
宮
御
祭

十
七
日
御
堂
の
宮

十
九
日
高
津
の
宮

廿
一
日
博
労
稲
荷

廿
二
日
座
摩
ノ
宮

廿
五
日
天
満
ノ
宮

廿
六
日
豊
津
稲
荷

廿
八
日
生
玉
ノ
宮

晦
日
住
吉
名
越
の
御
祭

住
よ
し
の
御
神
は
月
毎
に
御
祭

に
き
は
し
く
、
年
に
七
十
五
日
度
御
祭

有
と
か
や
、
さ
れ
と
も
水
無
月
つ
こ
も
り
を

大
ま
つ
り
と
唱
へ
其
賑
は
ひ
大
方
な
ら
す
、

は
た
所
々
の
御
神
も
い
と
に
き
は
し
く
、
町
々
を

引
も
て
あ
る
く
車
楽
の
は
や
し
た
つ
る
音
は

日
々
天
地
に
と
ゝ
ろ
き
か
し
ま
し
き
ま
て

目
覚
し
く
な
む
こ
と
に
、
天
み
津
御
神

ハ
難
波
橋
よ
り
安
治
河
ま
て
舟
に
て
わ
た
ら
せ

給
ふ
、
御
送
り
ふ
ね
迎
ひ
舟
篝
ふ
ね
な
と
こ
そ
り

て
、
さ
ら
に
水
の
色
も
わ
か
ぬ
ま
て
其

賑
は
し
さ
あ
け
て
か
そ
へ
盡
す
へ
か
ら
す
、

東
と
か
は
り
美
々
し
か
ら
ね
と
賑
は
し

さ
は
亦
こ
と
處
に
有
と
も
お
ほ
え
す

文
月
の
燈
籠
七
夕
ま
つ
り
東
に
異

な
る
こ
と
な
し
、
お
ん
ご
く
お
と
り
と
て
め
の
わ
ら

は
う
ち
つ
と
ひ
歌
う
た
ひ
町
々
を
あ
り
く

さ
ま
い
と
鄙
め
き
た
り

中
の
い
つ
か
亥
の
比
ほ
ひ
よ
り
七
墓
参
り

と
て
男
女
う
ち
ま
し
は
り
、
さ
ま
〳
〵
の
出
立

し
て
う
か
れ
あ
る
く
い
と
め
つ
ら
か
也
、
暁

比
に
は
聲
し
つ
か
に
ね
ほ
れ
る

顔
し
て
帰
行
さ
ま
い
と
を
か
し

十
六
日
ハ
千
日
参
り
と
て
天
王
寺
い
と
賑
は
し

此
日
ま
う
つ
れ
は
千
日
ま
う
つ
る
に
お
な
し

と
い
ひ
な
ら
は
せ
り
、

八
月
朔
日
町
の
長
た
る
人
々
、
此
た
ち
に

ゐ
や
の
へ
ん
と
て
暁
こ
ろ
よ
り
う
ち
つ
と
ふ

こ
と
目
覚
し
き
ま
て
、
御
も
ん
の
前
市
を
な
せ
り

中
の
五
日
、
月
見
の
さ
ま
は
東
に
お
な
し
、

萩
は
今
宮
三
番
て
ふ
所
い
と
お
ほ
し
、

重
陽
は
た
後
の
月
見
も
東
に
お
な
し
、

一
と
せ
長
月
半
は
か
り
住
よ
し
に
ま
う
て
ん

と
て
阿
倍
野
を
過
け
る
に
、
左
の
方
ニ

晴
明
の
宮
と
て
い
と
ふ
り
た
る
御
社
有
、
其
ほ
と
り

艸
の
花
色
々
咲
み
た
れ
た
る
に
虫
の
聲

ひ
ま
な
く
聞
ゆ
る
、
い
と
哀
に
て

　
　
　
ふ
り
す
て
ゝ
行
も
や
ら
れ
す
名
に
お
へ
る

　
　
　
　
阿
部
の
ゝ
原
に
す
ゝ
む
し
の
聲

　
　
　
虫
の
音
は
つ
ゝ
り
さ
せ
て
ふ
秋
の
ゝ
に

　
　
　
　
い
か
て
ほ
こ
ろ
ふ
花
の
色
々

爰
の
里
長
何
か
し
の
も
と
に
葛
の
葉
の

額
あ
り
と
聞
ゆ
、
い
と
ゆ
か
し
く
て
あ
な
い
を
乞

彼
額
み
む
事
を
人
し
て
い
は
せ
け
れ
は
、
い
と

い
と
廣
や
か
な
る
出
ゐ
を
か
き
は
ら
ひ
、
や
か
て

い
た
く
ふ
る
ひ
た
る
箱
に
錠
お
ろ
し

た
る
を
持
出
け
る
か
、
い
と
長
々
と
其
存
よ
し
を

か
た
り
つ
ゝ
と
り
出
て
み
せ
け
る
か
、
い
た
く
年

ふ
り
て
其
文
字
す
ら
處
々
墨
消
て
よ
む
へ

か
ら
す
、
皆
う
ち
こ
そ
り
て
見
て
や
か
て
爰
を
立

出
け
る

　
　
　
尋
来
て
さ
ら
に
昔
を
思
ふ
哉

　
　
　
　
し
の
た
の
杜
の
世
々
の
ふ
る
こ
と

夫
よ
り
住
よ
し
へ
と
て
お
も
む
く
に
、
野
中
ニ

小
町
塚
松
虫
塚
顕
家
卿
の
塚
な
と
い
へ
る
い
と

ふ
り
た
る
碑
お
ほ
く
立
た
る
は
、
こ
と
の
よ
し
を

定
か
に
聞
も
あ
き
ら
め
ね
と
い
と
あ
は
れ

に
な
む
、
や
か
て
御
社
に
至
る
こ
ろ

雨
ふ
り
出
け
れ
は

　
　
　
さ
た
め
な
き
空
さ
へ
嬉
し
住
吉
の

　
　
　
　
松
の
木
陰
に
雨
や
と
り
し
て

　
　
　
村
雨
も
よ
し
い
と
は
し
な
立
よ
ら
む

　
　
　
　
松
陰
お
ほ
き
住
よ
し
の
浦

夕
附
て
家
に
帰
り
ぬ
、

神
無
月
ハ
難
波
も
さ
せ
る
賑
は
ひ
な
し
、
只

寺
々
に
十
夜
と
歟
唱
へ
て
老
た
る
人
の

つ
と
ふ
の
み
、
末
の
一
日
よ
り
八
日
ま
て
東
西

の
御
堂
参
り
い
と
に
き
は
し
、

霜
月
道
頓
堀
歌
舞
伎
の
賑
は
ひ
東
に

ま
し
て
い
と
目
覚
し
、
お
よ
そ
歌
舞
伎
の

年
中
の
賑
は
ひ
ま
た
外
に
有
へ
か

ら
す
と
そ
、

中
の
五
日
わ
ら
は
へ
の
神
ま
う
て
東
に

お
な
し
、

廿
日
比
よ
り
都
六
条
参
り
と
て
遠
き
國
々
よ
り

ま
う
来
る
人
い
と
お
ほ
く
、
淀
川
の
舟
引
も

き
ら
す
其
に
き
は
ひ
大
か
た
な
ら
す

十
二
月
年
の
を
は
り
は
何
國
も
お
な
し
、

い
さ
ま
し
さ
な
る
を
ま
し
て
人
さ
は
か
し
き

所
の
な
ら
は
し
な
れ
は
其
か
し
ま
し
さ
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お
し
は
か
り
ぬ
へ
し
、
さ
ハ
れ
世
の
わ
さ

し
け
き
中
に
し
も
年
わ
す
れ
と
歟

唱
へ
て
を
ち
こ
ち
の
酒
楼
に
ま
ら
う
と

絶
間
な
く
い
と
賑
は
し
、
さ
れ
は
花
紅
葉
の

を
り
〳
〵
に
袖
を
つ
ら
ね
老
た
る
若
き
の

わ
い
た
め
な
く
う
か
れ
出
る
其
賑
は
ひ
、
中
々

に
お
ろ
か
な
る
筆
に
尽
す
へ
か
ら

す
、
い
と
か
し
ま
し
う
は
し
た
な
き
さ
ま

に
み
ゆ
る
物
か
ら
、
か
く
物
め
つ
る
も

お
の
つ
か
ら
人
の
心
な
こ
く
み
や
ひ
た
ら
む

か
と
お
も
へ
れ
は
、
い
と
を
か
し
う
な
む

　
蘆
の
葉
風
　
終
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在
　
明

　
の

　
月

　
　
　
　
　
四

　
　
在
明
の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
の
屋

弥
生
中
の
い
つ
よ
り
末
の
一
日
ま
て
中
山
寺

無
縁
経
と
て
い
と
賑
は
へ
り
、
難
波
よ
り
此

御
寺
ま
て
道
の
ほ
と
五
里
に
餘
り
ぬ

へ
し
、
一
と
せ
此
御
寺
に
ま
う
て
ん
と
て

此
月
の
廿
一
日
と
い
へ
る
に
難
波
を
立
出

十
三さ
う

神
崎
な
と
い
へ
る
渡
シ
う
ち
わ
た
り
、
行

〳
〵
て
伊
丹
の
町
に
至
る
、
入
口
右
の
方
に

猪
名
の
さ
ゝ
原
と
て
い
と
さ
ゝ
や
か
な
る
藪

有
、
此
あ
た
り
よ
り
有
馬
の
あ
た
り
迄
を
古
し

へ
は
、
す
へ
て
猪
名
の
里
と
い
へ
り
し
と
そ

こ
は
定
か
に
し
る
よ
し
あ
ら
ね
と
、
伊

丹
の
里
を
さ
何
か
し
の
い
ひ
を
し
へ
し
に

よ
て
か
う
物
し
ぬ
、
伊
丹
の
町
は
い
と
廣

や
か
に
し
て
其
賑
は
ひ
大
方
な
ら
す
、
家
々
も

い
と
う
る
は
し
、
酒
蔵
の
お
ほ
き
や
か
さ
菰
包

の
樽
つ
み
上
た
る
、
其
香
巷
に
満
々
て

酔
へ
る
斗
也
、
か
ゝ
る
さ
ま
は
東
に
て
見
も

な
ら
は
ね
は
心
驚
く
斗
ニ
な
む
、
此
町
を
過
れ

ハ
い
と
廣
き
野
に
て
は
る
か
に
山
々
み
え

け
し
き
よ
し
は廿

た
ま丁ち
餘
り
行
に
、
左
の

か
た
に
昆
陽
の
池
み
ゆ
、
此
池

な
る
魚
は
か
た
つ
か
た
焼
た
る
こ
と
し
と
か
や

昔
た
ふ
と
き
ひ
し
り
や
き
た
る
魚
を

爰
に
は
な
ち
給
ひ
し
に
其
魚
生
か
へ

り
し
と
そ
、
さ
れ
は
今
の
世
ま
て
も
焼
た

る
跡
残
り
、
は
た
此
魚
と
り
食
す
れ
は
あ
し
き

や
ま
ひ
を
う
く
る
と
な
む
、
菩
薩
の
應
験

い
ち
し
る
き
を
し
へ
を
爰
に
残
さ
し
給
ふ

い
と
た
ふ
と
し

　
　
　
住
な
る
ゝ
魚
の
心
も
お
の
つ
か
ら

　
　
　
　
の
と
か
に
み
ゆ
る
昆
陽
の
池
水

三
十
町
斗
も
行
て
御
山
の
麓
に
至
る
、

こ
ゝ
は
鄙
に
似
け
な
く
、
旅
舎
も
い
と

き
ら
ひ
や
か
に
軒
を
な
ら
ふ
る
中
に
も

若
夷
と
い
へ
る
は
殊
に
其
名
高
く
聞
え
れ
は

ま
ら
う
と
お
ほ
く
爰
に
つ
と
へ
り
、
け
ふ

こ
ゝ
に
着
し
は
申
の
半
も
過
た
る
へ
し

左
の
方
な
る
小
門
よ
り
入
に
、
い
と
ほ
そ
き

河
に
土
橋
か
ゝ
れ
り
、
此
河
ハ
中
山
の

御
寺
の
中
よ
り
つ
ゝ
き
て
勅
使
川
と

名
つ
く
、
こ
は
大
方
な
ら
ぬ
故
よ
し
有
と
そ
、

し
は
し
い
こ
ひ
て
扨
庭
へ
と
て
お
り
た
つ
、
右
の

か
た
に
い
と
広
き
池
あ
り
て
か
き
つ
は
た

や
う
〳
〵
咲
出
た
る
に
、
う
し
ろ
の
高
き

芝
山
に
三
も
と
斗
並
た
る
桜
、
を
り
〳
〵

水
に
散
う
く
も
い
と
を
か
し
、
山
の
頂
に

い
と
み
や
ひ
た
る
亭
有
、
か
ゝ
る
所
に
す
ま
く

ほ
し
く
そ
お
ほ
ゆ
、
其
か
た
へ
に
高
楼
有

登
り
て
見
れ
は
向
ひ
は
る
か
に
武
庫
山

み
ゆ
、
う
し
ろ
の
方
を
返
り
み
れ
ハ
甲
山
、
は
た

和
田
の
み
さ
き
其
外
名
高
き
山
々
浦
々

只
一
目
に
み
わ
た
さ
る
ゝ
な
と
、
さ
ら
に

言
ん
か
た
な
し
、
爰
を
お
り
て
左
に
を
れ

行
は
い
と
廣
き
處
に
桜
お
ほ
く
並

た
る
八
重
は
ま
た
し
き
ほ
と
成
に
、
ひ
と
へ
ハ

今
を
さ
か
り
と
咲
み
た
れ
を
り
〳
〵
に
ち
る

花
の
袖
に
か
ゝ
れ
る
は
匂
へ
る
雪
か
と
あ
や

ま
た
る
ゝ
も
い
と
を
か
し
、
向
ひ
な
る
竹
の

網
戸
を
ひ
ら
き
て
外
に
出
れ
ハ
、
す
こ
し

高
き
所
に
李
お
ほ
く
う
ゑ
並
た
る

し
ろ
妙
に
咲
み
た
れ
た
る
花
は
雪
と
も

お
ほ
め
か
る
ゝ
物
か
ら
、
か
た
へ
成
さ
く
ら
に

た
く
ふ
れ
ハ
い
と
見
お
と
り
せ
ら
る
ゝ
に

其
匂
ひ
は
た
ゆ
か
し
け
な
き
そ
口
を
し

き
や
、
か
た
へ
な
る
畑
に
は
茶
萩
な
と
く
さ
〳
〵

の
若
は
え
お
ほ
く
お
ひ
た
る
は
、
秋
い
と
ゆ
か

し
く
お
も
ほ
え
て
、
中
々
に
匂
ひ
な
き

花
の
咲
た
ら
む
に
は
ま
さ
り
て
い
と
を
か
し

此
う
し
ろ
は
い
と
高
き
山
也
、
登
り
て
み
む

と
お
も
へ
と
、
は
や
た
そ
か
れ
成
に
い
と
物

す
こ
く
て
や
み
ぬ
、
も
と
の
あ
み
戸
を
入
て
右
に

そ
ひ
行
は
、
い
と
さ
ゝ
や
か
な
る
瀧
有
、
下
は
清

き
流
れ
也
、
こ
は
お
の
つ
か
ら
な
る
山
水

を
た
ゝ
へ
た
れ
は
、
其
清
さ
ま
た
異
也
、
か
た
へ

の
杜
の
中
に
は
稲
荷
の
み
や
し
ろ
あ
り

此
あ
た
り
は
さ
ら
に
旅
舎
な
と
の
庭

と
し
も
み
え
す
、
人
は
な
れ
し
山
路
を
分

ま
と
ひ
し
か
と
お
も
ふ
ま
て
い
と
物
す
こ
し
、
左
の

方
に
は
塩
風
呂
と
や
ら
む
其
作
り
さ
ま
い
と
を
か
し

は
た
か
た
へ
は
木
共
お
ほ
く
う
ゑ
並
石
の
燈
籠

敷
石
な
と
い
と
を
か
し
う
す
ゑ
な
し
た
り

か
な
た
こ
な
た
に
亭
有
つ
れ
と
、
こ
ゝ
な
る

龍
ノ
間
と
名
つ
け
し
ハ
い
と
詠
よ
け
れ
は

か
り
ま
う
け
て
一
夜
の
居
處
と
さ
た
む
、
日
暮

ぬ
れ
ハ
、
あ
る
し
の
も
て
な
し
と
て
お
ほ
く
の

花
の
も
と
に
あ
か
し
と
も
し
た
る
に

さ
き
に
一
わ
た
り
み
め
く
り
つ
る
庭
を
爰
に
て
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み
れ
ハ
、
ま
た
一
き
は
の
な
か
め
そ
ひ
て
、
木
の
本
に

立
ま
し
れ
る
ほ
と
は
さ
も
思
は
さ
り
し
、
か
な
た

こ
な
た
の
花
は
只
雪
歟
雲
か
と
う
た
か
は
れ

さ
と
吹
風
ハ
寒
か
ら
て
、
其
匂
ひ
ま
た
こ
よ
な
し

し
は
し
う
ち
興
し
、
か
ゝ
る
さ
ま
は
世
に

お
ほ
か
る
ま
し
く
、
さ
ら
に
め
か
れ
ぬ
物

か
ら
、
い
た
く
夜
も
更
ぬ
る
に
ま
た
あ
す

こ
そ
と
て
う
ち
ふ
し
ぬ

廿
二
日
ま
た
き
に
お
き
出
て
、
夜
桜
の
な
か
め

は
よ
へ
に
て
た
り
ぬ
へ
し
、
い
さ
朝
さ
く
ら
を

と
て
立
出
る
に
、
い
つ
か
お
ほ
く
の
ま
ら
う
と

こ
ゝ
か
し
こ
に
む
れ
ぬ
つ
ゝ
、
お
の
か
し
ゝ
花

め
つ
る
心
は
い
か
な
る
ふ
し
を
や
お
も
ふ
ら
む

い
と
を
か
し
、
う
し
ろ
の
高
き
山
の
端
よ
り

朝
日
ほ
の
〳
〵
と
さ
し
出
る
に
、
花
も
一
き
は
の

匂
ひ
そ
ひ
た
ら
ん
心
ち
し
て
、
さ
ら
に
似
る

物
な
く
そ
お
ほ
え
け
る

　
　
　
諸
人
の
心
も
共
に
さ
し
出
る

　
　
　
　
朝
日
に
匂
ふ
花
の
中
山

あ
る
し
あ
な
い
し
て
御
山
に
ま
う
つ
、
御
門

の
前
に
ハ
い
と
ふ
り
た
る
松
左
右
に
た
て
り

し
は
し
行
て
向
ひ
な
る
高
き
石
階
を
登
れ
ハ

御
堂
い
と
大
き
や
か
に
し
て
い
と
た
ふ
と
し

こ
は
西
國
廿
四
番
に
あ
た
ら
せ
給
ふ
圓

通
の
み
佛
也
、
し
は
し
拝
し
奉
り
て

御
堂
の
う
し
ろ
な
る
一
き
は
高
き
石
階
を

登
れ
は
、
桜
お
ほ
く
並
て
今
を
さ
か
り
と

咲
み
た
れ
た
り
、
は
た
楓
も
お
ほ
く
若
葉

春
め
き
た
る
も
い
と
を
か
し
、
こ
ゝ
よ
り
も
遠
き

山
々
浦
々
み
え
わ
た
り
い
と
な
か
め
よ
し
、
左
の

方
な
る
ほ
そ
い
石
階
を
お
り
て
猶
、
か
な
た

こ
な
た
を
か
み
め
く
り
て
も
と
の
石
階
を
お
る
れ
ハ

右
の
か
た
に
い
と
大
き
な
る
石
の
祠
あ
り
、

中
は
い
と
廣
や
か
な
れ
と
も
く
ら
く
し
て

さ
も
物
す
こ
し
、
此
處
は
其
か
み
、
い
と
た
け
き

王
子
の
水
に
お
ほ
れ
て
う
せ
給
へ
り
し

み
た
ま
を
爰
に
鎮
ま
つ
り
し
と
な
む

爰
よ
り
す
こ
し
左
の
か
た
に
奥
ノ
院
道

と
て
い
と
け
は
し
け
成
坂
路
あ
り
、
登
り
て

ま
う
て
ん
と
お
も
へ
と
、
け
ふ
有
馬
に

お
も
む
か
む
こ
と
を
人
々
そ
ゝ
の
か
せ
は
、
さ
ら
ハ

帰
り
に
こ
そ
と
て
や
み
ぬ
、
扨
若
夷
に

立
か
へ
り
て
、
こ
と
よ
く
と
ゝ
の
へ
立
出
む
と
す
る
に

あ
る
し
の
も
て
な
し
い
と
あ
つ
か
り
け
れ
は

ま
た
帰
を
契
り
て
立
出
ぬ
、
御
寺
を
右
に

見
つ
ゝ
す
く
に
行
は
、
左
右
い
と
廣
々
た
る

野
道
に
て
け
し
き
い
と
よ
し
、
壱
里
餘
り

行
て
生
瀬
と
い
へ
る
駅
に
い
こ
ひ
、
猶

ゆ
け
は
有
馬
と
三サ
ン

田ダ

ト
の
わ
か
れ
道
あ
り

三
田
の
里
は
九
鬼
の
殿
の
し
ら
し
給
ふ
處

と
そ
、
向
ひ
に
土
橋
か
ゝ
れ
り
、
か
た
へ
ハ
い
と

高
き
山
に
て
下
は
清
き
石
河
也
、
左
の
か
た

河
原
に
そ
ひ
ゆ
く
に
、
其
な
か
め
ま
た

た
と
へ
ん
か
た
な
し
、
お
よ
そ
遠
こ
ち
の
山
々

河
々
見
め
く
り
た
る
は
お
ほ
け
れ
と
、
こ
ゝ
は

常
に
人
の
物
語
し
こ
と
も
あ
ら
ね
は

心
驚
斗
、
え
も
い
は
れ
ぬ
さ
ま
中
々
に

画
に
も
移
し
か
た
か
ら
ん
と
そ
お
ほ
え
ぬ
る

さ
は
あ
れ
と
心
な
き
身
の
さ
か
な
れ
は
、
た
ゞ

う
ち
あ
ふ
き
み
も
て
行
の
み
せ
ん
す
へ
な
し

爰
よ
り
五
十
町
あ
ま
り
河
原
に
て
人
家
一
軒

た
に
あ
ら
す
、
左
右
い
と
高
き
山
々
そ
ひ
へ

見
あ
る
く
斗
の
大
岩
並
た
る
い
と
す
さ
ま
し

河
原
に
は
大
な
る
石
と
も
ま
ろ
ひ
て
道
い
と

け
は
し
、
四
五
ひ
ろ
ま
た
七
八
ひ
ろ
も
間
を
隔

て
ほ
そ
き
流
の
数
し
ら
ぬ
ま
て
お
ほ
か
り

さ
れ
と
板
橋
た
に
な
く
う
ち
ま
た
け
て

行
に
、
常
は
水
い
と
ほ
そ
け
れ
と
、
い
さ
ゝ

か
に
て
も
雨
ふ
れ
は
、
山
水
あ
ふ
れ
て
こ
え

か
た
し
と
そ
、
爰
を
四
十
八
瀬
と
名
つ
く
る

此
ゆ
ゑ
と
か
や
、
乗
物
に
て
わ
た
る
す
ら
其

お
そ
ろ
し
さ
言
へ
う
も
あ
ら
ぬ
に
、
か
ち

に
て
行
人
の
わ
つ
ら
は
し
さ
お
も
ひ
や
ら
れ
ぬ

木
曽
の
山
路
に
ま
し
て
お
そ
ろ
し
き

心
ち
せ
ら
る
ゝ
も
か
く
人
す
く
な
に
て
行
故

成
へ
し
、
か
ら
う
し
て
爰
を
過
ぬ
れ
は

ま
た
む
ね
つ
く
斗
い
と
け
は
し
き
坂
路

也
、
こ
ゝ
も
壱
里
あ
ま
り
の
山
み
ち
に

あ
や
し
の
小
家
た
に
な
け
れ
ハ
、
行

な
つ
み
て
は
木
の
根
は
た
石
な
と
に
こ
し

う
ち
か
え
て
い
こ
ひ
つ
ゝ
、
か
ら
う
し
て

有
馬
の
町
の
入
口
に
至
る
、
い
と
ほ
そ
き
坂

路
を
お
り
つ
れ
は
、
旅
亭
軒
を
つ
ら
ね
て
い
と

賑
は
へ
り
、
爰
も
山
よ
り
山
に
家
を
つ
く
り

懸
た
れ
は
、
前
よ
り
は
さ
も
あ
ら
ぬ
家
の
う
し
ろ

の
か
た
は
二
階
三
階
と
も
み
ゆ
、
外
に
て
は

目
馴
ぬ
さ
ま
也
、
か
く
山
ふ
と
こ
ろ
な
れ
と
も

薬
師
佛
の
霊
験
あ
ら
た
に
出
湯
の

き
と
く
い
ち
し
る
く
、
こ
ゝ
に
つ
と
へ
る
ま
ら
う

と
絶
間
な
く
、
は
た
所
に
名
た
る
竹
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さ
い
く
糸
さ
い
く
ひ
さ
く
家
々
軒
を
な
ら
へ

ま
た
酒
楼
の
賑
は
ひ
大
方
な
ら
す

温
泉
は
町
の
な
か
ら
に
た
て
り
、
室
の

中
を
隔
て
南
北
に
入
口
あ
り
て
一
ノ
湯
二
ノ

湯
と
唱
ふ
、
二
ノ
湯
の
向
ひ
な
る
池
の
坊
に

や
と
り
を
定
む
、
爰
に
着
し
は
申
の
さ
か
り

成
へ
し
、
お
ち
ゐ
て
後
幕
湯
て
ふ
こ
と

せ
さ
せ
て
入
ぬ
、
暮
は
て
ゝ
湯
女
を
つ
と
へ

つ
る
に
、
其
さ
ま
い
と
ゐ
な
か
ひ
た
れ
と

ま
ら
う
と
の
あ
つ
か
ひ
に
な
れ
た
る
は

い
と
に
く
か
ら
す
、
し
は
し
う
ち
興
し
て

そ
や
過
る
比
う
ち
ふ
し
ぬ

廿
三
日
て
い
け
い
と
よ
く
、
今
日
な
む
音
に
き
く

つ
ゝ
み
の
瀧
有
明
さ
く
ら
み
む
と
て
、
湯
女
二
人

つ
れ
て
立
い
つ
、
此
町
は
い
と
賑
は
し
け
れ
と

其
道
直
か
ら
す
、
あ
る
は
登
り
あ
る
は
く
た
り

て
十
丁
あ
ま
り
行
は
、
左
の
か
た
に
い
と
廣
き

藪
あ
り
、
こ
ゝ
を
左
に
を
れ
行
は
い
と
ほ
そ
き

道
に
し
て
左
右
よ
り
竹
お
ひ
た
り
、
處
々
に

さ
し
出
た
る
桜
は
皆
一
重
に
て
花

ち
い
さ
し
、
こ
ゝ
は
山
の
中
な
れ
は
い
と
ひ
や
ゝ

か
に
し
て
、
今
弥
生
の
末
な
れ
と
八
重
は
中
々

ほ
こ
ろ
ふ
へ
く
も
あ
ら
す
、
し
は
し
行
は
左
右

山
に
て
い
と
廣
き
處
に
至
る
、
桜
お
ほ
く

並
立
て
咲
み
た
れ
る
さ
ま
い
と
う
る
は
し

爰
に
昔
は
有
明
て
ふ
名
高
き
さ
く
ら

あ
り
し
か
、
い
つ
の
比
に
歟
枯
て
今
ハ
な
へ

て
、
此
あ
た
り
の
桜
を
あ
り
明
と
よ
へ
る
と
そ

左
の
か
た
山
の
な
か
ら
な
る
つ
ゝ
み
か
瀧
と
い

へ
る
は
、
さ
ま
て
高
か
ら
ね
は
打
わ
た
す
し
ら

糸
と
し
も
み
え
ね
と
、
其
流
れ
い
と
け
は

し
く
目
く
る
め
く
斗
に
な
む
、
花
の

本
に
は
お
ほ
く
の
ま
ら
う
と
打
つ
と
ひ

氈
引
ま
う
け
さ
ゝ
へ
な
と
と
り
出
て
い
こ
へ
り

爰
に
つ
と
へ
る
人
々
は
、
皆
軒
を
並
し

家
に
や
と
れ
る
人
々
な
れ
は
、
か
た
み
に
み
な
れ

し
顔
な
る
を
、
こ
ゝ
に
つ
と
ひ
か
し
こ
に

う
ち
む
れ
は
た
袖
引
追
ま
は
し
物
あ
ら

そ
へ
る
な
と
、
年
比
し
た
し
き
友
に
こ
と
な
ら
す

咲
み
た
れ
た
る
花
は
猶
高
き
賎
し
き
隔
な
く

袖
に
か
を
り
袿
に
匂
へ
る
も
え
な
ら
ぬ
に

を
り
〳
〵
に
散
花
は
蝶
の
む
つ
れ
飛
か

と
も
あ
や
ま
た
る
ゝ
い
と
を
か
し

　
　
　
旅
の
う
さ
も
う
ち
流
し
け
り
名
に
お
へ
る

　
　
　
　
つ
ゝ
み
の
瀧
の
今
日
の
ま
と
ゐ
に

　
　
　
打
よ
す
る
つ
ゝ
み
の
瀧
の
し
ら
糸
に

　
　
　
　
あ
や
お
り
か
く
る
花
さ
く
ら
哉

　
　
　
有
明
の
月
と
名
に
お
ふ
山
さ
く
ら

　
　
　
　
い
さ
み
は
や
さ
む
花
の
下
陰

あ
か
ぬ
詠
に
時
移
り
ぬ
れ
は
、
こ
を
立
て

も
と
の
道
に
と
帰
り
来
る
、
町
の
は
つ
れ
に

清
水
て
ふ
酒
楼
あ
り
、
家
の
さ
ま
は
心
あ
る

へ
く
も
あ
ら
す
、
は
た
前
栽
も
廣
か
ら
ね
と

向
ひ
に
お
の
つ
か
ら
な
る
い
と
高
き
山
を

み
わ
た
し
、
下
な
る
流
れ
ハ
せ
き
も
入
ね
と
絶
す

な
か
る
ゝ
さ
ま
い
と
清
け
也
、
庭
の
か
た
へ
に

咲
み
た
れ
た
る
つ
ゝ
し
の
前
な
る
水
に
移
ろ
ふ
ハ

立
田
河
の
秋
も
か
く
や
と
お
も
ほ
ゆ
る
ま
て
い
と

を
か
し
、
は
る
か
な
る
山
郷
よ
り
薪
お
ひ
下
る

柴
人
あ
れ
は
、
麓
よ
り
牛
引
わ
ら
は
登
り
行

有
、
こ
な
た
の
谷
河
に
は
は
だ
へ
い
と
く
ろ
み

あ
か
き
か
し
ら
髪
ふ
り
み
た
し
し
わ
ら
は
へ
み
た
り

よ
た
り
う
ち
つ
と
ひ
ゐ
て
魚
な
と
取
に
や
、
か
な
た

こ
な
た
か
け
め
く
る
な
と
、
東
に
て
も
難
波
に
て

も
か
ゝ
る
さ
ま
は
見
も
馴
ね
は
い
と
め
つ
ら
か
に

お
ほ
え
て
を
か
し
、
か
く
物
お
も
ひ
な
き
な
か
め
ニ

日
を
過
さ
む
に
は
い
か
な
る
や
ま
ひ
も
と
み
に

い
ゆ
へ
く
、
け
に
有
馬
の
温
泉
と
世
に

言
も
て
は
や
す
も
む
へ
也
け
り

　
　
　
有
馬
山
嶺
に
麓
に
咲
花
の

　
　
　
　
匂
ひ
出
湯
の
末
も
な
つ
か
し

　
　
　
い
さ
さ
ら
は
あ
み
て
を
行
む
塩
の
湯
に

　
　
　
　
か
ら
き
浮
世
の
こ
と
や
わ
す
る
ゝ

廿
四
日
こ
ゝ
に
名
高
き
常
喜
山
に

た
ゝ
せ
給
ふ
、
い
と
た
ふ
と
き
薬
師
寺
に
ま
う

て
ん
と
て
供
の
人
々
つ
と
ひ
て
出
ぬ
、
町
の
な
か
ら

な
る
石
階
を
登
れ
は
御
堂
い
と
廣
や
か
也
、

御
帳
の
か
た
へ
に
黄
か
ね
の
如
き
石
を

臺
の
う
へ
に
す
ゑ
た
り
、
此
こ
と
き
石
地
中

に
お
ほ
く
有
て
、
其
勢
い
て
温
泉

出
る
と
か
や
、
御
堂
の
向
ひ
に
落
葉
山

み
ゆ
、
い
と
は
る
か
な
れ
と
木
々
の
青
々
た
る
其

ひ
ま
〳
〵
に
、
し
ら
雲
の
か
ゝ
る
と
み
ゆ
る
は

桜
に
や
あ
ら
む
い
と
を
か
し

　
　
　
落
葉
山
秋
の
梢
の
い
か
な
ら
む

　
　
　
　
春
の
緑
の
さ
も
ふ
か
く
し
て

　
　
　
返
り
み
る
落
は
の
山
の
山
風
に

　
　
　
　
匂
へ
る
雲
や
さ
く
ら
な
る
ら
む

か
く
て
か
な
た
こ
な
た
み
も
て
行
に
、
空
い
た
う

く
も
り
た
れ
は
や
と
り
に
帰
り
ぬ
、
夕
つ
方



─ 111 ─

よ
り
雨
降
出
ぬ
、
く
し
た
る
人
々
う
ち
こ
そ
り

て
明
日
一
日
雨
ふ
ら
は
四
十
八
瀬
い
と
む
つ

か
し
か
ら
ん
、
あ
す
ハ
つ
と
め
て
こ
ゝ
を
立
出
む

な
と
言
あ
へ
る
に
、
あ
わ
て
ま
と
ひ
て
そ
の

ま
う
け
を
な
し
ぬ

廿
五
日
雨
も
さ
ま
て
つ
よ
か
ら
ね
は
四
十
八
瀬

た
に
こ
え
た
ら
ん
に
は
う
れ
へ
な
し
、

け
ふ
は
中
山
に
や
と
り
て
あ
す
ゆ
る
や

か
に
難
波
に
帰
ら
む
と
て
巳
の
比
ほ
ひ
ニ

爰
を
立
出
ぬ
、
四
十
八
瀬
に
至
る
こ
ろ
は

雨
も
を
や
み
か
ち
な
れ
と
、
よ
へ
つ
よ
く
ふ
れ
る

に
や
、
さ
き
つ
日
と
は
や
う
か
は
り
水
い
と

高
か
り
、
石
道
の
け
は
し
き
は
乗
物
の
中

す
ら
安
か
ら
ぬ
に
、
供
人
等
は
笠
う
ち

か
ふ
り
桐
油
引
懸
竹
杖
つ
き
て
水

お
ほ
か
る
處
を
は
、
あ
な
や
と
い
ひ
て
飛
こ
ゆ

る
さ
ま
は
さ
な
か
ら
猿
に
こ
と
な
ら
ね
は

獨
り
う
ち
ゑ
ま
る
ゝ
物
か
ら
、
行
な
つ
め
る

人
々
の
心
い
か
な
ら
む
と
、
わ
ら
ひ
を
し
の
ひ
て

打
過
行
に
、
ひ
つ
し
さ
か
る
比
中

山
に
つ
き
ぬ

廿
六
日
空
い
と
よ
く
晴
た
れ
は
、
心
の
と
か
に

こ
ゝ
を
立
出
、
伊
丹
よ
り
久
々
地
の
妙
見
宮
に

ま
う
て
、
神
崎
十
三
の
わ
た
し
も
は
や
く
打

わ
た
り
、
申
の
半
斗
難
波
に
帰
り
ぬ

在
明
の
月

　
終
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東
　
の

　
つ

　
と

　
　
　
　
　
六

　
　
あ
つ
ま
の
つ
と

文
政
十
と
せ
あ
ま
り
ふ
た
と
せ
と
い
ふ
と
し
の
弥
生

は
し
め
の
な
ぬ
か
の
夕
つ
か
た
、
お
ほ
や
け
よ
り

め
し
ふ
み
着
た
り
と
て
上
下
こ
そ
り
て
そ
の

ま
う
け
い
と
い
そ
か
し

こ
ゝ
ぬ
か
と
い
へ
る
に
町
々
に
ふ
れ
し
ら

し
給
へ
は
、
ま
ゐ
来
る
人
い
と
か
し
ま
し

十
一
日
に
み
た
ち
へ
常
に
出
入
せ
し

人
々
め
さ
せ
給
ひ
て
御
わ
か
れ
を
つ
け
給
ふ

お
な
し
三
日
と
い
へ
る
に
難
波
を
か
し
ま
立

せ
さ
せ
給
ふ
、
朝
ま
た
き
に
み
た
ち
の
前
な
る

濱
よ
り
み
ふ
ね
に
の
ら
せ
給
ふ
に
、
日
比

御
恵
を
か
う
ふ
り
奉
り
し
人
々
は
い
へ
は

さ
ら
也
、
し
る
し
ら
ぬ
老
も
若
き
も
御
わ
か
れ

を
ゝ
し
み
奉
り
て
う
ち
む
れ
ま
ゐ
り
ぬ
、
ま
し
て

お
い
た
る
な
と
は
目
を
す
り
は
な
う
ち
か
み
て
、

か
く
御
恵
ふ
か
き
君
に
ま
た
逢
奉
ら
ん

や
は
な
と
い
ひ
〳
〵
み
ふ
ね
み
ゆ
る
ま
て
見
送
り

奉
る
、
い
と
目
覚
る
ま
て
に
な
む
、
け
に

下
を
あ
は
れ
み
う
つ
く
し
み
給
へ
り
し

事
よ
の
つ
ね
な
ら
さ
り
し
か
は
、
か
ゝ
る
も

む
へ
成
か
な
、
さ
る
は
残
ら
せ
給
ふ
女
君
に

け
ふ
の
こ
と
ふ
き
申
は
て
ゝ
後
、
お
の
か
と
ち
跡

よ
り
ま
か
る
へ
き
ま
う
け
に
い
と
な
く
日
を

お
く
り
、
大
か
た
に
こ
と
と
ゝ
の
ひ
て
、
い
さ
や
難
波
の

名
残
と
て
、
遠
こ
ち
見
め
く
れ
と
み
た
ち
に

の
こ
れ
る
人
の
お
ほ
か
ら
ぬ
に
、
い
と
物
た
ら

ぬ
事
の
み
に
て
、
只
東
の
音
つ
れ
を
の
み

待
け
る
に
、
お
な
し
弥
生
の
末
つ

か
た
、
あ
る
人
の
そ
ゝ
の
か
し
て
長
柄
の
鶴

満
寺
よ
り
宗
せ
ん
寺
の
花
見
に
と
て
お
も
む

き
ぬ
、
天
満
橋
を
す
く
に
ふ
た
ま
ち
斗

を
過
て
野
道
に
出
、
左
右
な
の
は
な

い
み
し
う
咲
た
り
、
し
は
し
行
は
鶴
満
て
ふ

御
寺
也
、
爰
に
名
に
お
ふ
系
桜
さ
か
り
ハ

は
や
過
た
れ
と
、
木
の
本
に
む
れ
ゐ
た
る
も

す
く
な
か
ら
す
、
か
な
た
こ
な
た
に
さ
く
な
と

と
う
出
た
る
も
い
と
を
か
し

　
　
お
も
ふ
こ
と
な
か
ら
の
寺
の
糸
さ
く
ら

　
　
　
絶
す
よ
り
く
る
春
の
諸
人

　
　
く
り
返
し
見
て
を
帰
む
糸
桜

　
　
　
い
と
な
か
き
日
も
あ
か
ぬ
心
に

爰
を
立
出
、
よ
ま
ち
あ
ま
り
行
て
な
か
ら
の

ふ
ね
に
の
る
に
、
左
の
方
向
ひ
は
る
か

に
長
柄
の
桃
は
や
し
み
わ
た
さ
れ

い
と
よ
き
な
か
め
也
、
さ
れ
と
も
今
は
難
波
の

名
残
と
お
も
へ
は
み
る
物
聞
物
に
む
ね

ふ
た
か
る
心
ち
し
て
さ
ら
に
目
う
つ
る

へ
く
も
あ
ら
す
、
う
ま
れ
出
し
處
な
ら

ね
と
や
ゝ
物
の
こ
ゝ
ろ
し
る
ら
む
年
の
こ
ろ

よ
り
、
爰
に
あ
ま
た
の
年
月
を
か
さ
ね

し
心
は
た
れ
も
か
く
有
へ
き
に
や
、
は
る
か

行
て
左
の
方
な
る
野
中
ニ
鴬
塚
と
彫
て
い
と

ふ
り
た
る
塚
あ
り
、
め
く
り
に
み
も
と
斗
た
て
る

梅
は
幾
と
せ
を
か
ふ
り
ぬ
ら
ん
い
と
ゆ
か
し

　
　
咲
き
匂
ふ
梅
の
梢
に
鴬
は

　
　
　
昔
な
か
ら
の
音
を
や
鳴
ら
ん

行
々
て
宗
禅
寺
の
馬
場
に
至
る
、
い
と
ゝ
廣

や
か
に
て
松
お
ほ
く
た
て
る
中
に
桜

の
處
々
に
咲
た
る
い
と
を
か
し
、
か
な
た
こ
な
た

の
木
陰
に
氈
引
ま
う
け
さ
ゝ
へ
な
と
と
り
出
て

う
ち
た
は
れ
花
み
る
人
の
心
は
高
き
い
や

し
き
隔
な
く
み
ゆ
る
も
を
か
し

　
　
立
な
ら
ふ
松
も
さ
く
ら
も
と
り
〳
〵
に

　
　
　
く
み
か
は
す
也
春
の
さ
か
つ
き

右
の
方
に
竹
垣
経
め
く
ら
し
た
る
は

宗
禅
寺
と
い
へ
る
御
寺
と
か
や
、
御
堂
は
い
と
ゝ

た
ふ
と
き
圓
通
の
み
佛
た
ゝ
せ
給
ふ
に

此
こ
ろ
み
て
ふ
ひ
ら
き
て
を
か
ま
れ
さ
せ
給
へ
ハ

ま
う
つ
る
人
の
殊
に
お
ほ
し
、
此
處
に

い
つ
の
比
に
か
有
け
む
弟
の
か
た
き
う
た
ん

と
せ
し
は
ら
か
ら
の
者
か
た
き
の
為
に

あ
さ
む
か
れ
あ
へ
な
く
返
り
う
た
れ
し
と

な
む
、
其
相
持
し
は
ら
か
ら
の
者
の
太
刀

長
刀
着
た
る
物
な
と
御
寺
に
を
さ
ま
れ

る
を
、
み
佛
を
か
ま
せ
給
ふ
寺
邊
に
人
々
に

み
す
る
い
と
あ
は
れ
に
酔
も
覚
ぬ
へ
き

心
ち
し
て
立
出
む
と
す
る
に
も
、
只
み
佛
お

み
名
唱
へ
ま
つ
る
も
い
と
は
か
な
し

　
　
中
々
に
共
に
消
な
て
よ
ゝ
遠
く

　
　
　
残
る
其
名
や
わ
ひ
し
か
る
ら
む

東
に
帰
て
は
け
ふ
の
ま
と
ゐ
も
昔
語
に

こ
そ
な
と
人
々
い
ひ
く
て
ひ
め
も
す
あ
そ
ひ

暮
し
て
、
や
か
て
爰
を
跡
に
な
し
家
路

を
さ
し
て
帰
む
と
な
か
ら
の
わ
た
し
も

は
や
く
打
わ
た
り
、
け
ふ
と
も
な
ひ
つ
る
何
か
し

か
り
立
よ
り
て
家
と
ち
は
し
め
人
々
に
長
き

旅
ゐ
に
大
方
な
ら
ぬ
恵
を
喜
ひ
聞
え
な
と
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か
た
み
に
盡
ぬ
名
残
を
ゝ
し
み
て
爰
を
立
出

淀
川
の
ほ
と
り
に
至
る
比
、
都
登
り
の
夕
舟

あ
ま
た
引
つ
れ
行
も
い
と
を
か
し

　
　
淀
河
の
よ
と
み
も
や
ら
て
行
舟
に

　
　
　
や
か
て
か
ゝ
れ
る
夕
か
す
み
哉

暮
過
る
比
家
に
帰
ぬ
、
卯
月
ふ
つ
か
と

い
へ
る
に
人
々
と
も
な
ひ
難
波
村
の
ほ
と
り

見
あ
り
く
ほ
と
、松
の
尾
と
い
へ
る
酒
楼
に
い
こ
ひ
ぬ

爰
は
さ
も
あ
ら
ぬ
茶
亭
成
し
か
、
さ
き
つ
と
し

火
に
あ
ひ
て
後
い
と
よ
く
家
作
り
庭
の

さ
ま
い
と
を
か
し
う
、
池
の
ほ
と
り
の
芝
山
な
と

み
め
く
る
に
桜
は
は
や
過
た
れ
と
あ
や
め
と

い
へ
る
草
の
や
う
〳
〵
咲
出
た
る
い
と
を
か
し

　
　
葉
か
く
れ
に
咲
る
汀
の
あ
や
め
草

　
　
　
あ
や
な
く
水
に
影
匂
ふ
也

こ
は
今
の
世
に
あ
や
め
と
い
へ
る
花
に
て

昔
の
に
は
あ
ら
す
し
は
し
う
ち
興
し
て

こ
ゝ
を
立
出
、
河
向
ひ
な
る
大
津
湯
に
至
る

爰
は
温
泉
を
ま
ね
ひ
た
る
酒
楼
に
て

ま
ら
う
と
絶
す
い
と
賑
は
し
、
高
楼
に
登
れ
は

難
波
の
村
里
一
目
に
み
わ
た
さ
れ
い
と
よ
き

な
か
め
な
り
、
し
は
し
い
こ
ひ
て
爰
を
た
ち
出

少
し
左
の
方
な
る
瑞
龍
寺
て
ふ
御
寺
に

ま
う
て
、
夫
よ
り
道
頓
堀
の
濱
よ
り
舟
に

う
ち
乗
夕
つ
か
た
家
に
帰
ぬ
、
日
の

ち
か
き
あ
た
り
を
み
も
て
行
ほ
と
、
此
月
の

六
日
と
い
へ
る
に
東
よ
り
消
息
し
て

大
う
へ
の
い
と
こ
よ
な
き
司
に
な
ら
せ

給
へ
り
し
を
い
ひ
お
こ
せ
ぬ
る
に
、
夏
野
の

草
の
露
待
え
た
る
心
さ
し
て
い
と
も

か
し
こ
き
お
ほ
や
け
の
お
ほ
ん
恵
を
あ
ふ
き

奉
り
か
た
み
に
喜
ひ
聞
え
あ
ひ
ぬ
る
、
其

う
れ
し
さ
は
た
た
と
し
へ
な
し
、
さ
れ
ハ

十
一
日
と
い
へ
る
に
爰
を
う
ち
立
事
と
は
成
ぬ
、

十
日
雨
い
た
う
降
風
あ
ら
か
り
朝
ま
た
き
よ
り

人
々
ま
う
来
て
旅
の
調
度
何
く
れ
と
物
す
る

ほ
と
は
や
く
事
よ
く
と
ゝ
の
ひ
ぬ
、
夕
つ
か
た
よ
り

み
き
と
う
出
て
人
々
に
長
き
わ
か
れ
を

告
る
に
、
亦
逢
み
ん
事
の
か
た
け
れ
は

は
か
な
き
こ
と
共
い
ひ
〳
〵
て
夜
も
す
か
ら
か
た
り

あ
か
し
つ
ゝ
、
は
や
明
ち
か
く
成
ぬ
れ
は
家
の

隅
々
見
め
く
り
は
た
庭
の
木
草
に
ま
て

名
残
を
し
む
に
心
つ
か
ら
か
暁
の
露

さ
へ
常
よ
り
い
と
ふ
か
う
お
ほ
え
ぬ
、
し
の
ゝ
め

つ
く
る
比
い
さ
と
て
人
と
の
そ
ゝ
の
か
す
に
今
は

か
た
み
に
む
ね
の
み
ふ
た
か
り
い
ふ
へ
き

こ
と
も
あ
ら
す
、
か
く
て
や
む
へ
き
事
な
ら

ね
は
か
た
み
に
い
さ
め
い
さ
め
く
れ
つ
ゝ
袂
を

わ
か
ち
し
は
只
夢
と
の
み
た
と
ら
れ
て

　
　
ま
た
と
し
も
か
た
み
に
い
は
す
い
は
れ
ぬ

　
　
　
は
い
や
は
か
な
ゝ
る
け
ふ
の
別
路

十
一
日
雨
は
や
み
た
れ
と
風
い
と
あ
ら
し
、

六
ツ
過
る
比
な
れ
し
み
た
ち
を
立
出
る
、
名
残

を
し
さ
さ
ら
に
も
い
は
す
、
只
か
な
た
こ
な
た
と

返
り
み
ら
る
ゝ
の
み
せ
ん
す
へ
な
し
、
松
屋
町

す
ち
を
北
に
向
ひ
、
天
神
橋
の
ほ
と
り
よ
り

左
に
を
れ
八
軒
家
も
う
ち
過
京
橋
に
至
る
、

爰
よ
り
送
り
の
人
々
半
斗
い
と
ま
を
つ
け
て

立
別
ぬ
、
片
町
と
い
へ
る
を
過
て
野
道
に
至
る
、

爰
は
京
街
道
と
な
む
よ
へ
り
、
か
な
た
こ
な
た

の
小
田
に
は
き
の
ふ
の
雨
に
水
ま
し
て

蛙
の
聲
ひ
ま
な
く
聞
ゆ
る
、
い
と
哀
に
て

　
　
わ
か
れ
こ
し
心
を
水
の
下
に
し
も

　
　
　
し
る
歟
蛙
の
も
ろ
聲
に
鳴

行
々
て
守
口
て
ふ
處
に
至
る
、
難
波
よ
り
三
里
、

爰
に
て
人
々
い
と
ね
も
こ
ろ
に
別
を
告
て

袂
を
わ
か
ち
ぬ
、
弐
里
あ
ま
り
行
て
枚
（
牧
）
方
に

い
こ
ふ
ほ
と
風
や
ゝ
し
つ
ま
り
ぬ
、
此
す
く
の
な
か

ら
斗
に
天
の
河
て
ふ
河
有
て
名
い
と

高
し
け
に
、
秋
な
ら
ね
と
も
別
の
袖
の

露
よ
り
や
、
か
く
名
ま
さ
り
け
む
い
と
を
か
し

　
　
天
の
河
秋
な
ら
な
く
に
別
ち
を

　
　
　
せ
き
と
め
よ
と
や
名
ま
さ
り
け
ん

此
河
の
上
は
大
和
に
つ
ゝ
き
て
下
は
淀
河

に
入
に
、
其
流
れ
い
と
は
け
し
く
め
く
る
め
く

斗
に
な
む
、
常
は
さ
も
あ
ら
ぬ
に
や
、
き
の
ふ

の
雨
い
と
つ
よ
き
故
成
へ
し
、
猶
行
々
て

八
わ
た
の
御
山
の
麓
に
い
こ
ふ
、
空
い
と
よ
く

晴
ぬ
右
の
方
は
る
か
に
御
山
を
拝
し
、
左
に

行
々
て
淀
の
大
橋
を
う
ち
渡
り
、
い
と
長

き
淀
つ
ゝ
み
を
伏
見
へ
と
て
い
そ
く
、
ほ
と
は
や
く

も
申
の
半
は
か
り
ふ
し
見
の
駅
な
る
北
國
や

て
ふ
家
に
着
ぬ
、
よ
へ
一
夜
い
ね
さ
れ
は

い
た
く
こ
ら
し
て
は
や
く
う
ち
ふ
し
ぬ

　
　
里
の
名
の
ふ
し
み
て
も
猶
難
波
江
の

　
　
　
わ
か
れ
の
袖
は
か
わ
か
さ
り
け
り

十
二
日
て
い
け
い
と
よ
く
、
ま
た
き
に
ふ
し
見
を
立

出
て
大
津
の
駅
に
至
る
、
呼
次
の
は
ま

膳
所
を
も
う
ち
過
瀬
田
の
橋
の
ほ
と
り
に
て

昼
の
物
な
と
と
ゝ
の
へ
、
瀬
田
の
は
し
を
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わ
た
る
と
て

　
　
渡
行
瀬
田
の
長
橋
な
か
ら
へ
ハ

　
　
　
ま
た
も
都
の
花
を
み
て
ま
し

右
に
石
山
を
は
る
か
に
ふ
し
を
か
み

て
行
、
左
の
か
た
に
三
上
山
い
と
ち
か
う

み
ゆ
、
猶
行
々
て
草
津
の
す
く
の
は
し
つ

方
な
る
梅
の
木
和
中
散
て
ふ
家
に
し
は
し

い
こ
ひ
て
、
七
ツ
に
は
ま
た
し
き
比
石
部
の
駅
に

つ
き
ぬ

十
三
日
て
い
け
い
と
よ
く
ま
た
き
に
こ
ゝ
を

立
出
る
に
、
空
や
う
〳
〵
し
ら
む
比
、
よ
も
の

梢
の
縁
い
と
ふ
か
う
わ
た
さ
る
ゝ
え
も

い
ひ
か
た
き
に
、
時
鳥
の
を
り
〳
〵
お
と
つ
る
ゝ

い
と
を
か
し

　
　
啼
す
て
ゝ
行
時
鳥
わ
か
れ
来
し

　
　
　
心
を
空
に
な
く
さ
め
よ
と
か

横
田
河
を
渡
る
比
ハ
空
い
と
晴
々
と
し
て

日
の
影
水
に
移
り
て
い
と
清
ら
か
也
、

河
向
ひ
な
る
茶
亭
に
い
こ
ひ
て
水
口
の

う
ま
や
に
至
る
、
爰
は
加
藤
の
殿
の
御
城
下

に
て
い
と
賑
は
し
、
猶
行
は
水
口
と

土
山
の
す
く
の
あ
は
ひ
な
る
野
道
の
か
た
へ
ニ

松
尾
河
て
ふ
小
川
有
、
其
流
れ
い
と
清
く

し
て
さ
ら
に
め
か
れ
ぬ
物
か
ら
、
空
い
と

く
も
り
て
小
雨
降
出
た
れ
は
、
い
そ
き
て
爰
を
過

土
山
の
う
ま
や
に
い
こ
ふ
、
し
は
し
い
こ
へ
る

ほ
と
雨
や
み
た
れ
と
風
い
と
あ
ら
し
、
鈴
か
山
ニ

登
る
比
風
い
よ
く
つ
よ
く
吹
出
て
木
立
の

音
お
と
ろ
く
し
う
、
身
も
す
く
む
は
か
り

い
と
物
す
こ
し
、
左
の
か
た
に
い
と
ふ
り

た
る
御
社
は
田
村
明
神
と
か
や
、
乗
物
な
か
ら

拝
し
参
り
て

　
　
鈴
鹿
山
神
の
い
か
き
に
ふ
り
は
へ

　
　
　
て
ぬ
さ
と
手
向
む
言
葉
も
か
な

　
　
吹
す
さ
ふ
風
心
せ
よ
さ
ら
て
た
に

　
　
　
物
す
さ
ま
し
き
け
ふ
の
山
道

な
と
お
も
ひ
つ
ゝ
行
程
、
左
右
松
並
た
ち
て

風
い
と
あ
ら
く
吹
す
さ
ふ
、
向
ひ
よ
り
み
た
り
斗
の

旅
人
来
か
ゝ
り
、
こ
な
た
の
乗
物
そ
こ
こ
ゝ
と

さ
し
の
そ
く
を
み
れ
は
難
波
に
て
茶
の
を
し
へ
の

親
と
た
の
み
し
何
か
し
也
、
こ
は
弥
生
の

末
つ
か
た
、
あ
ま
て
ら
す
お
ほ
ん
神
ニ
ま
う
て

ん
と
て
立
出
し
に
、
け
ふ
な
む
其
か
へ
さ

な
る
ゆ
く
り
な
き
對
面
を
喜
ひ
聞
え
ぬ
る

物
か
ら
、
言
へ
き
事
も
な
か
は
え
い
は
て

立
わ
か
れ
し
は
中
々
に
名
残
を
し

　
　
す
ゝ
か
山
思
ひ
も
か
け
す
逢
み
し
は

　
　
　
人
の
心
の
誠
な
る
ら
む

山
の
い
た
ゝ
き
な
る
い
と
あ
や
し
の
家
に
い
こ
ひ
、

や
か
て
山
を
お
り
む
と
す
る
に
、
其
け
は
し
き

ま
た
い
ふ
斗
な
し
、
か
ら
う
し
て
山
を
お
り

坂
ノ
下
て
ふ
す
く
に
い
こ
ひ
、
猶
山
路
を

た
と
る
ほ
と
、
左
の
方
に
筆
捨
山
と
か
や
い
と

を
か
し
き
山
の
す
か
た
成
に
、
つ
ゝ
し
の

處
々
に
咲
た
る
其
う
る
は
し
さ
た
と

し
く
な
し
、
爰
の
茶
亭
に
豊
前

の
小
倉
の
殿
い
こ
は
せ
給
へ
り
と
て
人
お
ほ
く

立
た
れ
は
む
な
し
く
此
を
過
行
ぬ
、
む
か
し

名
高
き
画
た
く
み
の
此
山
の
す
か
た
え
移

さ
す
し
て
筆
を
こ
ゝ
に
捨
し
よ
り

お
へ
る
山
の
名
な
り
と
聞
つ
る
に
、
け
ふ
か
ゝ
る

さ
は
り
あ
り
て
見
捨
て
過
ぬ
る
い
と
本
意

な
し
、
猶
行
に
左
の
方
ハ
い
と
高
き

山
々
そ
ひ
え
、
右
の
方
は
な
た
ら
か
な
る
山
の

す
そ
の
草
い
と
し
け
り
た
る
中
に

わ
ら
ひ
の
も
え
出
た
る
見
捨
か
た
く
て

い
さ
ゝ
か
打
と
ら
せ
ぬ

　
　
末
遠
き
東
の
つ
と
に
を
り
て
ま
し

　
　
　
を
り
〳
〵
み
ゆ
る
山
の
わ
ら
ひ
を

夕
つ
か
た
関
の
う
ま
や
に
や
と
り
ぬ
、
此

駅
の
は
し
つ
か
た
に
い
と
あ
ら
た
な
る

地
蔵
尊
た
ゝ
せ
給
ふ
、
夜
に
入
て
ま
う
て
け
る

に
い
と
廣
や
か
な
る
御
堂
に

み
あ
か
し
の
影
い
と
か
す
か
に
て
、
物
す
こ
く

久
し
く
ハ
え
た
へ
ぬ
心
さ
し
て
、
し
は
し

拝
し
て
帰
り
ぬ

十
四
日
て
い
け
よ
し
、
ま
た
き
に
立
出
る
か
な
た

こ
な
た
の
茶
亭
の
軒
に
藤
の
花
い
み
し
う

咲
か
り
た
る
に
、
や
う
〳
〵
目
覚
る
い
と
を
か
し

　
　
賤
か
家
の
軒
は
に
か
ゝ
る
ふ
ち
波
の

　
　
　
　
な
み
〳
〵
な
ら
ぬ
明
ほ
の
ゝ
空

行
々
て
亀
山
の
駅
に
至
る
、
い
と
高
き
坂

路
を
か
ら
う
し
て
登
り
、
石
川
の
殿
の

御
城
前
な
る
町
を
過
れ
は
、
左
右
に
並
た
て
る

松
か
ね
に
つ
ゝ
し
い
と
う
る
は
し
く
咲

た
り
、
右
の
方
に
庄
野
河
て
ふ
流
れ
い
と

清
ら
也
、
庄
野
の
す
く
を
過
、
山
邊
の
里
と

か
や
い
へ
る
處
を
も
過
行
は
左
の
方
ニ
薬
師
佛

の
御
堂
い
と
と
ふ
と
け
也
、
空
い
と
く
も
り

た
れ
は
乗
物
な
か
ら
拝
し
ま
つ
り
て
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坂
路
を
登
り
行
に
、
俄
に
雨
降
出
た
れ

は
、
石
薬
師
て
ふ
駅
の
は
し
つ
か
た
に
て

雨
よ
そ
ひ
な
し
て
い
そ
く
ほ
と
、
雨
や
み
空
い
と

晴
や
か
に
成
ぬ
、
杖
つ
き
坂
な
と
い
へ
る
を

う
ち
過
は
や
く
四
日
市
の
う
ま
や
に
至
る
、

し
は
し
い
こ
ひ
て
行
ニ
い
と
清
き
小
河
あ
り

四
日
市
河
と
よ
ふ
と
か
や
、
猶
行
は
お
な
し
さ
ま

な
る
小
河
ふ
た
つ
み
つ
有
、
何
れ
も
石
河
に
て

流
れ
い
と
き
よ
ら
か
な
り

　
　
お
も
ふ
こ
と
う
ち
流
せ
と
や（
て
）こ
ゝ
か
し
こ

　
清
け
に
水
の
行
に
や
有
ら
む

富
田
と
い
へ
る
駅
に
て
は
家
々
に
て
焼
は
ま
く
り

ひ
さ
け
り
、
爰
に
し
は
し
い
こ
ひ
て
行
に
、

此
あ
た
り
の
賤
か
家
々
も
め
ん
の
打
ひ
も
を
賣
る
、

色
々
の
糸
し
て
な
ひ
た
る
を
軒
に
懸

た
る
い
と
う
る
は
し
く
み
ゆ
、
夕
つ
か
た
桑
名

の
す
く
に
着
そ
や
、
過
る
比
よ
り
雨
い
た
く

降
出
風
さ
へ
あ
ら
け
れ
は
、
あ
す
の
舟
出
は

い
か
に
な
と
い
ひ
く
う
ち
ふ
し
ぬ

十
五
日
雨
風
や
み
た
れ
と
空
い
と
く
ら
し

明
は
て
ゝ
舟
出
す
る
に
、
よ
も
の
け
し
き
も

み
も
わ
か
す
、
雲
い
と
ふ
か
し
、
さ
れ
ハ
風
い
と

あ
ら
く
し
て
岸
を
は
な
れ
て
行
こ
と
、
矢
の

如
し

　
　
時
の
ま
た
國
を
隔
て
行
舟
の

　
　
　
さ
し
も
は
る
け
き
東
路
の
空

舟
の
中
く
ら
く
し
て
い
と
つ
れ
く
な
れ
ハ

さ
ゝ
へ
な
と
と
う
出
て
何
く
れ
と
物
か
た
ら
ひ

は
て
は
人
々
せ
ん
す
へ
な
く
て
う
ち
ふ
す
に

ま
と
ろ
む
と
も
な
く
は
や
く
三
里
の
河
を

渡
り
て
向
に
着
、
こ
ゝ
は
佐
屋
て
ふ
駅
に
て

い
と
賑
は
し
、
し
は
し
い
こ
ひ
て
行
に
此

縄
手
道
い
と
な
か
し
、
松
の
は
や
し
の
ひ
ま
〳
〵
ニ

紅
は
た
黄
な
る
さ
ま
く
の
草
の
花
咲
乱
、

う
る
は
し
さ
い
ふ
斗
な
し
、
さ
れ
と
を
り
〳
〵

雨
降
出
て
い
と
わ
ひ
し
、
左
の
方
は
る
か
に

名
古
屋
の
御
城
み
ゆ
、
空
晴
や
か
な
ら
ね

ば
薄
墨
に
画
か
け
た
る
か
と
お
も
ふ
斗

い
と
か
す
か
也
、
猶
行
々
て
名
古
や
と
宮

の
わ
か
れ
道
あ
り
、
右
に
そ
ひ
宮
の
駅

に
至
る
、
其
賑
は
し
さ
大
方
な
ら
す
、
け
に

鄙
の
中
な
る
都
と
も
言
つ
へ
く
町
の

な
か
ら
斗
に
立
た
る
熱
田
の
宮
の

一
ノ
鳥
居
い
と
大
き
也
、
す
こ
し
隔
て
二
の

鳥
居
も
お
な
し
さ
ま
也
、
猶
行
は
左

の
方
な
る
御
社
い
と
た
ふ
と
け
な
れ
と
、

爰
を
過
る
比
雨
い
た
く
ふ
り
出
て
さ
ら
に

顔
む
く
へ
く
も
あ
ら
ね
は
、
乗
物
な
か
ら

を
か
み
て
過
け
る
こ
そ
い
と
口
を
し
、
は
る
か

過
て
雨
や
み
ぬ
、
笠
寺
て
ふ
観
音
堂
の

ほ
と
り
に
し
は
し
い
こ
ひ
て
夕
つ
か
た

鳴
海
の
駅
に
や
と
り
ぬ
、
夜
に
入
て
爰
の

名
に
お
へ
る
し
ほ
り
木
綿
ひ
さ
く
人
お
ほ

く
む
れ
来
て
、
我
さ
き
と
人
々
に
す
ゝ
む
る

い
と
か
し
ま
し

　
　
か
そ
ふ
れ
は
東
の
空
も
や
ゝ
ち
か
く

　
　
　
な
る
み
の
里
の
旅
ね
嬉
し
も

十
六
日
て
い
け
よ
し
、
六
つ
過
る
比
爰
を
立
出

す
こ
し
行
は
有
松
と
い
へ
る
町
也
、
よ
へ
つ
と

へ
り
し
し
ほ
り
や
は
皆
爰
に
や
、
お
な
し
み
せ

い
と
お
ほ
く
軒
を
並
た
る
其
家
い
と
き
ら

や
か
也
、
猶
行
々
て
尾
張
と
三
河
の
境
の

小
川
あ
り
、
う
ち
わ
た
り
て
い
も
河
て
ふ
あ
ひ
の

駅
に
し
は
し
い
こ
ふ
、
は
る
か
行
て

池
鯉
鮒
明
神
の
御
社
有
お
り
た
ち
て

ま
う
つ
、
い
と
ふ
り
た
る
御
や
し
ろ
た
ふ
と
さ

言
へ
く
も
あ
ら
す
、
苔
お
ひ
た
る
御
池
に

お
ほ
く
あ
そ
へ
る
魚
も
お
の
つ
か
ら
御
神

の
み
名
お
へ
れ
は
か
た
ふ
と
け
に
み
ゆ
、
か
な
た

こ
な
た
拝
し
て
立
出
、
池
鯉
鮒
の
う
ま
や
を

過
れ
は
い
と
長
き
松
の
は
や
し
也
、
此
あ
た
り

に
を
の
わ
ら
は
お
ほ
く
つ
と
ひ
ゐ
て
、
よ
つ

竹
と
歟
い
へ
る
物
な
ら
し
聲
を
か
し
う

歌
う
た
ひ
て
物
こ
ふ
あ
り
、
猶
行
て
左
の
方
ニ

業
平
八
橋
の
跡
と
彫
た
る
碑
あ
り

す
こ
し
隔
て
業
平
の
観
音
彫
た
る

碑
た
ち
て
、
い
と
さ
ゝ
や
か
な
る
御
堂
あ
り
、

此
あ
た
り
は
其
か
み
彼
卿
東
下
り
と
か
や
、

世
の
こ
と
わ
さ
に
言
傳
ふ
る
跡
な
り
と

聞
も
い
と
ゆ
か
し

　
　
か
ら
衣
着
つ
ゝ
な
れ
に
し
言
の
は
ハ

　
　
　
昔
を
忍
ふ
つ
ま
と
こ
そ
な
れ

行
々
て
岡
崎
の
駅
に
至
る
、
爰
は
い
ぬ
る

水
無
月
は
し
め
つ
か
た
俄
に
水

あ
ふ
れ
て
田
は
た
ハ
さ
ら
也
、
家
居
残
り
無

お
し
流
さ
れ
し
と
か
や
、
物
お
そ
ろ
し

け
に
廣
々
せ
る
野
ら
と
成
、
草
一
本

た
に
あ
ら
て
、
爰
か
し
こ
に
木
共
横

た
は
り
、
家
の
は
し
ら
う
つ
は
り
な
と
ま
ろ

は
り
た
る
い
と
お
そ
ろ
し
、
其
折
の
さ
ま
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は
た
思
ひ
や
る
た
に
身
の
毛
い
よ
た
つ

斗
に
な
む
、
橋
の
こ
な
た
に
長
者

屋
鋪
の
跡
上
る
り
姫
の
跡
な
と
彫
た
る

碑
は
残
れ
と
も
、
夫
か
と
お
も
ふ
處
も
な
し

矢
は
き
橋
も
な
か
は
く
つ
れ
落
て

岸
に
つ
な
き
た
る
な
と
、
お
そ
ろ

し
さ
い
ふ
斗
な
し
、
舟
に
て
渡
り
す
こ
し

行
は
本
田
の
殿
の
御
城
有
、
大
手
の
御
門

は
た
石
の
筑
垣
も
く
つ
れ
落
、
別
な
る

町
の
家
々
も
流
れ
た
る
ま
ゝ
く
ち
た
る
あ
り
、

あ
ら
た
に
み
へ
た
る
も
有
、
わ
つ
か
に
流
れ

残
り
し
古
家
の
な
か
は
ゆ
か
み
た
る
な
と

い
と
あ
は
れ
に
な
む

　
　
も
の
ゝ
ふ
の
矢
は
き
の
橋
も
さ
は
か
り
の

　
　
　
た
け
き
水
に
は
あ
へ
す
や
有
け
ん

行
々
て
藤
河
駅
も
過
れ
は
、
左
右
山
々
つ
ら

な
り
た
る
松
の
は
や
し
な
り
、
右
の
か
た
な
る

山
の
間
に
お
ほ
く
の
お
く
つ
き
並
立

た
る
は
、
其
昔
今
川
何
か
し
た
ゝ
か
ひ
う
た
れ
し

跡
成
と
か
や

　
　
つ
る
き
大
刀
ま
ち
え
し
跡
と
聞
か
ら
に

　
　
　
す
ゝ
ろ
寒
け
き
松
風
の
聲

夫
よ
り
赤
坂
の
駅
も
過
、
夕
つ
か
た
御
油

の
う
ま
や
に
や
と
り
ぬ

十
七
日
て
い
け
よ
し
、
ま
た
き
に
爰
を
立
出

吉
田
の
す
く
も
う
ち
過
れ
は
、
左
右
い
と
高
き

岩
山
そ
ひ
え
物
す
こ
け
な
る
に
、
右
の
方

な
る
山
の
い
た
ゝ
き
に
た
ゝ
せ
給
ふ
み
佛
ハ

岩
屋
の
観
世
音
と
唱
へ
て
い
と
あ
ら
た
成

と
そ
、
い
に
し
へ
何
か
し
の
殿
と
か
や
此
わ
た
り

に
や
と
ら
せ
給
ひ
し
比
、
と
み
の
難
を

夢
中
に
告
さ
せ
給
ひ
し
に
よ
り
て

其
難
を
ま
ぬ
か
れ
給
ひ
し
と
そ
、
さ
れ
は

今
に
彼
殿
よ
り
年
々
人
し
て
も
う
て

さ
せ
給
へ
る
と
な
む
、
い
つ
の
比
成
に
や
其
折

荒
井
の
海
ハ
俄
に
切
入
た
れ
は
、
今
切

と
名
つ
く
と
人
か
た
り
ぬ
、
此
み
ほ
と
け
の

い
と
た
ふ
と
さ
を
は
る
か
に
拝
し
て

う
ち
過
ぬ
、
二
川
の
う
ま
や
に
し
は
し
い
こ
ひ

猶
行
て
参
河
と
遠
江
の
境
の
小
河
う
ち

わ
た
り
、
向
ひ
な
る
い
と
高
き
坂
路
に
登
る

爰
は
さ
る
か
馬
場
と
か
や
物
す
こ
け
な
る
山
路

を
た
と
り
〳
〵
て
行
ほ
と
に
、
や
か
て
お
る
ゝ

比
い
さ
ゝ
か
家
並
た
り
、
こ
ゝ
に
い
こ
ひ
猶
行
々
て

白
須
賀
の
駅
に
出
、
ま
た
は
る
か
行
は

汐
見
坂
て
ふ
い
と
け
は
し
き
坂
路
を
お
る
ゝ

に
、
は
る
か
向
ひ
に
遠
江
な
た
と
歟

い
へ
る
海
み
ゆ
、
か
ら
う
し
て
荒
井
の
駅
に

行
着
し
は
し
い
こ
ふ
ほ
と
、
本
陣
何
か
し

あ
な
い
し
て
御
関
處
に
至
る
、
乗
物

の
う
ち
よ
り
の
そ
き
み
れ
は
、
関
守
人
の
い
と

い
か
め
し
さ
身
も
わ
な
ゝ
か
れ
ぬ
る
に
、
や
か
て

老
女
み
へ
出
て
あ
ら
た
む
、
す
み
て
乗
物
を

海
邊
に
か
き
出
る
に
、
い
き
の
ほ
と

出
る
も
を
か
し
、
爰
は
吉
田
の
殿
よ
り
守
ら
せ

給
へ
り
と
そ
、
さ
れ
は
別
に
み
つ
か
ひ
人

し
て
何
く
れ
と
あ
つ
か
ひ
給
ひ
、
舟
な
と

い
と
よ
く
物
せ
さ
せ
給
ふ
そ
か
し
こ
き
や

や
ゝ
舟
に
う
ち
乗
沖
は
る
か
に

こ
き
出
る
に
、
波
い
と
し
つ
か
、
日
の
影

き
ら
〳
〵
と
ま
は
ゆ
き
ま
て
照
わ
た
り
、
遠
き

山
々
み
わ
た
さ
れ
其
な
か
め
は
た
た
と
へ
ん

か
た
な
し
、
は
や
く
一
里
の
舟
路
を
過
て

舞
坂
の
す
く
に
着
ぬ
、
爰
に
い
こ
ひ
て

お
く
れ
し
人
々
を
待
つ
と
へ
、
猶
行
々
て

暮
過
る
比
濱
松
に
や
と
り
ぬ

十
八
日
て
い
け
よ
し
、
ま
た
き
に
爰
を
立
出

天
龍
河
舟
に
て
渡
る
、
し
は
し
行
て
池
田

て
ふ
郷
の
う
ま
や
に
至
る
、
爰
に
昔
都
に

め
さ
せ
給
ひ
た
る
熊
野
と
歟
い
へ
る
女
の

お
く
つ
き
な
り
と
て
い
と
大
な
る
碑
有
、

か
た
へ
な
る
桜
は
彼
人
の
う
ゑ
お
き
け
る

と
な
む
い
と
ゆ
か
し

　
　
都
人
を
し
み
し
も
む
へ
世
に
匂
ふ

　
　
　
な
れ
し
東
の
花
の
言
の
は

夫
よ
り
見
附
懸
河
袋
井
の
駅
も
は
や
く

過
て
、
夕
つ
か
た
日
坂
の
駅
に
や
と
る

十
九
日
空
く
も
り
ぬ
、
ま
た
き
に
立
出
て

い
と
け
は
し
き
坂
路
を
登
り
、
行
道
の

な
か
ら
に
庭
注
石
と
歟
い
へ
る
有
、
か
た
ち

ま
ろ
ら
か
に
て
東
の
方
に
向
ひ
南
無

阿
弥
の
文
字
あ
り
、
こ
は
昔
た
ふ
と
き
ひ
し

り
の
彫
給
ふ
と
な
む
、
猶
行
々
て
左
の
方

に
小
夜
の
中
山
て
ふ
観
音
の
御

堂
あ
り
、
世
に
聞
え
た
る
た
ふ
と
さ
お
り

た
ち
て
ま
う
て
ぬ
、
山
を
お
り
行
は
い
と

清
き
小
河
、
こ
は
菊
河
と
い
へ
る
川
の

末
也
と
人
を
し
へ
け
る
、
右
の
方
に
宗
行
郷

古
跡
と
ゑ
り
た
る
碑
あ
り
、
此
郷
ハ
大
方
な
ら

ぬ
、
故
あ
り
て
こ
ゝ
ら
わ
た
り
を
さ
す
ら
へ
給
へ
り
し
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な
と
人
の
言
あ
へ
る
に
、
其
存
よ
し
は

さ
た
か
に
わ
き
ま
へ
ね
と
い
と
、
あ
は
れ
に

お
ほ
え
て

　
　
心
な
き
人
も
あ
は
れ
と
菊
河
の

　
　
　
な
か
れ
て
世
々
に
残
る
言
の
は

夫
よ
り
金
谷
の
駅
に
至
る
、
扨
大
井
川

わ
た
ら
ん
と
て
板
は
し
ふ
た
つ
み
つ
わ
た
り

行
は
、
け
に
名
に
お
へ
る
早
河
の
な
か
れ

い
と
は
け
し
く
、
さ
ら
に
目
を
と
ろ
く
斗
な
り
、

蓮
臺
に
て
渡
る
に
風
す
さ
ま
し
く

顔
む
く
へ
く
も
あ
ら
す
、
か
ら
う
し
て
渡
り

を
へ
て
嶋
田
の
駅
に
い
こ
ふ
、
ま
た
行
々
て

瀬
戸
河
を
う
ち
わ
た
り
、
藤
枝
の
う
ま
や
も
過

岡
部
の
駅
に
い
こ
ひ
、
夫
よ
り
坂
路
い
と

け
は
し
、
爰
は
宇
都
の
や
嶺
と
か
や
名
に

お
へ
る
鴬
か
つ
ら
は
ひ
ま
つ
は
り
、
青
々
せ
る

い
と
を
か
し
、
山
を
お
り
ま
り
こ
の
駅
も
過
行
ニ

此
あ
た
り
ニ
木
枯
の
も
り
し
つ
は
た
山
な
と

い
へ
る
名
處
あ
り
と
は
聞
つ
れ
と
、
い
つ
く
を

さ
し
て
歟
い
ふ
な
ら
ん
、
か
き
り
あ
る
旅
は
く
ま

な
く
尋
へ
く
も
あ
ら
す
い
と
口
を
し
、
夫
よ
り

阿
部
河
も
う
ち
わ
た
り
、
行
々
て
府
中
の

う
ま
や
に
や
と
る

廿
日
空
く
も
り
風
は
け
し
江
尻
の
駅
に

至
る
、
右
の
方
海
に
て
高
き
堤
也
、
登
り
て

み
る
に
三
保
の
松
原
と
歟
い
へ
る
海
に

さ
し
出
て
、
い
と
か
す
か
に
み
ゆ
、
爰
は
清
見
か

関
の
跡
な
る
よ
し
、
猶
く
さ
〳
〵
の
見
處
も

有
へ
け
れ
と
、
今
朝
よ
り
風
あ
ら
ゝ
か
な
る
に

此
あ
た
り
は
汐
風
い
と
は
け
し
く
い
さ
こ

吹
た
て
顔
む
く
へ
く
も
あ
ら
す
、
浪
の
音

い
と
お
と
ろ
〳
〵
し
あ
は
れ
、
空
晴
や
か
に
て

此
海
の
お
も
て
な
か
め
た
ら
ん
に
は
と
か
お
も
ふ

に
、
い
と
名
残
を
し

　
　
は
る
か
な
る
三
保
の
松
原
み
も
わ
か
す

　
　
　
沖
つ
汐
風
あ
ら
ゝ
か
に
し
て

　
　
清
見
か
た
浪
の
せ
き
守
幾
か
へ
り

　
　
　
人
の
こ
ゝ
ろ
を
と
ゝ
め
た
り
け
む

か
ら
う
し
て
爰
を
う
ち
過
、
興
津
河
渡

る
こ
ろ
風
す
こ
し
し
つ
ま
り
ぬ
、
し
は
し
行

て
い
と
け
は
し
き
坂
路
に
登
る
、
爰
は

さ
つ
た
嶺
と
か
や
よ
へ
る
と
を
登
り
、
行
ま
ゝ

右
の
方
に
海
み
わ
た
さ
れ
い
と
よ
き

な
か
め
也
、
い
た
ゝ
き
に
至
れ
は
さ
も
廣

や
か
な
る
海
の
面
真
帆
に
み
え
、
遠
こ
ち

の
は
る
け
き
山
々
一
目
に
み
ゆ
る
に
、
左
の

か
た
に
一
き
は
高
き
山
は
明
日
な
む

こ
ゆ
へ
き
箱
根
の
嶺
也
と
そ
、
遠
く
み
る

た
に
い
と
す
さ
ま
し
き
山
の
す
か
た

な
る
を
こ
ゆ
へ
き
ほ
と
思
ひ
や
ら
ぬ
、
し
は
し

い
こ
ひ
て
山
を
お
り
、
ふ
も
と
の
茶
亭
に
て

昼
の
物
な
と
出
さ
せ
ぬ
、
爰
を
立
出
て
行
に

右
は
海
に
し
て
左
は
家
並
立
て
い
と
賑
し
、

由
井
河
を
渡
り
行
は
此
あ
た
り
ハ
海
を
う
し

ろ
に
家
並
た
り
、
此
家
居
の
う
し
ろ
を

田
子
の
浦
と
よ
ふ
と
か
や
、
蒲
原
の
う
ま
や
も
過

て
不
二
河
の
渡
し
に
至
る
、
爰
よ
り
ふ
し

の
ね
い
と
高
や
か
に
み
ゆ
、
け
ふ
ハ
そ
ら

く
も
り
た
れ
は
其
い
た
ゝ
き
ハ
定
か
な
ら
ね
と
、

こ
と
山
に
ぬ
け
出
た
る
す
か
た
は
さ
ら

に
た
と
へ
ん
方
な
し

　
　
か
斗
と
思
ひ
懸
き
や
ふ
し
の
峯
は

　
　
　
世
に
た
く
ひ
な
き
山
と
聞
し
か

　
　
何
に
我
た
く
へ
て
い
は
し
ふ
し
の
ね
を

　
　
　
ま
た
み
ぬ
人
の
誠
と
は
せ
む

ふ
し
河
の
な
か
れ
い
と
は
や
き
を

　
　
幾
と
せ
を
ふ
る
き
み
ゆ
き
の
舞
そ
め
て

　
　
　
な
か
れ
ハ
す
ら
む
ふ
し
河
の
水

猶
行
々
て
吉
原
の
駅
に
や
と
る

廿
一
日
け
ふ
も
空
晴
や
か
な
れ
と
爰
を
立

出
並
松
の
ほ
と
り
過
る
比
、
不
二
山
い
と
あ
さ

や
か
に
み
ゆ

　
　
き
の
ふ
け
ふ
返
り
み
し
つ
ゝ
幾
度
か

　
　
　
と
へ
と
こ
た
へ
は
ふ
い
の
芝
山

浮
し
ま
か
原
と
か
や
う
ち
過
、
原
の
駅
に

い
た
る
、
沼
津
の
す
く
も
過
て
三
嶌
の
う
ま
や
に

い
こ
ふ
ほ
と
雨
降
出
ぬ
、
爰
を
立
出
三
し
ま

の
御
神
に
ま
う
て
、
夫
よ
り
し
は
し

行
は
名
に
高
き
箱
根
の
山
へ
に
さ
し

か
ゝ
り
ぬ
、
い
と
け
は
し
き
坂
路
を
登
り
行
ニ

を
り
〳
〵
雨
降
て
、
か
な
た
こ
な
た
よ
り
雲
お
こ
り

い
と
く
ら
く
成
、
ま
た
す
こ
し
雨
や
み
空
は
れ

た
る
折
々
に
駕
籠
よ
り
の
そ
け
は
、
目
も

お
よ
は
ぬ
ま
て
高
き
杉
と
も
お
ほ
ひ
か
さ
な
れ

る
さ
ま
い
と
お
そ
ろ
し
、
石
わ
り
坂
と
歟
い
へ

る
處
に
至
る
ニ
ま
ろ
や
か
な
る
石
並
た
る

坂
な
れ
は
、
駕
籠
か
く
者
の
杖
す
る
に
も

其
石
に
あ
た
り
て
つ
と
す
へ
る
な
と
、
乗

物
な
か
ら
身
も
ひ
る
か
へ
る
斗
わ
ひ
し
さ

い
は
ん
方
な
し
、
し
は
し
登
り
て
す
こ
し
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な
た
ら
か
な
る
道
の
な
か
ら
に
甲
石
と

い
へ
る
有
、
其
か
た
ち
に
よ
り
て
名
つ
く
に
や

か
ら
う
し
て
行
程
、
伊
豆
と
相
模
の
境
と

い
へ
る
す
く
の
本
陣
、
亦
原
て
ふ
家
に
や
と
り
ぬ

家
の
め
く
り
は
山
よ
り
山
そ
ひ
え
た
れ
は
、

梢
に
絶
ぬ
風
の
音
、
夜
も
す
か
ら
ひ
ゝ

き
わ
た
り
て
い
も
ね
ら
れ
す
、
い
と
わ
ひ
し

　
　
こ
ゝ
し
さ
の
行
手
の
み
か
は
箱
根
ち

　
　
　
は
枕
も
や
す
く
と
ら
れ
さ
り
け
り

廿
二
日
て
い
け
い
と
よ
し
、
五
ツ
過
る
比
あ
る
し

あ
な
い
し
て
御
関
處
に
至
る
、
御
あ
ら
た
め

こ
と
な
く
す
み
て
過
行
そ
い
と
う
れ
し
き
、
夫
よ
り

坂
路
猶
け
は
し
く
お
り
登
り
行
ほ
と
に
、

さ
い
の
河
原
と
歟
い
へ
る
處
の
い
と
さ
ゝ
や
か

な
る
御
堂
に
て
う
ち
な
ら
す
鉦
の
音

澄
わ
た
り
て
物
あ
は
れ
也
、
権
現
坂
な
と

い
と
け
は
し
き
を
う
ち
過
れ
は
左
の
方
の

山
の
な
か
ら
に
湖
有
、
水
清
み
渡
り

て
物
す
こ
し
て
、
う
し
の
口
か
し
の
木
坂

な
と
登
り
つ
お
り
つ
、
か
ら
う
し
て
畑

て
ふ
處
に
い
こ
ふ
、
亦
ふ
た
つ
み
つ
お
り

登
り
て
湯
本
と
い
へ
る
處
に
至
る
、
爰
は
山
中
に

似
け
な
く
賑
は
し
さ
大
方
な
ら
す
、
さ
ま

〳
〵
の
う
る
は
し
き
挽
物
な
と
ひ
さ
け
り
、
爰

を
立
出
い
と
水
は
や
き
河
の
板
橋
打
渡
る
、

是
な
む
此
山
の
麓
に
て
小
田
原
の
駅

に
至
る
、
し
は
し
行
て
酒
匂
川
蓮
臺

に
て
う
ち
わ
た
る
、
汐
見
橋
は
右
の
か
た
に

海
み
え
な
か
め
よ
し
、
鴫
立
澤
の
西
行
上

人
の
庵
の
ほ
と
り
過
る
比
は
、
軒
は
に

あ
さ
る
雀
色
時
と
か
や
い
ふ
こ
ろ
な
れ
ハ
よ
く
も

み
す
、
き
の
ふ
け
ふ
の
山
路
に
こ
う
し

は
て
、
か
ら
う
し
て
大
磯
の
駅
に
や
と
る

廿
三
日
て
い
け
よ
し
、
朝
と
く
爰
を
立
出

も
ろ
こ
し
か
原
う
ち
過
、
花
水
橋
渡
る
比

朝
日
花
や
か
に
さ
し
出
て
け
し
き
い
と

よ
し
、
平
塚
の
駅
も
過
、
馬
入
河
う
ち
わ
た
り

て
藤
澤
の
駅
に
至
る
、
遊
行
寺
の
ほ
と
り

に
し
は
し
い
こ
ふ
、
戸
塚
の
駅
も
う
ち
過

行
々
て
、
相
模
武
蔵
の
境
と
い
へ
る
坂
を

こ
え
、
ひ
つ
し
の
半
と
お
も
ふ
比
程
谷
の

駅
に
や
と
り
ぬ

廿
四
日
、
空
く
も
り
ぬ
ま
た
い
に
立
出
て

金
河
の
駅
も
過
、
新
宿
生
麦
な
と
い
へ
る

村
々
を
過
、
川
崎
に
し
は
し
い
こ
ひ

夫
よ
り
六
郷
河
わ
た
り
、
大
森
鮫
津
も
過

品
川
の
駅
に
い
こ
ふ
、
か
く
て
む
か
へ
の
為

よ
へ
よ
り
こ
ゝ
に
ま
た
せ
給
へ
り
と
て

母
刀
自
は
し
め
は
ら
か
ら
な
と
、
ま
う
き
ま

し
ゝ
其
う
れ
し
さ
、
中
々
言
尽
す

へ
き
に
あ
ら
す
、
う
ち
く
つ
ろ
き
て

み
き
な
と
出
さ
せ
絶
て
、
久
し
き
た
い
め
を

か
た
み
に
喜
ひ
聞
え
つ
ゝ
、
尽
ぬ
物
語

に
時
う
つ
り
ぬ
れ
は
、
爰
を
立
出
、
海
辺
を

た
と
り
〳
〵
て
高
な
わ
も
打
過
、
芝
口
と
歟
い
へ
る

處
に
て
迎
へ
の
人
々
ハ
こ
ゝ
に
て
別
を
告
、

家
に
帰
も
あ
り
、
猶
送
る
も
あ
り
、
扨
み
た
ち
へ

と
い
そ
く
ほ
と
け
に
、
大
江
戸
の
賑
は

し
さ
、
鄙
の
長
路
に
引
か
へ
て
い
と
目
覚
し

生
出
し
處
と
い
へ
と
あ
ま
た
の
年
月
立

て
は
、
何
く
れ
と
其
さ
ま
か
は
り
、
み
る
物
聞
物

い
と
め
つ
ら
か
に
お
ほ
え
て
、
只
う
ひ
な
る

心
地
す
る
も
を
か
し
、
扨
夕
つ
か
た
此
み
た
ち

に
帰
り
着
し
に
、
爰
に
も
人
々
う
ち

つ
と
ひ
待
喜
ひ
聞
え
つ
ゝ
長
き
旅
ね
に

つ
ゝ
み
な
か
り
し
を
、
か
た
み
い
は
ひ
い
は
ゝ

れ
て
い
つ
は
つ
へ
く
も
あ
ら
ぬ
そ
な
へ
て
の

心
な
ら
ん
か
し
、
難
波
に
て
人
々
に
別
れ

し
は
き
の
ふ
け
ふ
と
お
も
ふ
に
は
や
く
も

東
に
帰
、
か
く
人
々
に
絶
て
ひ
さ

し
き
物
か
た
り
に
か
た
み
い
お
も
か
は
り

ぬ
る
よ
な
と
、
お
な
し
事
の
み
い
ひ
て
日
を
送
る

も
只
夢
の
こ
と
く
に
な
む
、
か
ゝ
る
嬉
し
き

中
に
も
さ
き
つ
と
し
父
は
た
兄
さ
へ
に

は
か
な
く
な
ら
せ
給
へ
り
し
そ
あ
か
す
か
な

し
き
、
け
に
常
な
き
は
人
の
世
の
習

と
お
も
ふ
物
か
ら
、
何
く
れ
と
思
ひ
出
る
事
の
み

お
ほ
く
し
て
今
さ
ら
に
袖
し
ほ
り
、

あ
へ
ね
も
か
ひ
な
き
業
そ
か
し

　
　
あ
り
し
に
も
あ
ら
ぬ
古
巣
に
帰
り

　
　
　
来
て
い
と
ゝ
音
に
鳴
谷
の
う
く
ひ
す

　
　
さ
た
め
な
き
世
と
は
し
る
〳
〵
ふ
る
郷
へ

　
　
　
帰
て
物
を
お
も
ふ
今
日
か
な

か
く
て
後
は
世
の
こ
と
わ
さ
の
し
け
さ
ま
さ
り
て

す
け
る
道
す
ら
捨
る
と
に
は
あ
ら
て

い
つ
し
か
師
の
君
の
御
も
と
へ
松
吹
風
の

音
つ
れ
さ
へ
絶
々
に
成
に
し
そ
か
ひ

な
き
や
、
さ
れ
は
あ
つ
め
し
文
も
い
た
つ
ら
に
、

し
み
て
ふ
虫
の
往
家
と
や
成
ぬ
ら
む
か
し
、

こ
そ
の
神
無
月
斗
、
師
の
君
の
御
も
と
に
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此
年
比
音
つ
れ
参
ら
せ
さ
り
し
お
こ
た
り

を
わ
ひ
聞
え
参
ら
せ
け
れ
は
、
あ
り
し
に

か
は
ら
ぬ
み
こ
ゝ
ろ
は
え
を
い
と
こ
ま
〳
〵
と

書
つ
ゝ
け
給
て

　
　
海
山
を
隔
し
ほ
と
は
か
く
斗

　
　
　
お
ほ
つ
か
な
く
は
過
さ
さ
り
し
を

お
な
し
年
の
霜
月
半
、
あ
る
人
の

も
と
よ
り
都
な
る
や
ん
こ
と
な
き
わ
た
り
に

し
る
へ
有
は
歌
書
て
さ
ゝ
け
よ
、
か
な
ら
す

御
草
そ
へ
さ
せ
給
ふ
へ
し
な
と
人
し
て
い
ひ

お
こ
せ
ぬ
あ
れ
と
、
わ
ら
は
も
と
よ
り
文
ま
な
ひ

し
と
に
あ
ら
ね
は
い
か
て
さ
る
こ
と
の

侍
ら
ん
や
、
よ
き
に
ま
う
し
て
よ
と

す
ま
ひ
ぬ
れ
と
、
猶
せ
ち
に
い
は
せ
け
る

ま
ゝ
、
さ
の
み
は
と
て
書
ぬ
、
其
と
し
も
暮
て

今
年
睦
月
の
半
斗
、
都
な
る
彼
わ
た
り

よ
り
、
わ
ら
は
か
歌
愛
さ
せ
給
ふ
の
よ
し
お
ほ

せ
給
は
り
て

　
　
む
さ
し
野
の
い
か
な
る
種
そ
を
み
な
へ
し

　
　
　
遠
き
都
に
匂
ひ
来
ぬ
る
は

　
　
一
す
ち
に
分
こ
し
人
を
し
る
へ
に
て

　
　
　
ま
よ
は
す
た
と
れ
敷
鴬
の
道

か
く
な
む
お
ほ
せ
給
へ
り
し
、
い
と
お
ほ
け
な

き
身
の
め
い
ほ
く
、
何
に
か
は
た
と
へ
つ

へ
き
、
さ
は
あ
れ
つ
た
な
き
心
に
は
言
へ
き

事
も
え
わ
き
ま
へ
ね
と

　
　
お
も
ひ
き
や
遠
き
雲
井
の
花
の
香
を

　
　
　
か
ゝ
る
袂
に
と
ゝ
む
へ
し
と
は

是
ひ
と
へ
に
、
師
の
君
の
年
こ
ろ
を
し
へ

道
引
給
ひ
し
こ
と
の
保
か
ら
ね
は
、
か
ゝ
る

こ
と
こ
そ
と
あ
る
に
も
あ
ら
れ
ぬ
、
か
し
こ

さ
に
か
く
と
告
参
ら
せ
し
に

師
の
君
も
こ
よ
な
う
よ
ろ
こ
は
せ
給
ひ
て

お
な
し
月
の
末
の
み
か
と
い
へ
る
に
、
ゆ
く
り
無

と
は
せ
給
ひ
て

　
　
雲
ゐ
よ
り
も
り
く
る
月
に
み
か
ゝ
れ
て

　
　
　
ひ
か
り
そ
は
れ
る
玉
の
横
山

玉
の
横
山
は
む
さ
し
野
の
名
處
也
、
そ
を

わ
か
氏
に
か
け
給
へ
る
な
る
へ
し
、

十
と
せ
あ
ま
り
の
昔
物
か
た
り
に
春
の
日
も

み
し
か
う
暮
て
帰
り
給
ひ
ぬ
、
夫
よ
り
後
は

を
り
く
の
御
題
な
と
も
給
は
れ
は
、
い
さ
ゝ
村
竹

ふ
し
な
き
事
共
い
ひ
出
つ
る
物
か
ら

ぬ
は
玉
の
や
み
ち
を
た
と
る
は
か
な
き
身

に
、
言
の
葉
竹
の
い
や
し
け
な
る
を
も

を
し
へ
さ
と
し
給
ひ
な
は
、
我
世
に

い
け
る
さ
ち
な
り
と
お
も
ふ
ま
に
〳
〵
か
ひ

つ
け
し
、
草
の
は
こ
ひ
も
言
の
葉
も
、
い
と

つ
た
な
さ
を
返
り
見
な
き
を
こ
な
る
わ
さ
よ

と
、
人
々
わ
ら
は
せ
給
ひ
な
む
か
し

　
　
か
き
つ
め
し
磯
の
も
く
つ
に
言
の
は

　
　
　
の
ひ
か
り
を
そ
へ
よ
和
歌
の
浦
浪

　
　
い
さ
や
み
む
和
歌
の
う
ら
波

　
　
　
か
き
わ
け
て
藤
に
　
　
　
　

　
　
　
　
ま
し
は
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
玉
の
光
を

　
　
　
湘
清

　
あ
つ
ま
の
つ
と

　
終

わ
さ
よ
と
人
ニ
笑
は
せ
給
ひ
な
む
か
し

　
　
か
き
つ
め
し
磯
の
も
く
つ
に
言
の
は
の

　
　
　
ひ
か
り
を
そ
へ
よ
和
歌
の
う
ら
濱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
路
子

歌
よ
み
習
ひ
し
に
、
始
め
て
や
ん
こ
と
な
き

あ
た
り
に
名
誉
あ
り
し
に
、
を
は
れ
る
事

い
と
を
か
し
く
と
り
な
さ
れ
た
り
、
い
か
て

右
の
巻
々
は
や
く
書
あ
ら
た
ま
へ

こ
の
寺
の
殿
に
も
い
み
し
う
ゆ
か
し
か
ら
せ

給
へ
は
と
く
ま
ゐ
ら
せ
て
ん

（
異
筆
）

　
握
い
て
や
み
む

　
　
　
和
歌
の
う
ら
波

　
　
　
　
　
　
か
き
わ
け
て

　
　
　
　
藤
に
ま
し
は
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
の
光
を
　
　
湘
清
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　北　川　　　央 森　　　隆　男

　黒　田　一　充 藪　田　　　貫

　小　谷　利　明 山　本　　　卓

※木　庭　元　晴 吉　井　克　信

　酒　井　亮　介 吉　田　晶　子

　髙　橋　隆　博 米　田　文　孝

　鶴　崎　裕　雄

P.D.（ポスト・ドクトラル・フェロー） 森　本　幾　子

R.A.（リサーチ・アシスタント） 内　田　吉　哉 祭礼遺産研究プロジェクト

内　海　寧　子 祭礼遺産研究プロジェクト

宮　元　正　博 生活文化遺産研究プロジェクト

千　葉　太　朗 生活文化遺産研究プロジェクト

松　本　　　望 学芸遺産研究プロジェクト

櫻　木　　　潤 歴史資料遺産研究プロジェクト

（あいうえお順）

 ※2006年度より、新たに研究協力者として加わる
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